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第 十 號

本邦産阿片に關する研究及實験

技　師　町　　口 英

　　　　　　　　　　　　第一章　阿片制度の沿革大要

　本邦阿片制度の三筋を繹ぬるに安政年間二三の諸外國ご修好通言條約を綿結するや

：始めて阿片の輸入を禁回し舶載阿片の三内流布ご其害毒を慮り明治元年閏四月阿片煙

草の二二及吸喫を禁ずるの布告を以てし同三年八月販費阿片煙律（太政官達）を布きて

庭回律合こなせb

　同年同月布告を以て生阿片取扱規則を定めたり

　同八年十一月（内務省達乙百五十六號）府縣に命して明治七八年度め阿片製造高培養

撮集時季，嬰粟品種，製煉三二製品見本を徴し同九年六月（省蓮乙六十九號）再達して見

：本差出方を論告し同十年五月（摺蓬丙二十二號）大阪府外4縣に劉し阿片製品分析成績

を呈示して生産を勘奨せり’

　同十一年八月（太政菅布告二十一號）前の生阿片規則を康して新に藥用阿片費．買並に

製逓規則を定め翌年之を實施せり

　同十八年十二月（内務省告示七十四號）阿片債格を改正し同二十年十月（内務省告示

五號）再ひ改正の上同二十一年一月より實施せb

　同三十年（法律第二十七號）新に阿片法を制定三布せられ同年同月（内務省令第四號）

阿片法施行規則を改正し質下阿片の容器を1匁入，10匁入，50匁入の3種こなし買上

三下債格共更正せられ仁り同四十二年四月衛生局主管の藥用阿片事務を衛生試験所所

管に移さる



2 町 口

　大正五年四月政府穿下の阿片容器を第一號5こ入，第二號25g入，第三號450g入に

改め錆｝ほ阿片法：第四條に依り賠償金を交付すへき阿片のモノγヒネ含量ご其賠償金門並

に政府に於て頁下ぐべき阿片の便格を加へられπり

　同六年：十一月（内務省合八十六號）阿片法第四條に依り大正七年以後政府に於て買上

くへき阿片の賠償金額を改正せり

　同七年五月（内務省告示四十「號）賠償金を交付すへき阿片の毛ノレヒネ含量三共賠償

金額並に大iE七年五月より政府に於て責下くへき阿片の骨格及定慣を改めすこり

　同年同月（法律第四十三號）阿片法を改正せり

　同十年六月（内務省告示百十二號）阿片法に依り大正十一年六月九日以後賠償金を交

付すへき阿片のモノγヒネ含量及賠償金額に改正を加へられすこb

　同十一年三月（内務省命五號）阿片法施行規則の改正に依り阿片試瞼調製並に交付の

事務を大阪衛生試験所に移管されずこり

　以上明治十二年以降現今に至る買上並に頁下債格の攣遷を一括して表示すれは次の

如し

買　　・上　　慣　　格

モルヒネ含量

1CO分中2分以上

同　3分以上

同　4分以上

同　5分以上

同　6分以上

同　7分以上

分　8分以上

同　9分以上

同　10分以上

十二年よ
リ十八年
末まで
100分中6
分以上買
上
1｛｝0匁に

付

　圓
6．30

7．00

7．70

8．40

9．10

十九年よ
リ廿年末
まで

左に同じ

　同

　圓
4．50

4．95

4．40

5B5

6．30

廿一年よ
り廿年三
刀末まで
100分中9
分以上買
上

　同

　圓
4．50

5．00

研年四月
より大正
五年三月
末迄
100申分5
以上買上

　同

　圓
1．CO

1．50

2．00

2．50

3．50

4．50

大正五年同七年四
四刀より
同七年三
月末迄
100分申2
分以上買
上
　同

　圓
1．00

1．50

2．00

3．00

．4．00

5．00

6．00

7。00

8．00

刀より八
年三月末
迄

左に同ご

　同

　圓・
7．00

8．00

9．00

10．00

11．00

12．00

13．00

14．00

15．00

八年四月
よリ十一
年六刀八
口迄

左に同じ

　同

　圓11．OO

13．00

15．00

’17。00

19．00

21．00

23．00

25．00

27．00

十一年目
刀九Hよ
り現時に
至る

100分申3
分以上買
上
　同

　囲5．00

6．00

7．00

S．00

10．00

12．00

14，00

16．00
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同　11分以上 　9．80

70同門

　6．75

水贋の1
割増

　5．50

以上1分
増す録に
50鑓固著
ふ

　5．50

12分以上
に50銭増’

5匁未滞
に含量に
拘らす
100匁1圓
の割

し

　9．00

5分以上
に1圓増

左に同じ

　16．00

1圓取

左に同ご

同1e圓の
剖

　2S．00

11分以上
に1圓士陸

　同

　同

　18．00
　　　クS分以上
2圓培

　同

5圓の割

　　’

責下説論及阿片定点

，

明治十二年
より同十八
年末迄

モルヒネ含
量9分乃至
10分のもの
1匁1瓶
　　　圓
　0．135

モルヒネ含
量11分乃至
12分のもの

1匁1瓶
　　　圏
　0．155

同十九年よ

リ廿年末迄

モルヒネ含
量9分乃至
10分のもの
1匁1瓶

　　　圓
　0．100

モルヒネ含
量11分乃至
12分のもの

1匁1瓶

　0．12

廿一・年よ’

骨年三刀末
迄

モルヒネ含’

圭卸0分乃至

11分のもの
1種εなれ
り

1匁1瓶
　　　圓
　0．100

i皆年・四月よリ

大正五年三月
末迄

モルkネ含量
10分乃至11分
のもの容器3
手重ミrな竃τリ

11匁1瓶
　　　園　　0．10り

10匁1瓶

　　1．00u

50匁1瓶
　　　圏　　5．0ω

大iE五ξ辞四月

よリ七年四刀
末迄

喪一F｛質格ε阿片

定慣（販野晒よ
リ資日別きの定
慎）の二つに瓢
別し内容為r3種
に改む
　嚢内債楮
一目59入

　　　0，17u
二號　259入
　　　0．S5
三號4509入
　　　14．50
　阿片定慣
一・j59入
　　　0．20
二號259入
　　　1．00
三號4509入
　　　17．00

七年五月よリ

八年三刀末迄

蜜下慣格
一號59入
　　　　圓
　　　0．3・主

二號259入
　　　1．70
三號4509入
　　　29，00

阿片定債
一號59入．
　　　　圓
　　　o．4u
二號259入
　　　コ．00

三號4509入
　　34．GO

八年凹月よ
り現噂に型
ろ

賓下領格
一號59入

　　0，うり

ニ號259入
　　2．50r
三號450窪入
　　42．50

阿片定領
一號59入
　　　画
　　　0．60
二號259入
　　　3．O（，

門脇4509λ
　　50．00

／

　　　　　　　　　　　第二章　栽培及二二に弔する歴史概観

　本邦阿片の來歴に屈しては前史の徴すへきものなきを以て之を詳にせさるも往古阿

片の柵呼ずこりし「津輕」の名より考察する時は奥州津．輕地方は本邦初期の渡來地才こるへ

く嬰粟の培養も亦この地に於て創治せられナこるものなるへし口碑の傳ふる庭に遮れは

’今を去る500籐年前足利義満將軍時代なりご言ふ

　大阪府下阿片製造景況に就き辻岡精血氏の諭告1）を見るに嬰粟栽培及珂片製造の起

初に卜して次の記載あり

　撮津國三島郡（蕉島上郡）西面村は天保入年丁丁の秋同村植田四郎兵衛なる者大阪道

田町藥店に寄留中實家に共植培を勘め始めて製造を開始せり

　同郡の内競島下郡目垣村は嘉永二年西面村よb始めて傳播，三編井村は嘉永五年同

　　1）藥學雑誌二百五十五號，445（明治三十六年）・
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村彦阪利苓～なる者陸奥南部津輕に至り培養及製造法を傳受し蹄村して製造を開始せ

う

　同鮎川村及富田村は安政五年開始，同澤良宜村は明治十一年同郡目垣村より傳播，

同野々村は明治十二年西面村より傳馴せり

　以上の旨意ご來歴に基く時は本邦最初の渡來地は陸奥津輕地方なるか如し回れこも

此地たるや野冊地味並に責買取引潮其地理的位豊の聯弾に於て遠く甲西に及はす之か

北め共登蓬を俘ふに至らさbしなるへし果して然らば栽培典作の地は大阪府下にして

就中奮島上郡西面村は之か中心地こして最古の今更を有す術ほ明治初年の頃は山梨縣

　ノ下に於ても之を栽培し甲州阿片の名は夙に知られし庭なり斯くして天保以降明治十一

三年に至るの問漸次大阪府下其他に傳饗し製造を開始する者多きを加撃るご共に滋

賀，三重，岐阜，岡山，石川，千葉品等四壁之を試植するに至れb而して明治初代の早馬及

甲州阿片はモノンヒネ含有量僅少に過ぎさうしか如く或は言ふ往年の阿片は其採牧法常

注に櫨らす軍に嬰明殻を粉砕し水ご共に煎難して製したる一種の越階斯にして之を大

阪に輸i医し棋界しすZるものなりご

　安政以來政府は舶載阿片に上する妨害取締の策をを建てたるも亦阿片の丁寧上の必

須潤たるの故を以て別に耳管購入の途を避くるご；共に内地生産に捌しては倍、共増殖

を計らんかすこめ奨写する庭ありしか當時は栽培製煉共に疎漏にして即智に適せ踏るも

の多く從って内地産額を以てしては到底需要を増す能はさる朕態なりき而して明治十

一年阿片責買製造規則の公布に依り自由販責を禁せらる、ご共に其事用に適せさるも

のは凡て没牧せら’る、に至り農家は製造を中止する者多くために生産の攣調ε衰運を

招くに至れり煙れこも爾來徐々に頽勢を挽回し同十九年及二十年に至りて箱盛況の観

を呈し三十九年衰萎の極に達したるも大正四年欧州職胤α～勃｛申するや政府は内地に於

りる醤藥自給の奨踊策こして嬰粟栽培講習會を大阪府下に開催し時評の普及に努めた

．る瀦果製蓮明智に典遮し産額すこめに劇培せり蓋し從來の阿片は共産地殆ε大阪府下に

搬られ三重，奈良涼都，兵庫及庇児島の僅に之に陪加せるのみにで頗る貧弱の状態に在

うしも娩近に於ける栽培地は1道2府20縣に及ひ生産年額1000除貫に垂こする

の盛況を見るに至れるは斯道近來の蓬歩こすへし
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　　　　　　　　　　　第三章　本邦阿片の生産及品位

　内地産阿片の生産品位に關する文獄は明治九年大阪府外4縣の製造阿片試験成縫

（同十年内務省達丙二十二號）を以て元始ごなすへし當時は生産多からす且製法粗漏の

すεめ品質三々にして其4～均大約に曾て湿潤阿片100分中モノンヒネ5・7％（乾燥阿片1

00週中6．5％）水分ユ2％にして藥用に堪えさるもの多かりき

明治＋二年以降同書＋年に至る鞠牟産額は約130貫叉二＋一年以後政府の買上規

格はモノレヒネ含量9％以上の阿片に限定せられ花る結果三十二年前後及三十九年に至

って年産僅に2－3貫に過ぎ．さりしも大正五年以後6箇年の4～十年産額は608貫除當時

の買上規定はモノγヒネ含量2％以上のものなbしに拘らす共絡李均含量は12％にし

て品質の向上を示し叉大正十一年以後最近3箇年の4i均年産麺は愈，増加して835貫

こなう毛ノソ≧ネ含量総ZF均は12・3％にして栽培及製造法の熟練ご共に良好の阿片を

生産するに至り殊に大阪府和歌山縣は多作栽培地こして知られ共南明著大品質亦優良

のもの多く殊に和歌山縣生産品の含量概ね整齋なるは大に注目に儂すへし以下明治十

二年以降大正十三年に至る内地阿片の生産量並に品位に關する年表を附し場て滲考の

資εすへし　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　内地阿片生産年表
1 合格品のモル

年　　　　次

@」
生産量 y合格晶籔量、 不合格品鍛量 ヒネ含量穗牛

〟@（％）
生産鑓t府縣

貫 貫 貫

明治十二年 39．コ 12．昏 26．6

一
大　　阪　　府

同　　十三年 73．3 17．4 55．9 冒　一 ，，

同　　十四年 36．5 25．8 10．7
｛．

，，

同　　十五年 1233 43．7 80．1

一
，，　　．

同　　十六年 119．9 78．4

一
，，

同　　十七年 139．3 32．2 】⑪7．1　．、

一
大　阪・奈艮

同　　十八年 】08．4　’ ．93．9 14．5

一
，，

同　　十九年 259．8 202．4 57．4

一
，，

同　　二十年 267．1 199．3 67。S

一
，，

同　　二十一年 72．2 26．3 45．7 】0．2 大　　　　　阪

同　　二十二年 32．8 11．2 21．6 10．6
■，

同　　二十三年 6．6 2．4 4．2 10．Ω δ　　　．，

同　　二十四年 6．2 4．0 2．2 10．3 ，，

同　　二十五年 S．6 8．1 0．5 11．1 ，，

同　　二十六年 19．5 19．1 0．4 122 ，，

同　　二十七年 53．5 1S．2 35．3 10．0 ，，
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｛同

1同

摂
1同
ii同

1同

獅
i同

1同

点
1同

1同

1同

1同

同

同

二十八年

二十ゴLf炉

三十年
三十一年

三十二年

三十三年

三十四年

三十五年

、三十六年

三十七年

三十八年

三十ブLイi竃

四十年
四十一年

四十二年

四十三年

四十四年

大正’元

同

・L同

鶴

舞

欝

欝

鵠

四

五

六

七．

八

九

十

年

年

年

年

年

年

年

年

年

十一年
十二年
十三年

11．3

　8．9

　7．2

　3．S

　3ユ

　3，6

ユ0．6

16．5

35．0

23．9

　」0．4

　2．3

　4。5

　3．9

　8．2

10．S

15。6

22．1

29．7

3S．9

・101．5

307．9

3S9．1

13C．8

451．S

939，7

1425．6

1041．1

575．7

SS9．5

10．8

　8．9

　7．1

　3．S

　3．1

　3．6

10．6

16・5

35。0

23，9

10．3

　2，2

　4．5

　3．9

　7．9

10．S

15．6

22．1

29．7

3S。9

100．2

307．S

3S9．1

136．7

450．9

937．7

1306．S

970．4

574．1

8S2．9

0．5

0．1

0．1

　0．1

0．3

1．3

0．1

0．9

2．0

118．S

70．4

1．6

6。6

11．3

．13．0

11．2

13．2

12．6

12．9

12。3

13．9

12。5

1L6

12．5

】1．S

12．0

13．0

12．0

14，0

15．2

13．8

15，2

15．7

12．9

12．5

12．7

15。S

12．7

10．9

7．1

8．S

15．1

ユ3．1

大　　阪
，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

大阪，　三重

　　　，．
大阪，三重，秦夏
大阪9三重，奈夏，｛

鹿兜島
大　阪，　三　重

　　　，，

　　　，，

　　　，●

　　　，，

　　　，，
大　　　　　阪

大阪，兵庫
ブく阪，京都，三重

3　府　　24縣

3　府　2S縣
2　府　　20縣

3　府　野　縣
1ミ首；3」脹f　27　　｝縣

1ま旨；2月lf　23　　縣

1道2府21縣
1ミ首：2県系20　縣

　　　，，

　以上の生産量に600乾燥品の量目にて本表に概殿な示すもの画す

　惟ふに阿片の生産朕態は一粟品種栽培方法の相異等即ち産地の異るに三つC常に一

様ならす且天候氣温この關係は阿片の牧額並に品質に著しき影響を及ぼすこビ勿論な

るも今内地道府縣の生産額に基き各栽培地反別の上よb1反歩生産量を言出すれは大

略次の如し

　　　　　　　　　　　　1反歩一均生産量

生産地i1反》生醐生産紳反歩生産量1生醐11反歩生劇蜷地i仮歩生産量

北海道
瓶　　　島

i新　　　潟

匁
43

79

74

富

岐

愛

山

知

　匁116

122

121

和歌
大

兵

山

阪

庫

　匁220

223

165

愛　　媛
編　’岡

長　　崎

　匁167

115

63　．

’
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埼　　　玉

千　　　葉

月　　　京

静　　　岡

1．14

79

112

2S

1滋　　　賀

i同歯
1　　　　　＿
1奈　　艮

122

73

227

192

岡　　　山

慶　　　島

山　　　口

香　　　川

214

145

】99

192

大　　分

宮　　崎

鹿児島

68

143

70

　　以上に600乾燥阿片の量目1；基きて算定ぜうものなり但上記の内東京及宮崎に畢に1箇年の産額1二俵リ千

　葉輻岡に2箇年新潟に3箇年其他に最近5箇年の亭均産額に基きて求め？ころもの¢す

　爾本邦多産地の代表たる大阪府及和歌山縣生産阿片約100種に就き共牧量ご栽培反

例に依り1反歩生産量を求むるに大阪府三島郡に在っては最多486匁最：旧約ユ00匁和

歌山縣に在っては最：多630匁最少92匁にして一等主産地に於ては普通300匁好産60

0匁以上の生阿片を得へきは明かなりビす以上1反歩生産量を佛の1反歩80匁，オ

ーストラリアの132匁，朝鮮普通地の125匁最良地の2σ0匁，セノソビヤの約370匁，マ

セドニアの最多396匁，明明ダーレムの340匁最豊産時の660匁籐に比するに相伯仲

し若くは之を凌駕するもの少なからず省ほ本邦産三井種の如きは8同の探乳に依：り9

00匁以上の等量に達するものあり印度ギアクーター地方（1反歩840－1009匁）に比す

るも何等遜色あるを見す

　次に阿片生産量に号し内地産嬰彫工か幾何量の阿片を吐出するやに就き調査の結果

に挙れは本邦に於ける嬰粟は多くは1株1果なるも時に2甲子に藪果を保留し阿片宮

号用に供す從って1果より得る阿片量は栽培地によりて多少の別あるも鼓に1果の吐

出量を各地に就きて算定すれは大略次の数字を得

　　　　　　　　　　　　1果の阿片生産量

栽培地1品 樹撫繊陶（・反歩）瞬（1反列果刎・果の蜷量

愛

岐

京

田

奈

掛

香

愛

大

歌

知

都

山

夏

山

川

二

分

　　島　　種

　　島　　種

晒　島　種　多

　　島　　種

　　島　　種

ミ三島，顧ヲ｛ち種

　　島　　種

在　　來　　種

　　島　　種

　3

4－5

3－5
2－3

3

　は
§

と

ユ

§

曹P

　4

2諾

】60

30D
250

300

220
130

150
250
13G
230
290

7δ

20000

12420
20000
ユ5000

1500し

7000

　　
9000

1δ000
9300

11500
900D

SOOO

1－2

　1

　1
1－2

1

1

1

1

1

4

0．0359

0．04S，，

0．054，，

0．042，，

0．075，，

0．120，，

0，07史｝．，

0．052，，

0，033，，

0．055，，

0．075，，

0．121，，

0．009，，

即ち］果の阿片生産量は最少約0．01g最多0．12g李均0．063gにして濁の1果李均
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0．004－0．0299最多0．033－0．047－0．089，ノ・ンガリーの0．0479，アノレジェリアの0．059，露，

西亜の約0．07g，オーストラリアの0．12g此孕均0．053gに比すれば優に之を超距す之れ

移植栽培に依b共形質改善に依って得たる現日本種は其選果大にして乳液吐出量一般

に多きに因るへし

　　　　　　第四量　品種と阿片並に婁外観臭味とモルヒネ含量關係

　本邦内地に於て栽培する馨粟の種類はその数］0除種を数ふるも阿片探牧用こして

は三島種，飯井種を普通ごす前者は開花比較的早く且生産阿片のアルカロイド量多き

に樹し後者は花期少しく後れ之より得る阿片の品質多少劣るも乳液の滲出多量にして

10除同の探牧を行ひ得るものあり内地減塩種は臼花軍辮のもの阿片採牧に最も適し

有色花種は乳液稀薄にして阿片の品質劣等なり而して朔果は概して長息のものモノンヒ

ネ含有量高く圓形種は之に反して生産量多し故に阿片の品位よりすれは三島語論共憂

種を以て首位ごなすへきも生産の職よう言へは印度原種すこる輻井種系統のものを第一

ビす

　内地産阿片の外観に顧て述ふれは本邦阿片煉製法は外國に於けるご趣を異にし乳液

の固結物は之を凝縮上に致して練合するの後薄く画けて陽乾を施し雨日又は夜間等は

助炭火の三助に依って乾燥するの結果表面多少の光澤を有し筍皮面の線條を印す形状

は通常大小板状の集塊叉は混合物，末及粗末，砂状及泥状の3種に大別するを得へく生

阿片中黒褐色板状の品は乾灘一様ならさるも分析の結果に膿る時は大約10－20％の．モ

ノンヒネを槍出し褐色乃至暗褐色のもの（板状，粉状礫土）は軽々劣りて大約8－17％叉淡

褐色（樺色）の品に在っては12－14％この外荻黒色を有し品質良好ならさるものあるも

寧ろ僅少に過ぎす

　阿片特有の臭氣の強弱は品位豫知の1條件にして良主性固有臭の張きもの共品質に

於て優良なbεす時に焦臭叉は微臭を帯ひ固有の臭乏しきものあるも少数に厨す而し

て彼の咳喫用印度阿片の如き一種特有の臭味を有するに拘はす其品位低級なるものは

之を除外こし一般にモノノヒネの含量は臭の強弱に俘ふこご勿論なりごす又：本邦産向片

の固有臭高く一種佳快にして陶酔的のもの稀ならさるは元より其品質によるも亦製品

　　　　　　
の比較的鮮斜なるに原因すへし
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　　　　　　　　　第五輩　乳液採敬程度とモルヒネ含量の關係

　嬰粟果の乳液は共表皮下細胞間に存する綱状組織即ち乳器中に充たされ朔果の戒熟

して創傷に適する時期に至れば乳管は強き水歴の下に乳液を以て充把さる》か故に三

部の二三ご共に乳液は外部に送出す而して乳液掻取の度即ち同数は嬰粟の品種ご生産

地によりて異り本邦内地に於ては普通3，4回を」以て適度ごなし多くも数同を出てさる

時は品位良好の阿片を得るに反し之を超過して更に探牧の度を重澱るに至れば牧量ずこ

めに増加するも漸次品質の低下を來す之を主産地の状況に観るに大阪府下三島郡に於

ける乳液探牧は3乃至6同寸に3，4回を普通．こし輻ヲF種は普通7，8回に及ふ而して生

阿片中のアノレカロイド量は採二度に反比例し共同歎少きものアンシカ財ド量に於て大

なり弦に共事例こして2同以上6同に至る探牧度ご之に劉するモノγヒネ定量の結果を、

墨くれは下の如し

　　　　　　一歌山塞慧探放に係る生阿片ぎのモルヒネ　量’巽妻萎

　而して第一同の採牧に係る生阿片はモノレヒ遜含量最も高く第二同は之に亜き以下回

を重訟るに干て含量の蓮減を來す蓋し創傷に由り乳液の滲出するやカウチュック共他植

物汁液の分泌に由りアノレカロイドの含有傘を低下するに原因すへし回れに就き平群の

結果に撮れば第一同掻取に係る生阿片のモノレヒネ含量22％なる場合第二回品は20％，

第三同は17％，第四同14％内外ピなう叉第一・同20％前後の時第二回は約16％，第三回

12％，第四同8％，第五同5％内外の含有率を示す此瓢に關聯しSwi工ow－sky　1）は土耳其

阿片に就き第一同掻取のものモノレヒネ14．5％，第二階品8．6％，：第三回品は5．4％なりし

を實験し：又Aubergier　2）氏は朔果乳液に就きモノンヒネ量を橡死し第一回第二回第三回

各探牧乳液三毛ノレヒ．ネの含量比を6．63：5．53：3．27なりしを報せり以上は2，3の引例に

し℃多くの阿片又は乳液か常にこの比例を有するにあらさるは勿論なるも大膿に於て

　ユ）T・chirc11，　Pharmac・gn。s…e，皿，596・　2）qもch1rch，　Phar颯ac・gn。sie，皿，596．
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採二度激を増すに從ひアノレカロイド含量に於て上記の如き級差を生するは甚だ妙昧あ

る事實にして栽培製造上大に注目に債するごころこす

　　　　　　　　　第六章　阿片の生産に封ずる外界の影響

　阿片の生産は馨粟栽培の期悶風起る所の氣象の鍵化に依って左右せらる、庭多く

即ち天候氣温の順調を得るご否ごは其三下生産に大なる門門を有す以下その影響に就

いて述へんに

　先つ水撮に關しては嬰粟栽培は通水良好なる壌土を適當こし過多の水分を忌む雨水

は土濃水分の給源にして器粟の生育に必要なるは言を侯†こさるも適時適量を以て惑澤

こすへし由來嬰粟は灌概降雨ご共に肥敷成分1こ依って螢育を途け乳液探取期に於ける

氣温並に乾燥に堪ゆるものにして水分は特に播種より生育期に亘りて多量なるを要し

阿片採牧期は雨施適度にして寧ろ乾燥の天候を可ごす而して生育期問の雨量は生産地

方によりて異るも大阪，和歌山地方（三島，有田）に在bては十一月乃至翌年四月の栽培

期間に於て大約500－600mmの降雨量あり以て潤澤ビなすへし然れεも大門中漁氣過

多にして日光の透射を遮り或は曇天にして氣温降下し叉は春雨連日に亘るか如きは登

育生産上共に不利の結果を回すへし

　次に氣温關係に就て概るに嬰粟は由來熱帯原産の植物εして温暖の氣候を好み共生

育に伜ひて温度の必要を壇回し乳液採集期に至っては四温概ね一様にして光天晴温な

るを最も可εす之れ植物の養分に劉する三下同化作用及水歴の門門其他滲出乳液の乾

燥速かなる瓢等に於て凡て阿片の生産上に好影響を輿ふれはなり今前記主産地に於け

・る採牧期の氣温李均は16－22。にして此期間は晴天多く牧獲に甚テこ有利なりεす而し

て嬰粟は比較的高温に堪え得るも温度高きに失する時は朔果乾燥の爲牧量の減少を招

き旱天高温を持績する時は旱害を起すこご稀ならす凍寒霜威に劉する播下種子は其登

芽力に著しき影響を見さるも寒氣強く氣温急劇に降下の場合は覆芽を損し又萎死を招

く事稀ならす而して強風降電に至っては花蕾茎葉を害し朔果を損しために生産の減退

を來すへし

　　　　　　　　　　　第七章　土壌と生産阿片の關係

　野生の二言は礫土或は風化土の如き荒地に在って生育するも栽培種は阿片の生産を
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目的εするか故に其培養方法の如何は勿論之を植種する土壊の性質によりて生産朕況

を異にす從つて阿片の量及質の向上を計らんには培土の性質を考察し之か適否に注意

を彿はさる可からす從來の経験ご分析の結果に照すに嬰粟は滲透性適度にして排水良

好なる壊土を以て適地こし粘質土よりも砂質土を良こす類土は透性悪しく蓮雨浸水の

ため腐根し叉旱天に際しては固結のため萎死を招く概して壌土は各種の肥料を施すに

適し阿片の生産状態を佳良ならしむるも埴土は水湿多くして適地こなし難し鼓に滲考

の陀め内地産地の土質及生産阿片のモノγヒネ含量大要を記せは教の如し

覧栽　　培　　地 土 ・質1生輌片の・ルヒネ韻矧亭均％
愛：　知

奈　　頁

京　　都

禾ロ歌山

大　　阪

岡　　山

香　　川

1

1

2

2

2

2

2

舞

例｛

例｛

例｛

例｛

例｛

砂

同

同

粘

壌

砂

同

壌

同

砂

同

粘

質　壌

質　壌

質　壌

質　壌

質　壌

土

上

上

土

土

土

上

土

上

土

上

土

8．00一】4。40

8．80－16．6R

8．63－17．00

11．55－16．25

13．40－22．10

10．20－22。SO

13，40－21．82

11．S6－22．00

9．13－17．00

8．00一一19．00

12。00－15．00

8，48－15．11

12．56

12．54

12．45

13．40

17．58

17．85

18．10

17．25

12．70

】3．S6

13．27

11．82

　調査の結果に擦れは以上産地の外内地栽培地の土壌は概して砂質叉は粘質壌土にし

て殊に砂質を以て其適性地ごなすは上例に依つて明かなり

　Hartmannは嬰粟栽培實験に依り輕質にして石荻を含む粘質土壌を適當こなすも彼

のガンヂス沖積地の如き又は重質にして下層岩床を以て成れるマノンフの地質藩くは劣

地ご錐石次質を含み氣候温にして灌概施肥の良好なる歌態下に於ては効果を牧：め得る

ものにして埃及ニノン河島の如きは即ち之なbご，之に依つて凱れは石灰質土壌は嬰粟

栽培に適當し後章に説くか如く本庫分の存在は其育養上重要の意義を有するか如し

　　　　　　　　　　　第八章　肥料と阿片生産の關係

馨粟の栽培に就ては品種の撰揮は勿論氣温水灘の關係並に嬰粟の特性ご土壌の性質

に鑑み適切有数なる肥培方法を講し以て；其生育に最も適當なる朕態を得せしめさる可
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からす蓋し植物は土壌液中の無機成分を取つて之を有機化し自己の榮養に供す殊に肥

効成分こしての窒素燐酸カリは含水巌素の同化作用蛋自質其他含窒素有機物の生成に

必要なるのみならす植物の生育結實及ひ共成熟を促進し或は病害凍害に劃する保護の

役をなす等特に重要の成分πり爾ほこの外カノレチウムは圃土の理化學的性質を改善し

響粟に在bては特需成分の一つごして其生育に敷験あるか故に肥料こしては之か併用

を必要こし粘質にして有機質に富める土壌に甥しては殊にその多量を以てす而して厩

肥，堆犯，粕肥等の有機性窒素肥料は水分，温度並に微生物の作用に依つて分解しアム

モニア性叉は硝酸性窒素ごなり一ナこひ植物膿内に吸牧せらる、や速に其形態を縫しア

ミノ酸類蛋白質等の有機膿を構成し以て生養の實を基くるものにしてアノγカロイドは

蓋しこの際の傍生産物すめ是等の鍵化は温度の上昇ご共に速かに進行するか故に施犀

の方法にして適正を得るご否ごは作物の榮養ご皐等物質の逮成に大参る關係を有し阿

片の生産上輕親す可からさる結果を俘ふへし

　’今：本邦内地に於ける施肥の實際に就て見るに基肥は尿尿を圭こし之に木茨．藁荻，籾

殻等を併用し叉は厩肥，堆肥或は粕肥を施し追肥こしては粕肥叉は硫酸アムモニアに

尿尿を配合し若くは軍に魚肥，尿尿，鯨粕等を施肥す而して最後の補肥πる實肥は豆粕

ヌは硫酸アム宅ニアに尿尿を配合し或は燐肥，人糞，粕肥の一つを施用する等栽培地に

よりて其状態を異にす大阪府三島郡の経験に依れは肥料は最初の1，2年間其種類ご施

用の方法にょb結果に甲乙の差異（標準肥料に依る生産阿片の含量18％に封し燐肥併

用のもの略ほ同等木次併用に於て約16％，石次併用に於て約20％を槍出し豆粕叉は硫

酸アムモニアの併用も亦略同等の成績を得）を生するも2，3年後は憂調を示し曇に好

績を基けだるもの後に不良の結果を來しヌ時に無窒素培養匠に於て好成績を見るこ亡

あり之を要するに肥料は何れを施用するも不可なき槻ありご言ふも惟ふに同一施肥の

．下に連作を行ふ時は土壌は本來の成分に移動を來し各種の要素中自然的飲陥を生する

結果嬰粟の生育を不良にし生産力を減退するは一般の原理なるか故に施肥に就ては各

種肥料の有効性を利用調和するご共に或は作地の獲更叉は改善を試み或は種子の換更

を行ふ等諸種の鋏漏に封する補全の途を講する時は阿片の量及質の向上を計る上に於

て恐らくは的實なる効験を期待し得へし鼓に主産地施肥の朕態ご生産阿片の量及品位
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の例を示し併せて肥料の山面を窺はんに次の如し

基 肥 肥 實 肥i・反歩削剥生酔代位

調

同

同

尿

導

尿

同

胞

同

肥　運
上　　　」艮

上　　尿

尿　　豆

肥　　・尿

尿　　川

上　　下

上　　豆

上睡

肥

粕

尿

粕

尿

肥

尿

粕

尿

鯨
1司

田

野．

同

鯨

豆

鯨

同

粕

上

上

粕

上

潮

粕

舶

上

　勿251

21S

1沼

1S1

221

252

ユ96

238

22S

1s・2％

17．7，，

17．3，，

17．3鱒

17．o，，

16。S，，

1ρ．4，，

’16．4，，

1ぐ，0，，

　但し調肥に鯨粕・人糞尿，追肥に稀澤下肥な併用す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　以上各行の生産量品位（％）は施肥の朕野獣ほ同一のもの約20種の亭均を掲げだり今

之に就き施敷大要を見るに基肥，追肥に調肥を主用し實肥ごして魚肥（鯨粕）を施しナこ

るもの最佳良の成績を示し尿尿を基肥に調肥尿尿叉は豆粕等を補肥に使用せるものは

生産多きに比し其品位は概して劣る之を悶悶の栽培實績に照すに灌瀧及扉尿は生産を

増：介するも其品位を低下し鯨粕の類は之ご益く反甥の結果を來す黙に於て帯革の一致

するを見る叉實肥こしての窒素肥料殊に隅隅は三月下旬乃至四月嬰粟開花の前後に於

て之を施す時は殊に良好の阿片を得るご言ふも畢覧子房の塗鞘して創傷に適する時期

に至れば氣温の上燗共に養分に翻する吸牧同化作用の判こ旺盛こなるの結果ア・助

ロイドの形成増量を來すに因るへし

　　　　　　　　　　　第九量　本邦内地に於ける分布脚下

　本邦は温暖多雨の地帯に属し其肇‡の大部分は嬰粟栽培に適せさる庭なし

されは冬季田圃の間作ごして漸次之を植幽するに至り朝戸に於ける栽培地は1遣2府

20縣に及べり即ち北海道を初め關束及中部地方の一部叉關西に在っては近畿四國，中

國に湿ては山陽共他九州一謂を現品地ごし奥朋地方及關束に於ては栃木外3縣，中部

地方は山梨外3縣，十四國に在っては高知1縣及山陰地方，九州熊本1縣は現に阿片

を生産せす（分布地圖及道1府縣主産地市郡別略表は弦に之を省略すう

　　　　　　　　　第十章　本邦渥阿片の化學的硫究並に一面　　　　　　　　’

　阿片の化學的研究はCharles　Derosne（1803）のNarcotin爽見に砂毛を與へて以來

1816一ユ894の間に於てSer亡urner，　Pご11etier，　Robiquet，　Dublanc，　Deschamps，　Thiboumery，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
Merck，　Smith，　Hesse，　Kander等の概究創製しだるアノγカロイドは約20種を寓す郎ち

Morphin，　Codein，　Thebai11，　NarcGt1n，：Papavcri11，　Narcein，　Pseudo－morpllin，　Rhoeadin，

Cryptop1n，　Laudanin，　Meconidin，工浪nthopin，　Laudanidin，　Codamin，　Protopin，　Laudanosi鑓

Hydrocotarnin，　Gnoscopin，　Oxynarcotln，　TritoP1n，　Xanthalin等之に属し就中Morphin，

Codein，　Thebain，　Narcotin，　Papaverin，　Narceinは阿片の圭要アノンカロイドごしてその含

量比較的多きに反し自籐の成分は寧ろ少量叉は微少に過ぎさるのみならす其生産地ご

品種に依って時に一部を敏噛するこごあり必ずしも常副成分ご看徹し難きを以て稀有

アノンカロイドご総意す以上のアノンカロイドは主こしてメコン酸盤ごなりて存在し尚ほ

こめ外阿片は蛋白質，ペクチン，ゴム質，樹脂，蠣，色素等を混有す而してMorphlnは

阿片の二二を代表する圭成分なるか故に阿片品位の優劣は圭ごしてモノンヒネの含量の

多少に依って之を定む今鼓に各生産國に於ける阿片のモノンヒネ含量大要を基くれは次

の如し

・1

　　生　　崖　　國 阿片のモルヒネ含：量 生　　産　　國 阿片のモルヒネ含量

日

支

印

波

‡　　耳
払

勃　　　牙

那

度

斯

古

油

画

5－22％

4－11，，

4－10，，

6－16，，

5－16　

3－10，，

7－21，，

希　　　　　　　臓圃

オース　ト　ラ　リ　ア

露　　　四　　　i毘

猫　　　　　　　逸

佛　　　蘭　　　西

’英　　　吉　　　最

北　ア　メ　リ　カ

12－15％

4－11，，

5－12，，

7－20，，

5－22，，

ユ0－14，，

6－15，，

　各誌の含量は成書中普通の心高を採りだるも何れも乾燥朕態を異にすへく且叉含量

槍定法に至っても書一的ならさるか故に弦に的確なる比較をなし難きも以上の数字に

痴る時は品位は哲蜀，佛，勃牙利及本邦産最も優良なるか如く殊に本邦に於ける阿片のモ

ノレヒネ定量法は之を諸外心法に比するに常に低率の結果を與ふるに拘らす上記品等に

而て撰を異にし且之を試験するに外國阿片に見るか如き混和物を含ます其品質精良な

るか故に功用阿片原料こして上乗のものこ画すへし

　阿片所含のアノ吻・イドに出しては外動産に於て主要アノレカロイドの2，3種若くは6

種の含量を槍定せる’ものあるも稀有アノγカロイドに至っては各登見者の箇々の瞼定歎

以外其全般を通して施行しだる分析成績の公示せられ挙るものあるを見す殊に本邦産
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阿片に就ては明治二十六年我學界の先輩上野金太郎氏か三重産阿片に就きモノレヒネ友

ナノγコチン量を下定せられすこる以上之れピ關する研究業績の螢表せられ把るもの殆ε

なきか如し蓋し阿片は前述の如く産地ご種類によりて全アノγカロイド中山一部を鉄弓

するこごあb加之Morphin及Narcotin以外は含量寧ろ寡少なるか故に極めて多量の

供試物を以てするにあらすんは之を槍明するこご容易ならさるのみならす多数アノンカ

ロイ、ドを包含する本生藥に在っては夫等の分別定量並に三編同定等の實験に俘ふ手歎

ご時間は實に想像以上εす之れ其含量に關する報告の乏しき所以なるへし著者舷に見

る所あり近時内地阿片の増殖に伜ひ逐年品質を向上するご共に含量漸次整調に・して優

良品多く之を昔日の駿態に比すれば大に観を異にするも’のあるか故に現時内地生産め

阿片に就き品位試験の一端ごして七福水分越三脚分並に灰分等を槍し爾ほ各種アノレカ

ロイドの率量を概定し之を外國産ご比較劉照して彼我優劣に關する考察を途けんか把

め之に關する定量分析を施行しだり弦に其品質試験成績を記るせば次の如し

水分，丁幾斯分，灰分其他比較試験成績

種 囲水瓜水・謡講浮言灰分1摘 要

本　　邦

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

9．48

4．37

6．07

3．12

5．50

6．17

5．93

3．91

4．12

4．53

5．35

5．44

61．61

62．19

62．36

63．28

68．30

66．13

63．50

66．9S

68．52

62．31

62。92

6791

2S．91

30．54

31．56

33．60

26．20

27．70

30．57

29。聖1

27．36

33．16

31．73

26．65

2．74

2。90

2．26

2．10

2．32

2．24

2．02

1．54

原品，生阿片

60。乾燥品

原晶，生阿片

60。乾燥品

源品，生阿片’

CO。乾燥晶

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

無水物10U’
分申越幾斯分

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

P

，，

，・

約68％

67％

66％

65％

72％

70％

　68％

　70％

71％

　65％

67％

72％

以上越幾斯：分平均　68％

成書記載に依る心外國阿片試．験成績
波　　　　　斯

埃　　　　及
勃　　牙　　利

希　　　　　膿

洪　　牙　　利

12－16

14．80

11。70

14．38

59－61

59．60

62．20

55．20

66．64

26－27

25．60

26．10

30．42

2．30

2．57

3．49

無水物100分巾越幾山分

　　　　，，

　　　　，，

（全声望）　”

約70％

，，70％

，，64％

，，67％
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ナーストラリア

北米（か1フ腿ニア）

露　　西　　亜

支　　　．　那

9．20

17．00

11．92

30．02

54．00

52．00

56．96

44．44

36．SO

3LOO

31．12

24．64

2．31

3．32

，，　　　　　　　，，59％

・，　　　　　　　，，63％

，，　　　　　　　　　　　　，，65タ6

，，　　　　　　，，64％

以＿ヒエpL均越幾馬弓卜　　65％

　以上の成績に基き彼我越幾斯を比較するに本邦産無水物100分中65－72％，卒均－68

％強なるに回し外回産は59－70％李均65％強を示し叉灰分に於て邦産品1・54－2・90李

均227％弱なるに比し外國産は2・3Q－3，49李均2・80％弱にして本邦産阿片は其品質に

於て外國品に優るを見るへし

　幽阿片申主要アノ〆カロイドの定量に關しては文献中E．Anneler，1）D．B・Dott　2）及D．

C・：Plugge　3）等の方法あうご錐も著者は之等を塗酌改更し定量上一層適切なりご思惟

する次の方針の下に其含量を定めπり’

　　　　　　　　　　　主要アノレカロイド定：量案

　60。に於て乾燥しセる阿片を粉末こなし其250－500gを1％盤酸の10倍ご慮理し時

々振盟しつつ放置するこご48時聞後之を濾過しアノγカロイドの盤酸盤溶液を作り共

一定量を取り冷却しつつ以下Dott氏案に依り之にナトロン漁液を加へて著しくアノン

カリ性こなし静置後沈底物を濾別水洗す　　　　　”
　（1）　沈澱（Narcotin，　Papa▽erin，　Thebain．）

　Dott案に依れば此場合遊離せる旧基は之を稀酒精に溶解し酷酸を以て微弱酸性こ

なし之に3倍容量の沸湯を加へてNarcotin及ひPタpaverinを沈澱せしめTllebainご

舜離するに在るも著者は最初の2種のアノレカロイドのAcetatか不安定にして酷酸ナ

トリウムに由って共中性叉は微弱酸性溶液より沈澱する性質を利用し：先つ沈澱（1）を

酷酸に溶解し稀薄ナトロン濾液を以て殆んご中和し之に酷酸ナトリウムを投してNa

r。oitn及Papaverinを沈澱せしめ24時問放置しすこる後濾過水洗しDGtt及Hesse

の法1『從ひ沈澱を濃整酸溶液ご虜理し弦に於て著者は同一方法を繰返し之に依って

：修酸パパヴェリンを分離しヌはPlugge法に轍：ひ其稀薄盤酸溶液（Narcotin含量を

1／、％以下ごし）　にフェノレリチアンカシ溶液を加へて其パ・ザェソン盤を分離し何れ

1）　Zcitschri丘fl　Analyt．　Chem．1921．206　　2）　Allen，s　Commercial・organic　Analysis，　VI，372．

3）　Arch．　d．　nlarm．1SS7，343。　　　　　　　4）、Bellstein，　Orgmische　Chemie，ロ＝，914．
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の場合に在りてもアノγカリを以て分解したる後著者は遊離盤墓を稀酷酸水に溶解し濾

過後獣炭少量を用ひて脱色しアム花生アを以て沈降せしめ乾燥後温．エーテノレを用ひて

精製二六す　　（Papaverin）．

　Papavcrln除去後の液はNarcotinを含有するか故にDott法に微ひアムモニアを以て

之を沈澱せしめ濾過水洗乾燥の後払酒精ご少量の獣炭を用ひて精製秤量す（Narcotin）

　Narcotin及Papaverinの混合沈澱を分離しナこる先の濾液に就ては著者は可及的に

Thebainの沈澱を完からしめんかため：先つ之をアムモニアアノレカリ性こなしベンツォー

ノγε共に振出するの後；其蒸登残留物を取りDott注に傲ひ之を濃酒石酸溶液ご掩和し

て重酒石酸テバィンごなし著者は更に同一方法を反覆し重酒石酸盤を分離し濃厚酒石

酸溶液少許を以て洗高しアムモニア水を以て分解し水洗したる瓦之を酷酸水に溶解し

アム毛ニア水を以て酸度を鈍めば樹脂は之に依って分離するか故に之を濾暖し濾液を

アムモニア性となしてクロ・フォノソムに輔溶せレめ心血恒温稀酒精を以て精製秤定：す

（Theba1n）

　（2）　アノレカリ不溶性アノγカロイドを濾面しセる最初の濾液は　Codein，　Morphin，

Narceinの外アノレカリに溶性を有する稀有アノレカロイド及少量のThebainを含有する

により先つ之を鞭酸にて微弱酸性こなし弦に析出する樹脂を除去し然る後アムモニア

の少過剰に煽てAnnelerのペンツォーノレ浸出案に著者の考案を加ヘナこるエーテノレ・ベン

ツ，一ノレの混合物（8：2）を添加して振盟し24時間放置しすごる後析出物を濾激し少量の

水を．以て洗溌し常法に從ってその含量を定む（Morphin），

　以上の方法に依りて樹脂を除去し爽雑アノレカロイドを可及的に除脱するを得へし

　Mρrphin濾過後のアノンカリ性水溶液はNarceinを含有するか故に先つエーカγ・ペ

ンツォーノレ液層ご分離しAnderson案に依り之に血糖を和して沈澱を除去し其澄明濾

液を稀硫酸及酒精を以て除遍し妓に得る淡黄赤色の濾液をアムモニア面こなし蒸登

乾回し残留物を無水酒精ご共に温浸濾過し再ひ一品の後無水酒精を以て抽出し酒精分

を除去し残濱を少量の熟湯ご庭理し濾過後析出するNarceinを濾紙上に集め乾燥の

猛雨一カレを以て洗溢し熟湯ヌは熱酒精を以て精製（獣炭を用ひ）して秤量す（Nar

㏄in）
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　次にナノンセィン溶液ご分離しセるエー・テノレ・一ごンジォーノレ液はC・d・in及少量のT血e－

Paia．を含有するか故に之を蒸比して残留物を少量：の濃酒石酸溶液ご庭面し．Thebah

・舜離の手績を了するの後（テノ材ンは前量に合す）濾液をナトロンにて殆ε中和し析

出する樹脂を除去しすこる後アノンカソ性ごなしCodeinをエーテノレに轄溶せしめ共蒸登

残留物を酒精及少量の獣炭を以て精製秤量す（Cod¢iの．

　　　　　　　阿片の盛酸浸液十NaOH
　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　（N）
　　　　　　　＋酷酸
　　　　　　　殆ご中和　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　＋酷酸ナトリウム　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（N）

＋1蔭酸溶液（ヌ．に盟

　酸液1こフェリチア
　　ンカリな加ふ）

（A）

十NII窪

（F）

十NH3

　（F）＋NH3
　ロ
ペンツオール抽出
　＋酸石酸
　』ii

　析出物
十NH3

　（F）十稀璽酸十NH3
アムモ昌ア微弱アルカリ性に於
てエーテル・ベンツオール振螢
　［1

匪画u一口T舳1
購

（A）‘

水洗

乾燥
Il

ll

（F）

分液
　　　　　　　　　　　　　　　ロ

エル・ヘンツ液溺アルカリ性水液
　　　　　　　　ドベンCツ・一ル灘撚＋酒石酸
lN・・ph・己軸濾過

　　　　　　難

　　　　　　エーテル抽出
t・・d…1

　＋鉛糖
　　　

除鉛濾液
　　　

　低温乾澗
　ロ
　無永酒精浸出
　　　

熟湯より分離
　　　

　エーテル洗濫
iN・・ce・ヨ

以上の方法に依りMorphin．以外の圭要アノレカロイドを定量しすごる結果は大要次の

如し

　　　　　　　　　Morphin以外の圭要アノレカロイド量（本邦産）

Narootin Codein i Thebain ・・p・v・… @lN・・Ce・・

　　5・50％

　　1：ll：：

　　1：ll：：

雑（・・一ゆ％

　　0・5S％

　　1．20，，

　　0．43，，

　　0．62，，

　　0．57，，

曳0。4－1．0）％

　　0．64％

　　0．42｝，

　　α57，，

　　0・48，，

　　0．76，，

（0．4－0．8）％

　　0．4S％

　　0，35，．

　　0．71，．

　　0．50，，

　　0．55，，

（0．4－0．7）％

　0．20％

　0．15，，

　0．32，，’

　0．45，，

　0．27，，

（0．2－0。5）ラ多

　上掲の成績は買上試験の際生する石灰浸出液中の沈澱物無慮摩濾液若くは試料の幾

分を供試し阿片の100種乃至1000種に相當する混合物の試験成績なるか故に大膿に
’
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於て内地阿片の融融アノγカロイド含量ご画し得るも元來之れ阿片そのもの、大量に就

ての試験成績にあらさるか故に分析操作中分解其他に因る翼下量還しも鮮少なりこせ

す從って上記含量は共現存量に比して多少低率の数を示すものこ思量するも今之を以

て外國産に比較せんかため成書記載の諸外國阿片中の含量を摘録するこご次の如し

外國産阿片當該アノγカロイド含：量
一　　　A主ka⊥oid

生産國＼
Nar⊂otin 1・・d…1・he・酬・・p・ver・・い・・ce・・

波　　　　　　　斯

土　　　耳　　　其

希　膿（マセドニア）

オース　トラ　リア

諾　　　　　　　　威

霊蜀　　　　　　　逸

英　　　吉　　　利

佛　　　蘭　　　西

北　　　　　　　米

印　　　　　　　度

支　　　　　　　那

1・9－8・4％

4つ一S．0，，

　6．50，，

　1．90，，

6．3－S．4　；，

4．8－7．6’，，

　11．0，，

　5．0，，

3。3一一4．2，，

2．0－6．6　，，

大略ユド」均（0．4－0．8）％

0厚一1・5％

0．2－0；8　，，

　0．46　，，

　0．60　，，

0．7－L5，，

　2。8　，，

　0．4　，，

　0．7　，，

0．1－0．2　，，

（0・4－1・0），，

　0・さ6％

0．2－0．5，，

　漏，，

0。8－0．9　，，

（0．4－0・9）　，．

。，一1鰯i＿6

、一
堰Eα・3。

　　一　｛α…

q30・ 堰@＝
　　一　｝

0．3－0．8　，，　　　0．6－0．8　，，

（0．3－0．9）　，．　　（0畳1－0璽6）　3，

　以上各國の含量に就ては試料幾種の季均成績なるや明かならさるのみならす文獄所

載に係るもの多くは2，3アノレカロイドの定：量数に止まり二一アノレカロづドの全部の含

量を掲げたるもの少きか故に弦に大略の比較をなすに過ぎさるも以上内外阿片の成績

を樹照するに甲乙幾分の差異なきにあなすご雛も各アノレカロイドの大略李回数に於て凸

相伯仲するのみならす本邦産は外國阿片の標準品たる土耳其産に比して梢，優越の含

量数を示す二って内地阿片の試験材料こしてモノレヒネ定量時の磨濾液及沈澱等を併用

せす軍に生阿片窟ものを取用せんには更に一段の好成績を得へからんも元三阿片は政

府の管理品に属し且高高の二二こして恣に之を學術的研究の資こなすを得さるを遺憾

こす

　阿片アルカロイドの分離製出に恥しHesse氏はRobgrtson　Gregory　Processに依っ

てMorphin，　Codein等を1分別しすごる後の母液に就き玉除アノγカロイドの分離：方法bを

建てテこり執れこも其指示に係るアノソカロイドは益数の一宇にして各成分の分別製出を

　（I　Ber。（1S71），693；Rea1－Enzykropaedie　d．　Gcsammten　PIlarmazie，　Dζ，　CO6．
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戸一’ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

旨ごするか故に之を全アノンカ財ドの分離定量に癒用せんには多少の換改補訂を必要

こす即ち各アノレカロイドの性質に照し箇々の分離ご其定量に適する方法紀らしめさる

可からす此目的に劃し著者はHesse氏の方案を次の要旨に基き改更填補し以て全ア

』ノレカロイドの定量方法を定め把り

　（1）　アノレカリに溶解性を有するアノンカロイド中Codamin，　Meconidin，　Laudanin，

Laudan｛dinはエーテノレに1封して最初の2種は易三叉は可溶性なるも共他のものは僅溶

叉は称難溶性なるか故に此等アノレカロイドの定量に就ては該溶媒を以て反覆抽出を

行ひ以て可及的に溶取を完からしめ叉はエーカレに少量のクロロフォノレム或はペン

ジォーヲ添加する時は抽出：更に容易なり

　（2）Morphin，　Pseudomorphinのアムモニア性溶液よb雨アノγカロイドを析出せし．

むるには實験上工一力γよりもエーカレ・＾εンヅォーノγの混合液を以てするを有数なり

こす（補遺第ニモノレヒネ定量法の改良第七節参照）

　（3）ThebainはNarcotill及Papaverinの沈澱を除去せる濾液に酒石酸末1）を加

ふる案に傲はすして上記の濾液を豫めアノレカリ性こなしクロロフォノレムを以てアノγカ

ロイドを抽出し之に濃厚酒石酸溶液を和し酸性酒石酸盤を析出せしめ同一方法を繰返

して得ナこる物質は主にテバイン墜なるもCryptopinも亦酸性盤2）ごなり沈澱中に爽雑

しi來る虞あるか故に著者はこの場合酸性酒石酸睡をアノγカリを以て分解しベンツォー

ノレζ共に振量してThebaillを抽出し弦に署しく不溶分を認めπるごきは之を濾別し

酷酸に溶解しCryptopln定：量液に合せり・

　（4）Kallder　3）氏實験に於てはTrltopinは務酸盤こしてCrypt．＋Prot．ご分てる

も著者はナトロンに溶不溶の別に依りて之を分離しCrypt．＋Proしは少量の稀盤酸に

溶解し濃盤酸を以てプ・トピン盤酸盤を沈底せしめ箇々に分別せう．

　（5）　Morphin，　Codehf，1）seudomQrphin，　Laudanidi11，0xynarbotin，　Narcein，　Glloscopin，

，Tritopin，　Xallthalinに就てはHesse氏分離案中垂示する庭なきを以て著者は：Beils亡ein，

Bauer，　Bruehl（Alkalo1d），　AIIen（Commercial　organic　analysis），　Abderllalden　（：Bioclleln－

ischesl　Halldlexiko11）等の著書に擦り性状一般を調ヘヌ水アノレカリ其他有機性溶媒に封

　1）　1｛ci　stoin，皿，909・　　z）　Beiistein・孤［，913・　　3）　Arc｝1・d・Pharm．（1S90），422．
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する溶解度表を作製し以て全アノレ掃溜イドの分離抽出精製ご共々験に資用したり

、

●

溶 解
・

度 表
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　　　‘
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fast　un．

　　　　　　　　　　　益アノレカロイド分離定＝量案

　阿片1－2kgを1％耐酸水ε共に振回しつつ2霊夜間放置し共濾液を取bナトロン

の．ﾟ剰を加ヘユ夜間放置の後生する沈澱（Narcot．，　Pap．，　Tllcb．，　Cワpt．，　Codein，　Prot．，

Hydrocot・，　Laudanos・，　Gnoscop・，　Xallthal．，　TritoP．）を（a）こし濾洗液の混合物（Morph．，

Pseud．，　Codam．，　Mecollid．，　Laudan，，　Lauda1ユ1d．，　Lantllop．，　Narccln，　Oxynarcot．及Codein，’

Theb・等來難すへきアノレカロイドの一一部を溶有す）を（b）εす

　沈澱（a）は之を酷酸水に溶解し其濾液に熱温を加へ微弱酸性こなし煮沸放置：する時・
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はNarcoL，　Papave飴及Xantha1・1ま共に沈澱すへきにより之を濾別し纏酸溶液（1：10）

ご庭恥し之に依って生する酸性諺酸ババヴェリンを分別し母液を更に濃厚こなし同一

方法を反覆し前後のノ｛パヴェリン盤をアムモニアにて分解し温稀酒精及少量の獣炭を

使用し精製秤量す（Papaverln）

　Papaverin除後の母液は之にアムモニアを加へて生する沈澱を濾別水洗し温稀酒精

を以てNarcotinを抽出し獣炭を以て股記するの後酒精分を蒸散せしめ結晶を濾別品

定す（Narcotin）

　上記温感酒精に不溶分ある時は之を稀璽酸に溶解し中湘の後水を加へて煮沸すれは

キサンタッン盤は分解して盤基1）を遊離するか故に之を送別水洗乾燥して秤量す（X

anthalin．、

　Papav．，　Narcot．，　Xanth。等を除去せる母液はCodein．，　Tlleb．l　Crypt．等を含有するか

故にアムモニアを以てアノジカリ性ごなしク羽冠フォノγムを以てアノレカロイドを抽出し

低温蒸｛陵に依って得たる残留物に濃酒石酸溶液を加へて撹和放置：する時は弦に酸性酒

石酸盤を析出するを以て1夜聞放置して之を濾別しアムモニア水を以て分解し乾燥

の後爽毒すへきCryptopi11を分離するセめペンツォーノγを以てThebainを位取し蒸螢の

後温乱酒精及獣炭を以て精製するの後之を秤量す（Thebain）

　ペンツォーノレ浸i出の揚合不溶分存在する時はCrypt．なるを以て之を酷酸に溶：解し

Thebain・除後の母液に之を合し加温しつつアムモニアにて中和し之に全液の約3％に

曇る重炭酸ナトリウムを加へて撹絆放置するこご数日に及へは弦に暗褐色の樹脂を分

離するか故に共澄明濾液にナトロンを加ヘアノレカソ性εなす時はCrypt，　Prot．，　Lauda

nos・，　Hydrocot・及Gnosc。p．は之に依って沈澱しTritop．は溶液中に在るか故に之にク

ローノγアムモニアを加へてアムモニアアノγカソ性εなせはTritop・を沈澱するを以て濾

別水洗し血温酒精浸出液を蒸登乾燥秤量す（Trit。pin）　　　　　　　　　’　　、

　Tritop．，沈澱ご分ちナZる母液はCodeinを含有するこごあるへきによりエーテノγご

振盈しCodeinを抽出しすこる場合は後のCodeinご合す

　Crypt．，　Prot．，：Laudanos．，　HydrocoL等の沈澱は水洗乾燥の後土一テノソご庭汗する時

　ユ）Ztsch鵡£analyt．　Chem．1901，561・
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はLaudan。s．，　Hydrocot．は溶媒中に回るか故に之を酷酸水中に奪取しアちモニアを以

て微弱酸性こなし析出する樹脂を除去し之にヨーードカリウムを投して：Laudanosip　Hy

drolodidを沈澱せしあアムモニアにて分解，し水洗後門乾燥物を石油工一・テノレにて温浸

濾過し蒸螢乾燥の後之を秤定す（Laゆhosin）

　：Laudallos．ご分ちすこる濾液は之れをアムモニア水を加へてHydrocot・を沈澱せしめ

工一力γを以て之を抽出し低温に於て蒸登乾燥し：再ひエーカレにて抽出し開脚乾燥の

後秤量す（Hpdr㏄otarnin）

　Crypt．＋Prot．＋Gnoscop．は之を＾ξンツォーノレε庭下してGnoscop・を抽出し其蒸登

残留物を熱酒精にて浸出し丁丁の獣炭を以て脱色し蒸登，乾燥，秤量す（Gn・sc。pin）

　CrypL＋Prot．舷門を稀盤酸の少量に溶解し濃璽酸を和して放置する後外野に沈着

する璽酸プロトピンを門門法に依ってCrypt・hydrochlor．溶液ご別ち極少量の水にて

洗ひ之を温湯に溶解しアムモニアアノγ力列生に於てエーテノレご共に振盛し直ちに分

液し其工一クノレ溶液を蒸螢乾燥秤量す（Protopi11）

　精膠液歌をなせる璽酸クリプトゼン溶液は水を以て之を稀例し嚢のプロトビン盤

の洗門下ご合し之にアムモニア水を加へて生する沈澱を濾惜し沈澱は能くアムモニア

水を以て洗浅iする後濾門門を合し先つ之をエーテノンご共に振嶽しエーカレ溶液は之を

Protop．の分に合し沈澱は水洗の後乾燥秤量す（Cryptopin）

　沈澱（a）ε分ちすこる最初の濾液（b）は憎め之に璽酸を滴閉して微弱酸性こなし1雪

夜放置後析出する樹脂を除去し樹脂は水性酒精ご掩搾するこごに依り可及的に逃藏せ

るアノンカロイドを回牧し共丁半溶液を一方の澄明濾液に合しアムモニアアノγ1むり

性ごなしエーテノレ・クロロフォノレム（10：1）を以てアノγカロイドの抽出を行ふこご歎符

丁に依ってMorphin及Pseudomo凱は析出し來るか故に之を分別するご共にエーテ

ノレ・クロロフォノレム暦ご水門贋をも分ち絶つエーカソ・クロロフォノレム液は酷酸水ε共

に三二してアノンカロイドを水液中に奪取し之にアム毛ニア水を滴物して殆ご中性に．

至らしむれは樹脂ご共にLanthopinを析出するか故に之を濾：別し温稀酒精ご庭理

して樹脂を除去し残留物を稀璽酸に溶解し之に丁丁を加へてラントピン盤を析出せ

しめ温湯に溶解し之にアムモニア水を加へて生する沈澱を濾別し50％酒精ご二三
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放冷してLanthGP．を品析せしめ少量の獣炭ご稀酒精を用ひて精製する後之を秤定す

（】［4anthO正）in）

　：Lanthop．の恩液はアムモニアを以て弱アノγカリ性ビなしクロロフォ川ムを以てアノγ

カロイドを抽出し之に濃厚酒石酸液を加へて爽雑ぜるTheb．を重酒石酸盤こして分離

（Theb．は前量に合す）し其濾液は之にナト『ンを滴加して微弱酸性ごなし分離する樹

脂を除きすこる澄明濾液にアムモ昌ア水を加へてアノンカソ性ごなしエーテノめクロロフォ

ノソム（10：1）ご共に振回する時はCodam，，　Meconid・，：Lauda1L，　Laudanld，丁丁雑ぜる

C（》deinは溶媒中に移るか故に之を酷酸水中に奪取し次てカソ噛液を和しアノγカリ性

こなすの後工一テノソご共に振堂する時はCodeinを抽出し得るを以て稀璽酸水に溶解

し殆ご申和して爽難樹脂を除き後アノγカソ性に於てエーカγに轄溶せしめ蒸登乾燥

秤定す（Cρdein）

　Codeinのエーカγ溶液ご分ちたるアノレカリ性水溶液は豫め之を璽丁々性こなし後

アムモ昌アアノンカリ性に於てエーカレ・クロ・フォノγムを以て三等のアノレカロイドを抽

出し爾ほ樹脂を除去すれはCodam．，　Lauda11．　Laudanid・，　Meconid・の混合物を得るか

故に可及的少量のエー〃ノγを以て冷浸し以てCodam・，　Meconid・を自醗のアノγカロイ

ドご分ち之を稀酷酸水に溶解し食盛ユ）を添加して璽酸メコニヂンを析出せしめ重炭

酸ナトソウム溶液を以て分解し遊離璽基をエーテノレに溶取し二丁の後乾燥秤：量す

（Meconidin）

　Codam・はMeconid．を除きすZる上記の液に稀硫酸z）を加へて加熟放冷し之をアム

キニアアノγカリ性εなす後工一ヲ’ノγを以て振遇抽出しエーヲフソを蒸散せしむるの後

乾燥秤量す（Codami11）

　前に分別しすεる：Laudan．及：Laudanid．は之を少量の稀酒精ご共に再三加丁丁取を行

ひ共溶液の放冷後析出する結晶を濾別して少量の盤酸に溶解し次に食塵末を加へて掩

坤放置すれはLaudan・は嘘三三こして析出し：Laudanidin塵は溶液中に残存すへきか

故に之を濾過し何れもアムモニア水を以てアノγカロイドを遊離せしめグロ・フォ

ノレムに溶取し共蒸登残留物を夫々温工一タノレにて抽出しエーカレを蒸散せしめだる

　bR・il・t・in・皿・P13・　2）Bei15t・i・・ロ，911・
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後〕乾燥秤量す（Laudanin．，　Laudanidin）

　Morph・及Pseudomorph・濾別の際工一三レ・クロ・フォノンム厨ご分ちナこるアノγカソ性

・水溶液にはNarcein及10xynarcoti11存在するか故に先つ之に少量のエ」テノソ・タγ、グ

ォーノレ（4：1）を加へて振蛋放置する時は盛塩に残存するMorph．の器底に沈降するこ，‘：

あるに依り之を濾比し前のMorph．に合し濾液は之に鉛糖を加へて生する沈澱を除去

し共澄明濾液を除鉛の後低温に於て蒸登乾町し残留物に純酒精を加へて温浸し其蒸登

残渣を更に無水酒精にて温浸し弦に得彫る抽出物を豫めエーヲフレを以て洗回し温熱ご

庭理し析出する結品を乾燥秤量す（Narcein）　　　　　　　　　　　　　　　1

　上記温湯ご庭理の際残存する不溶解物質1）は之を乾燥するの後無水酒精を以て温

浸し其濾過液を蒸薮乾燥して秤量す（Oxynarcotin．）

　　　　　　　　　　　　　　　　沈澱（a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1十酷酸＋熱湯．

1
（N）

＋i修酸（反覆）
1
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　　　　湿酒精ε庫理
　　　　ll

狐

㈹監酸鞭ミな
　して煮：沸

　ll

’臨

【［
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鳳

　　ロ
　e寸）＋NH3
　　の
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　（R）
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　　ロロ
　　（F，十NaOH
　　ll

　　　　　　　　　　　　　　ロ　

（N，　　　　　　　IF）十NH4C1

エーテル　　　　　随

ミ虜理　（☆）　　（llF）

匝p㎞・箇櫨

　　闘
　　（R）
ペンツナール抽田

　　ll
圓　　　　　　　　11

（R）十稀HC1十濃HC1　（Fノ蒸i陵

腿　　　　　　　　熱酒精抽出

曜　11

　（F）

　＋酷酸水
　li
酷酸盤＋KJ
　ll

、墨）．N馬　（　）（三目）＋N。，1・・　…n』

’呂一テル抽出　　　ll

・…P・・ 堰ｪ，黄），曇）

　　　　　　陛（エーテル振撮液」）

　　　　N口減澱　F」鞍濾叉に溶液　R＝残留物．

ll

’（N）＋NH石

塁・・面・…

Il

筐悶悶ド

＝r一＝線に著者案

1）写・il・t・i・・皿922

’
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　　　曇のMporh．及Pseudomor画．は之を酷酸に溶解し酒精製アムモニアの小過剰を注記

　　すれはMorph．は沈降しPseudomorph．は溶液中に残存するか故に之を濾過し濾液を

　　微弱酸性εなし蒸気濃厚ごなすの後出に酒精製アムモニアを用ひて同一方法を繰返し

　　然る後中和して酒精笏・を騙除しアム，モニアを加へて生する沈澱を酷酸に溶解しアムモ

　　亭ア水を滴加して微弱酸性ごなす時はPseudom。Lは沈澱するか故に之を濾別水洗乾

　　燥の後秤量す（Pseudomorphin）．

　　　前に分離しすこるMo卯h・は之を合して少量の水にて洗ひ可及的水分を脱除して乾燥

　　しエーヲ：ノy・＾ξン垢一ノン（1：1）を以て光源乾燥し常法に從って之を定量す（Morphin）

　　　以上は著者の設定に係る定量方法にして弦に全分析の途轍を圖示すれは次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾液（b）十HC1，濾過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F．）＋NH3
　　　　　　　　　　　　　　　　エーテル・クロ、フ†ルム三月
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　－　　Il
　　　　　　　　（A）十酷酸十酒精十NH3（反覆）　　　　　　　　　　　　　　（恥
　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「

　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N）　　α）申和・除酒精・÷NH3＋　　（F）（エーテル・クロ・フォルム　　（F）【アルカリ性水溶液l

　　　　　lr霧隠韓響貼誰畿；鮮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lIN）・職．φ織　　締灘

’　　　　里謡．郵巖隔・緯灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十KOH　　　一　　　　　聴　　　　　　1i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　Il　　　　　　　（R）　　　　（F）

　　　　　　　　　＿一鰍懸液一；菰『無誌1肇馨響1

　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　抽田物＋冷工一テ・レ　　　　　　　　1㏄d・i司
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　（耳）・辮酷棚物†HC1・N・α　　（r）識＋酷酸＋NaC1

　　　。。、蹴臨吻。φ購。四温。豊門職～勤辮惣加轍）

　　　　匡壷翁町　匹四一テル抽臆一・d・薩司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A＝析尋物） 一

　　之に依）て各アノレカロイドを分離し其所含量を概定し得るもCod珈，　Tritopinの如き

　　は其含量の關係ご阿片盤酸水浸液に添加するナトロン血液の過剰の程度に依り濾液中

　　に溶存し或は一部を沈澱中に混ずる等常に其状態を一つにせす且阿片は多量の樹脂を

　　　　　‘
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含有しアノレカ財ド分離の際之を妨碍潜包するの結果幾分の逃暁を免れす殊に沈澱

くa）及濾液（b）に於て最初に析出する樹脂中にはNarcoしの多少を包肥するか故に稀

酒精を以て温浸しアノンカロイドを析出せしむる方法を講し以て可及的に之を三二して

物量に合すべきなり

　上記方法に依り買上試験時の阿片浸出液ヌ浸出の際生する不溶性沈澱物共他試料の

残籐に就きて施行しナこる定量分析の結果を外野産軽知の含量に比較封照すれは次の如

．し

　　　　　　　　　本邦二丁に外國産稀有アノンカロイド量比較

ア　ル　カ　ロ　イ　　ド 匪邦産槍出量 隆國餓騒 隆國齢儲
Ps3udom・rphi・ Ca．0．040％ Ca・0．020％ R・bi吼uet

Meconidin ，，　0．250，， 0，300，， Hesse

Coda皿h 0，003、， 0，002，，
，，

工audan五n 0，025，， 0，010，，
，，

Laudan1din 0，020，，
鴫 一

1・anth・pin 0，040，， 0，006％ Hesse

Laudεnosin 0，020，， 0．000S”
，，

Pr・t・P1n 0，003，， 0，003，，
，，

αypbDpin 0，050，， 0，OSO，， T．ロ．H．　Sm証h

Gnoscopin 0，003，，
一 一

Oxynarcotiユ・ 0，010，，
一 ｝

Hy“r。cotamin 0，030，，
一 一

Tritop1n 0．0009，， 0・0015％ Kaudef

X町rhalin
一 一 一

　上掲日本産阿片のアノンカロオド量は2同若くは3同の分析成績を通して其大略中等

：歎を探り」又外國牽に關しては之を文献に求むるに全アノソカロィ．ドに就て行ひナこる分析

例を見さるも今アノゆロイド登見者の定量歎に擦り之を比較すれは日本産はLaud範，

：Laudanid。及工anthop．（外國産含量誤記なるや知る訂からす）量多少共多きか如く唯

℃rypt・の寡少なるは分離の際幾分の逃脱を免れさりしご且つは元來阿片の多量を供試

するこご能はさりしため主こして阿片石茨浸出時の残渣を使用しだるに因るへきか

　面して薗除のア川カロイドに至っては彼我略ほ附しされは上記の分析成績に族る時

臓本邦阿片の稀有アノレカロイド含量は外國産に比して多少異るこころ之あるのみなら

’す其益アノンカロイドの総計的分皐に於て蓬に勝り多くの外國品に優越するの實質を有
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するものε治すへきなり

　　　　　　　　　　抽出アノン四目イドの精製及性状試瞼成績

　前記方法に依り本邦阿片より抽出しすごる各種アノγカロイドの精製並に性朕槍査に照

し著者の施行しだる方法の大要及試験成績を記るせば次の如し

　　　　（1）Papaverin（C20H21NO4）爲其第1圖

　Narcotinごの混合沈澱物に濃厚諺酸溶液を加へ少しく温めて放置：し酸性諺酸バ・

ヅェリンを濾別し其濾液を蒸登して更に濃厚εなす時は残分のパ・ヅェリン睡を析出す

るを以て之を先の沈澱に合し整酸溶液少許を以て二野し抱る後アムモニアにて分解し

・鞭回収翻し鰍を以て下しエーえ…酒精よb繍せし側興野野州

晶をそ｛｝融黒占　1470

　：Pikrat：

　臨基の酒精溶液にピクリン酸のエーテノレ溶液を加へ生する沈澱を濾別しアノソコ表ノμ

よb結晶せしむ黄色板状晶をなし180。に於て熔融す

　〕3enzoat：

　聾酸バ・ヅェソン溶液に安息香酸ナトソウム溶液を加へ弦に生する自色架歌沈澱を

二二水洗し水・，酒精の混合液よb結晶せしむ四角柱朕にして145。に於て熔融す（爲

眞第2圖）

　Pt－salZ：

　盤基の一定量に計算量の10分1定規盤酸を加へ溶解したるものに盤化白金溶液を’

和すれば淡潤色の沈澱（乾燥せるもの1轍紅色を柵）を生す13・il…i・，　IV，439の

記載に依れば融貼＝196。なるも試製品は2二二に186。に於て熔融せり

　　分析
　　　　　物買0．0676H20＝・0．00055三，t＝0・0119實瞼鼓H20＝昌0・814％Pt＝17・604％

　　　　　（qo　H21NO4HCI》PtC14＋毒H20ミ．して理論数H20＝0・821％「t＝17・7S9％

　　　　　Beilstlein，　IV　43gにに（Pa・HC1）2　PtCI4＋2H2C）ミして寵載ぜリ

、硫酸に微黄色を呈して溶解するも温むれは暗藍紫色ごなるD濃硫酸溶液に砒酸ナ

　トツウムの微量を加へ温むれは暗藍紫色を生し冷後水を和し過剰のナト・ンを加ふれ’

　1，Beilstein，工V，439・
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　　　（1）
　　．，，δ・姻州榊’、w・垢、

／＼1♂＼、
羅　・二　．ρ　　．．』㍉

ll瞭嚇ジ

　　Papaverin

　　　（4）

　！ダ瓢讐醜

Theb．　Pikrat

（7）

・　Code！n　Pikrat

　（10）

，ド’　　：’℃’・，、

Aノ

D．

β

ヤ

＼芝

じ　　　　　　　　　う　　ノ

　　ヘ　　　　ノももハ　　　　　　　　　　㌦”へ隔る二鴇．㎞．，，＿・ノ’

Protopi【真

＼

ノ

儀

／

　　（2）

義欝欝灘＼
ミ’滞♂’ゴ〔ご・i：ド…二’㍉

まヒ

婁・亭1》欝欝

　灘轡1．

　1⊃apav●　Benzoat

　　　（5）
　＾イ∴．∴．亀，書．：．1軍＝㌔七

＼～1隔／、・窺レ／

　誓欺」．、．・『▼　血．げ評

　　Narcotin

　　（S）

　　Krypt。pin

　　　（11）

／3嚢＼’
轟1や㌔’垂髪’∵㍗＼

～㌔静爵触’轡wも！論

＼鴫ザ／
　・　　PrQt．　Pikrat

　　（3）

「rheba…n

　　　（G）　　’

　　Narcein
（9）

　1く弓Tt・Pikrεt

　　（12）

　Laudanos●　Pikrat　　　　　　　　　　・
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は類黒色に獲す1）

　　（2）Thebain（CユgH21NO3）丁丁第3圖

　NarcoL＋Papav．の沈澱を除去しすこる母液にアムモア水を和しクロロフォルムを以

てアノレカロイドを抽出し丁丁登残留物に酒石酸溶液を和へて掩搾，，放置し酸性酒石酸

テバィンを濾別し術母液中残存するTIlebai11を析出せしめ之を合して温湯より結晶せ

しめ水洗後アムモニアを以てβ解し稀酒精より再三下品法を行ふ稀酒精より光輝ある

小葉状ヌアノレコホノレより四：角板朕結晶を得，融黙192－193。

　酸性酒石酸盤は温湯より絹皆様長針品を析出す

　Pikrat：

　Tlleb．の酒精溶液にピクリン酸のエーカレ溶液を加ふれは淡黄色結晶性の沈澱を生

す鏡開に照すに針歌叉は稜柱状をなし融鮎206－207。を示す（寓眞第4圖）

　1）ヒ＿salZ＝

　本鞘基を計箕：量の］0分1定規璽酸に溶解し盤化白金溶液を加ふれは黄色粉末状沈

澱を生す鏡下に細小柱聯晶をなす

　　分　　析

　　　　物賀0．0330　耳20・＝0．00111）t・＝0．CO60　箕瞼籔：H20＝＝3．333％Pt＝18．1S2％

　　　　（ClgH21NO3HCl）2・P・C14＋2H」0　ミして　理論薮H20嘗3・372％R＝18・272％

　硫酸に．血赤色を呈し後黄色に菱す2）エノγドマン試藥に榿赤色を呈す

　野晒を和したる溶液を加熟すれは分解して黄色を呈しカリ噛液を和するに共過剰に

可溶性の沈澱を生す（”）

　　　　（3）Narcotin（C2zH23NO7）爲四二5圖　　　　　　　’　　、．

　諺酸パ・ヴェソンを別ちたる濾液にアムモニアを加へて本盛基を遊離琶しめ一旦之

を酷酸に溶解し獣炭を以て脱色9したる後アムモニアにて中和すれはNarco亡は遊離し

來るを以て水洗して之を温酒精に溶解し再三結晶せしむ　3）長針獣晶ヌは稜柱晶にし

て融貼を槍するに176。を示す

　Pikrat：

　璽基の酒精溶液にピクリン酸溶液を加へて製す黄色粉末状沈澱にして其乾燥せるも

　1J　Abderhalden，　Biochem．　Hand正exik．　V，192．　　2）8ruehl，1弩1an7enalkaloid，352．　3）　Feils亡ein，口1，914・
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のは116。に於て熔融す

　Au－salz；

　盤丁丁溶液に二化金溶液を加へ生する赤褐色沈澱を水洗し酒精より三品せしむれは

細小針朕をなし152。に於て熔融す

　1）t曽salZ：

　盤四駅溶液に璽化白金溶液を加ふれは淡黄色粉末朕沈澱を生す

　　分　　析
　　　　物質0．075S　H20＝0．0021　Pt＝＝0．0117實瞼殿H20＝禺2．770％Pt＝15．435％

　　　　（C22H23NO㍗HCI）2PtCI4＋2H20　ミして　　…哩論籔：II20目2・831％1，t＝・15・342％

　濃硫酸に殆ε無色に溶解するも漸次雷緑黄色よb燈赤色に暫し之を温むれは紅色よ

り紫紅色に移攣す

　　　　（4）Narcein（C器H、7NO、）爲眞第6圖

　阿片のアノγカリ水浸i液よ，b　Morph．，：LanthoP，　Codam．，：Lauda11．等を除去せる最：後の、

アノγカワ性水溶液を既述の手績を経て二野乾下し熱酒精を用ひて抽出しエーテノンヒて

洗灘の平更に熟湯に溶解し獣炭を用ひて脱色し放冷結晶せしむ

　水よ’り阿品せしむれは絹平状針晶ヌは楚歌をなせる結晶を得其乾燥せるものの融瓢

を検するに150。に於て少しく憂色し160。に於て殆ご熔融し170。に至って黒色に菱．

し分解す

　Pt－salZ：

　常法により計算量の10分ユ定規硝酸を加へて下学下平溶液を作り少しく温め花る

ものに璽化白金溶液を加ふれは淡黄色結晶性の沈澱を得虫下に照すに細小針状をなし

Beilstei11，　II，2080に｛震れば融貼195。なるも著者試製に係るものは180－180・5。（2同

共に）アよりき

　　分　　析

　　　　物質0・04681120＝0・0012Pt＝＝0・0067賓瞼販H20＝2．564％Pt唱14．316％

　　　　（q3H27NO8JICI）2・PtC74＋2H20　εして　…哩論殿H20＝・2．696％Pt＝・14．607％

　Narcein四品にヨード溶液を滴下すれは藍染し叉クローノソ水門アム毛ニアに依って

血赤色を現はすユ）

　1）Bei』tein・11，208q・
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　本革基を稀硫酸ε共に高評内に蒸登濃厚εなせは紫董色を呈し長く熱すれば櫻實紅

色叉放冷後歩に硝酸の痕跡を以てすれは藍紫色の線條を現はす1）

　　　’（5）　Codein（Cユ8H魁：NO3）　　　　　　　　　　　，

　既述分離法に依り抽出しだるC・deinを稀盤酸水に溶解しアムモニアアノンカリ性

巴なして爽雑ぜる樹脂標物質を除去し共濾液にナトロンの多量を加へ鼓に沈回する

Codeinをアスベスト挿入漏斗を以て濾別し之を酷酸に溶解し獣炭少量を以て脱色し次

てアムモニアアノレカソ性こなしエークノγを以て抽出し蒸抄する時は稜柱状晶を析出す

融i貼158。を有す

　Pikrat：爲門灯7圖

　Codeinのエークノン溶液にピクソン酸のエーテノレ溶液を加ふれは細小なる稜柱朕結晶

を析出す試製品は約200。に於て熔融す

　Au－salz：

　塵酸コデイン溶液1；盤化金溶液を加ふれは褐色墾状沈澱を生す其乾燥せるものに就

き金の含量を槍零しだるに結果次の如し，

　　分　　析

　　　　物質0．0690H20昌＝OAu＝；0。0212　　　　　實瞼鍛Au＝30．725％

　　　　q8H皿NO3HC1・AuC13　εして1）　　　　　　　理論籔：Au＝30・852％

　鐵含有硫酸に由って藍色を生するも過クローノγ鐵液に依ては藍色を生せす2）

　　　　（6）　Crytopin（C21H鴻NO5）　爲眞第8圖

　Crypt．＋Prot・を稀盤酸に溶解し之に濃璽酸を加ふれはCryPL盤は膠状液をなし

Prot盤は難溶性3）なるか故に傾潟洗漁に依り前者を別ち之を水にて稀鐸しアムモニ

アにて分解し水洗の後壁アノソコ歩ノγより結晶せしむる時は美麗なる長針状自色琴唄又

時に短稜柱晶をなしヌ其酒精溶液を蒸嚇すれは粒状こなるこεあり融瓢216。を示

す

　pikrat：

　盤基の酒精溶液にピクリン酸のエークソγ溶液を加へ生する黄色結晶性沈澱を酒精

より肺野せしむれは黄色針四叉は細小男柱胱晶（爲其第9圖）をなし其融貼を瞼する

　1）　Arc1L　d．　Pharm．，1887，425．　　2）　Beilstin，皿，902」　　3）　Ber．（1871），6961
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に約210。を示す

　Pt－salz：

　副馬クリブトビン溶液に盤化臼金溶液を加ふれは淡黄色結晶性沈澱を生す温湯より

結晶せしむれは細小二二の二二を二二貼を槍するに205。を示せう

　　分　　．析

　　　　物質0．0228H20＝30Pt昌0．0039　　　　　實瞼歎　Pt雪17．105％

　　　　（C21H23NO51　HC1）2・RCI4ミし・て　　　　　　　計算数　Pt＝＝16・999％

　　備考　Beilsteh1，皿，913の記載に依れに冷時に於て沈澱ぜしめ宇写る白金堅の集成に　（Cτ・HC1）2・PtC14＋

　　　　6H20叉温時濃厚ならさろ溶液よりぜうものに結晶水1分子々包有す

　硫酸を滴下するに藍紫色を呈するも漸次緑色より黄色に鍵す1）フヅ。一デ試藥には’

紫韮色より藍緑色εなり緑色より途に誌上す1）鐵含有硫酸に墾｝し鮮紫色ごなb熱す

れば汚緑色ざなる2）

　　　　（7）Pr◎topin（C，。H、，NO、）三具第10圖

　Cryp』ご分ちたる盤酸プロトピンは少量の水にて洗灘の後アムモニア水ご温浸する

こ践胴之を濾過し其濾液をエーカγご共に振回し速かにエーテノレ溶液を分ち蒸回す

る時は白色小二形叉は疵朕の結晶集團を得其三三は顯微鏡下に細針晶あ集籏を顯し爲

三三10圖の形象を有す融瓢毎回207。を示せ），

　Pik1・at：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　本盤基のエーータ’ノン溶液にピクソン酸のエータノレ溶液を加ふれは黄色結晶性の沈澱を

生す之を槍鏡するに放線状をなせる針晶叉は細小稜柱状結晶（爲其第11圖）をなす試

験品の二二141。

　Au－salz：

　盤酸プロトビン溶液に璽化金溶液を加ふるに赤褐色沈澱を生す其乾燥粉末の融瓢を

槍するに198－199。を有す3）

　　分　　析

　　　　物質0．0120HzO昌30．0003　Au＝0．0033　1實瞼販　II20＝2，50％Au＝窩27．50％

　　　　（q。HlgNO5HCLAuC13＋H20）ミして　　理論敗H30・＝2．522％　Au＝＝27．729％

　備考8eilstein・IIL　8061＝於てにP「。したC・・H・7NO・・ミ記載ぜるもαH…eの及Ab母・・h？1d・n・

　　　　Bめchem，　Handlex．　V，3141：擦る蒔に；其；集成にC』oHlgNO5なりεす

　ユ）　Abderhalden，　B1㏄hem．313．　　　2）　Beilset…n，皿，913　　　3）　Bei㎏in，皿，806．

　4）　］Be】』　（1871），696●
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　硫酸に藍紫色を呈し酒癖よb漸訳織色を現し途に汚紫色こなる1）ヴァナヂン硫酸に

紫紅色こなり後深藍色を生す1）

　フソ。一ヂ丁丁に鮮藍色を呈し周邊より徐々に緑色及黄色を生す1）．

　　　　（8）　Laudanosin（C21H27NO4）

　前記分離法に依って得だるHydrocot＋：Lヨudano3・の沈澱を胃酸に溶解しアムモニ

ア水を滴凹して微弱酸性εアぶし濾過後其澄明濾液にヨードカリウムを加ふれは難溶性

Hydrojodidを沈澱するか故に放置：後之を濾別し水洗後アムモニアを以て分解し低温に

’於て乾燥せるものを石油工一チノンを以て温浸し論旨せしむ

　石油工一チノンを以て精製すれは宇球欺に集籏する白色短針朕結晶を得ヌ其酒精溶液

を自然蒸駿に附する時は爲眞第ユ3圖に示すか如き無色三伏晶（枝朕をなせる）εなる』

融i砧89。を有す

　1）ikrat：

　：Laudanos・の酒精溶液にピクリン酸のエーテノレ溶液を加へて製す水よう結品せしめ

セるものは松葉歌に集凝せる針状結品をなし叉純酒精よbせるものは爲具第12．圖に

示すか如き針晶にして融貼176。を有す2）

　Pt－salz：

　本身基に形無量の10分1定規盛酸を加へて溶解し共澄明溶液に盤化臼金溶液を加

へ生する黄色感状の沈澱を濾離し水洗乾燥す

　　分　　析

　　　　　物買0．0372H20＝0。0017　Pt＝呂0・0062　實瞼鍛H20＝4，570％Pt・ヨ16・667％

　　　　　（C21H27NO4・BCI》PtC14＋3H20ミして　理論販H20＝4・587％R＝16・565％

　過クローノン鐵には呈色せさるも鐵含有硫酸には褐赤色を呈し熱すれば汚緑色ピなり

後帯緑紫色に下す3）

　本門基を硫酸中に下し之を混卜すれは淡類紅色を呈するも漸家雪色し淡緑荻色を経

て汚紫董色に回す4）

　　プリ。一デ丁丁に凹し謂紫紅色より紫引色に凝し徐々に褐下す

　ユ）　Abderhalden．　B三〇chem．　Handlex．　V，315，　　2）　Abderhalden，　Biochem．　Handlex。　V，201．　F．5175．0

　3）　Beilstein，　nl　912。　』4）　Abderhalden，　BiQchem，　Handlex．　V，200．
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　　　　（9）　Hydrocotarnin（C12Hユ5NO3）

　Laudanos．の沈澱を除去せる濾液にアム毛ニア水を和しHydrocot．を沈澱せしめ水

洗乾燥しπるものよb脇田クノソを以て抽出し又Hydrobromidこして精製せり

　多くの一合結晶せさるも其酒精溶液を自然蒸登に委ねたるものは無色細微の柱朕を

なし試製品は融瓢50－52。を有す

　Pikrat：

　Hydrocot・のエーカソ溶液にピクヲソ酸のエーカγ溶液を和し生する黄色沈澱を酒

精より結晶せしむれは黄色束針朕又は稜柱朕の結晶を得（爲眞第14圖），融貼138。を

示す

　Hydrobromid：

　酵酸ピドロコタノγニンの水溶腋にブロームアムモニウムを加へ之に依って生する

白色嘉酒の沈澱を濾別水洗し酒精より結品せしむれは無色束針立の結晶を得（爲其第

15圖）1）

　13romhydrocotarnin：

　上記Hydrobr・midの水溶液にブローム水を作用せしめて生する微黄色の沈澱を水

洗乾燥の後工一テノレにて抽出したる試製品は78－80。に裁て殆ご熔融す

　硫酸に面し初期黄色を呈するも加温するに従ひ鮮赤色εなb後には汚紫赤色に愛

す

　Pt・Salz：

　計算量の10分1定規璽酸に溶解せしめ駈るHydrocot・溶液に王化自蔵溶液を和す

れば黄色紫朕の沈澱を生す之を水洗乾燥する時は榿黄色無晶形末を得

　　分　　析
　　　　　物買0．02S8　H20＝0．0003，　Pt二〇．0065　：實験籔：Hp＝31．042％Pt謂22．569％

　　　　　（C121115NO3・IIC1》PtClタ＋1んH20ミして　青聴衆　H20－1・046％Pt＝・22・669％

　　備考　Beilstcin，π〔の記重更1二i工結晶水」なし

　　　　（10）Pseud。m6rphin（C討H、6N、O、）爲興第16圖

　Morph・＋Pseudomorph・の沈澱を酷酸に溶解し酒精添加後アム．毛ニアの小過剰に於

　1）Beilstein，皿，　ge8・
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てMorph．を分離し濾液を盤面にて中和後：酒精分を騙除しア屯モニアを以てPseudo驚

orph．を沈澱せしめ更に精製のテこめ之を酷酸に溶解・しアみモニアを滴正して微弱酸性

に至らしむれは弦に詠出基は沈澱するなり1

　稀薄温アムモニア水に溶解し放冷せしむれは八面三叉は正方四面膿の小結品を籏生

す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　水，酒精，エーテノγ，稀硫酸に溶解せすカリ噛液に易溶なり約同量の自糖末ご混し之

に純硫酸を加ふれは特異なる暗緑色を生す鐵含有硫酸に藍色を呈し後緑色に回すユ）

　　　　（11）Codamin（C、。H、、NO、）爲眞第17圖柱状晶

．；Lonthop．を分離しナこる母液にアムモニアを加ヘエーテフンを以てMeconid．，　Codam．，

hudan．等を抽出しCodam．，　Meconid・を結晶法に依りてroh一：Laudan・ε分ち其工一・テ

ノy性溶液を蒸登して酷酸に溶解し之に食盤末を加へて盛酸メコニヂンを祈出せしめ爾

ほ残存するメコニヂン盤を分解するため之に稀硫酸を加へて煮沸し放冷後アムモテア

1性ピなしエーテノレを以て、Codam・を抽出しHydrojodidこして精製す2）

　無水工一テノγより無色柱状結晶を得（六角），融鮎125。（Hesseによれは126。）．

　：Pik：rat：

　鮮黄色結晶性粉末をなし試製品は130’の融鮎を有す

　Pt－salz：

　高温基盛酸盤の酒精溶液に盤化白金溶液を加へ生する鮮黄色粉末朕沈澱を水洗韓

乱す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　分　　析
　　　　　勃質0．0671H、0＝0．0021　P・一〇仙8實瞼数H，り＝3・130％Pt－17・5S6％

　　　　　（C20H幻NO4・HC1）・Pt（i4＋211台目して　…哩二日　H20　r　3・182％1’t＝17・239％

　鐵含有硫酸に青紫色を呈するもFeを少しく追加する時は緑色を現はし更に熟す範

は藍紫色より汚紫紅色に墾す2）

　硝酸，過クマーノγ血液亀葺虚し緑色を呈す

　　　　（12）Laudanin（C20H器NO4）・爲具第18圖

　Codam．＋Meco塊id・ご分ちすこるro炉Laudan1nは之を稀酷酸に溶解し獣炭を用ひて

　ユ）　AHen，sαhmmerci310rgan…c　AIlalys1s，　VI，404．　　2）　Bei：stelp，皿，911．
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脱色しアムモ『ニアァ現カリ性ざなしエーカレご共に振量してアノソカロイドを抽出し之

を富商酒精に溶解し冷後析出するr・h－Laudaninを盤酸に溶解し之に食盤を加へて

：Laudan．　hydrochloLを分離しアムモニア水を以て分解しエークノγにて抽出す或はヌ盤

割の酷酸溶液にヨードカソウムを加入生する　Ilydrojodidの沈澱をアムモ三アにて分

’解しクロロフォノyム叉はエーテノレにて抽出す

　温工一テノγより結晶せしめすこるものは正方板状をなし血球酒精より析出せしめ赤る

ものは高富164－165。を有す

　Pikrat：

　：本旧基の酒精溶液に温時ピクリツ酸溶液を加戎て製す鮮黄色結晶性粉末をなし酒精

溶液より結晶せしめπるものは三下に束針状ヌは放線状をなし試製品の融貼140。な

　りき（爲其第20圖）

　Pt－salZ：

　計算量の10分1定規盤酸に溶解したるものに盤化白金溶液を加へ生する沈澱を濾

別し除灘山内に乾燥す

　　分　　析　　　　　　　　・
　　　　　喋勿質10．0344　H20呂　0．0011　pt；∋　0．0060　　實瞼殿II40　＝＝＝　3．198％　Pt　口　17．442ヲ51

　　　　　（C20H25NO4HC1）rPtC14＋2H20　ξして　　i理i論鍛H多0騙3・1S2％Pt＝＝1ア・23σ％

　鐵含有硫酸ご融和すれは淡紅色を呈し之を温めば董紫色に攣す過クローノレ鐵液にて

汚緑色を現はす

，　　　（13）Laudallidin（P）（C20H25NO4）爲眞：第19圖

　上記ラウダニン盤を分離しだる母液にアムモニアを和しエーテノγを以て抽出す

　温工一グノンより結晶せしめずこるものは其晶形稽三三なるも前記Laudan・ご略ほ同

形にして唯硝酸及鐵含有硫酸に封ずる反慮を異にしCodam．蕪雑の心あるを以て再三

之を稀酒精ε温浸し其析出物の融鮎を瞼するに173。を示しLrndani己1）に近き物質

を得だるも其量腐すこ僅少精気を底ひ難きを以て須曳之を疑問の儘に存留し後日其存否

を明ににせんこするものなり

　　（14）Lユnthopin（C偽H25：NO4）爲眞第23圖

　ユ）　Beilstein，　1：1，　g12．　F」　＝＝島　177。o
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　濾液（．b）より分離しナZる本盤基は酒精を以て樹脂を除去し温酒精より結晶せしめて

精製す

　盤面の酷酸溶液を微弱酸性こなし析出せしめだるものは小粒朕，アムモ昌ア性に於

て結晶せしめすこるものは白色束針朕，熟酒精より四：角柱状，ヌクロロフォノレムよb放線

妖に結晶す

　精製品の二三は何れも一定し144－145。にして成書の記載ご異るものを得1）

　Pikrat：爲：、眞第24圖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　：Lanth6P．の酒精溶液にピクソン酸のエーテノγ性溶液を和す：黄色結晶性粉末にして

三下に束針状をなし出品180。を有す

　Ptrsalz：

　盤酸ラントビンの水溶液に盛化自金溶液を和して製す帯白類黄紅色の粉末にして

ユ64。に於て熔融す

　　分　　析
　　　　物質0．0530．　正120　＝＝0・0016，Pt＝＝＝0。0086　　實瞼婁彙II2（）　＝＝33・020ヲ6　Pt＝＝　16．226％

　　　　（C23H25NO‘・HC1）2nC1十2H20　ミじて　　　理論鍛H20＝2・992％Pt謂16・208％

　硫酸に淡紫紅色を呈し加温すれは黄褐色こなる

　　備考　Be11stein，皿，913・に依れにLanthop・に硫酸に無色1こ溶解すミあるも本璽基に淡紫紅色な現し温

　　　　むる時に鰍褐色に移る則ちA・臨1S70，57及畑・・’・C・mm・・ci虹0・g・・1・鯛y・酔，　VI，398の

　　　　記載すろミころに一致すちもの亀なり

　　　　（15）　Meconidin（C21H23NO4）

　Codam．ご分ちπる盤酸メコニヂンは重炭酸ナトリウムを以て之を分解し水洗して酷

酸に溶：解し再ひ食璽を以て盤酸盤を沈澱せしめ遊離出訴をエr一テノレにて抽出し低温に

：於て蒸登乾燥す

　本盤基のエーカレ溶液を石油工一テノレ中に注入すれは類白色無品形のMeconid．を

析出するも氣中に於て黄色無味の粉末εなるエーカレ叉は酒精溶液を蒸壁して得ナこる

ものは帯褐黄色澄明フ4ノレ昌ス標の物質をなし融貼58。を有す

　鑛酸類に由って分解し精紫紅色の液を生す加温する時は駿色速かなり

　Pt局salZ：

ユ）「13e：lstein，　111，913・1計’置雷　200，・
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　蟹酸メコニヂンの水溶液に璽化白金溶液を加ふれは淡黄色墾朕の沈澱を生す之を濾

別し稀酒精にて洗ひ乾燥す

　試製品は黄色の二二に紅色を帯ひ154。に於て熔融し160に至れば黒憂し始む

　　笏・析、．r㍑，　　＿『
　　　　　物質：0．0801H‘0＝0．0025　Pt昌0．0137　1實瞼鍛H20昌＝3．121％Pt譜17．104％

　　　　　（C21HβNO4．HC1），PlC14＋　2H20　　　　　i理論販H20嵩3．127％Pt＝16．940％

　　Beilstgig，皿，913．1；に結晶水な寵載ぜす

　　　　（16）　Gnoscopin（C22H脇NO7）　　　　　　　　　　　　1　　‘　　．　＝

　Crypt．ナProt・．を濾高し敵るベンツォーノγ溶液の蒸残残留物を熟酒精及少量の獣炭

を以て慮嘱し或は晶晶酸水ご慮乱し脱色後アムモニアを以て沈澱を生せしめ濾別，水

洗後乾燥し熟酒精を以て抽出す　　　　　　　　　　　　　　　　　　で

．熟酒精溶液は之を蒸乱するに無色透明三盛様の長針晶を残す融鮎微少のナこめ三三す

　るに至らす　．

　　　　（17）　Tritopin（C4乙H醒NzO7）

　Theb．笏・離後の母液より．Crypし．　P6rt，　Laμdanos・等を除きナこるナトロンアノγカリ性

溶液をクローノンアムモニアの二二を投してアムモニア性こなし弦に生する僅少量の沈

・澱を濾別，水洗し其熱酒精溶液を蒸登す

　　白色細微（小針状）の結晶性物質にして微弱アノンカリ性を呈す二三自金盤等回せ

　す

、硫酸ご熟するに淡緑色を生し漸次帯三品藍色こなる

　　晶出基は恐らくは其含量微少のナこめ阿片の盤酸水浸液に加ふるアノンカリ過剰の程度

　により本來沈澱すへきものなるも亦濾液中に溶存し逃鼠の虞なきにあらさるを以て分

離定量完全なるを得さりしものならんか『

　　　　　（18）　Oxynarcgtin（C盟H脇NO8）

　　Narceinご共に抽出し†ζるもの奪温湯ご腱回して不溶分を分ち熱酒猜を以て浸出し

　獣炭少量を以て脱色するの後上登乾燥す

　　無水酒精より自色細小の結品性物質を得

　　二三に僅微に溶解するもアノソカリ，熱酒精には可溶，エーカγ，ぞロロフォノソム等に
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不溶なb

　　　　（19）　Xanthalin（C訂H36N20g）

　呼出し能はさりき

　　　　（20）Rh・・adi寧（C・1H・1NO・）　　1　　　　　　　　　’

　Beilstein，　Org．　Che瓜III，931記載の抽出法に依り之を翻するも鑛酸に由る呈色反

魂なし

　　　　（21）P・rphyr・xin掃立第21及22圖

　：Porphyroxh11）はもごMercki　2）氏に依り阿片中の赤色々素こして記載せられだる

ものなるもHesseに從へは本物質はアノレカ財ドの混合物にしてその一つはMecoこ

n1din他は恐らくはRhoeadinなるか如し

　：Kanny　Lall　Dey　3）は印度産阿片の水性抽出液にアム屯ニア又は炭酸ナトリウムを

加ヘエーラノレε共に振宿しエーテノレ溶液を蒸記せしに常に一種の物質（Rhoead1n　P）を

得たりこの物質は之を稀藍酸ε共に温むれは美麗なる紫色を呈するも土耳漏叉スミノソ

ナ阿片に在っては呈色せさるを以て印度産阿片の特異反面なりこせり

　PorphyroxinはRaksh｛tt　4）か阿片より抽出しナこる一新物質の幕呼にして同氏は阿片．・

末を消石心及水ε共に掩和し其浸出液をエーカソご払出するこごに依b黄褐色の結品

を得πるを以て之を熱石油工一雨レにて浸出し浸液の蒸登残留物を稀盤酸水に溶解し

重炭酸ナトフウムを加へて生する沈澱をクロロフォノγムを以て抽出し熱石油工一7ノレ

溶液より析出せしめナこるにi類黄色乃至自色の稜柱晶を得だり融瓢は134－135hこして

其鑛温々性溶液は氣中に於て帯紫紅色を生すご言ふ

著者は日本産面心油木ヌ1は阿片の石茨ア・ンカリ性浸出液は其アムモニアア・γカリ性．

こなせるものをエーテノγご共に反覆振撮し抽出物を稀酷酸水に溶解しアムモニアの小

過剰に於てエーテノンに轄溶する無色稜柱状の結晶（融瓢135。）ご淡黄色透明無晶形の

物質め混合物を得ずこり前者は菊花朕の結晶集籏をなし之を熟稀酒精並にエーテノレご庭

理するこごに依り爲興第17－8圖に於けるか如き結品に分離し實験の結果Codamin、

1）　藥學雑誌451號788．　　2）　AIIen’s　Commercia10rgallic　Analyミis，　V工，403．

3）　1）11arm・Journ・18s2，（i廷）129397・　　4）　Journ・chem・soc・■59184・’
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及Roh．　Laudaninなるこごを認めナZり蓋し弦に著者の所謂Roh．：Laudanin・か果して軍

一なる：Laudan．なるや將叉少許のLaudanid．を混有するやは未詳にして未ナこ槍籔の

域に達せすご錐も恐らくは上掲2種の物質（Codam．，　roh－Laudan．）にして適當なる混合

朕鰻を得んには其工一チノン溶液の蒸散に依って同一集形（菊花状）の結晶を残すへき

は想像に難からす叉一方に於ける淡黄色無晶形の物質は之を稀薄鑛酸ご庭理し少時放

置する時（加温すれは速かに）は帯紫紅色を登現するか故に二二酸溶液にクローノγナ

トヲウムを加へ生する沈澱を分別し重炭酸ナトフウム溶液を以て分解しエーテノレに

て抽出したるものは二二58。を有しMeconid．の性朕に一致するか故に著者の抽出し

すこる上記物質はCodamin，　roh－Laudanin及Meconidin・の混合物に外ならす惟ふにRa

kshittのPorphyroxinなるものに就ては二物二三の要あるも以上性朕の一致鮎より見

て恐らくは上記の如き混合物なるへく而して印度産阿片に於て生する紫紅色素は畢覧

Rhoeadin及Meconidinの存在に蹄すへきも本邦産阿片に在っては專ら後者（日本産

1に於てはRe・eadinを含有せす）の分解に由り起生するこごは以上の事實に徴して明

かなりこす

　　　　　　　　　　　　　第十一章　結　　　　論

　本邦産響粟並に阿片の科學的考察及三二に就ては前各章に於て既に述へπるか如し

今弦に其要旨を摘録し結論すれは次の如し

　（1）阿片制度の沿革大要は第一章に於て述ヘナこるか如し

　（2）阿片の本邦に於ける初來地は之を文献に徴するに陸奥三三地方なるか如く爾

　　　來天保嘉永安政を経明治初代に至りて漸く各地に三品し二二地方は之か中心ご

　　　なり大正四蓋年以降生産の激増ご共に品質優良のものを生するに至れり

　（3）生産並に品位の三遷に就ては第三章阿片年表に記るして詳かなり而して現時

　　　1反歩につき60。乾燥品こして約45－230匁なるも圭産地に於ける生阿片生産

　　　、量は1反歩普通300匁豊産地に於て600匁を超過す之を諸外國に比較するに

　　　毫も遜色を有せさるのみならす嬰粟1果の阿片吐出量に於て優b概して多量

　　　なり

　（4）阿片採牧：用に供する嬰粟の品種は三島種誌面面一を普通εし臼花軍辮を可
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　　こす　　　　　　　　　・』

　　　内地生阿片の外観に就て見るに黒褐色板状をなすもの概して毛ンレヒネ含量高

　　く（約10－20％），褐色乃至暗褐色（板歌，粉1伏，酒壷のものあり）及淡褐色品は其

　　品位梢劣る（約8－17％），叉其臭味よりすれは麻醇性固有臭強きものは其疫痢良

　　好に属し一種隠隠陶醇的のものに至りては殊に共然るを見るか如し

（5）樋脇乳液の採牧程度は3，4同を適峰ごし多く巴も数同を出てさる時は品質善

　　良の阿片を得るこご分析成績の示すごころに依って明かなり然れこも旛井種は

　　印度原種にして多乳様なるか故に共採輝度は7β回を普通塾すへし而して乳液

　　叉は生干秘中のモノンとネ含量は寒冷上頚適度に反比例し第一同採牧に係るもの

　　モノソヒネ量最も多く以下同を重連るに從って蓮減を示すこご第五章分析に見る

　　か如し9

（6）盟粟の成育及阿片生産に劃する外界の影響を見るに水食は適度なるを要し其

　　多選を忌む從って爾施は適時適量聖可ごし播種後生育期間に亘りて寧ろ多きを

　　要するも連雨は却って不良の結果を與ふるものεす

　　　氣温並に天候關係に就ては熱帯原産の植物こして生育ご共に温度の必要を壇

　　回し乳液探皇霊に至っては氣温概ね一様にして光天温暖なるを可こす而して曇

　　陰日光を遮り旱天高温を持績し若くは温度急劇の下降其他強風霜電の如き生

　　産上戸に有害の影響あるものεす

（7）栽培土壌は透水良好なる壌土を以て適地こし粘菌土よりも砂質土を可ごす葦

　　し石茨質含有土壌は薫陸巴錐も氣温及施肥の朕態にして適當ならんには珊粟育

　　駆上何等妨けなきか如し

（8）施肥に關しては養分に劉する：本植物の特需性を考慮し各種肥料の性能を利用

　　調和し以て吐乳量及ひ品位の向上を計らさる可からす而して從來栽培地に於け

　　る實績並に之か定量分析の結果に挨れは魚肥殊に面訴は阿片の品位を高め犀尿

　　は生産を増殖するの効験あり加之植物灰（木灰，藁灰等）はカリ，燐酸，カノンチウ

　　ムに富み特需成分の給源εして之か併用は重要なりこす

（9）本邦内地に於ける分布は奥勿，北陸，山陰の一部を除きて殆ご全土に亘るも特
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　　に温暖多雨の近畿地方を中心こし九州，北海道に至るに從ひ漸次生産を減する

　　の朕態に在り

（10）　日本産阿片の化學に關する激闘は本研究の圭意ごする麗なるか故に弦に全分

　　析の結果を綜通し約説するこご以下各項の如し

　（イ）　日本産阿片の品質に就き豫験するに本邦産無水物こしての越幾斯分は普通

　　　65－72％季均6S％にして之を諸外國産の59－70％季均65％に比すれば優に後

　　　者を凌ぎ且叉灰分少く毫も鶴和物を含有せさるか故に其厚賀は純良なり

　（ロ）近時の内地生産阿片はモノレヒネ含量概して5－22％の範園にあるも特に10％

　　　以上のもの多く逐年品位の整齊を示し外國阿片に優越す而して現行モノレヒネ

　　　定量法に比すれば常に低率り含量数を與ふるか故に憲末補遺第二1）の著者

　　　改良法に依る時は邦産阿片は更に其含量を高め最高23％以上のもの把る

　　　へし

　くノ・）粗玉6種アノンカロイドの含量槍定に就ては著者はDott，　Anneler，　Plugge

　　　氏等の案を墾酷改正の下に施行せり而して外國阿片に就ては全膿に：亘る分析

　　　成績乏しきを以て精細なる比較を行ひ難きも前章圭要アノγカロイド分析表

　　　大約李回数に披る時は彼我の間著しき径庭あるを見す但し著者の實瞼は阿片

　　　買上時のモノγヒネ定量の際生する康残液並に不用沈澱を利用併合しだるか故

　　　に全工程中分解共議の敏漏に因る損失論弁しも鮮少ならさるを以て阿片其の

　　　もの、大量を以てし分析を行はは其成績更に優良なるへきを豫潰するものな

　　　り

　（二）阿片アノγカロイドの分離法に就てはHesse氏方直なきにあらさるもその

　　　指示に係るアノレ薄月イドは全歎の一酌に過ぎす画師主眼こする庭は各成分の

　　　分離製出に在るか故に著者は之を換改補訂し全アノレカロイドの分離定量法を

　　　設定せり

　　　　今本設定法に依る實験の結果を述ふれは内地産阿片中著者の奔出したる

　　　アノレカロイドはMorph．，　Narcot．，　Codein，　Theb・，　Papaver・・Narcein・・Pseudomo一

ユ）　藥學雑誌　524　號，　本：棄報　28　號・
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　・ph・㌧C・d・m・Mec・・id・・Lλ・d・n・・L・・th・い・L・・dan…Ilyd・・c？t・・‘C「ypt・ρ・

　Protop．，　Oxyllarcot・，　GnoscoP・，　TritoP．にして：最後の2成分は融貼其他複三等；

　未ナこ二二せす爾ほLaudanid．，　XanthaLに就ては未に抽出し得・さるものごす

　　以上の内主票アノレカロイドを除き自籐の分析成績に就ては前章稀有アノγ

　　カロイドの項に掲げて詳かなり而して外國産に至っては當該戒分を通しで

　　の分析報告あるを見さるか故に妓にアノソカロイド登見者の定めたる含量数

　　を劉照こして比較するに本邦産はL知dほnin，　Lanthopin，　Lalldanosin多少多

　・きか如くCryptopinは其瞼出量寡少なりき而して自除アノレカ・イド量に於

　　ては略ほ親しされは以上の結果を綜合する時は本邦産阿片は圭成分及爾除

　　アノレカロ年ドの総計的分量に於て外國産に優b藥用品こして上乗のものご

　　稻すへし

（ホ）抽出各アノレカロイドの精製品及其藍類に就き結品形融黙諸試藥に回する溶

　　朕及簡明並に複盤の集成に就き試験を途くるに概して文献の記載に一致する

　　も下記物質に就ては多少異る結果を得すこり

　　（1）Papaverin

Pt－salz：結晶水13eilstein字分子　　　　』　　著者試製品1／，分子

　，，　　　　　融　　黒占　　　　　　　　　　　　ユ960　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　　（2）Na・ceh　　’
Pt－3alz：　融　　黒占　　Beilstein　　　195。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　　（3）　　Cryptopin

Pt－salz：　結晶水Beilstein　1分子（温液よりせるもの）”

　　（4）　Ianthopin

：Base：　融黙：Beilstein　200。

186。

180。

結晶水なし

144－145。

上記試製品の融貼は前章Lanthopinの項に掲げたる2，3精製品に就きて三二し回

るものなり

　　（5）　Meconidin

Pt－salz：二品水：Beilsteinなし　　　　　　　　　、．著者試製品　2分子

（へ）本邦産阿片並に嬰粟殻より抽出しセる一新結品性物質（菊花朕）は

　　Rakshitt氏か外國阿片より抽出しにるアノγカロイドPorphyroxi11ご其性状に於
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て一致し實験の結果C（恵min，　Roh－Laudaninの集合結晶にMeconidinを爽

回せるこごを謹し得ナめ蓋しPorphyroxinに就ては實四強案の要なきにあら

さるも以上の事實より想度する時は恐らくは一・種のアノレカロイドにあらすし

て上記成分（或はこの外Rhoeadinの如きも共に）の集合に由り一新形質を

粧ふ紀るものに庶幾からんか

補 遣

本邦産嬰粟果殻のアルカロイド及其他に就て

　嬰三朔果は古來被疾鎭咳制濾藥こして共未熟果叉は成熟果を用ふ本邦に於ては通常

阿片採牧後の果殼を藥用ヒ供す朔果は各繍のアノγカロ矛ドを含有し乳液の外伺ほ果皮

等に在bても共少量を包含す三って乳液採牧後の旧穀中には爾ほ毛ノレセネを圭εし其

外種々のアノレカロイドの存在を見る

　AIIan　Malh1氏は猫逸ダーレム栽培の嬰粟成熟果に就きMorphin　O．018％Codeill＋

Narcot1n　O．028％をヌ未熟果に於てMorphill　O，02－0．05％及上記當該成分の合量0．0

11％を槍出しMerck氏は成熟朔果中Morphin　O・02％・Winkler氏にMorphin約0・0

2－0．04％及Narcotl110．02％を，更にDublanc氏はMorphin　O・049多及Narcothl　O・01％

を槍出せり1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　以上の如く外國産嬰粟朔果に就きても所含植物璽基の2βの外自飴のアノγカロイ

ドに關する分析数を有せさるのみならす殊に本邦産即ち阿片採牧後の残殻（けしがら．）

に至っては從來之か實験に關する報告あるを見さるか故に著者は内地産嬰粟殼の果し

て幾種のアノγカロイドを包含するや叉其含量奈何を槍せんご欲し大阪府三島郡産の果

殻を購入し前章（第十章）所掲のアノ・カロイド定量法に準由し風乾殻末の水性酸性浸出

液等を製し之か分析を行へり弦に阿片研究報告の補遺εして共實験成績（大略激）を

附記し併せて以下之に就き約説すへし

　1）　Z6rn1g　3　Arzneidroge1】，1，126　u。4£5．



本邦産阿片に關すろ研究及實験
47

内地嬰粟殻のアノγカロイド友二二の含量大要

・効・イド1 含　剥 贔　　　　形　　　　及　　　　反　　　　廠

M・rphin Ca．0．03一（㌧05％
H2SO4に溶解し硲酸1滴な和すれば暗紫色，　FeC！3に依り青
武F，加温加州に由り藍色す，HCL赤血盤にて藍色針晶（AlkohO1）

NarCotin ，，　0．005，，
ConC．　H2SO4硝酸痕跡1＝’（汚赤色を冒す，　Cond12SO4に由
闡ﾑ緑黄色，加温すれに紅色よリ紫紅色ミなろ　　　同　　　上

Codein ，，　0．006，， FeCI3にて薇紅色な生し後魂色す，含鐵硫酸にて
W藍色な生す　　　　　　　　　　　　小柱状（Aether＞

Papaverin ，，　0・q10”
修酸に由り細小柱状轟沈な生す・112SO4及砒酸ナトリ
Eム僅微な加へ温めば汚藍紫色な生す　　　　同　上　（Alk）

Thebain’ ，，　0．002，，
濃酒石酸溶液にて酸性盤な沈澱す，Conc．　H2SO4
ﾉて血赤色　　　　　　　　　　　　　　　針　状　（同上）

Narcein ，，　0．001” ヨード溶液：にて藍染す　　　　　　　　　　　同　　　　上

Roh．工audaniu ，，　0．015，．
FeC13にて汚緑色な生し硫酸にて汚紫紅色か呈す
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小粒胱（Alk・h・1）

Laudanosin ，，　0．001，， 羅廃曲鵬鍵麗膣…鱒謝　系・蝋互獅）

Hydrocotamin ，，　0，002，，
H2SO4ミ温めば淡黄紅色瓦に熱ぜば帯紫紅色に湿す
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　晶　ぜ　す

　　（？）Codam．＋Meconid．

，，　0．003，，
鑛酸に由り分解し帯紫紅色な生す　　　　　　淡　黄　褐　色
梼_溶液にNaC1にて簸酸メコニヂンな析出す透明無雲形

　　（？）Cづ？tOP・＋Pr・t。P・

@　　CaO

，，　0．0003”

C，　3．40　，，．

鰯裏門周繍脳御内・て｝楓（鋤

MgO ”　0・30”
P205 ，◎　1．20　，，

K。0　」 ，，　2．84　，，

N ，，　2．00　，，

粘　　液　　質 著　　　　：量

　嬰粟断絃のアノソカロイドは阿片に於けるか如く興品種ご栽培の方法並に乳液探潮時

の諸状況に由り含有朕態を異にするも今上記分析数に擦る時は品詞殻中のモノンヒネ含

量は自除のアノレカロイドの卸量ε略ほ同等に在りて之を藥用阿片のモ～ソヒネ量に較ふ

れは大約其200分の1に面隠し叉果山中モノレヒネ以外の各アノγヵロィ震量を阿片中の

所含量ε塁｝照するに嬰旧殻にありてはPapaverin，　Laudanin，　Hydroctarnin，：Lalldanosi11，

Meconldin等の含量割合に多きか如く此野州量のコロイド性植物質を包含するか故に

是等物質の性能よb見るも盟粟殼か古裂鎮咳制門門こしての得用ご効匿を有し且共作

用の阿片に比して更に緩和なる所以を首肯し得へし

　生育嬰粟果の成分殊に肥効分に就ては未だ實験の機會を得さるも大阪府農務課の風

乾植物に就き行ひだる試験の結果に擦れば窒素，燐酸十一ソは開花期前後に於て叉カ

ノγチウムは後期ごなるに從ひ共含量を増すか如し乃ち上記分析成績に見るも白骨殻
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のカソ，石灰分に富み更に叉阿片かこの2成分を多量に含む鮎より槻察する時は所謂

：施肥の3要素以外カノレチウムはますこ阿片の特需成分ごして共育養上並に阿片生産上緊

・實の關係を有するものこ言はさるへからす

　　　　　　　　　　　　　　補　　　逡；　　二

阿片中モルヒネ定量法の改良に就て

本報告は本彙報第二十八號（第116頁）に掲載したるを以て之を省略す絡りに臨み

藥劃師北山正義，城野清次郎，大鳥寅彦，指吸清の4君は夫々分析の一部を据任し助

ヵを與へられたり弦に記るしてその厚意を謝す

　　　　　　　　　　　　文　　献　　目　　次

β’泌〃∫π，Organische　Chemie，工1，

　　　一　，，　　　　　　　1工ら

　　　　，，　　　　・　　Iv，

オ励物盈ノ3，
βi（》chemisches　Handlexikon，　V，

Ber．　d　D．　Chcm．　Gesellschaft．

Arch．　d．　Pha㎜．

Ztschめ£Ana1アしChem・

Phamユ．　Centralh．

ノ加”あof　Chem．　S（×㌔Tranホ

∠f〃」8ノしJonrn．　of　Pharn蕊

Zo6”’忽Arzneidrogen，1，

■「耀8夙Die　P且alユzenalkaloidc，

箔・％ゴ畝Pha夏mak・gn。sie，111・

H　本藥學曾雑誌

βσ2ダろAna1アしChem．　d．　Alkaloide，176－243。

44砺らComlncrcia10rganic　Analysis，　VI，

2079－20SO．

439；806；　895－898∫901－902；90S－915；922　　　　　　　　　　・

261；439．

ヨ90－193；　199－205；215－210；　219一一221；273－274；277－2783

296－297；310－316；　400．

693－697（13ア1）；　1320（1910）

57（1870）3933（18S2）；993（1886）；343，425（1887；419－434（1890）．

385（1891）；561（1901）；206（1921）．

156，1S6，2G1，214（1891），473（1S99）；S4（1902），537（1920＞

115・445．

264（1916）

413－427．

2S8－365．

593－643．

　　353－433．

261－263（29Nen）；1137（25　Nen）；77S（8　Nen，　Takho）。

　　　　　　　　　大正十五年三月

’
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　　　酵母を鷹録する弟タミン（B型）の定量法に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　技師衣・層笠　　豊’

　　　　　　　　　　　　　　　　技手，服0部安藏

　酵母の増殖醗酵を刺戟促進するものはヴィタミンBなbごの根底に於て考案せられ

πるウイリアムズ氏R．∫．Willi乱ms　1）及其他の諸氏による酵母活用ヴィタミンB定量法

はエメットEmmet　2），スウザSouza　3）並にファイソマー一Fulmer　4）等の諸氏によりて其不

可なる事を立謹せられたり即ちヴィタミンBは120。以上の高熱叉はアノレカソ及加熱

によbて容易に三冠鼠に面する効力を清失するも其酵母の増殖促進作用は依然こして

殆ご雷丸なし從って此酵母増殖促進性物質はヅィタミン：Bご同一物質にあらさ「るへき

を思惟せしむる所以にして更にフンク，ダビン読応Funk　and　Dub：115）は酵母の自己

二化液をフーラー土を以て面出するに抗血経炎ブィタミンは之に吸著し去らる叡二念

らす其濾液は酵母の壇殖促進作用著しき二言を認め之を新ヴィタミンならんεの推定

の下にヅィタミンDε命名するに至り爾ほミラー氏MiHer　6）はビオス性物質は少くご’

も2種類存在すへきを指摘しエッヂ氏等Eddy　and　his¢o－w。rkers　7）は酵母よリピオス

の性質を有する融瓢223。の新結晶性物質を抽出し三面の生育に劉しては無効なるを

瞼知せり

　叙上の如くヴィタミンB以外に酵母の増殖促進作用を呈する物質の存在する事は孚

ふ可らさる事實なるも果してヅィイタミン：Bか酵母骨導促進作用を晒せさる’ものなり

や否やは全く不明にしてアイクマン氏E唾mann　8）等に從へは酵母は抗紳経炎ヴィタミ

ンを合成する事を得さるも加熟によbて愛子せられたるものを：再ひ恢復する事を得ご

せらる余等はエヅヂ三等6）の主張するか如く酵紐の成長刺戟に關與するものざ詔むへ

き或物質は熟アノγカソの慮理によりて破壊せられきるも之れか爲め直ちにヴィタミン

Bは酵母の増殖刺戟をなすものにあちすεの断定を下し難しご信ずるものにして若し

三三アノレカリによりてヴィタミγIBよb鍵回せられだる物質にしてヅィタミンBご同一
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程度の酵母培殖促進作用を呈する時は前記のエメット氏及其他の實瞼のみにょらて直

ちにヴ4タミンIBか酵母塘殖促進作用を螢駕すうものにあらすごなすの諦撮峠極めて

薄弱なりご云はさるを得す之を要するに酵母法によbてゲィタミンB殊に抗紳経炎ヅィ

タミンを定量する事は不適當なるか如しご錐もヴィタミンB型物質の研究に際して各

スラクチオンの生物學的効力を試験する上に於て此酵母試験法も亦必要なるを認むる

ものなb而して酵母法こして從來登表せられ泥るものに4種あり即ち次の如し

　　（D　炭酸法（醗酵により登生する炭酸の定量）

（イ）・“〆・マン：Bachn轟ann氏法工o’

　（’、）　フレンクノレ．Frankel．氏法12｝

（2）、容量法（増殖酵母の容積測定）

　（イ）　フソク，ダビン氏法工4）

（3）：重量法（増殖酵母の秤量）・．

　　　　ウ雪リアム氏法ユ）

（4）酵母細胞藪：計鋒法

　（イ）エ。ヂ氏等法16）

（ロ）　オイラーEuler氏法11）

・（二）鈴木氏法13’

て・）・・一一マ、ンBer甲an氏法ユ5）

（ロ・）　　ソボダ　Swoboda氏法17）

　以王の諸法に釣してシャーマン氏等H．C．　Sherman　and　H．　Edgeworth蕗）の下せる評

論に日、く「細騨の計算法は現合理的聯か亥叫雌蹟際上其成績一致せす醗酵

管を用ふる炭酸法は管内の爾液面に於ける厘力の相異によりて炭酸の逸散を免れす且

つ温脚蝉動こよりても亦継を敷し易し醐の容積齪法に励て蝉騨
、大部分蛋自質より成り其何れの側にもイソエレグトリヅクの識Isoelectric・pointを有し

水素材職度に從嚇脹の程度を異ドするを以τ不正確なるを卿轍に酵母の重

量を秤定する法を以て最も良法なり」ご’今各測定注に用ふる酵母の種類，培養液，培養

温度及時間等を表記すれは次の如し

測定法の種類 測定州擬醐の礁1培翻度瞳時固 培養波の種類

康、酸法

　，，

　，，

　，，

　，，　．

パツハマン氏

プレγケル氏

オイ　ラ，一氏

鈴木女助氏
｛難館霧

フライシュマン酵母

膣搾酒繕酵母
ピール酵母（Oberhe免
．SB五）

ピール酵母髄
ビール酵母、

清酒酵母

28．ob

．31．50

25．oo

25・9。、

2時15分

6－24時間

10殿日

7日

ネ　ー　ゲ　リ　液

10％：　蕨　　糖．、液

｛璽蟹諾薙燐酸ソ
ハ　イ　ダ　ッ　ク　液

ネ：・一ゲ、”液・
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　ド
細胞計算津

　リリ

容　量　法

　，o
重．量　法

安藤啓三耶氏20）

エッ　ヂ氏等，

ソ　ボ　ダ　氏

フンク，ダピン氏

パーマ　ン氏
ウダ：リアムス氏

ゼール酵母，清酒酵
母，葡萄酒酵母
フライ胆マン酵母．

フライシュマン酵母

　　　，，　4

　　　，，

’、25．oo

35．oo

30．oo

30．oo

37．oo

30．oo，

　　！ネーゲリ液，ウイリアムズ液・
120七三　　1ハイダック液，フレンケル波等

2嚇間．ネ、一ゲ．7液
18時間

20時間　　ネ　門一・グ．リ．液．．

24時間

18時間　　ウイ　リ　アム　ス液

　余等は数年前より：B型ブィタミンの研究に從事中にして種々の方法を癒増しで各フ

ラクチオンに分ちてヴィタミン性成分の抽出に際し各フラクチ． Iンの生物學的効債即

ち身心紳経炎性，鼠の生育転進性並に酵母の壇殖促進旧作用を試味する必要上酵母磨

用試験法中二，三に就き試験しナこるに多少興味ある瞬績を得ナこるを以て鼓に其概要を

報告せんごす

　　　　　　　　　　　　　　實　　瞼　　之　　部

　1．フレンケノレ氏法1920年フレンケノレ及シ丘ヴ．ノレツ高富工2）か酵母及米糠中の醗酵催

進性物質の定量法こして考案せられナこるものにして三等は大禮雨氏の方法に準虚し次

の如き装置を使用せり先つアツ牡メーター（ホ）2本を準備し；其一に精製水銀を心慮

ぜしめ活栓を閉ち次に7ライシュマン酵母の10％浮游液5ccm壷掘槍液一定量を加へ：活

栓を開きて徐々に管内に入れ最後に】0％蕉糖溶液10ccmを以て三富・しつ、管内に降

下せしめ管内に氣泡を入れさる様注意して活栓を閉ち水銀柱を降下せしむる時は管内

は一定の減歴丸塚を保つを以て温度を28。に保ち15分聞毎に水銀柱を上下’して温品

面の高さを同一ならしめ弦に登生せる炭酸琵斯を測定

し別に槍艦ご同容量の水を加へすZる樹照管につき全く、

伺様に試験レ亡者を比較す而してフレンケノソ点穴は初

めより1時45分迄の醗酵促進歌態は甚しく不同にして

其後に至り比較的一様εなるを以て1時45分よb2時

15分迄に於ける各工5分間毎に登生する炭酸量（劉照試

験嚇を漏す・るもの）9物憎め之漁1魏転．㊥脚・一
斗の乾燥物・mgの呈する作用を號すへしピせらる1£！七三，。くへ）水銀容器’

　以上の方法に從ひ試験しナこる戒績次の如し

　市販蕉糖中には水溶性：B物質の爽存する事はマグドナノγド及マ。コーラム爾歯並a一
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へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　gdonald　and　Mc661um皿）ウィラアン及オノγセン爾氏Willaman　and　Olsen四）並にフンク

　　及フレドマンFunk　and　Fr6dman⑳氏等1こよりて研究せられ乾る所にして所謂マグド

　　ナノγド．マッコーヲム糖なるものは純良なる粒朕薦糖の濃厚水溶液よb純酒精にて再結

　　品せしめて魅せるものなう次にフレンケ川氏法によb雪叩の精製による酵母響胴に封’

　　する影響を示すへし

試験度籔：
獲　　　生　　炭　　　酸　　量　　（㏄m）

検　　盟
15分130分145分1塁間11時15分11時30分！1時45分12時間

日本藥局方

秩@　　糖

1口皿 1．0　．

O．4

O．4

2．1

P4

R．4

2．4

k7
P．6　1

3．0

P．8

P．9

3．4

Q．1

Q．0

4．0

Q．4

Q．4

4．4

モW

Q．7

4．6

S．1

S．5

SO％酒精

ｸ製白糖

1立 0，25’

O．3

0．5

O．7

0．8

R．0

1．4

P4

1．9

P．9

2．4

Q・4

’2．9

薰X

3．5

R．5

・酸性白土

ｸ製白糖

1π 0．5

O．4

0．6

O．5

0．7

O．7

］．0

P．0

1・8．

P．8

2．0

Q．1

2．3

Q．4

2浮

Q．6

　　　備考　豊中炭酸量に各當該時間迄に無生也る炭酸の鵡直な示す以下之に倣ふ

　前記80％酒精精製白糖は日局白糖を冷却器を附し即％酒精にて2時間つ、2回煮

沸浸出精製し酸性白土精製糖は局方白糖60gを200ccmの画面に溶解し之に約50gの

酸性自土を加へ30分振出しすごる後吸引濾遇し300ccmの温湯にて完全に洗溝し透明

なる濾液を冷後其比：重を10％薦糖液の潮海11・036こなせり

　次に米糠のヴィタミンを酸性自誓に吸着せしめバ垢トにて分離せしめ更に燐ウォノン

フラム酸にて沈澱せしめバリ。トにて遊離せしめ炭酸盤ざして濃縮せるエキスを樹澄

ごし前記酸性自土精製白糖を用ひて測定せるに次の結果を得すこり

検盟量

1mg

2・5mg

5m9

検　盟

封　照

　一

槍　盟’

封　照

　差

検　畳豊

封　照

　差

襲 生 炭 酸 且組 （ccm）

・・分145分】罰1、蓉騰［1捌訓謝講i工商n芋1謝慧。雰ll、立時

1．4 2．0 2．5 2．8 2．9 3．0 3．4 3．9 4．6 5．4 6．0

1．1 1．6 2．0 2．5 2．6 2．S 3．0 3．4 4．2 5．0 5．8

0．3 0．4 0．5 0．3 「0．3 0．2 0．4 0．5 0．4 0．4 0．2

0．6 1．0 1．5 3．0 4．0 6．4 9．0 lL4 14．9 16．4 19．0 20．0 21．6 22．8 24．1

0．7 1．1 2．0 2．6 2．8 3．0 3．2 3．8 4．2 5．0 5．9 6・5 7．5 8．3 10．3

一〇．1 一〇。1
．一

Z．5 0．4 L2 3．4 5．8 7ご6 9．8 11．4 13．1 13．5 14．1 14．5 13．8

1．0 4．0 6．3 8．4 10．2 13．0 14．4 14．8 15．4 15．6 15．8

0．4 0．7 0．9 1．0 1．3 2．4 2．8 3．3 4．3 4．5 5．3

0．6 3．3 5．4 7．4 8．9 10．6 1L6 11あ 1L1 11．1 10．5
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橡畳豊 0．2 0．5 0．7 1．0 ．1．4 1．6 1．9 2．4 3．0 3．3 3．8

101ng 封　照 0．4 0．6 0．7 0．9 1．6 1．7 2．2 2．7 3．6 4．2 4．6

差 一〇．1 一〇．1 0 0．1 一〇．2 一〇．1 一〇．3 一〇．3 一‘，．6 一〇．9 一〇．8

三下 0．4 0．8 1．1 1．4 1．7 2．1 2．3 2．8 3．4 3．7 4．0
舳

10mg 封　照 0．3 0．8 、L1 1．3 1．7 2．1 2．4 2．8 3．4 3．7 4．2

差 0．1 0 0 0．1 0 0 一〇．1 0 0 0 rO．2

　上記成績によれは醗酵三二作用は註記物の量に比例せさるのみならす一定量を超過

する時は却て妨邉作用を呈するを認むへく從ってオプチマムの濃度みるを想はしむ之

魑イラー戊1D等並にヅ・ン断一ン・・」塞RV・…ee・br三物そ号1・嚇三二

致：する所にして此面邊作用の原因は不明なるも兎に角本法は可慰物等あ水溶液を直接

水銀上に積層せしむるを以て其溶液の反慮性質等を注意し可及的水銀ご律記せ’さる様

留意すへきは勿論なり省ほ旧注による醗酵催進作用か可一物の量に一例せす最適濃度

の存する事はフレンケノン氏等の成績も亦之を實謹せり即ち次の如し．

曇 生 炭 酸 量 （ccm）

野州：量

／、、分

1・・分 1・・到 ・馴 塒・5到 塒・・分レ時45室i
2時問

1・時・5分

1．5ccm 0 0 0．2 0．8 2．2 4．0 「6．6 ．．9・6 13．4

1．Occm 0 1．0 1．6 2．2 4．4 β．2 11．0 12．2 12．2

0．5ccm 0 0．8 0．8． 1．8 2．0 2．8 5．4 6．6 7．4

0．25ccm 0 0．4 0．8 1．6 2．8 3．2 5．2 6．8 8．2

0．125ccm 0 0・ 0・ 0．6 1．2 0．8 1．4 2．4 ．32

0．0625ccm 0 0 0 0．2 0．4 一〇．2 一1．4 一1．8 一2．2

0．0625ccm 0 0 0 0 0 0 lo 0．8 1．2馳

　　　備考　本表の検謹に酵母のアルコホルエキス（其1CCm中　0・0659の乾燥物な含有す）な使用ぜるも
　　　　　のにして襲生炭酸量に罰照門瞼によるもρ～々控除し†ころ差即ち検髄によりて催進ぜられ7二る

　　　　　醸酵炭酸温々示し（一）な以て衷にゼるものに樹照試瞼よりも少量なろな示すものミす

　IL　バ．ハマン論法及ウィソアムス氏法を併用せる新定量法・　　　　　　　『　’

　19茎9年バ・”マン10）氏によbて試みられたる方法即ち醗酵管にネーグソ液を充だし

之に一定：量の槍髄ごフライシュマン酵母の一定量ごを加へ登生する炭酸琵斯を測定す

る方法ご1920年ウソアムス氏！）によbて考案せられセる重量法即ち増殖酵母をグー

1チ増加にて秤量する方法を併用しグーチ珊塙の代りにアランダム甜蝸を慮上せり以下

・其實施方法を述ふべし

　（1）培養液の調製，自糖50・00，酸性燐酸カソウム2・00，硫酸アム毛ニウム3・00，ア

ス’｛ラギン1・50，クローノンカノγチウム0．25，硫酸マグネシウム0．25，1蒸鱈水10．000・
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　白糖は日本藥局方品を80％酒精にて加熱溶解せしめ温時濾過し冷却し結晶せしめ

此操作を三回反覆精製せり

　本培養液は正確に上記の分量に配合せるものはPH　5。4を示せり

　（2）酵母浮遊液（ワ調製，フライ、シマン酵母を麹寒天斜面に30。にて48時間培養し

蜥購るもの1縫耳（2m・）聖1001㎝の瀧ウ・ヲ7ム祇液中に鱒に浮遊せし

め其1ccmを用ふ

　弦に注意すへきは浮遊液の調製に際し巌密に新鮮なる酵母を探申すへき事是れなり

何εなれは陳久なる菌種を用ふるごきは往々早撃試験に於て炭酸琵斯の襲弊を萌む事

あれはな，り例へは培養液2週間経過せる菌種を以て行へる成績次の如し

接　種　酵　母

古き酵母11100白金耳

古き酵母：1／10白金耳

新鮮酵母1／1GO白金耳

獲　　．生　　炭　　酸　　：量　　（ccm）

・5繭1・鱒間i39時間143輔163・剰・割田i86繭

3．0

4．0

5．8

10．5

9．8

17．5．

12．8

1SO

15．3

酵母総量
　（mg）

13．67

14．86

　（3）『下野法，定規の滅菌を行へるウィソアムス氏培養液18ccmを醗酵下中に注入し

次に所要の検膿を滅菌蒸鱈水に溶解し一定濃度εなし3日間60。にて低温滅菌を施し

すこるもの1c㎝並に前記酵母浮遊液1cc血を添加す別に酵母浮遊i液無cm滅菌培養液18ccn1

及滅菌蒸瑠水lccmを容れすこる樹焔管を用意し30。の艀卵器中に入れ一定時間経過毎に

醗酵早態を親測す全操作を遮して可及的無菌的ならしむへし斯くして炭酸醗酵停止し

酵母菌は艀止して耳底に沈定し培養液に透明εなうに及ひ10％フォノレマリン1滴を加

へて殺菌し豫め評定せるアランダム斑蝸に吸引濾過し約50ccmの水にて洗灘し次に酒

精及四一テノγにて順次に洗源し乾燥して恒量を得るに至b評定し之をmg量にて示す

　（4）試験成績

9（イ）9本法による各種酵母の醗酵状態の比較

　フライシュマン酵母ご其他の醸造用低面酵母ごの醗酵状況につき比較醤照試験を施

行せり而してフライシュマン酵母以外の菌種は大戸省醸造試験所よb分與せられ柁る

ものなb即ち次の如し

　ビ㌣ル酵母2種
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　（1）　Bottom　beer　yeast（Frohberg）噛

清酒酵母3種

　（1）　Sach．　Sake　yeast　N6．1．、

　（3）　　，，　　，，　　，，　　No・III’

葡萄酒酵母3種

　（1）wine　yeast　Johapnisberg

　（、3）　　　9…　　　　　　　Bordeang

醤油酵母3種．

　（1）　Zygo　Sach・maj　or

（2）　：Bottom　beer　yeasl（Saaz）・

．（2）、Sach．　Sake　yeast　No．　II．

（2）．～yi・e　yea・t　St・i・berg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　（2）　Zygo，Sach．　sals廿s　‘（3）　Zygo　Sach．　sqla

　ザィタミン資料ごしては米糠の水澆液より酸性自土を用ひてヴィタミンを吸著せしめ

之をバリヅトにて分離せしめ次に95％酒精にて精製せるエキスを：1ん㎜一の劉合ド用ふ

＼

襲　　　生　　　炭　　’酸　　　量　　　（ccm）
酵母種類

出馬

ｯ徽 縮巨儒割舗際際儒1蕎舗罰二階懸
酵母
齟嚊
I9）

フライシュ

}ン酵母

工IIIII二二

＝＝一＝ ＝＝＝一
．8．O

r．0

P0．5

P0．5

X．1

X．1

4．0

P2．0

ﾑ7
PS2

PLO

Q0．1

13．0

Q5紐

P3．0

R1．2

P8．0

R8．1

．9．8

R4．8

V」7

R8．9

S．3

S2．4

C　　一

3．8

R8．6

Q．8

S1．7

ｿ1
S2．5

牙0

S0．6

＝v＝一

二＝＝一 ＝＝＝一 ＝＝＝一1

40．6

S1」

S2．5

35．0

R6．1

D36．1

多酒酵母

iフローペ

泣O）

IIIII工劉照

甲乙甲乙甲乙

．＝

＝∴

二＝，＝一 2．4

獅S

P．2

P．2

P．0

P．〇

5．4

V．8

P．5

~7
P．9

Q．9

15．0

Q露8

T．3

W．0

V．7

P0．6

4．7

Q7．5

X．4

P7．4

X．4

Q（LO

9．1

R6．6

P0．5

Q7．9

W．1

Q8．1

3．5

S0．1

Q．4

R0．3

Q．7

Rα5

0．7

S0．8

V．2

R7．5

T．2

R6．0

p

一　　　　　■　　　一

@　＝

@　＝

@　＝

40£

S5ゐ

S2．〇

30沿

R0．0

R1．5

多酒酵母

iザーツ）

@　　　，

IIIIII封照

甲乙甲乙甲乙

．＝

＝＝p

＝＝＝一 ．0潔

B．7

P3
P．9

O．5

O．5

p

駄5

P0．2

W4
P0．3

P．5

Q．0

20．0

R0．2

Q00

R0．3

W．6

P0．6

5．2

R5．4

P3．8

S4．1

R．5

P4．1

p

9．0

S4・4

P5ゆ

T9．1

V．5

Q1．6

O．9

1．6

S6．0

O6
U34

P0．0

R1．6

4．0

T0．0

R．1

U6．8

T．8

R7．4

0．8

T0£

≠T．743．1一

4．6

T5．4

≠Pβ44．9一

55．4

U6．8

S4．9

O．9

35．8

R6．7

R02

r1
甲・乙

＝
4．2

驍Q

11．5

P5；7

．8．7

Q4．4

16．0

S0．4

11．4

T1．8

17．0

U8．8

a2
V鑑0

6．1

V8．1
＝ ’二 78．1 37．1
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瀟醐／

（第一號）

II

III

封照

清酒酵母

（第二號）

1

II

III

野照

1

　　　　　　　1工
清酒酵母

（第三號）　III

封照

葡萄酒
酵’母
（ヨハ昌ス
ベルク）

1

II

III

封照

葡萄酒
酵母
（スタイン．

ベルグ）

1

II

III

封照

1

　　　　　　　II

葡萄酒
酵母
（ボルデア　．III・

ング）

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

・乙

・甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙．

甲

乙

甲

乙

甲

．乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

．甲

．乙

9び7

9．7

8．9

8．9

4．1

4．1

0．2

．0．2

0．1

0．1

17．0・

26．7

18．0

26．9

11．1

37．8

14．2

41．1

0．3

0．3

6。5

10．6

1．7

1．7

1。8

L8

6．3

．6．3

．3．0

3．0

4．8

4．9

8．1

S．1

6．1

6．1

10．0

10．0

．2．0

．2。0

17．0

17．2

17。0

17．1

7．3

．7。3

11．0

11．0

11．0

1LO

6．0

．6．0

13．7

24．3

3，1

4．S

2。6

4．4

5．0

1L3

2．7

52
5．6

10．4

6．3

14．3

3．2

』9．3

8。2

18．2

．3，8

5．S

『7．2

24．4

14．2

31．3

16．2

23．5

0．5

．0．5

9．2

20．2

’8。3

19．3

8．6

14．6

・12．0

49．8

12，0

53．1

　1．2

　1。5

12．0

36．3

8．1

12．9

14．0

18，4

1。4

1．4

　6．0

17．3

　5．0

．10．7

11．0

21．4

・0。5

0．5

8．8

23，2

6．8

16．1

13．0

31．2

7．0

12．8

16．0

40．4

14．2

45．5

16．0

39。5

6．4

6．9

17．0

37．2

16．0

35．3

18．0

32．0

62，

56．0

4．8

57．9

1．1

2．6

1．5

37．8

13．8

26．7

13．1

31．5

1．2

2。6

11．2

28。5

4．7

15。4

9．5

30．9

1．5

2．0

6。3

29．5

3．0

19．1

7．4

3S．6

2．1

14？9

1．5

4L5

5．6

5L1

7．5

47。0

0．4

．7．3

7．6

44．8

14．0

49．3

6．2

38．8

9．7

65．7

6．1

64．0

9．0

11．6

15。0

52．0

9．O

135．7

10・5．

42。0

　6．0

8。6

11．0

39．3

15．3

30．7

12．0

42．9

3．8

5。8

10．5

40．0

7．4

26．5

10．5

49．1

7．0

21．9

3．0

44．9

7．3

58．4

9．0

56。0

．1．0

8．3

．0．6

45．4

11．0

50。3

9．2

48・q

0，2

65．9

8．0

19．6

03
66．2

1．2

20．8

　e

8．1　0．3

60．9　　61。2

6。712．5

42．4　　54．9

4．3．9．0

46e3　　55ψ3

1．7　8．0噛

10。3　　18。3

0．8

40．3

2．9

33．6

2。1

45．0

5．5

11。3

6．7

46。7

5．2

31．7

2．5

51．6

0．3

222

0．2

45．1

0．2

58．6

0．2

56．2

0．2

8．5

0．5

45．9

0．8

51．1

．0．2

48．2

6．8

47．1

，

4．2

37．8

6．0

51．0

1LO

22，3

「；．

0．3

61．5

0．5

55．4

0．2，、

55，5

0．5

18．8

7．6

45．4

12。0

52．2

5．8

28．1

S・5　0．8

55．2　　56．0

8．5　3．1

40．2・43．3

4。8　1．0

56．4　　57．4

5．0　1．2

27．2　　28．4

0．2

45．3

0．2

58．8

1．2

5？．4

1。0

9．5

0．3

5i．4

一

66．2

64．0

20．3

61。5

55．4

55．5

18．8

47．1

45．4

52．2

28．1

56．0

43。3．

57．4

28。4

45．3

58．8

57。4

9．5

45．9

51。4

48．2

35．4

33。7

18．3

34．6

35．0

32．2

14．0

284

22．7．

24．0

18．3

27．Q．

26．7・

28．7

2L2

25．0

27．2

26．8一

10．0

25．9

33．1

23．1
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L1蜘 Σににに1劉郡：；隅圃・1：刻＝1＝1…い叫

　　　鰺熱冷欝騨漿欝に旧藩隅r欄の畔即興迄i二士ろ．

附記7ラ句・マ・ン高上劉酵母の場合に醐汁験に於ける壇殖三下極め

　　　　て微量にして其総量を秤回する事能はさりき醤油酵母は耳三共に本培養緯中

　　　　増殖を螢む事なし

　　　　葡萄酒酵｛珪ば管底に凝塊状に集合し液は白濁を呈せす、

　前記の成績を通覧するにフラィシュマン酵母は酵彫を以てする定量用菌種ごして最

も優秀なるを認め得へく三三酵母之に次ぎ其他の菌種は閉門試験に於ても炭酸の登生

を認むるを以て此目的には適當せす

　’前記の試瞼に』は普通の醗酵管を使用せり然るにフライジュマン酵母は其醗酵作用中

盛んに細胞の活動を螢み醗酵管の球．

部に細胞蓄積するにつれ炭酸琵斯を

逸出せしむる事あり此丁丁を最小な

しめらんか欝め爾後φ試験に於ては

圖の如き構造を有する醗酵管を使用

せり

　（ロ）　フライシュマン酵母の増殖

ご水素イオン濃度ビの關係

．培養液の水素イオン濃度を二PH　7・0，

’

ξ二

重：

喜：

茎：

峯’

ξ”

三一

ミ感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　普通形醗酵管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i新形醸酵管

6・4，5・8，5・4，5・0及4．6の6種に三三し前述ご同一労法により前項ご同日のザ4タミン

資料を1！、；㎝の割合に添加’して試瞼せるに弐の成績を得すこり

水素イオン

濃度

＿．
　　　　ヤ

試瞼

同鍛

1

1工

総量

甲

乙

甲

乙

甲

乙

生 炭 酸 量　（ccm）

縮講三三講i三三縮留評1酵母
10．0

102

10．2

10．2

．10。1

10．1

13．6

23．6

13．0

23．2

13．3

23．4

17．0

40．6

17．0

40．2

17．0

40．4

15．5

56．1

13．0

53。2

14．3

54．7

8．5

64．6

8．0

61．2

8．3

62．9

2．7

67．3

2．7

63．9

2。7

65．6

3．0

　　70．3
70．3

3．5

　　67．4
67．4’

3，3

　　68．9
68」9

酵母
纏量
（mg）

45．5

37．5

41．5
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甲
一 一

13．7 15．2 16．0 13．0 8．6 2．3 L2
1

乙 一 一
13．7 28．9 44．9 57．9 66．5 68．8 70．0

70．0 36．5

甲
一 一

9．5 16．7 16．0 13．5 8．3 1．0 3．5

PH　6．4 1工

乙 一 一
9．5 262 42．2 55．7 64．0 65．0 68．5

68．5 35．6

甲 一　　　’ 一
11．6 16．0 16．0 13．3 8．5 1．7 2．4

田均
乙

一 一
11．6 27．5 43．6 56．8 65．3 66．9 69．3

69．3 36．1

1
甲

一 一
11．1 14．0 17．0 15．5 10．5 2．1 6．0

76．2 39．9

乙 一 一
11．1 25．1 42．1 57．6 68．1 70．2 76．2

IH5．4 II
甲

一 一
16．0 18．0 】5．0 10．2 9．8 2．0

一 71．0 40．0

乙 一 一
16．0 34．0 49．0 59．2 69．0 71．0

一

李均
甲乙

一一 ｝一
13．6

?R．6

16．0

Q9．6

16．0

S5．6

12．9

T8．4

10．2

U8．6

2．1

V0．6

3．0

V3．6
73．6 40．0

1’
甲

一 一
10．6 19．0 16．G 15．0 8．0 2．2 1．9

72．7 40．0

乙
一 一

10．6 29．6 45．6 60．6 68．6 70．8 72．7

PH　5．8 五
甲

一 一
10．7 22．0 16．0 13．5 8．0 0．3 1．8

72．3 40．0

乙 一 一
10．7 32．7 48．7 62．2 70．2 70．5 72．3

午均
甲

一 一
10．7 20．5 16．0 14．3 8．0 1．3 1．9

72．5 40．0

乙 一 一
10．7 31．2 47．2 61．4 69．4 70．7 72．5

1
甲

一 一
11．4 17．3 16．0 11．5 8．0 2．2 2．9

69．3 31．0

乙 ｝ 一
11．4 28．7 ・44．7 56．2 64．2 6・「．4 69．3

PH　5．0 II
甲

一 一
12．1 19．3 11．5 8．0 0．7 4．0 「　71．6

31．7

乙 一 一
12．1 3L4 47．4 58．9 66．9 67．6 71．6

李均
甲乙

一一 一一
11．8

PL8

18．3

R0．1

16．0

S0．1

1L5

T7．6

8．0

U5．6

1．5

U7．0

3．5

V0．5

70．5 31．4

1
甲

一 一
9．5 ユ5．0 16．0 1．4 8．0 2．0 3．6

55．5 30．7

乙 一 一
9．5 24．5 40．5 41．9 49．9 51．9 55．5

PH　4．6 h
甲

一 一
10．0 17．5 17．0 12．0 7．0 1．8 3．6

68．9 30。｛｝

乙 一 一
10．0 27．5 44．5 56．5 63．5 65．3 68．9

挙均
甲乙

一一 一一
9．8

X．S

16．3

Q6．0

16．5

S2．5

6．7

S9．2

7．5

T6．7

1．9

TS．6

3．6

U2．2

62．2 30．8

前記（イ）に於ける成績一中フライシュマン酵母を使用しセるものポ前表εを比較す

ムに後者に於ける槍土量は前者の2倍量に相撃せb然るに酵母の増殖肥壷醗酵炭酸量；

は之れに比例せす即ちオプチ停ムの濃度存す岱きを思惟せしむるに足るへし

　III・ウィリアム氏法に就て，ウイリアムズ氏に從へは同氏の定量法に於ては或一定の

範園内に在りてはヅィタミンの酵母壇殖促進作用は該物質の量に比例すごせらる、も

先年鱒の同氏脚・卜しナ・る蝋（画報・8鰺照）によれ同母の騨量剛・

タミンの量に比例せす郎ち最：一濃度の存在すへきを思はしめたり此瓢に珍しては最近

登表せられすZるシャーマン同等ゆの成績も赤之を實耕する所なり’即ち次の如し　　』
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余　　等　　の　　成　　績、

検　　　　　髄 ［購畷 1供試料＠ 1増殖酵母量（・） 1ヴ・…　数

釆糠80％酒精エキス 0．1 0．0266 266

同 1 0．2 0．0355 178

同 0．3 α0520 ・173

同 0・1． 0．0211 211

同 π 0．2 0．0350 175

同 ・0．3 α0590
fg7

乱ジ尋一マン氏等の戒績

検 ’髄障瞼畷陣試料（・）陣殖酵磯（・・1ヴ・タミー畷

粉

同

展

同

月 17

14

39

16

0．1

02
0．4

0．6

0．014

0．026

C．045

0．040

140

130

112

67

　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

，以上の試験成績は目下縫績試験中の只僅に一端を駿表しπるものに過ぎす從って之

にようて断定的結論を下す事は早計に失すへきも叙上の成績に從ひ次の諸貼を指摘し

得へし

　1．ウイリアムズ氏法に於丁は培養18時間フンク・ダビン雨氏法は20時間フt！ンケ

　・ノレ氏は2時間余白共培養時間に一定の規準なし之れ多大の疑義の存する所にして

　　酵緑菌は同一寒天斜面上に培養せるものにありても下部ご上部に螢回せる者には

　　其菌種の強弱あるを認むへく同一酵母菌に在りても時間に比例して醗酵壇殖を螢

　　む事少なく不同なり故に登育の中途に於て之を比幽するは甚しく不精確なるを免

　　れす寧ろ其全く醗酵増殖停止に至る所謂絶封量に於て比較するを三三なりζ信ず

　2．酵母の三三は添加せる槍燈に比例して催盤ぜらる》事なく一三も適賞なる最小

　　量に於てよく醗酵作用を螢むものなるを以て共催進力比較に劉しては最小適量を

　　見出ささる可らす

　3．余等の新定量注に於亡はフライシュマン；酵母最も適合し三一酵母之に旧く爾他

　　の菌種は樹照試瞼に起ても盛んに醗酵抽出を管むを以て孝に適ぜす而してフライ

　　シュマン酵母は常に新鮮なる純膵培養のものを使用すへく培養古きものに在りて



’
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　　は樹照試瞼に於ても亦炭酸琵斯の登生を認む亡し．．

4・水素イオン濃度は全然中性の場合まり．も微に酸性の場合即ち．PH　5・4－53を以て

　　最も適當εなす　　』　・　　　　　・　　　　　　　、　．・ヒ　　’、

5．フラィシュマン酵母の増殖の朕況を観察するに其初期15－24時間は1標に管底

　　に微量の細胞の壇殖を認むへく一定の程度迄増殖の後初めて炭酸の登生を來：す乙す

　　然るに出癖試験に在りては炭酸の登生に至らすして止む是を以て観るに從i旧劇戟

　　要素こして唱へられしもの1よ少く『1も．7ヲィ窯ユァ『1酵母の場合には其壇殖上の

　　必須物ε、して認むるを至當εすへく他ρ菌種を四四．しノこる場合樹照試験〒於て爾

　　炭酸琵斯の登生を認むるも．のに此馨の菌燈中には7ライシ弓マン酵母よbも多量

　　の此必須物を貯点せるによるなるへし

　　　　　　　　　　　　　　　　引　用一：文　献　　　　　　　：－
　　1・　ノ1、∫”㌻〃！σ〃55；工B呈oL　Chem・429259－65（1920）・

　2．　ノ乙∂」働〃κ’and碗加必玉BioL　Chem。43．287－94d920）．

　3．　（∴．∫謡gαan4　Z孔7；彪‘ぐ〃滋1π3玉．Biol．　Chem．44，113（1920）．．．

　4・　濫ノ；1弓’加eろ7；zヲL温！｝o’3and」配」配鈎〆εσoo43JL　Am・chem・soc．439186－99・（1921）・

　．．　”㌦Zλ翫〃z聰’：ノ＝∂動∴Chem・49・119二22（192D・　　．『　　．’：．1」　　『』．．’．．　　　「、’．．、

　5・α∫｝〃3たand∬z二〇幽多；J・お三・L　che・n・48，437（1921）．

　6．　踏靴〆；Science，559・197　（1924）．

　　乳〃盟助ひ尤〃磁〃・・d尤瓦脚だ・〃・∫・弄．紬・Ch・臨S。傷46・2846－55．（1924）・㌃

　　8．G聯〃加，0ノ：α刎茄解’・加伽㎝d　7；メα刀傭・pi・L　Ch凱50．3n（1921）．

　9・　’久エλz「喝与　1乙ムz妙～五乙。α～㌍67∬∂μao（1ノ己ノb加3∫o〃＝J・BioL　chem。47，249－75（1921）・

　　ユ0・£泓5・・ゐ〃期〃’Pi・L　Chem・39・235－57（ig1ρ〉、、

　　11．泓KE・砺・．濯・浮州・…ZPh野i。LCh・m．114，4－16dg21）．

　　　∬．疏左・・軌馬a．κ巧吻ゑ・lbid・115・155－69（1921＞、

　　12．　．S＝■ラ哲〃ゐ4　u．　Z銑＆〃τσごτ嬬’1玉ioch．　Z．■129203－35（1920）．

　　・3・鈴．米丈助氏・E靴學艦第45峡299－333耳
　　1生壁乃〃・々・nd以β，　o励・・玉｝3i・L　che恥4弘434－9s（f926）．

　　15．　」乙．296〃♂σノ∫3Jg　A＝r」Med．　Assoc●Jab．29　（1921）．　　．　i　l　1．．．』　　、

　　16二〃協鋤and瓦α鋤・〃ヂ・…ゆi。L　C←・m4a295－309（・920）・

　　17・E瓦＆・・励・J・Bi・L　ch凱44，531－51（1920）1　・・．　　　　　…　’

　　手＆況己距伽・a・dZ惚幽・・’ん・．玉A臨Ch・臨S・窃45・2712－18（1923あ

　　1a’系硲省吾及黒屋政彦黒氏・實灘｝學雑誌第8巻第9及10號（大正13年）、

　　2α安藤啓三耶氏＝實翻訳雑誌第8巻第1號（大正13年）　　　．　　　’．
　　21・以一三〃ゆ・d鳳疏”2・・伽・エBi・L　Ch・M㌫307．（1P♀1♪・
　　22・　ノ＝ノ1泌漉」％御3and孟　（λo1至8〃：J・13io1，　che血．55」815（1923）．

　　23・．・α盈伽中ム乃8伽ガエBi。L　Ch・臨56・・851・（1923＞．

　　2↓’Rゐ・惚〃惣・A・恥1・・しP・sし・31・601（1917＞．　　．．’1』

τ’ @　　　　　　　　　　　　　大正’十五．年四月：、．．．・1．．．二
　　　　　　　　　　　　、
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硫化ナトリシムを適用して分離培養を行へる

ビフィヅス菌の細菌學的野に血清學的研究

技 師　佐　藤 篠　作

　　　　　　　　　　　　　　　　　目

第一章　緒　論　・

第二章ビフィヅス菌の分離培養法

　第一節　1實瞼材料に就て

　第二節　ピフィヅス菌分離に使用し†歴ろ硫化ナ

　　　　　トリウムiこ就て

　第三節　ビフィヅス菌の分離培養に獲て

　第四節　硫化ナトリウムのビフィヅス菌分離培

　　　　養並に世代移植培養上に於けろ債主に

　　　　就て

第三章　分離ビフイヅス菌の一般細菌學的性状

第四章ビフイヅス萬の螢育要約に醒する實瞼

　第一節　ビフィヅス菌の獲育ミ水素イオン濃度

　　　　に就て

　第二節ピフィヅス菌の培養温度に就て

　第三節ビフィヅス菌の諸種榮養物質に賦すろ

　　　　研究

第五章　ビフィヅス菌の含水炭素分解及び避生酸

　　　度測定に關する：實験

第六章　ビフィヅス菌に因る含水炭素及び蛋白質

　　　新陳代謝實瞼

次

第七章　ビフィヅス菌の抵抗性に關すろ賓瞼

　第一節　酸及びアルカリに罰する抵抗性

　第二節　沿道藥に蜀すろ抵抗性

　第三節　温熱に封ずろ抵抗性

　第四節　空聾及び諸種ガス盟に罰すろ抵抗性

第八章　諸種ガス盟な以て空氣を置換し†こるメヂ

　　　　ウム中に於けろビフィヅス菌の斜面培養

　　　　に属すろ箕瞼

’第九章　ビフィヅス菌の血清學的研究

　第一節ピフ｛ヅ勾狩の凝集反慮，、

　第二節ピフィヅス菌の沈降反慮

　第三節ピフィヅス菌の補鐙結合反癒

第十章ビフィヅス菌の毒性の有無1二關する動物；

　　　　姦智

　第一節　マウスに於ける實験　　　・

　第二節　モルモットに於ける叡智』

　第三節　ラッチに於ける實瞼

　第四節　家兎に於ける實瞼　　　，

第十一章　結　論

　　　　　丈　獄

第一章　緒論

　1886年工。セリ．ヒ（1）（Escherich）敷授か創め．て哺乳兇腸内の細菌の研究に志し哺乳

見の腸及ひ糞便より好氣性乳酸菌普通大腸菌等の常住性の腸内細菌の分離及ひ純培養

に成功し進んで共生物學的性欺及ひ機能を研究し此等の腸内細菌には一定の養素を分

解醗酵する作用を有するこεを知るに及んで哺乳児腸内の細菌は其宿主に回る哺乳兇．

の同化生理從って哺乳見の榮養に重大なる意義を有するものご主唱せらる、に至れり，

　三三及ひ共一派によりて螢表せられセる業績は多歎三者の刺戟こなリフィンケノソみ
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タイン（2）（Finkelstein）ヲトィヅシ南川（3）（Tisier）ロデノンラ（4）（Rodella）カーン（5）（Kahn）

ぺ・ト・一（6’・（P・t・・w）プアイス（7’（W・i・s）理ポフ．ナ、（8）（Cip・li・a）〃シ・コスキー

《の（Mereschkowsky＞｛ウノγ及ひシグトレノソ（エ。）くPau1）（Sittler）等の諸郭者により幾多重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　要の報告登表せられ哺孚晩腸内細菌の研究は一時に勃興するに至れbゼフ、ヅス菌

かヲソッシエ皿盛に依bて登見咳られセるも此時なり　同氏は哺乳兇糞便中に於ける

グラム陽性桿菌に超する諸説の未把混沌の域を脱せさりし1899年此等細菌の研究に

渡嚇し1900年其完成しすごる業績をバスト●ウーノン研究所より公表せり其報告に振るに

母乳榮養児に限b其腸内及ひ糞便中に在來記載せられさbし新しき一種の絶毛嫌氣性

細菌か常住し本菌は好んで食卓に分枝を形成するε云ふ　同氏は；れを：Bacillus　bi丘dus

C・mmuniusと命名せり本部の存在は其後ロデノγラ（11）（Rodella）クンツエ（12）（Kuntze）

シヅトレノγ（13）（SitUer）バスプン（14）（Basten）諸氏の追試及ひモーロー（15）（Moro）等の精

細なる研究によりて確認せられすこりテイッシエー氏に從へは本綴は母乳榮養兇腸内に

旺盛に纏綿し屡々純培養の如くに増殖しエ。セリヒ敷授の報告せるグラム陽性菌の主

要なるものは即ち本菌にして入工滋養乳親の腸内及ひ腸疾患を有する母乳児の腸内に

は本菌は潰滅して他の菌之に代りて増殖するの事實なるを踏張しモーローも雄図菌の

」乳兇の榮養に封ずる意義を認め榮養素の消化に必要なる作用を螢むもの律bご記載せ

リネンキー（Nencki）は季菌は腸内に於て腐敗性菌の過度の繁殖を防好し腸疾患の際に

は本菌は潰失して他の菌之に代りて優勢ごなb特に血石性のBaclllus　per仕ingen6の増

殖を認め下痢に麗して重要なる病原的關係を有し此下痢は経ロ的に傳染性なるものな

りご廉し最後にティッシ通韻は蛋白質少く含水炭素を多量に含む食餌を與へて一方に

．乳酸菌の繁殖をも計b同菌εビフィヅス菌この共棲作用によりてペノγプリンゲンス菌

を駆逐し乳見の腸疾患の治療的効果を畢け得↑こりε主張するに至れり要するにビフィ

ヅス菌は母乳見の腸内に樹し登育生存し人工加養兇の腸内多くは腸疾患を有する乳兇

の腸内には極めて少数に生存するか或は全く生存せす然かも本割か乳兇の榮養に封

．し重要なる役目を演ずるものなるこごは面面者の等しく認むる事實なるか如し然う

に本物の細菌學的の研究に於て從來勘からぬ研究業績の登表せられすこるに拘らす；其研

．究重訳は殆ご絡て本方の培養法其他二三の實験に止り細菌學的並に血清學的研究に關
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する系統的の詳細なる記載はティッシエー後二十鯨年を経過しすこる今日に於ても猫皆

’無なりご云ふも過無かるへしご信ず最近カーチノン（16）も其乳見事養障碍の病理的研

究に於てビフィヅス菌は乳兇の榮養に重要なる菌なるに拘らす其研究の月々ごして進

歩ぜさる理由は本菌の培養の困難なるか爲ならんご論せり　山田氏㈹も最近其原著

「初生兇糞便の細菌學的研究」に於て分離し得たるグラム陽性桿菌中にビフィヅス菌に

一致する菌株は一種も得られさりしこεを報告し山本113）氏も亦「各種含水炭素に腐す

る普通大腸菌並に乱掘桿菌の作用に就て」の研究に於て塞翁桿菌は易く分離し得るも

ぜフィヅス菌は分離せられさりし事實を語られ†こる事あり乃ち著者は硫化ナトリウ

ムを慮重してビクヅス菌を分離する本心究問題に一画興味を持ち先つ本盗の分離を行

ひ進んで本菌を盛に増殖せしめ其細菌學的並に血清學的研究を容易に塗行ずる方法を

も甘したるに精々見るへき成績を得すzbご信ずるか故に之を報告せんごす

　　　　　　　　　　　第二章　ビ7イツス菌の分離培養法

　　　　　　　　　　　　　第一節　實験材斜に就て

　プろ。シエー民に撮ればビフィヅス菌は母乳榮養の健康乳歯の腸内にのみ毒見せらる

るε錐へεも著者か東京帝國大歯噛婦人科敷室産室入院中の母乳見生後1日乃至7日

のもの50例に就て槍査せる所に喋れは胎糞よリビフィヅス菌を分離し得す　且生後経

丑日歎の少き母乳児に於ても亦本菌の分離は殆不可能にして生後5日以上の母乳見に

於てのみ本菌分離の目的を達し得翻り　要するに生後経過日数の少き時には母乳兇に

：出ても本菌の分離は困難なるこごを知れり　次に東京帝國大豊小獣心立室東京帝広大

學附属泉橋病院小見科及ひ宇留野博士の好意により宇都野小見科病院よb母乳兇器人

工榮臨調合せて83例の分離材料糞便の分前を仰ぎて槍超しセるに腸疾患を介せさる

母乳榮養見の糞便よリピフィヅス菌の分離を行ふは最も容易にして人工榮養見に於て

も腸疾患を有せさる者に在りては本菌の分離は聾しも絶樹に不可能にあらす　母乳榮

・養ビ人工榮養の如何を問はす国難不良等の腸疾患を有する乳兇の糞便より本菌を分離

するは最も困難なるを認めたり　然るに本菌の菌株保存の駕の植替は4日乃至5日臨

くこも一週間以内に之を行はされは三碧の登戸は漸次衰ふるに至り且實験に當り多歎

の嫌氣性菌株の組替は多くの時間を要するの不便あるを以て最後迄古註に使用しすこる層



64 佐 藤

菌株は東京帝國大學産科よわ二例東京帝國大凶小見科より3例泉橋病院より，2例宇都

野病院より3例合計1Q例の各腸疾患を翻せさる母乳兇の糞便より分離したるビフィヅ

ス菌のみ10株を選へり

　　　　　第二節　ビ7イヅス菌分離に使用したる硫化ナトリウムに就て

　嫌焦性培養に硫化ナトリウムを使用せる實験は初めトレンクマン（19）（20）（Trenkmann）

に依りて試みられ最近マントィフェノレ（21）（Manteu色1）カ・多少改良を加へすごる實験方法

に撮りてヲタヌス菌の培養に成功せb　著者かピフイヅス菌の分離に硫化ナトリウム

ーを使用せるは右雨氏の方法を固形培養基葡萄糖寒天に慮用せるご経験上硫化ナトリ’ウ

ムの使用分量を加減せるのみなり　即ちト；インクマンは使用培養基ブイヨン10ccmに

1％の硫化ナトリウムー滴を亡して嫌油性培養を行ひマントイフェノγは使用培養基10

ccmに0．5％の硫化ナトリウム0．5ccmを噛して牙タヌス菌の嫌氣性培養を實施せる

か著者は硫化ナトリウムの還元力及ひ毒性を考慮して葡萄糖寒天10ccmに5％硫化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
ナトリウムを1乃至2滴を加へてピフィヅス菌の分離培養を行ふか最適直なるを認め

セリ　而して5％硫化ナトリウム水溶液］滴を2％葡萄糖塞天10ccmに混和し之に・

メチーレン青1滴を加ふる時は室温に於て5分間以内に完全に還元脱色せり硫化ナ

トリウムの古き製品叉は不純なる製品に於ては此還元力不完全なるかヌは消失して使

用に堪へす　著者はメノγク製の純粋なる製品ご認めすこる硫化ナトリウムを使用に臨み

常に其還元力を弄瓦しすこる上にて之を用ひ還元力の衰ヘナこるものは常に：放棄せり分

離培養に於てガス登生菌其他好氣性菌を除くには右5％硫化ナトリウムの滴歎多き程

効果多けれζも豊凶6滴以上になる時はビフィヅ家世の登育も亦多少障碍せらる傾向：

を示し世代移植試瞼によりて槍査しすZる成績に於てもビフィヅス菌の登育に最適當な

　る硫化ナトリウムの量は5％硫化ナトリウム1乃至2滴なり　著者は實瞼に際し如何
　　　ノ
なる培地にも；其10ccmに訳して5％硫化ナトリウム11．滴の割に混和せるか硫化ナト

　リウムを加へさる培地に比較してビフィヅス菌を盛に増殖せしむるこごを得ナzり

　　　　　　　　　　第三節　ビ7イヅス菌の分離培養に就て

　排便後可及的時間の経過せさる乳見糞便を滅菌シャーレに採取してブイヨン10ccm

に糞便1白金茸を混和し窮め加熟溶解して5％硫化ナトリウム3滴を加へ45。内外
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の重壷博引に挿入し置ける中性2％葡萄糖寒天30ccm入りの挙試瞼管の一本に右の

糞便加ブイヨンより1白金耳を移植し輕く振盟し能く混和し更に第二の試験管を採り

て第一の試験管より1自盛耳を移植し叉第三の試蝋管に第二試験管より移植するこご

型の如く順次無粋培養を行ひ各試験管の寒天表：面に滅菌流動パラ〃ン約3ccmの高

さに加へ直に37。の艀竈に入れ48時間乃至72時間の培養を行へり　本訴は寒冷に罰

して抵抗弱きか故に冬季等は分離材料の保温心置：蚊に培養操作を短時間内に行ふ必要

ある事實等をも余の1實秘中に経験せb

　　　　　　第四節　硫化十トリウムのビ7イヅス菌分離培養並並に

　　　　　　　　　　世代移植培養上に於ける一向に就て　　　　　　　　　一

　分離に使用せる糞便は悉く丸め槍鏡したる後に分離培養を行ひセるか油虫量的にビ

フィヅスご認むる菌の存在する糞便材料より分離培養を行へる場合には5％硫化ナト

リウム加葡萄糖寒天に於ては例外なしにビフィヅス菌の分離に成功し最も登育良好な

るものに於ては37。，13時聞培養iに於て既に定型的のピフィヅス菌の聚落の登生するを

認め在來の諸種本菌分離培養に於けるか如く早くこも培養後3－4日にして聚落の登

生せる成績に比較すれは同一の論に非す著者の経由に直れは多くの場合は37。，48

時間登育不良の場合に於ても37。，72時間の培養に激て本菌の登臨は其最高度に達す

るを例εせり然るに分離培養に於て硫化ナトリウムを加へさる葡萄糖寒天を使用す

る時は本匠以外のガスを登生する菌種の登育盛にしてゼフィヅス菌培養不能なるこε

多し幸にして本菌を分離し得†こりこするも硫化ナトリウムを加へさる葡萄糖寒天に世

代移植を行ふ時は既に第二代目の移植より本菌の登育は著しく不良こなり聚落の大さ

も極めて小にして移植藤代にして登育不能に陥るを常こし到底菌株を長く保存して種

々なる細菌學的の實瞼を行ふこごは不可能なりき　街在銘本盗の分離培養後に就ては

種々なる方法か報告せられすこれεも登臨時間の早き瓢に於ても硫化ナトリウムを惚諭

する分離培養後は他の何れの分離培養法にも優b居る事實を認めセリ

　　　　　　　　第三章　分離ビ7イヅス菌の一般細菌學的性状

　（一）　i聚落に就て

　37。，48時間培養にて登育良好なるピフィヅス菌の5％硫化ナトヲウム加2％葡萄
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糖高暦寒天内の聚落は直径約3粍の大さに達し自色乃至灰自色の圓板朕にして中央部

に於て1よ寧ろ輕度の凹みを呈し往々2個以上の聚落の互に直角の面を以て交叉して登

育する特性を示し時には多歎の聚落互に集合して登育し爲めに桑實状を呈するこごあ

り　陳奮培養基に於て殊に然り而して聚落を臼金宝にて探回してオブエクトグラスに

塗抹するに甚π困難なり　之は本菌聚落の粘稠度の強き性状によるか爲めにして亦本

菌聚落の持性なり

　（二）形態に就て

　後章に述ぶる培養メヂウムの如何により叉培養基内の水素イオγ濃度の如何に因り

てビフィヅス菌の形態並に大さには相當の移動を認むるも一般に中等大の二度に響回

し回る桿菌にして強いて形態上の分類を行へはティシエーの報告の如く1）軍純型2）

分枝型3）有頭型　3種の菌型の存在を認め得へし　且未ナこ人工培養を行はさる糞便

中に於ては輩純型多く葡萄糖加液膿培養基中に於ては分枝型多く有頭型は寧ろ陳奮培

養基中に多く之を認むるこごを得ナこり　本誌は二二聚落の性状巴等しく能く二個以上

の集團を作b好んで松葉状の配列を示し顯微鏡的には一見ヂフテリー菌の配列に極め

て能く類似し且三二膿内に歎個の異染膣を有する鮎も亦ヂフテリー菌に一致するを認

めすこり

　（三）染色に就て

　軍染色

　本四はメチーレン青に染色せられメチーレン青の陳奮なるものに依りては三二内の

異染小膿は特に暗紅色を呈す　文献に依るに霊菌の或るものは三三の部位によb濃淡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染色度を異にすご記載せるものあるも著者の縄瞼に依れば斯の如き場合は陳奮培養に

於て生活力の衰へ花る菌に就て認むるこε多きか如し

　グラム染色

　本：菌はア昌リン色素には最も能く染色せられグラム陽性なり

異染小膿染色1

　ナイセノγ氏染色液によりては本官はヂフヲツー菌ε同機の染色性を示し本菌膿内の

異染燈も易く認め得へし　　　　　　　　　　　　　　　’　　　、
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　抗酸性染色

　チーノγ及ネーノγぜン雨氏法に繋る抗酸菌染色法に於ては酸により脱色せらる

芽胞染色

　メ。ルレノレ氏法に從ひ芽胞染色を施しすこるも芽胞は認め得す

脳膜染色

　ヂョーン氏法螺にヒス氏法に平目爽膜染色を行ひ†こるに葵膜は謹明し得す

鞭毛染色一

　今井日高雨氏の七並に横田氏法に從ひ鞭毛染色を行へるも何れの場合に於ても鞭弔

の染色讃明は不能なり

　（四）運　動‘．

　懸滴標本により運動を槍回するに盛なる分子運動を認む然れごも固有運動は謹明し

得す

　（五）培養上の諸性質

　5％硫化ナトリウムを加へたる各種培養基に就て實瞼を行へう

’普通斜面塞天登育せす

　葡萄糖斜面寒天　登育せす

　普通塞天高層嫌氣性培養　微小なる聚落の登生を認むるこごあるも登育極めて不良

なり

　葡萄糖高層寒天嫌従性培養　爽育良好ガスを螢生せす

　ゲラチン22。に於て登時せす　從って液化試瞼不可能なう

　牛乳　凝固する菌株ご凝固せさる菌株ごあり

　肉汁嫌氣性培養　試験管底に；灰白色Q沈澱を生し掴濁及菌膜形成共に陰性なb

　即興肉汁嫌氣性培養　培養試験管底に多量の茨自色沈澱を生し培養時間の経過に從

ひ培養骨柄町明に洛ひ菌の駿賦するを認め途に培養の可成り上部迄一定の個濁を來す

こεあり之はビフィヅス菌の登育良好なる場合なるも菌膜は作る事無し　・　一

　ペプトン水嫌氣性培養　肉汁嫌氣咋培養に於けるε殆ご相等し

　糖加ペプトン水嫌氣性培養糖加肉汁嫌氣性培養に於けるε殆ご相等し
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　（六）　培養温度　37。にて能く螢還す

　右細菌動的・一般性状の槍査によりて著者の分離しナこるビフィヅス菌はティ。シエー

氏の記載せるビフィヅス菌に大忌に立て」・致せる者ε認め以下種々なる實験を施行せ

り　　　　．　　　　　’

　　　　　　　　第四章　ビフィツス菌の登育要約に幽する治験

　硫化ナトリウムを態妬してビフィヅス菌の嫌氣性培養iを行へは晶晶の登育容易なる

は既に述ヘナこるεころなるか本菌の諸種細菌學的並に血清學的性状に就ての實験を行

はんこするには本菌の壇殖を最も良好にし且つ生存期間等も可及的長からしむ焼き心

力を豫め知る必要あり　本實瞼は其目的を以て次に行へるものなり

　　　　　　　第一節　ビフィヅス菌の島育と水索イオシ濃度に激て

　蜜語：方法

　5％硫化ナトリウム加中性2％葡萄糖高層塞天37。，48時間嫌討匪培養のピフィヅ

ス菌を各水素イオン濃度の5％硫化ナトリウム加2％葡萄糖高層塞天雷ひ同2％葡萄

糖ズイヨンの雨培地に各2白金醤油を移植し37。，3日間の嫌氣性培養を行ひ充分な

る培養時間後に於ける登育の状況を観察し更に5％硫化ナトリウム加中性2％葡萄糖

高層寒天に各水素イオン濃度の培地より移植を行ひ菌の生死を確め且つ各水素イオン

濃度の培地に登育せる菌の大さ及ひ染色度の相異をも検査せり　比較蜀照試験こして

は母乳見より分離せる大腸菌を使用せり本身瞼結果の概略は第一表に示せり

　総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　・

　ピフィヅス菌の登育ご水素イオン濃度ごの玉詠に諭する實験成績を総括すれは次の

如し

　（一）實験は使用せるピフィヅス菌3菌株に於ては大腸菌2菌株に比較して酸性及

ひアノγカソ性何れの水素イオン濃度に於ても幽き血肉に亘りて好く登育し其範園は

PH3，0－PH12なり且つ酸性アノレカリ性雨水素イ身ン濃度に就て比較すれはピフィヅス

菌の登育は寧ろアノレカリ性に於ける方良好にして本菌登育の最適水素イオン濃度は

PH8．0なう

　　　　　　　　　　　　　　　　第　一　表
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ビフィヅス菌の登育ご水素イオン濃度

其胱菌
ｼ門襲
R育

大　腸菌
ｪ部菌株

大　腸菌
e地菌橡

ピフィヅス菌

ﾐ山菌橡
ビフイヅス菌

ｽ田菌株
ビフイヅス菌

ｷ谷川菌橡

半ビ

ﾏフ
ｷ噌

染ビ
Fフ
xイ

Na2S N32S NagS” Na。S」 N32S Na2s NaoS幽 NaΦS幽 NaoS6 Na2S さヅ ヅ

麗蛮
加T．Z．A 加T．aB． G 加1㍉Z・A． 如T。Z．R G 加T．Z．A． 加T．五B． G 加T．Z．A． 加T．Z．B． G 加T．Z．A． 加T．Z．B． G 斎 蓄

1，H　2
一 一 一 一 ．　　一 幡 士 士 一 一 『 一 一 出 一

，、　3
一 一 一 一 一 一 士 十 十 ± 出 十 士 ．十 十 2・5“ 不艮

，，　4
一 一 一 一 一 士 十 十 土 十 十 ± 十 十 黛．0， 同上

，，5
一 十 十

一 士 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 3，0， 同上

，，　6 十 十 十 十 十1 十 甘 十 十 十 十 十 十 十 十 3．0， 槍夏

，，7 汁 汁 十 骨 廿 十 什 廿 十 骨 廿 十 骨 1f 十 3．5， 瓦

，，8 廿 廿 十 壮 廿 十 i廿 滑 十 廿 惜 十 珊 廿 十 4．0， 最艮

ca　9 ’廿 廿 十 廿 廿 十 i甘 什 十 廿 廿 十 1f ＃ 十 5。3， 同上

，，10 十 廿 十 十 十 十 惜 廿 十 ＃ 骨 十 骨 十 ← 6．3，， 同上
、

．，，11 土 十 十 一 出 十 廿 ・十 十 十 十 十 十 十 十 ＆8，， 同上

，，12
一 一 一 一 一 一 十 ‘十 十 十 十 十 十 十 十 7．5，， 同上

，，13
一 一 一 一 一 一 一 胃 一 一 一 一 一 一 一

　　　　　　備考　　TZんに葡萄糖寒天　TZ・B・に葡萄糖肉汁　Gに移植試験な示す

　（二）ピフィヅス菌は培地の水素イオン濃度に依りて菌の大さに大なる相異を來し

酸性水素イオン濃度の培地に於ては菌の大さ｝ホ小さくアノγカヲ性水素イオン濃度の濃

厚どなるに比例して「定度菌の大さの壇大するを認む此貼を以て考ふるも蛮野の生

活にはアノレカフ性培地の適適當なるか如し　　　　　　　　　　　　　’

　（三）ビフィヅス菌は培地の水素イオン濃度の相異によりても菌の染色度に可成り・

著明なる差異を來し酸性水素イオン濃度の培地に於ける菌の染色度の不良なるに反し

てアノγカリ度の進むに從ひ菌の染色度は著しく可良こなれり　此成績より考ふるも本

菌の生活には培地の水素イオン濃度はアルカリ性か適當なる如し

　　　　　　　　　　　第二節　ビフィヅス薗の培養温度に就て

　實験方法

　5％硫化ナトソウム加PII8，0の2％葡萄糖ブイヨン37。，48時間嫌氣性培養のピフィヅ

ス菌を0．1ccm宛を同培地に移植し0。よb厨45。に至る各温度に就て5日間に亘b充

分なる培養を織厚し以て各培養温度に於ける本邦登育の逞速討ひ良否を検査せり　三

一に使用せる培地は葡萄糖ブイヨンなるか故に菌の駿育は沈澱及ひ梱濁によりて劃定

せり但し硫化ナトリウムをブイヨンに加ふる際メヂウムの酸性強き場合には培地夫
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れ自身に掴濁を生するも菌に依る掴濁は培養試験管壁に沿ひて特有の洞濁を登生する

か故に割照ご比較観察せは容易に之を鑑別し得へし　然も本實験に於てPH8・0のブ

イヨン10ccmに樹して5％硫化ナトリウム1滴を加へ泥るものにして硫化ナトリウ

ムに依る掴濁は生せす　從って菌登時に依る掴濁の劉定は毎常容易なbき本實瞼成績

の概略は第二表に示せり

　　　　　　　　　　　　　　　　第　二　表

　　　　　　　　　各種培養温度に於けるピフ、ヅス菌あ登育

　　　菌株
培養温度

　　oo
15。一170

200－22Q

25。一27。

　300
　330
　350
　370
　3go
　410
　430
　450

一・@日　目

ビ　菌　ビ　菌
長谷川　多　田

二

二

！

十

市

専

．茎

二　日　目

ビ　菌　ビ　菌
長谷川　多　田

；

’：

、蓋

世

亡

：

藷

筆

三　口　目

ビ　菌　ビ　菌
長谷川　多　田

；

算

；1

婁

士

1

士

乱

川

1け

五　日　目

ビ　菌　ビ　菌
長谷川　多　田

；

落

ll

響

士

；

幕

計

算

備　考

鷹抗論
蜷夢
ε冬‘

曾湧あ

琶魑
究ε喬

維蓬
撃黙
㍊

　線括

　ビフィヅス菌長谷川及多田雨菌株に就て各種培養温度に於ける菌三下の状況を観察

したる奔騰の結果を総括すれはビフィヅス菌は低温より寧ろ高温に於て能く丁丁し菌

を螢’育せしむる温度の範園は25。より41。迄の間にして最適培養温度は37。なり

　　　　　　　　第三節　ビ7イヅス菌の諸種榮養物質に關する研究　　　　　一

　ビフィヅス菌の母乳榮養に於ける重要なる位置に就ては前述の如く既に本四の登見

當時に於てティヅシエー｛3）（Tisser）毛一ロー㈹（Moro）及其他の學者に依りて三唱せられ

判る単なるか極めて最近に於けるカーカγ（16）（K：ate1）の乳見榮養障碍εピフィヅス菌ε

の關係に修する研究及ひラィンホルド・リウーレ㈹（Reiuhold　RUhle）の乳見榮養の病

理に類する研究に於て耳隠の榮養ごピフィヅス菌ごの關係に擁する報告等は本日ご乳

見榮養εに離する研究か一・屠圭要図せられつ、あることを示すものなり
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　乳兇の榮養に於ては主ごして蛋白質及ひ含水炭素か論議せらる、か本四の榮養に罰

しても亦蛋白質及ひ殊に含水炭素族の飼養物質か主要視せらる》即ち宿圭拠る乳兇ε

本菌εに於て各自か必要εして掘面する車知物質の問には必らす密接の關係の存在す

るものご想像せらる　臨床上の實験に於て此を観るに例へはケンダノレ㈱及ひハーナ

9一iK：enda11　and且aner）は乳糖を多量に臼取する事に依りて熱奴腸内にビフィヅス菌の

増殖を観するこヒ勿論李素は全く：本菌の存在を認めざる大人の腸内に於ても乳糖の長

期投與に依りて本菌の登生療育及ひ増殖を認め得へし～三報告しシットレノγ（13）（Sittler）

はヌトローゼ，日曜グノレト叉は酵母彌を囁心する時に乳兇の腸内に於て本菌の駿育促

進せらるるもQご云へリ　ノ“一ノント（24）及ひハンス（Bahrdt　u・Hans）も亦乳兇の療養の

相蓮に依りて來る腸内細菌の移動に就て研究を行ひ蛋白質よbも含水炭素を撮直する

時に於てピフィヅス菌の出現の増多を來ナこすご報告せり　然れごも是等は何れも臨床

上撮取食ε本朝の糞便内出現率この關係を検しナこる實験のみにしてピフィヅス菌ε榮

養物質ごの面長を精細に實瞼しナこる研究は極めて砂なし著者の知れる範園に於ては

アー・アダム（25）（A．Adam）はビフィヅス菌の露華生理に關する研究に於て含水炭素蛋

白質及脂肪の各種榮養素に就て實瞼を行ひ各榮養素を本四の夏鳥に有用なる者ご有害．

なる者♂に分類せるか防露は基準培地には常に一定：量の乳糖を添加せるか故に各榮養

素輩濁の良非を決定するには實験上の非難を免れ得さるへし之に反してケンダーノγ

働及ひノ・一ナー（Kendall　and　Haner）のビフィヅス菌の蛋自質及ひ含水炭素に封ずる關

係殊に蛋自質の新陳代謝に關する下心は比較的精細な’るものこ認め得へし　其結論に

曰くゼフィヅス菌は含水炭素の補助無くしては蛋自質のみの；培地に於ては全く登育せ

さるか登醸しても培養上書學上共に本渡の作用は極めて微弱なりざ云ふ、話者は以上

二氏の實瞼を墾考ε難しピフィヅス菌の心血要約を窺ふ目的を以てアミノ酸は虚心質

牲物質含水炭素及盤心髄に就き本菌の圭要点養物質の検索を行ひ進んで後章に述ふる

崔臼泣寝含水炭素に劃する高点の新陳代謝賓験を追加せり　，

　（一・）　盤類のみを含有する培地（無蛋自培地）に於けるピフィヅス菌の螢育試験－

　本願験に使用せる無蛋自培地はイヨヅト・ズブニウスキー（26）（j．Supniewski）に擦る

ものにして庭降臨の如し
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　　H，・10軌0％．畑PO、α3％K、Cρ、α5％CH、CらN。05％　（NIIのC1α5％一

　ビフィヅス菌及ひ封照試験ごして母乳兇糞便より分離せる大腸菌の5％硫化ナ1トリ

ウム加2％葡萄糖ブイヨン37。，48時間培養より各・0．1ccmを探りて上述の無蛋白培地

に植えて37。に培養期間5日間に至る扁虻の螢育の有無を槻察し培養第5日目にビフ

ィヅス菌培地よりは5％硫化ナトフウム加2％葡萄糖高層塞出に大腸菌培地よりは普通‘

斜面寒天に移植し菌の生死を油症せb　その實験成績は第三表に示せるか如く大腸菌

　　　　　　　　第．二・表

無蛋自培地に於けるビみヅス菌の山育試験成績

　　　培』期間及獲育
@　　　　の有無菌　　　　種　　、 培蘭

肢齠坙ﾚ第二日目
同 　同

謗O日目
　同
P四日目

　同
謖ﾜ日目

ビ　フィ1ヅ　ス菌　　長谷」町菌株 　L 一 一 一 一

同　　上　　菌’片山菌株 剛 一 一 一 一

同　　上　　菌　黒瀬菌橡 一 一 一 一 一

大　　腸　　菌　黒瀬菌株 十　　　1 十 十 十 十

同．上　　菌　菊地菌株 ＋1 十 十 十 十

（＋）に菌の登育陽性，（一）に菌の襲育陰性な示す

は無蛋白培地即応類

のみを含有せる培地

に螢育生存可能なる

かビフィヅス菌は無

蛋白培地鋸盤類のみ

を含有せる培地にば

登育生存不可能なり

　　（二）諸種アミノ酸加無蛋白培地に於けるビフィヅス菌の鼻息試験及ひ同培地に糖

’を加へたる培地に於ける同菌の登育試験　　　　　　’

　　前記無蛋白培地に諸種アミン酸を0．5％の割合に加へたるもの及ひ同培地に更に

　0，5％の葡萄糖を加へすこるものこの三者に5％硫化ナトリウム加2％葡萄糖ブイヨソ

ー37。，48時間培地のビフィヅス菌及ひ母乳兇糞便より分離せる大腸菌ごを夫れ逃れ0・玉

　cch1宛を植えて37。，3日間充分培養し旧る後各培地に於ける各種菌の島育状態を比較

　槻察し爾ピ巧ヅス菌培地よりは5％硫化ナトリウム加2％葡萄糖高層塞天に大腸菌

　培地よ．りは普通斜面寒天に移植試験を行ひて菌の生存の有無をも確めナこり　本實瞼成

一績の概略は第四表に示せるか如し

　　（1）ビフィヅス菌はロイチソ，チロヂンを除きたるグソココーノン，アラニン，フエニ

　ーノyアラニン，チスチン，アスメラギン酸，七スチヂン，トリブトプアン等の諸種アミノ

　酸加無点自培地に於ては確實に登面するもその登時程度は大腸菌のアミノ絵画無蛋自：

　培地に於ける登臨に比較して弱し即アミノ酸を以てしては大腸菌に比較してビフセ

　ヅス菌の榮養は困難なるこごを知れり
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づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ロ

　　　（2）　ピフィヅス菌は糖含有の前記アミノ酸丁丁蛋白培地には覆育良好こなるか之

　　も同勢の糖加寒天ヌは糖加ブイヨンに於ける登育に比較すれは駿育著しく不良にして

　　同門の門門はアミノ四叉は糖加アミノ酸のみを以でしては不充分なる事實を認め泥5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　四　表・

　　　　　　諸種アミノ酸加鱗白培地に於けるビフ・ヅ噛鮪試験成績．

ア磁監Gly・…11一・11－k・c・・臨劉・T・・・…1・・獅・i・燦欝．rl－H・…d・・t謙to『

菌
種

讐［讐凹］剥讐障「弾琴讐㍗［讐［Ψ’讐饗「讐陛1讐「讐

茎黍イノ願解・

恥上菌裏・
同　　上　　菌
　　　　　　十黒　瀬　菌　株

離州腸菌離
婁　　上　　菌
菊　：地　衛　株

寸r

廿

竹

竹

廿

十

十

廿

竹

冠

廿

実

寸セ

寸f

土

廿

寸t

±

十

十

廿

廿

・寸†

廿

寸r

寸㌃

廿

廿

日

廿

十

十

廿

竹

十

十

十

汁

十

十

廿

竹

寸r

廿

廿

竹

十

廿

竹

廿

寸㌃

骨

寸セ

廿

廿

十

寸三

十

汁

†セ

十

寸セ

竹

　備考菌の獲育陽性を（＋），陰性；を（一）εすT・Z・一に葡萄糖；》加へざろニミT．Z．＋に加へ？二るこミな示す

　（三）蛋臼質及ひ蛋同質分解物質含有培地に於けるビフィヅス菌の登育試験

　蛋白質含有培地こしては便宜上普通實験室に鞭て使用せる寒天，肉汁及ひゲラヂγ

培養基を使用し蛋白分解物質含有培地εしてはべブトン，カゼイン及尿素を各0・5％の

割合に前記無蛋白培地に含有せしめだるものを使用せり　目塞天，肉汁及ゲラチンは

各噛め大腸菌を37。に出て48時間登育せしめ含有する葡萄糖を分解せしめたるもの

を濾過滅菌しナこるものに就て土台を行へり右の如く用意せる各種培地並に0．5％葡萄

糖加同各培地にビフィヅス菌の．5％硫化ナUウム加2％葡萄糖ブイヨン37。，48時間培

養を0。1ccm上躯へ37。，3日間培養を行ひて菌の適当状態を比較観察し別に移植試験．

をも行ひて菌の生死を確めたり其實験成績は第五表に示せるか簡軍に之を説明すれは

　（1）　ピフィヅス菌は寒天ド肉汁，グラチン等の蛋白質含有の培地には勿論ペプト

ン，カぜイソ及尿素を各α5％の割合に含有せる無輩白培地にも確實に登育可能なb

登育の程度は尿素を除いてはアミノ酸含有培地に於ける子育よb・良好にして一般に蛋

白分解物質のみを含有する培地に於ては蛋等質含有の培堪に於けるよウ菌の螢育不良

にして就中尿素のみを含有せる培地に於ける菌の薮肯は最不良なり
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　　　　　　　　　　　　第五　表

蛋臼二三ひ蛋白分解物質含有培地に於けるピフィヅス菌の襲育試瞼成績

ビフイヅ
ス菌

長谷川
　同
片　　山

　同
撫　　瀬

“ea KICas・・1～劃・・p・・ni鰹1恥・・11・nl讐£1i・・剛轡［・…1全9二

丁1二二籍二野1籍閣籍1薯t籍閣籍階1籍閣藍関籍1薯1瀦1藍

士

士

十

十

廿

十

十

十

士

十

十

十

廿

寸†

十

十

十

十

÷

十

廿

骨

十 十

十’十

十

十 f廿

十

十

十

十

十

十

テ廿

価

十

十

十

十

十

十

世

構

十

十

士＋＋＋一一＋廿・
g＋措＋＋＋柑＋＋＋廿・

　　備考T十に葡萄糖加入な示す

　（2）右の各種培地にα5％の葡萄糖を加へすこるものに於ては菌の登育は著しく良好

こなるか濁り尿素のみを含有せる培地に於ては葡萄糖を添加しても其影響を受くるこ

ε著しからすして菌の登育依然こして不良なり爾葡萄糖加に因り各種培地に於ける

菌登育の相違著しく明瞭εなり葡萄糖加ゲラチンに於ける菌の登育は最良好にして葡

萄糖珈ブイヨン，葡萄糖加寒天之に次ぎ葡萄糖加ペプト’ン及ひ葡萄糖加カゼインの順

序に菌の登育衰へ葡萄糖加尿素に就ては菌の登育最不良なり乃ち本四の培養には葡萄

糖ゲラチン最優秀なる事實を認めπり

　（四）含水表素含有無三三培地に於けるゼフィヅス菌の登育試験

　糖類かピフィヅス菌の登山に極めて良好なる榮養なるこごは諸學者の巳に認むる所

にして著者も亦前記二，三の實験によりて之を確め得テこり　更に著者は糖類又は含水

．炭素のみを以てして本山を養ひ得るものか否かを知らんご欲して先つ二，三含水選素

物質を選ひ軍糖類ごしてはグノγコーゼ及ひマソノー・ぜ，重糖類ξしてはナ〆・ローゼ

及ひラクトーぜ複糖類こしてはデキストリン及ひグソコーゲンを使用し各2％割合に

前記蛋白培地に加へ昂れ夫れラクムス了幾をインディカトーrノγごして混和しナこるもの

に硫化ナトリウム加2％葡萄糖加ブイヨン37。，48時間培養のビフィヅス菌及ひ分離大

腸菌の各0．1ccmを篭れ夫れ植えて37。，3日間培養を行ひ菌の機育献態及ひ縫色反

慮を観察し同時に各培地より移植試験を学び菌の生存の有無を確めセリ　門門験成績

は第六表に示せり其概略を記載すれは

　（1＞大腸菌は二二二二の無蛋白培地にも登育するか故に勿諭諸種含水炭素加無蛋
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　　　　　　　　　　　第六表

含水炭素含有無蛋自培地に於けるビフィヅス菌登育試験成績

舞蛋島 撫掴黙蓮膿再蹴腱酬脇廟 號紬
響鵬麟1馨随鵬圃篇階1透鵬鵬階圃籍

大腸菌
ｪ部菌株

十 十 十 十 十 十 十 十 一 十 十 十 十 十 一 十 十 一
十

　同
武｣菌橡

十 十 十 十 十 十 十 十 十 一 十 十 十 十 十 一 十 十 一
←

ビフイヅ
ズ菌山内 一 一 卿 一 一 一 一 扁 一 鱒 一 一 一 一 一 唱 一 一 一 一

菌株

　同
ﾑ菌株

一 一 一 一 一 輔 一 一 一 一 一 一 輌 一 『 一 一 一 一 一

　同
ﾐ山菌株 一 一 一・ 一 一 隔 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 陶 一 一 一

自培地に登育可能なり而して本菌の榮養に役立つ含水炭素は糖分解によるラクムス赤

色反慮によりて之を示すか如くグノγコーゼ・マンノーぜ及ひラク．トーゼなり

　（2）　ビフィヅス菌は劉照の無蛋自培地に登育せさるのみならすグノγコーゼ・マンノ

ーゼ・サ〆’ローぜ・ラクトーゼ・デキストヲツ・グノγコーゼの各種含水炭素加無蛋白培

地にも登官全然不可能なり即ち含水炭素のみを以てしては軍糖類，重糖類及ひ複糖類

何れによりても本菌を養ふこごは不可能なり

　含水炭素か本菌の良好なる榮養素εなるは培地に微量なうごも蛋臼質の存在せる揚

合にして斯る場合に於ては如何なる種類の含水炭素か本菌の榮養に適當なるかに就て

の實験も別に行ひたるか便宜上後章に記載せり

　　　　　　　　　　　　　第三節　賓験の総括的所見

　本節に於て四項に分ちて行ひだるゼフィヅス菌の登育要約に劉する諸種榮養物質に

關する實験を総括的に考察して其所見を述ふれは　　　　　　・　　　．

　1）　ビフィヅス菌は盤類のみを以て之を養ふこεは不可能陰り

　2）本菌は含水炭素のみを以て之を養ふこご不可能なゲ

　3）然るに本菌を一定の蛋自質，蛋自分解中間物質友ひアミノ酸のみを以て養ふこ『

εは可能なり

　4）本菌の榮養には蛋白性の物質は合成蛋白質最適當にして蛋自分解申間物質は精
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不良にしてアミノ二三尿素の如き終生分解物質は最不適當なり

　（ペプトン加諸種含水炭素は之に反してビフィヅス菌の榮養に豪して分子あ小なる軍

糖類最良にして三糖類之に次ぎ三糖類は最不適當なる實瞼成績を得たるか匝宜上後章

含水炭素分解試験の條項に於て一括して記載せり）

　5）含水炭素は蛋自質叉は共分解物質の存在する時に於てのみ本菌の榮養に有効な

り

　6）乃ち本菌の基礎二丁素は丁丁質ごして含水炭素は本丁の補助二二物ご見下すこ

εを得へし

　7）但し基礎榮養素なる蛋白質のみに於ては本門の登育は極めて不充分なるか之に

補助榮養素なる含水炭素を添加するこビに依りて本州の門門増殖は著しく良好εなる

，ものなり

　　　　第五輩　ビ7イツス菌の含水炭素分解及び登生酵度測定に冷する實験

　（一）實験方法

　諸種含水炭素に於けるビフィヅス菌の登内野態分解作用及ひ登生酸度の測定等を槍

査ぜんごする本實瞼は基準培地εして無蛋白培地を使用するこごは理想なるか含水炭

素加無蛋自培地に於ては本菌の登育不可能なる事實を前章の實験に於て経験せるか故

に基準培地こしては1％ウイ。テペプトン水培養基を使用し別に各種含水炭素の2％

，蒸平水液及ひメノγク製ラクムス溶液を用意し右のペプトン水溶液含水炭素蒸鯉水溶液

及ひラクムス溶液を別に滅菌してN／、苛性曹達にて反慮をPH7・5に補正しだる後無菌的

に各溶液を混和してラクムス及び2％諸種含水炭素加ペプトン水培養基を作り本培地

にピフィヅス菌硫化ナトリウム加2％葡萄糖ブイヨン37。，48時間培養を各0，1ccm宛

を植えて培養13日間に亘bて観察を行ひラクムスの赤憂の有無及ひPHの測定に擦

り諸種含水炭素の分解の有無蚊に螢生酸度を測定せb

　初め：本實験に於て諸種含水炭素加ペプトン培地に常の如く5％硫化ナトリウムを培

養液10ccmに劉’して1滴の割に混和しすこるに此硫化ナトリウムの爲めに培地中のラ

クムス還元せられ憂色を試せるか故に以後本二三に限り硫化ナトリウムを混和するこ

ビを己むなく放棄せb　本實験に於て菌の登育拉に糖分解作用に樹し多くの時日を要
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しすこる成績を得ナ乙るは一には培地に硫化ナトソウムの混和無きか爲めに因るものε解

せり

　（二）総　　括

輯験の鰍癩は靴藻ん第九汲ひ第＋表に示せる力婁繍を謝醐こ嚇

すれは

　（1）　肩白に使用せるビフィヅス菌株に因り使用含水炭素の内グノレコーゼ・ガラ「クト

ーゼ・レヴローゼ・マノレトーぜ・サヅハローぜ・ラクトーゼは各菌株によ．りて分解せられ

マンニ・ツトは長谷川・黒瀬及ひ輻島の菌株に因りて分解せられ其他の一菌株多田に因

bては分解せられすデキストリンは長谷川及ひ黒瀬の二菌株によbて分解せられ一三

及ひ多田の菌株に因りては分解せられす

　　　　　　　　　　　　　　　　第七表

　　　　　　　ピフィヅス菌長谷川菌株に因る含水三一分解試験成績

　　含水炭
@　紫頽培養

咩

Glu．

bose

Gala．
Dctose

Dulcit L江vu＿
hose Soτbit Ma㎜ft

Malt．

盾唐

Sa㏄h。

≠窒盾唐

Dext二

窒撃

GlyC・

盾№?

Starke Lacto5e 工nulin

培養二E目
一 一 一 一 口 十 一 十 十 一 一 十 一　　　　．

　同
O日目

十 十 一 一 一 十 脚 十 十 一 一 十 輌

　同

ﾜE目
廿 十 一 一 一 十 十 十 十 一 一 廿 一

　同

ｵE目
f什 十 一 十 一 十 十 廿 十

一 一 廿 一

　同
纉坙ﾚ

轍 十 一 十 一
寸f 十 f廿 廿 一 日 柵 一

　同
¥一日目

柵 十 一 十 一　」
†セ 十 措 廿 『 一

i什
一

　同
¥三日目

惜 十 一 十 一 廿 十 世 廿 一 嶋
i什

一

　同
¥三日目 5．3 6．8 7．5 6．6 7．5 6．1 6．5 5．7 6．3 7．5 7．5 5．4 7．5

培地PH

　　　（＋）・（廿），及びG汁）にラクムス赤墜の程度々示し（一）にラクムスな赤憂ぜさろ二εな示す

　（2）ビフィヅス菌に因り被分解性の含水炭素は本菌の培養13日目に於て培地の終

未反慮を測定するにPII　4・7以下に相當する酸を登生せリゴ ｣生酸度に回りて各株の

含水淡素分解能力を凱察するに長谷川菌株はグノγコーゼ・ラクトーぜ・ナ・ハローぜ●

マソ㍉ト’デキストリン・マノγトーぜ・1！ヅロ’」ぜ及ひかラクトーぜの順序1に於て黒
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　　　　　　　　　　第八表

・ビフィヅス菌黒瀬菌株に因る含水炭素分解試験成績

含水炭
@紫鐡培費期　日 Glucose Gala．

ｿose
Dulcit

1ゑv腿．

P0se
Sorbit Man．

獅奄

Ma1錠）．

唐

Sa㏄h・
≠撃盾唐

Lacto－

唐

Dext甲
窒奄

Gly◎o・

№モ

・S犠rke

Inulln

培　　養二日．目
．一

一 一 一 一 十 一 日 一 十 一 一 一

同三E目
十 幽 駒 十 一 十 一 士 一 十 一 一 一

同軍日目

廿 十 一 廿 禰 十 十 士 一
十 一 一 一

同七日目
i杜 廿 一 世 口’ 十 寸† 十 士 廿 一 一 一

同九日目
廿世 寸セ

一
計t

．　　＿

寸セ 十 十 一 一 一

同十一日目
｛1｝

廿 口
雪下

一 十 ．†r 十 十 ．世
一 一 一

同十三日目
考廿 廿 一

｛仕

哺 十 寸t 十 十 轍
＿　　　．

一 一

同

十三日目 4．6 6．3 7．5 5・5 7．5 6；7 6．3 6・5 6．8 5．6 7．5 7．5 7．5

培地PII

（＋），（寸D，及びG汁）にラクムス赤紫の程度な示し（」）にラクムメな赤愛せさるこミか示す

　　　　　　　　　　　　　　　　第九表

　　　　　　ピフィヅス菌三島菌株に因る含水炭素分解試験成績

　含水炭
@　素類
|灘
@期日

Glucose　」

Ga！ac∠

狽盾唐

Dulcit 1ゑvu＿

c?､
Sorb1t Mann辻

Malt＿
盾唐

Sacch＿
≠窒盾唐

Lado＿
唐

D6xα一
奄

GlyOD－

№?氏D
St且rke Lnulin

培　　養一H

十 ± 馴
出．

一 十 一 一 一 『 一 一 一＿　　目
　　同＝日

廿 十 鱒 士 一 十 一 ± 十 嘲 一 一 一＿　　目

　　同

ﾜ日目
什 十 一 十 一 十 十 十 十 一 一 一 一

　　同

ｵ口目
廿t 廿 一 竹 一 十 十 竹 寸セ

一 一 一
＿　．

　　同

纉坙ﾚ
柑 寸セ

一 惜 脚 十 十 1廿 汁 一 一 一
＿　．

　　同

¥一日目
廿舌 寸セ

瞬
世馳

一 十 十 廿管． 廿 一 一 一 一

　　同

¥三日目
雪珪

骨 一 惜 一 十 十 柑 寸卜
一 一

．　一

一

　　同十三日目

4．7 6．1 7．3 43 7．5’ 6．6 6．6 4．9 5．9：　」 7．5 7．5 7．5 7．5

培地PH
（＋）・（廿）及び（世）にラクムス赤平の程度な示し（一）にラクムスた赤愛せさる示す

　　　　　　　　　　　　　　第十、表　　　．　　　　，、

　　　　ピフィヅス菌多田菌株に因る含水炭素分解試験成績；．
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含水炭
f類 GIUCose Galac． Dulcit

1，avu・
Sorbiし Manni Maltose Sa㏄h． Lact6．

Dext・●

GlyCo・ Stafke Inulin
培期 tose 10Se

arose， se nn gen

培　　養二H目

出 一 一 士 一 一 一 士 十 一 一 儒 一

同三日目

十 一 一 十 一 一 一 十 十 一 一 一 一

同五H目
廿 士 一

寸㌃
一 一 十 廿 竹 一 一 一 一

同七H目
世 十 一

i珪
一 十 廿 寸f

一 一 一 一

同九日目

世 廿 一
柑 一 一 廿 寸t 量什

一 一
一　　　　，

一

同十一日目
雪珪 寸f・ 一 惰 一 一 廿 寸セ 価 一 一 一 一

同十三ぼ目

備 寸f
一 桁 一 一 廿 世 董什

一 一 一 一

同

十三日目 4．8 6．0 7．5 5．0 7．5 7．5 6．0 5．6 5．4 7．5 7．5 7．5 ．7．5

培地PH
・（＋），（廿）及び（措）にラクムスな赤愛する程度な示し（一）にラクムス；を赤憂ぜさるニピ々示す

瀬菌株はグノγコーぜ・レヅローぜ・デキストリン・ガラクトーゼ・マノγトーぜ・サッハロ

ーぜ・マンニット・ラクトーぜの順序に於て輻島菌株はグノソコーぜ・レヅローぜ・ナッハロ

ーゼ・ラクトーぜ・ガラクトーゼ・マノレトーゼ・マソニツトの順序に於て多田菌株はグノγ

コーゼ・レヅローぜ・ラクトーぜ・ガラクトーぜ・マノγトーゼ・サッリ・ローゼの順序に於て

各菌株の含水炭素分解能力を薮字的に示せり（表参照）之を要するに大鐙に於て本菌

駕より最も良く分解せらるるものは軍糖類にして重糖類は之に次き複糖類はデキスト

ッンが或る菌株により分解せらる、のみにして被分解性最不良なり　此成績を以て考

．ふるに本茸の榮養上含水炭素は軍糖類最適當にして重糖類之に次き複糖類は最不適當

なるもの、如く此關係は前章に於て實験しすこる蛋白質か本菌の榮養上合成蛋自か本菌

の螢育に最適當にして分解の進みセる蛋自分解物質程本菌の榮養は不適當なる實瞼結

，果ご全く反樹の關係に在うて興味ある事實ε考へ得へし

　　　　　第六章．ビ7イヅス菌に因る蛋白質及び含水炭索新陳代謝貿験

　蛋自質及ひ含水炭素か榮養素こしてピフィヅス菌の駿育に及ほす影響に就きて第四

二章及ひ第五章の實験に於て共大燈を知れるか更に進みて蛋白質及ひ含水表素か本菌に

因りて如何なる種類の叉如何なる程度の縫化を受くるものなるかを定量的に知らんε

徹して本菌の登育に最も良好なる榮養素として蛋臼質中のゲラチン及ひ含水炭素申の
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グノγコーぜを選ひ本四の他に蜀照五明こして分離大腸菌を使用し爾菌株に就いて蛋自

質及ひ含水炭素の新陳代謝試験を比較観察せb

　賓験方法

　（一）　本實験に使用せる菌種はビクィヅス菌εして片山菌株及ひ輻島菌株，分離大

腸菌こして菊地菌株を選ひ各硫化ナトリウム加2％葡萄糖加プィヨン37。，48時間培

養を用意せb　　　　　　　　’

　（二）本實験に使用しナこる培養基ぱゲラチン及ひグノγコーゼゲラチンにして次の集

成を有せり

　ゲラチソ

　　Pure　English　celf　gelatin　20％　　　Liebig肉エキス1％　　　照内ペプトン1％

　グノンコーニゼ・ゲラチン右ゲラチンの集成に2％のメノγク製グノγコーぜを加へる

　右培養基を大試験管に30ccm徳分注し滅菌せb

　（三）本工験に於ける培養液は右のゲラチン及ひグノレコーゼゲラチン培地に戻れ夫

れ前記ビブイヅス菌及ひ大腸菌の5％硫化ナトリウム加葡萄糖ブイヨγ37。，48時間

培養0・1ccm宛を植え5％硫化ナトリウム3滴宛を加へ滅菌流動・｛ラフィンを加へ

37。に1日乃至10日間の無血性培養を行へり

’、（四）實施前記ビフィヅス菌及ひ大腸菌のゲラチン及ひグノγコーぜゲラチン培養

　　　　　　しを所定の試験日に各菌株に就き夫れ論れ一本宛を取b出して下に述ふる方法により諸

種分析實験を行へり

　1）　TotaI　nitrogen：　Kjeldahl．氏法に振れ’b

　2）Proteln　nitro9母n：Total　nitrogenとNonprotein　nitrogcnこの差分を以て示せり

　3）Nonprotein　nitrogen：槍膿より％定規硫酸及10％ウオノγプラム酸ナトリウ

ムにて仁心質を沈澱せしめ；其濾液に就いてKleldah1座法を行へ）

　4）Polypeptide　nitggen：Nonprotein　mitτogenごamino　nitrogen及ひammonia

nitr◎genεの差笏；を以て示せb

　5）An；ino　ni亡rogen：槍膿7ド和後中性Formaldehydを加ヘナZる後其酸度をNゐ0罠

にて滴定せりIndiαLtorごしてはPhen・lphtalel耳を使用せり
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6）Amm・・i・・三…9・…飽矛嘩酸ナト妙ム，炭酸ナトリウ・を加へ価後硫酸中を’

通i過せる室氣をスプレーにて15分間邊り’N／雪H2SO4にAmmonia分を牛牧せしめN／4

NaOHにて滴定せbIndicat⇔rは：Phenolphtalei11を使用せり

．7）Glucose消費量はFehling氏液にて還元しすごる一閃を以て示せり

・3）　ReaktionはPhenolphtaleinをIndicatorごしてN／4　NaOH叉はK／・項｛・SO・にて滴：

定せり

、9）PHはMl・h・・1i・氏注によ園部せり

　（五）實験成績は第十一表より第十六表に至る各回に就いて之を示す

　（山ノ、）総括

　第十一表よb第十六表に至る各表に示す實験成績を総括して記載すれは

　　　　　　　　　　　第　十　一　表．　　　　　　　　　　　1）　蛋自質代謝

　　　　ゼフィヅメ菌晦日菌株のゲラチン培養に於け　　　　に就て観察すれはゲ

　　　　　る新陳代謝試験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラチン培養に於ては

培養 同 同 同 同

mg・Peτ1009． 直　後 第三日 第五日 第七H 第十日

Toしal　Nitroge且 1627．00 1627．OQ 1627．00 1627．00 1627．00

Protein　　，． 】464．77 1458．11 1469．37 1461．56 1480．16

Non　Protein，， 162．23 168．89 157．63 165．44 146．84

Polypeptide” 75．26 、82．53 66．46 76．88 57．09

Amino　　　り 86．97 86．36 91．11 88．56 82．32

A㎜on｛a　，， 0．00 o．oo 0．00 0．00 7．43

しφ大腸菌は蛋白窒素原を全然減少せしむるこごなく反って之を壇加せしむ

　　　　　　　　　　第†二表
　　　　ビフィヅス菌片山菌株のゲジチン培養iに於け

　　　　　る新陳代謝試瞼成績

培養 同 同 同 向

mg．　pe「1009． 直・後 第三口 第五日 第七日 第十日

Tot自l　Nitrogen 1669．90 1609．90 1609．90 1609．90 1609．90

Protein　　，， 1446．86 1430．99 1404．43 1423．59 1431．S8

Non　I’rotein，， 163．04 178．91 205．47 186．31 178．02

PQlypeptide。 75．62 93．45 139．34 89．21 85．18

Amino　　　，， S7．42 85．46 66．13 97．10 83．97

A㎜onia　　。， 0．00 0．00 0．00 0．00 8．87

ピフィヅス菌2株は

．培養3日同迄は蛋

白質窒素原減少を來、

’すも此れ以後に於て

は反って之を壇加せ

　　　　　　グノレコ・

一ぜゲラチン培養に．

於ては3菌株其培養

3日乃至5日迄はゲ’

ラチン培養に於ける

よりも大し、駐こ蛋白質1

、窒素原を減少せしむ・

1るも判れ以後に於で

は壇減に夫差なし



、
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　　　　　　　　　第十三表
大腸菌黒瀬菌株のゲラチン培養に於ける新陳代謝三雲成績

mg・pe「
@　　　1009

培養
ｼ　後

　　同

謗O日
　　同

謖ﾜ日
　　同

謗ｵ凹
　　同

謠¥日
Total　Mtroge皿 1476．61 1476．61 1476．61 1476．61 1476．61’

Protein　　　，， 1283．04 1296．37 1306．83 1314．05 1314．46

Non　Pτotein，， 193．57 180．24 169．78「 162．56 162．15

Po1解tptide” 106．36 95．92 84．50 64．03 62．67

A血1no　　　，， 87．21 S4．32 85．28 98．53 92．97

AmmQnh　　” 0．00 0．00 0．00 0．00 6．51

　2）　ポリペブチー

ド代謝に就き観察す

る時はビフィヅス菌

はゲラチン培養に於

てはポリ1ペプチード

窒素原の憂化に大差

なけれ共グノレ’コーぜ

ゲラチン培養に於て慮之か培加甚だし大腸菌はゲラチジ培養に於てはボリペプチード

窒素原は漸次減少しグ～ンコーゼゲラチン培養に於ては漸次之か増加を來せり

　　　　　　　　　　’第＋四表　　　　　　　3）アミノ酸代謝．
　＼　　．ピフィヅス菌の福島菌株の葡萄糖グラチン　　　　　に就きて観察するに

　　　　　培養に於ける新陳代謝試験成績

mg・pe「
@　　　1009

培養
ｼ　後

　　同

謗O日
　　同

謖ﾜH
　　同

謗ｵH
　　同

謠¥日

Toねl　Nitrogen 1859．42 1859．42 ユ859．42 1859．42 1859．42

Protein　　　，， 1676．16 1651，08’ 1601．27 1605．75 1599．46

N（，n　Protein，， 、185．26 208．34 258．15 253．67 259．96

P・lypeptide” 93．13 108．25 153．70 148．40 144．34

Amhlo　　　，， 90．13 100．09 104．45 105．25 103．43

A皿1nonia　　，， 0．00 0．00 0．00 0．00 12．19

Gluc・s3（Cu） 49S9．08 2921．59 2753．S4 2535．36 2S51．57

ピフィヅス菌はゲラ

チン培養に於てはア

ミノ窒素原の憂化に

大差なけれ共グ！γコ

ーゼゲラチン培養に

於ては輻島菌株に在

うては培養β日目既に極度に増加し後漸次減少せウ

　　　　　　　　　　第　十　五　表

　　　　ピフィヅス菌片山菌株の葡萄糖ゲラチン培養

　　　　に於ける新陳代謝試瞼成績

鴫薩劃第・里司第劉第里司第畢・
T。、蝕N・t，。9と。・8脇7・・84生7・’ ES4艦7・・84生7・・S蜥・

P、。td。　：，，．166螂　158鰯亀162a27160凱271639・95

Non　Protein，， 180．22 255．26 221．43 237．43 2e4．75

Pol）T£ptide，， 89．07 101．26 118．73 138．90 106．43

Amino　　　，， 91．15 141．33 89．96 84．88 83．95

Am皿onia　　，， 0．00 10．62 12．74 13．65 14．37

GIUCose〈Cu） 4989．09 2006．95 2007．68 2001．40 2002．40

　大腸菌はグラチン

．；培養iにては大差なく

グノγコーぜゲラチン

培養にては漸次壇短

し培養10日目に至る

も減少の兆候現れす

　4）　アム毛ニアの

1登生は極めて少く培
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養10日目に僅かに謹明せられナZるのみなり　『　　　・

　5）　グノγコーぜの消化に就いて観察するにビフィヅス菌に於ては蘭島，片山雨菌株霊亀

　　　　　　　　　　　第十六表　　　　　に培養含固目に既

　　　　　講鑛欝鑛灘ゲラチン培養に・1・搬卿・一ゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分解を行ひ培養5日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以後10日目迄には分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解程度大差なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’此成績を前章ビ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィヅPス菌による含一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水炭素舜解毒瞼に於

・ける成讃ε比較する時はダノγ自由ゼの分解時間の逞速に大なる差を登見し得へし　即

ち硫化ナトリウムを加へ陀る本心験の培地に於ては培養3日自に既にグノγコーゼの舜

解極度に達するも前章實瞼に於ける硫化ナト’リウムを加へさる培地に於ては培養7日

に及んで潮グ・γ　ゼの分解搬1予薄し価．之を以て考ふるも研化ナ回ウムか

ピフィヅス菌の登育には勿論同論の糖分解作用にも著しき好影響を及ぼす事を認め得

るものなり　大腸歯めグノγコ一一ぜ分解も油倉培養3日目に既に其極度に達し以下培養

7日目迄多少分解の進む傾向を示せリ

　ピフィヅス菌ご大腸菌ごに就いて各グノγコーぜ分解を比較する時はピフィヅス菌直島

菌株は大腸菌に比較して分解能力僅かに劣れ共片山菌株は大腸菌株に比し著しく優れ

り

　6）蛋白新陳代謝成績に就て考ふるに蛋白質はビフィヅス菌によりて分解合成し爾「

’作用行はる、か如レ

　　　　　　　　　第七章　ビ7イヅス菌の抵抗性に肥する賓験

　　　　　　　　　　第一節　酸及びアルカリに封ずる抵抗性

　ビフィヅス菌が強度の酸及ひアノソカリヌヂウム中に良く抵抗し且つ血忌し得る事は

既に第四章の本匠の駿育要約に話する實験直本丸の瑳育ご水素イオン濃度の條項に宮

比述ヘナこるを以て本章の實瞼に於ては蜘こビフ・ヅス菌の登育し得る極限の強酸性及馳

mg・Per
@　　　100g

培養
ｼ　後

　　同

謗O日
　　同

謖ﾜ日
　　同

謗ｵH
　　同

謠¥日
T。tal　Nitrogen 1907．77 1907．77 1907．71 1907．77 1907．77

Protein　　，， 1720．51 1647．42 1693・43 1754．51 1649．81

Non　Pr。tein” 187．46． 260．55 214．54 153．46 258．16

Po1迎eptide” 24．18 243．94 106．31 48．07 122．19

Am…no　　　，， 93．31 66．15 108．23 105．39　　　　・ 113．57

A1nmonia　　，， 0．00 0．00 0．00 0．00 22．40

G1110。se　（Cu） 4989．09 2674．21 2628．29 2610．08 266．67
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ひ強アノンカソ性の雨水素イオン濃度に於ける培地に就きて本四ご本菌ご同時に分離し

’、得る他の母乳見腸内菌及ひ腸内病原菌εの登育能力を比較し本四の酸及アノγカフに劉

・する抵抗性試験をなし進みで本四の分離培地に強度の酸性及ひアノレカリ性培地を三巴

する事の可否に就き探究を試みたり

・．（一）ビηヅス菌の酸に樹する抵抗性

　實験方法

　母乳見糞便より分離せるビフィヅス菌，アチドフィーノγス歯大腸菌，葡萄状球菌及ひ腸

・内小球菌並に實験室内保存菌種コレラ菌，腸チフス菌，赤痢菌の各菌種を夫れ夫れ2菌

株つ、使用し同上各菌株あ硫化ナトリウム加PH7．0，2％葡萄糖ブイヨン37。，48時間培

養よ・り夫れ淘れ0．1c㎝を探りPH3．0の硫化ナトリウム加2％；葡萄糖ブイヨンに植え

β7。，21日間培養を行ひ各菌株の二才の状況を槻察し同時に各菌株の移植試瞼を行ひ各

菌株の生存の有無をも確定し別に封照試験εしてPH7・0の硫化ナトリウム加2％葡萄

糖ブイヨンに於ける各種の登育試瞼を行ひ第十七表の實験成績を得たり・

　實験成績

　　　　　　　　　　　　　　　第．十七表
　　　　　　　　　　ビフィヅス菌の酸に劃する抵抗性試瞼成績

　培　　　　菌　　株
　　　池

・・�ｴlidophアゆ1・【…ph・1・膿3層1・姻血・1…1謙nq

多・瞬1圃山・1劇岡部圃畑i川回心…i…t…團…1…

PH3・0硫化ナトリウム
ﾁ葡萄糖ブイヨγ

oH7・0硫化ナトリウム
ﾁ葡萄糖ブイヨン

十十 十十 十十 十十
「　　一

¥

一十 一十 一『十 一十 一十 一十 一十 一十 一十 一十 一十

　　　　　　　（＋）に菌の嚢育し7二るこミな示し・（一）に菌の嚢育也さるニミを示す

　即ち第十七表の成績に就き観察する時はPH3・0の硫化ナトリウム加2％葡萄糖プィ

ヨン培地に抵抗して登育生存し得る菌種は實験に樹回しナこる菌種にてピフィヅス菌ぜ

アチド巧一ノγス菌のみな，り　劃照三三に於でPH7．0の硫化ナトリウム加2％葡萄糖

ブイヨン中にて各菌種共能く登育する成績を有するを以て本實鹸に於ては硫化ナトリ

ウム加各菌種に封し大なる影響を與へたるに非さるは明なり　PH3・0の水素イオン濃

度はほ、琉㎝⑱定輝酸の酸性濃度に一致し此酸性濃度に抵抗し得るものは一ピフィヅス’

菌εアチドフィーノレス菌のみなるを以て此程度の強酸性培地を雁用する時はアチドフィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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一ノレス菌を煙く他の腸内菌ざピフィヅス菌巴の分離を行ひ得るものなり但しPH3．0の

葡萄糖塞天は液朕を呈するを以て此分離方法は直接固形培養基には悪用不可能なり

　（二）　ピフィヅス菌のアノレカリに封ずる抵抗性

　實験方法

　母乳兇糞便より分離しナこるピフィヅス菌，アチドフィーノンス菌，大腸菌，葡萄状球菌及ひ’

腸内小球菌の他に實験室保存菌種コレラ菌，腸チフス菌，赤痢菌の各菌種を夫れ夫れ2

菌株つ、使用し同上各菌株の硫化ナトソウム加PH7・0，2％葡萄糖プィヨン37。，48時間

培養より夫れ掌れ0．1ccm宛を探りPH12の硫化ナ｝リウム加2％葡萄糖ブイヨンに

移植し37。，2日間培養を行ひ寄菌株の登口状況を観察し同時に各菌株の移植試験を行

ひ各菌種の抵抗生存の有無をも確定し別に劉照試験ごしてPH7．0硫化ナトリウム加2

％葡萄糖ブイヨンに於ける各菌株の登育試瞼をも併せて行ひ第十八表に示すか如き實

1瞼成績を得たう

　實験成績

　　　　　　　　　　　　　　　　第十　八表

　　　　　　　　ゼフィヅス菌のアノγカソに甥する抵抗性試駿成績

培　　地　　菌株

PH12硫化ナトリウム
日葡1萄纏ブイヨン

PH7．0硫化ナトリウム
加葡萄糖ブイヨン

…d鵬 m講；1・1・［…phyl・【撒『［・・ph・・lch・1・・a隣n『

多田睡／・1妻1畑1剃・部［剃畑i・・心血N・・N・・1…1…1…［…

十

十

÷

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

　第十八表の實瞼成績に就き観察する時はPH12の硫化ナトソウム加2％葡萄糖プィ

ヨンに抵抗して子育生存し得る菌種は實験に使用しすこる菌種の内にては只ビフィヅス

菌あるのみなり’劃照試瞼に於てPII7．0の硫化ナトリウム加2％葡萄糖ブイヨンには

各菌種共能く登育し得る成績を得たるを以て本實験に於ても硫化ナトリウムの菌登育

』に及ぼす影響は除外するも可なりPH12の水素イオン濃度は大略1／1。。定規アノレカリの

アノγカブ度に一致し此程度の張アノソカリをビフィヅス菌ご他の腸内菌εの分離に癒用

するこごは可能ならん　但し第四章に實験しナこる如くビフィヅス菌も最適水素イオン

灘はP・8・・にして慣れよbア・・力魅の野水素材ン澱に干てもよく抵抗酸
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’回するもPH12にも達する時は登育能力著しく減退するこごは勿論なり

　　　　　　　　第＝節　ビ7イヅス菌の消毒藥に劉する抵抗性

　普通用ひらる、諸種消毒劃をピフ｛ヅス菌腸チフス菌の各に作用せしめ雨菌種の清

丁丁に封ずる抵抗力を比較瞼査せb

　實験方法

　ピフィヅス菌及ひ腸チフス菌雨菌種の各2菌株宛を使用しピフィヅス菌のPH8．0硫

化ナトリウム加2％葡萄糖フ9イヨン37。，48時間培養及ひチフス菌のPH7．0ブイヨン

24時間培養の各培地より0．1ccmを探り室温22。内外に於で各種濃度の消毒平群10ccm

中に混し各種1定時間を経て右消毒液中よb2白金耳を探bピフィヅス菌は硫化ナト

リウム加2％葡萄耳塞天にチフス菌は普通寒天斜面に移植し37。に2日間培養し菌登

責の有無を槍せり』 @　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　實験成績

　　　　　　　　　　　　　　　第十九　表

　　　　　　　　　ビフィヅス菌の消毒藥に翻する抵抗性野鶴成績’

ビフィズス菌　多田

同　　　　菌　片山

同　　　　菌長谷川

チフス菌　N6．1
同　　　菌　　脳。・2

・％…b・1・・…レ・忽・・b1・…1・％・r　’　・・％・1・・h・1

雰園雰1雰1雰1捌劃劃雰1雰1募1券1劃雰1雰困券1券1雰1雰

十

土

製

十

十

十

十

十

十

十

十’

十

十

＝に

　本丁験の成績は第十九表に示せるか如くピフィヅス菌は實験使用の各種消毒藥の内

1％の昇柔水に最もよく抵抗し作用時間10分間迄は爾生存力を保持し作用時間301分

間以上に於て初めて死滅す　5％の石炭酸水にては作用時間1分間以上にて僅かに抵

抗すれ共作用時間5分間以上に於ては完全に死滅す　3％のクレゾーノγ水に於ては勿

論7％アアコーノンに於ても作用時間1分にして既に抵抗力を失ひ死滅す濡毒藥に封

ずるビフィヅス菌εチフス菌ごの抵抗力を比較する時はビフィヅス菌の方抵抗力平ぎも

の、如く其關係は三乗の場合に於て最も著明なり

　チフス菌は本實験に於ては5％石炭酸，1危下乗水，3％クレゾーノγ水・70％アノγコー
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ノγの各種消毒液中に於て作用時間1分に於て既に死滅する成績を得ノめ

　　　、　　　　　第三節　ビ7イヅス菌の温度に射する抵抗性

　二二方法

　ビフィヅス菌5％硫化ナトソウム加PH　8・0，2’％葡萄糖ブイヨン37。，48時間培養を

45。より同70。に至る諸種温度の温浴二三100。の二二釜中に於て加温し加温1分よb

120分に至る諸種時間に於て右培養を取出し其0・1ccmを5％硫化ナトゾウム加PH　8・0

2％葡萄糖寒天に移植し37。，3日間培養を行ひ菌の登育生存の有無により：本菌の温熟

に樹する抵抗性を槍査せり

　實験成績

　　　　　　　　　　　　　　　第　二　十表

　　　　　　　　　ビ巧ヅス菌の男時に樹する抵抗性試瞼成績

加熱
温

熟
時間

450

500

550

600

70。

1000

…ヅ・菌多田鰍の温熱興す・抵勘1…ヅ・醸谷川齢の温熱馴す・抵勧

一分ト傘十分トト琳卜分1旱十分1三寧分1卜分ト粉トト分厚雰

｛ff

廿暫

il｝

竹

で廿

｛什

寸f

十

i仕

¶仕

寸f

士

柑

寸セ

十

廿｝

廿 士

廿r

董什

寸f

十

廿「

世

寸セ

十

廿『

廿

寸f

十

世

十

什

十

廿

　本領瞼成績は第二十表に示せるか如し　解明に使用せしビフィヅ入2菌株は45。の

三三には作用時間1時間迄抵抗し作用時間2時聞に於ては死滅す加温渥度の上昇ご共

に菌の抵抗性を漸次減し55。，30分の加温に依りて完全に死滅す

　　　　　第四節　ビ7イヅス菌の空氣及び諸種ガス膣に射する抵抗性

　三三目的

　ビフィヅス菌の登見者ティッシエーく3）は本菌は絶樹的二三性なりビ回するも本菌を

舜離する場合に際し排便後可及的時間経過せさる糞便材料を以て分離培養を行なはん

とするも排便後分離迄には少くこも歎時間を要し夜間糞便は三って糞便中のゼフィヅ

ス菌は二二に接するにも拘はらす分離可能なり此事實より観るも絶樹嫌氣性なりε樗

せらる、：本菌か一定度二二に抵抗し得るものなる事を想像し得へし　著者は試に探便

後一三寝を経過しナこる糞便材科より分離を行ひしか斯る際奮材料にても分離可能なる
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享を経瞼し叉本菌の5％硫化ナトリウム加2％葡萄糖寒天に登約せし本四の聚落を直

i接室温に於て一書夜室氣に釣虻せしめすこる後同培養に移植せしか此場合に於七も菌は

生存し且つ登山力を保有し居る事實を認めたり　即ち少くごも本菌の生活に樹して塞

氣は絶心的に有害ならす　絶面的嫌氣性なりビの言語に三つ疑を持つに至れり

　勿論二二に抵抗し生存するご云ふ事ご室氣の存在の下に於て之に抵抗し登治するご

云ふ事ごは全然伺意義に考察し得さる事なり　絶劉嫌氣性菌ごは絶三三に室氣の存在

を許ささる條件の下に登育すご証する方に解粋せられ居れb　著者は先つ本菌の果し

て其に絶野的嫌氣性なるか否かの問題を解決せんか爲めに第一に本菌の室氣に樹する

抵抗性を心し第二に人工的に本菌の培養中に室温を邊りつ、菌の登育を試み室氣の存

　レ
在に於て果して本菌は登育し得さるものなるか否かの實験をも行ひ絶品的嫌氣性の解

騨に慮直す高き二二方法の一助ご爲さんε志せり本誌の室氣に話する抵抗性實瞼を行

へる目的は以上の理由に基くものなb

　次に直話性培養は共培養方法は勿論諸種實瞼の操作に於ても共に庭置簡軍ならすし

て不便も亦少なからす　從って菌に無害なるガス膿を以て室氣を置換し一般嫌氣性菌

を好氣性培養に近き状態に於て李板培養を試みし實鹸は既に多歎あり　著者は丸丸腸

内に於ては除り有害ならさる諸種ガス禮の存在するこごを想像し斯の如きガス膿を以

て室氣を置換しぜフィヅス菌を培養する時は乙丸性培養に近き欺態に於ける培養を得

られ從って大に便利ならんご想像し殊に本菌の諸種ガス話中に於ける斜面培養を試み

んε’ ｵて先つ其豫備試験こして本丸の諸種ガス燈に封ずる抵抗性に心する實験をも行

へるなb

　（一）登証せるビフィヅス菌の室氣に甥する抵抗性、

　實験方法

　内容100ccmの三角コルペンにPH8．0，2％葡萄糖ブィヨソ30　ccmを分注し滅菌し二二’

に際し5％硫化ナトヲウム3滴を加噛すごるものに硫化ナトリウム加PH§・0，2％葡萄糖ブ

イヨン37。，48時間培養のビフ4ヅス菌を0．1c『m移植し37。に培養しつ、二二坤に1器

の昇天にて殺菌出展せし室氣を無菌的にゴム晶出ひガラス管を経て可及的低厘の下に

通しガス堅紙直後よb同24時間に至る諸種経過時間に継て右培地より0・1ccmを移：
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織し菌の螢育如何によりて本四の室氣に樹する抵抗性を槍査せb　劉照實瞼εしては．

分離大腸菌に就て同様の實験を行へり

　實験成績・

　　　　　　　　　　　　　　　第二十一表

　　　　　　　　　ピフィヅス菌の三三に樹する抵抗性試験成績

潔「
ビ7イヅス菌 、ビフィヅス菌P　長谷川菌株 1 ピフィヅス菌

ｼ井萄株
姦地腸菌蝶

多田鰍
?Tの移植培地。四三試瞼成績

氣　　　地
p時間＼＼

へa。S　一

捌燃「三三隙aん鵬RI
摺aりS　噌 Na2S ・i B

0分間 十 十 十 十 十 十 十 十

5　　　” 十 十 十 十 十 十 十 十

10　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

30　　” 十 十 十 十 十 十 十 十

3時間 十 十　・ 十 十 ’　　十 十 十 十

6　　，， 十 十 十 十 ，十 十 十 十

24　　，， 十 十　、 十 ，　　十 十 十 十 十　　、

　　　　　　T．Z．A．＝葡萄糖寒天T・Z・B・＝葡萄糖ブイヨンA＝寒天　B＝ブイヨン

　本四験の成績は第二十一表に示すか如き結果ごなれリビフィヅス菌は室氣に樹して

作用時間．24時間に於ても抵抗して生存し移植によb葡萄糖寒天及ひ同ブイヨン何れ

にても登翻し來る　叉封照の夫腸菌に：於ても同一結果にして室氣に封し作用時間24時

間に於ても術抵抗するこごを知れb　　　　　　　　　　　　・

（二）一中に在るビフ，ヅス菌の室魚こ封ずる抵抗性（ピフ，ヅス菌の鮪に及1ま

す室氣の影響）　　　　　　　，　　　　　　　　　　’

　態態方法

’内容100ccmの三角コノレペンPH8．0，2％葡萄糖プィ1ヨン30ccmを分注し滅菌しナこる培

地1・ρ、％硫化ナトリ夘を3瀞へ之1・5％硫化ナトリウム加2％欄糖プィヨン48

時間培養あピフ・ヅス菌0・1・cmを捗零し37．、の解竈に回れ1薦昇乗水を塔て洗溝解、

回したる室氣を5分以上弩時間に至る諸種時間前記同様ρ方法にて無菌的に通レつ．

二三を行確氣騰を鋤たる後もf苛培養を繊け最初よ賠養3叩に菌の登育を・

槻察し同時に移植試験をも行ひ三二中に至る本菌に及ぼす空氣の影響を検査せり．，

勢照試験εして分離大腸菌にも同様の條件の下に室氣を通して登筒申にある大腸菌に

ら

ノ
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及ぼす空氣の影響を比較観察せり

　二丁成績　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　第二十二表

　　　　　　ビフィヅス菌の登臨に及ぼす室氣の影響に話する試瞼成績

空氣作用
時間

成　　績

0

5

10

30

1

3

6

24

分

，，

，，

間

問

ビフィヅス菌　ビフィヅス菌　ビフィヅス菌　大腸菌
多田菌株　長谷川野田　松非菌橡　菊：地菌株
嚢司移刷嶺育1移植磁区i移植織田｛移植

十

十

→

±

土

士

出

十

十

十

十

十

十

十

十

十

土

士

十

‡

：

十

十

±

±

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　本實験の成績は第二十二表に示すか如し門外中に於けるピフィヅス菌に劃する室氣

の影響は菌株によりて相違するも大町に於て作用時間30分以上に於て既に酸育不良

ζなb．作用時間3時間及ひ6時間に潤ても辛して登育するか如くに見ゆれこも移植

試験によりて登育して來らす　作用時間24時問に於ては各菌株共完全に登育不可能

なり　然るに封照の大腸菌に捨ては作用時間24時間に隔ても尚完全に襲育力を登揮す

　（三）登育せるビフィヅス菌の酸素に回する抵抗性

　實験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　内容：100ccmの三角コノレ《εン中に：PH8．0，2％葡萄糖ブイヨン30ccmを分注し滅菌し

セるものに使用に臨み5％硫化ナトリウム3滴を混和し5％硫化ナトリウム加2％葡

萄糖ブイヨン37。，48時間培養のビフィヅス菌0．1ccmを移植し37。に培養しボンペン中

に於ける酸素ガスの可及的低き塵力の下に無菌的にゴム管及ひガラス管を経て艀劇中

に在る多才培地に逓しガス輸邊直後より同24時間に至る間の諸種牛蝿時間に於て右

培地より0・1cgmを探りて5％硫化ナトリウム加2％葡萄糖寒天及ひ同ブイヨンに夫

れ夫れ移植をなし菌の登育如何によりて本菌の酸素ガスに甥する抵抗性を槍回せり

樹照試験こして分離大腸菌に就て同様の實験を行へり

　實験成績

噛本實験の成績は第二十三表に示すか如き結果ざなbピフィヅス菌，大腸菌共に何れも

■

ノ
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　各菌株共に作用時間24時間の酸素ガスに劉しても能く無抗し生存セ且つ駿育ヵを．も

　保存し居れり

　　　　　　　　　　　　　　　　　第二十三表　　　　．

’　　　　　　　　ゼフィヅス菌の酸素ガ．スに封ずる抵抗性試瞼成績

菌　　株 蜀富糠 1 ビフィヅス菌

ｷ谷川菌株
碁㍉虚心 1素謡藻

抵抗性の移植培地に於ける婆育試瞼成績
山岳?逅A馳 撚1櫨i欄一捌撚1糠牒T。Z．A．

T。BI ・i B

0　　　分　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

5　　　　　　　　　 十 十 十 十 十 十 十 十

10　　　　　　　” 十 十 十 十 十 十 十 十

30　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

3　　　時　　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

6　　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

24　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

　　　　　　T・Z・A．＝葡萄糖寒天　T・乙1号・＝葡萄糖ブイヨン　A漏寒天　B詔ブイヨン

　（四）螢育中に在るピフ4ヅス菌株の酸素ガスに樹する抵抗性（ビフィヅス菌の襲

育に及ぼす酸素ガスの影響）

　實験方法

　内容100ccmの三角コル＾ミンにPII8ρ2％葡萄糖ブイヨン30ccmを分注し滅菌しナこ

み培地に5％硫化ナトリウムを3滴混和し之に5％硫化ナトリウムPH8．0，2％葡萄糖．

ブイヨン48時問培養のピフィヅス菌0・1ccmを移植し37。の十三に入れボンペソに於

ける酸素ガスを可及的低き歴力の下に5分以上24時間に至る諸種時間前記同様の方

怯にて無菌的に通しつ、培養を行ひ空回輸逞：を終ヘナこる後尚培養を織績し最初より培

養3日目に菌の薫育を観察し同時に世代移植試験をも行ひ登育中に在る本四に及ぼす

酸素ガスの影響を槍査せり　野照εしては分離大腸菌に就て同様の實瞼を行へり

　實験成績

　本實験の成績は第ニナ四表に示すか如き結果こなれリピフィヅス菌の登育に及ぼす．

酸素ガスの影響の菌株によb多少の差異あるも作用時間5分に於て既に駿育不良の結

・果を寵し作用時間30分迄のものは辛して登回するもの》如く作用時間1時間に於て

は1菌株を除きては全く登育せす　作用時間3時間以上に於ては各菌株共完全に其酸
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育能力を失ふ　反之樹照こしての大腸菌は作用時間24時間に至るも尚よく抵抗して

共三二力を螢揮す

　　　　　　　　　　　・　　　第二十四表

　　　　　　ビフィヅス菌の螢育に及ぼす酸素ガス影響に關する試瞼成績

酸素ガス　　　成　　績

　　　作脚高＼
0

5．

10

30

1

3

6．

42

分

時

，，

　

，，

，，

，，

問

間

多フ晶出幽幽緩基フ4鶴隣幽進言
猶育レ移植下司移植門司移植降育1移植

寸「

士

±

士

十

十

十

士

寸†

十

十

士

士

：

‡

汁

十

士

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　ビフィヅス菌の室二心ひ酸素ガスに封ずる抵抗性實瞼の総括的考察

　（一）及ひ（二）の實験に於て行ひすごる晶晶せるピフィヅス菌の空二二ひ酸素ガスに封

ずる抵抗性の試験成績に於ては本菌は室言及ひ酸素ガスの雨者に樹して作用時間24∫

時間に於ても爾よく本命の抵抗性を示し絶劉嫌氣性ご稽せらる季菌に取って先つ意外

の白白成績なるか更に（三）及ひ（四）の實験に於て行ひ穴る晶晶中に於けるビフィヅス

菌の室氣及ひ酸素ガスに上する抵抗性（ビフィヅス菌の登育に及ぼす室氣及ひ酸素ガー

スの影響）實験成績に於ては本丁は二才に下しては作用時間24時聞以上に於て一匹

育を停止し酸素ガスに鵠しては作用時間3時間以上に於て其上聴力を失ふ所の實一三’．

績を得すこb　右諸實験成績の総括的考察を試むるに少くεもピフィヅス菌は絶封一三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
性菌に卜すご思惟す

　本門は寧ろ偏性嫌氣性菌にして然も可成長時間室六六ひ酸素ガスに抵抗し得る偏性

嫌氣性菌なりご解粋せさるを得す著者か先に實験せる分離材料にる糞便及ひ本菌の

聚落を一書夜室氣中に放置するも樹本菌登育可能なる事實は（一）及（二）の實験により

て説明し得たり這信す　叉本菌の嫌氣性培養には絶樹に登育せす硫化ナトリウムの如

き還元測によりて可及的培地の室氣を排除し把る嫌氣性培養に於て本菌は著しく良好

に登回する本四め性質も亦（二）及（三）に行ひ把る實験にようて首肯し得へく其間に阿
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等矛盾を認めす　　　　　　　　　「　　’　　　　　　　、「　　　　　　置

　（五）窒素ガスに封ずる抵抗性

　－實験方法

　内容100ccmの三角コノγベン中にPH8．0の2％葡萄糖ブイヨン30ccmを舜注し滅菌し

‘回る培地に5％硫化チ・トリウム加PH8．0，2％葡萄糖ブイヨン37，。48時間培養のピブイ

ヅス菌0・1cc；nを植え5％硫化ナトソウム串滴を加へて37。に培養しボγペン中に於

「’

ｯるガスを可及的低き歴力の下に無菌的にゴム管及ひガラス管を経て艀竈中に在る上

’凱培地に通しガス二二直後より同24時間に至る問の諸種経過時間に於て右培地より

1｛耳。㎝を採りて5％硫化ナトリウム加2％葡萄糖早天及ひ同ブイヨンに夫れ夫れ整植

して菌の登育如何によりて本菌の窒素ガスに罪する抵抗力を槍査ぜり　鉗照實験こし

て分離大腸菌に就て埋標の馬験を行へり

　實験威績

　第二十五表に示せる本悔津成績に於てビフィヅス菌は窒素ガスに劉して作用時間24

時間に及ふも尚能く抵抗して生存し移植により熱熱糖プィヨン葡萄糖寒天に於ける登

三軍をも能く保存し何等ガスによる悪影響を認め得さるのみならす寧ろ馬韓増降せら

る、ものをさへ認めナめ封照の大腸菌試験に於ても窒素ガスに劃し作用24時間に於

ても尚能く抵抗する同結果を得だり　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　第二十五表　　　　　 ¶　　一

　　　　．．　　　ピフィヅス菌の窒素ガスに樹する抵抗性試験成績

菌　　株 曇淵瀬 　ビフィヅス菌堰@長谷川菌株 1　ビフイヅス菌　松ヲト菌株

P箋轟譜
ガス作 抵抗菌の移植培地に於けろ嚢育試験：成績　　　　移植培地用時間

NaりS　” Na謁　」

1㌔Z。R 1聯皿ん1齢1 Al P

－

0　　　分　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

10　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

30　　　　　，， 十 十 十 十メ 十 十 十 十

60　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

3　　　・時　　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

6　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 　噺¥ 十

24　　　　　　　9， 十 十 十 十 十 十 十 十

T．Z。A．＝葡1萄糖寒天　T．Z．B。．・＝葡萄糖ブイヨ、ン　A＝寒天　B＝ブイヨン
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　（六）　ピフィヅス菌の炭酸ガスに封ずる抵抗性　．　　　　　　　　　．～

　賓験方法

　内容100ccmの三角コノγペン中にPH8．0の2％葡萄糖ブイヨン30ccmを分注し滅菌

’し使用に臨み5％硫化ナトソウム3滴を混和しナこる培地に5％硫化ナトソウム加PH8・

0，2％；葡萄糖ブイヨン37，。48時間培養のビフィヅス菌0・1ccmを植えて379に培養しボ

ンペン中に於ける炭酸ガスを可及的低き厘力の下に無菌的にゴム管及ひガラス管を経・

て鰐竈中に在る上記培地中に通しガス粋士直後よb同24時間に至る問の諸種経過旧

聞に於て右培地よbO．1ccmを探bて5％硫化ナトリウム加2％葡萄糖寒天及ひ同ブ

イヨンに夫れ夫れ移植して菌の登育如何によりて本四の炭酸ガスに劉する抵抗力を槍

査し封照實験ごして分離大腸菌に就ても同説の面隠を行へり

　實験成績

　本實験の成績は第二十六表に示せるか如くビフィヅス菌の炭酸ガス．に樹して作用時

間24時間に於ても爾能く抵抗し生存し移植によりても葡萄糖寒天及ひ同ブイヨン1モ

能く登育し何等炭酸ガスに因る悪影饗を認めす

・樹照の大腸菌も炭酸ガスに樹して作用時間24時間に於て樹能く抵抗し国育力を保

’存するの結果：を得たb

　　　　　　　　　　　　　　　第二十六表

　　　　　　　ビフィヅス菌の炭酸ガスに画する抵抗性試験成績

菌　　株 豹鶴 　ビ7イヅス菌|　長谷川菌株 撫襟篠 隆地腸菌欝

炭酸ガス　　移植菌　　　　　　　株 抵抗菌株移植培地に於けろ魚猟試瞼成績

作用時間 撚気山撚IN麟」・㎜1撚1酬1　■s．ZB。 ・1 ρ

0　　　分　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

10　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

30　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

60　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

3　　　時　　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

6　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

24　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

　　　　　lLZ．A・＝葡萄糖寒天T・Z．B・；葡萄糖ブイヨ：！A＝塞天B＝ブイヨン

（七）　ピフィヅメ菌の水素ガスに封ずる抵抗性



硫化ナトリウムな磨用して分離培養な行へろピフィヅス菌の細菌學的並血清學的研究 95

　賓験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　一

　内容100ccmの三角コノγペン中にPH　8．0の2％；葡萄糖ブイヨン呂Occmを分注し滅菌

七使用に臨み5％硫化ナトリウム3滴を混和したる培地に5％硫化ナトリウム加PII

8．0葡萄糖ブイヨン37，。48時間培養のビフィヅス菌0．1ccmを植えて37。に培養しポ

ソペン中に於ける水素ガスを可及的低き趣力の下にて無菌的にゴム十三ひガラス管を

経て艀竈中に在る上記培地中に通しガス翰邊直後より向・24時間に至る間の諸種経過

時間に於で同培地より1．Occmを探りて5％硫化ナトリウム加PII8．0，2％葡萄糖一天

及ひ同ブイヨンに夫れ干れ移植を行ひ右移植培地に於ける菌の撫育如何によりて本菌’

の水素ガスに封ずる抵抗性を槍回し劉照實験こして分離大腸菌に就ても同様め検査を

行へb

　實験成績

　本實験の成績は第二十七表に示せb即ちピフィヅス菌は水素ガスに劃して作用時間

24時間に於ては多少影響を受くるか如く5％硫化ナトリウム加PH8．0，2％葡萄糖寒

天及ひ同プィヨンに移植を行へるものに比較して多少登育程度の不良を認むれ共抵抗

力生存力及ひ登育力を保存せるこごは確實な，り

　　　　　　　　　　　　　　　第二十七表

　　　　　　　　ビフィヅス菌の水素ガスに封ずる抵抗性試瞼成績

菌　　株 豹奮覆
1　ビフ｛ヅス菌　長谷川菌橡 1　ピフイヅス菌　松非菌株 1大　　腸　　菌　菊地菌株

抵抗菌橡移植培地に於けろ登青試瞼成績
螺編醐野馳 Na。S　6

s。Z。A． 1櫨1欄．

Na。S　一

欄＿1撚朧i A い
0　　　分　　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

10　　　　　　　” 十 十 十 十 十 十 十 十

30　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

60　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

3　　　時　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

6　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

24　　，　　　　　，， 十　　， 十 十 十 十 十 十 十

　　　　　鳴Z・A・＝葡萄糖寒天工Z・B・ロ葡萄糖ブイヨン　A＝塞天B＝ブイヨン

劃照の六腸菌に於ては作用時問24時間に於ても能く水素ガスに抵抗し登育せb

（八）　ピフィヅス菌のアムモFアガスに回する抵抗性
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　實験方法　　　　．　　　，　　　　、

　内容100ccmの三：角コノンペン中にPH8・0，2％葡萄糖ブイヨン30ccmを分注し滅菌し

使用に臨み5％硫化ナトリウムを3滴混和しナZる培地に5、％硫化ナトリウム加PH8．0，

’2％葡萄糖ブイヨγ48時間培養のビフィヅス菌0．1ccmを植えて37。に培養しアム毛

ニア登生装置に於て亜化アムモニウムに水酸化カノレチウムを上して加熟し登生するア

?ｃjアガスを可及的低き一直の下に無菌的にゴム管及ひガラス管を経て艀竈中に在

1る前記培地の内に通しガス三途直後より同21時間に至る諸種経過時間に於て同培地

‘ホリ0・1ccmを探りて5％硫化ナトリウム加PH8．0，2％葡萄糖寒天及ひ同ブイヨンに移

植培養を行ひ移植培地に於ける菌の登育如何によりて本病のアムモ昌アガスに封ずる

抵抗性を槍査せb

　但し登生装置より夜中アム毛ニアガスを通する事は不可能なりしか故に21時間の

本ガス輸邊は1日7時間宛3日間反覆して之を行へり

　劉照實験の大腸菌に就ても同機の實験詞寄を行へり

　實験成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　第二十八表「

　　　　　　　ビフィヅス菌のアムモ三アガスに参する抵抗性試験成績

噛癖陵辱，綴1都縮‘理解地腸降臨　　　　　菌　　株

E纏瀦移植培地・ 移植培地に於ける菌護育の有無

瓶1面諭1撚腰闇 ・い
0　　　分　　　間　　　　　　　　，10　　　　　　　，，

R0　　　　　　　，，

U0　　　　　　　”

R　　　時　　　　間
U　　　　　　　　，9

Q1　　　　　，，

｝　＋

@十
@十
@十
@土
@＝

　　　　　　T・Z丑＝葡萄糖寒天TZ・B・＝葡萄踏ブイヨン　A＝寒天B＝ブイヨン

　本自験成績の概略は第二十八表に示せり　即ちピフィヅス菌のアム毛ニア．ガスに

劃する抵抗性は菌株に依て多少の相違あれ共大副に於て作用時間3侍問迄は多少抵

抗力を保存し移植培地1二も螢許すれ共作用時間f6時間以上に於ては完全に抵抗力を失
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し移植培地にも亦飼育し來らす

　劉照の大腸菌に於ても作用時問3時間迄は抵抗すれ共作用時間6時間以上に於では

、抵抗力を失ひ移植培地にも螢回し來らす

　　ピフィヅス菌及大腸菌の爾菌種に樹して一定時間以上のアムモニアガスの作用は有

害なる事を認めナこり・

　（九）　ビフィヅス菌の硫化水素ガスに封ずる抵抗性

　實験方法

　内容100ccmの三角コノL・ペン中にPH8，0，2％葡萄糖ブイヨン30ccmを分注し滅菌し

使用に臨み5％硫化ナトリウム3滴を混和しセる培地に5％硫化ナトリウム加P耳8・0，

2％葡萄糖ブイヨン37，。48時間培養iのビフィヅス菌を0．1ccm植えて370に培養しキジ

ブ氏装置に於て硫化鐡に稀硫酸を注ぎ登生する硫化水素ガスを可及的低き歴力の下に

無菌的にゴム白及ひガラス管を羅て卿竈中の前記培地に通しガス輸邊直後より同21時

間に至る諸種経過時間に出て同培地の0．1ccmを5％硫化ナトソウム加PH8島2％葡萄

糖寒天及ひ同ブイヨンに移植培養を行ひ其際に於ける登育の如何によりて本菌の硫化

水素ガスに面する抵抗性を槍直せb

　但し硫化水素ガスの夜申翁面はアムモニアの二合ご畑鼠に危瞼を伜ひ不可能なりし

か故に作用時間21時間の試演は1日7時間宛のガス輸邊を行ひ3日間詣れを繰返べ

すこごにせり

　實験成績

　本實験成績の概略は第二十九表によりて之れを示せり

　即ちビフィヅス菌は硫化水素に卜しτ作用時間21時間以内に於ては戯れに能く抵

抗し生存し移植培地にも能く襲育して何等硫化水素ガスによりて悪影響を受けさるの

みならす寧ろ本曇の螢育に好影響を及ぼすか如き観を呈せり

　正劇の大腸菌に於ても硫化水素の作用時間21時問以内に於七は之れに能く抵抗し

移植培地にも能く登蝕するの成績を得テこb

　實験の総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　本實験に於てピブイヅス菌は面心，酸素ガス，窒素ガス，炭酸ガス及び硫化水素ガス

に撫しては作用時間21時間乃至24時間三三に於ては多少程度の差異はあれ共何れに
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　　　　　　　　第三＋九表

ビフィヅス菌の硫化水素ガスに封ずる抵抗性試験成績

菌　　株 駒鶴
　ビフイヅス菌P　長谷川菌株 i ビフイ

ｼヲト搬株
ヅス菌 大　　嘉日：内諾株菌

灘綴　移植馳 抵抗菌橡移植培地に於けろ嚢育試験成績
ガス作用時間 撚困矧嘔s欄盤i撚膿㎜1 ・1 B

0　　　分　　　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

10　　　　　　，，　　　　　亀
十 十 十 十 十 十 十 十

30　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

60　　　　　　” 十 十 十 十 十 十 十 十

3　　　時　・　　間 十 十 十 十 十 十 十 十

6　　　　　，， ÷ 十 十 十 十 十 十 十

21　　　　　　　，， 十 十 十 十 十 十 十 十

も抵抗しアムモニアガスに歯しては作用時間六時間以上に於て其抵抗性を消失する事

實を知れb

　爾登育中に於けるビフィヅス菌の塞函嶺ひ酸素ガスに鍔する抵抗（並並の登育に及

ぼす底幅及ひ酸素ガスの影響）實瞼に於ては本菌は空氣に樹しては作用時聞24時間

に於て酸素ガスに諭しては作用時間3時間に於て抵抗を失ひ完全に登育不能こなる⑱

結果を得だり

　即ち室出直は酸素ガス中に於ては本選の登臨不能なる事を謹明し得花り

　　　　第八章　諸種ガス盟を以て空氣を置換したるメヂウム中に於けるビψ

　　　　　　　　7イヅス菌の斜面培養に臆する實験

　第七章第五節に於て實験に使用しだる諸種ガス膿即ち窒素ガス，炭酸ガス，水素ガ

ス，アムモニアガス及び硫化水素ガスを以て室氣を置換しすこる右の諸種ガス膿腫ヂウ

ム中に於けるビフィヅス菌の斜面培養を行ひ一1こは前章實験に於て省きナこるビフィヅ

ス菌の登育に及ぼす右諸種ガス髄の影響を知り一には嫌氣性菌の斜面培養α～可能なる

か否かを知らんご欲して本曇験を行へり

　實験方法

　5％硫化ナトリウム加PH　8。0，2％葡萄糖高層寒天37，。48時間諜養一自判耳を5％硫

化ナトリウム加2％葡萄糖斜面寒天に塗布して綿栓を除きすこるまま別に用意せる大試

験管の内に右の斜面寒天培養小試瞼管を置換せんごする1ガス膿メヂウムの性朕によつ

i
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て適宜手早く挿入せり右の大試験管には豫め2個の小孔を有するゴム栓を施し其ゴム　！

栓の2個の小傷には複号の小ガラス管を各1個宛挿入し必要に臨み第一のガラス管の

外：方の口よbはガス膿を逞b第二のガラス管の外方の口よb室氣を追ひ出し試験管内、

の室氣ご所定のガス燈εを以て易く互に置換し得る様に爲し大試瞼管内の室氣か充分

ガス禮ご置換せられナこりご認むる時に爾ガラス管の外ロには各小ゴム栓を施し更にパ

ラフィンを以て密封し大耳瞼管及ひ其内容其ま・を37。の卿睡中に言置して48時間培

養を行ひ斜面上の菌登育歌態を観察し同時に5％硫化ナトリウム加PII8つ，2％葡萄糖

高層寒天に移植して菌生存の有無を確めすこり

　實験に使用せる大試験管は勿論之に附属するゴム栓，ガラス管等は豫め滅菌しだる

ものを使用せり

　翻照試筆ごしては一にはガス膿を以て置換せさる室氣メヂウム中に於ける本菌の斜’

面培養を行ひ一には大腸菌に就て同標ガス膣を以て塞氣を置換せるメヂウム中に於け

る斜面培養を行へり

　（』）窒素ガスを以て室氣を置換しπるメヂウム中に於けるゼフィヅス菌の斜面培

養

　前記實験方法に從ひボンペン中の窒素ガスを無菌的に前記大耳験管内に通しメヂウ

ムか窒素ガスによりて充分に置換せられナ釣ご認むる時に大試験管挿入のガラス管の

ロを密閉し前記の方法により37，。48時間斜面培養を行ひ第三十表に示せる結果を得セ

b即ち

　（1）窒素ガスを以て室氣を置：曝しセるメヂウム中にビフィヅス菌の斜面培養を行

ぶこごは可能にして更に移殖試験によりて：本尊の登園し來る結果を以てしても本菌の

窒素ガスメヂウ単離に於ける斜面培養上の菌の登育生存は確實なり　但し本斜面上の

登育の程度は嫌氣性高層培養に於ける登育に比較すれは良好ならす　掃墨方法の改良

によりては一層良好の登育を見るやも計り難し

　（2）　ビフィヅス菌は室氣メヂウム中に於ける斜面培養には絶樹に登育不能なり

　（3）故にビフィヅス菌の登育に曝しても亦窒素ガスは大なる影響を及ほさす之に『

反して室氣は大なる障碍を與ふる事確實なり
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　　　　　　　　　第三十表
ビフィヅス菌の窒素ガスメヂウム中に於ける斜面培養試験成績

’ 隊磁瀬［ビフイヅ噛触菌株i森フ響ス覆三部三三

空氣メヂウム中の斜
面培養嚢育 一 一 一 十

窒素ガスメヂウム中
ﾎ面培養嚢育

十 ．十『
十 十

硫化ナトリウム加嫌
?ｫ高層培養の獲育

十 十 十 十．

十 十’ 十 十

　（4）封照

の大腸菌も窒

素ガスメヂウ

ム中に登育良

妊なるか室氣

メヂウム中に

於ける斜面培

養に比較すれは登育精々不良なるか如し

　（ゴ炭二種以て猟を置換したるメヂウム中に於けるビフ、ヅ噛の斜面培養

　前記實鹸方法に從ひボンゼン中の炭酸ガスを無菌的に前記大試験管に通し時々マヅ

’：チめ火を輸して大試験管内に附随せる他の小孔ガラズ管に鯛れしめ一三め直：に消ゆる

持を以てメヂウムか充分炭酸ガスによりて置換せられたるものこ見徹して大試管瞼挿

入のガラス管の口を手早く密閉して前記37／48時間斜面培養を行ひ第三十一表に示せ

　　　　　　　　　　　　第三十一表　　　　　　　　　る結果を得すこ

　　　．ε・・ヅ噛のガスメヂウム中に於ける緬壌識蝋　
り購

騙鶴齢鶴儲庸ヅ瀬奇轟藻
空氣メヂウム工め斜
面培養に於けろ獲育

炭酸ガスメヂウム中
の斜面培養に於ける
登育

硫叱ナトリウム加嫌i
氣艦高層培養に於け
る嚢育

移植培地に於ける機
育

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　（1）ぜフ

ィヅス菌は淡

酸ガスを以て

室氣を置換し

ナこるメヂウム

中に於て斜面

培養を行ふ事は可能にして移殖試験によbて本四の襲回し來る成績を以てするも本菌

の炭酸ガスメヂウム中に於ける斜面培養の登育生存は確實なり但し本斜面培養に於け

る登育の程度は嫌氣性高層培養に於ける登育程度良好ならす三三方法の改良に依りて

は一層登育の良好を期し得るもの、如し『’

　（2）　ぜフィヅス菌は樹照試験の室魚メヂウム中の斜面培養には絶封に登下せす

　（3）故にピフィヅス菌の三千に炭酸ガスは大なる影響を及ほさ、るか如レ
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．（4）樹照試瞼の大腸菌も炭酸ガスメヂウム中に於て斜面培養可能なり但し空氣メ

ヂウム中に於ける斜面培養に比較すれは登山の程度は稽不良なるか如し

　（三）水素ガスを以て室氣を置換しすZるメヂウム中に於けるピフィ’ヅス菌か斜面培養

前記質瞼方法に從ひボンペン中め水素ガスを無荊的に前記大試験管に通し時々マ。．．

チの余盗を大寄瞼管に附随せる他の小孔ガラス管に鯛れしめ共面貌か漁火する時を以

てメヂウムか充分水素ガスによbて置換せられセるものこ見回しで大試験管挿入のガ：

ラス管の口を手早く密閉し前記の方法に撮る37，。48時間培養を行ひ第三十二表に示す

か如き結果を得セリ　即ち

　　　　　　　　　　　　第三十二表1　　　　　　　　　　　．．　（1）　ピフ

　　ビフィツズ菌の水素ガスメヂウム中に於ける斜面培養試験成績　イヅス菌は水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素ガスを以て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室氣を置換し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナこるメヂウム、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中に出て斜面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培養を行ふこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご可能にしで

隊磁瀬1山醐株ビフィヅス菌 P林
菌　橡

ビフイヅス菌 ｡譜菌藻

空氣メヂウム中の斜
ﾊ培養に於けろ獲育 一 一 一 十

水素ガスメヂウム中
斜面培養に於σろ獲 十 十 十 十

胃

硫化ナトリウム加嫌
氣性高暦培養に於け 十 十 十 十

ろ螢育

移植培地に於ける嚢
ﾝ 十 十 十 十

移殖試験によbて本菌の登育し來る成績を以てして本菌の水素ガスメヂウム中に於け

る斜面培養の登育生存は確實なり但し本斜面培養に於ても登育は嫌氣性高層培養に於・

ける駿育に比較すれは不良なり而して實験方法の研究改良によりては今一層良好の成’

績を暴け得るもの、如し

　（2）　ピフィヅス菌は樹照試鹸の室氣メヂウム中に於ける斜面培養には絶樹に駿育：

せす

．（3）．
ﾌにビフィヅス菌の蚕育に封しては水素ガスも亦大なる悪影響は及ほさ、る．

・こピ確實なb、

　（4）劉照試瞼の大腸菌も水素ガスメヂウム中に於ての斜面培養可能なり室氣メヂ隔

ウム中に於ける斜面培養の螢育ご水素メヂウム中に於ける斜面培養の螢育ご比較する．、

ビ爾者の間に大なる差異は認められす
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　（四）硫化水素ガスを以て室氣を置換しπるメヂウム中に於けるビフィヅス菌の斜

面培養

前記實験方法に1從い登生装置より硫化水素ガスを無菌的に前記大試験管の小孔ガラ

メ管より通し胃酸鉛に浸し紀る紙片を大試験管に附随せる小孔ガラス管に燭れしめ黒

漫する時を以てメヂウムか充分硫化水素ガスによbて置換せられたるものピ見傲して

大門二丁挿入のガラ．ス管の口を手早く密閉し前記の方法による37・。48時間斜面培養を

行ひ第三十三表に示せる結果を得たり　即ち

　　　　　　　　　　　第三十三表　，　　　　　　　　　　　　　（1）　ビブ

　ビフィヅス菌の硫化水素ガスメヂウム中に於ける創面培養試瞼成績　イヅス菌は硫

ビフィヅス菌ビフィヅス菌ピフィヅス菌大腸菌
多田菌株山内菌株林菌株林菌株

，空氣メヂウム中の斜
面培養に於ける曇育

硫化水素ガスメヂウ
ム中斜面培養に於け
ろ襲育

硫化ナトリウム加高
層培養に於ける登育

移植培地に於けろ登
育

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

化水素ガスを

以て室氣を置

換しナこるメヂ

ウム中に於て

斜面培養を行

ふこビ可能に

して移植試験によりて本菌の登育し來る成績を以てしても硫化水素ガスを以て室氣を

置換しセるメヂウム中に於ける本菌の斜面培養登育生存は確實なり而して實瞼使用の

ガス膿の内硫化水素ガスを以て室氣を置換し把るメヂウム中に於けるビフィヅス菌の

螢育は最良好にして菌禮の大さも増大し染色亦佳良こなり異染小膿亦著明に認め得へ

く硫化水素ガスは本菌生活に好影響を及ほすものなbε認めナ釣爾硫化水素ガスを蓮

しセる培養基は恰もレフレノγ氏の血清寒天の如き色澤を呈せり但し嫌氣性高層培養に

於ける本菌の登育に比較すれは本斜面培養に於ける本菌の登育も精々劣るもの、如し

他のガス醗の實験に於て述へπるか如く實験方法の改善によりては諸種ガス膿メヂウ

ム中に於ける斜面培養上に於て本菌の登育をして一層良好ならしむるこピを得へし

　（2）　ビフィヅス菌は樹照試験の塞氣メヂウム斜面培養には継封に登育せす

　（3）本菌の畿育に野して室氣は悪影響を及ほすに反し硫化水素ガスは寧ろ好影響

　　を及ほすもの、如し
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　（4）樹照試瞼の大腸菌も硫化水素ガスメヂクム中に於て斜面培養に於ては他のガ

ス膿に於ける場合より菌の登育良好なb

　（五）アム毛ニアガスを以て室氣を置：閉しすこるメヂウム中に於けるビフィ．ヅス菌の

斜面培養　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　前記實験方法に從い登生装置よリアムモニアガスを無菌的に前記大試験管に池しラ

クムス赤色試験紙を大試験管に附随せる他の小早ガラス管に興れしめ同試験紙の青膨

する時を以てメヂウムか充分アムモニアガスによりて置換せられセるものご見倣し前

記：方法による37。，48時間斜面培養を行ひ第三十四表に示す結果を得ナこb　即ち

　　　　　　　　　　　〕第三十四表　　　　　　　　 （1）ピフ｛

ビフ・ヅ噛のアムモ昌アガスメヂウム劇こ於ける斜面培養試験成績ヅス菌はアムモ　’

ビフィヅス菌　ピフィヅス菌　ピフィヅス菌　大　腸　菌

多田菌株山内菌株林菌株岡部菌橡
空氣メヂウム中の斜
ﾊ培養に於ける獲育 輔 一 一 十

アムモ昌アガスメヂ
ウム中の斜面培養1二 一 一 『 一

於けろ襲育

硫化ナトリウム加嫌
氣性高層培養に於け 十 十 十 十

ろ襲育

鱒 一 一 一

ニアガスを以て

察氣を畳下しだ

るメヂウム中に

予ては斜面培養．

は不可能にしで

移植試験により

ても登育陰性なるか故に最初斜面に塗布せる菌も悉く死滅せるもの、如し

　（2）鉗照試験の室一日ヂウム中に於けるゼフィヅス菌の斜面培養上の門下も勿論

陰性なゲ

　（3）’即ちアムモニアガスは室氣叉は酸素等ご同等にビフィヅス菌の登育に悪影響

を及ぼすこご丁丁なり

　（4）劉照試験の大腸菌もアムモニアガスを以て下下を置換しだるメヂウム中に於

ける斜面培養の不可能なるこεはぜフィヅス菌に於ける成績ご同rにしてアムモニア

ガスは大腸菌の螢育にも有害なるこε確實なり

　　　　　　　　　　　第九章　ビ7イヅス菌の血清學的研究

　ピフィヅス二巴ビフィヅス菌ε同時に分離培養基に現出する他の嫌氣性菌ごの間の菌

；種判別
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　ビフィヅス菌ご腸内病原菌ごの問の菌種判別及ひビフィヅス菌株相互間の分類を行

ふ目的を以て凝集三二，沈降三二及ひ補膿結合反回に就て本研究を行へり

　　　　　　　　　　　第一節　ビフィヅス菌の凝集反回

∫本二二に使用せるピフィヅス菌は多田・三三・長谷川・松井・片山・山内・三島・黒瀬・河’

ロ二二の10菌株にして各菌株の5％硫化ナトソウム加PH8．0，2％葡萄糖寒天叉は同

ブイヨン37。，49時間培養よb生理的食二水菌浮游液を作るごきは各菌株共に皆自家

凝集二二を現はせり

　菌株によりては自家凝集反回の程度著明ならさる事あり殊に菌浮游液か濃厚なる場

合に菌株によりては往々にして自家凝集三冠を見逃し易きこごあるも一定度の稀鐸俘

游液ε：爲す時は著明なる自家凝集反回を管む事實を認めたり乃ち本四の凝集反癒實験

を行ふに先ち豫備試瞼こして本菌の自家凝集反回の菌被凝集性を除去せんピして三つ

山田氏㈹か嗜酸桿菌に就て行ひだる方法に随ひビフィヅス菌の2％葡萄糖ブイヨン浮

游液を作うしか同様に各菌株何れも自家凝集反懸を螢むを以て次に渡邊氏㈲か赤痢鍵

性菌に就て行ひたる方法に櫨り0．1％，0．2％，0．4％，1．5％，3．0％，6，0％等の各低張二丁

水の本菌浮游液を作りしか各菌株何れも依然ごして自家凝集反慮を現し最後に蒸三水

を以て本四浮游液を作りすこるも逮に本四の自家凝集性を除去するこビ不可能なりき且

つ試に本四の免疫血清ご生理的食盛水叉は0．3％食藍水叉は2％葡萄糖ブイヨン菌浮

游液の各に就て凝集反底を行ひ37’二二に2時間置きπる後翌日凝集反慮の結果を槍

査する時は凝集反回の結果生理的食盤三二も好都合なりしか菌浮游液のメヂウム如何

に拘らす何れの揚合に於ても菌株によりて500倍乃至5000倍迄は著明なる凝集反慮

を螢み右倍敷の稀鐸以下も二度にて然かも同程度の凝集反慮を現はし偶登性凝集反回

の場合ご同様に劉照の食三水葡萄糖ブイヨンに於ける浮游液のみに於ても凝集反回を

螢み叉健常家兎血清，分離嗜酸桿菌免疫血清，分離大腸菌免疫血清，チフス菌免疫血清の

各免疫血清に樹しても本菌は偶登性凝集反癒を現し本菌の凝集反回は勿論吸牧試験も

之を實行ずる事不可能なる事を確め遽に本二二を中止せう徒って本菌の分類到別等を・

凝集反慮を以て行はんこするは不可能なるか或は不適當なりご推論す尚分離大腸菌及

ひチフス菌はピフィヅス菌免疫血清に蜀し何れも50倍以上の稀鐸に於ては凝集反雁陰
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性にして副凝集素を認むる能はす分離嗜酸桿菌はピフィヅス菌と同様に自家凝集反慮を

管む性朕強固にしてピフィヅス菌免疫血清ごの商あ凝集反慮を行ふ事も亦不可能な♪

　　　　　　　　　　　第1＝節　ビ7イツス菌の沈降反慮

　（一）細菌性沈降素血清

　實験使用の各菌株培養を以て家兎を免疫し試三二血により沈降債最高に達しすこうε

認むる時全採血を行ひて得ねる免疫血清に就て本試験を行へb

　（二）細菌性沈降元の製法

　分離せるビフィヅス菌，アチドフィーノレス菌，大腸菌の各菌種5％硫化ナトリウム加PII

8・0，2％葡萄糖ブイヨン37。，14日間培養をペノレケフェノγド濾過器にて濾過して得ナZ

る透明なる濾液を氷室に保存し實瞼に臨み之を取り出して使用せり

　（三）沈降反慮術式

　重層法に從ひ室温に10分間艀置しすこる後結果を到回するこご》せb

　（四）實験成績

　本實駿の三三成績は之を一括して表示せは第三十五表の如・し

　（1）ビフィヅス菌株に就て試瞼しすこる庭に於ては各回株間の沈降反癒は沈降乖稀

騨5倍以下に於て陽性を示すのみなりき

　（2）　ビフィヅス菌は健常家兎血清に樹しても沈降元1倍稀鐸に於て沈降反鷹陽性

ごなり從って健常家兎血清中にはぜフィヅス菌に劉する健常沈降素を含有するものな

るか叉はビフィヅス菌の沈降反慮か特異性を示すものなるかを疑はしむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　〈3）　ビフィヅス菌はアチドフィーノレス菌及び大腸菌の各種免疫血清に劉しても沈降

元稀騨1倍に於て沈降反慮陽性なり・

　此成績のみを以て考れはアチドフィーノγス菌及ひ木腸菌かビブイギメ菌に劉して類厨

沈降反癒を表すか如く見ゆるもアチドフィーノγス二二ひ大腸菌の各菌種ごピラィヅス菌

免疫血清この間の沈降反回は全然陰性なb

　從ってピフィヅス菌の沈降二丁は寧ろ非特異性のものこ認めらる

　ぐ4）故にピフィヅス菌の菌株分類及ひ本菌ご他菌冠の問の菌種診漸に沈降反慮を

二二するこごは不適當なり　　…
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　　　　　　　　　・第三十五表
ビフゼヅス菌，アチドフィーノレス菌及ひ大腸菌の各種免疫血清

に封ずる1交叉的沈降反癒試瞼成績

勘

　　　沈降元

ｾ降豪

ビフイ

dス菌
ｾ降元
R内

，，

ｷ澤

，，

ｼ井片山

，， り多田 ，，

武｣川

，，・

ｷ谷
，，

ﾑ
　輻島 ，，

ﾍ口

アチド
ﾛ沈降
ｳ　林

，，

?ﾈ

，，

R田

大腸菌

ｾ降元
ｪ部

，，

e
ビフイヅス菌 2 1 2 2 2 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0
沈降三二清山　　　内

，，　　盤　　　澤 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

，，　　松　　　…浄 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

，・　　片　　　山 3 1 1 5 1 1 1 1 1 2 0 0 0 0 「0

，，　　多　　　田 1 1 1 2 3 1 1 1 1 2 0 0 0 0 0

・，　　黒　　　瀬 1 1 1 1 1 1 1 1　’1 1 0 0 0 0 0

”　　長谷川
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

”　　　林 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 0 0 0 0・ 0

”　　　漏　　　島 1 1 1 1 1 1 ’1 1 1 1 0 0 0 0 0

，，　　　河　　　ロ 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 0 0 0 0 0

アチド菌沈　　　　林降素血清

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 1 1 0 0

”　　川　　　妻 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ：1 2 2 1 0 0

，，　　　山　　　田 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 0 0

毒塁欝岡　部 1 1 1 1 1 1 1 1 ・1 1 0 0 0 10 1

，，　　菊　　　地 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 2 10

健常家兎血清N（L1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

，，　　　　　N（L2 1 】 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

　　　数字に最高沈降反十度な示す

　（5）　アチドフィーノγス十二ひ大腸菌は何れも特異性の沈降反慮を管むかアチドフィ

ーノγス菌は沈降元5倍稀鐸以下大腸菌は沈降元10倍稀鐸以下に於て沈降反回陽性なり

　　　　　　　　　　　第三節　ビ7イヅス菌の補盟結合仁王

　　　の　（一）免疫血清

　凝集反回及ひ沈降反回に使用せるビフィヅス菌，アチドフィーノγス菌，大腸菌及ひチ

フス菌の各菌株高度免疫血清を一十に臨み56。，30分加温非動性になして使用せり

　（二）　アンチグン．

’ピフィヅス菌及ひアチドフィーノレス菌は硫化ナUウム加PH8．0，2％葡萄糖ブイヨン

48時間培養を逡心沈澱なし沈渣菌0．1c㎝を生理的食盤水20ccmに浮瀞し大腸菌及ひ

チ’ tス菌は普通塞天斜面24時間培養3今金耳を10ccmの生理的食睡水に浮瀞し各菌

椋菌浮游液の反慮を中性に修正し56。，30分加温しナZる後氷室に保存し實験に臨み必・
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要：菌量を使用せり

　（三）　補醗

　山山毎に新鮮健康毛ノγ毛。ト3頭乃至4頭より採血分離せる血清を混合し使用補膿

量測定試験を行ひ10倍二品の右血清0．3乃至0．5を使用せり

　（四）高作血球

　山羊血球にて免疫せる溶血贋1200倍の家兎免疫血清を56。，30分加混して活動性に

なしナこるもの4三位を以て旧作しナこる山羊血球を使用せり

　（五）ビフィヅス菌の町上結合反雁豫備試験

　（甲）使用菌量測定画一（第三十六表）

　ビフィヅス菌山内・丁丁・松井・片山・多田・黒瀬及ひ長谷川の7菌株を使用し各菌株に

就て前記菌浮游液を作り共0．3ccm，0．2ccm，0．1c（m，0．08ccm，0．05ccm，0．02c㎝，及ひ0・01ccm

を1列7本の小試瞼管に配布し各試験管に前記補膿の2軍位を0・5ccm加へ食盛水を

以て全量を2。5ccmとなし37。に1時間置き更に前記4軍位旧作血球0．5c㎝を追加し

再度37。に2時間置きて後菌浮游液のみに依りて補禮を結合する程度を観察し完全

溶血を來す試瞼管の次の試瞼管の1／、菌量を本試験に於ける菌使用量として第三十六

表に示す成績を得たり

　　　　　　　　　　　　第三十六表　　　　　　　　　　　　（乙）使用血
　　　　ビフィヅス菌の補禮結合反慮使用菌量測定試験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清量測定試瞼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第三十七表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピフィツズ菌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内・盛澤・松弁・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片山・多田・黒瀬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及ひ長谷川の7

菌株の各免疫血清及ひ健常家兎3頭よb得ナZる＄種の健常血清とを非動性にしセるも

のを用ひ各血清に就き0．5ccm，0．3ccm，0・lccm，0・05ccm，0。03ccm，及0．02ccmの血清量を1

列6本の小試瞼管に配布し2軍位の補燈0・5ccmを加へ食盤水を以て各試験管の全量を

2．5ccmビなし37。に1時間置き次に4三位戚作血球0．5ccmを各試験管に追加し更に

り．5

bCm 1鰭 1馴
O．1

@，，

l　U．08　　，， lO．Oδ　　，， 　0．02P　　，，
1　0．01　　，●

菌使用量

ビフかヅス菌
@　　山　　内

で廿 柑 廿 十 一 卿 一 一
0，025

”　堅　　澤 構 愉 竹 十 出 駒 一 一
0，010

，，　松　　井 1皆 汁 十 一 一 鴫 一 一
0，040

・，　片　　山 i什 桁 汁 十 一 一 隔 一
0，025

”　多　　田 廿｝ 惜 寸ゼ 十 剛 一 一 一
0，025

”　無　　瀬 1廿 廿 寸t 士 一 鞠 一 一
0，025

”　長谷川 i什 董珪 廿 十 一 『 一 一
0，025

σ
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37。に2時間置きて後血清のみによbて補膿を結合する程度を観察し完全に溶血を起

す最初の試験管の次の試験管に含める血清量を補膿結合反二本試験に於ける使用血清

量こなし第三十七表の如き成績を得セリ

　　　　　　　　　　　　第三十七表　　　　　　　　　　　　　　　（六）　ビフ

　　　　ビフィヅス菌の補髄結合反例使用血清測定試験成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヅス菌補鐙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結合反回本試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　験’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲）　ピフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィヅス菌ご同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菌株免疫血清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごの闘の補膿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結合高慮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回心方法

　面面隠滅によりて使用菌量及ひ使用免疫血清量を測定し得忙るビフィヅス菌山内・豊

澤・松井・片山・多田・黒瀬及ひ長谷川の7菌株を使用し二品菌株のアンチゲン及ひ免疫

血清相互間の補髄結合反慮及ひ豫備試瞼に於て血清使用量を測定せる健常家兎血清ε

ゼフィヅス菌アンチグンこの間の補髄結合反懸を行べり

　實験方法は型の如く免疫血清を0・3ccmより0・00001ccm迄を含む様に各試験管に配

布し各菌株アンチゲγを各列の試験管に別々に加へ2軍位の補禮0．5ccmを各試瞼管

に加へ食三水を以て各丁台管の全量を2・5ccmご爲し37。に1時間置：き4軍位戚作血

球0．5ccmを加へて更に37。2時間置きて後上膣結合反慮の結果を槍査せり

　實験成績

　：本二二の成績は第三十八表に示せり即ち　　　　　　　　　　　　　　　・

　（1＞噛ビフィヅ．ス菌は同菌株間に於ては可成り強度の補膿結合反慮を螢み菌株によ

りて其程度を異にせり、

　片山菌株の如きは血清量0．00001ccmの稀粋に於てさへ陽性1こして最も反回弱き菌

株黒瀬及松井に於ても尚血清量0・003ccmの稀鐸に於て陽性なり

各菌　　血清量橡免疫血清

鑑 0．5

C，

0．3

C・

α2

C，　・

0．1

C，

0．08

@

0．05

C，

0．03

C，

血清
g用量

ピフイヅス菌
ﾆ疫血清　山　内

寸セ 十 爾 一 一 一 一 一
0．2

”　　盟澤 十 ± 日 一 一 一 一 一
0．2

，，　　唇弁 十 一 口 一 一 一 一 一
0．3

”　　　片　山 十 土 一 一 一 一 一 一
0．2

，，　　多　田 ± 哨　　　．

一 一 一 句 一 一
α3

，，　　撫　瀬 士 一 一 一 一 一 一 一
0．3

”　　　長谷川 十 一 一 一 一 一 一 一 α3

劉照家兎健常血清　　　　No．1

土 一 一 一 一 　 一 一
0．3

No2 士 闘 一 一 一 一 一 一
0．3

No．3 一 一 一 一 一 一 一 一
0．5
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　（2）雪白試験こして健常家兎血清ごぜフィヅス菌この間の補角結合千慮は何れも

血清量0．3cc㎞の稀騨に於て陰性にして健常家兎血清中にはビフィヅス菌に封ずる補膿、

結合性の抗膿を証せさる事を認めセb　　　　　　　　　　、　　’∴

　　　　　　　　　　　　　　　第三十八表

　　　　　ピフィヅス菌の同菌株免疫血清に樹女る補燈結合上戸試験成績

ccm

0，310．1

@　，，

0．05

C，

α03

E，

0．01

C，

0，005

C，

0，003

C，

α001

E，，

0」0005

@，，

α0003

@，，

0．OOO1

@，，

0LOαP5

@，，

0．000σ3

@，，

0．003Dl

@，，

ゲン種類　＼

ビフィヅス菌
ノアンチゲン
h　山　　内

世 i汁 廿 汁 廿 廿 汁 廿 十 十 十 十 十 一

”．盛　　澤 i什 廿 廿 骨 廿 寸『 十 十 一 一 一 一 一 一

”　松　　ヲト 寸r 骨 廿 宝島 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一

”　片　　山 1廿 惜 i什 揖 廿丘 什 i廿 1廿 1什 寸セ 寸r 十 十 一

”　多　　田 柵 i什 欝 惜 廿廿 f汁 ｛1｝・ i廿 廿 汁 十 十 士 一

，，　黒　　瀬 廿 廿 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一
幽　層

，，　長谷川 廿｝
廿 十 十 十 ÷ 十 ± 一 一 一 一 一 一

健常家兎血
清量 o．5 0．3 0．1 0．05 0．03 0．01 0，005 0，003 0．00［ 0．0005 0．0002 0．0001 0．009D5 0．ODOO3

アンチ
Qン種類

CCm ，， ，， ，， ，， ，， ，，
電　，，

，，　　・ ，， ，， ，， ，，
　

ピフィヅス菌
アンチゲン
@　山、　内

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 偏 一 一

”　盟　　澤 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

，，　松　　井 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一　　　　　．

一

（乙）　ピフ｛．ヅス菌ご十二の異菌株免疫血清この間の補二十二三癒

賓験方法

前實験ご益然同一に付き之を省略せb

　　　　　　　　　　　　第三＋九表

　　　　ビフィヅス菌の異菌株免疫血清に旧する三一結合反癒試験成績

　　血　清　量

；ゲ　血
チン嵭ﾞ溺種類

山　内

盟澤
松　非

片　山

多田
黒瀬
長谷川

長谷川

黒瀬
多田
隈　ヲト

璽渾、
山　内

片　山

0．3

CCm

寸t

十

十

寸t

十，

十

．i†

0．1

，，

十

十

十

廿

．十

．十

十．．

0．05

，，

十

二

十

十

十

十、

0．03

，，

十

十

十

0．01

り

士

十

十

0．00δ

，，

十

0．003

，，

0．001

，，

0．0005
｝，

0．0003

1’

αdoO1

，，

0．03GO5

，，

0．00〔鵬

，，

0．（欺）01

，，
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　賓験成績

　本實験成績は第三十九表にして知嚢株間の補膿結合知慮は同菌株間の夫れに比較す

れは陽性度大いに弱く血清量0・05ccm以下の演繹茂に於てのみ陽性なる成績を得たり

乃ち補膿結合反慮を慮用してビフィヅス菌の菌株を分類し得る事確實なり

　（七）　ピフィヅス菌ご他の腸内菌種この間の菌種鑑別こしての補膿結合反慮

　豫備試験

　（甲）アチドフィーノレス菌，分離大腸菌及ひ腸チフス菌の各菌種使用量測定試瞼

　アチドフィーノγス下林山田及ひ川妻菌株，分離大腸菌，岡部及ひ菊地菌株，腸チフス菌

No・1及ひNo・2雨菌株を使用し前記實験方法に從ひ各菌株の補髄結合反癒使用菌量

を測定せり

　其成績は第四十表に表示せるか如し

　　　　　　　　　　　第四十表　　　　　　 （乙）アチ

　　　アチドフィーノンス菌，大腸菌及チフス菌の十二結合反癒使　　　　　ドフィーノレス

　　　用量測定試瞼成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菌，分離大腸

　　　　菌　量
アンチゲン種癒＼＼

アチドフィールス菌

　　　秣
　，，　　山　　田

　，，　　川　　妻

大腸菌　　岡　　都

　，，　　菊　　：地

チフス菌　　　No．1

　　　　　No．2

脇

廿

壮

十

十

十

十

03
，，

十

十．

十

十

十

十

0．2

十

十

；

十

0．1

　

出

00S
，，

0．05

，，

002
，，

001
，，

菌使用量

0．04

0．025

0．05

0．05

0．1

0．U4

0．04

五玉ひ腸チフ

ス菌の各菌株

免疫血清の使

用血清量測定

試瞼

　アチドフィ

ーノレス菌，分離大腸蓉底ひ腸チフス菌の各菌株に就て使用菌量測定試験に於けるご同

菌株の免疫血清を使用し前記實験方法に從ひ各菌株免疫血清の補膿結合反慮使用量を

測定せb本實験の成績は第四十一表に示せり

　：本試験

　（甲）　ビフィヅス菌ご他の腸内菌株免疫血清ξの間の補血結合反論試駿（第四十二表〉

　ビフィヅス菌山内・盛澤・松井・片山・多田・黒瀬及長谷川の各菌株ごアチドフィーノγス

菌林山田・川妻の3菌株，分離大腸菌岡部・菊地の2菌株及腸チフス菌のNo．1及No．2
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　　　　　　　　第四十一表
アチドフィーノレス菌，大腸菌，及ひチフス菌補禮結合高慮

使用血清蚤測定試験成績

血清量 0．8 0．5 O．3 0．2 0．1 0．08 ．0．05 0．03 血　滴
血清　　種類 ccm ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， 使用量

アチドフィルス菌

ﾆ疫血清林
≠

十 一 鞠 一 一 一 一
02

9　　　田　田 寸セ 十 十 一 一 一 一 一
0．1

”　　川　妻 十 十 一 一 一 一 一 一
0．2

大腸菌免疫血清　　　　岡　部

十 ± 一 一 一 一 一 一
0．2

，，　　菊　地 十 十 一 一 一 一 一 一
0．2

チフス菌免疫二二　　　　No．1

十 十 士 一 一 一 一 一
0．1

，，　　　Nσ．2 十 十 十 一 一 一 一 一
α1

の爾菌株の各

菌株免疫血清

この補回結合

反慮を前記實

験方法に随ひ

て實施して第

四十一表の實

瞼成績を得た

）即ちビフィ

．ヅス菌に回し

てはアチドフィーノレス菌免疫血清か最高度の二丁結合反慮を螢み血清量0・03ccmの三

脚に於て陽性なるものあれ共大腸菌の免疫血清は血清量0．1ccmの稀騨試験管に禁で

のみ補艦結合智慮を螢み腸チフス菌免疫血清は全然補膿結合反慮を螢ます且アチドフ

ィーノγス早耳ひ大腸菌免疫血清のゼフィヅス菌に封ずる補膣結合反慮はビフィヅス菌同

菌株間の補膿結合聖慮に比較する時は僅に陽性度低き類属反慮を螢むものなることを

留め得へし

　　　　　　　　　　　　　　　　第四十二表

　　　　　　　　ビ巧ヅス菌のアチドフ4一ノγス菌，大腸菌及チフス菌

　　　　　　　　免疫血清に樹する補膣結合反癒試験成績

夏蚤・晶謹撫＋＋一…一　…　　一一一
，，堕1澤　　，，　山田　十　　＋　　＋　　隔　　一　　『　　一　　一　　一　　一　　一　　　　一

，，松井 ”　川妻 十 一 一 一 一 一 夢騨 一 一 一 一 一 一

，，多田
大腸菌菟疫
倹ｴ　岡部

一 一 陶 一 一 一 一 一 一 一 一 一

，，黒瀬 ”　菊地 士 一 一 噌 一 一 鮪 一 一 一 一 一 一

，，片山
チフス菌免
u血済No・1 口 一 一 陶 一 一 一 一 一 一 一 一 一

”　多田 ，，　No。2
一 一 一 一 一 一 一 両 一 一 一 　一q 一

（二）他の腸内諸菌種εビフィヅス菌免疫血清この間の補膿結合反慮試験（第四十三表）

、
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　アチドフィーノγス菌株川間・林・山田3菌株，分離大腸菌岡部・菊地の2菌株及ひチフス

菌No．1No．2の2菌株を使用し以上各菌株アンチゲンごビフィヅス菌山内・盤澤・松

ジ毛。多田・黒瀬・片山及長谷川の各菌株免疫血清この間の補膿結合反町を前記實瞼方法

に從ひ實施して第四十三表の實瞼成績を得すこり

　　　　　　　　　　　　　　　’第四十三表
　　　　　　アチドフィーノγス菌，大腸菌，及ひチフ．ス菌のビフィヅス菌免疫

　　　　　　血清に封ずる補膿結合反慮丸丸成績

　　ビフィヅス菌
　　　免疫血清
勘　・
駕　類掃轟二一

アチドフ
｛ルス菌

　林
，，山田

”　川妻

大腸菌

　岡部
”’e地
チフス菌

　No．t

　No．2

、9；萱

ビフイヅス
菌免疫血清
山　　　内

　”　盤澤

　，，　松井

　”　多田

　，，　黒瀬

　”　片山

，，長谷川

十

十

十

十

十

土

。；1

十

十

十

十

十

騨

十

十

士

“13

亡

。禦 α1璽 料 亭1
a。。。5iα。。。3

・レ
α0Q01 幣 騨

　即ち使用3菌株アンチゲソの内にてはアチドフィーノレス菌アンチゲンかビフィヅス

菌免疫血清に心して可成り高度の補禮結合反慮を螢みアチドフrノγス菌山田菌株ア’

ンチゲンの如きはピフィヅス菌株，盤澤菌株，免疫血清に坐｝して血清量0．03ccm稀高度迄，

陽性反回を示す

　次に大腸菌アンチグンもビフィヅス菌免疫血清に謝して補膿結合反慮を螢み最高度

の補膿結合反癒を螢むものは大腸菌岡部菌株アンチゲンごビフィヅス菌多田菌株免疫．

雌・の間の蔚然鉱油1・し電フ・ヅス菌嫉蝉量α05ccm解迄雛な．リ

　チフスアンチゲンはビフ4ヅス菌免疫血清に封してチフス菌株No．1のアンチグンか

ビフィヅス菌免疫血清量の稀輝に於て補膿結合反懸（±）にしてチフス菌株No．2アン

チゲンはぜフィヅス菌免疫血清：量0．3ccmの稀繹に於ても陰牲＝なり而レてアチドフィーー

ノレス’ﾛ及ひ大腸菌の各菌株アンチゲンのビフィヅス菌免疫血清に興する補禮結合反臣

の程度はピフ，ヅス帯同菌株間の補膿結合反癒の程度よ搦雌って補膿円鱗卿こ

よ』 閧ﾄビフィヅス菌の他腸内菌株アチ’ hフ4一ノγス菌犬腸菌及ひチフズ菌ごの菌種劃肌
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　　　を行ふこご可能なり　　　　　　　　∴　　　　　　　．．’

　　　　　　　　第十章　ビフィツズ菌の動物試験（ビ7イヅス菌

　　　　　　　　　　の毒性の有無に關する實験）

　ビフィヅス菌か動物に樹して毒性を有するか否かを知らんご欲して實験動物こして

マウス，毛ノレモット，ラヅテ及ひ家兎を使用し爾本菌の外劉照εして分離大腸菌及ひ腸

内病原菌，腸チフス歯等に就きて實験せり即ち各菌株培養の一定量を動物の腹膣内，耳

艀脈内野は胃内に邊入して経過日歎10日間に亘りて動物の三重の愛化生死の有無解

剖的の所見等を観察し以て動物に樹する毒性の有無を検査せり

　　　　　　　　　　　　第一節　マウスに於ける試験

　實験方法．

　ビフィヅ．ス菌は5％硫化ナトリウム加PII8．0，2％葡萄糖寒天37。，48時間培養のユ／1。及

ひ1／、白金耳生理的食瞳水菌浮灘液及ひ5％硫化ナトリウム加PH8．0，2％葡萄糖ブイ

ヨン37。，48時間培養の0・5ccm及ひ1・Occmを使用し菌一門たる分離大腸菌及ひチフ

ス菌は夫れ干れ普通斜面塞天24時間賠養の1ノェ。及ひヲ、白金耳を用ひ別に硫化ナトリ

ウム加ブイヨンの野州毒性試験εして右の5％硫化ナトリウム加PH8．0，2％葡萄糖プ

ィヨンの1ccmを使用せり是等を各四重類似の健康マウスの腹腔内に注射し注射後経

過日歎10日間に亘って四重の菱化其他動物の外見状態を観察し菌株により動物の艶

死しナこるものに就ては直ちに解剖を行ひて解剖所見を瞼査し同時に艶死動物の心臓よ

り分離培養を行ひて死因を確定せり

　實験成績

　本實瞼成績は第四十四表に示すか如し

　（一）　ビフィヅ菌株4門門験マウス4四頭のみの門門に於ては本菌の硫化ナトソウム

加葡萄糖塞天培養の1／m乃至1／、白金耳食盤水浮游液及ひ同プィヨン培養の0・5乃至1。O

ccmマウス腹腔内注射は観察期間10日間に及ふも動物に劃して燈：重の鍵化は勿論其

他何等見るへき影響を認めすヌ劉照試瞼の硫化ナトツウム加葡萄糖ブイヨン1・Occm

注射に於ても動物は影響を受けす即ちピフィヅス菌はマウスに劃して毒性を有せす

　’（二）菌劃二丁瞼其一ごして分離大腸菌普通斜面塞天24時問培養1／1。乃至1！5白金・
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　　　　　　　　　　　第四十四表

ビフィヅズ菌のマウスに甥する毒性の有無を試験し柁る成績

動物

菌液． 裁察期間に於ける動物髄重の憂化 暢
解剖的所見1

番號 菌　種 投與菌液量
投興部位 咽・1咽・陣1即1XI・1躯・1咽・ 鯖

ビフイヅ 硫化ナトリウム加 瓦
No．1 ス菌 葡萄糖塞天48時間 腹腔内 2L5 21．7 21．9 21．9 22．0 21．8 生

盟澤 培養11コ065e

，，2 同　　菌
@多田

同　培　養
@　1！56se

至， 14．5 144 13．2 12．4 12．5 13．0 生

硫化ナトリウム・
，，3 同　　菌 加葡萄糖ブイヨ ，，

20．0 19．9 20．5 20．0 19．0 19．7 生
片111 ン48時間培養　　　α5ccm

，，4 同　　菌

@黒瀬
，，

@　1．0㏄m
，，

20．0 20．0 19．0 19．7 19．2 19．5 生

，，5 大腸粛
@岡部

普通斜面寒天24時間培養1！10醜

，，
2L5 22．2 22．4 22．1 21．9 19．2 生

，，6 同　　菌

@菊地
，，

@1ん6se
，，

18．5 18．5 18．0 17．5 17．9 17．9 生

冬淋巴腺肥大内繊特1：腸管

[血脾臓腎臓
，．7

チフス菌　N。01 普通斜面寒天培養　　　1／ユ06se

，，
20．5 19．5 死 死

肥大充血心騰
撃諠潟`フス

，，8
同　　菌　No．2

，，

@1／5δse
，， 20ρ

11／Xn
死

菌分離す
@同　上

硫化ナトリウム加
，，9 葡萄糖ブイヨン ．，，

20．5 20．0 19．5 19．7 19．7 20．0 生
1．OCCm

耳をピフィヅス菌の野合ご同様に注射し槻察しπる所に於ても分離大腸菌のヴウスに

封ずる毒性を謹明し得す

　（三）樹鳥影瞼其二εしてチフス菌普通寒天斜面24時間培養を7、。乃至工／、白金耳

．をビフィヅ酸菌の場合ε同様に注射し観察しすこる結果に於てはチフス菌の1／1。白金耳

注射に因りてマウ・スは注射後4日目に発死レ同菌1／、自下血注射に因りてはマウスは

注射後1日目に整死す而して麗死マウスを剖検するに何れも内臓に一定の憂化を認む，

即ち腸管脾臓腎臓の著明なる充血ご各淋巴線の肥大ごを謹明し雨マウスの心巌よリヂ

’フス菌分離を行ひて雨マウスの死因はチフス菌なるこεを確定せり

　　　　　　　　　　　　　第二節　毛ル毛ヅトに於ける實験

　、實験方法

　ピフィヅス菌5％硫化ナトリウム加PH8．0，2％葡萄糖でイヨン37。，48時間培養0．5

，1ρ，2．0ヌ1は3．Occp1を使用せり菌劉照試験ごしては分離大腸菌及ひチフス菌の各普通

斜面塞天37。，24時間培養1／、。乃至ユ／、．白金耳を用ぶ別に硫化ナ事リウム加葡萄糖ブ
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イヨンに因る毒性有無に封ずる封照試瞼こして同ブイヨンの3．Occm量を使用せり是

等のものを新田重類似の健康毛ノソ毛ット腹腔内に注射し注射後経過同歎10日間に亘

bて膿重の鍵化其他動物の外見朕態を観察し菌株によbて動物の麗死したるものに就

ては直に解剖を行ひ同時に演武動物の心臓より分離培養を行ひ舜因を確定せり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　實験成績

　　　　　　　　　　　　　　　　第四十五表

　　　　　ビフィヅス菌のモノレモ。トに回する毒性の有無を試験したる成績

観察期間に於けろ動物千重の外側

・叩…レ2／…11・！・・ll・6！xlI118／xl・1・・！…

韓
　　解剖的所見．
臨

ビフイヅ 硫化ナトリウム加 瓦
No。1 ス菌 葡萄ブイヨン48 腹腔内 325．0 30a．0 335．0 320．0 315．G 305．0 生

盤澤 時間培養0・5c㎝

　2
同　　菌

ｽ田
，，

@1．Cccm
，，

315．0 310．0 305．0 305．0 315．0 310．0 生

，，3 同　　菌

ﾐ山
，，

@2．Oc㎝
，，

320．0 310．0 300．0 29δ．0 285．0 280．0 生
内臓に輕度の
[血な見る他

，，4 同　　菌

武｣
・，

@3．Oc㎝
，，

305．0 30α0 290．0 2Sづ．0 275．0
19／XH

死
に愛化なし心
沍撃諠潟rフ
Bヅス菌分離

，，5 大腸蔚
@岡部

普通斜面寒天24時
ﾔ培養ユ！106se

，，
330．0 330．0 310．0 315．0 300．0 290．0 生

陰性

，，6 同　　菌

@菊地

，，

@1！56se
，，

290．0 2SO．0 275．0 265．0 265．0 260．0 生

，，7
チフス菌　Nα1 ．　，，

@　　1！10εse
，，

321．0 300．0 死 死 淋巴腺肥大

，，8
同　　菌　Nα2 ，，

@1！56S軌
，，

325．0 死
一

硫化ナトリウム加 ，

，，9 葡萄糖プィヨソ
@　3．Occm

，，
30〔LO 295．0 300．0 2ひ0の 285．0 285．0 生

　本實験成績は第四十五表に示す如き結果こなれり

　（一）　ビフィヅス菌4株モノγモジト4匹のみの實験に於ては本菌の硫化ナトワウム加

葡萄糖プィヨン0．5乃至2．Occmの注射に因うて槻察期間十日間に及ふも極めて僅かに

膿重の減少を認むるの他動物の外見上の朕態に於ても同勢見るへき鍵袖なし只本菌の

右培養3．Occmを注射しセるモノγモ．ットの注射後日数の経過に從ひ次第に膿重の減少を

i來ナこし注射後9白目に蝿死しセるを以て之を解剖して槍査せしか内臓諸器官に輕度の

充血を認めだるのみにて特種なる病竈其他著しき憂化を船見し得す直ちに心臓血より



116 佐 藤

分離培養を行◎しかビフィヅス菌は勿論他菌をも謹明するこε不可能なりき一方硫化

ナトリウム加葡萄糖ブイヨン3．Occlnを注射しナこ樹照モノγモットは観察期闘10日間は

勿論夫れ以後に於ても騰重其の他にも著しき鍵化なく生存を繊績し陀るを以て右の艶

死モノγモットの死因はゼフィヅス菌にても無く術硫化ナトリウム．加葡萄糖ブイヨンの

みに因るものにても無く動物の適性及ひ垂目の生活状態不良等の爲め等により自然衰

弱死亡せしものご解決せり即ちビフィヅ系菌は屯ノレモジトに帯しても毒性を有せす

　（二）分離大腸菌1／1。乃至ユ／、白金耳注射によbてもモノγモットは観察期間10日間

に於て多少薬嚢の減少を見るのみにて著るしき影響を受けさるものの如し即ち分離大

腸菌も屯ノレモットに嬉しては毒性を示さす

　（三）チフス菌は注射量1ん隠金耳によりて注射後4日目にモノレモットを艶死せし

め注射量1／、自画耳によりては注射後2日目に動物を麗死せしむ從ってヂフス菌はモ

ノγモツトに空しても一定の毒性を現す尚発死モノン毛ット2頭を解剖して瞼査するにマ

ウスの揚合ε略々相類似し各淋巴腺，腎臓及ひ脾臓の輕度の肥大，内臓諸器官の輕度の

充血殊に腸管，肝臓，脾臓及ひ腎臓の充血を謹明せり

　　　　　　　　　　　　第三節　ラヅテに於ける實験

　實験方法

　ピフィヅス菌5％硫化ナトソウム加PH8．0，2％葡萄糖ブイヨン37。，48時間培養

0・5，1・0，2．O　ccm乃至3．Occmを，叉菌樹冠ざして分離大腸菌及ひチフス菌の各普通斜面

寒天37。，24時間培養iの1／ユ。乃至ユ／、白金耳を使用し別に硫化ナトソウム加葡萄糖ブイ

旨ソの毒性に墾｝する封照試験ごして5％硫化ナトリウム加PH8．0，2％葡萄糖ブイヨン

3．Occmを使用し是等を各藩重類似の健康ラッチの腹腔内に注射して注射後経過日数10

日間に亘りて膿重の白化其他動物の外見朕態を観察し動物生死の有無発死動物の解剖

所見及ひ心臓血より菌分離等に就き調査せり

　實験成績

　本気験の成績は第四十六表に諦めすか如し

　（一）ピフィヅス菌4株使用ラッチ4匹の實瞼に於ては本菌の硫化ナトリウム加

PH8．0，2％葡萄糖ブイヨン0・5乃至3・O　cc夙の注射に因りては観察期間10日間に及ひ輕
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　　　　　　　　　第四十六表

ビフィヅス菌のラジテに幽する毒性の有無試験しナこる成績

動物

菌　液 観寮期間に於けろ動物盟重の愛化1 購
番長 菌　種 投興！菌液：量

投與部位 脚融融國卿陣 蹄
解剖的所見

ビフィヅ 硫化ナトリウム加 天
Nα1 ス菌 葡萄糖ブイヨン48 腹腔内 290．0 280．0 277．5 270．0 255．0 250．0 生

早漏， 時間培養0・5㏄m

，，

2祠多田菌 ，，

@1．Occ耽
275．0 265．0 250．0 250．0 240．0 235．0 生

，，3 同　　菌
@片山

，，

@忽Oc㎝
，，

255．0 245．0 240．0 250．0 Z25．0 2セ0．0
生

，，4
同　　菌
@黒瀬

，，

@3．O　ccm
，，

260．0 235．0 220心 230．0 205．0 205．0 生

，，5
大腸菌

@岡部
聾通斜面寒天24時
ﾔ培養1！100se

，，
250．0 235．0 220．0 215．0 205．0 200．0 生

，，6
同　　菌

@菊地
，，

@1／56se
，，

270．Q 260．0 250．0 255．0 240．0 225．0 生

，，7

チフス菌　No．1
，，

@1！コ0δse ，，
275．0 260．0 2550 240．0 240．0 235．0 生

，，8

同　　菌　　No　2
，，

@1んδse ，，
270．0 240．0 235心 225．0 225の 210．0 生

硫化ナトリウム加
．，9 葡萄糖ブイヨン

@　　3．Occln
，，

265．0 240．0 735．0 220．0 215．0 215．0 生

度の膿重減少を見る外に何等著るしき影響を認め得す勿論封照試験に於ける右硫化ナ

トリウム加葡萄糖ブイヨン3・Occmのみを注射しナこるラ・プに於ても見るへき鍵化・な

し即ちビフィヅス菌はラッチに樹しても毒性なし

　（二）分離大腸菌も注射量ヲェ。乃至1／5高金耳に於てはう。テに引して観察期間10

日間に於て毒性を示さす

　（三）チフス菌も注射量1／ユ。乃至1／、自金面に於てラッチに体して観察期間10日間’

に於て毒性を謹明するこご能はす　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　第四節　家兎に於ける實験

　二士方法

　ビフィヅス菌5％硫化ナトリウム加PH8．0，2％葡萄糖ブイヨン37。，48時間培養1・0

乃至3・Occm並に分離大腸菌及ひチフス菌の各普通寒天斜面24時間培養の1／、。白金耳

を各髄重類似の健康家兎の静脈内に注射し或は滅菌カヲーテノレに撮bて胃内挿入を行

ひ菌投與後経過日歎10日間に亘りて動物の艦重の鍵化其他の朕態を観察し動物の生

、
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死の有無発動動物の解剖及ひ心臓血よりの菌分離等の槍査を行ひだり

　別に5％硫化ナトリウム加PH　8・0，2％葡萄糖ブイヨン3・O　ccm・を家兎の静脈内又は

胃内に與へて培養基のみによる毒性の有無につき劉照試瞼をも行へり

　實験成績

　本實験の成績は第四十七表に示めすか如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第四十七表

　　　　　　ビフィ・ヅス菌の家兎に封ずる毒性の有無を試験したる成績

1一　…鑑欝欝三篶差響解剖…
No。1

ビフィヅ
X菌’盛澤

硫化ナトリウム加
駐ｸ糖ブイヨン48
條ﾔ培養1・Occm

耳静脈

@内
　瓦
Q200．0 2650．0 寧375・o

1230似0
卑250．0 2280．0 生

　2
同　　菌

ｽ田
，，

@3．O　ccln
，，

2390．0 2250．0 23CO，0 2310．0 2290．0 2300．0 生

，，3 同　　菌
@片山

9，

@1・Oc㎝
胃内 2370．0 2360．C 2390．0 2410．0 2390．0 2315．0 生

，，4 同　　菌
@黒瀬

，，

@3．O　ccm
，，

23S5．0 2150．0 2185．0 2200．0 2230．⑪ 2210．0 生

，，5 大腸菌

@岡部
聲通斜面寒天24時
ﾀ培養1／106se

耳静脈

@内
2415．0 2300．0 2390．0 25CO．0 2415．0 2410．0 生

，，6 同　　菌
@菊地

，， 胃内 2390．0 2350．0 2350．0 2340．0 2355．0 2350．0 生

，，7
チフス菌　No．1

，，

耳静脈

@内
2365．0 2320．0 2310．0 2250．0 2200．0 2215．0 生

，，S
同　　菌　N、2

，， 胃内 2335．0 2230・012210・0 2380．0 2380．0 2390．0 生

硫化ナトリウム加
，，9 葡萄糖ブイヨン 1乎静脈内 2375．0 2370．0 2365．0 2370．0 2370．0 2375．0 生

aO　ccm

，，10
，， 胃内 2380．0 2150．0 2160．0 216e．0 2正55．0 2145．0 生

、

　（一）ゼフィヅス菌株使用家兎4頭の實験に於ては本菌の5％硫化ナトソウム加

PH　8・0，2％葡萄糖ブイヨン乃至3・O　ccmの家兎静脈内注射叉は家兎胃内挿入に因りて

は観察期間10日間に及ひて輕度の自重減少を見る外何等著るしき’影響を認めす三っ

てピフィヅス菌は家兎に劃しても毒性を有するこごなし

　麗麗の硫化ナトリウム加葡萄糖ブイヨンも家兎に樹して毒性を及ほささるこε勿論

なり

　（二）　分離大腸菌も静脈内注射，胃内挿入塗れの方法によbても菌投與量ユん白金耳

以内に於ても家兎に封して毒性を謹明せす
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　（三）．チフス菌も静脈内注射，胃内挿入干れの方法によりても菌投興量1ん自門耳以

下に於ては家兎に解して毒性を謹明せす

　第十量に於ける實験の総括

　著者の賓験を行ひπる範園に於てはビフィヅス菌はマウ．ス，モノレモ。ト，ラッチ及ひ家

兎に樹して毒性を現さす

　　　　　　　　　　　　　第十一章　結　　　　論

　硫化ナトリウムを癒晒して分離培養を行ひπるビフィヅス菌に就きて細菌學的並に

血清學的に研究し次の結論を得ナこり

　（一）　硫化ナトリウムの慮用に就て

　硫化ナトフウムを慮用しピフィヅス菌の分離培養を行ふ時は本菌含有の緑乳見糞匝

より例外なしに本菌を容易に分離するこごを得且つその登生著るしく良好にして又迅

速なb最も登育良好なる揚合に於ては培養13時間に於て本菌の聚落登生を明らかに

認むるこεを得世代移植培養に於ても硫化ナトリウムを加へさる培養に於ては登育次

第に衰へ漸次死滅し行ぐものなるか硫化ナトフウムを加へπる培地に於てはかかる事

なく盛なる登育を繊績し細菌學的血清學的の實験を行ふこご容易なb硫化ナトリウム

加培地に於けるビフィヅス菌は之を加へさる培地1こ於ける：本菌に比較して生物學的並

に化學的の作用も迅遠にして且盛なり　　　　　　．

　（二）ビフィヅス菌の一般細菌學的の性状はテイッシエーの記載せるものに大膿に於

て一致す

　（三）　ビフ1ヅス菌の登育要約に關する實瞼に就て　一

　　（1）本菌の登育に劉する最適水素イオン濃度はPH8．0なるかPH3．0より1’Ill2．0

　の水素イオン濃度に於て登育生存可能なり

　　（2）　ビフィヅス菌は25。乃至27。以上同41。迄の培養温度に於て登育可能なる

　か最適培養温度は37。なり

　　（3）　ピフィヅス菌の登育ご榮養素ごの關係に就きて観るに本菌は盤類のみを以

　て養ふこご能はす且盤類ご含水炭素のみを以てしても之を養ふこε不可能なり而し

て本菌は盤類ε蛋臼質又は蛋白質分解物質特にアミノ酸のみを以て之を養ふこご可
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能なb含水炭素は蛋白質叉は其分解物質の存在のもとに於てのみ本菌の榮養に利用

せらる

　　從て本菌の榮養基質は蛋臼質にして含水炭素は補助榮養物質なb但し基質榮養物’

　：質蛋白質のみにては本菌の登育極めて不良なるか之に補助榮養物質即ち含水炭素を

　加ふる時はその四丁著るしく良好ざなる

　　本菌の野僧に向ひ蛋自質は合成蛋白の方適當にして分解の進みπる蛋白分解物質

　に至る程榮養債不良こなる之に反し含水炭素に於ては分子の軍簡なる糖類の方榮養

慣良好なう即ち本菌の榮養物質こしては軍糖類最良好にして重糖類は之に次ぎ複糖

　類は最も不良なb

　（四）　ビフィヅス菌の群生酸度に断て

　グノレ’コーゼ，ガラクト中割，ヅノγシット，レ’ヴローゼ，ソノγビジト，マンニット，マノントーぜ，

う㌧ハローぜ，ラクトーぜ，デキストリン，グソコーゲン，スヲフγケ及ひイヌリンの内本菌

によbて分解せらるる糖類はグノレコーぜ，ガラクトーぜ，レヴローrゼ，マンニ。ト，マノレト

一洗，サ〆・ローゼ，ラクトーぜ及ひデキストリン等にして糖類分鰍こよりて運嚇する酸

度はグノγコーゼの場合か最も多く最高RH4・6の水素イオン濃度に相當する酸を登生す

　（五）　ビフィヅス菌の蛋白質及ひ含水炭素新陳代謝に就て唖蝉の交献に反し硫化ナ

トリウム加培地に於ては本菌により蛋丁零は化學的にも相物の獲化を受くるこ冠を本

新陳代謝實験によりて数學的に耳語するこごを得殊に含水炭素中本菌の榮養に最効果

ある葡萄糖の存在に於ては蛋自質は本菌によりて一層盛なる鍵化を受く

　　（1）蛋世帯代謝に就て凱察するにゲラチン培地に於てはビフィヅス菌培養3日

　目泡は蛋自質窒素を減少せしむるか贈れ以後に鞭ては反って之を増加す葡萄糖ゲテ

　チぞ培養に於ては培養3日乃至5日目迄はゲラチン培養に於けるよりも強度に蛋白

　質窒素原を減少せしむるか馴れ以後に干ては増減に大差なし即ち本菌により蛋自質

　は分解合成の雨作用行はるるか如し

　　（2）ボソペプチード代謝に就て槻察するに本甲はゲラチン培養に於てはボリペ

　チチード窒素原の憂化に大差なしグノレコ」ぜゲラチン培養に於てはその増加甚し

　　，（3’〉『アミノ酸代謝に就て観察するに本菌はゲラチン培地に予てはアミノ酸窒素
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原の開化に列なる影響を及ほささるもグノγコ即断ゲラチン培地に於ては早智の濁る・

菌株に因bアミノ酸窒素原は培養3日目に既に極度に壇加し後漸次減少す’

　（4）アムモニアの登生に就て観察するに本組のゲラチン，グノソコ縄墨グラチソ

各々培地に於τも培養10日目にして僅かにアム，毛ニアを登生するのみなり

　（5）　グノレコーゼの清化に茂て観察するに翼廊によbグノγコ」ぜはグノγコーぜゲ

ラチン培養に於て培養3日目に極度迄分解せられ夫れ以後には分解除b進むこεを

認めす

　本菌の或る菌株は大腸菌よbも強奪にーグノγコーゼを分解する能力を有す，

（ムノ、）　ビフィヅス菌の抵抗性に総て

　（1）本土は感度の酸塩ひアノγヵりに能く抵抗す細菌ご比較實験を試みテこる菌株

は分離したるアチドフ4一ノγス菌，大腸菌，葡萄歌球菌及ひ腸内小球菌の外に實験室

保存のチフス菌，コ1！ラ論及ひ赤痢菌等の病原菌なるか：PH3．0の水素イオン濃度に」

相寵する強酸性メヂウム中に於て能く抵抗して螢育し得る菌株は本菌ごアチドろ

一ノレス菌のみにしてPH12．の水素イオン濃度に西窓する強アノレカリ性メヂウム中に

於て能く抵抗し登比し得る菌株は本宅のみなりき

　（2）本態の消毒藥に封ずる抵抗性に調て本島は3％クレゾーノレ水及ひ7％アノγ

コーノレに止しては作用時間1分時に於て既に抵抗力を失ふも．5％石炭酸水に覚して

．匿作用時間1分時迄は僅かに抵抗し手篇の昇迎水に画しては作用時間10分時迄は

能く抵抗し生存し登通力をも保存し作用時間30分以上に及ひて初めて死滅すチフ

ス菌に比較して本菌の各清字並に封ずる抵抗性は遙に聾し

　（3）本四の三三に樹する抵抗性に於ては病原菌の温熱に回す乙抵抗性ε相似た

る成績を得55。，30分の加熟によりて本菌は完全に死滅す，

　（4）本紙の室氣及ひ酸素ガスに封ずる抵抗性に於ては本瓦は塞氣酸素ガス何

れヒも作用時間24時間迄抵抗するか融融の登育に向っては空調及ひ酸素ガスは何

れも一定の悪影響を及ぼし室氣に於ては作用時間6時間以上に於て酸素が冬に於て

は作用時間3時間以上に填て本菌の登育を阻止す

　（5）’共他の諸種ガス艦に樹する本営の抵抗性に於ては窒素ガろ炭酸ガス，水素
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　ガス及ひ硫化水素ガスに附しては作用時間』24時間に於ても術能く抵抗し生存し登

　勢力を保存ぜb猫bアムモニアガスのみは作用時聞6時間以上に於て本菌の抵抗力

　を奪ひ去り登育不能に略入らしむ

　（七ンビフィヅス菌の諸種ガス膿を以て腸線を置換しすこるメヂウム’中に於ける斜面

培養に就て

　窒素ガ．ス，炭酸ガス）水素ガス，硫化水素ガスの何れのガス髄を三七室氣を置換し把

．るメヂウム中に於ても本菌の斜面培養は可能なり就中硫化水素ガスメヂウム中に於け

る本菌の斜面培養の登育最良好なり

　猫リアム毛ニアガスを以て室氣を置換しセるメヂウム中に於ては無菌の斜面培養は

ネ：可能なり各實聖画に於・て樹照試験を行へる空事メヂウム中に於ける本菌の翁面培養

も一封に不可能なり

　（入）　ピフィヅス菌の血清學的研究に就て

　　（1）　本菌の凝集反慮

　　本塁は如何なる方法を以て菌浮游液を作るも強度の自家凝集皮磨を螢み凝集反慮

　吸牧試瞼何れをも實施するこご髄はす從って凝集反癒によりて本菌の菌株分離及ひ

　他菌株εの菌株診臨等の實駿を行ふこご不可能なり

　　（2）　本菌の沈降回歴1

　　本菌はアンチゲン稀騨五倍以下の沈降反軍を悔むか健常家兎血清及ひ他の菌株例

　へは分離せるアチドフィーノレス菌及ひ大腸菌免疫血清に喧しても沈降反癒を警むか

　之に反してアチドフィーノンス菌及ひ大腸菌は本四の免疫血清に回しては沈降反懸陰

鴨性なb本甲の沈降辛辛は非特異性のものこ認められ沈降反響により本菌の菌株分離

　，及ひ他菌株ごの間の菌株聖別を行ふごεは不適當なり

　　（3）本四の補膿結合弓懸

　　本志は相當に強度の然かも特異性の補膿結合反慮を替む補膿結合反慮にようて本

　菌の菌株分類は勿論他菌株例へは分離せるアチトフィー♪γス三三ひ大腸菌實験室保

』存のチフス菌と本菌ごの菌株劃別可能なり

　く九）ピフィヅメ菌の動物實鹸に就て
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本菌はマウス，モノレモット，ラッチ及ひ家兎の各種動物に樹して毒性を回せす

終に臨み竹内敷授の懇篤なる御指導に曝して謹んで謝意を表す

　　　　　　　　　　　文　　　　献　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　1）　∠憂6％8以‘ゐ；　Jahrbuch£Kinderheilkunde・1886・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，

　　　　　　　睾）伽勧鋤3；Wiα1．　Med．　Wochen曲鵡1900。

　　　　　　　3）　　％3〃・3　La　Hore　intestinale　des　nouτrissons．1900。

　　　　　　　4）　．云「o虚！あ；　Centralblatt　f；Bact。　1901，1坦．29．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　5）　　茄ゐ〃；　Zeitschτift’LHアgiene，1903．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ．　　　　　　　　　6）　乃〃。π3　Centralblatヒ£13act．1907，8d．43．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　7）　　」物ム∫；　Zeitschri庇LHygiene，190δ．

　　　　　　　8）　0妙。！劾σ；　Centralblatt　f；Bact。1902，　Bd．32．
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　　　　　　　11）　ノC∂詑〃z；　C信ntralblatt　f；Bact．1908，　Bd．47．

　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　12）　　」彫‘〃ゐ8；　Cen毛ralblatt　L　疎ct・190S，　工工　Abt●　］Bd。尊～1・

　　　　　　　13）　．∫螂e〆；　Centralblatt　L　Bact．1903，13d．479

　　　　　　　14）　　」94∫ヵπ；　Zeitsch∫i仕£正lygiene，1914，　Bd．77．

　　　　　　　15）　2協惣；Morphologlsche　u・biologisclle　untersuchungen髄ber　Darmbakterien　des　S蕊ugling鍔，　Jal】rbuch　L

　　　　　　　　　Kinderheilkunde，1905，　Bd．61，．S．687，　u．870．
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・　　　　　　19）　ク袖1寿〃σ朋；　Elne　n3コ口　Methode　der　Kultur．　d。　anaδrober　Bユkt．　Centralblatt　L　Bact．1．　Al）t．

　　　　　　　　　Bd．　1，　1887●
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　　　　　　　27）渡班；赤痢菌の攣性に凱’も　衙生還傳染病學雑誌　第20懸第3號大正十三年



肺炎双球菌に櫨ろ過酸化水素生成1：關すろ研究　（第」報） 125

肺炎双球菌に擦る過酸化水素生成に物

する研究（第」報）

技

技

　　　　　　　　　　　　　　二

三一章　緒　　言

第二章　實瞼方法

（一）　　肺炎双球菌株

（二）　　肺炎双球菌の毒力保存及上昇

（蔚　　空申酸乗供給寧

（四）　　生成過酸化水素の定性及定量

第三章實瞼の部

　第一覆　肺炎双球菌の各菌株二三毒力の

　　　　差違に披ろ溺酸化水素生成能力

　　　　鐡
第二項賑双球菌酪P川・於け樋

　　　　酸化水素生成能力試瞼

　第三項　肺炎双球菌の各種血清加培養基

　　　　申に於ける廻酸化水素生成能力

　　　　試論

師’ ｲ
手　小

藤

西

彼　作
州　　雫．

　次

　第四項　肺炎双球菌に擦る各種アミノ酸

　　　　加培養基中に於ける過酸化水素

　　　　生成能力試験

　　附　　肺炎双球菌の牛乳培養基中に於

　　L　ける過酸化水素生成能方試瞼

　第五項　肺炎双球菌に擦ろ各種含水炭素

　　　　加培養基申に於けろ過酸化水素

　　　　生成能力試瞼

第六項溌1條肺炎双球菌の生理日食二水

　　　　：浸出液に忌み各種含水炭素液中．

　　　　に於ける過酸化水素生成能力試

　　　　験

第四章　総　　括
：文　‘

　　　　　　　　　　　　　　第一下緒　　　　言

或る一種の細菌を登育せしめ起ム培養基の無菌濾過液中に同種の暗躍は他種の菌を

植えナζる時其の菌の駿育を許宙するか否かに就ては興味ある問潭なり

　此の無菌濾過液中に植えセる菌の登育せさるか又は婁育阻害作用を受くる原因に回

して考究するに共の培養基のPHは菌の登育に不適當εなり髭るに櫨るものか叉は榮

養物質の消耗せるに基因せるものか其他種々の理由の存するあらんも其理由中の重要

なる項目あ一つは細菌登育培養基中に化學的あ細菌登育阻害牲物質の生成せらる、に

擦るものなる証し此の細菌登三二害性作用を有する物質は細菌に擦う培養基中の榮養

物質の分解又は合成によb℃生成せらるるものにし℃本物貯め存在するこごは夙に研

　　　　　
究者によbて注目せられすこる所なb
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　此の細菌町育阻害性作用を有する物質の生成に關する研究はMcleod　and　Govenlock，

（1921）（1）雨脚に刷り施行サられ起るを以て唯矢：ごなす爾的野學君㊧研究報告相融き以

て細菌化學の進歩の一助をなしたるものなり就中肺炎翠球菌に回しズ三三の登育阻害：

性作用を有する物質は比較的系統的なる研究施行せられたり

　小官等の調査せる文獄に解れは肺炎双球菌を嚢育せしめたる時生成する細菌螢育阻．

害性物質に關して最初の系統的なる研究は同しくMcleod　alld　Gordqn（2）雨氏に撫りて

實施せられナこるもめこす氏等は肺炎双球菌液膿培養基中に於て本菌及ひ他種細菌の登

育を阻害する物質の生成せらるる事を指摘し本物質は85。に於て始めて分解し黒化學

的に濃縮せるものは約4ゆ％の石炭酸ε同程度の殺菌力を有す共の細菌登育皿害解物’

1質は細菌に捗り生成する毒素及酵素ごに關係を有するものε思考し：Bacter三cidi11の名・

稽を附しゆ吏に本物質蹴較的軍纏る物質にして恐らqよ澱鉢素ならん隠

饗し化學的に其本質を謹明せ舅司氏等は血液寒天上に肺：炎翠球菌を登育せしめナこる時

呈する血色素の色層別化も亦同時に生成する過酸化水素に綴る事を指摘し爾本物質は

雪解のみなら．す他卿菌（例へをま、St・ept…ccu・・B・B・1ga・i・u・Brcidophydu・Coc㎝1型

のもの，Sarcinal型あもの）に於ても生成する事を報告せり構いてAvery，　Morgan，及．

Nei11氏等に撮りて詳細なる研究行はれ到り　即ち

　Avery及M・rgan（3）氏等は遇酸化物の生成には酸素の自由なる供給酔ひPeroxydase，

：Katalase叉は過酸化物を分解還元すへき物質の不在を必要こし其生成せる過酸化物は

不野卑にしでアノレカリ性叉は高温度に梁ては遽に分解せらる、を報告せり術ほ離婚等

は肺炎双球菌培養液の隅棚～菌の騨を阻害するは生成せる過馬脳く累に｛聯も．ρ

な：るも肺炎双球菌の肇育を皿害するは輝酸化水素に擦るよりも寧ろ榮養物質の消耗に

墓く；事を實験せり④

A…y・及、N・111（1’購は那　甥繭の雌及曙の新駅励て旭酸化螺の生．

成能力に差建ある事及嫌氣性培養後好氣性の朕態に穿て野冊イζ塵素を生成せし軟る時

の、FH及ひ影響の影響を實験せり…．　　　：，、　　　　　　　　　　　　　．

叉同氏等は本菌は膿汁培養基に於ても過酸化物ρ生成能力を有し潮岬菌の雄氣性液、1

膿培養の無菌エキスに潤ても室氣中に露出ずる時：再ひ過酸化水素を生成走るも其洗灘．
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無菌エキスに煽ては室氣中に露出するも過酸化水素の生成なく之に牛肉エキス叉は米

麹エキスを加ヘテこち時過酸化水素生成能力の恢復するを謹明せり即ち本菌の過酸化水

素生成能力は本絵の生活膿の有無に画せすして或る化學的物質に擦る一個の系統に撮

るものなる事を結論し（6）更に肺炎双球菌液膿培養に於ては過酸化水素の生成ご同時

龍メチーレレブラウ液を脆色せしむことを認め其の患者の作用は全く同一系統に存在

する事を謹明せり㊥　術ほ肺炎双球菌の溶血作用は本菌に擦bて生成する過酸化物及

，ひ有機物の高級酸化物に撮りて阻害せられ（8）』Oxyhemoglobinを分解してMetahemogレ

・。binを生成するは全鴎過酸化水素に振る事を詳細に記載せb（9）

　・小官等は以上の文面を両論し本問題に興味を持ち先つ共の追試を施行せるに共の實

二三の途中に於て前記交番に記載せられさる種々の疑問を生しナこるを以て之を解決せん

溢し以下の實験を途行せるものなり而して研究の進捗するに從ひ不可解の鮎盆々多く

翼め両面愈々深くなるを畳えたり以下小官等の懐きたる疑問の中歯解決し得たうご信

ずる事項及比較的由り得ナこる實験を第一報ごして鼓に報告せんεす

　　　　　　　　　　　　　第二輩’踏面方法

　（一）　肺炎双球菌株　本實験の爲に小官等の用ひナこる肺炎双球菌は東京帝國大學瞥『

’鹿部微菌學霊室保管の第1型，第2型，第3型及第4型の4菌株なり以後本文記載に於

て糟の第・乃至第4型は耳PIちPIIらPIVを以て暑記す1

　（二）肺炎双球菌の毒力保存及上昇　肺炎双球菌に振り生成する過酸化水素の量は

用ふる菌の生活力又は其菌量に撮り差違あるは明なる所なり故に以下の實験に於て生

漏せる過酸化水素の定量に於ては生活力及菌量：の一・定を期する必要上小官等は次の如

き操作を用ひ陀b

　肺炎双球菌は5日間の問隔を以て血液寒天に面面へ37。，21時間培養後室温暗所に

保存せう此新ナこに培養しナこる血液寒天斜面上の肺炎双球菌1壷金耳を取り血清ブイ

ヨン10ccmに植え同しく37。，24時間培養にて登点せしめすこる菌液を以て一定の画

趣度こせb叉肺炎双球菌の応力の上昇は常法に從ひ約20gのマウス通過を以てせう

　上記雨曝へに用ひナこる血液寒天はPH　7・7の普通寒天10ccmに新鮮なる家兎の脱繊

維血液0・5ccmを加へ良く混和し斜面こなし一夜謎謎雨中に放置し其の無菌なるを讃
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明せるものなb

，で定の菌濃度を得る爲に用ひナこる血清ブイヨンはPH7・7の普通ブイヨγ．10ccmに・

無菌的に探回せる馬血清0．5ccmを加へて製造せるものなb

　（三）室中酸素供給即席言記載の文獄に於て見るか如く過酸化水素Q生成には空一

中酸素の自由な1る供給を必要條件ざするは明自なる所なり而して過酸化水素生成明方

は供給せらるる酸素の量に暑々比例する事はAvery（3）三等の報告に族りて謹明せら

れすZる所なり故に小官等は以下の實駿に於ける好闘培養こしては滅菌三角コノγペン中・

に培養基を薄く敷き間中の酸素εQ馴初を良好ならしむる方法唱を採bにり叉Avery

（3）

％凾ﾌ方法に從ひ其培養基の全容量ご其室氣に接引すへき表面積εの比を以で

酸素供給傘を規定し以下の野牛に於ける過酸化水素生成量を比較するに便ならしめセ「

う

　Avery氏等の方法に篠れは1ccmの培養液の室触接燭表面積1．O　cm2なる時其酸素’

供給i率は1．00なり叉三際の室氣接鯛表面積0．5cm『叉は2。O　cm2『なる時は酸素供給率一

〇．5及2．0なう而して小官等の實瞼に於ける酸素供給傘は次の如し

　　　　　　　　　　　　　培魏・0・㎝の時の表蔽’　　其の螺供給傘
　　　　・径1・5c甲の試縮………・…………・・L79　cm2・●・”一’7…・●”●”……”…’α179

　　　50ccm　内容ρ）三角コノレペン・・・・・・・・・…　。∴…　23・70Cm2・・・・・・・・・・・・・…　。…　。・。・・・・・・・・…　‘・・・…　2・370

　（四）生成過酸化水素の定性及定量　肺炎双球菌の培養液中に於て生成せる菌両三1

、阻害性物質の性質に就き最初に得埋る知識は加熱叉はアノγカリ性に干ては不安定なる’

蔀及共の培養液中に乳朕の新鮮血液を加ふる時は西出を見る事な，b而して此の泡出す’

る氣禮は血液中のKatalaseに族りて生する酸素なる事を化學的に讃明せられ†め從

って培養液中には過酸化物の生成せる事を推定し以後諸卜者に櫨bて其過酸化水素な

為事を立謹せられナこり　　　　　　　　　F一

帯鱒騨澗ヒ欄醗瀧聯欲し年吻しす・聯嘩淑融
の化學反癒を施行せり些成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　第　二　表
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．肺炎糊に

1、耐熱試験（PI，　PHL7，普通ブイヨン島370，2塒間，37。）

ペンチヂン反慮に於ける培養基稀年度　　　－’

加熱温度 加熱時間
・［・［・い1・61・琴1・・1・・Si2561・与1・’1・…

850

　，，

　，，

　リ　　ヒ

95b

　，，

末 加

5

30

60

2壁
5

15

分

分

分

一・

引
分’

年

配

廿

十

出

国

三

略

出

世

世

，廿

廿

十

廿

廿

寸t

十

十

十

十

出

廿

廿

十

十

十

．十

十

士

十

十

士

土

士

2．高座蒸溜二二

ベンチヂン軍慮に於けろ培養液叉に蒸溜液稀丁度
蒸溜温度氣墜 時　間

・1 ・［ ・1 ・1 ・61 32 1・・ 1・28！2561・・21・・24

蒸　　溜 前 廿 廿 術 世 廿 廿 十 十． 土 一 一

7δo 1｝14㎝ll　3時間 一 一 一 一 闘 口 舗 噂 一 一 一

上　残 溜　液 寸f ｛汁 滑 柑 廿 寸t ，十． 十’ 士 一 一

850　　　14cm
1‘

條ﾔ 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一

，，　，　　　　　　，， 3時間 廿 十 ，十 十 士 一 一 嘲 一 一 一

上　残 溜　液 廿 骨 十 十 十 出 一 一 一 鱒 一

　　　、　．　P　　　化學・的試瞼
：L獅鮮家兎脱繊綿血1夜に劉す為試験1（PL　PH二三普通ブイヨン2・370・24時間137。）

右． 潔t注’加前・
右血液0．1（㎜注カロ

5分彷

ペンチヂン反磨に於ける培養液稀輝度

・1・1・回・・｝321・41・2・1・・6’【・・2i・・241備考

廿

土

廿’ テ什 ’董什 廿， サ 、十 十 出

盛il：泡出す

2一各試藥に封ずる實性寸寸　（ユ370，24E調37度）

ペンチヂン反慮に於ける培養基稀騨度隔
使用菌 培養基

・1・1・1・1・61321641・28i2561・・21・・2・

チ鷹
ｽ反

ク反
国髀

ｻ
カン

＃ｽ
後�I

べ青ル反

ｾ
ヨリ ワ反

i確i

早A

PI

PII

PIII

翼照

　　　　廿PH7．7

’普通ブ　廿

　　　　廿イヨ緊

廿

廿

世

世

柵

．寸t

廿

”

廿

寸
十、

十

十

十．

十

十

±

十　　士

1十　　士

廿　　士　　惜　士　廿　　廿

．寸ゼ　±　　廿　　士　　廿　　廿・

サ　　土　　廿　　士　　廿　　廿

黶@　：ヒ　　’竹　　圭　　一　　’一

．PI　IPH乳7睡ぼ悔董1圭廿悔1廿li＋し＋・し＋／壬t’一ll廿「＋1＋｛＋i：組廿



ユ30 佐・ 藤　　　・　　．小　　　h西　　・

PII 普通ブイ 廿 寸セ i什 縦 骨 寸f 十 十 十 士 一 廿 ± 十 十 廿 廿

PIII

ｱ照

ヨン＋米

鴻Gキス
y2％

汁一 惜一 梢●喝 廿一 汁． 十一 十一 士一
噌一 一一 一一

骨一 十一 十一 十士 寸f 廿一

PI PI17．7 廿 竹 i廿 竹 骨 十 十 士 一 一 一
十’ 十 十 士 骨 廿

PI1 誓通ブイ 骨 廿 1佳 廿 廿 十 十 ± 『 一 一 廿 十 十 士 † 寸セ

PIII
ヨン＋肉エキス

廿 董廿 廿 廿 十 十 土 一 一 一 一 十 十 十 土 竹 廿

欝照 2％ 一 一 一 一1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 出 一 一

翻昆轡型 柑 【野僧岡 1叶照徹

　上記の成績に擦れ感本歯に躁り生成する細菌登育阻害性吻質の一部は過酸化水素な

る事を確認せり耶ち85。・3時間にて沁めて多少分解9傾向を有レ95。・5分間にて全然

分解す高しく14・m二二にては85．にて始めて蒸溜す新鮮血液にては盛に泡出し化學

二二性丸亀態にては総へて陽性なり　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　i

　本菌に撮りて生成せる過酸化水素の定量は最初Mcleod　and　Gordo11（2）二等に篠りて

施行せられセる所にして本菌を10％血清ブイ戸ソに登育せしめ後ペプトン水を以て

稀鐸し60。，30分間滅菌後葡萄状球菌を植え其の登育を阻害する時の濃度を以て菌登育

温品物質の面一量せ撚綱も此油壷性作用涌する物質の澱小水漏る

事を謹明せられてより其の定量法も亦進歩し前定量法は歴史的の方法ごして文献に止

まるのみなり

　二酸化水素の定量法に於ては小官等日常使用する化學成書に於て見るも既に20数

種を箕す更に文献を渉猟する時は正確にして鋭敏なる定量法を登見せん然れこも其の

實施方法比較的煩雑にして小官等の細菌學試験室に於ては不適當なb故に小官等は

Avery（3）氏等に撮りて最初に使用せられ把るペンチヂン反慮を以て生成過酸化水素

を定量し先輩の試瞼成績ごの比較に上せり

　ペンチヂン二二に於ては前記Avery二等の新鮮末加熱馬鈴薯をPeroxydaseεして

用ふる方法及びRothe漁sser（ユ。｝氏の新鮮未加子牛乳をPeroxydaseこして用ふる方法

の2法あb

　Avery二等の方法は次の如し一生0．5ccmを小試験管に取b新鮮未：加熱馬鈴薯の一　，

小片（1mm×5mm）を：加へ1て槍腔中に浸漬し後新才こに製しナこるぺ■チヂンの氷酷酸飽

和溶液3滴を加ふる時植物組織中に青色の二色反慮を上し過酸化水素の濃厚なる時は
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下中に青色を漏出し稀薄なる野合には其の著耳蝉癒を呈するに歎分時間を要し且づ早

く消失するものなb

　Rothenfhsser氏の方法は次の如し即ち新鮮未加熱牛乳に6容量％の議題を加へて良

・く振盗し地厚に凝固せる蛋悪質を濾別し得†こる澄明微黄色を呈する濾液．80ccmに直

ちに30％の酷酸20ccmを加へて冷暗所に貯へPeroxydaseεして供用す，三三に際して

は瞼膿0．5ccmを小試験管に取り2％のべンチヂン酒精溶液3滴を加へ前記’Peroxy一

斗aseを：更に3滴注加し振量すれは液は鮮青色に無色す稀薄なる場合にば2－3分間後

に於て著質し樹照ご比較して其の陽性なる事を確定するを得へく本法に篠れは6，000，

・000倍まて反慮陽性なり

　Peroxydaseは馬鈴薯，牛乳の外に血清中に於ても多量に含有せらる’るは從來良く知

られす乙る所なり小官等は新鮮未開丁掛清中のPeroxydaseを牛乳より得たるε同様の

操作にて濾姦し前二法ご共に其向癒力の優劣を試験せるに其成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　第　二表

　　　　　　　　　各種Peroxydase反鷹鋭敏度比較試験成績表

0．04299重量％過酸化水素液稀繹度Per。xydase

ﾌ　種類
・．回・国・6132國・・S剛…1・…1・・4S1・・961・・92

反慮陰性にiなり？こ
骼桙ﾌ過酸化水素一に封ずろ稀繹度

馬　　鈴　　薯

香@　　　　乳

香@　血　　清

n　　血　　清

秩@　血　　清

世早世廿舌董廿 惜寸セ惜世廿｝

寸f

ﾉ構柵桁

廿f什i一寸「廿
十惜廿・廿廿 十世寸t廿廿 十廿廿廿廿 士廿十十十

一同十十十 一十十十十 一十士十十 一十脚士士 一士：一 ’：；：一 298，500

X，528，000

Qβ85，000

S，764，000

S，764，000

　右の表に於て見るか如く動物性Peroxydaseは植物性，　Peroxydaseよりも反癒鋭敏

7なる事を知りたるものなり即ち動物性Peroxydaseの中に於ては牛乳最も成績良好に

1して9，528，000倍に於て無慮始めて陰性こなり牛血清・馬血清・章典清之に’次ぎで大

i差なく馬鈴薯は其鋭敏度大いに劣るものなり　　　　　　　　　　　　　．

　而して小官等の以下の實月中に於て生成する過酸化水素は甚だ微量にしてRothen一

・血sse・氏法にて耳蝉性なる場合A…y氏等ρ方法にて反慮隣7ぶる事屡々7飽き即

ち其の母法にて得ナaる成績は甚すこ不同にして時には反劉の成績を得ナこる事あり回れと

も小官等は文献の成績ご一致せさる場合叉は比較し難き場合ありたるも其鋭敏度の大
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なるごPeroxydas6の使用三軍なるεにより専らRothe漁sser氏の方法を用ひて過酸

化水素を定量せり

一f苛ほAvery氏等は比較的なる標號を用ひて定量せ．り然れとも比較的なる標號は個

人性の加味せらるる事多くして正確に定量するに比すへきものあらさるなb小官等は

凝集反脚半の遍満稀司法を利用し過酸化水素を比較的正確に定量する事を得すこり其の

方法は次の如し

　前記の如くRothe蜘sser氏の方法に從へは0・0429三重％の過酸化水素液を4，096倍

に稀回する時即ち0．0000104重量％に至りて始めて反癒陰性ごなる事を知りナこり故に

他の揚合本法を利用して反切陰性こなりすこる時の槍膿の重量％は大約0．0000104なb

ご見て大差なかるへし故に今培養基中に生成せる過酸化水素を本法にて定量する場合

4096倍にて反磨陰性こなりたりとせは槍醗の過酸化水素量は0．04299重量％に相當す

　　　　　　　　第　三　表　　　　　　　　　　　るε同標に例へは32倍にて反二

　　　渦酸化水回定量用計算表　　　慮陰性こなりすZる時は左の表に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て0．0003353重量％の過酸化水一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　素を含有する事を知るものなb・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記の如く反癒陰性ごなる稀・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難度を知る時は左の表に於て其二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重：量％を速に計算する事を得る・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を以て以後の成績は其の稀鐸1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表を以て重量％の代用こなしテ乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　街小官等の定量法に振る計算1

量ご同時唖こ施行せるヨード法に櫨る計箕量ごを比較するに其成績訣の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　第四表

　　　　　肺炎双球菌に振り生成サる過酸化水素のペンチヂン反回に族る

　　　　　定量法友ひヨード法に振る定量法の比較試瞼成績表『

　　　　　　　　　　　　　　　（24’時…蘭　　370）

0・04299重量％標準 過酸化水素重量％ ペンチヂン反
過酸化水素液稀鐸度 （ヨード法） 磨定量用稀繹度

1 0．0429900 4096

2 0．0214950 2048

4 0．0107475 1024

8 0．0053737 512

16 0．0026868 256

32 0．0013434 12S

64 0．0006717 64

128 0．GOO3353 32

256 0．0001676 16

512 0．0000838 8

1024 0．0000419 4

204S 0．0000209 2

4096 0．0000104 1
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ベンチヂン反慮定量法 ヨード定量法 重　　：量　・％
培養基

酸素供給率 培養菌

培養基稀縄度・
・・1・1・1・i・6132164112・i・・61…

検盟
錦N・・馬Q31滴定籔（CCm） ベンチヂ

灯ｽ慮定
ﾊ法に擦
骭v算量

ヨード法

ﾉ擦る計

Z量
　　　　1PII7・7普

ﾊブイヨ

2，370

Q，370

O，179

O，179

PITg

oIITlo

oITg

oIITlo

廿廿背廿 什廿廿寸r

寸r

�¥十

十日十十 十十十十 十十士士 十十一一 ±十一一

一士価一 『一一一
49

S9

D49

S9

0．55

O．60

O．15

O．15

0．0013434

O．0026868

O．0003353

O．0003353

0．0023387

O．0025515

O．0006379

O．0006379

大腸菌ブイヨiン　　　十

ﾄ麹ニキス

�ｰ菌ブイヨ
刀@　　十

㏍Gキス
蜥ｰ菌ブイヨン　　　十’麹ニキス

A腸欝ブイヨン　　　十

�Gキス

2，370

Q，370

O，179

O，179

1，rrg

u1，IITlo

o工Tg

廿廿廿廿 寸f

��｡f

汁廿十十 寸r

P廿

¥十

十十十十 十十士土 十十一一 十十一一 士±一一
一一一一 49

S9

S9

S9

0．35

O．35

O．10

O．09

0．CO26868

O．0026868

O．COO3353

O．0003353

0．0014884

O．0014884

O．0004253

O．0003823

糊」牌λ

�Gキス

普@エキス

�Gキス

剛・・％2・370Pln」00・179PITgO・179PIITlo

廿汁蟻壁 十十廿廿 十十十十 十十十十 十十十十 ±出十十

一一±士 一一一一 一一一一 一一一一 4｛

S9

S9

S9

0．10

O．10

O．17

O．17

　　　　　噂O．000335310．0004253

O．00033530．0004253

O．00067170．0007229

O．00067170．0007229

　上記成績に於て見るに爾者殆んご一致せる結果を示せり

　小官等の考案せる稀男定量法にて野花る重量％は倍歎遽減法なるを以て化野的には

正確なるものとは言ひ難し然れこも本法に於ては槍禮少量にて足り操作簡軍にして比

較的正確に定量する事を得且凝集反胃等に多量に使用せらるる小試験管を試用せらる

る便宜を有するを以て細菌學的下戸には有利なる方法なりε信ずるものなり

　尚ほ牛乳よりのKatalaseを使用する揚合過酸化水素濃厚なる時は反って反慮微弱

なるものなb之か原因に關しτは今後の研究に待つへきものならんも小官等の稀繹定

量法に於ては些の不便をも威せさる所なb

　　　　　　　　　　　　　『第三章一斗之部

　　第一項　肺炎双球菌の各菌株及其の菌力差違に撮る過酸水素生成能力試験

　過酸化水素を生成する細菌は本旨のみに非すしてMcle・d（2）氏等の報告に篠れは本

菌の外連鎮状球菌，葡萄状球菌等外数種の菌に就き過酸化物の生成するを知りAvery

（3》

％凾ﾍ滅菌の型1，II，　III，　IVを含む7例及グラム陽性の病原性球菌（Strept㏄occus

Mucosus，　Staphyloc。ccus　Aureus，　Streptococcus　haemolyticus）に就き過酸化水素生成能

力を研究せり更に同氏等は肺炎：双球菌のStrain　R．及ひStrain　Gの生成能力を比較

、

）
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し後者の方優勢なるを報告せり

　小官等は以下の實瞼を施行するに當り大正十四年五月東京帝國大野徽菌學激室より

分與せられしPI，　PII，1’III，　PIVに就き其生成能力を比較せるに其成績第五表の如し

　　　　　　　　　　　　第五表　　　　　　　　此φ表に於て
　．肺：炎双蓉菌型再II・III・IVの過酸化水素生成能力試験成績表見るに璃PIIは

　　　　　　　（PH　7・7，普通ブイヨン　2・370，24時間，370）

培養基、稀繹　度
菌　橡

・1・1・1・1・6｝321641・・S
毒　　　　力

PI

oII

oII工

P）1V

計㌃

沛`世十

冊世廿士 廿†セ十一
十十±一 十十一向 ±土一一

一一一一 一一一一 1白金耳12時間

P白金：［口2時間

Q白金耳20時間

R白金：耳3日間

成績最も良好に

してPIIIは之に

次ぎ：PIVは生成

能力大に劣る’

　前記試験成績

は前記實瞼方法に櫨bて得ナこるものなb右4種の菌の中rllIは血液寒天斜面培養に

て興野へを績くる時其の菌をPII　7・7普通ブイヨンに培養の際次第に掴濁の度を写し鏡

即するに短桿菌様の型態を呈し其の過酸化水素生成能力を減退するの傾向を有す

　此の掴濁度の壇干せる菌．はマクスを通過せしむる時は其の心臓血中には定型的の菌

’型を取b過酸化水素生成能力も亦増大するも華中へに振り再度短桿菌様に攣早し其の

’過酸化水素生成能力を減少す叉PIVに潤ても同様の傾向を有す本質は亦植換へに擦り

比較的菌博大にして連鎖をなす特徴を早めす事あり此獲型も亦動物通過により定型的

の菌型に復蹄するも過酸化水素生成能力増大せす植換へに細りて亦恥しPI　PIIに在

りては植換へに於て獲型を見す然れごも其の生成能力次第に減少す

　一般に本菌は不適當なる培養基に於ては次第に其の菌型を墜化して球状叉は連鎖状

こなり無毒力を低下す此鍵型せる菌は動物通過に掌りて其毒力を憐復し定型的の菌型’

εなるは既に知られたる所なりα1）今観察せるか如く特に？皿1に於ては菌型の縫化ご

共に其の過酸化水素生成能力も亦減退するは説く其の生活力（菌力）に關係するものな

る回し　　　　　　　　・　　　　　　　　’　　＿’　1、

　更にAvery（6）の氏等の研究群小官等の後述の實験に於て明らかなるか如く：本菌に

回りて過酸化水素の生成するは本菌の新陳代謝の結果得たる非耐熱性酵素標物質及空

中酸素と爾ほ一種の耐熱性物質ごの3者に擦うて成立する一つの系統に披るものにし
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「て其中一つを敏くも過酸化水素の生成せさる事を知bすこり其酵素標物質に就き考察す

ちに本物質は菌の新陳代謝の結果得ナこる物なれは菌の生活力旺盛なる程其新陳代謝盛’

にして換言すれは生活力の減少ε共に菌型を憂化し該酵素様物質の供給漸少し過酸化

水素の生成能力を低下するものなり・ヌ1一方より見るに本菌の特徴こしてK：atalaseの

作用少なき培養基申に隔てぼ菌の登育するご共に過酸化水素を蓄積し其菌の登育阻害

作用の爲に次第に其生活力の減退をi來たす鮎を考へさるへからす即ち此2つの重大な

る原因に篠り菌め生活力叉は菌力を低下し過酸化水素の生顔能力も減少するは明かな

備所なり

　斯の如く菌株の差違に擦り時に過酸化水素の生成能力に差違を來ナこすは其菌力に原

個するものεすれは同一菌種に於ては生成能力ご菌力ごは比例せさるへからす共實瞼

次の如し

　：PIIをマウス通過するこご3同にして其の菌力を上昇せしめ．、1鳳2回・3回動物通

過せる菌株をPIIT1・PIIT・・PIIT』こし血液寒天上に藪同植換ヘセる菌株及ひマウス通

御せさる菌株の菌力簿外生成量を比較せるに其の成績第六表の如し

　　　　　　　　　　　．：第六表　’，，1，二成織於
　　　PIIの菌力の差違に撮る過酸化水素生成能力一陣成地表　　1　て見る疾如く大

　　　　　　　（PH　7・7，普鶏ブイヨン’2．370，24時間，37。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膿1二於て其菌力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご比例して過酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化水素生成せら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るるを知れり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然れこも右の

菌株は動物通過後血液寒天にて御門門門へをなしたるか故に多少共菌力を低下せるも

のなり故に今動物通過後直ちに共心臓血をPII7．7普通ブイヨンヒ植えて共生成能力を

槍せるに其成績第七表の如し

　　　　　　　　　　　　第七表　 ’・’ @『　＿．’更に前門験に

　　　’肌PIL動物通過直後に於ける菌力の差違に櫨る過酸化：：於て麗死せる

　　　　水素生成能力試験成績表　　　　噛　　1，　　．■　マウスの心臓血

培養基稀小鳴 毒　　ガ菌　橡
・i・1・・1・1・6i　・41128・・ P

PIl

olrrl

olrr2

oIIT3

寸「

��

十廿廿廿 士十十十
一土十十 ：十十 ＝士十　： ：一士 ：： 2白金耳12時間

Q白金耳10時間

P白金昇17時間

ｿ5白金耳17時間
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（P翠7・7普通・ブイ同ン、2・370・24時間　37『）

培養i基　稀鐸　度
菌株 ’毒　　　　力『

・1刻・1・い61・・［・4、1・3・

PITl

撃oIT2・

ﾄ「r3

oIT4

2白金耳17時間

P白金耳12時間

O！5白金耳17時間

廿廿、廿｛汁 廿汁骨・廿 十十十廿 土．十十十

一出門・十・ ＝士± ：＝． ＝印＝．

．’ oIITl

oIIT2

o工IT3

o工rr4

@PIIT5

2白金耳10時間

P白金耳17時間

O．5白金耳17時間

O．5白金耳12時間

二物

�ﾆ惜i什

昌昌菅廿翫
十廿廿蘭引 士十．十十十

＝止士出 ：＝一 ＝＝』一

　　　　　　　　　上町，．表

PI．　PII．動物通過後i同血液寒天及血清ブイヨン通過

せしめ牝る菌株に撮る過酸化水素生成能力試験成績表

　　　　』（PH7・7普廼ブイヨン　2・370，24時間37。）

培 養 基　　稀 鐸 俊
∫

丁丁 ・1 ・t 州 8 ｝・6・1． 321 ・・『 P・・81
256』

PIT1 価 廿 廿 十 十 十 土 一 一

prr2 世 廿 廿 廿 十 十． 』土
鱒 一

PIT3 構 廿 廿’ 廿’ 十 十’ 十 ±． 「　＿

prr4 董什 廿 骨 廿， 十 十． 十、 圭． 一　　・

PIIT1 廿 寸t 廿 ÷ 十 十 士 一 一

．．PIIT2 錯
｛f．

寸セ． 十 十 十 士 L　＿
鱒

PIIT3 i廿 廿 廿 汁 十』 十 十 士 一

1⊃IIT4 轍 計 ，廿． †r． 十 十 十
．．ホ　　」

一

PIIT5 廿｝ ’柞・ ．寸断 廿 i十 十 十 ．．±
一

を一回血液寒天

’に植換ヘナこる菌

に就き試卸せゐ

、に其成績第八表

、の如し

　、前二表の成績

『を見るに評しく

過酸化水素の生

二成能力は大堺に

、’

翌ﾄ共菌力ご比

例せり阿れこも

此の實験に於て

注目すへきは菌

力の低き場合は

過酸化水素の生

戒量ざ菌力εは

良く坦罪するも

菌力の高き野合

鞭ては騨せ
る程の隼成能力

壇大せす又心臓血より直接に得すこる菌株は1回血液寒天及血清ブイヨ、．ンを通したる菌

株ようも過酸化水素生成能力の弱き事なb．』　　　　、

・．、菌力の低き揚命に過酸化水素の生成量ε菌カビは割合に良く比例するは愚酸化水素

の生成に必要なる酵素の水素イオン濃度如何にようて受ぐる影響に’因るな．らん乎即ち

7！Vカ，リ性の培養基に於て肺炎双球菌は登育良好畦して同時に過酸化物を生成し其の

ア～γ卑り度を誠し中和後更1こ酸度黎上昇せしむるものなるも酵素の作用に最適の

冠り存する・ε即しく其作用を停止するPHの存在す：へきを考室う三門　は照る貼に
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達するε同時に酵素の作用は停止せられ四って過酸化水素の登生止むに至る此の瓢を

考ふれは菌力の偉下せる場合は過酸化水素の生成徐々にして從って菌力ε過酸化水素

生成量ξは良く比例するも菌力あ高き場合は早く其酵素の作用を停止する置iに達し從

．つて過酸化水素の生成も中止せらるるに至る故に菌力の上昇ご共に比例して過酸化水

素生成能力は上昇するも其能力に比例して過酸化水素量は必用せさるものなり之れ恰

も比色試験に於けるか如く色調の濃厚なる訓電差少く逮に全然判別し得さる貼に達す

．るか如し而して過酸化水素生成能力に樹するPHの影響に就ては更に項を改めて述へ

ん

　次に心臓血より直接に得だる菌株は1同血液寒天及ひ血清ブイヨンを通しナZる菌株

よりも澱化螺生成能力鰯き理郎或｝ま血興鮪せらる・k・｛d1・・との作用・

見なす事を得ん乎即ち心臓血中に含有せらるる　Katalaseは菌ε共に直接培養基中に

入り生成する過酸化水素を分解するに撮るものなるへく心臓血よb直接得たる歯は菌

力高く從って其渦酸化水素生成能力強大なるも共存するK：atalaseによりて分解茸ら

れ1回血液寒夫及血清ディヨンを遮過せしめ†こる菌株よりは過酸化水素生成量減少せ

る成績を見る此Katalas6’の影響に簸ては更に項を改めて述へん

　以上の實験に於て菌力の大なる程即ち生活力の強盛なる程過酸化水素生成能力の増

大を來たすこごを確認ぜり逆に生活力の減退するに從ひ菌力を低下し菌型態を憂化す

るε共に過酸化水素生成量の減少又は消失を來ナこす事をも謹明し得ナこり

　故に畢に菌株の差違のみに就て過酸化水素生成能力を比較するを得さるものにして

必ずしも常に第5表と同一の戒績を與ふるもの1こ非す然れごもPIVのみに於ては菌

力の上昇困難にして過酸化水素生成能力も常に微弱な．り

　　　　　第二項’肺炎双球菌の各P皿に於ける過酸化水嚢生成能力試験

　前項に撃て慨しナ乞るか如く過酸化水素生成に最適のPI｛及其作用を停止すへき、．PH

lこ就きての調査は本笹子上必琴なる事項なり　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　・Avery・5）氏等に撮れば嫌氣性に登育せしめたる拝聴毎性εなし其のPHを鍵化レて

澱倣素生成勧を槍レナ・るにP辞銑0に於ては30分鰍販魁1畷｝こ側ては

反物消失すPII6．3以上に於ては30分一字時間にて著名り反懸を見1β問放置するも
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反憲壇減せす是にて見ればPH5；0は生成能力停止貼にしてPH6．3よう次第に生成能

力旺盛ごなる而して生成停止貼のPH5．0なる事は此の外2，3の三二報告㈹（6）に於て讃

明せられπる所にじて此の文献に於て見るに無菌エキス中の過酸化水素生成作用に必

要なる酵素標物質も亦P鴫0－6℃、よ’b恥9・0に至るまて作用力著し即ち過酸化水素生

成を可能ならしむるPH．の範園は甚だ廣く最適P茸εしては6．3－8。0にして≡一問大

差なき者の如し

　小官等は此の’PHの影響を槍せんごして先つ各PHに於ける普遇ブイヨシ中に本手

を培養し次の成績を得ナこり

’…　　　　　　　　　　一丁第九表
　　　　　各PHに於ける菌の登育に俘ふ過酸化水素生成能力試験成績表

　　　　　　　　　　（各PH普通ブイヨン　2．370，24時間・37。）　　　　　　　　　　　　　　’

菌　株　　PII
培　　養　　基　　稀　　曝　　度

11・1・1・【・6t・・1・41・2・12561・・2il・24i…8の・・1

過酸化水菌の‘

紫定量時

　　　襲育

Pひ　1：1圭．圭＝＝

，，　　　7・0　　十　　竹　　i汁　　世

，，　　　7・7　　十　　汁　　舌廿　　i佳

，，　　　8。0　　十　　竹　　十　　十

，，　　　　　8・5　　　　十　　　　＝ピ　　　　一　　　　一

寸†　　汁　　　十　　＋

寸計　　廿　　十　　＋

巴．：：：

　　　　　　　　　1：1－：

圭層＝＝＝　1：1喜

二：＝＝　1：1二

畢1：1ξ窒二二
，，　　　7ρ　　十　　十　　骨　　柵

，，　　　7．7　　＋　　＋　　骨　　世

，，　　　　　8．0　　　＋　　　 寸t　　　†「’　　　十

，，　　　85　　＝ユ＝　　一　　 一　　 一

廿　　　寸r　　十　　＋

骨　寸f　廿　＋

：三士：

二＝＝：　認：
＝ま工：　1：1喜

＝二＝：　1：1工

PIIIT2 6ρ 土 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
6．0

一
，

，，
6．5 十 ± 一 『 一 『 一 一 脚 一 一 一

6．5
一

，，
7．0 十 十 †r 廿 雪什 廿 噸 、十 十 士 一 一

6．8 廿

，，
7．7 十 十 寸を i廿 歪珪 廿 廿 十 十 ± 一 層

7ρ 廿

，，
8．0 廿 寸t 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一

弘5 十

η
8．5 士 ＝ヒ　．

一 一 一 一 一 噂 一 一 一 剛
8．5 ±

　上表に於て見るか如く各菌共PH7．0－7．71こ於て菌の二野旺盛にして共の過酸化水素

生成量最大なり而して其過酸化水素定量時あPII噛は7．0前後に止まれりPH8・0に於て

は菌あ登育不良なるご共に過酸化水素生成量少く其定量時のPIIも赤7・5前後に止る

のみな・b痛6．0，6．53ζは8．5に於七は菌の登育を罪す從つ七該生成を認めす



肺炎双球菌に披ろ過酪耗ホ素生成に關すろ研究1・（第一報）「 唱139

9次に小官等は嫌氣性培養後好氣性となすごき各PHの過酸化永素生戒に慨する影響

を槍せるに次の如き成績を得セb　「「　　．．　　’　　』、’

　　　　　　　　　　　　　　　　第：十表　　　　　　　　　　　’

　　　　嫌氣性培養後門氣性ごなし直ちにPH・を修正し379，に2蒔問放置：後

　　　　の麺酸化水素生成能力試験成績表一　　、　　’・　‘　　　F　　・

　　　　　　　　　　（PH乳7g聖旨ブイ・ン，島370，皇4蒔尚，37。）

菌　株

PIT5

，，

，，

，，

，，

，●

，，

PIIT6

，，

，，

，，

，●

，，

1）Ilrr2

鋤

，，

，，

，，

，，

，，

修　正　PIL

修　正　前
5．5

6．0

6．5

7，0

，7．7

8．0

ダ

わ

鰹鬼
H：口

過匝
ゴ費

角㎝

修　正　前
5．6

6．0

6．5

7．0

7．7

8．0

ピ

羅
遜
魎誕
露量
臼σ諏

修　正　前
5．5

6．0

6．5

7．0

7，7

S．0

培　　養　　基　　稀　　曝　　度

・回・1・1・61・・1・・i・2S125615121…41即・・

十

十

十

十

十

十

土

±

十

十

十

十

十

　　　十

　　　　
ピ　　＋
の

鰹組　－＋

罐・
｝費　　＋

β田圃　　　十

土

士

十

廿

廿

廿

土

’十

十

十

士

土

士

十

十

十

十

出

†f

寸†

喜

算

1二

尊

三

訂

喜

三

十

二

暮

；

幕

；

専

；

喜

十　　　十　　　十

廿　　廿．、廿

廿　　†セ　　＋

十　　．±　　　一

；

‡

；

‡

；

工

；

：

；

：

；

士

；

玄

十

十

⊇

十

：ヒ

士

　即ち文献記載の如く嫌氣性培養後好氣性となし直ちに：PH5．5－6．0に修正し37，。2

時間放置する時は微に過酸化水素を生しPH6．5－7．7間に於ては大差なく著明に生成し

PII8・0以上に於ては次第に減少す・

　以上の第九表及ひ第十表の成績に於て見るに本菌に族bて過酸化水素の生成せらる

、は生活菌の有無に關せすして之より・分泌せられテこる酵素標物質に撮るものεすれは

其酵素標物質はPH6．0．に撃て多少作用しPH6．5－7．7の聞にて最適なることを知れ｝
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　．然るに培養基中に菌を登堕せしむる時生成する過酸化水素はPH7．0よb7．7の間にて

　　生成盛にして其前後に於ては微量なり斯の如く雨者』致せさる事實に旨して考究する

　　一こε次の：如し

　　　一般に肺炎双球菌の登育に最適のPHは7・7ヌは7．8なる事は細菌書の敷ふる所な

　　、り叉鋤軍書に早れは過酸化水素は酸性液中に於ては安定にして1時間煮沸するも分解

　　せす之に反してアノγカリ性液中に於ては回すこ不安定にして数分間煮沸するも直ちに分

　　解するものなり然るに前項の如く菌の生活か旺盛なる程過酸化水素生成能力強大なる

　　ものこすれは培養基に本菌を植えす配る際過酸化水素生成に必要なる酵素はPH7．7に於

　　て最も旺盛に分泌せられ過酸化水素の生成多量なるも亦其アノγカリ性に櫨bて分解せ

　　らムる量も亦縦なb而してアノγカリ度も低下し酸度の増加するに從ひ菌の生活力衰退

　　するご共に過酸化水素の生成せらる．る量次第に減少し其分解せらるる量も亦減少すへ

　　し即ち最初は生成せらるる量多きも分解せらるる量も亦多く然るに後に於ては生成せ

　　らるる量少く分解せらるる量も亦少なし故に相互季均して其過酸化水素量には殆と鍵

　　化なし從って本菌の登早し得へき範園内のPHに於ては生成量に輝輝を生せすして一

　　見其生成の最適PHは廣大なる範園に渡るものの如く思推せらる即ち最初PH　7・7の

　　如きアノγカリ性こなして菌を登馳せしめ生成せる過酸化水素を定量すると同時に其

　　PHを測定すれは常にPH7ゆ前後に於て止まる即ち此鮎に於て菌の生活力大に衰へ渦

　　酸化水素生成能力大いに減退するご共に其分解せらるる量も減少して界層尊崇を保ち

　　PIIの獲移を見さるなり酵素様物：質めみはPH6．5に覧ても尚活動を績け得へきもPH7．0

　　前後にて其供給止みたる故事に酸度の上昇不可能となりだるものならん叉最初より培

　　養基PH6・5の時は菌の登育不十分なるを以て過酸化水素の生成せさる事も自ら明らが

　　なる所なり

　　’此の事實はAVery（3）氏等の成績中に撃ても見るを得る所にしてMcleod（2）．氏等は本

　　菌の培養液中に於て渦酸化物を蓄積せしむる量は菌に湿りて生せる量ご培養基中に存

　　在する物質に族りて破壊せらるる量ごの差分を以て示めさるる事を指摘せり

　　・此の所見に撮れば過酸化水素生成能力はPH7．7の如きアノソカソ性に於ける菌の登育
＼

　　旺盛なる程度εぬ致する所にして生活力叉は菌力に比例す叉以上の實験に撮れば菌力
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如何に強くεも過酸化水素生成能力如何に旺盛な匝ざもP｝1及其分解速度に櫨bて影

響せられ過酸化水素量は一定度以上には上昇せ昏るこごを謹明し得たり

　　　　　第三項　肺炎双球菌の各種血清加培養基中に於ける過酸化

　　　　　　　　　水翻生成能力試．験

　前述の如く肺炎双球菌は自己の生活に不適當なる培養基中に於ては菌形態を酸化し

つ、過酸化水素生成能力を減少する傾向ある事を知りたり元凶本菌は蛋画質を好む菌

にして腹水寒天，血液培養基・血清培養基等1ま本菌の好適なる培養基ピして叉は菌力保

存用培養基εして一般に賞用せらるる所なら寄れεも斯の如き培養基特に血清ブイヨ、

ンに於ては螢画せる菌形態は定型的ならすして連鎖状球菌或は時に桿菌の如き形態を

取りて登了するを常εす之の憂形態は免疫血清に於て特に勘こし斯の如き菌の登育に

適當なる血清ブイヨン中に於て定型的の形態を呈せすして登育するものごせは其過酸

化水蝋生に如何なる影響を加ふるカ・は前記PIII　PIVの普通ブイ・ン中1；於磯形

態を呈しつつ過酸化水素成生能力の減退せる事實に劉照して興味ある問題なり特に免

勧清に於ては鋳の甚鳩きものなれは期常備砒醜しτ過酸化水素生成1・如

何なる差違を生するやを槍するは叉興味ある重なる細し

　血清プィヨンに用ふる血清の種類に櫨りて霊菌α～島育に差違を來陀す中止來知られ

たる所にして竹内博士は其著書に於て若き家兎の正常血清は本立の培養に於て甚托良

好なることを述へKoll　and　Wassermann雨氏はアノγカリ性のブイヨンに25－10％の牛

血清ヌは他の動物の血清を加ヘナこるものを使用せりMcleod　and　Gordon（2）雨隠は10％

の馬血清を1％の割合に加ヘセる血清ブイヨンは過酸化水素生成に最適ごして推奨せ

b依て小官等は牛血清，馬血清，家兎血清，傳染病研究所製造肺炎双球菌免疫血清の4

種血清を隠れ夫れ加ヘナこるブイヨンに就き過酸化水素生成能力を試験せり，層

　　牛鰭馳清は三の灘暢より供養合せられしものにて硯3時間澱3．叩

滅菌せるもの，家兎血清は無菌的に探取ぜるもの，旧染病研究所製造免疫血清は共儘直

ちに使用せり

以解種の血清礁菌的に0・5％の割合にPH7直通プ掴ン吻へたり

　　　　　　　　　　　　　　　第十一表
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1虹：
．・．

ｲ． @・　藤ニ　ピ∴・’小　．ド．西、．

・　　　2各種血清ブイヨン中じ於ける過酸化水素成生能力試験成績表　：

　　，（£lr　PI17．7各種血清，こ0。5％1プィ‘ヨン2．370，6時間一30日，370）　．’　　　．

培養時聞 6時間 12時間 24時間 30時間 2日間 ・層間柱間1期間122日間 30日間

牛血1清
培養稀ρ鐸度　1
﨟@，8

@16
@3琴@64

P28

Q56

、寸セ

｡r

L廿』占卜

¥　．

寸7 寸セ

定量時のPH17・0　［7・O　l　7・1　［7・1　「7・1　17・1 17・1 17・0 17・O　i6・7・
■一　一

n血’清 培養基稀鐸’度

．智 寸r

｡㌃

¥』

f　十

¥土『一一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一

、廿 ・廿・・．

定量時のPHI7・1 17・1 7・1　16・ろ 6．9 16・9 16・9 6．9 、6・呂　i　6．7

培．

E養

誾H鐸度

．十

定量時のPHi7・4　17・1　17・o 1　6．9　　1　7．1　　［　6．9 16・9　i6・9 16・9 ［　6．9

二三免疫血清

培・

{基山両度

量廿

�f

寸r 寸セ 寸f 1　廿

f十

定量時のPHl　7・2　　7・l　l　7・O　l　7・0’17・O　l　7・O　l　6。9　16．8　16．811　6．6．
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　前表に於て見るに牛血清，三寸蔽ひ傳研免疫血清加プィヨγ問にに大なる差回を

生せす卿て｝ヒ乱せは騎触目臓的円成擁き：か奴Aセery1（｝’購9畷

と同様に’5日まては其生成力強きも以後次第に減少して3σ十目に於て逡に溝失す術

1ま家兎血湾ズィヨ．γに幹で体12時聞にて律に反慮を呈すう．も以鋒『≒を検回章3検鏡

するも雑菌を認めす菌は連鎮をなすのみ然るに其PH．に於ては二種血清ブイヨンに於

ける堅しく慨しTP・乞哨後に在卿・硯れは家兎蝉プ伸γ嘩て噸嚢

育し附にア・ゆりを中和す樋牡馬く素姓郎るも42騨以卸培欝幹十

一出するを得さる迄分解せらるるものなりこの事實はPIのみならす外の菌株に於て

も毛様にして全く正常家兎血清中に含有せらるるKatalaseρ隼用な転

　即ち牛血清，馬血清ブイヨンは傳研免疫血清ブイヨンよりも其過酸化水素生成量僅

均｝に減少し摩兎卑瀬に於ては三差大なるは其中に含有せらるる耳ata！aseの量に比例す

る事は次表の成績により明かなり

　　　　！　　　　　　　　　1第十「二表

　　　　　　　各血清中に含有せらるるK：atalaseの定量試験成績表

　　　　　　（日本藥局方過酸化水素液の・玉0倍溶液1CCmな各血清10ccm、中に添加し室温・

　　　　　　に一定時間放置ぜろ律其の中の過酸化水棄なべンチヂ．ン反回にて定量し分解ぜ

　　　　　　られ7二る過酸化水素量よリ含有ぜらるろKatalaseの量々比較定量ぜり）

血清の 過 酸化 水素 10 倍 溶 液 稀 霧 度

種類
時　間

・1・1・i・1・6132團1281・56國1・241…81・・96i・・叫53841327681・・536

牛血清 直　　後 廿 骨 廿 廿 廿 寸† i廿 燈 惟 廿 廿 寸セ 十 十 十 出 一

，， 15分後
寸評 廿 廿 廿 世 i汁 i琵 廿 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一

，， 30分後寸f 什 f什 f什 価 1什 寸f 廿 廿 十 十 十 士 一 口 一 一

，， 34時間後惜 惜 匹田 菅 廿 廿 「十 十 十 士 一 一 口 一 一 一 一

馬血清 直　　後 雪t 廿 廿 竹 骨 廿 ｛廿 世 世 廿 竹． i† 十 十 十 土 一

，， 15分後 廿 骨 寸t i廿 世 雪廿 廿 骨 廿 十 十 十 士 一 一 一 一

，， 30分後 廿 什 廿 柑 惜 計｝ 竹 廿 汁 十 十 十 士 一 一 一 一

，， 24時間後．擢 辮 ．俄 廿 汁 汁 十 十 十 士 一 一 一 一 一 一 一

家兎血清 直　　後 廿 廿 廿 竹 世 1廿 i壮 廿 竹 廿 十 十 十 圭 一 一 一

，， 15一分後 一 幡 一 一 一 一 一1 一 口 圏 脚 一 陶 一 一 嫡 一

，， 30分後 禰 一 一 一 一 一 一 輌 一 一 一 一 一 一 卿 一 一

，， 24時間後 一 ｝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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傳研免疫

血清
’，，

　，，

　，，

直．噛後

15分、後

30分後
2塒間律

’廿

廿

廿

廿

廿

廿

廿

廿

廿

廿

才

廿

i廿・

柑

轍

廿

世、

董廿．

世

惜

世

i珪 廿

慣

廿

骨

董・

十

廿

十・

十

十

廿

十

十

十

十

十

1十

士

十

士

士

十． ・＝』

　斯の如く傳研免疫血清はKatalaseを含有する事最少なり正常家兎血清は其含有：量

最大1こして室温15分にて過酸化水素全部分解す牛血清，馬血清も三下に過酸化水素を

勢解す即ち甘め二十は前表の過酸化水素生成量ご良く』致す故に各種血清加ブイヨγ

中に於て生成する過酸化水素の量を正確に定量せんには其中に含有せ1らるるKatalase

を充分不活性とせる後に非らされは不可能なる事勿論なり

　Mdeod　and　G。rdon（2）二等も過酸化水素の生成には：K：atalaseの絶無なる事を必要條件

の一こして畢けすこり即ち氏等は10％の馬血清を56。に於て加温し一歎ケ月間放置し

てK：atalaseを不活性とせる後明を使用せり然れこもK：atalaseを不活性とする温度に

就ては文旦の記載一定せすAbderhalden（12）氏は68。にて其の作用を失ふ事を知り古

・章魚働はK：atalaseの致死温度を72。一75。ごなせり

　小官等はK：atalaseを不活性となし得る温摩を正確に決岸壁んか爲牛血清及馬血清

を60。乃至70。にて種々の時間加温し其10ccmに日本藥局方過酸化水素液の10倍稀

群馬1ccmを加へ室温に放置：する事15分，30分，24’時間の後之を定量し以て其過酸

化水素量の攣化に撮りK：atalaseの加温によりて不活性となる程度を試験せり

　　　　　　　　　　　　　　　　第十三表

　　牛血清及馬血清中のKatalaseの60㍉70。加温に擦り受くる影響試験成績表

各血清の 日本藥局方泄二化水素r10倍溶液．稀麗度

ﾁ熱程度
321・41・28團・・2i1・941…81・・b・ト192【631，．1 2制65暮，18膿、i511轟1囎碑下墨協1

封照原液
ｺ温放置
ｼ　　後1

十 十 十 廿 昔． 竹， 廿， 価 i廿 1廿 世． 世 † 寸t 十， 十 十 土 一 寓　　，

十 ナ 十 汁 汁 汁 柵
1廿’ 珊 i廿’

廿 竹 廿 十 十 十 ．土　．一 一 一

瀦・塒醸

十 十 十 骨 †セ． 廿 柵 世 世、 ｛什 廿 廿 廿． 十 十 十 出 一　　． 一 一

轍 廿1 i仕 廿 廿 寸t 十 十 士 一 一 一 一 一 一 一 一 一　　． 一 一

牛血清60r60分

汁 廿 廿 汁 轍． 柵 惜 †† 竹 廿 十 十、 十 出 一 鱈 顧
㍑一．

一 一
加熱直後　一

－

・；5分後 惜 i什 廿 甘 廿 十 十 十 圭 一 一 一 一 一 一 一 一　ヤ 一 『 陶

”30分後 廿 十 十 十 土 ．騨 一 一 r　一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一



～

肺炎双球菌に擦る過酸化水素生成に關すろ研究：（第一報） 145

’

，，

Q4時間後 一 一 層 帽 輔 一 鱒 一 ” ．　一 一 一 鯛 一 一 一 胴 一 一 一

70。5分
ﾁ熱直後

廿 廿 1廿 i什 轍 廿 廿 廿 十 十 ÷ 出 一 一 一 一 一 一 一 一

”15分後 柵 董汁 鮒 竹 廿 廿 十 十 十 士 「 一 ．　　一 一 一 一 一 一 一 一

”30分後 柑 董廿 i廿 菅 廿 廿 十 十 十 土 口 一 一 一
‘　＿

一 一 一 一 一

，，

Q4時間後
輌． 口 簡 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ㌘ 一

70。30分加熱直後

十 十 廿 廿 廿 措 世 堅調 廿 廿 廿 十 十 十 士 一
．　　＿

一

二、

一

”15分後 廿 廿 廿． 廿 i什 1廿 構 廿 廿 廿 十 十 ．十 土 一 『 一 一 一 一

”30分後 廿 寸t 廿 雪仕 惜 柑 廿 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一 一 一

，，

Q4時間後
柑 廿 廿 廿 十 十 十 士 三

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

馬血清
60。60分 廿 廿 廿 汁 惜 雪廿 轍 寸r 廿 寸t 十 十 十 士 一 一 一 一 一 一

加熱直後

”15分後 青廿 蕾冊 廿 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

”塾。分後 「， 一 一 一 一　　． 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

簿24時間後
一 一 一 一 一　」 一 一 一 一 一 一 帽 一 一 口 一 一

一一
一 一

70コ5分

ﾁ熱直後
廿 廿 廿 世 惜 世 廿 廿 廿 十 十 十 土 一 一 一 一 一 一 一

”15分後 廿 i廿 董廿’ 量廿 廿 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 一
■　　＿ 一　■

一 一

・3P豊後 廿 i壮 惜 構 廿 廿 廿 十 十 十 土 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一

，，

Q4時間後
廿 十 十 十 士 一 一 『 一 一 一 一 「 一 一 一 一 一 一 一

70。30分
?n直後

廿 廿 廿 廿 冊 ｛廿 世
竹

廿 廿 十 十
』十

士
噛＿

一 一 一 一 一

”15分後 竹 i汁 il舌 世 廿 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 ：一 一 一 一 一 一

”．30分後
廿 慣 i什 構 廿 廿 寸 ÷ 十 十 士 一 一 一 一 一 ．　一 一 一 一

，，

24暗間後 廿 汁 十 十 十 ± 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

　此の表に干て見る如く各血清中のk：atalase　lは70。夢30分間加熟にて始めて不活性

となる事を謹明し得テこり’衙豚血清，家兎血清に於ても亦全然同一の成績を得ナこり（成績

表略）

右の試瞼に覧て70。，30分間加熱によb茸atalase．’を不活性とな一し得る事を謹明し

得たるを以て各種血清ブイヨンを70。30分間加熱して血清ブイヨγを製し共の過酸

化水素生成能力を試験せるに其の成績第十四表の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第十四表

　　　　　　　70。，30分間加温せる各種血清ブイヨツ中に於ける過酸化

　　　　　　　：水素生成能力試験成績表・’　　・

　　　　　　　．　（PH　7．7，70。，30分間加温血清ブイヨ．ン2・370・24時間・37。）
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ﾛ株
培養基 謝照PH7・7普通

ブイヨン 牛　血 イ ヨ　　　ン 島『血’ 清’ブ イ ヨ　　：！．．

稀志度 100％1 50％ 100％1 50％　1 10％［ 2％ 100％i 50％　1 10％1 2％
124 廿菅十 汁十　『

¥

　　一　　．

黶@＿　i 一一L陶
廿推辮・ 廿侃世

一一一 一一一 寸ゼ

絈ﾅ什

寸†

?Y柑

P耳T』．

8163264

十十士鱒 十　　「

y一一

一一｝一 一一一一

1甲骨真竹

1納
恣�

一一一一 一　，　」

鼈鼈

構廿廿．寸セ． 徹廿骨廿

128

Q56
一口　　　　． 一一 一一 一一

十十 十十
一一 一一

十十 十十

512
一 　一 一 一 十 十 一 一 十 十

1024
一 一 一 一 士 十 一 一 出 土

2047
一 一 一 一 一 十 一 一 一 輌

1》II 1・・ 　　■V．1

∫

6．9 垣・ 1 7．0 i・・

1 廿 廿 一 一 骨 汁 一 一 せ 竹

2 寸r 骨 一 一 轍 漁 一 一 翫 ｛杜

4 十 ’十 一 一 徹 i什
一 一

廿i 惜
8 十 十 一 一 惜 董什

一 一
i廿 轍

16 十 ’　十 ．　　一

一 什 廿 一 一
寸† 竹

PI工T6 32 士 出 一 一 廿 汁 一 一 廿 骨

64
一 一 一 一

寸f 骨 一 一 廿 汁

128
一 一 一 一 十 十 一 一 十 十

256
一 一 一 一 十 十 一　　　　　， 一 十 十

512
一 一 一 一 十 十 一　．

一 十 十

コ024
一 L　　　一 一 一 ± 出 一 一 土 土

2048
一

1
一 一 一 一 一

　r
輌 一

PH 1・・ 7．1 1 1 7．0 レ・ 1 1・・ i・・

1 汁 竹 一 一 廿 廿 一 一 廿 骨

2 廿 ウ 一 一
｛什

廿 幽 一 世 廿

4 竹 十 一 一 惜 掛 一 一
f什 世

8 十 十 顧 一 構 予珪．
一 一 構 枡

16 十 土 一 一 竹 二二

口 一
二三 柵

PIVT2 32 士 鯛 一　　　　． 一 骨 廿 一 一
寸t 寸f

64
一 禰 一 一 廿 寸†

一 一 廿 寸『

128
一 一 一 一 十 寸f．

一 脚 十 廿
256

一 一 一 一
十． 十 一 一 十 十

512
一 一 一 一 十 十 一 一 十 十

1024
一 一 一　． 一 出 十 一 一

士． 十

2048
一 一 一 一 一 士 一 一 一 士

PH ・・1 7．1 6．9 6．9
．1

6．9 6．9

1 士 士 一 一
層廿 廿 一 一

寸t 廿
2

一 一 紳 一 十 汁 陶 一
十 廿

4
一 一 一 一 十 十 一 一

十． 十

8
一 口 一 一 十 十 一 一 十 十

16
一 一 一 一 土 十 『 陶 士 十

PIVT。　　　o 32 一　一 『 一 一 一 圭 口 一 一 土
64

一 一 『
一　　　　　し

輌 一 鞠 一 一 一

い
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147

128

Qδ6

T12

．一

黹ﾈ『

7　　　　　－　　　　　　9

齔争黶@　　　　　　．

一一一 一輌噛一 一一一 一一一 一一一 一一一 一一噂

’

1024

Q0｛8

一鰯 L　　　　　一　　　　　　　． 一．　「 一一 一一 一一 一一 一一 一一

一幽

PH 乞－L．・・ レー i 7．3 7．2 r ’7．1 7．1

培養基 家兎‘血」清　ブ　イーヨ　ン 傳研免疫血清ブイヨン 家兎免疫血清ブイヨン菌株 稀鶴度 100％　1　50ヲ6．i　10％　1　2％ 100％150％110％12％ 100％150％　1　10ヲ6　i　2％

1
一 一

｛廿・ 世 一　　　　．

一
二二． 寸ヤ

一 一 惜 廿セ

．2． ’　　　　　陶 一　　　　r
廿f †廿

一 一
雪什 i什

一 一 惜 1什

4
一 飼

｛lt 轍 一 一　． 柑 i廿
一 一

｛皆 寸セ

8
一 一 什 廿 一 一

1琵 僧 一 一 汁 汁
16

一 一
†r 骨 一 一 鴛 廿 一 一

噛セ †セ

P叫 32
一 一 廿 寸f

一 一
寸『 骨 ．一

一
†セ 十

64
一 一 十 十 ．　　　　　一

一 廿 廿 一 一 十 十

128
一 一 十 十 一 一 十 十 一 一 十 十

252
一 一 十 † 一 一 十 十 一 一 十 士

512
一 一 士 士 一 一 十 十 一 一 士 一

1024
一 一 一 一 一 一 士 士 一 一 一 一

204S
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

PII レ・’レ・ 1 1・・レ・1 7．1 7．1

1
一 一 什 揖 一 一 ．廿 i廿

一 一
寸f 廿

2
一 一 廿 廿 一 一 汁 寸セ

一 一
廿｝ 廿舌

3
一 一 廿 廿 一 一 骨 廿 一 一

蕾1量

柵
8

一 一 十 竹 一 一 十 汁 一 一
†珪 1汁

17
一 一 十 十 一 一 ．十 十 一 一

寸セ 廿
PI工T6 32

一 一 十 十 　 一 十 十 一 ’ 竹 寸t

64
一 一 士 十 一 一 士 十

一 一
†㌃ 廿

128
一 一 一 士 一 一 ～ 士 一 一 十 十

256
一 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一 ↓ 十

512
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ・十 十

1024
一 一 一 一 一 一 一 一 ’　　　　一

一 士 馳圭

2048
一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1）II 7．0 7．0 7．0 7．1 7．0 7．1

1
一 一 汁 廿 一 一

寸f 廿 一 一 廿 廿
2 6 顧一 廿　． 廿 一 一

．措 珊 一 一 1寸r 世
4

一 一 措 i汁
一 一 柵 廿1

一 一
廿佳 ｛什

8
一 1一 惜．’ 雪廿

一 一 桁 雪廿，
一 一 惜 柑

16
一 一 惜 惜 一 一 廿 寸F

一 印 惜 廿
Pl正r。d ’32 一 一 汁 廿 一 一 汁 廿．

一 廿 汁
64

一 一　1「 寸t 汁 一 一 汁 廿 一 一 廿 骨
128　．

一 一 廿 廿 一 一 十 十 一 一 廿 十

252
一 一 十 十 一 一 十 十 一 一 十 十

512
一 一 十 十 ｝ 一 十 十 r　　． 一

十， 十

1024
一 一 十 十 一 『 ± 土 一 一 十 士

204S
一 一 士 土 一 一 一 一 一 一 出 一

1）H 1…｛川 1・・ ・・i 卜牝・ 7．1
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1
　 一 十 十 噂 一 十 十 一 一 十 十

2
一 n 十 十 一 一 十 十 一 一 十 十

4
一 一 士 十 一 一 ± 士 一 一 士 士

8
日 一 一 士 鱒 一 一 一 一 一 一 一

16
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

PIVT。 32
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

嗣

64
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一128
一 口 一 一 一 鱒 一 嶋

256
一 一 一 一 ｝ 一 一 嫡

一　　脚

一 一 一

512
一 一 一 一 ｝ 一 一 胸 一 一 一 一

1024
一 一 一 一 ｝ 一 一 哨 一 一 一 一

2048
一 鞠 一 一 噛 一 一 一 一 一 一 一

PH 1イ　i 閥 7．2 1 7．4 7．3 l　l ・・1 7．3

　　　備考　普通ブイヨン50％1工生理的食盟水々以て稀鐸ぜるもの窒より各種血清ブイヨン

　　　　　100％i格種血清のみの意鮒・PH　I樋酸｛ヒ水素定量時のPH．割

上記の成績にて見れは樹照に用ひだる普通ブイヨン中に於けるよりも血清ブイヨソ

中に於ける方過酸化水素生成量遙かに大なり而して正常血清及び免疫血清間叉は各種

血清間に於ては過酸化水素生成能力に大なる相違な’し即ち血清ブイヨンにょりて生す

る鍵態は過酸化水素生成能力には些の關係をも有せす爾血清のみに於ては反癒なく叉

樹照50％普通ブイヨンに於ては相當量に過酸化水素の生成を見るに拘らす血清50％

ブイヨンに於ても同しく生成力なく10％，2％に於て：始めて著名に生成す是を以て見

るに過量の蛋自質は過酸化水素の生成を阻碍するものの如し：本事實に關しては次項に

於て述へん

　斯の如くKata！aseを含有せさるに於ては過酸化水素の生成大にして特1；適當量の蛋

白質を加ふるときは共能力の増大するを知りすzb更に考究するに過酸化水素の生成量

増大するに從つて菌の登育も阻害せられ生活力及ひ菌ヵを低下し叉K：atalaseの作用

盛んなるに於ては共生成せる過酸化水素は分解せられて菌の生活力を阻害せらるる彊

なく常に活濃に登育すへきなり即ち血液寒天，未加熱血清ブイヨンか菌株，菌力の保存

に賞用せらるる所以な）叉チ．コレート寒天上に本菌を登育せしめテこる場合血色素の

緑色3ζは黄色色層の形成を來すこご普通血液寒天上に於けるよりも著明なるは從來良

く知られたる所にして其血色素の愛化を受くるは同時に生成せる過酸化水素に撮るも

のごせは（2）加熱血液にて製しセるチコレート寒天に亦はK：atalase減少して過酸化水

素の生成は血液寒天よりも多量にして血色素の憂化も亦著明なるへきなり
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　　前表にて見るか如く10－2％の割に：Katalase不活性血清を加べ花る普通プィヨンはド

　過酸化水素生成能力甚fこ旺盛なり尚ほPIVに於て見るに普通ブイヨンに於ては其の

　生成量を螢見せさるに血清ブイヨンに於ては其の生成：量を槍出するは注目すへき事に

　　して第一項記載の推論を確定するものε言ふを得ん乎冒

　　　　　　　　第四項　肺誕双球菌に擦る各種アミ，ノ酸加培養基中に

‘　　　　　　　　　　　於げる過験化水素生成能力試験

　　肺炎双球菌は寸寸量に蛋白質を加ヘテこる培養基中に於ては其の登育力旺盛にして過

　酸化水素生成能力の強大なる事は前述の如し然れごも血清のみ又は50％血清ブイヨン

　　に隔ては菌の登育良好なるも過酸化水素の生成なきを見れば血清叉は蛋白質其物は過

　酸化水素生成には直接關係なきか如し即ち血清ヌは二二質は菌の登山或は酵素様物質

　　を得るに必要なる榮養物質なるも過酸化水素の生成には關與せさるか如し本事實を謹

　　明せんか爲に血清蛋白質よbの分解産物だるアミノ酸は如何なる影響を與ふるやに就

　　き興味を抱き最初無蛋自培養基に各種アミノ酸を加へ菌の登論及ひ過酸化水素を試鹸

　　せり

　　　本試験に用ひセる無盲点培養基は工Supniewski氏の威方に櫨b次の組成を有す

　　　　　K・HPO・0・3％　K・CO・，05％　CH・C（bN・0・5％　NH・C10・5％・q岨．　PH　7・7

　　　　　　　　　　　　　　　　　・第十五表

　　　　各種アミノ酸加無蛋白培養基中に於ける過酸化水素生成能力試験成績表

　　　　　　　　　（PH　7・7，告種アミノ酸2％加無蛋自培養基2・370，24時間，37。）

菌 PIT5 pn：T6

　　　　　　　　　　　菌の
・1・1・1・1・61・・i・島育・

培養基稀繹度 　　　　　　　　　菌の
・i・【・1・6國・4獅
培養基稀鐸度

培　　養　　基

封照　　普通ブイヨン 廿 廿 十 1十 十 士 一 十 寸セ 廿 十 十 十 士 一
十

”　　無蛋白培養基 一 嚇も 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

ア　スパラギン 一
」一

一 一 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 十

尿　　　　　　緊 一 鱒 一 一 脚 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一
十

尿　　　　　　酸 句 鞠 陶 隔 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 出

・グリココール ・　　一 鯖 一 一 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 十

．ロ　　イ　　チ　　ン 一 一 陶 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

チ　　ロ　ヂ　　ン 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

・此の成績に於て見るか如くロィチン，チロヂンを除きたる他のアミノ酸加無蛋自動
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養基に於ては菌の登育を見るも過酸化水素の生成なし即ちアミノ酸は菌の山育を急く、

るも二酸化水素生成には關係なきもめなり

　Avery’（6）氏等の報告に外れは肺炎双菌球のi過酸化水素生成に就ては一つの系統を有

す即ち肺炎双球菌の登育するご同時に分泌せらるる酵素，室中の酸素，及干る化學的物

質ごに族り形成ぜらるるものにして此中の」つを響くも過酸化水素の生成なき事を讃

明し同等は其不明の化學的物質を多量に含有するものこして肉エキス，引手エキスを

選定せり

　小官等は前記アミノ酸地無蛋白培養基に於て菌の登育を見るも過酸化水素の生成な

きは前三者中此不明物質の不足せるに基因せるものなちんご思推し前記アミノ酸加無

蛋白培養基に肉エキス及悔言エキスを加へて其の過酸化水素生成能力を試験せり

　肉エキスはAvery氏等の方法に撮う次の如く製す即ち5009の新鮮無脂肪牛肉を

稼温し氷室中に於て一立の蒸溜水申に浸漬する事一夜にして濾過し100。に於て20：分

聞加熟後凝固せる蛋自質を濾別し後にPH7・7ごなして滅菌す

　米誌エキスは同しくAvery霜露の方法に從ひ100gの米誌を400ccmの蒸溜水中に

於てPII　4．5こなして浸漬直ちに10。間煮沸し布にて濾過後r夜室温にて：放置し後再ひ

濾過してPII　7．7こなし滅菌す

　上記肉エキス及米麹エキスを5％の割合にてアミノ酸加無二自培養基に加へて其過：

酸化水素生成能力を試験せるに；其成績次の如し

’　　　　　　　　　　　　　　第十六表

　　　　各種アミノ酸加温蛋白培養基に肉エキス及飯島エキスを加へ・

　　　　泥る時に於ける過酸化水素生成能力試瞼成績表

　　　　（PH7・7・肉エキスヌ，に米麹エキス5％アミノ酸2％加無蛋白培養基2・370・24時間「37Q）

、菌　　　　　　株 PIT5 PI工T6・ PI匡T露

培養基稀繹度
『　　　　@培養基稀繹度 培養基稀鐸度

培　　養　　基 ・1・1・1・1・61・・1帥・・ ・回・1．・i・6國・・II2・ ・1・i・1・r・61321641・28

封照普麺1ブイヨン伊117・7｝竹

”無蛋白培養基一
，，肉エキス廿
・，　米　　麹　エ　　キ　　ス　＋

．・・ �ｱキス’5％＋

寸「

十

±：

十

十

士

十

；

十

；

±

；

：竺

＝草

一　　十

廿

十

十

十

±

±

十

；

十

；

十

三

出 ：！

：草

一　ナ

十

十

±

十

十

十

十

十

土

十

二

士
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・，‘@米麹エキス　5％
A7・パラギン＋肉エキス

土十
一士 一一 一一 一一 一一 一輸 1一

十十 土士
一一 一一 一一 一一

一

†　一 士十
一十 一土 一一 一一 一一 一一 一一

。　＋来麹エキス 十 十 十 出 一 一， ，
．　　　＿　　」 十 十 十 土 一 一 一 騨 廿 十 十 十 士 一 鮪 噸　’

尿棄　＋　肉エキス 一 一 一 一 一 一 一 9■◎． 十 士 一 一 一 一 一 「　　一　　　． 十 十 土 一 一 一 鴨 9

・・　＋　米麹エキス 廿 十 十 十 士 『一

一 一 骨 十 十 十 ± 一 一 一 廿 十 十 十 士 一 一 」

尿酸　＋舳肉エキス ± 一 一 一 一 一 一 一 十 士 一 F　　一

一 一 一 一 十 士 一 一 ｝ 一 ｝ 口

。　＋筆写エキ．ス 十 十 士 一 一 一 一 一 廿 十 十 十 土 一 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 一

グリココール＋肉ゴキス 十 ±：
一 一 一 一 一 一 十 十 ±：「幽

一 一 一 一 一 十 士 「 一 一
一　、 一 一

”　ナ来麹エキス 十 十 十 士 一 『 一 一 十 十 ± 一 一 一 一 一 十 十 士 一 一 一 一 一

ロイチン＋肉エヰス 土 一 一 　 一 一 一 一 ± 一 一 一 一 一 一 一 士 一 一 一 輔 ●噌 噂 一

”　　＋　来麹エキ・ス 十 士 一 一 一 一 一 嗣 十 ± 一 一 一 一 一 F　一 十 十 士 一 一 一 一 一

チロヂソ＋肉エキス 學 一 一 　 一 一 一 一 士 一 一 一 唱 一 一 一 十 十 士 一 一 一 7 ‘＿

1チ・ヂン＋来麹工’キス ± ± 一 陶 一 γ 一 一 十 十 圭 一 一 一 一
一　　， 廿 十 十 十 士 一 一 胃

　　　備考　野照に用ゐ7二る肉エキス5％及来麹エキス5％に無蛋白培養基にて稀羅ぜるもの」なり

　此の成績を見るにアミノ酸加無蛋臼培養基に於ては肉エキス及米麹エキスの添加に

勘過酸化水素の生成するを認二三欄二三ひ価肉エキスのみの脚r撫

も其の生成力強大にして之を無二三培養基にで5％ρ三民に二二する時は其能：力大1ご

減退し更に之に2％アミ7酸を加みるも某生成能力1こ嫉六差なく反って減少若く越消

失を來πすに至るものあう是に依りて見ればアミノ酸は過酸化水素成生能力を培証せ：・

すして反って阻害作用を呈するもの、如し回米麹エキスのみの培養に於ては共（ρ生成

能力肉工．キスに比し微弱にして之を無蛋臼培養基にて5％の濃度に稀回する時嫉回し

く生成能力大に減退す然るに之に2％あアミノ酸を追加する時は多少共生成能ヵを増

進す即ち此場合に於てはアミノ酸は過酸化水素生成能力を増進すを認むるものご見な

ざさるを得す

　此のアミノ酸に擦りて過酸化水素生成能力の寸進及阻害せらるる反樹の作用に就て

の明確なる説明は爾今後の研究に侯つへき問題なるも肉エキス斗米麹エキスの集成

の差違に櫨る事大なる所あb軍思推せらる即ちK6nig氏の著書に於て見るに肉エキ

スは総窒素量9・17％に、して無窒素有機物は2・72％なり然るに米麹に於ては総窒素彙

4．75％にして無窒素有機物は77・91％を算す依て肉エキスに於ては蛋臼質ε無窒素物

量串菌畷叡繍泳素生一十しナ圃合に鮪鯵もの・如く之にア㍉‘ノ酸

を加ふるときは無窒素物に比し含窒素物量：の増加を來たし駕めに菌の口上には良好な

るも過酸化水素生成能力の減少を來ぜるなるへし十一白米麹エキスの場合に於では無
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窒素物特に含水炭素量に比し含窒素物量少なく菌の登育に不適當なるすこめ肉エキスに

比し過酸化水素生成量も亦僅少なる所以なるへし然るに之に適声量のアミノ酸を加ふ

る時繭の賄良好鋤顧て千守水雑成量も号す1，

之に硯れは懸鉢卿生成には即質随接燗係電撃糧曙韻は菌
の登戸を壇進せしむるに櫨う間接には過酸化水素生成能力を増進せしむるのみなう而

して過酸化水素生成に直接あ回天あるは無窒素勃にして前述の場合回る程度を越しすこ

る舶質の量は鮭川物量轍少画雌って澱化水難成能力醐害鋤の鮭

素物の中米麹の如きに於ては含水炭素特に關係深きものの如し本事實に關しては更に

項を改め℃述へん

，以上の研究にまり七山質叉は其の分解産物は過酸化水素生成能カヒは直接關係なき

事を知りすZり層

・（附　肺炎双球菌の牛乳培養基中に於ける過酸化水素生成能力試瞼）

1前蓮の如く肺炎双六菌は蛋自質の豊富なる所に湿ては登高良好なるも過酸化水素生

成能力少なし之に虚し七米麹に於けるか如ぐ無窒素三山に含水炭素量の多き場合にて

は比較的過酸化水素生成能力絶大なり此の事實は牛乳培養基に於て特に明らかなり即

も肺炎双球菌は普通牛乳培養基中に於では良く過酸化水素を生成するも牛乳を分析し

℃カゼイン蛋白質溢乳面こなすご．き爾者の過酸化水素生成能力に及ぼす所は次の如く

差違を生す

　　　　　　　　　　　　　　　　第十七表

　　　　　．牛翠ひ賂成分に於け樋酸僻粧嘆勧識噸表、
　　　　　　　　　　　　　　（　幽2．370，24睡間，37。）

菌、 株 PIT5 PII：「6

培養圏基嘱望度 ’培養基’稀熱度
培　　養　　基、 ・1・．1・・回・6國・4・．13、1・．国D・i321・・

謝照P孕符普温ブイヨン 廿 廿 十 十 十 出 一 廿 廿 ・十 十 十 土 一

牛　乳（PH　7．7） サ 十 ’十
十 士 一 一 廿 十 覧十 十伽 士 一 一

カ日ゼ　イ＿ン　　’ 一 一 一 一 一 隔 一 一 一 一 一 一 一 一

円ルク製　ヌトローゼ 一 一 一 一 一 開 一 剛 一 一 一 一 一 一

孚し　精（PH　7．7）孔 骨 計 【十 十 十 士 「甲 廿 十、 、』十． 朔十 士 一 一
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　　　備考　カゼイン及ひメルク製ヌトローゼに前項の蕪蛋白培養基に2％の割合に加へ7こるも．

　　　　　のなり

　即ち乳糖に於ては牛乳に於けるようも多少牽μ二過酸化水素を生成するものにして

カゼイン及ひヌトローぜに於ては三生歳を見す即ち本菌は蛋白質に於けるよりも無窒

素物に於ける方過酸化水素の生成能力の大なる事を比較し得ナεるものなb

　　　　　　第五項　肺炎双球菌の各種含水炭素加培養基申に於ける

　　　　　　　　　　，，過酸化水素生成能力喪亡　　　，

前項に於て過酸化水素生成には蛋自質類よ撫窒素物争に含永炭素類の關係深き事

に就き大寺の概念を得ナzb而して細菌に撮り含水炭素の券解せられて酸の形成せらる

るは從來廣く知られすこる所にして秘本菌1二遽bても葡萄糖，デキストローぜ，イヌリン

澱粉等は分解せられて酸を形成する事は既に報告楚られ纏る所なり（ユ2Xユ4）即ちデキスト

ローぜブイヨンに本菌聖発育せしむ時は醇度次第に一上昇し・PH5つこなりて酸形成中止

す然るに其酸を中和し更にPH7．8ごなすも菌は更に登介せす從って酸度も上昇せさる

も其培養基にデキス，トローゼを加へ止る時再ひ菌登姦して酸度を上昇せりMorgan，氏

等は此現象を見て肺炎双球菌の登育を阻害するは生成せられ陀る過酸化水素に撮るの

みならす尚榮養物質の不足せるに基因するものならんご結論せり右酸度上昇はIPH5．0

に於て停止するは同氏等に仕りて報告せられだる各PHの過酸化水素生成能力に漉す

る影響ε全く一致せ）是よ断れはデキスト・一ぜに擦りて生成せられ描酸は全部

ならすごも一部分には過酸化水素の關係するこざは疑なき所なり

　小官等は上記過酸化水素生成能力と含水炭素との關係を明らかにせんε欲し次の如

き貿験をなせb即ち普通ブイヨンに於ては過酸化水素の生成旺盛なるは明らかなる所

なるも37。に於て24時間大腸菌を登育せしめ†こる普通ブイヨンをPII7．7こなし滅菌

せる後本菌を植ゆるに菌は良く登回するも廻酸化水素生成能力大に減少するか叉は全

然清失す小官等は此車回を大腸菌に撮りてブイー・ヨン中含水炭素の消化せられすごるもあ

巴假定し其大腸菌ブイヨ．ンに次の各種含水炭累を添加して共過酸化水素生成能力を試

験せり即ち用ひナこる’含水炭素類は次の如し而してAvery此等に擦りセ選定せられナZ

る肉エキスの長所は其中に含有せらるるグリコーグンに擦るものε假卜してグリコー
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’ゲンを多量に含有する骨性を原料とし甲骨ギスを製しだるご同標に操作して製造せる

　牡礪エキス並に三共製半長肚一同のグソコーゲン及殆ε同様の作用を有童るメノγク製

　イヌリシを使用せb3ζAvery氏に擦りて選定せられセる米点エキスめ長身は其㊥に
　　ロヘ　コ　　　ド　で　ヒ　しロ　　　　コロ　　コ　ヒ　ド　ほ　ロ　　の　　ごヒ　　　　　ド　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ロドロ　　　　　　　　　ヒ

　含有せらるる澱粉叉は其轄花物泥るデキストソン及褒芽糖1三擦6ものご椴定し蒲口永

　　　　　　　　　　　　ロコ　　ら　　　　　　　　　　ぼロ　　　　　　　　　ド　　　　コの　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　コ　　　　　　　サ　　　

　一因メノγク製のデキヌトリ若甕芽糖，澱粉を用ひナこレ

’　此外乳糖，蕉糖，r；ジ．ンL二せ，マンニッ．F，．労うクト’一ぜ，匿果糖及ひ葡萄糖等は何れも

　メノレク製品を使用し重糖類軍糖類巴．の間1こ何らかの差違なきかを試験せり右の含水

　淡累液を、P略7ξなし種々の割合に．即7｛大勝蓉「ズイ．『ンに加へて培国司を製し其結

　果を聴すこるξこ家の如き威績を得才ζり　　　　　　　　　　．．．　　　　　．，

　＼　　　：…　　　’…　　　　　　　　　第十八表　 ．　　．　　　　．　．　二

　　　　各種含水炭素加大腸菌プィ．ヨンに於ける過酸化水素生成能力試験成績表　　：

　　　　　　　　　　（PII7・7；春種含水炭素大腸菌ブイヨン2・370，24’時間，370）’

菌　　　’橡 PエTザ㌧ 　　　　一　　　　　　　　　　　．

o皿T6 ’　P皿T。

培養墓稀鐸，度、 培養基三縄度・ 菌， 培i養基禰縄度注遇すへき含水炭

f液及其濃度

菌襲育

1 2 4 8 16 32 ・41・28 256

菌三豊

1 ・i4 8 ・6
P321・4 128 256

登育

1 2 4 8 16 32 64 128 256
封照1’H7・7普瓶ブイヨン’。PH乳7畑菌ブイヨン’

�Gキス原液
@”　　10％・

@，，　5％・
@，，　1％
@，，0・25％
�凬Gキス原液

@，，　』1G％

@，，　5％
@，，　1％
@，，0。35％
Oリコーゲン
@　20％原液
@．”．　］0％，

@”　　5％
@・・，．．　1％
@．”　0・25％’イヌリン20％

@　　原液
@・，，．　10％

@”　　5％
@旨プ’4「％

柑トセ

@十

@廿
@廿
@廿
@十
@十
@十
@÷
@†f

@廿
@十

@一
@骨
D廿

@廿
@寺

@一
@廿
@什
@竹

‘＝ }L

@燭
@士
@士
@一
@「　一

@一
@一
@±
@士

@一

@一

@一
@士
@一
@一

@一

@一
@一
@一

　一

@一
黶@　　．　　一

@一
@一
@一
@一
@一
@一
@一
@「＿

@一
@『
@一
@一
@一
@『
@一
@軸
@一
@一

事．

　十

@一
@十
@十
@土
@士

@一
@一
@一
@士
@十
@土

@隔

@一
@±
@一
@一

@一
@十
@十
{1＋
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　齢　0．25％．

@　　　　　・?ﾋエキス原液

寸セ 二十 十十 十十 士士
一一 一騨 ：一 鱒臼 一一

廿廿 千廿 十十 ナ十 士十
一出 一一 一一 、　　一

1算 廿÷ 十十 十十 同士 士噌
一一 一一 一一

　”．　10％
@，，　　5％

@　”　1％
@”　0．25％
D水飴’20％原液

@，，　　10％

@・，、　5％
@，，　　1％
@”．025．％．．

fキストリン
@　　20％原液・

■　　一 ’　　＿
一．

1†

，，　　10％電『

C，　　5％・

寸f

｡f

廿廿 廿廿 十十 十十 十十 土日
L一

一一 一一
廿廿 骨廿 十十． 十ナ 十十 口輪 『一 一一 一一 騨一

廿廿 寸t 十1† 十十 十十 土十
『一 一一 一一 一働

”　　1％　1 廿 廿 廿 十 → 十 ± 一 一 「 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一 ＃ 廿 十 十 十 十 士 『 願 一

，，0．25％． 寸f 汁 十 十 十 止 一 一 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 一 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一

蓼；芽糖20％原液 哺 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　

，う　10％ 廿 廿 ＃ 十 十 十 出 る
一 一 十 十 十 ± 一 一 一 一 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 一

・，　　5％ 廿 廿 1f 十 十 十 土 一 一 二 ＃ 十 十 十 ± 一 一 一 一 ” 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一

　，，　　1％

@”　0．25％

b粉20％原波

廿日一 寸†

�

廿竹一 十十・■ 十十一 十十一 士士一

一一一 一一一
一一一

骨十一 廿十一 十十一 十十『 十士一 土一一
一一一 一一一 一一一 一一一

廿十一 汁十一 十十一 十十一 十士一 士一一
一一一

一一一 一一一 一一一

，，　　10％ 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 ．　一 什 廿 十 十 十 土 一 一 7 一 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 一

・・　、5％ 廿 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一 廿 廿 十 十 十 士 一 一 陶 一 壮 壮 十 十 十 ± 一 一 印 一

，，　　1％ 寸r 竹 廿 十 十 十 士 一 一 一 廿 廿 什 十 十 十 土 一 「 一 ＃ 1† 汁 十 十 十 十
一 一 一

，，　0．25％ 廿 甘 十 十 十 土 一 一 『
十 ＃ 十 十 十 士 一 一 一 一 廿 †† 十 十 十 ± 士 一 一 一

乳糖　20％原液 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 陶

”．　10％． †f 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 廿 ＃ 骨 十 十 十 土
一 一 一 ＃

†「 廿 十 十 十 士 一 一 一

，，　　5‘％ 汁 十 十 十 ± 一 一 一 一 一 廿 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一 壮 廿 十 十 十 十 十 一 一 一

，，　　1％ 竹 十 十 十 土
一 一 o 一 一 竹 甘 廿 十 十 十 士 一 一

F　一 廿 骨 十 十 十 士 」
一 一 　

，，　0・25％ 一
十 十 ± 」

一 一 一 一 一 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 廿 十 十 十 ± 一 ｝ 一 一 一

蕉糖20％原液 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

，，　　10％ 竹 廿 廿 十 十 十 士 一 一 廿 廿 十 十 十 立 一 一 一 一 廿 壮 十 ÷ 十 士 一 一 一 一

，，　　5％・ 廿 廿 廿 十 十 十 出 一 一 一 廿 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一

，，　　1％． 廿 ＃ 十 十 十 土 一 一 一 一 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一

，，　0．25％ 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 廿 ＃ 十 十 十 士 『 一 一 一 汁 十 十 十 士 ｝ 一 一 一 一

ガラクトーゼ
@　20％原液

『 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

，，　　10％ 十 十 士 一 一 一 一 一 一 一
十 十 十 一 『 一 一 周 ｝ 一 十 士 一 一 一 一 一 一 一 一

，，　　5％ 汁 甘 十 十 十 士 一 一 一 一
廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 壮 廿 十 十 十 土 一 一 一 『

”　　1％
寸† 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一

丑 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 廿 廿 十 十 み 十 士 一 一 一

・”　0．25％ 十 ＃ 十 十 士 一 一 一 一 一
廿 十 十 士 一 一 一 一 一 一 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 鵬

葡萄糖20％原液 一 一 脚 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
T

，，　　玉0％・ 十 十 十 士 一 一 一 一 一 一 十 十 十 ± 一 膠 一 一 一 一 十 十 士 一 一 一 一 一 一 一

，，　　5％ 廿 廿 十 十 土 一 一 一 一 一 ＃ 廿 十 十 十 出 一 一 一 一 ＃ 十 十 十 士 一 一 一 一 一

，，　　1％ 寸† 壮 十 十 十 ± 一 一 一 一 廿 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 廿 十 十 十 出 一 一 一 一 一

”　0．25％ 骨 廿 十 十 十 士 鰯 一 一
．．「Q 廿 十 十 十 士 一 一 一 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 一

　　　原確及20％原潤燭照1調桝二ろもの；こして大腸菌、ブイヨン々加へさるものなり

　右の成績に於て見るに其結果甚た良好なb即ち大腸菌に振り含水炭素の大部分を除

去せる所謂無糖ブイヨンに於ては菌の登育良好なるも其過酸化水素生成量甚た僅少な

、



、
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b然るに之に含奉炭素類を加ヘナこる場合即ち肉干キス，軍営エキス，牽麹工ぎスに於

ては0・25％より100％に至るまて叉グリコーゲン・イヌリン・水飴・デキスト，リソ〆

姿芽糖澱粉等に於ては少なく鈍025％より10％に至るまて殆ん嗣犠に過酸

化水素の生成を見すこりこの瓢より考ふれは肉エキス中の有効成分にはグジコーグン其

一部をなし米麹エキス中に覧ては澱粉，デキストリン，褒芽糖，其有効成分の各一部を

なすものご見なさる叉乳糖等の重糖類，葡萄糖の如き輩糖類を加へたる時に於ても亦

懸化膿生成働の聖なるを知る而して時キス・欄エキス1π糀鋳スに於

てはエキスのみにても過酸化水素生成能力を有するも其以外の糖類に於ては糖液のみ

の下等は菌登醒せす從って過酸化水素生成能力を有せさるものにして大腸菌ブイヨン

を添加せる時即ち菌の駿育に必要なる物質（蛋自質の如き）同ブイヨンよ：り供給せらる

るに擦b蛙に菌螢潔し從って過酸化水素生成能力を呈するに至る

　各含水炭素の種類に擦り過酸化水素生成能力の堅くへき影響は菌株に族り多少の相

違は免れさる所なり大耳に於て肉エキスの如き混合糖類及多糖類，重糖類，軍糖類ご囁

別して比較するも本實験に於ては各種類の間に単なる差を見す　　　　　　　’

　次に前記無蛋自培養基に各種アミノ酸を加ふるも過酸化水素の生成を臥す然るに之

に更に肉エキス叉は恥曝エキスを加ふる時は其生成能力復活せるを認めすごb同標に先

つ無蛋白培養基に各種含水炭素のみを加へたる夢合菌子育せさるε同時に過酸化水素

の生成を見さり『 ｫ小官等は此等の事實は羅臼質の映乏に基因せるものε假定し最初に

肉エキスを1％加へPH7・7ζなしすこる後各種含水炭素を添加せるに果して著名なる過

酸化水素生成量を見駈り其成績第十九表の如し

　此の成績は殆ε前表ご一致せるものにして含水表層を加へさる時は反慮陰性なるも

含水炭素の注加によb反慮甚た響く陽性ごなる而して牡礪エキス，グソコ一丁ゲン，イ

ヌリンに耽りても肉エキスに於けると同程に過酸化水素生成せられ叉鋤麹エキスに撮

　　　　　　　　　　　　　　　　第十九表　　幽　　　、　　，、

’　　　1％に肉エキス液を添加せる無蛋白培養基に各種含水炭素を加へ把

　　　　る時に於ける過酸化水素生成能力試験成績表

1　　　　　　（PH77．無蛋白培養基十1％肉ニキス十各種含：水炭素2．370，、24時間；‘370）



し

、

＼
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菌　　　　株 PIT5 PIIT6
1

Pユlr馬
り

菌襲 培養基稀糧度 菌嚢
一　一　　　　　　　　」　．一　　一

培養基引縄階 菌登 培養基稀暢度添加すべき含水炎
f液及其濃度 俘）育

1 2 4 8 ［6 32 ・4
g28・ 「の育 ・1・ 4 8 16 32 64P・28

の青
・1

2 4 8 16 32 ・4
P・28

封照PH　7・7普通ブイヨン

桁 ＃ 廿 十 十 十 ＝七．
一 一

寺廿 廿
1廿

十 十 十 士 一 一 世 廿 十 十 十 一　　一 一 一

樹照1％に肉ニキ
スな添加ぜる無蛋 ＃ 一 一 一 一 一 戸 一 ・　一 ．＃

一 一 一 一 一 一 口 一 廿 一 一 一 一 一 一 一 一

白培基PH　7・7、

肉エキ7も　．10％ 廿　1 壮 ÷ 十 十 ± 一 一 一 ＃ ＃ 十 十 十 ±．一 一 一
．†セ 寸t 廿 十 十 十 士 一 一

．，，．　　5％ 廿 十 十 十 土 一 一 一 一　． ＃ 汁 十 十 十 士 一 鴨 一 壮 十 十 十 ± 鞠 一 一 一

、，，　　　1％ ・、寸f 十 十 士 一 一 一 一 一 ＃・ 十 士 一 一 一 軸
．　　＿ ＃・ 十 士 一 一 一 一 一 一

，，　　0．25％ ＃ 十 十 士　．
一 一 一 一 一 廿 十 士 一 一 一 一 鞠 一 ＃ 十 土 一 一 一 一 一 一

牡礪エキス．10％ 廿 ＃ 十 十 十 ± 一 一 一 廿 廿 十 十 十 土 陶 一 鰯 廿 竹 十 十 十 土 一 一 一

，，　　・5％ ＃ 十 十 十 士 一 一 一 一 骨 十 十 十 士 一　． 一 一 一
．廿 十 十 十 ± 一 一 一 一

，，　　　1％ 廿 十 十 十 士 一 一 一 一
寸セ 十 十 土 一 一 一 一 一 廿 十 十 士 一 一 一 一 一

，，　025％ ＃ 十 十 十 士 一 一 儒 一 廿 十 十 ± 一 句 一 一 鮒 廿 十 十 圭 一 一 一 一 一
し

グリコーゲンio％ 廿 寸f 十 十 十 土 一 一 口 骨 廿 十 十 十 ± 一 一 一
寸㌃ 寸t 十 十 十 土 一 一 一

　，，　　．5％』 †ド 廿 十 十 十 ± 一 一 一 骨 廿 十、十 十 ± 一 剛 一 廿 廿 ← 十 十 ± 一 一 一

，，　　　1％ ＃ 廿 十 十 十 士 一 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 一 一 廿 十 十 十 土 一 一 一 一

，，　　0．25％ 骨 十 十 十 士 一 一 一 一
寸セ 十 十 十 士

＿r 」
1　7一　　． 廿 十 十 士 一 一 一 一 一

イヌリン　　10％ ＃ ゴ† 廿 十 十 十 士 一 一 サ 廿 十 十 十 ± 一 駒 鯛 寸 廿 十 十 十 ± 一 一 一

　「f，，　　　5％ ＃ ＃ ＃ 十 十 十 士 一 一 廿 廿
芋

十 十 ± 一 一 骨 廿 十 十 十 ± 一 一 一

，，　　　1％ ＃ 廿 廿 十 十 十 土 一 一 廿 廿 十 十 十 士 一 一 ∴ 1† 十 十 十 ± 一 一 一 一

．．，，　0・25％ 廿
’け 十 十 十 止 一 一 一 汁 ＃ 茸 十 十 十 ± 一 一 廿 十 十 土 」

｝ 一 一 一

来麹エキスユ。％ ＃ 廿 十 十 十 士 一 一 一 廿 廿 十 十 十 土 一 句 一
寸f サ 廿 十 十 十 ± 鱒 一

、

，，　　・．5％． 、＃ ＃ 廿 廿 十 十 十 ± 一 甘 廿 廿 菅 十 十 十 ±：
一

寸t 竹 廿 寸f 十 十 十 士 一

，，　　　1％ 寸t 寸† 1† 十 十 十 士 一 一 竹 廿 竹 ＃ 十 十 十 ± 一 廿 竹 壮 十 十 十 士 一 一

，，．0．25％ 竹 ＃ 十 十 十 ± 一 一 一 杜 廿 寸r 十 十 十 ± 騨 一，
，廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一

水飴．　　エ0％ 竹 寸f 十 十 十 ± 一 一 一 廿 寸卜 十 十 十 ± 一 鞠 一 ＃ 骨 十 十 十 ± 一 一 一

”，、　5％ 廿・ 廿 十 十 十 士 隔 一 一
寸セ 廿 十 十 十 士 一 一 一　　　幽 寸 竹 十 十 十 土 一 一 一

，，　　　1％ 廿 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 竹 廿 ＃ 十 十 十 ± 一 一 竹 寸t 十 十 十 ± 一 一 一

；，　　0．25％ 竹 廿 十 十 十 士 一 一
一　　．

寸セ 廿 十 十 土 一 ｝ 嚇 轍
廿・ 十 十 十 ± 一 一 一 一

デキ3学．リン10％、 ＃ 廿 廿 十 十 十 士 一 一
寸t 廿 ＃ 十 十 十 土 鴨 骨 廿 廿 十 十 十 士 脚 一

，，　　5％ ’廿 廿 †f イ 十 十 士 一 一
・廿 ＃ サ ＃ 十 十 十 士 一

・廿 廿 廿 ＃ 十 十 十 ± 一
，

．，，　　　1％ 壮 ＃ 廿 十 十 十 ± 一 一 竹 †r 寸t 十 十 十 十 士 一 骨 廿 寸t 廿 十 十 十 圭 一

，，　　0．25％ 廿 廿 十 十 十 士 ｝ 一 一 竹 廿 竹 十 十 十 ± 噛 一 廿 廿．十 十 ’十 ± 一
」

一

峯芽粉，，　10％ 廿 十 十 十 十 ± 一 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 噛 一 骨 十 十 十 ± 一 一 一 一

”　　「5％ 廿 廿 十 十 十 出 一 」 一 廿 十 十 十 士 一 一 一 一
寸t 廿 十 十 十 士 一 一 一

”　　　1％ ＃、 寸7 十 十 十 士 一 一 一 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 一

，，　　0．25％ 廿 壮 十 十 十 ± 隔 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 噛 一 廿 廿 十 十 十 ± 一 「 一

澱粉　　　　10％ 壮 廿 1† 十 十 十 土 一
．　　一 甘 寸t 廿 十 十 十 ± 噛 一

．寸t 廿 十 十 十 士 一 一 一

，，　　　5％ 廿 廿 質 十 十 十 出 一 一 ＃ 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 什 廿 寸f 十 十 十 土 一 一

，，　　　1％ 汁 廿 廿 十 十 十 土 一 一 廿 寸t †† 十 十 十 土 一 一
†㌃ 寸「 廿 十 十 十 土 一 ．一

9

’司 h　、』025％ ＃ 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 廿 汁 十 十 十 土 一 一 一 廿 寸t 廿 十 十 十 ± 一 一

乳糖　　　　10％ 廿 十 十 十 土 一 軸 一 一 壮 寸r 廿 十 十 十 士 一 一 廿 十 十 十 士 一 一 一 一

”　　5％ 廿 寸t 十 十 十 士 ｝ 一 一 壮 廿 1† 十 十 十 士 一 一 竹 十 十 十 士 一 一 一 一

”　　1．％ 廿 廿 廿 十 十 十 士 ｝ 一 ＃ 廿 ＃ 廿 十 十 十 ± 何 汁 廿 十 十 十 ± 一 一 一

“　’o．25％ 壮 寸† 十 十 十 ± 哨 一 一 廿 廿 廿 十 十 十 士 ∴ 一
．†セ

汁 十 十 十 ± 一 一 一

薦納　　　　10％ 廿 壮 寸r 十 十 十 土 一 一 廿 汁 廿 十 十 十 ± 一 一 廿 十 十 十 ± 一 一 一
白＾

，，　　5％ ＃ 廿 廿 十 十 十 ± 一 一 廿 廿 竹 十 十 十 土 一 一
寸セ 寸セ 十 十 十 ± 一 一 輌

ゴ　　　　　r

，，　　　1％ 廿 ＃ 廿 十 十 十 士 一 一 廿 廿 廿 十 十 十 ± 鴨 一 廿 十 十 十
：ヒ

一 ㌘ 一 一

，，　　0・25％ 廿 廿 十 十 十 ± 」 一
．」 ＃ 廿 ＃ 十 十 十 土 一 一 ＃ 十 十 十 ± 一 一 一 一

、
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マンノーゼ　10％ 寸㌻ 廿 廿＋ 十 十 士 一
＿　！ 寸f 廿 廿 十 十 十 十 一 一 什 甘 廿 十 十 士 一 一 圃

，，　　　5％ 寸セ 廿 廿＋ 十 十 土 一
■ ’寸t 廿 †t 十 十 十 土 よ

一 廿 サ 竹 十 十 十 土 鴫 一

”　　’1％ †r 廿 廿ナ 十 十 士 一 一 廿 廿 廿 十 十 十 士一　輩

一 廿 ＃ 1t 十 十 十 ± 一 一

　　，，　0・25％

ﾊ糖　　　1Q％

寸f・寸†

A†セ 寸t

十十

¥十

十十 土土
一一 一一 一一

竹寸セ 竹岡 十寸 十十 十十 士十 二士一
一一

寸㌘・ 骨廿 十廿 十十 十十
士十 』±

一一 鱒一

　　　　5％ ’†r 寸セ 竹寺 十 十 土 一 一
†r’

廿 汁 廿 十 十 十 土 一 汁 甘 廿 1† 十 十 十 土
」

”　　1％ ．廿 寸t 竹＋ 十 十 土 一 一
竹． 廿 廿 冊 十 十 十 ± 一

オ†・．廿 廿 廿 十 十 十 士 げ一

”　　0．25％ 寸t 廿 寸f＋ 十 十 士 一 一 骨 什 廿 十 十 十 士 鱒 一 ＃ 什 什 十 十 十 土 一 鞠

葡萄糖　　、10％ 寸f 杜 †r＋ 十 十 土 一 一
寸レ 廿 汁 十 十 十 ±ト

一
・＃・ 廿 1† 十 十 十 ± 一 鴨

”　　5％ 骨 汁 廿 汁 十 十 十 土 一
寸ポ 寸t 骨 廿 廿 十

＋［＋
土 サ： 廿 1『 廿 十 十 十 士 卿

”　　　1％ 廿 廿 寸r 寸窒 十 十 十 土 一
寸r 寸r 廿 廿 骨 十 十 十 ± ・壮． 廿 1† 寸t 甘 十 十 十 士

，，　0・25％ 骨 廿 雪仁 廿 十 十 十 ± 一 廿・ 寸t 廿 ＃ 十 十 十 ± 一
廿・ ＃ 什 1† 十 十 十 ± 働

りて得るご向程度にデキストツン，褒芽糖，澱粉に櫨りて過酸化水素生成せらる尚此他

の重糖類，軍糖類に於ても其の優劣を画回し得さる程過酸化水素生成能力の増進せら

れたるを見る術本三三は無色の培養液を以て行ひたるを以て二三的二三反慮はプィヨ

ンに於けるよりも著明に現出せジ

　以上二種の三等に於て見るに：本歯か；培養塞中に登育するに際し二酸化水素生成には

含水炭素の三ってカある事の大なるは明炉なる所にして多糖丁重糖類，軍糖類の中何

れか最有効なるかは以上の二三に於ては未だ不明なり其濃度三二商的三二に就きでは

’今後の研究を要すへし省ほ糖の分解する割合と生成せる過酸化水素量この關二又は無

蛋自培養基に1％の割に加ヘセる肉エキ7；の代用εして血清叉はアミン酸を加へすこる

二合に於ける現象等に關する實瞼は目下鋭意施行中にして第二報亡して報告すへきも

前二種の實験に於て含水炭素類か過酸化水素生成に必要なる事は三二に於て確實なる

もめζ言ふを得へし唱’

　樹ほ本四の三二には糖の必要なる事知ら範てより過酸化水素は菌の登育に俘ふ分解

産物なbご考ヘナZる時期ありレも其晶晶性培養後に於て陰性反高なる菌培養液を弓台

性εなす時同しく過酸化水素を生成する固唾ひ．Ave：y氏等の書下σx8）に櫨り菌の聾

育に件ひ三脚らう．る：嚇機獺に族り閲して神化藤の生成す纏梱りそ歌

り故に今前記大腸菌プィヨンを閑月性培養となし菌の充分に登評せるものを好同性

ざなすご同時に各種含水炭素を加へたる肉合如何なる成績を生するかに興味を抱き家

の實験をなせり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　第二’十表

　　　　大腸菌ブイ日ンに各回を37。，24時間嫌氣性培養三好氣性ごなし
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含水炭素液を：加へ37。に2時間放置せる時の過酸化水素成生能力

試験成績表　、　『　’．．　　　　・巳　　，1’．、．　．・．’幽＼一

菌 橡 BIT2・・

．　　添加ぜろ含水炭素液及其の濃度－
培　　養　　基　　稀　　琿　　度．

・1・国、81・6國・・1・28125¢國・・24

封照PH　7・7普通ブイヨジ 廿 甘 轍 　・猿d 廿 廿 十 十 十 ’土 噛

”　PH　7。7大腸菌ブイヨン． ．十 十 ．± 臼 一 一 ヒ　　一 鱒 幽 ．　　一 “、一

”　別置氣性培養　・
一 一 一 幅 一 一 輔 緬 一 緬 一

”　右嫌氣性培養後2時間37度
2・37嫌氣性．

十． 土 一 階 一 繭 ．　　　一 一 一 一 一

肉　エ　キ　ス　　　　　　5％ 十 十 ．・ 十 ± 一 一 一 一 一 口

”　　　　　　　　　1％ 十 ．十． ．士 一 一 脚 P　　噸 一　　「

一 一 ．一

グ　リ　コーゲン　　　　　5％ 十 十 士 一 轄 一
－　　一

噛 噂 一 一

”　　　　　　　　1％ 十 土 一 一 幡 騨 一 一 一 幽 r
米　麹　エ　　キ　　ス．　　　　　　　　　　　5．％ 十 十 十 ± 一 一 網 r　　口 一 一 一

’　　”　　　　　　　　　　1％ 十 十 士 一 一
陶　　・

一 ，　舳 一 幽 一

水　　　飴　　　　　　　5％ 十 十 ± 一 『 一 『 一 一 輔 一

”　　　　　　　　1％ 十 士 『 一 一 欄 陶 陶 一 一 輔

デ　キ　　ス　　ト　　リ’ン　　・　　　　　　5　タ6 十 十 出 ・　噌 鞠 繍 一　　1 『 馳　印 一
鰯　　「

”　　　　　　　　一1％ 十 十幽 士 一 一 輔 一 一 鞠 一 口

多　　芽．糖　　　　　　5％ 十 土 閂 「　吻
一 一 一 囑　　　一 一 一 「御

”　　　　　　　　　1％ 十 ± 一 『 一 一 口 一 口 賜 一

澱　　　　　粉・　　　　　5％ 十 十． 十・ ・士 陶　　　． 一 一 ．　　一

一 騨 鱒

　　　　　　　　　　1％ 十 十 士
「　　＿

q 一 一 一 『 　 一

乳　　　　糖　　　　　5、％ 十 十 ± 一　　　－
■陶 ■一 一 一 欄 一 一

”　　　　　　　　1％ 十 ± 一 一 口 一 　 一 一 髄 一

窟i　　　　繕　　　　　　5％ 十 土 O 一 瞬 口 一 一 一 口 一

”　　　　　　　　　　1％ 十 土 層 一 一 偶 一 鯖 『 口 一

マ　ン　ノ　鱒　　ゼ　　　　　』5％ 十 十 士 幽　　一
鱒 輪

甲　　　　一

陶 偏 一 一

”　　　　　　　　　1％ 十 士 一 一 一 亀一 『 一 一 ．一 一

ガ　ラ‘クrト　lo6　ゼ　　　　　　　5％ 十 士 一 一 一 一 一 陶 一 一 鞠

”　　　　　　　　1％ ・十 士 噛 一 吻 一 一 一 殉 葡 騨

果　　　　　糖　　　　　　5％ 十 十 ± 一 一 一 一 一 鞠 一 一

・・　　　　　　　　1％ 十 士 L　　鱒　　．

卿 一 鯖 幽ポ 一 一 一 一

葡　　：萄　　糖　　　　　　5％ 十 十 “士“ @’一 隔 一 日 一 一 一 『

’・・，’ @　　　　　　　1％ 十 土 一 一 圃 卿 噌 鴨 鱒 ■　　一
一

　本成績に焚けるか如く過酸化水素生成量僅少なりご錐も其劉照に比して尚多少の反

回陽性に出現するを以て酵素機物質の存在する土室中酸素及含水炭素を添加するに於

て過酸化水素の生成を認め得へし

　本三無は次の項に於て更に之を確回せり

　　　　　第六項三三双三の生湯旧臣出液1回る含水韓液、』・、

　　　　　　　　　に於ける過酸化水素生成能力試験

∬
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　　　　　　　　も　肺炎双球菌に擁る嫌氣性培養を室中に露出する時過酸化水素を生成するは文献に於

て良く知る所なるも前述の如く其生成するは菌の登育ご共に生する酵素の作用に篠る

ものにしてAvery氏等は嫌氣性培養の無菌エキスも亦過酸化水素を生成し更に嫌氣

性培養菌の洗溝浸出液は其儘にて渦酸化水素生成力なく之に或物質を加へすこる時始め

て生成熊力の復活せるを知り從つて過酸化水素生庫には一つの系統を必要ごし其中の

一つを観くも該生成能ヵの無きこε恰も補膿結合反慮に於て其系統中の或一物を敏き

たる時の如しご報せり一つの系統ごは酵素機物質，室中酸素及ひ或る化學的物質にし

て其化學的物質こして戎等な肉馬キス及米麹エキスを選定せるは前述の如し小官等は

前項に於て過酸化永素生成ヒは含水炭素類の關係深きこごを知b肉エキス叉は米麹エ

キメの代用ざなし得る二ごを謹明せり故に此場合に於ても各種糖類を代用す為に如何

なる成績を與ふるかに興味を抱き次の如き實験を施行せり

　所要酵素は次の如く操作して浸出せり耶ち60ccmのPH7・7普通ブイヨγに菌を植

え37。・24時間嫌氣性培聲ρ後菌を遠心分離機にて探集し後生理的食盤水にて洗溝す

るこご5同にして16Ccmの生理的食盤水に浮游せしめ後璃瑞乳鉢にて菌を一様に磨

軋し槍鏡する’に菌型を認めさ』るに至ナこらしめπる後PH7．7こなし酵素の充分に溶出せ

る浸串液を得

　右の菌浸出液0．5ccmに各20％含水炭素液及各種エキスを0．5　ccm加へ小試験管中に

　　　　　　　　　　　　く
於て斜めに倒し370，60分間放置して其遇酸化水素生成量を定量ぜるに其成績次の如

し

　　　　　　　　　　　　　　　第二．十≒表．

　　　　洗溝肺炎双球菌の生理的食盤水浸出液に援る各含水炭素液中に於け

　　　　る過酸化水素生成能力試験成績表

　　　　（PH7ン溌灘菌生理的食盤水浸出液0．5㏄m＋PH7．7各含水炭素液0．5ccm，60分間，37。）

’菌 株

添加すへき含
水炭素

樹照菌浸出液

肉エ　キ　ス

牡礪エキス
グリコーゲン

P工T5

検　　畳豊　　稀　　繹　　度

・回・1・116132164［・28

十

†

十

十

．．十・

幽十

十

ll

PIIT6

検・　盟　　稀　　繹・・度

・i・1・181・6132國・28

骨

’甘

十

1†

十

ナ、

十

十

十

十

十

±

十

士

二
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イ　ヌ　リ　ン 十 十 十 閏 F＿ 一 一 一 十 十 十 士 鞠 一 一
＿　　F

来麹エキス 壮 十 十 十 士 一 一 一 世 廿 壮 1† 十 十 十 士

水　　　　飴 十 十 出 一 一 一 鯛 ρ　一
1f・ 汁 十 十 十 ± 一 『

デキストリン 十 十 出 日 一 一 一 一 十 十1 士 一 一 葡 口 一

多　芽　糖 十 弓・ ±’
一

＿　．

一 一 剛 十 十 士 一 一 一 一 一

幽澱　　　　粉 十 十 出 一 陶 一 一 一 十 十 十 士 鱒 一 一 一

面　　　　糖 十 十 士 鵯 卿 一 鞠 一 廿 十 十 十 ± 閂 一 一

藤　　　層糖 十 十 土 一 一 一 一 一 廿 十 十 十 士 一 一 一

マンノーゼ 十 十 十 士 一 一 一i 　 廿 十 十 十 士 一 一 一

マン昌ツ　ト 十 十 士 一 一 一
一i

一
貿’

十 十 ナ 止 輸 一 胸

ガラクトーゼ 十 十 十 ± 一 一 一 一 壮 十 十 十 士 一 一 一

果　　　『糖 十 十 十 』士 一 一 一 一 十 十 十 土 一 一
＿　　　． 、　　　一

葡　萄　糖 十 十 出 一 一 一 一 一 十 十 十 ± 騨
＿　　　　F

一 隔

此の表に就て見るに肉エキス及米麹エキスに於ては三二張力にして各糖液は之に比

し多少劣るもf苛ほ過酸化水素の生成する事を知る此の事實は前3種の實験成績を更に

裏書せるものにして酵素様物質は菌膿中に於ても含有せられAvery氏等の肥る物質

ごは含水炭素も其必要なる一回分をなすこごを謹明し得セリー

　前種の實験に於ては唯肺炎双球菌の含水炭素に封ずる作用の豫備試験を實施せるに

過ぎさるものにして三糖類か室中酸素ご共に酵素様物質により如何なる獲化を受けて

過酸化水素を生成するものかは今後十分に研究するの債値ある問題なり今は唯上記諸

試験に於て知り得セる事實の報告に止めん

　過酸化水素生成に含水炭素の必要なる專實はメ千一レンプラウの脱色，血色素の鍵

化，溶血反慮等に於て如何なる影響を與ふるか文過酸化水素生成に回し上記以外の榮

養物質は如何なる關係を有するや等に關しては目下研究中に属す

　　　　　　　　　　　　　　第四章　総　　　　括

　以王實験の結果に就き弦に絡括するに次の如し

手・肺炎双球菌に勘生成せら・る1る過酸働は撒団長ひ化學的性質よb見て過

酸∫：ヒ水素なうこごを確認す　　　：，．，　　　　　．”　　　．．

　2．而して共の過酸化水素は牛乳より製しすZるPeroxydaseを利用するべ～チヂγ

反力に撮り0・1PPMに於ても定性するを得且其の稀司法を用ひて両軍に而も比較的正

確に定量するを得・

　3．手引に隔り生成する過酸化水素量：iま其菌力（生活力）に比例す故1に菌株に与り過
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酸化水素生成能力を比較する揚合には常に其の菌力（生活力）を顧慮せさるへからす

　4・本野洲育の最：適PHは7．7にして此の鐵に於て過酸化水素最：も旺盛に生成せら

るるも同時にアノレカリによりて分解せらるる量多くアノγカリ度次第に低下し過酸化水

素生成量も亦次第に低下するε共に其分土量も減少しPH7．0前後にて雨二三衡しPH

の不麸ご共に過酸化水素生成量も亦増加せす故に菌の生活力如何に強くごもPHの影

響によb過酸化水素量は一定度以上には上昇せす尚ほ本菌三冠の有無に關せすして酵

素様物：質のみの鮎よb見れば本物質はPH6．5よりPH7．7迄に於て作用し得へし

　5．普通ブイヨンに10－2％の割合に免疫血清又は正常血清を加ふるときは本菌の

過酸化水素生成能力大ひに増進し共生成量は賢者間に禁て大なる差異を見す而して本

血清は70。，30分間の加熱にて其中に含有せらるる　Katalaseを雑然破壊し得るもの

　6・本菌に振る過酸化水素の生成能力は血清，カゼイン等の蛋白質及アミノ酸の存

在には直接關係を干せす唯此等は本菌の霞育を増進する④みなり

　7・雪解に滑る過酸化水素の生成能力は舗含水炭素に直接關係を有しAvery氏

等の肉エキスは共中1のグリコーゲン刺米麹エキースは月中のデキストリン，甕芽糖或は

澱粉三十有効成分の一・つなるこごを知りたり

　8・本四に篠る過酸化水素生成に必要なる系統中の回る耐熱性物質中には含水炭素

其一成分をなすものなることは大腸菌ブイヨンの嫌氣性培養後及洗灘菌の生理的食盛

水浸出液を好鴨性となせる揚合含水炭素類の注加にて過酸化水素の生成せらるるによ

りて之を知るを得

　含水炭素類に關する研究は軍に豫報に止め確定的の理智は第二報以下にて報告せんεす

　　　　　　　　　　　　　　　文　　　獄
1．彪〃。ゴσ’3♂610卿ム。‘ゑ；Lanc3t．1921，900．

2。薇！冨召π4σo磁屑Bi㏄hem。玉1922，16，497．

3．αZ肋の研4泓∫緬塵”ノExp・
　込工ed．1924，39，275．

4・泓ノ；〃卿π4雇0・2オ％η；Exp・Med・
　1924，39，331．
5・　0・ク＝『・4ッ〃アπ〃諾ノ」2猛飛泌Exp♂Med。1924，

　39，346．
6・0・7＝・4㌍老ソα’〃ノ；〃＝溜みExp・Med。1924垂39，

　357．

乞α7＝肋e〃僻4．匹〃：露必Exp．　Med．1924，
　39，543．

8・α7＝・4躍り18π4ノ；〃1ノ協〃みExp。　Med・1924，

　39，745．

9．0。7＝肋のα刀♂∫∠砿茄澱，Exp．　Med。1924，
　39，．757．

10．52巳。誘醇伽∫〃’ZeiしNahr．　u．　Genusmittl．1908，

　16，589．
11．茄腔and防∬8〆〃’α塀，Handbu中der　pathogenep

　Mikroorganismen．
12・ノ∂凌伽肋3；Fementf・rschung・

13・古武彌四耶　養素及酵素
　　昭和二年二月
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衆議院議場内室氣試験報告　際二報）

●
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囑
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田　靖　一・　郎

蔀　姜　藏
西－　隆㌧卒

　田・　　　‘保

　　　清　　　雄

岡　　愼’　三

隅　　タ∫　勇

　　　倉

町　　清

　本年3月3日より同23冒に亘り1第51同歯國議會衆議院議場内室氣試験を施行した

るに次の成績を得たり依て弦に之を報告す

　　　　　　　　　　　試　　　験　　　方　　　，法

　今回の試験に於では氣速の測定に樹しては璽化アムキ昌ウム三隅登生器を用ひす專

ら英國ヒノン博士考案に係るカタ寒暖計Kata－thermometerを使用し同時に所謂カタ冷却

率を測定せり今次に該塞暖計の使用方法の概要を述ふへし

　カタ寒暖計は華氏95乃至100度間に各1度の10分1三度を施Uこる酒精寒暖計に

して其目的は殆ビ人膿の李温（播氏36．5度）に等しき温度に於て其周回の三三による

冷却率（極めて高温の大氣に在りては反劃に其加温率）を測定するものにして毎秒毎李

三三に於けるミリカロリを以て表示す即ち乾カタ冷却率は幅射及三流による冷却力を

示し漁カタ冷却率は幅射，三流及蒸登による冷却力を示す從って雨者の差ば蒸駿のみ

による冷却率に該當す

し
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　乾瓢タ冷却率を測定するにはカタ寒暖計の球部を温湯中に温め其酒精を上方室球部

迄上昇せしめ三度せる柱部に氣泡を認めさるに至り下方球部を清拭乾燥しπる後三三

室氣中に懸垂し華氏100度より95度迄下降するに要する時間（秒軍位）を観測し此操

作を俗画反復し其奴均値を求む

　画意虚血虚心測定には絹製網袋を以て球心を包被しセる後前記ご同標に温湯中に温

め酒精分を上方室球部に上昇せしめ下部の被覆球に於ける過剰の水分を布片にて除去

しナこる後前記ε歪面に瞬濡す

　上記爾者の場合に測定しすこる時間（秒軍畑〉を以て各州タにつき槍定せる固有の記帳

を除去するごきは夫々毎秒毎季方糎に於ける冷却率を得へし．

　氣動速度は渦雷空氣中に於ける乾カタ冷却率及晶晶の測定の後次式に從ひ之を算定

するにあり

　　　　　　H＝（0・13十〇・47ブ▽つθ　…・…・・……1・・…・・・…秒遠1米以上の話合

　　　　　　H置（020＋0・40ヅ7）θ…………・…・・………秒遽1来未浦の場合　　‘

　Vは氣勧速度（米軍位），Hに渇望タ冷却摩・θに36・5より氣温（掘氏）の度数な減し㍗る差卜す

　爾他の試瞼項目及其方法は第一報に於けるご全然同一なるを以て勉に之を省略す

（試験所彙報第28二野16頁参照）但し炭酸量の算定に樹しては前置報告に際しては可

密室話中の水蒸氣張力を顧慮し乾燥室氣1萬容積中の容量を計上せるも今同の試瞼に

在りては第4同に於て氣漏壷六器に故障を生し其試験を途行し得す從って水蒸氣張力

1を算出するこご能はさりしを以て全試験を通して灘潤塞氣1萬容積中の容量を算出し

同時に第4同を除き他は悉く第1同報告に於けるご同機に乾燥室壷中の含量を算定し

以て爾者の成績を併記せ．り．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　試、・　験　　　場　　　所

　議場及傍聴席の試験に封レては第一報の話合ご同様の揚所を選定し昏試験を施行せ

り但し議場は昨秋の火災後新築に係るものなれは多少の差異あるを免れす即ち次の如

し，，

㌧：、、♂　　＿＿議い場　内、
　　第1號・議長席の後方（左側）『∫：、．第2號議席3§4號ε騨號の中問層，

　　第3號議席186號ε278號の中間　　第4號　議席68號ご69號の高聞　『，1

＼
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第5號

第1號

第3號

階下第1號1議事課に沼へる側の中央

同　第2號　貴族院に向へる側の中央

階上第1號

同第2輩
　外　氣

速記皇の下方㌧，

　　　　　　　　傍　聴：三

野出入ロ附近

北出入口（閉扉）附近

　　　　　　　　　　廊

く公衆珊）・

第2’五二出入口（閉扉）附近

第4號西出入口附近

　　下

階下輩1號に樹癒する位’置

階下第2號に樹慮する位置

貴衆爾院中間の中庭、

　　　　　試　　’験．　時 期

　今般の試瞼は大柳に於て第50同罪會に於けるε同「方針に從ひ第1及第2同に共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

燗餅繹ひ殊に第2同に噸房即興開脚戦中の鈴鈴然同献況1こ於て
施行し會営門に在らては同一日2回宛試鹸を行ひ触り即ち第3及第7同は開議後f時

間第4及第8同は3時間第5及第9同は2開聞叉第6及第：10同は4時間経過後試験

を開始せり今世試験時期，登院議員歎及傍聴人藪等に就きて之を表示すれぽ下め如し

三三同数 試瞼暗日 議揚の
�@態 開麟刻勝三三蜘

登院議員数 試験當時
c揚中議
�T藪

三三鷺
第1同試瞼 3月3日 即吟中 一 午後2時 ｝ 一 ｝ 一 一
第2同晶出 3月5日 同幽・上

｝ 同2時 一　　　「

一 噸 一 一
第3同試瞼 3月16E 會議中 午後1蒔1日分 同2時午後7時59分 401人 250人 1561人 1200

第4同一瞼 同　日 同　上 同　　　上 同．4時 同　　　上 同　上 220人 同 上　’1100

第5同試瞼 3月18口 同　上 午後1時14分 同3蒔．午後鱒6分 40｛人 200人 1555人 ユ000

第6同試瞼 同　日 同　上 同　　　上 同5時 同　　　上 同．上 180人 同　上 900層

第7同試瞼 3月20H 同　上 午後1時14分 同2時午後8時4分 400人 210人 1460人 ：1000’

第8向試瞼 向日 同　上 同　　　上 同4時同 上 同　上 300人 同　上 ．1150

第9同試瞼 3月23日 同　上 午後1時28分 同3時午後7時6分 407人 180人 152ア人 エ000

第10同二丁 同　日 同・上 同　　　上 同5畦同 上 同　上 150人 同　上 700

備考　試瞼四時に於ける議揚中の議員籔：に箪に目算に過ぎす從って極めて概略のものなり

　　　　　　　　　　　傍聴人1・一覧・表　　　　　　1ぺ
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1

1 3月16日 1 3月18日 1 3月20口・ 1 3月23日

調査・繍睡 刎退鋼現在辮 籔怠者1現在辮 藪鵬者i現在鍛1纏 辮儲［二丁

午後零時 862 0 呂62 913 0 91：1

一 一 一
898 o 898

同　零時30分 r　　　　　一

一 一 脚一 一 一
876 0 876

一 一 一
同　1時30分 1015 0 1015 1016 0 1016 1Q21 0 玉021 103L Q 103L

同　2時30分 一 ｝ 一
1050 ］02 943

一 一 一
1066 80 986

同　3時 「 一 一 一 一 一
】037 86 951

一 ｝ 一
同　3時30分 一 一 一 一 ｝ ｝

一　　、

一 一 一 一 一
同　4時 1396 172 1134 1372 205 1170 1349 147 1202

一 一 一

同　4時30分 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 一
1467 461 1006

同　5時 一 一 一
1521 556 鰯 一 一 一 ｛ 一 一

同　5昨30分 1531 470 1091
一 ㌘ 、｝

1460 350 ．1110 1527　　丁 88工．
646

同　6時 一 一 ｝ 一 一 一 一一 一 ｝ 一 ｝ 一
同　6時30分 一 一 一

1555 1028 527 馳　　　一　　r

曲 一 ’門　　， 一 一

同　7時 1561 1081 480
｝ 一 一 一 一 一 一 一 一

同　8時 一 『！ 一
1555 1235 3皇0 」　＿ 二 』 一 」 ，　一

　　　　　　　　　　　　　　試験母国に於ける氣象1

　各試験當日藁薦前日に於ける東京市内の天丁丁1況並に試験當日午後零時よb同6時

迄に於ける氣温，灘度，氣騒蒸氣張力及風向1風力次の如し（中央氣象壁の調査に依る〉

　　　　　　　　　　　　　　天　　　氣幽　概　　　況

時則天一測 事

3月2日

3，月3日

3月4日
3月5日

3月15口
3月16日

3月17E
3刀1S日
3月19日

3月2Q日
3刃22日
3刀23日

曇時々微雨
後晴

曇

曇後　雨
雨雪後年

晴1時微雨
侠　　　晴

晴

晴

曇後南雪

晴

晴午後1時
微雨

前日來の小雨午前4時30分歌み叉同6時1醗よリ同6時20分まて及午後5時7
分より同5時12分まて微雨あり夜間霧あり

朝間霧あり

午後6時45分よリ同6時55分’まて同9時零分よリ翌Hに亘り降雨あり

前日來の雨午前4時30分より雪ミなり同11時45分：再ひ雨ε7より同11時49分之に

雪な交へ午後1時45分欺む，同2時56分よリ同3時10分まて微雪漸績す夜間霜

あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　噛・

午後3時50分よリ同4時10分まて微雨あ謬

正午よリ午後3時まて強風あり

朝間霜あり

午前9時強風あり．
午後7時15分よリ翌日に亙り降雨，降雪あり

夜間霜あり

朝間霜あり．　　　　　「』　．　　　　　　　　　　　　！　　　ゐ

午後2時20分よリ同3時30分ま’（微雨あり朝間霜あり

氣　　温　　及　　氣　　掘

I　i午後零固午後・時 午後・副午後塒i報・時1報・時1鞭・時

3月3日
氣　温

i　度

13．5

S1％

ユ4．6

S1％

15．6

S1％

13．2

T3％、

13．2

S9％

1L2

V0％

10．4

U8％
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3月5日
氣　温

蛛@度

2．7

W7％

3．3

W3％

3．S

V8％

　　4．3

f　70％

4．7

U6％

4．7

U4％

4．4

U6％

3月16日
氣　温

蛛@度

9．0

Q4％

9．4

Q1％

9．8

Q7％

9．2

Q4％

8．3　「

Q9％

7．2

R3％

5．7

S0％

3月18日
氣　温

蛛@度

】0．2

Q7％

9．6

Q8％

9．2

R1％

9．9

Q7％

9．2

Q9％一

8．0

R4％

6．3

R9％

3刀200
氣　温

蛛@度

】．4

X4％

1．7

X4％

1．7

X4％

1．6

X2％

1．0

X6％

1．0

X6％

1．0

X6％

3．月23日
氣　温

蛛@度

ユ0，5

T2％

114

S9％

11．0

T0％

8．3

U6％

9．9

T6％

8．3

T6％

6．9

V1％

氣厘及水蒸氣張力
1午二時1午後・劇午後・時1午後塒1午後・時1午後・唄午後・時

3月3H
氣，腿
�?｣力

766．4粍

@4．7粍

765・6粍

@5・0粍

765・4粍

@5・4粍

765護粍

@6．0粍

765．4粍

@5・5粍

7656粍

@6，9粍

766・0粍

@6・4粍

3刀5H
氣　　睡

�?｣力

．767．4粍

@4．8粍

766．8粍

@4・8粍

766・3耗

@4．6粍

7664粍

@4・3粍

766．5耗

@生2粍

766．9耗

@る1粍

767，5耗

@4・1粍

3月16日
氣　　白

�?｣力

』757，3粍

@2．1粍

757．1耗

@1．9粍

757・4粍

@2・4粍

757・8粍

@2・1粍

758・3粍

@2・4粍

759・3粍

@％粍

亨60．0粍

@鼠7耗

3，月18口
氣　　！堅

�?｣力

761．3粍

@2．5粍．

760，9粍

@2・5粍．

76U粍
@2・7粍

761・5粍

@％粍

761・7粍

@2・5粍

．762．3粍

@ユ7耗

763。5粍

@28粍

3月200
氣　　！男

q氣張力

759．8耗

@4．8耗

759浮耗

@4・9粍

758」耗

@4・Ω粍

758．6粍

@4・7粍

759・3粍

@4・7粍

759．5粍

@4．7粍

760・0粍

@4」粍

3月23日
氣　　膣

�?｣力

757．9粍

A5．0粍

757・3耗

@4・8粍

756．8粍

@4．9粍

757・6粍

@5・4粍

757・4粍

@5・1粍

758・4粍

@4．6粍

758．8粍

@5・3粍

風向及風力（米／秒）

・午囎劇午後塒 1午後・劇午後・劇午後・副午後・時 1午後鱒

一撃聖訓劇副餉1剛劇酬馴風力悔向陣
3月3口 北　西 2．7 東 1．8 東北東 】．9 南 3．7 南 3．2 南　東 5．0 東南束 4．8

3月5日 北東 3．8 北北東 3．0 北北東 3．2 東北東 3．4 北東 2」 北　東 2．3 北東 1．4

3月16日 北　西 10．5 北北西 10．3 北北西 10．0 北北西 10．0 北 9．2 北 8．1 ・北 6．

3刀18日 北 8ガ 北 7．2 北 8．7 北 7．0 北 6．7 北 6．7 北北東 5．0

3．月20口 北 5．8 北 5．2 北 5．6 北 6．2 北 4．9 北 5．1 北 4．】

3月23日 南南東 4．3 南 5．2 南南東 4．2 北’ l 5ρ 東北東 2．8 北 3．6 北 3．3

試 験 成

上記試験方法により試飛しナこる成績’下の如し

1．氣

錦1回試験3月』3日　閉會中、

温　　及

千

度

、

’
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＼

温 度
比較済度 空氣1立方

試験’揚．所 試験時刻 乾 球　1 灘 球 米中の水分
胞和駅乏

撮　氏1華 氏1撮 氏1華　氏
％ ：量（瓦）

量（天）

半揚内子1號 午後2蒔43分 16」 6客1 11．8・ 53．2’ 54．3 乳69　幽 β．56

議揚内第2號 同　2時48分 162 6L2 11．4 5a5 54．5 『7’．47 6．24

議口内第3號1 同　2時28分 16．6 61．9 11．9『． 534’ 56．0 ’7．87　’ 「6．19

議’桝目第4號 同　2時59分 16．3 6L3 1L4 52．5 54．6 7．53 6．27

議揚内第5號 1司　2時54分 16．5 61」 11．8』 53．2’ 55．81 7．80　： 6．17

議構内亭均 一
16．5 61．6 11．7 53．0 550 7．67 6．29

電解席第1號 同　3時lg分 17．6 6皐7 12．4 54．3』 53ρ 7．94　層 7．04

傍聴席第2號 同　3時16分 17．6 63．7 12．3 54．1 51瀞 7．78 7．20

傍勇悪聯帯3號 同　3時10分 17．4 63．3 12．5 ’54．5 55．2 8．17 6．62

傍心席上4號 同　3時4分 17．8 64．0 12．2 54．0 50．1 7．60 7．57

傍蕪席亭均 一
117．6 63．7 12．4 54．2 62．6 7．87 7．11

階上廊下第1號 同　3時25分 19／7・ ・　67」5 12．8 55．ol 42．9 7．32　． 9．75

階上廊下第2號一 同　3時28分 18．4 65．1 11．8． 53．2　． 43．21 6．88 S．95

階上廊下干　均 一
19．1・ 66．3 12．3 54．1　． 43．1 7．10　． 9．35

階下廊下第1號 同　3時35分 18．8 65．8 11．8’ 53．2　1 40．6 6．56 9．59

階下廊下第2號 同　3時40分 18．4 65．1 12．8 55ρ 50．9 8．0匙’ 7．74

階下廊下亭均 一
18．6 65。5． 12．3 54．1 45．8 7．29 8．67

外　　剰同 ・時・・分1 …1 ・副 ・・1 47．7、 54．6 ’・・9』 P 5．07

第：2同試鹸　3’月5日・閉早臥
温 ．度

比較漏度 空氣1立方 飽和訣乏

面面勘所 試験時刻 乾 球　1 滋 球 来中の水分

撮　氏［華 氏1撮　氏1華 氏
％

量（瓦）
量（瓦）

高揚内第1號 午後2時6分 18．1 64．6 11．9 534 45．7 7．06 8・39．

議揚内陣2號 同　寧時10分 18．2 64．8 1L6 52瀞 42．8 6．65 8．90

議揚内第3號 同　2時17分 18．3 64．9 11．7 53．1 43．0 6．73， 8．92

議揚内第4號 同　2時23分 18．4 65．1 11．4 52・5、 39．9 6．29． 9．46

画期内第5號 同　2時30分 18．0 64．4 1L3 52．3 41．6 6．39、 8．97

議揚繭亭　均 一
18．2 643 11．6 ・52．8 42．6 6．62　’ 8．93

傍臨席第1號 同　2時59分
17．8『

64の 　　「P1．9 53．4 ∫4帆6 彪2 乞95

傍蕪席．第2號 同’2時54分 ’　引17．9 64．2 1L8 53．2 ’46．2 二〇5　： 821

傍聴席第3號 同』2蒔48分 一1821 6418 　　■P1．9 53．4　’ ●　45．1 巴乞01： 8．54

・傍臨席第4號． 同『2時43分
層18．4’ 6511． 12．1．’ 　　♪　　9　．

T3．8　　　45．4
・口

薰P5 G ＄60

傍聴席干均 一
18．1 64．5 11．9’ 53．5 46．1 乳11 8．33

階上廊下第1號 同　3時6分 17．7 63．8 11．4 52・巨 44．3 6．67 8．40

階上廊下第2號 同　3時12分 14．3 57．7’ 8．4 4肌1 41．9 5．07 7．07

階上廊下挙隅 一
16．0 60．8 9．9， 49．8， 43．1 5．87 弘74

階下廊下第1號 同　3時20分 16．2 61．2 10．2’ 5e．4 44．3 6．07 764

階下廊下第2號 同　S時26分・ 12．1 53．8 7．0 44．6・ 45．1 ’4．75 5．78

階下廊下挙均 一
14．2 57．5 8．6 ．47．5 44。7、 6．71

’

i喉

！1｛

～

し
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1外 氣1午鱗剛・・1…1・・1…i．…1・認1層…1
第3回試瞼　3月．3日　論議中

温 度
胞和田乏

試験揚、所 試験時刻 乾 球 ド漏 球 騨萎騨
撮 氏1華 氏［擢 氏【華　氏

量（天）

議揚内第1號 午後2時16分 20．2 68．4 14．8 59．6 55．1 9．70「 7．91

議揚内乱2號 同　2時23分 20．3 68．5 15．0 59．0 55．9 9．91 乞81

議揚内第3號 同　2時34分 20．9 69．6 14．5 58．1 48．6 8．93 9．45

議二二第4號 同　2時28分 20．5 68．9 15．1 r592 55．4 9．94 8．00

高揚内乱5號 同　2時20分 19．4 66．9 14．6 5S．3 58．8 9．86 6．90

議三内二二 一
20．3 68．5 14．8 58．6 54．S 9．67 8．01

傍聴席第1號 同　2時58分 22．5 72．5 15．4 59．7 4613 9．30 噛1e．97

傍同席第2號 同　2時53分 22ゐ 72．5 ．16．0 60．8 49．9 10．12 10．15
一

傍聴席第3號 同　2時47分 22．6 72．7 16．4 61．5 52．1 10．63 9．76

傍蕪席第4號 同　2聴43分 23．4 74．1 17．6 63．7 ．554 11．93 9．48

傍蕪席李均 一
22．8 73．0 16．4 61．4 51．0 10．50 10．09

階上廊下第1號 同　2時10時 18．0 64．4 12．0 53．6 47．5 牝30 8．06

階上廊下第2號 同　2時5分 18．2 64．8 1ユ4 54．3． 49．4 7．68 乞87

階上廊下亭均 一
18．1 64．6 12．2 54．0 48．5 7．49 7．97

階下廊下第1號 同　1聴49分 17．8 64．0 124 54．9 54．4 8．26 6．91

階下廊下第2號 同　1時55分 17．8 64．0 12．2 54．0 50．4 7．65 7．52

階下廊下繊麗 一
17．8 64．0 12．5 54．5 52．4 7．96 7．22

外　　剰同
・時・・分1 ・・1 …1 ・・1 …1 …1 ・761 3．35

第4同試織　3月16日　會’議中

層鹸器故障のナZめ成績を旧く

第・5回試験　3月18日　會一中

温 度
比較漏度 空氣1立方 飽和訣乏

試瞼揚所 試瞼時刻 乾 球　1 灘 球 米申の水分

撮　氏1華 氏［撮 氏1華 氏
％ 量（瓦）

量（試）．

議二二第1號 午後3！魯42分 ’19．7 67．5 12£ 55．0 43．0 乞34‘ 9．73

議三内第2號 同　3時30分 20．5 68．9 12．6 54．7 37．2 6．67 11．27

議三内第3號 同　目時35分 21．0 69．8 12．9 55．2 36β
6，77’ 11．73

議二二第4號 同　3暗38分 2U 69．9 ユ2．9 55．2 36．0 6．71 11．90

議三内第5號 同　3時25分 ．19．4 66ゆ 12．2 54．0 40．3 6．76 10．00

二二内二二 一
20．3 68乃 12．7 54．8 38．6 6．85 10．93

傍聴席第1號 同　3時18分 24．4 75．9 15．9 60．6 39．3 8．92 13．80

傍聴席第2號 同　3噂13分 23β 74．5 16．9 62．4 46．0 9，96「 11．70

傍聰席第3號 同　3噂6分 23．6 74．5 15．8 60．4 42．5 9．21 、12．45

傍聴席第4白白

ﾘ牌均1
3時0分 22．5

Q3．5

72五

V4．4

14．3

P5．7

57．7

U0．3

38．3

SL5

7．76

C96

．12．51

P2．G2

’
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階上廊下第1號 同　4時0分 18．1 646 10．6 5L1 35．8 5．54 9．91

階上廊下第2號 同　4時5分 16．8 6客2 9．7 49．5 36．4 10．45 9．04

階上廊下李均 一　一
17．5 63．4 10．2 50．3 36．1 8．00 9．48

階下廊下第1號 同　3時46分 18．5 65．3 10．7 51．3 34．3・ 5．44 10．4L

階下廊下第2號 同　4時52分 18．6 65．5 10．4 504 3L6 5．04 10．91

階下廊下挙均 一
18．6 65．4 10．6 50．9 33．0 5．24 10．66

外　　剰同 ・時・分1 9．6 1… 1州
‘…、1・ …1 ・891 5．04

第6回試験　3月18日　會議中

温 度
比較漏度 空氣　立方

試引揚所 試瞼時刻 乾 球　i 灘 球
o／

米中の水分
飽和訣乏

撮　　氏1華 氏1撮 氏1華 氏 ／0 量（天）
量（天）

議脳内第1號 午後5購5分 19．6 67．3 12．4 543 40．6 6．8S 10．08

議揚内第2號 同』5時35分 21．1 70．0 13．0 55．4 34．8 6．83 1L78

議岩内第3號 同　5時40分 2L7 71．1 13．0 55．4 33．7 6．51 12．80

議揚内第4號 同　5暗44分 21ゐ 704 12．8 55．0 33．4 6．37 12．70

議揚内第5號 同　5時30分 20．0 68・0 12．7 54．7 40．5 7．05 10．34

砂壁内袖均 一
20．8 69．4 12．8 55．0 36．6 6．73 11．54

傍聰席第1號 同　5時21分 23．2 73．8 14．1 57．4 33．7 乞13 14．01

傍二丁第2號 同　5時14分 23．8 74．8 15．8 60．4 41．5 9．10 12．82

傍二丁第3號 同　5時5分 23．6 74．5 15．7 60．3 4L8 9．06 12．60

傍聴席第4號 同　5時10分 23．1 73．6 14．7 58ゐ 37．9 乞97 13．05

傍聴席亭均 一
23．4 742 15．1 59．2 38潔 8．32 13．12

第7回試鹸　3月20日　會議中

温　　　　　　　　度 空氣、1立方1・

試験揚所 試験時刻 乾　　　　球　［　灘　　　　球
比較灘度

@％
飽和敏日
ﾊ（践）

撮　氏嘩　氏1撮　氏樺　氏
来申の水分
ﾊr瓦）

感心内語1號

c揚内第2號
c揚内第3號
O二内第4二
O揚内第5號
c揚内亭均

午後2時43分　　19・4

ｯ　21唐28分　20・9

ｯ　2時32分　　21・2

ｯ　2時38分　　2LO

ｯ　2時23分　　19湿

@　一　　　　　20．4

66．9

U9．6

V0．2

U9＄

U7．5

U8．8

13．6

P4．3

P3．8

P3．8

P3・3

P3．8

56．5

T7」

T63

T6．9

T5．9

T6．8

51．1

S72

S1．9

S3．1

S6．6

S6．0

8．56

W．67

O85

P0．53

W．01

W．72

8．20

X．71

f10．87

V．97

X．06

X．16

傍聴席第1號 同・時16分1 22．0 71．6 15．8 60．4 51．4 10．11 9．55

傍聴席第2號同
町即席第3號同
年蕪些些4號同
年聰席亭均

2噂12分

2時5分

2昨0分

23。2

22．5

21．4

22．3

73．8

72．5

70．5

72．1

16．8

16。2

15．2

16．0

62，2

61．1

59．4

60．8

51．4

5L2

50。6

51．2

10．87

10．39

9．60

10．24

10．27

9．88

9．35

9．76

階上等下町1號同

階上廊下第2號同

階上廊下平均

1旧き…45分　　　　11．6

1時…50分　　　　18●6

－　　　　　15．1

52．9

65．5

59．2

7．4　　　45．3

12．8　　　　　55。0

10．1　　　　　50．2

53．9

50．0

52。0

5．49

7．97

6．73

4。70

7．9S

6．34
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1騨灘 同　1時33分

同　1時39分

16．7

18．2

17．5

62。1

64．6

63．4

12．0

12．6

12．3

53．6

54．7

54．2

56．5

51．0

53．8

’7．99

7．93

7．96

6．16

7．G2

6．89

氣【同・時・・分1・・ ・・11・・1…1…h・7P鋭
ノ

第8同試験　3月20日’會一中

温 度1 空氣1立方

試瞼揚所 試瞼時刻 乾 球 1　滋 球
比較灘度

来中の水分
飽和訣乏

撮 氏1華 氏t撮 氏1華　氏
％ 量（瓦）

量（瓦）

議陣内第1號 午後4時45分 119．6 67．3 13．5 56．3 49．0 8．32 8．64

議陣内第2號 同　4畦25分 20．3 、68．5 13．5 ．56．3 4｛．9 7．9δ 9．77

議陣内第3號 同　4時31分 20．8 69．4 140 57．2 45．6 8．23 9．94

議揚内第4號 同　4畦35分 21．1 ．70．0 14．1 57．4 44．2 8．23 10．38

議揚内議5號 同　4時21分 ・19．2 66．6 13．5 ．56．3 51．5 8．53 8．02

議面内油滴 一
20．2 ・68．4 13．7 ．56．7 47．0 8．25 9．35

傍聰席第｛號 同　4時15分 22．4 72．3 16．4 61．5 53．3 10．73 941

傍懸席第2號 同　4！専9分 24．4 75．9 18．5 65．3 56．1 12．75 9．97

傍i貸席第3號 同　4昨4分 22．8 73．0 16．3 6L3 5α3 10．3S 10．26

傍聴席第4號 同　4時0分 22．0 71．6 15．6 60．1 50．0 9．83 9．83

傍苺席亭均 一
22．9 73．2 16．7 62．1 52．4 10．92 9．87

第9同試、瞼　3月23日　會議中

郡’瞼揚’所

議揚内第1號
議揚内典2號
議揚雌黄3號
議脳内第4画
面心内第5號
面心内山．均

傍聴席第1號
傍難藻席第2号虎

母君席第3號
傍鍾惑席第4雪虎

傍一席李　均

階上廊下第1號

階上廊下第2號

階上廊下亭　均

階下廊下第1號

階下廊下第2號

階下廊下国画

試験下刻

午後3時24分

目　3時5分
目　3時11分

同　3時16分

同．3時0分

置

同

同

同

3時50分

3時46分

3時40分

3畔33：分

同　2時50分

同　2時55分

同　2時39分

同　2時44分

温 度

乾 球‘［　墨 縄

蝦　氏ド華　氏1撮　氏1華　氏
20．6

2LO

21。6

213

19．5

20．9

22．4

23．3

23。9

22。4

23．0

17．2

13．7

15．5

15．6

16．2

15．9

69．1

69．8

70．9

7L2・

67．1

69．6

72。3

73．9

75，0

723

73．4

63．0

56．7

59．9

60．1

61．2

60．7

14．2

13．8

14．5

15．0

13．7

14．2

16．2

17．3

17．3

15．9

16．7

11。8

9．5

10・7

11．0

1LO

11．0

57．6

56．8

58．1

59，0

56．7

57．6

6L2

63．1

63．1

60．6

62．0

53．2

49．1

51．2

51．8

51．8

51．8

比較調度

　％

48．1

43．1

44．6

47．0

5L2

46．8

51．9

543

50．9

498

51．7

51．2

57．0

54．1

55．8

51．4

53．6

空氣1立方
来申の水分
量（天）

8．69

7．9ア

8．57

9。12

8．63

8．60　．

10。45

11。54

11．23

10．03

10．81

7．48

6・66

7．07

7．37

7．05

7．21

飽和訣乏
量（瓦）

9．36

10．53

10．62

10，30

8．23

9．81

9．69

9．73

10．S2

10．11

10．09

7．13

5．02

6．08

5．83

6．66

6．25

外 氣1同・時・・分1・1司…1・・1…1…1・9gi…
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第10回試験3月23日劇論中
醒 温 度 空氣1立方

試瞼揚所 試験時刻 乾 球 i　温 球
比較零度

来中の水分
飽和妖乏

掘　氏1…蝉 氏i撮 氏i華　氏
％ 量（瓦、

量（瓦）

議三内第1號 午後5時55分 20．3 63．5 14．2 57．5 49．9 8．85 争87

議湯内第2號 同　5時39分 21．3 70．3 ユ4．3 57．7 44．9 8．46 ユ0．3S‘

議揚内第3號 同　5時置分 22．4 72．3 148 58．6 42．4 8．54 11．60

議揚内第4號 同　5時4S分 21．9 71．4 14．8 58．6 45．1 831 10．73

議揚内第5號 同　5時35分 2α3 68．5 14．2 57．6 49．9 8．85 ’8．87

議揚内挙均 一一 21．2 70．2 14．5 58．0 46．4 8．70 10．09

傍聴席第1號 午後5時18分 22．3 7盆1 15．4 、59．7 47．0 9．40 10．62

傍聴席第2號 同　5聴13分 2～・8 74．8 16．2 61．2 44．2 9．71 12．21

傍聴席第3號 同　5時5分 23．3 73．9 ．16．0 603 45．6 9．70　　・ 11．57

傍聰席第4號 同　5時0分 23．5 ．74．3 ．16．4 61．5 47」2 11．37

傍聴席亭均 一
23．2 ．73名 16．0 60．8 46．0 9．74 11．44

温　度・　一　覧　表
　　　第　 1　表

試巨巌刷第1刷第・同1口囲第・同1第・同・1第・刷第・同1第呵第1・同

議揚内野1號 16」 18．1 20．2 19．7 19．6 19．4 19．6 20．6 20．3

議揚内第2號 16．2 18．2 20．3 20．5 21．1 20．9 20．3 21．0 21．3

議揚内野3號 16．6 18．3 20．9 2LO 21〃 21．2 20・S 21．6 22．4

議揚内野4號 16．3 18．4 ’20．5 21．1 2】．5 21．0 21．1 213 2L9

議室内第5號 16．5 18．0 19．4 19．4 20．0 19．7 19．2 19．5 20．3

議宇内挙　均 16．5 182 20．3 20．3 203 20．4 20．2 20．9 21．2

傍聴席第1號 17．6 1牝8 22．5 2盛．4 23．2 22．0 22．4 2鉱4 22．3

傍聴席第2號 17β 173 22．5 23．6 23．S 23．2 24．4・ 23．3 23．8

傍聴席第3號 17．4 18．2 22．6 23．6 23．6 22．5 22．8・ 23．9 23．3

一

傍聴席第4號 17．8 18．4 23．4 22．5 23．1 2L4 『22．0 22．4 23．5

傍臨席幽平　均 17．6 18．1 22．8 23．5 234’ 22．3 22．9 23．0 23．2

階上廊下第1號 19．7 17．7 18．0 18．1
一

11．6
一

17．2
｝

階上廊下第2號 18．4 14．3 18．2 168
一

18．6
一

13．7
一

階上廊下平均 19．1 16．0 18．1 17あ
一

15．1
一

15．5
一

階下野下野1號 18．8 16．2 ⊥7β 18．5
一

16」
一

15．6

階下廊下第2號 18．4 12．1 ．17．8 18．6
一

18．2
一

16．2
一

階下廊下干均 18．6 14．2 17・8 1S．6
一

17．5
一

15．9 一　　　　　　・

外　　氣1 13．0 1・・1 呵 9．6
一 ド・1 一

1・1・ 1一、

第　　2　表

試　験　揚　所
蕎灘六指叢記籍鱗薔灘鎗鱗1千三巻筆製幽翠難轄謬

翻内第・號1一い・・［1・・【…i…1一・1…！・α・11・・
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議揚内高2號 一
20．8 20．6 21．2 ’20．6

一
20．8 21．2 203

議揚内第3號 一
21．4 2LO 22．0 21．1

一
21．3 22．1 21．4

議揚内第4號 一
21．3 21．1 21．9 20．8

一
21．5 ‘21〃 2L3

議七曲第5號 一
19．7 1995 19．9 19．6

マ
19．5 20．2 19．6

議’揚内挙　均 一
20．6 20．3 21．1 20．4

一
．’ Q0β 21．0 20．6

傍愚直第1號 一　■ 23．S 22．2 2急4 22．3：
一一 23．4 22．8 22．7

傍昭島第2號 ＿　　　　　1 23．7 23．8 23．6 22．9：

一
23．5 23．8 23．5

傍蕪直酒3號 一　　　　　　　　． 23．6 22．7 23．6 22．6
一

23．8 23．5 232

傍聴席第4號 一
22．8 21．7 23．0 22．4

一
22．5 23．3 22．6

傍聴席亭　均 一
23．5 2λ6 23．1 22．6

一
23．3 23．3 23．0

階上廊下第1號 一 一 一 一 一 一 一 ｝
162

階上廊下第2號 一 一 一 一 一 一 一 一
コ6．8

階上廊下当盤 一 一 一 一 一 一 一 一
16．6

階下幅下第1號 一 一 一 一 一 一 τ 一
17．2

階下廊下第2號 一 一 一 一 一 一 一 一
17．7

階下廊下卒均 一 一 一 ｝ 一 ｝ 一 一
17．5

灘　度　一　覧　表

第　　1　表

試瞼揚剛第三第・同 第・同1第・刷第・回1第・同i第・回／第・同1第・・同

議揚内第1號 54．3 45．7 55．1 ’43．0 40．6 51．1 49．0 49．1 49．9

ゴ

議揚内第2號 54．5 42．8 55．9 37．2 34．9 47．2 44．9 43．L 44．9

議・揚内第3號 56．0 『43．0 48．6 36．6 33．7 4L9 45．6 44．6 42．4

議揚内濠4號 543 39．9 55．4 36．0 、334 43．1 44．2 47．0 45．1

議富麗第5號 55．8 4L6 58．S 40．3 40．5 46．6 515 51．2 49．9

議揚内国　均 55．0 42．6 54．8 38．6 36．6 46．0 47．0 46．S 46．4

傍聴席第1號 53．0 47．6 46．3 39．3 33．7 51．4 53．3 51．9 47．0

傍聴席第2號 51ゆ 46．2 49．9 46．0 41．5 ．51．4 56．1 54．3 44．2

傍聴席第3號 55．2 45．1 52．1 42．5 41．8 51．2 50．3 50．9 45．6

傍聴席’第4號 50．1 454 55浮 38．3 57．9 、50．6 5（㍉0 49．8 47．2

傍聴席亭　均 52．6 46．1 51．0 41．5 38．7 5L2 52．4 51．7 46．0

階上廊下第1號 ．42・9 44．3 47．5 35．8
一

53．9
一

51．2
一

階上廊下第2號 43．2 41．8 49．4 36．4
一

5α0 一
57．0

一

階上廊下亭均 43．1 43．1 48．5 36．1
一

．52．0
一

54．1
一

階下廊下第1號 40．6 44．3 544 34．3
一

56．5
一

553
一

階下廊下第2號 50．9 45．1 50．4 31．6
一

51．0
一

5L4
一

階下廊下亭均 45β 44．7 52．4 33．0
一

53．8 』 53．6
一

難 氣卜5・・1 …1 63．2 43．6 1一 1… ト 1鵬 ト
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第 2 表

試　験　揚　所
第3及第4
ｯの田均

第5及第6
ｯの平均

第3及第7
ｯの挙均

第4及第8
ｯの平均

第5及第9
ｯの平均

第6及第10同の亭

ﾏ
第3乃至
謔P0同の

壕齒¥

議揚内第1號 一
41β 50．1 49．0 53ユ

一
45．6 45．3 4S．1

野卑内第2號 一
36．0 46．1 44．0 51．6

一
40．2 39．9 44．0

議揚内策3號 ｝
35．2 43．8 43．5 453

一
40β 38．1 41．9

議揚中門4號 一
34．7 43．7 46．1 49．3

一
4L5 39．3 43．5

議腸内第5號 一
40．4 49．1 50．6 52．7

一
45．8 452 48．4

議揚内亭　均 一
37．6 46．5 46．6 50．4

一
42．7 41．5 45．2

傍聴席第1號 一
36．5 52．4 49．5 48．9

一
45．6 40．4 46．1

傍賠席門2號 一
43．8 53．8 49．3 50．7

｝
502 42．9 49．1

傍聴席第3號 一
42．2 50．8 48．3 51．7

一
46．7 43．7 47．S

傍聰席第4號 一
38．1 50．3 48．5 53．2

一
44．1 42．6 47．1

傍聴席亭　均 一
40．1 51．8 4S．9 5L1

一
46．6 42．4 47．5

階上廊下第1號 一 一 『 一 一 一 一 一
47。1、

階上廊下第2號 一 一 一 ｝ 一 一 一． 一
4S．2

階上廊下革均 一 一 一 一 一 一 一 一
47．7

階下廊下第1號 一 一 一 一 ｝ 一 ｝ ｝
50．3

階下廊下第2號 一 一 一 一 一 一 一 一
46．1

階下廊下虫唾 一 一 一 一 一 一 ｝ 一
48．2

備考　第4同に試験器故障のアニめ成績加映く

2．炭 酸

第1回試験3月3日嗣會中

瀬瞼揚所 試瞼時刻 氣歴（mm） 氣温（撮氏） 水蒸氣張力
@（mm）

灘閨空耳1
ﾝ容積中の

乾燥空鳴1
ﾝ容積中の

炭酸含量 炭酸含量

議境内第1號 午後2時29分 767．0 18．0 】0．38 5．40 5．47

議揚内国2號 同「2時30分 767．0 18ρ 10．11 5．01 5．07

甲州内国3號 同’2時27分 766．5 18．0 10．45 4．65 4．72

議揚内第4號 同’2時21分 767．0 1S．0 10．11 4．97 5．04

議揚内国5號 同　2時25分 766．5 18．5 10．38 4．87 493

議揚内亭均 一 一 一 網
49S 5．05

傍領掌第1號 同　2時30分 766．0 19．0 10．80　』 7．46 7．57

傍聰席第2號 同　2時53分 7偶6．0 19．0 10．73 4．87 ｛L94

傍聰席第3號 同　2時46分 766．0 17．5 10．87 5．34 5．42

傍聰席第4號 同　2時45分 766．0 16．5 10．57 6．94 7．0↓

傍隠席魂～均 一 一 ｝ 一
6．15 6．25

階上廊下第1號 同　3噂5分 766．0 19．0 11．09 b．52 5．60

階上廊下第2號 同　3時6分 766．0 24．0 10．38 5．53 5．61

階上廊下李均 一 一 一 一
5．53 5．61
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階下廊下第1號

階下廊下第2號

階下廊下挙均

同　3時10分

同　3時13分

767．0

767．0

24．0

23．0

10．38

ユ1．09

5．42

5．25

5．34

5．50

5．32

5．41

外 氣1同・昨・・分i7伽1… 8．44 3．60 3。64

第2’同紙瞼3月5日　閉會中

試験二品 試瞼時刻 氣昼（mm） 氣温（斑氏）
水蒸氣張力
@（mm）

、．潤空氣1

ﾝ容積中の
Y酸含酸

乾燥空氣i
ﾝ容積中の
Y酸含量・

帯揚内第1號 午後2時12分 768．0 17．5 10．45 4．57 4．63

解悟内第2號 同　2時14分 767．0 17．8 10．24 4．20 426

議揚内乱3號 同　2時17分 767．0 18．0 10．31 4．24 4．29

議揚内第4號 同　2時5分 767．0 18．2 10．11 4．91 4．97

議揚内鼠5號 同　2時！6分 767．0 17．4 10．04 5．85 5．93

議口内亭均 一 一 一 一
4．75 4．82

傍聴席第1號 同　2時30分 767．0 18．5 10．45 4．18 4．24

傍勤惑二丁2號 同　2時33分 767．0 18．0 10．38 4．50 4．56

傍聰席第3號 同　2時28分 766．0 18．0 1D．45 5．83 5．91

傍鍾悪席第4號 同　2蒔25分 766．0 17．5 10．59 4．33 4．39

二二席亭均 一 一 一 ｝
生71 4．77

階上廊下第1號 同　2時41分 766．8 18．0． 10．11 7．08 乞19

階上廊下第2號 同　2時36分 767．0 16．0 8．27 5．83 5．98　’

階上廊下李均 一　　P

一 一 ｝
6．46 6．59

階下廊下第1號 同　2時21分 767．0 17．5 9．33 5．96 6．04　　一

階下廊下第2號 同　2時23分 767ρ 16．5 7．51 4．95 5．00

階下廊下亭’均 一 一 一 一
5．46 5・52

外　　　　氣 同・麟到 767．2 i・・ 5．77 3．55 a57

第：3同試験　3月16日．會二二

試験　揚　所 試験時刻 氣墜（mm） 氣温（撮氏） 水蒸氣張力
@（mm）

灘潤空氣1
ﾝ容積中の

乾燥空氣1
ﾝ容積中の

炭酸含量 炭酸含量

議賜内帯1號 午後2時27分 7585 205 12．62 6．36 6．47

挙揚内第2號 同　2時30分 758ゐ 2L3 12．79 4．92 5．01

議揚内第3號 同　2時15分 758．0 20．0 12．38 5．58 5．69

議骨内第4號 同　2時23分 75S．0 20．3 12．87 5．09 5．i8

生揚胃鏡5號 同　2時38分 758．0 20．5 12．46 5．67 5．78

議了内挙均 一 一 一 一
5．52 5．63

傍聰席第1號 同　2時50分 757．8 22β 13．12 8．38 8．53

傍聴席第2號 同　2時54分 757．6 24．5 13．63 賜8 946

傍聴席第3號 同　2時46分 7573 259 13．99 11．28 1L53

傍聴席第4號 同　2時40分 758．0 23．0 15．09 11．61 11．85

二二席平均 一 闘 一 一
10．21 10．42
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階上廊下第1號

K上廊下第2號

K上廊下平均

同　2時6分
D同　2時8分、

@　｝

757．8

V57．8　　　．

C　一

18．1　．

P9．1　．

p

10．52

P0．80

5．39

U．65

U．02

5．47

U．75

U．11

階下廊下第1二

K下廊下第2號

K下廊下挙均

同　2時1分

ｯ　2時11分

@　一

757．0，

V58．0

16．7　　．

P8．8

11．01

P0．57

5．53・

U．06

T．80

5．61

U．15

T．88

外　　氣1同・時・7分　・5・・【・L・　乞・・1・・4　・57

第4回試瞼3月16日會壷中

試瞼揚　所 試瞼時刻 氣歴（mm） 氣堅（撮氏）
水蒸氣張力
@（m甲）

灘潤空氣1
ﾝ容積中の
Y酸含：量

乾燥空氣1
ﾝ容積申の
Y酸含量

高揚内鼠1號 午後4時1し分 759．5 19．5　．
回 一 ｝

議揚内第2號 同　4！専1！分 759．5 19．5　9
一

6．01 ＿　　　　馳

議揚内蓋3號 同　4時23分 759．9 20．5
一

6．50
一

議揚内第4號 同　4時7分． 759．0 19．5
一

5．42
一

議三内第5號 同　41睡20分 759．5 19．0
一

4．53
一

議喉内愚慮 ｝ 一 一 一
5．62

一

門薙席第1號 同　4時40分 759．0 23．0
｝

10．37
一

跨聰単寧？號 ’同　4時43分 759・0 24．0
一

17．22
一

二二二第3號 同　4時34分 759．0 24．0
一

12．89
一

傍i慈席第4號 同　4時30分 759．0　』 22．0
一

11．23
一

二聰席平均 一 一 一 一　　●
12．90

一

匹；5堅粥」瞼　3月18日　會議中

試験揚蓋 試験時刻 氣塵（mm） 氣温（概氏） 水蒸丁張ガ
@（mm）

灘潤空氣1
ﾝ容積中の

乾燥空氣1
ﾝ容積中の

炭酸含量 炭酸含量

虚無内蓋1號 午後3時29分 762．5 192　・ 11．09 4．05 4．11

温感内蓋2號 同　3時33分 762．0． 19．1 10．94 5．04 5．12

議揚内第3號 同　3時36分 762．0 21．0 lL16 4．S8 4．96

議揚内鼠4號 同　3時43分 762．5 20．0 11．16 5964 5．73

議高山病5號 同　3時55分 762．5 20．1 ．10．57 5．07 5．14、

議揚内挙均 一 一 一 一
塩94 5．01

傍i徳席第1號 同　3時17分 762．0　　亀 2｛㍗0， 13．55 15．R9 15．68

傍聰席第2號 同　3時14分． 762．0　． 23．5 14．44 17．90 18並～5・

傍麗席第3號 同　3時10分 762．0 23．0 13．46 ・9．55・ 駄72

二二二二4號 同　3時6分 762．8 22ρ 12．22 14．69 15．14

傍聴席挙均 一 一 一 一
14．38， 14．70

階上廊下第1號 同　3時24分 762．5 202　・． 9．59 6．07 6．14

階上廊下第2號 ・同　3時26分， 762．0 18．0 9．03 4．84 4．90

階上廊下李均 ●　　一
一 一　　㍗ 一昌

5．46 5．52

階下廊下第1號 午後3時50分 762．09 18．9 9．65 5．50 5．57

階下廊下第2號 同　3時52分 761．3．‘ 192 9．46 生88 4．95　・
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階下廊獅判 1－1－1－t・1gい⑳
外 氣同鱒・到・・％1 ・あ16茄la5S 3．6L

第6回試1瞼　3月18日．會議中

山瞼揚所 丁丁時刻 氣堅（mm） 氣温（撮氏） 水蒸氣張力
@（mm）

灘潤空氣1
ﾝ容積申の
Y酸含量

・乾燥空語L
ﾝ容積中の’

Y酸含量

議揚御階1號 午後5暗5分 764．0 202 10．80 4．78 ド4．85

議揚州第2號 同　5時12分 764．0 2LO 1L23 4．92 4．99

議揚内第3號 同　5時8分 764．0 21．0 11．23 4．85 4．92

議揚内第4號 同　5時2分 763．2 20．6 11．09 4．79 4．87

議揚内第5號 同　5時16分 763．5 21．0 11．01 6．13 6．22

議揚内亭均 一 一 一 一
5．10 5．17

傍貸席第1號 同　5時31分 763．5 23．2 12．07 9．34　・ 9．49

傍賂席第2號 同　5時35分 763．5 25．5 13．46 14．40 14．66

傍聴席第3號 同’5時25分 763．0 22ヴ 13．38 14．91 15．18

傍聴席第4號 同　5時21分 763．0 ’21．0 12．54 11・20 11．3gr

傍聴席挙均 一 一 一 一
1鉱46 12．68

第7同試1瞼3月20日會畑中

試1ﾙ揚所 試験聴刻 氣塵（㎜） 四温（揮i氏） 撃力罐詰1萬容積中の
Y酸含量

乾燥空山1
ﾝ容積中の
_含量

議揚内野1號 午後3時0分 759．0 19．0
11．68、　ゴr「

6．37 6．46

二二内第2號 同　2時51分 759．6 20．5 12．22 5．68 5．78

議揚内第3號 同　2時45分 759．5 21ρ 11．83 5．69　噛 5．78

議揚内灘4號 ．同　2時40分 759．6 21．0 i1．83 4．93 5．01

議揚内灘5號 同　2時54分 759．6 19．2 1L45 5．75 5．84

議揚内平均 一 一 ｝ 一
5．68 5．77

傍聴席第1號 同　2時30分 759．0 23．6 13．46 12．28 12．51

傍聴席第2號 同　2時26分 759．0 24．6 14．35 15．21 15，50’

傍蕗席第3號 ．同　2時23分 759．0 24．0 13．81 17．16 17．48

傍醸席第4號 同　2時19分 759ρ 20．5、 ユ2．95 13．81 14．05

傍聴席亭均 一 一 一 一　， 14．62 14．89

■

階上廊下第1號 午後2贈4分 　　．V58．9 20．0 ’10．52 9．84 9．98

階上廊下第2號 同　2時16分 759．0 18．5 10．94 8．40 8．54

階上廊下亭均 一 一 一 一
9．12 9．26

階下廊下第1號 同　2時0分 759．6 16．8 7．72 6．47 6．53

階下廊下第2號 同　2時3分 759．5 14．0 17．09 3．51 3．56

階下廊下亭均 一 一 一 一
499 5．03

外　　　　氣 同・時・分1 759．0 1・・ 5．85 3．07 3．09

第8回試験3月20日會下中
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試験揚所 試験時刻 氣墜（㎜） 氣温（撰氏） 水蒸氣張力
@（1㎜）

灘鋸引氣1
ﾝ容積中の
Y駿含量

乾燥空氣1
ﾝ容積申の
Y酸含：二

十揚内第1號 午後4時30分 759．7 17．0 11．60 6．53 6．63

議揚内第2號 同　4時26分 759．5 18．0 11。6り 5．83 5．91

二二内高3號 同　4時24分 759．7 】8．0 11．99 4．54 4．61

新語内第4號 同　’4時37分 759．0 18．0 12．07 4．83 4．91

二二内高5號 同　4時35分 759．5 18．0 11．60 生94 5．02

議揚内挙均 一 一 一 一
5．33 5．42

傍聴席第1號 同　4時16分1 758．0 122．0 13．99 】7．17 17．49

傍聴席第2號 同　4時11分 758．2 21．8 15．97 21．97 22．44

傍聴席第3號 同　4時8分’ 758．0 24．0 13．90 14．97 15．25

傍聴席第4號 同　4時4分 758．5 2LO 1329 12．11 ユ2．32

傍薙席亭均 一 ｝ 一 一
16．56 】6．87

第91回試験3月23日　會藩中

試内揚所 ．試験聴刻 氣堅（mm） 氣温（撮氏） 水蒸氣張力
@（mm）

灘潤空氣1
ﾝ容積中の
Y酸含量

乾燥空鳴1
ﾝ容積中の
Y酸含量

議論内第1號 午後3時50分 758．0 20．5 工2．14 5．SO 5．90

議論内鼠2號 同　3時39分 758．0 21．5 11．83 5．69 5．73

議揚内子3號 同　3時36分 757．5 22．0 12．38 5．64 5．73

議帯解第4號
同　3時45分　　● 757．0 21．0 12．79 、4．07 4．14

議揚内帯5號 同　3時48分 757．0 20．5 11．76 5．17 5．25

議署内亭均 一 一 ｝ 一
5．27 5．36

傍臨席第1號 同　3時26分 757．0 24．0 13．81 18．84 19．10

傍懸席第2號 同　3時22分 757．0 24．0 14．81 18．82 ．18．91

傍聴席亭3號 同　3時18分 757．0 23．6 14．81 14．61 14．90

傍蕪席第蕉號 同　．3時15分 757．0 19．3 13．55 13．49 13．74

傍聴席亭均 一 一 一 一
16．27 16．66

階上廊下第1號 同　3時58分 758．3 17．8 10．38 5．80 5．88

階上廊下第2號 同　3時2分 758．0 15．0 8．91 犠11 7．20

階上廊下亭均 一 一 一 一
6．46 6．54

階下廊下第1號 同　3時52分 758．9 19．3 9．84 5．20 527

階下廊下第2號 同　3時55分 759．0 170 9．84 4．53 4．59

階下廊下準均 一 一 画一 一
4・87 4．93

外　　氣1 同・時・到 758ρ 1・・1 8．49 1・・81 3．42

第10回試，瞼　3月23日　回議中

奥瞼廟所 試験時刻 氣堅（mm） 氣温（概氏）
永三二張力
@（mm）

灘潤空灯し
ﾝ容積中の
Y酸含量

乾燥空氣1
ﾝ容毅中の
Y酸含量

議圏内第1號

c揚内第2號
��熏bR號

午後5時24分

ｯ　5時30分

ｯ　5時26分

758．0

V58．3

V57．0

20．5

Q1．5

Q1．5

】2．14

P2．22

P2．62

5．22

S．11

T．36

5．30

S．18

T．46．
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議揚内灘4號 ・午後5時14分 759．6 20．5 』12．62 4．24 4．31

二二内第5號 同　5曜9分 758．0 21．0 12．14 5．46 5．56

議揚内土均 一 一 一 一
4．8S ．4．96

傍聴席第1號 同　5時45分 759．0 24の 13．12 9．43 9．60

傍珊瑚第2號 同　5時40分 759．0 24．0 13．81 10．41 10．60

傍聰席第3號 同　5時38分 759．σ 23ρ 13．63 9．64 ’　9．S2

傍聴席第4號 同　5時35分 759．0 21．5 13．99 7．94 8．09

傍聴席亭均 一 一 一 一
9．36 9．53

炭酸含量
　　　第　　1

一覧表
表

試二十班　i第・回 月回第・同 第一第・同i第同工矧第・同1第・回1第1・回

議揚内第1號
AB 5・40

T．47

4．57

S」63

6．36

U．47

一一
4．05

S．11

4．7S

S．85

6．37

U．46

6．53

U．63

5．80

T．90

5．22

T．30

議揚内第2號
AB 5．01

T．07

4．20

S．26

4．93

T．Ol

6．01 5．04

Tユ2

4．92

S．99

5．68

T．78

5．83

T．91

5．69

T．78

4．11

S．18

議揚内子3號
AB 4．65

S．72

4．24

S．29

5．58

T．69

6．50 4．88

S．96

4．85

S．92

5．69

T．78

4．54

S．61

5．64

T．73

5．36

議揚内第4號
AB 4．97

T．0峯

4．91

S．97

5．09

T．18

5．42 5．64

T．73

4．79

S．87

4．93

T．01

4．83

S．91

4．07

S・14

4．24

S．31

議田圃第5號
AB 4．87

S．93

5．85

T．93

5．67

T．78

4．56 5．07

T．14

6．13

U，22’

5．75

T．84

4．94

T．02

5．17

T．25

5．46

T．56

議瘍内準均
AB 4．98

T．05

4．75

S．82

5．52

T．63

5．62 4．94

T．01

5．10

T．17

5．68

T．77

5．33

T．42

5．27

T．36

4．88

S．96

傍聴席第1．號
AB 7．46

V．57

4．18，

S．24

8．38

W．53

ユ0．37 15．39

P5．68

9．34

X．49

12・28

P2．51

17．17

P7．49

18．84

P9．10

943
X．60

傍蕪寸寸2號
AB 4．87

S．94

4．50

S．56

9．58

X．76

17．22 17．90

P8．25

14．4Q

P4．66

15．21

P5．50

21．97

Q2．44

18．12

P8．91

10．41

P0．60

傍白席第3號
AB 5．34

T．42

5．83

T．91

11．28

PL53
12．89

p
9．55

X．72

14．91‘

P5．18

17．16

P7．48

14．97

P5．25

14．61

P4．90

9．64

X．82

傍聴席第4號
AB 6．94

V．04

4．33

S．39

11．61

P1．85

11．23 14．69

P5．14

11．20

P1．39

13．81

P4．05

獲：ll隅 7・94

W．09

傍聴席挙均
lA

a
6．15

U．25

4．71

S．77

10．21

P0．42

12．90 14．3S

P4．70

12．46

P2．68

14．62

P4．89

16．56

P6．87

16．27

P6．66

9．36

X．53

階上廊下第1號
AB 5．52

T．60

7．08

V．19

5．39

T．47

一一 6．07

U．14

｝一
9．84

X．98

一一
5．80

T．88

一一

階上廊下第2號
AB 5．53

T．61

5．83

T．98

6．65

U．75

一一 4．84

S．90

一一 8．40

W．54

一一 7．U

V．20

｝一

階上廊下土均
AB 5．53

T．61

6．46

U．59

6．02

U．11

一一
5．46

T．52

一一
9．12

X．26

一一
6．46

U．54

一一

階下廊下第1號
AB 5．42

T．50

5・96

U．04

5．53

T．61

一一
5．50

T・57

一一
6．47

U．53

一一 5．20

T．27

一一
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階下廊下第2號
AB 5．25

T．32

4．95

T．00

6．06

U．15

一一
4・8昼

S・｛挙

一一
3．51

R．56

一層一
4．53

S．59

一一

階下廊下挙均
AB 5．34

T．41

5．46

T．52

5．80

T．88

一一
5．19

T．26

一．　＿ 4．99

T．03

一一
4・87・

S．93

一＿　　馳

外　　　　氣
AB 3．60

R．64

3．55

R．57

3．54

R．57

一一
3．58

R．61

一一 3．07

R．09

一，一 3．38

R．42

F　　＿

軸表中欄潤空淋 O江萬容積三十（容量）鰯以下郷

試．
ﾙ二字

第3及第4
ｯの亭均箇磯鱗

第9及第10同の準

ﾏ
第3及第7
ｯの李均

第4及第8同の二

O
第5及第9
ｯの亭均

第6及第10同の干 第3乃至
謔P0同の

穀煖ﾏ

議揚内第1號
AB

＝
4．42

S．48

6．45

U．55

5．51

T．60

637
U．47

＝
4．93

T．01

5．00

T。08・

5．59

T．67

議揚内第2號
AB・ 5．47 4．98

T．06

5．76

T．85

4．90

S．98

5．30

T．40

5．92 5．37・

T．45

4．52

S．59

5．28

T．25

議揚内第3號
AB 6．04

鼈黷
P

4．87

S94
㌫12

T．20

5．50

T．60

5．64

T．74

5．52 5．26

T．35

5．11

T．19

5．38

T．31

議揚内子4號
AB 5．26 昌。22

T．30

4．88

S．96

4．16

S．23

5．01

T．10

5．13

p
4．76

S94
452

�S．59

4．88

S88

三二内第5號
AB 5．12 5．60

T．68

5．35

T．43

5．32

T．41

5．71

T．81

475 5．12

T．20

5・寧0

T．89

5．34

T．54

亭亭内挙均
AB 5．57 5．02

T．09

5．51

T，60・

翫08

T．16

5．60

T．70

ゑ48

Q　　　　　　．

5．11

T．19

5．01

T．07

翫30

T．32

傍薙席亭1號
AB 9．38， 12．37．

P2．59

14．73

P5・00

14．14

P4．35

1（L33

P0．52

13．77 14．12

?S．39・

9．38

X．55

12．65

P3．20

傍聴席第2號
AB 13．40、 16．15

P6．46

18．59

P8．97

14．27

n4。76

12．40

P琴63

19・60 18．01

P8．58

12．41

P2．63

15．60

P5．73

傍聴席第3號
AB 】2．09 12．23

P2．45

16．07

P6β7

12．13

P2．呂6

14．22

P4．51

13．93 12．8S

P且31

12．28

P2．50

13．13

P3．4L

傍聴席第4號
Aβ 11．42． 12．95

P3．27

12．96

P3．19

10．72

P0．92

12．71’12．95 11．67 14．09

P4．44

9．57

X，74・

12．01

P2．37

傍蕪席挙均
AB 1L56　　幽 13．42

P3．69

15．59

P5．88

12．82

P3．］0

12．42

P2．66

14．73 15．33

P5．68

10．91

P1．11

13．35

P3．68

階上廊下第1號
AB

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝
6．78

U．87・

階上廊下箪2號
AB

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝
6．75　　，

U，85・

階上廊下亭均
AB

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝
一一　　　　　　　． 6．77

U，88・

階下廊下第1號
AB

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝
5。6S

T．75’

階下廊下第2號
AB

＝ ＝ ＝． ＝ ＝ ・＝ ＝
一一　　　　　． 蛋75

S．82
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階下廊下挙均’
AB

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝　－
5．21

T．28

外　　　　氣
AB

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝
＿・

@　● 3．39

R．42

3．室　　氣　　分　　布　　率

第・一一・同測一・同一・一越轟
議 揚1㈱1・咽・…1・…1・・44陣1日置・321・…陣i・・21

傍心席・・57188」・ ・・g3i・…1…9 85．89 ・…1・…8・39 92．47　86．55

2．三 度

試験揚剛第・回1第・同1第・同1第・同｝第・同 第6同
第・同1第・同1第・同1第・・同

議席第229號の
纒

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％

議席第328號の
纒絜

c揚内李均

100％

?O0％

100％

P00％

100％

P00％

100％

P00％

100％

P00％

100％

P00％

100％

P00％

100％

P00％

100％

P00％

ユ00％

P00％

傍聰席第1號 100％ 100％ 95％ 95％ 95％ 95％ 95％ 95％ 95％ 100％

傍臨席第2號 100％ 100％ 95％ 95％ 95％ 90％ 95％ 9G％ 90％ ．95％

傍聰席第3號 100％ 100％ 95％ 95％ 95％ 90％ 90％ 95％ 90％ 95％

傍賂席第4號 100％ 　’P00％ 95％ 95％ 95％ 195％ 95％ 95％ 95％ 95％

傍薙席平均 100％ 100％ 95％ 95％ 95％ 93％ 94％ 94％ 93％ 96％

五氣動速度及カタ．冷却率

第1同試験3月3日　閉會中

氣　　温 漏カタ冷 乾カタ冷 乾灘爾率 氣　動 速　度

試瞼揚所 試験時刻
（掻氏） 却　　傘 却　　率 の差 毎秒来i毎分訳

議揚内第1號 午後2時43分 16．7 17．1 5．4 11．7 α031 6．0

議揚内第2號 同　2時50分 16．2 18．2 5．7 12．5 0，040 7ぶ

議揚内第3號 同　2時18分 16．6 16．1 5．7 10．4’ 0，040
「7．σ

議揚内第4號 同　2時59分 16．3 165 5．4 11．1 0．C31 6．0

議揚内第5號 同　2時54分
16．5　． 14．7 5．9 8．8’ ’0，051 10．0

議揚内耶均 一
16．5 16．5 5．6 10．9 0，039 7．6　．

傍聴席第1號 同　3畦40分 1乳6 15．7 5．3 10．4 0ρ40 7．9

傍難悪席第2號 同　3時47分 17．6 18．0 5．3 12．7 O，040 7・9

傍聴席第3號 同　3時22分 17．4 14．9 5．0 9．9 0，023 4．4

傍蕊席第4號 同　3時10分 17．8 16．3 5．7 10．6 0，063 12．4

傍賂席耳～均 一
17．6 16．2 5．3 10．9 0，042 8．1

階上廊下箪1號 同　3醇30分 19．7 18．0 5．9 12．1 0，141 27．8

階上廊下第2號 同　3時35分 18．4 20．4 6．5 13．9 0，160 3L5

階上廊下亭均
一

19．1 19．2 6．2 】3．0 0，151 29．7
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階下廊下第1號

階下廊下第2號

階下廊下亭一

同　4時5分
同　3時56分

18．1

18。｛

18．6

17．2

18．2

17．7

5．5

62
5．9

11．7

12．0

1L8

e．076

0．122

0．099

15．0

24．0

19．5

外 印同・時・5到… …1…i… ・39・1…

第2回試験　3月5日　閉會中

氣　　温 灘カタ冷 乾カタ冷 乾滋雨率 氣　動 速　度

胆瞼揚所
@辱

試験時刻
（撮i氏） 却　　率 却　　率 の差

議揚内第1號 午後2時27分 ユ8．5 17．3 6．6 10．7 0，181 35．6

議二二第2號 同　2時40分 18．5 18．7 6．1 12．6 0，122 24．0

議揚内第3號 同　2時48分 18．0 16．9 5．9 11．0 0，090 17．1

飛揚内子4號 同　2時54分 18．3 17．8 5．5 12．3 0，053 12．4

明明内第5號 同　2暗34分 18．59 17．5 6．3 11．2 0，141 27．8

一匹内心均 一
18．4 17．6 6．1 1L5 0，119 23．4

傍蕪席第1號 同　2時18分 18．0 18．0 7．4 10．6 0・250 49．2

二丁二二2號 同　2時11分 17．5 16．6 6．5 10ユ 0，122 24．0

傍二二第3號 同　2時　1分 18．0 16．8 5．9 10．9 0，090 174

傍聰席第4號 同　工時55分 19．5 17．6 5．6 12．0 0，106 20．9’

艦

傍聰席亭均 一
18．3 17．3 6．4 10．9 0，142 27．8

階上廊下第1號 同　1時20：分 17．0 20．8 85 12．3 0，360 70．9

階上廊下第2號 同　1聴24分 14．5 18．6 7．5 】1．1 0，122 24．0

階上廊下亭均
一

15．8 19．7 8．0 11．7 0，241 47．5

階下廊下第1號 午後1蒔30分 1一．8 20．3 1… 13．5 0，0ア6 15．0

階下廊下第2號 同　1時38分 12．S 18．3 6．5 1L8 0，031 6．0

階下廊下挙証
一

143 19．3
i僻

12．6 0，054 10．5

外　　剥同 ・時・分1 ・・ P ．27．4 …　1 …　i 0，303 59．6

第3回試験3月16日　上議中

試験所試

議揚内第1思
議園内第2號
議三内第3回
議揚内割4號
議圏内第5號

議画帖挙均

傍聰席第1號
傍聴席第2三
顧i徳席第3號

傍聴席第4號

傍聰席挙均

試瞼時刻

午後2時46分

同　3時2分
同　3時7分
同　3時15分
同　2時52分

目

同

同

同

2時35分
2時27分
2時20分
2時12分

氣　　温

（搬氏）

19．4

19．6

】9．0

20．2

19．0

19．4

24．0

24．3

24．0

24．0

24。1

灘カタ冷

却　　率

16．0

16．2

17．2

18．5

16．0

16．8

16．9

13．5

14．8

14．7

15．0

乾カタ冷

却　　率

4．6

5．3

5．1

5．4

4．8

5．0

3．9

3．9

3．4

・3．9

3．8

乾灘雨傘

の差

11．4

10．9

12．1

13．1

11．2

1LS

13．0

916

11．4

10．8

1L2

i氣動速度
毎秒来1毎多｝択

0．031

0．076

0．05L

O．106

0．0｛0

0．061

0．076

0．090

0．031

0．076

0．068

6．0

15．0

10．0

21。0

7．9

12．0

15．0

17．1

6．0

15。0

13．3
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階上廊下第1號

K上廊下第2號

K上廊下ZF均

同　1時41分
ｯ　1時4～分

@　一

19．0

P9．2

P9．1

20．4

P9．8

Q0．1

7．1

U．6

U．9

13．3

P3．2

P3．2

－0，063

@α203

@0．133

12．4

S0．0

Q6．2，

階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下李均

同　2時2分
ｯ　1時55分

@　｝

19．8

P8．6

P9．2

・20．7

P9．8

Q0．3

7．4

T．8

U．6

13．3

P4．0

P3．7

0，360

O，090

ｿ225

7LO
P7．1

S4．1

外　　剰同塒・・到…　1…　1…　1・…　28｝44・・

第4同試験3月16日回議中
氣　　温 灘カタ冷 乾カタ冷 一躍爾率 氣 動速　度

試瞼幽趣 試瞼時刻．
（鑓氏） 却　　率 却　　率 の差 鮒米1毎分灰

議隠沼第1號 午後4時15分 20．0 ．16．0 4．6 11．4 0，040 7．9

丁丁内第2號 同　4時24分 20．6 16．8 5．1 11．7 0，090 コ7ユ

議喉内第3號 同　4時35分 22．0 17．5 5．6 1L9 0，203 40．0

議揚内第4號 同　4時43分 20．7 17．6 5．1 1鉱5 0，090 17．1’

言揚内第5號 同　4時4S分 20．2 16．8 5．2 11．6 0，106 21．0

議身内亭均 一
20．7 17・0． 5．1 11．9 0，106 20．6

傍懸席第1號 同　5時8分 25．5 17．5 4．3 13．2 0226 44．5

傍聴席第2號 同　4時57分 26．0 16．0 3．9 12．1 0，181 35．6

傍聴席第3號 同　5時30分 24．0 15．2 3．4 11．9 0，040 ス9

傍薙臨海4號 同　5時17分 25．0 15．7 3．3 1且4 0．C40 7．9

傍聴席亭均 一
25．1 16．1 3．7 12．4 “122 29．1

第5回試験　3月18日　會議中

氣　　温 灘カタ冷 乾カタ冷 乾翠雨率 氣　動 速　度

無爵揚所 試瞼時刻
（掻氏） 却　　傘 却　　i…袈 の差 鰍来医黒灰

議揚内灘1號 午後3時0分 20．0 ，15．5 5．1 10．4 0，063 1鉱4

議場内第2號 同　3聴12分 20．5 20．6 5．9 14．7 0，ユ81 35．6

生揚内第3號 同　3時18分 21．5 18．7 4．9 13．8 0，106 20．9

議揚内第4號 同　3時26分 2L2 18．5 5．0 13．5 0，106 20．9

議揚内第5號 同　3時38分 20．5 1ア．1 4．8 12．3 0，063 12．4

野馬内平均 一
20．7 18．1 5．1 13．0 0，104 202

傍聴席第1號 同　4時10分 25．0 16．2 3．6 12．6 0，076 15ρ

傍聴席第2號 同　4時3分 26．0 15．7 3．9 11．8 0，181 35．6

傍聴席第3號 同　3時50分 27．2 14．2 3．4 10．8 0，181 35．6

傍聴席第4號 同　3時43分 24・S 』162 4．0 12．2 0，141 27．8

傍聴席田均 一
25．7 15．6 3．7 11．9 住145 29．0

階上廊下第1號 同　4時19分 19．0 22．8 牝5 15．3 α331 65．1

階上廊下第2號 同　4博25分 16．3 26．0 9．5 16．5 0，456 89．7

階上廊下二二
一

17ガ 24．4 8．5 15．9 α394 77．4’

一
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階下廊下第1號

階下廊下第2號

階下廊下午解

同　4時引分
同　4時37分

19．6

17．5

18．6

19．9

22．5

21．2

6．9

5．4

6．2

13．0

17．1

15．0

0．250

0．040

0．145

49．2

7．9

28．6

外 氣同病・3分1・・1…1…． 21・1・瀞　・…

第6同試験「3，月ユ8日　會病中

氣　　温 灘カタ冷 乾臼蓋冷 乾灘町回 氣　動 速　度

試瞼揚所 試験時刻
（撮氏） 却　　…肇 却　　率 の差 毎秒来 毎分回

議揚内乱1號 午後5時35分 20．0 18．0 5ン 12．3 0．14L 27．8

議晶晶第2號 同　5時43分 21．2 19．9 6．0 13．9 0，226 44．5

議揚内第3號 同　5時50分 21．5 14．3 4．6 9．7 0，076 15．0

二二内第4號 同　5時58分 2L5 20．2 5．4 14．8 0，160 31．5

議艦内第5號 同　6時5分 20．0 18〃 5．1 13．6 0，076 】5．0

議揚内亭均 一
20．8 5．4 ］2．8 0，136 26．8

傍賂席第1號 同　5時27分 26．0 17．7 3．7 14．0 0，141 27．8

傍見席、第2號 同　5時18分 24．0 L14．8 ．4．1 10．7 0，106 20心

傍聰席第3號 同　5時10分 25．0 115ρ ’3。9 11．1 （M22 24．0

二二二二4號 同　5時2分 2＆0 16．2 3．6 12．6 0，023 4．4

●

二二席準均 一
24．5 15㊨ 3．8 1鼠1 0，098 19．3

第7同試、1瞼3月20日　會議中

氣　　温 漏カタ冷 乾カタ冷 乾灘雨率 氣　動 速　度

試瞼揚所 試験時刻
（撮　氏） 却　　率 却　　率 の差 鮒来1鮒灰

議揚内乱1號 午後2時17分 20．0 16．9 5．3 11．6 α090 17．1

議揚内乱2號 同　2時24分 20．5 19ユ 5．5 13．6 0，122 24．0

紙誌内第3號 同　2時30分 22．0 17．8 生8 13．0 0，106 20．9

議揚内第4號 同　2時38分 21．2 17．0 5．1 1：L9 0，106 20．9

議理智第5號 同　2時45分 19．2 16．0 5．0 11．0 α051 10．0

議営内平均 一
20．6 17．4 5．1 12．3 ・0．095 18．6

傍謡言第1號 同　3時21分 24．0 ユ5．8 4．1 11．7 0，106 20．9

二三席第12號 同　3時12分 24．5 144 3．8 10r6 0，076． 15．0

傍蕪席第3號 同　3時3分 25．0 14．9 4．1 108 0，141 27・8

傍聴席第4號 同　2時53分 23．0 17．1 4．4 12．マ 0，090 17．1

三二席亭均 一
24．1 15．6 4．1 11．5 0．103’ 20．2

階上廊下第1號 同　2時7分 19．4 14．8 6．7 8．1 0，226 44．5

階上廊下第2號 同　2時14分 18．0 19．7 6・9 12．8 0，181 35．6

階上廊下平均 一
18．7 17．3 6．8 10．5 0，204 40．1

階下廊下第1號 同　1時55分 ユ8．0 21．3 62 15・1 0，122 24．0

階下廊下第2號 同　2時3分 14．2 20．6 7．8 12．8 0，141 27．8

階下廊下田均 一
16．1 21．0 7．0　， 14．0 α132 25．9

外 氣1同塒・・到 40 1… 1… い・・ ［…
1　299．O　r　一
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第8回試験　3月20日　會喪中

氣　1温 渥縞馬冷 乾臨タ冷 乾灘雨率 氣　動 速　度・

試験揚所 試験時刻
（擢i氏） 却‘　i肇 却　　率 の差 毎秒来1瞭二丁

議揚内鞘1號 午後3時58分 19．0 15．5 5．3 10．2 0，063 12．4

議揚内第2號 同　4時6分 20．0 19．1 ・6．5 12．6 0，226 44．5

議揚内払3號 同　4時12分 21．0 16．6 5．3 11．3 0，141 2ブL8

議面内第4號 同　4時20分 21．0 18．3 ’・5．0 13．3 0，090 17．1

議面内第5號 同　4聴．27分 20．0 17．7 5．0 17．7 0，063 ユ2．4

議揚内亭均 一
202 17．4 5．4 12．0 0，117 22．8

傍薙面出1號 同　5時6分 24．0 ユ5．9 3．9 1鉱0 （LO76 15．0

傍臆面第2號 同　4暗55分 27．0 14．0 a2 】0．8 0，122 24．0

傍聴席第3號 同　4時45分 26．0 14．2 3．5 10．7 0，122 24．0

傍画面第4號 同　4時35分 25．0 14ぶ 3£ 11」 0，106 20．9

傍白席亭均 一
25．5 14．8 3．6 工1．2 0，107 21．0

第9同試験　3月23日　會議中

氣　　温 三障タ冷 回忌タ冷 乾旧号傘 氣　動 遽度
試瞼適所 試験時刻

二二） 却　　率 却　　率 の差 三二1毎分罪

議’口内第1號 午後3時6分 20．2 172・ 4．9 1島3 0，063 12．4

議揚内第2號 同　3時12分 21．0 18．7 5．9 12．8 0，203 40．0

議揚内第3號 同　3時】7分 ・22．0 16．8 5．0 1L8 α141 27．8

議心内第4號 同　3時27分 22．0 17．5 5．6 11の 0，226 44．5　．

議揚内第5號 同　3時38分 20．5 16．9 4．9 12．o 0誕）76 150

議揚内亭均 一
21．1 1犠4 5．3 11．1 α142 27．9，

傍聰血忌1號 同　4時20分 22．0 16．0 3．9 1象1 0，031 6．0

傍聴席第2號 同　4蒔8分 24．5 13．3　・ 3．5 9．8 α051 ］0．0　；

傍画面第3號 同　4時　0分 26．2 13．6 3．3 10．3 （LlO6 20．9

傍聴席第4號 同　3時45分 25．0 15．8 4．7 11．1 0250 49．2

傍聰席隔子 一
24．4 14．7 3．9 10．8 0，110 2！．6

階上廊下第1號 午後2時52分 18．5 25．3 8．9 16．4 0，563 110．8

階上廊下第2號 同　2時57分 15．6 23．0 9．0 14．0 0，423 83．3

階上廊下自適
一

17．0 24．2 9．0 15．2 a493　， 97ユ

階下廊下第1號 同、2時40分 ．17．0 21．6 9．4 122 0，490 96．4

階下廊下第2號 同　2時45分 16．5 21．8 乞1 14．7 0，141 27．8

階下廊下準均 　　一
16．8 21．7 8．3 13．4 0，316 62．1

外 氣1同・時・・到 …　1 30．5 …II …　i ・723、L・4・・．

第10回試験　3月23日　會議中
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氣　動速　度
試三無所 試瞼時刻

氣　　温

i蟻氏）

滋カタ冷

p　　率

乾カタ冷

p　　率

乾上州傘

ﾌ差 鮒米1毎分灰

議揚内第1號

c揚内第2號
c揚内第3高
c揚内第4導
o揚内第5號；
c山内亭均　　、

午後5時0分
ｯ　5時8分
ｯ　5時14分
ｯ　5時22分
ｯ　5時27分

@　一

20．5

Q1．5

Q乞5，

Q2．2

Q1．0

Q1お

18．4

Q0．1

P6．8

H9．1

P6．5

D18．0

5．1

T．6

S．6

D5．1

S．8

T．0

13．3

P4．5

P2．2

P3．0

P1．7　．

Pao

0，090

O，181

O，106

ｿ141

O，076

O，119

17．1

R5．1

Q0．9

Q7．8

P5．0

Q3．3

傍聴席第1號
T聴席第2號
T聴席第3號
Ti曲面…第4號

T蕪席亭均

同　6時　3分

ｯ　5時55分
ｯ　5時46分
ｯ　5時38分

@一

22．5

Q3．5

Q釦
Q3．5

Q3．4

16．6

P4．3

P6．0

P7．7

P6．2

4．0

R．9

S．3

浮S

R．9

12．6

P0．4’

R1．7

P4．3

P2．3

0，051

O，063

O，141

O，023

O，070

10．0

P2．4

Q7．8

S．4

P3．7

時速　一　覧　表　（毎1分一）

　　　　第　　1　表

試験揚所 1十割欄i糊i高閣第・回1弓馬第・同1第・同1細1第・・回

面接内山1號 6．0 35．6 6．0 7．9 12．4 27．8 17．1 124 12．4 17．1

議揚内山2號 7．9 24ゆ 15．0 17．1 35．6 44．5 24．0 44．5 40．0 35．1

議揚内第3號 7．9 17．1 10．0 40．0 20．9 15．0 20．9 27．8 27．8 20㊨

議場内第4號 6．0 12．4 21．0 17．1 2（L9 31．5 20．9 17．1 44．5 27．8

議鯉口第5號 10．0 27β 犠9 21．0 12．4 15．0 10．0 124 15．0 15．0

議山内亭均 7．6 23．4 12．0 20．6 20蓼2 26．8 ］8．6 238 27．9 23．3

傍聰席第1號 7．9 49．2 15．0 44．5 15．0 27．8 20．9 ユ5．0 6．0 10．0

傍蕪席第2號 7．9 24．0 17．1 35．6 35．6 20．9 15ρ 24．0 10．0 12．4

傍聴席第3號 4．4 17．1 6．0 7．9 35．6 24．0 27．8 24．0 20．9 37・8

傍瞭席第4號 12．4 20．9 15．0 7．9 27．8 4．4 17．1 20．9 49．2 4．4

傍聰席平均 8．1 27．8 13．3 29．1 29．0 19．3 20．2 21．0 21．6 13．7

階上廊下第1號 27．8 70．9 12．4
一

65．4
一

44．5
一

110．8
一

階上廊下第2號 31．5 24．0 40．0
一

89．7
一

35．6
一

83．3
一

階上廊下順応 29」 47．5 26．2
一

77．4
一

40．1
一

97．1
一

階下廊下第1號 15ρ 15．0 71．0
一

49．2
一

24．0
一

964
噌

階下廊下第2號 24・0 6．0 17．1
一

7．9

一
27．8

一
27．8

一
階下廊下ZF均 ◆19う 10．5 44．1

一
28．6

一
25．9，

一
62．1

一

躍 氣1… 1… 449．0
一

・…1
一

299．0
｝

142．3 ト
第．2　表

試’
ﾙ揚所 4同の平6同のZF　8同の亭10同の7同の李8同のZF　9同のZF　10回の10同の総

構3及第第5及第第7及第第9及第第3及第第4及第第5及第第6及第第3乃至第

均 均 均 亭均 均 均 均 亭均 卒均

翻内第1馴・・2α・1…1…1・・1…」…1…1…
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議揚内寸2號 16．1 40．1 34．3 37．6 19．5 30．8 37．8 39．8 32．0

議揚内第3號 25．0 18．0『124．4’ 24．4 15あ 33．9 24．4 】8．0 22．9

議揚中略4號 19．1 262 ・19．0 362 21．0 17．1 32．7 29．7 25．1

丁字内第5號 14．5 13．7 11．2・ 15．0 軌0 16潔 13．7 ］5．0 13．6

議陣内：弔均 16．3 23．5． 20．7 25．6． 153 21．7 24．1 25ユ 21．5

傍聰席第1號 29．8 21．4 18．0’ 8．0 18．0 29．8 10．5 18．9 19．3

傍薙丁丁2號 26．4 28．3 19．5 11．2 16．1 29£ 22．8 16．7 21．3

傍蕪席第3號 7．0 29．8 25．9噛 24．4 16．9 16．0 28．3 25．9 21．8

隅隅席門4號 11．5 16．1 19．0・ 26．8 16．1 14．4 3S．5 4．4 18．3

傍聴席挙均 21．2 24．2 20．6 17．7「 16．8 25．1 25．3 16．5 20．9

階上廊下第1號 一 一 一 一　P 一
二

一 一
58．2

階上廊下第2號 一 一 一 一 一 占 一 一
62．2

階上廊下亭均 一
‘　一

一 一 一 一 一 一
60．2

階下廊下第1號 一 一 一 一 一 一 一 一
階下廊下第2號 一

乙 幽　｛
一 一 一 一

　，
鼈

20．2

階下廊下準均 一 一 一 一 一 一 一 一
40．2

力夕冷却率一覧表
　　第　　『1　表

試曝露所1 1第・同1糊1糊1第矧第・同1第・同1第・同1第・同 第刺第・・評

議駅内第1號
甲乙・ 17．1

T．4

17．3

U・6

16の

S．6

16．0

S．6

15．5

T．1

18．0

T．7

ユ6．9

T．3・

15お

T．3

172
S．9

18．4

T．1

華場内第2號
甲　．182
ｳ・5．7

18．7

U．1

162
T．3

16．8

Tユ

20．6

T．9

19．9

U．0

19．1

T．5

19．1

Uゐ

18．7

T9
20．1

T．6

議揚内第3號
甲乙 ］6．1

T．7

16澄

T．9

17．2

Tユ

17．5

ﾇ6
18．7

S．9

14．3

S．6

17．8

S・8

16．6

T．3

1＆8

繧O

．16・8

S6

議口内第4號
甲乙 16ゐ

T．4

】7．8

T．5

18ゐ

T．4

17．6

T．1

18．5

T．0

20．2

T・4

17．0

T．1

18．3　／

T．0

17．5

T．6

」．1S・1

@5．1

議二二第5號
甲乙・ 14厚

T・9

17．5

U．3

玉昏0

S．8

16．8

T．2

17．1

S．8

184
T．1

16．0

T．0

17．7

T．0

16．9

S．9

16．5

S．8

議三内平均
甲　16．5

ｳ’5β

17．6

U．1

16．8

T．0

17．0

T．1

18．1

T．1

18．2

T．4

1．74

T．1．

17．4

T4
17．4

T．3

18．0

T．0

傍i隠勢第1號
甲乙・ 】54

T．3

18．0

V．4

16．9

R．9

17．5

S・3

16．2

R．6

17．7

R．7

15β

S．1

15．9

R．9

16．0

R．9

16．6

S．0

傍聴席第2號
甲乙 18．0

Q．3

16．6

U．5

13．5

D3心

16．0

R9
15．7

R．9

14．8

S．1

144

Rβ

14．0

浮Q

13．3

≠T

14．3

R．9

傍嘉席亭吾號
甲乙 ・149

@5．0

16．8

T．9

・14．8

R．4

15．2

R．4

14．2

R4
15．0

R．9

14．9・

S．1

14．2

R．5

13．6

R．3

、16．0

S．3

伽惑席躯號
甲　16．3
ｳ」5．7

・16．6

E5．6

14．7

f3．9

15．7．

R．3

16．2

S．0

16．2

R．G

17．1・

S．4・

14．9

R．8

15．8

Sヴ

17．7

R．4

傍凹凹挙均
甲乙 16．2

T．3

17．3

U．4

15．O

≠

16．1

R7
15．6

R．7

15瀞

R愚

15．6

S．1

・14．8

@3．6

14．7

浮X

、・

l｛L2、．

@3．9’
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階上廊下第1號
甲乙 18．0

T．9

20．8

W．5

20．｛

V．1
＝

22．8

V．5
＝

14・8

U．7
＝

25．3

W．9

’＝

階上廊下第2號
甲乙 20．4

U．5

18．6

V．5

19．8

U．6
＝

26．0

Xゐ

＝：
19．7

U．9
＝

23．0

X．0

．＝

階上廊下干均
甲乙　　19．2

@　6，2．　一　　一　一

19．7

?．

20．1

U．9一

24．4

吹Q

17．3

U．8

24．2

m9
＝一　　㎜

階下廊下第1號
甲乙 17．2

T．5

20．3

U．8

2α7

V．4
＝

19．9「

U．9
＝

21．3

U．2
＝

21．6

X．4

＝．

階下廊下第2號
甲乙 18．2

D2
18£

U．5

其9・8

T・＄
＝

22．5

T・4
＝

20．6

福r
＝

21．8

V．1
＝

階下廊下挙均
甲乙 17．7

T．9

19．3

U．7

20．3

U．6
＝ 21②

U．2
＝

2LO
V．0

＝
21潔

W．3
＝

外　　　　氣
甲乙 26．8

P0．6

27．4

P3．6

42．1

Q0．7
＝

42．2

Q1．2
＝

32．8

P6．0
＝

30．5

P3．8
＝

備考　甲欄に灘カタ冷却率乙欄は乾カタ冷却率か示すμ下之に微ふ

『　　　　　　　舞　2　表、

試瞼三所

議揚内第1號

露悪内語2號

二三内属3號

議守内第4號

二二内第5號

二二．内挙均

傍聴席第1二

二二二十二

驚聴二二3號

傍聰席第二

鱒…徳席挙均

階上廊下第1號

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

第3及
第4回
の二二

16．0

4．6

16．5

5．2

‘

17．4

5．4

18．1

5．3

16．4

5．0

16．9

5．1

甲　17・2

乙　　4．1

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

甲

乙

14．8

3．9

15．0

3。4

15，2

3．6

15。6．

3．8．

第5及
第6同
の李均

16．S

5．4

20．3

6。0

16．5

4，8

19．4

5．2

17．9

5．0

18．2

5．3

17．0

3．7

15．3

4．0

14．6

3．7

16．2

3．8

ユ5．8

3．8

第7及
第8同
の挙均

16。2

5．3

19。1

6．0

17．2

5」1

17．7

5．1

16．9

5．0

17．4

5．3

15・9

4．0

14．2

3．5

14．6

3．8

16．0

4．1

15．2

3．9

第9及
第10回・

の挙均

17．8

5．0

19．4

5．8

16．8

4．8

17．8

5．4

16．7』

4。9

17。7

5．2

16．3

4．0

13．8

3。7

』14．8

　3．8

16．8

4．1

1与・5

3．9

第3及
第7同
の午均

16．5

5．0

17．7

5．4

17．5

5．0

17．8

5．3

16．0

生9．

17．1

δ．1

16．4

4．0

14．Q

3．9

14．9

．3。8

15．9

4．2

15．3

4。0

第4及
第8同
の挙均

15．8

5．0

18．0

5．8

17．1

5．5

18．0

5．1

17．3

5．1

17．2

5．3

16．7

4．1

15．0

3β

14．7

3．5

15．3

3．6

15．5

3．7

第5及
第9回
の亭均

16．4

5．0

19．7

5．9

17．8

5．0

18．0

5。3

17．0

4．9

17．8

5．2

】6．1

ま8

14．5

3．7

13．9

3．4

16．0

44

15．2

3。8

第e及
第10同
の挙均

18。2

5．4

20，0

5．8

15．6

4．6

19．2

5．3

17．6

5．0

第3乃至
第10同の
総挙均

16．7

5．1

18．6

5．7

17．0

5．0

18．2

5．2

17．0

5．0

18．1　　　　17．5

5．2　　　5．2

17．2

3．9

14．6

4．0

15．5

4，1

17．0

3．5

16．1

3．9

16．6

3．9

14．5

3．8

14．7

3．7

16・q

3。9

15．5

3．8

20．8

7．6
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階上廊下第2號
甲乙

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝
22．1

W．0

階上廊下亭均
甲乙

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝
「21．5

V．8

階下廊下第1號
甲乙

＝ 一　1一
黷P一

＝ ＝ 二 ＝ ＝
20．9

V．5

階下廊下第2號
甲乙

＝ ＝ ＝ ＝
■一

＝ ＝ ＝
21．2

U．5

階下廊下亭均
甲乙

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝　　馳 ＝
21．1

V．0

第1同母瞼　3月3日

6．万

一會中

埃

空氣1立方！只申の塵埃殿・

試験揚所 試　瞼　時　刻
1無灘麟i 宥適性塵填 1合　　計

議揚内耳1號 午後2時16分
324 2320 2644

議場内帯2號 ’同　　　2噂20分 342 1366 1708

議揚内帯3號 同　　2時28分 427 768 1195

議歯内第4號 同　　　2　時　38分 125 2200 2325
’

議館内第5號 同　　　2　時39分 251 3820 4Q71

議揚内郭均 一
294 2095 2389

傍聴席第1號 同　　3時36分 1197 4617 5814

傍聴席第2號 同　　　3時33分 599 1613 2212

　　－T聴席第3號 同　　　3時50分 1196‘ 5380 6576　・

傍聴席第4號 同　　　3時47分 1708 5209 6917

傍聴席亭均 一
1175 4205 5380

階上廊下第1號 同　　　3時10分 2993 11628 14621

階上廊下第2號 同　　　3時　12分 3164 6755 9919

1
階上廊下亭均

一
3079　　． 9192 12270

階下廊下第1號 同　　3暗15分 1967 10089 12056

階下廊下第2號 同　　3時17分 599 5985 6584

階下廊下挙均
一

1283 SO37 9320

外　　氣1 同　・晒・到 256 427 683

　　備考　路面乾燥ぜリ但し外商試瞼仁所に灘潤す

：第2同試験　3月5日　二才中

空氣1立方灰中の塵埃殿
亭亭揚所 試　瞼　時　刻

無灘麟」 有機性塵填［合．　　　計

昌昌内第1號

c揚内第2號
午後2時　0分
ｯ　　2聴　3分

256

P71　’

1452

P281　　’

1708

P452

’
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議揚内第3號 同　　2時　5扮 235 982 1217

議三内第4號 同　　　2時　6分 214 ユ708　． 1922

議揚内第5號
同　　　2時　8分　レ 250 1836　　畠　　　　　　　　9 2086

議揚内灘均 ’一 225 1452　． ・1677

二二二二1號 同　　　2時　17分 192　． 1981 2173

傍菰輝北2號 同　　　2時16分 256　・ 1174　・ ！430

傍聴席第3號 同　　　2時14分 192 1751 1943

傍聴席第5號 同　　　2聴　13分 ，214 2007 2221

傍憩席亭均 一
1728　． 1942

階上廊下第1號 同　　　2時28分 1068 2135 32D3

階上廊下第2號 同　　2印時30分 171 854 1025

階上廊下醤蝦 一
620 ・　　1495 2115

階下廊下第1號 同　　　2蒔　33分 191 1133．・ ．　　1324

階下廊下第2號 同　　　2時36分 1】67 145 1312

階下廊下亭均
一

679 639 131S・

タド　　　　氣 同’r　2時43分 171 1　512　1 683

　　備考　雨後にして路面著るしく温潤す

第3同試験3月16日會議中
空白1野分灰中の塵挨数

、

試瞼揚所 試　瞼　時　刻
無灘塵挨1 徽耀劇 合　　　　　計・

議揚内第1號 午　後2時　12分 683 2904 3587

議揚内第2號 同　　　2時15分 1025 2391 3416　7

議門内第3號 同　　　2時　16分 512　　一 2647 3159

二二内第4號 同　　　2時　17分 769 5124 5893

議揚内匠5號 同　　　2時20分 341 2818 3159

議週内暗黙 一
666 3177 3843

二二二二1號 午後2時32分
1025 11529 12554

傍別席第2號 同　　　2時30分 598 9821 10419

傍聴席第3號 同　　　2時25分 854 13664 14518，

傍蕪席第4號 同　　2時23分
1537 12383 13920

傍聰席書均 一
1004 11849 12853

階上廊下第1號 同　　　2時　7分 854 ，2818 3672

階上廊下第2號 同　　　2暗　9分 256 2050 2306

階上廊下干均
一

555 2434 』2989

階下廊下第1號 同　　　2時　0分 512　　r 1964 2476

階下廊下第2號 同、　「2，時、5分 384 ’1196 1580

階下廊下平均 1　　一
448 1580 202S．

外　　剰 同’・時．・・到 ”427 939 1366　　・・

第4：1司試瞼3月16日會’議中

、

’
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試瞼揚所 試　瞼　時　刻
空氣1立方灰中の塵埃数

無灘麟匿灘塵刻’合 計

議揚内第1號午後4時
議揚内第2號同
議院内第3號同
齢揚内第4號　廟
議揚内寸5號．同
議揚内ZF；均

　　　5分

4時　7分
4時10分
4時13分
4時20分

683

342

171

854

427

495

5295

2718

3843

5697

3245

4180

5978

3160

4014

6551

3672

4675

傍盛自適1號 同　　4時27分 2562 15372『 ＊17934

傍聴席第2號 同　　　4時26分 1110 13664 ＊14774

傍二野第3號 同・　4時24分 1025 15372 ＊16397

傍蕪席第4號 同　　　4時23分 512 】3237 13749

傍聴席李均 一
1302 14411 15713

　　備考路面乾燥す

第5回試験　3月18日　會議中

空氣1立方沢中の塵埃籔・

試瞼揚所 試　瞼　時　刻
上灘塵挨／ 有機性塵挨 1合　　計

顕揚内第1號 午後3時　17分 S54 2306 3160

豊野内第2號 同　　　3時25分 683 1964 2647

顕揚内第3號 同　　　3　時　30分 854 3245 4099

議揚・内第4號 同　　3時32分 1281 3758 5039

野僧内第5號 同　　3時23分 683 2477 3160

二巴内二二 一
871 2750 3621

傍自席第1號 同　　　3時　12分 1281 8113 9394

傍聰席第2號 同　　　3時　10分 5124 3843 不8967

．傍聡席第3號 同　　　3時　0分 6405 38430 ＊44835

傍馬弓第4號 同噛@3’時　7 1025 ユ0419 11444

三塁席ZF均 一
3459 15201 18660

階上廊下第1號 同　　　4時　3分 2562 2391 4953

階上廊下第2號 同　　　4時　5分 1025 2562 3587

階上廊下亭均
一

1794 2477 4271

階下廊下第1號 同　　　4時　0分 17080 4270 21350

階下廊下第2號 同　　　4時　2分 1281 2989 4270
o

階下廊下．隣室
一

9181 3630 12811

外　　氣1 同　・暗・・分1 512 ・・8・　1 1793

　　　　　　　　　ユ．：第6回試験　3月18日置會議中

1　所 試　瞼　時　刻
空氣1立方吠申の塵埃蹴

織性石窯有漏塵劇合 r計

翻内脳髄午後・時・到 427 2135 2562
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議揚内第2號
議揚内割3號
議揚間第4號
予予内角4號
序開内李均

同　　5時10分
同　　5．時12分

同　　5時15分
置　　5時　7分

598

42ア

854

512

564

3074

2S18

3843

2733

2921

3672

3245

4697

．3245

3485

傍聴席第1號 同　　　5・時26分 1366 7003 8369　’

傍聴席第2號 同　　　5時23分 ’1708！ 6832 8540

傍聴席第3號 同　　　5時　17分 ’8540 10248 ＊18788　／

傍聴席第4號 同　．　5時20分 6832 5124 11956　　　　・

傍聴席亭均 一
4612 7302 11914

　　備考路面乾燥す

第7回糞蝿　3月20日　會議中

空氣1立方壬申の塵挨販

試塗上班 試　瞼　時　刻
鰻上澄i 磯二二劇 　　，〟@　　　　計

議揚馬第1號 午後．2時　18分 1039 5978 7017

議揚内第2號 同　　　2時20分 612 2708 3320

議揚内第3號
　「　　　　　　．

ｯ　　　2時25分 869 3501． 4370

議揚間第4號 同　　　2　時　27分 1281 3587 4868

血温内第5號 同　　　2時30分 1537 2989 4526

議揚内匠均 一
1068 3753

傍聴席第1號 同　　　2時　16分 854 7003 7857

傍証席画2號 同　　　2時　14分 1708 7515 零9223

画面席第3號 同　　　2時　10分 769 8198 8967，

面面席第4號 同　　　2時　工2分 2562 10248 12810

傍聴席平均 一
1473 S241 』9714

階上廊下第1號 同　　　2時　0分 1025 7344 ＊8369

階上廊下第2號 同　　　2時　2分 ・939 6832 寒7771

階上廊下平均
一

982 7088 8070

階下廊下第1號 同　　　1時　50分 、2220 9479 ＊11699

　　　　，K下廊下第1號 同　　　1時55分 1708 5380 7088

階下記下亭均 一
1964 7430 9394

外　　剥 同　　　1時43分
・・1・　1 2135． 3245

第8同試験　3月20’日　會身中

、

　へ
画面画所

議肝内第1號
議概評第2町
議揚内野3號
解同内第4號

試・瞼　時　刻

午後4時　5分
同　　4時10分
同馳 4：痔15分－

同　　4時17分

量氣1立方灰中の塵埃鍛

無灘麟障灘塵劇合 計

427

512

1025

598

2989

2733・
7857

2989

3416

3245

8882

3587
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議細口第5號同　4時7分
議揚一挙均　　　　一

256

564

1S79

368g

2135

4253

傍聰席第1號 午後4時27分 2135 6405 ＊8540

傍聴席第2號 同　　　4時25分 2135 5978 黙8113

傍滑席第3號 同　　　4時22分 2306 12383 ＊14689　1

傍聰席第4號 同　　4時20分 2562 6832 ＊9394

傍聴席亭均 一
2284 7900 10184

　　備考　降雪のテ：め路面著るしく滋潤す但し外氣は中廃入ロ通路にて試瞼す

第，9回試験3月23日回議中
鴨

空氣1立方眠中の塵埃殿

試瞼揚所 試　験　時　刻
無機性塵挨 1図面刻 ’合　　　　計・

野帰内野1號 午　後3時20分 854 8113 8967

議揚丙第2號 同　　　3時25分 598 3416 4014

無下内第3號 同　　　3時28分 512 4697 5209

鬼窟内第4號 同　　　3時30分 683 5124 5807　’

議揚卸第5號 同　　　3時23分 427 2989 3416

二二内亭均 一鯛
615 4868 5483

傍聴席第1號 同　　　3時　13分 1708 11102 12810

傍聴席第2號 同　　　2時　10：分 2562 12810 ＊15372
ダ

傍薙席第3號 同　　　3時’2分 3416 8532 11948

傍聰贈爵4號 同　　　3時　0分 5124 8540 13664

傍聴席亭均 一
3203 10246 13449

階上廊下第1號 同　　　2時56分 854 11956 12810

階上廊下第2號 同　　　2時58分 1025 8540 9565

階上廊下亭均
一

940 10248 11188

階下廊下第1號 同　　　2時52分
1708 8540 102‘8

階下廊下第2號 同　　　2時54分 1281 7686 8967

階下廊下亭均 一
1495 8115 9608．

外　　剰 同　　　2時20分 1　598 1879 2477

第10同試瞼3月23日回議中

試瞼揚班

機翼内第1號
議題内第2號
議揚内’謔R號

議心内第4山
面揚内山5論

議揚釣亭均

試瞼　時　刻

午後5時15分・
同　　5時25．分

同　　5時30分
同　5暗36分
同　　5時20分

空氣1立方眠中の塵埃殿

無二麟1有灘蝶1合 計

854

683

427

427

512

581

4270

3287

5978

3416

4056

4261

5124

4270

6405

3843

4568

4842

■

＼
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傍聴席第1黒
雲垂1悪’ ��Q号あ亀

傍聰二二3號
傍聰席第4號

傍目席亭野

川

同

工

同

5時48分
5時45分
5時42分
5時40分

1366

769

854

1708

1174

8δ40

ε540

7686

8540

－8327

　9906

　9309

　8540

＊10243

　9501

備考　降雨のれあ路面著るしく灘潤す但し外画に中庭入口通路にて試験す

，附記　前表中＊印な附ぜるものに極めて微細の塵埃多門存在し之か全實鍛の算出殆ミ不可能な

　　　りしな示ず以下之に倣ふ　　　『　　　　．’　　　　　瘤

塵埃歎一覧表
第1表　　総 歎』

鋤揚所1 w同 第・同： P第・同
第4回 第刺糊1第・同i第・同1第・同1第・・同

議揚内灘1號 2644 1708 3587 5978 3160 2562 7017 3416 8967 5124

二二二丁2號 1708 1452 3416 3160 2647 3372 33ゴ0 3245 4014 4270

二二．内第．3號 1195 1217 3159 4014 4099 3245 4370 8882 5209 6405

議揚内第4號 2325 1926 5893 6551 5039 4697 4868 3587 5807 3843

議揚内第5號 4071 2086 3159 3672 3160 3245 4526 2135 3416 4568

議揚内ZF均 2389 1677 3843 4675 3621 3485 4820 4253 5483 4842

傍聰席第1號 5814 2173 12554 静17934 9394 8369 7857 於S540 12810 9906

傍聴席第2號 2212 1430 10419 菅14774 蔚8967 S540 蔚9223 膏S113 柴15372 9309

傍聰席第3號 6576 1943 14518 静16397 梼44835 暑18788 8967 菅14689 11948 8540

傍賠席第4號 6917 2221 13920 13749 11444 】956 12S10 菅9394 13664 英10248

傍薙席亭均 5380 1942 12853 15713 18660 11914 9714 菅】0184 13449 9501

階上廊下第1舞 14621 3203 3672
一

4953
一

曇8369
一

12810
一

階上廊下第2號 9919 1025 2306
一

3587
一

甚7771
一

9565
一

階1上廊下平均 12270 2U4 2989
一

4270
一

管8070
一

111S8
一

階下廊下第1號 12056 1324 2476
一

21350
一

憩11699
一

10248 一　　　　　　　　■

階下廊下第2號 6584 】312 1580
一

4270
一

70S8
一

8967
一

階下廊下挙均 9320 1318 2028
一

】2810
一

9394
一

9608
一

外　　　　氣 683 683 1366
一

1793
一

・・4・1

一
2477

一

第2表　　李　　均　　歎

其　　の

試瞼揚所

議揚内．第1號

議揚丙第2號

議揚内第3號
議揚内第4號

有機性塵（綿塵等）

第3及
第4同
の平均

4100

2605

3245

5411

第5及第7及第9及
第6同第8同第10同
の干均の平均の李均

2221

251♀

303セ

3801

4484

2721

5679

3288

6192

3502

5338

4270

無機性塵（砂塵等）

第3及
第4回
の平均

683

684

342

812

齢驕糊1蕩糊
第5及繊及鯉及

641

641

641

1058

733

562

947

947

854

641

470

555

合 計

第3及
第4同
の亭均

3783

3289

3587

6223‘

第5及
第6同
の挙均

2862

’3160

3673

4S69

第7及第9及
第8同第10同
の平均の李均

ili［ilii
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議陣内第5號　　3032　　26G5　　2434　　3523　　　384　　　598　　1897　　　470　　3416　　3203　　3331　　3993　　　，

議　揚　内　zF均　　3679　　2836　　3721　　4565　　　581　　　718　　　816　　　59S　　4260　　3与54　　4537　　5163

傍聴席第1號 13451 7558 6704 9821 1794 1324 1495 1537 15245 8882 8199 11358

傍帯留第2號 lI743 5338 6747 10675 854 3416 1922 1666 12597 8754 8669　　　　「 12341

傍聴席第3號 14518 24339 10291 8109 940 7473 1538 2135 15458 31812　　　　　・ 11829 10244

傍聰席第4號』 12810 7772 8540 S540 1025 3929 2562 3416 13835 11701 11102『 11956

傍聴席挙均 13130 11252 8071 9287 1153 4036 1879 2189 14283 15288 9950 11476

其　　の　　二

有機性塵（綿塵等） 無機性塵（砂塵等） 合 計

第3及 第4及 第5及第6及第栃至 第3及 第4及 第5及第6及第3肥 第3及 第4及 第5及 第6及 第3乃至

試瞼揚所 第7同 第8同 第9同第10第10回 第7同 第8同 第9同 第10 雛。回 第7同 第8同 第9同 第1t 邸。回

贈 の亭 の」苧 の亭同のの聰 のZF のZF の挙 同の の　穂 の；牛 の李 のZF 同の の　艶

均 均 均 干均革均 均 均 均 挙均 季均 均 均 均 挙・均 4三均

議揚内第1號 4443 4142 521032e3 4250 861 555 854 641 728 53044697 6064 3844 4978

議揚内第2號 2549 2776 26903331 2837 819 427 641 641 632 33683203 3331 3972 3469

議揚内第3號 3074 5S50 397卦43984323 69】 598 683 427 600 37656448 4654 4825 4923

締揚内第4號 4356 4343 4441 36304192 1025 726 982 641 844 53815069 5423 4271 5036

議揚内第5號 2903 2562 273333952898 939 342 555 512 387 38422904 3288 3907 3485

議揚内亭均 3465 3935 380935913700 867 530 743 573 678 43324465 4552 4164 4378

傍魏席第1號
T聰席第2號

9266
P1C889・96・8　　　　S327866898211

7772
V686

9384

W626

94023491495
P15316233843

1366

P239

1538

P965

10206

X823

13238

P1444

111039138
P21708925

10922

P0591

傍聰席第3號 109311387823481 8967 14314 812 工666 4911 4697 3021 11743 15544 2839213664 17335

傍薙席第4號 11316！CO35 9480 6832 9416 205015373075 4270 2733 13366 11572 1255511102 12149

傍聴席亭均 ・CO451・156i・2724 7815 10435 ］23917933331 2893 2315 11284 12949 1605510708 12750

階上廊下第1號 一 一 一 一
6128

一 一 一 一
】324

一 肖 一
一レ452

階上廊下第2號 一 一 一 一
4996

一 一 一 一
S12

一 一 一 一15808
階上廊下亭均 一 一 一 一

5562
一 一 一 一

10‘’S

一 一 一
rl6630

階下廊下第1號 一 一 一 一
6064

一， 一 一 一
5380

一 一 一 ｝
114

階下廊下節2號 一 一 一 一
4313

一 一 一 一
1164

｝ 一 一 一
5476

階下廊下亭均 一 一 一 一
5】88

一 ，　一

一 『
3272

一 一 一 一
8460

　　　　　　　　　　　　七　　細　　　菌

　　　　　　　　　（1）室氣1立方米中の菌歎、

第1回試験　3月3日　閉會中

試験揚所

議揚内第1號
議揚内第2號
議揚内第3號
議揚内第4號
議揚内第5號
議揚内耶均．

傍聴席第1號
傍聰席第2號

試瞼時刻

午後2時13：分

同　2時21分
同　2聴28分
・同　2畔34分・

同　2時40分

同　3畦’9分

同　3時唱分

培　　養　2　日

分難i鰍刺合計
900

100

1400

400

500

660

100

600

600

0

200

0

0

160

100

300

1500

100

1GOO

400

500

820

200

900

培　養　5　日
分裂菌1孫駅司合計
3300

5600

6200』

12000

5000

6420

5800

6800

2700

200

600

900

300

940

1000

500　’ト

6000

5SOO

6800：

12900

5300

7360

6300

’7300・
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傍聴席第3細
身聰席第4號

傍聰席料均

階上廊下第1號

階上廊下第2號

階上廊下’挙均

階下廊下第1號

階下廊下第2號

階下廊下挙均

午後2時54分

同2時4s分

同　3時25分
同　3時17分

同　3時30分
同　3時39分

400

400

375

600

1400

1000

1200

1100

1150

0

0

100

300

400

350

100

200

150

’400

400

475

900

1800

1350

1300

1300

1300

10800

4600

7000

，24000

39300

31650

29500

9700

19600

700

300

625

500

1300

900

500

200

350

11500

4900

7625

24500

40600

32550

30000

9900

19950

外 氣1同・時・・分1… 0 …い・… 1400　　　　12100

第2同試’験’3月’5日　閉會中

培 養　　2 日 ’培 養　　5 日

試験揚所 試験時刻 三一鰍一合 計 細菌1鰍菌1合 計

議揚内野1號 午後1時55分 0 0 0 1200 100 1300

議揚内冠2號 同　2時　3分 0 0 0 2900 500 3400

議揚内第3號 同　2時10分 0 0 0 2700 100 2800

総揚内第4號 同　2聴16分 0 0 0 4400 600 5000

議揚内第5號 同　2時23分 0 0 0ノ 5300 700 6000

総揚内亭均 一
0　． 0 0 3300 400 3700

傍聰愚智1號 同　2時50分 600 0 600 8500　， 1100 9600

傍聰面識2號 同’2時43分 400 0 400 3600 500 4100

傍聰席第3號 同　2時36分 1200 0 1ZOO 13200 900 14100

傍懸席第4號 同　2時30分 300 0 300 3900 1400 5300

傍蒔直ZF均 一
625 0 625 7300 1975 8275

階上廊下第1號 同　1時28分 800 0 SOO 10800 800 11600

階上廊下第2號 同　1時22分 0 0 0 8700 1300 10000

階上廊下平均
一

400 0 ．400 9750 1050 10SOO』

階下廊下第1號 同　1時　9分 0 0 0 8200 600 8800

階下廊下第2號 同　1時15分 100 0 100 2100 1100 3200

階下廊下干均
一

50 0 50 5150 850 6000』

外 氣1同・時・到 0 1・ 0 3000 1… 3400

第3回試製3月16日回議中

試早耳群

議揚：内覧1號

議揚内第2號
議場内第3號
酷虐内妻4號

試瞼時刻

午後2時15分
同　2時25分
前　2時33分
同　2時40分

培　　養　2　二

分細菌懸状菌合　計

　0
26500

7200

7700

100

　0
1200

100

　100
26500

8400

7800

培　　養　5　日

膿菌鰍劃合計
4400

50300

7200

7700

200

400

1200

100

4600

50700

8400

7800
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議場内第5號 午後2暗47：分 6720 220 6900 6700 200 6900

議揚内亭均 一
9620 320 9940 15260 420 15680

傍証雨請1號 向3時19分 3900 0 3900 67800 300 6S100

傍：亀山第2號 同　3時12分 2000 0 2000 21100 100 21200

傍亀山第3號 同　3時6分 1700 0 1700 39400 1500 40900

傍題席第4號 同　2時58分 1100 100 1200 46100 400 46500

画面席亭均 一
2175 25 2200 43600 575 44175　，

階上廊下第1號 同　1時45分 3700 600 4600 8000 200 8200

階上廊下第2號 同　1時56分 3000 0 3000
一 一 一

階上廊下亭均
一

3350 300　ゴ 3650 8000 200 8200

階下廊下第1號 同　2時8分 6300 200 6500 9900、 ユ100 11000

階下廊下第2號 同　2時2分 0 0 0 3200 200 3400

階下廊下亭均
一

3150 100 3250， 6550 ．　650 7200

外　　　　氣 同　1時31分 0 0 0 1・… 100 1・…

第4同試験　3月16日朝議中

培　　養　　2　H ●培　　養　　5　日

試験揚班 試瞼時刻
膿一三菌合計 膿菌1無菌合・計

議揚内野1號

c町内第2町
c揚内野3號
c揚内野4號
c揚内第5號
c庭内平均

午後4時27分

ﾚ　4時35分
ﾚ　4時43分
ｯ　4時53分
ｯ　4時59分

ﾚ一

000000 6200

T600

T000

Q000

P6600

V080

1100

Q00

S00

P00

V00

T00

7300

T800

T400

Q100　　巳

P7300

V580

傍i徳二二1號

傍聴席第2號
傍聰席第3號
傍聴席第4號

傍賂席亭均

同　5時28分
同　5時21分
同　5聴15分

目　5時6分

400

800

200

800

550

0

0

0

0

0

400

800

200

800

550［

4600

30500

17100

13600

16450

400

500

400

900

550

5000

31000

17500

14500

17000

第5回試験　3月18日　會’議中

培 養　　2 日 培 養　　5 日

試瞼揚所 訳瞼時刻 分裂菌i二三1合 計 分裂刺三三1合計

議揚内第1號 午後3時13分 300・ 0 300 7700 900 8600

血肥内第2號 同　3時20分 1900 300 2200 9700 1300 11000

議揚繭第3號 同　3時30分 2800 0 2800 21500 2000 23500

出血内語4號 同　3時36分 1200 100 1300 8600 2200 10800

議揚内海5號 同　3時42分 170D 0 1700 10500 1800 12300

議揚出挙均 一
1580 80 1660 11600 1640 13240

繭紬・剃上繭・5到 42・・ P …1 ・…1 69…1 1300 レ・3・・
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傍自席第2號
傍慕出国3田
園ヨ悪席第4号西

湘議席遡源

階上廊下第1號
階上廓下第2號』』

階上廊下亭均

階下廊下第1號

階下廊下第2號幽

階下廊下平均

午後4時8分
同　4時0分
同　3時51分

同　4時27分
同　4時21分

同　4時35分
同　4時50分

10UU

8600

2000

3950

200・

900

550

600

100

350

1000

101

　0
32ポ

200

400

「300

0

0

0

ZOOO

8600・

2000

4275

400

1300

850

・600

100

350

．29000

129000

9000、

59000

2300冗

5300

3800

7500

2300

4900

．ZOOO

3800

1300

’2100

500

：1000．

750

800

：3800

23001

31000

132800

10300

61100

2SOO

6300

4550

8300

6100

7200

外 氣i同・時58到… ・i…い…レ4・・［・…
十

、第6回試験3月】8日・會議中

試瞼揚町

議揚内第1號

議揚内第2轍
魚揚内第3號1

融融内第4簾
台揚内第5號

議揚内幽門

傍聰席第1號
傍認席第2號

傍畑島第3號
傍懸席画4號
白薙席亭均

試瞼時刻

午後5畦追う分

同　5時55分

同　6時1分
同　6時8分
同．6時15分

団

団

同

同

5時39分
5時32分
5聴2b分
5H翼。立

山　養　2　日

戸菌1鰍劇合計
2000

UOOO
2600

400

800

3360

Σ200

3SOO

4700

2300

3250

0

100

、0

0

300

180

0

0・

200

0

50

2000

11100

2600

400

1100

3440

2200

3800

4900

2300

3300

培　養　5　ロ

頒白継糸合、計
13500

12100

5700

4100

5200、

8120

10100

2300

10200

7100

7425

1400

1900

　0
　0
1200

900

1200

900

1500

1200

1200

・】4900

14GOO、

5700「

4100

6400

9029

11300

3200

11700

8300

8625

第7同情瞼3月20日　會議中
培 養　　2 日 ・培 養　、’5 日

試瞼揚所 試瞼時刻 頒刺徽副合 計 分裂劃一劇合計
議揚内第1號 午後2時26分 14800 9GO 15700 16800 2200 19000

・凧揚内子2號 同　2時33分 45200 47800 50600 5600 56200

帯揚内鋸3號 同　2時41分 1600 100 1700 5500　・ 2000 ．7500

議揚内貼4號 同　2時48分『 31400 冒600 32000 37200 2300 39500

議湾内第5號 同　2時笛分　　　　、 19900 600 20500 ．22400 1500 23900、

議揚内平均 　ト 22580 960「 23540 26500 ．．2720 29220，

傍聴席第1號 同　3時24分 6000 100 6100 69000 11400 70400’

傍証席第2號 同・3時16分 2000 100 2100 2900Q 　11000 400001

傍薙席第3號 同　3時10分 1800 0 ユ800 129000　ト
噛の

R800．“ 　　1P32800、

傍聴席第4號 同　3時5分 4600 100　， 4700 8800 　　●P400 10200「

傍聴席．挙均 1　　　　＿
T

・75・　； 3675　』

@1
58950 1：4400　、　1

．63350．』
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階上廊下第1號

K上廊下第2號

K上廊下亭均

午後2時10分

ｯ　2時16分

@　一

45100

P000・

Q3050

1900　1

T00

P200

47000

P500

Q4250

1700

T300

R500

500

P000

V50

2200

U300，

S250

階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下挙均

同　2時　2分．

ｯ　1時55分

@　一

1800・

Q0900

P1350

400

P00

Q50

2200

Q1000

P1600

7500
Q300　「　　　引

S900

3600

P000

Q300

11100

R300

V200

外　　剰同・時48分 67・・レ…1・…．1＄・P・、1…「4…

第8同試験　3月20日　會議中

試瞼揚油　試瞼時刻
培　　養　　2　　日 培　．養　　5　H

可罰鰍劇合冒f分裂司鰍口合・｝
講掛内灘1號
議揚内第2號
議口内第3號
議揚内第4號
議揚晴雨5號

議揚内亭均

午後4時10分
同　4時18分
同　4時25分
同　4時31分
同　4時37分

900

900

300

1000

3300

1280

100

0

0

200

0

60

1000

900

300

1200

3300

1340

3400

2300

4400

3700

4400

3640

1500

1200

1800

1900

2300

1740

4900

3500

6200

5600

6700

5380

傍聰席第1號 同　5時　7分 20600 1000 21600 32200 13800 46000

傍聴席第2號 同　5時0分 3500 0 3500 10】00 2500 12600

傍聴席第3號 同　4時53分 ．1400 100 1500 27800 3000 30800

傍聴席第4號 同　4時45分 3400 400 3800 16100 2900 18000

傍聴席亭均 一
7225 375 7600 21550 5550 27100

第9同試験3月23日會議中

・試瞼揚油　試切時刻
培　養　　2　日

払刺鰍一合計
謀揚内灘1號
議揚内第2號
議揚内第3號
議揚内第4號

議揚内第5號

議揚内ZF均

午後3時0分
同　3時7分
同　3時14分
同　3暗21分
同　3時30分

1200

700

400

300

100

540

0

0

0

200

0

40

傍聴席第1號 同　3時56分 28800

傍下席第2號 同　3時50分 5500

傍聴席第3號 同　3時43分 5100

傍聰席画4號 同　3時37分 3200

傍聴席挙均 一
10650

階上廊下第1號

階上廊下箏2號

階上廊下平均

同　2時43分
同　2時49分

、300

400

350

3100

900

600

100

1175

0

300

150

1200

700

400

500

100

580

31900

6400

5700

3300

11825

300

700

500

培　　養　　5　　日

工刺鰍菌1合計
27200

？200

1900

3700

3900

8780

10S300

15000

53200

28800

51325

6200

5300

5750

700

1000

400

400

500

600

3200

1000

1400

900

1625

400

500・

450

27900

8200

2300

4100

4400

9380

111500

16000

54600

29700

52950

6600

5SOO

6200
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階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下亭均

午後2時35分　　　r一

u　2時27分

@　一

1000

V00

W50

1200

T00

W50

2200「

P200

P700

8600・

X000

W800

1400

P500

P450　’

10000

P0500

P0250

外　　　　　氣　同　2時20分 …　　　　133・・　…　34・・

第10回試瞼3月23日會上中
培 養　　2 H 培 養　　5 口

試瞼適所 試瞼時刻 淋菌1雛掛合 計 分裂菌i一汁合引
蝉騒内第1號 午後5時10分 900 6800 7700 35200 玉00 35300

議揚内灘2號 同　5時17分 500 0 500 2900 ユ700 4600

議錫内第3號 同　5時24分 1200 28900 30100 44エ00． 400・ 、44500

壷掘内鼠4號 同　5時30分 500 6300 6800 58500 6700 65200

議揚内鼠5號 同　5時40分 10400 4000 14400 29700 5200 34900〆

面心内匠均 一
2700 9200 11900 340SO 2S20 36900

傍聴席第1號 同　6時7分 5600 4200 9800 48200 5200 53400

傍聰席第2號 同　6時0分 2600 600 3200 11900 800 12700

傍丁丁第3號 同　5暗53分 3800 3700 7500 41300 5000 46300

傍聰席画4號 同　5時46分 7300 400 7700 21300 900 22200

傍聴席亭均 一噂
4S25 2225 7050 30675 2975 33650

　　　　　　　　（2）径4吋ペトリー皿中に於ける落下菌数

回1同試瞼3月3日　閉會中
2　分　　間　　露　　出 5　分　　間　　露　　出

試瞼時刻
ま吝　　養　　2　　口　　1　ナ苔　　≡養…　5　　日

培養2日i培養5日親臨揚所 翻舗合計騨醐甜舗縁側1制欝憤合計
議揚内灘1號
議揚内灘2號
議揚丁丁3二
面揚内曇4號
議揚内鼠5論

議揚内ZF均

午後2時13分
同　2時21分
同　2時28分
同　2時34分
同　2時40分

11

17

15

34

7

17

傍聴席第1號同
傍聴席第2號同
傍聴席第3號　同

傍聴席第4號同
傍聴席干均

3時9分14
3時3分　7
2時54分17
2時43分　7
＿　　　　11

階上廊下第1町

並上廊下第2號

階上廊下平均

同　3時25分
同　3時17分

41

11

26

階下廊下第1蜜

語下直下心2號

階下廊下平均

同3時32：分147

同3時39分11
　＿　　　 79

1

0

0

0

0

1

10

0

0

0

3

12

17

15

34

7

18

24

7

17

7

14

1　　42

0　　11

1　「27

3

3

3

150

14

82

25

46

35

60

47

43

妬

28

39

26

35

87

29

58

314

66

190

3

1

1

0

1

1

O

I

3

1

1

28　28
47　32
36　20
60　66
4S　42
44　38

45

29

狙

27

36

17

4

10

17

12

1　88　83
0　　29　28

1159　56
4

7

’6

318　209

73　43
196　126

1

1

0

．0

1

1

1

0

0

1

1

3

7

5

7

3

5

29

33

20「

66

43

39

18

4

10

18

13

86

35

61

216

46

131

52

86

70

103

97

82

73

53

77

46

62

5

1

1

1

1

29

3

6

1

1

3

182　3

94．7
13S　5

547

151

349

57

87

71

104

98

84

76

59

78

47

65

185

101

143

7　’554

3　・154

5　354
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1外 国i午後・時・・到・1・4178｝・1・21・7 ・1・・i153 7　160

第2回試験　3月5日　閉陣中
2 分 間 露 出 5 分 間 露 出

試瞼時刻
培 養2 日1培 養5 口 培 養2 口1培 養5 日

試験場所
煙具車塵舗合計 網鮒合計1劉鮒鰍

議揚内第1號 午後1時55：分 6 0 6 8 0 8 14 0 14 24 0 24
「

議四竹第2號 同　2時3分 7 0 7 15 0 15 17 0 17 53 1 54

議川内第3號 同　2時10分 4 1 5 19 1 20 7 1 8 28 3 31

議門内第4號 同　2時16分 7 0 7 22 2 24 11 0 11 34 6 40

議揚内第5號 同　2時23分 1 0 1 24 0 24 3 0 3 23 0 23

門田内ZF：均
一

5 1 6 18 1 19 10 1 11 32 2 34

傍聴席第1號 同　2時50分 1 0 1 15 1 16 15 0 15 18 0 1S

傍聴席第2號 同　2時43分 3 0 3 1S 1 19 10 ’0 ユ0 25 0 25

傍聴席第3號 同　2時36分 18 1 19 40 1 41 4 0 24 95 0 95

傍賂席第4號 同　2時30分 S 0 8 43 3 46 14 1 15 70 1 71

傍聡席平均 一
8 1 9 29 2 31 16 1 17 52 1　． 53

階上廊下第1號 同　1時28分 17 1 18 67 1 68 88 ・1
＄9 203 3 206

階上廊下第2號 同　1時22分 36 1 37 209 1 210 49 3 51 227 6 3窪3

階上廊下李均
一

27 1 28 138 1 139 68 2 70 215 5　．220

階下廊下第1號 同　1時9分 38 8 46 85 6 91 109 0 109 169 0 169

階下廊下第2號 同　1時15分 14 0 14 41 3 44 31 1 32 80 3 S3

階下廊下平均
一

26 4 30 63 5 6S 70 1 71 125 2 127

外　　　　氣 同　1噂2分 0 ・1 ・1・5i 0 15 5 ・115 12・ 0 24

第3回試験　3月16日　會議中
2 分　　間 露 出 5 分 問 露 出

試験時刻
培 養3 日け普 養5日 培 養2 日1培 養5 日

二面揚所 書裂i醤状i合計1審裂［二丁1合計 翻倒舗斜鮒飼
議揚内第1號 午後2時15分 18 0 18 64 3 67 50 1 51 193 3 ・196

議揚内第2號 同　2時25分 17 0 17 84 4 88 21 0 21 197 6 203

議揚内第3號 同　2時33分 10 0 10 57 0 57 22 0 22 132 3 135

議揚卸第4號 同　2時40分 84 1 85 153 3 156 147 3 150 302 3 305

議冊封第5號 図　2時47分 56 0 56 98 0 98 71 3 74 158 6 164

議揚内挙均 一
37 1 38 91 2 93 62 1 63 196 4 200

傍聴席第1號 同　3時19分 29 1 30 260 1 2G1 60 0 60 175 1 176

傍蕪席第2號 同　3時12分 120 0 120 356
・・
P 357 287 3 290 1001 3 1004

傍聴席第3號 同　3時6分 20 0 20 95 0 95 113 3 116 251 3 254

傍聴席第4號 同　2時58分 521 3 524 680 3 683 707 1 703 1008 ．3 1011

傍聴席亭均 一
173 1 174 34S 1 349 292 2 294 609 3 612

階上廊下第・號1同・二分1・341 ・1・37 132・1 ・i・・4i237i ・i・4・

國 ・レ59・
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階上廊下第2號

K上廊下挙均
午後1時56分

@　一

43

W9

12 44

X1

123

Q22

12 124

Q24

70

P53

02 70

P55

1204

R98

02 204

S00

階下刷下野1號

K下廊下第2號

K下廊下挙均

同　2時8分
ｯ　2時2分

@　一

118

W5

P02

101 119

W5

P03

162

P20

P41

・1

P1

163

P21

P42

365

P61

Q63

41a
．369

P62

Q66

284

U55

S70　．3

41 セ88

U56

S73

外　　氣1同・時…　　　　　　8・分図 ・・ P・813 52 ・52
P28・，・1…

第：4同試験　3月16日　會議中

●

．2　分．間　　露　　出 5．分　　間　　露　　、出，　1
詞ｱ揚所 試験時．刻 培養2Hl培養5日 培養2日【培養5E

翻舗舗i舗舗合計 翻刻合計i翻回状卜舗

議揚中興1號

c揚内第2號
c揚内第3號
c地内第4號
c揚内第5號
c揚内挙均

午律4時27分
ｯ．4時35分
ｯ　4時43分
ｯ　4時53分
ｯ　4時59分

@　一

38

P4
V14015

110001 1　39

@15

@7
@14

@0
@16

134

U9

S8

S2

S6

U8

110141 135

V0

S8

S3

T0

U9

77

Q4

P1

S8

U33

310101 80

Q5

P1

S9

U34

146

W7

X1

n92

Q34

P50

3141．32 149

r8

X5

P93

Q37

P52

傍聰席第1號」傍i徳席第2號

T聴席第3號
T聰席第4號
T聴席挙隅

同　5時28分

ｯ　5時21分
ｯ　5時15分
ﾚ　5時6分

@一

60

X8
W2748

00000 60

X8
W2748

ぞ74

S03

P26

P32

Q34

13

O114

287

S03

C127

P33

Q38

112

Q56

D20

W4

P18

00000 112

Q56

Q0

W4

P18

510

V42

Q90

S91

T08

10311 511

V42

Q93

S92

T09

第5同試験3月18日會議中
z 分　．間 露 出 5 分　　間

試験揚所 試験時刻
培 養2 日1培 養5 日 培 養2 日1培

納酬合訓舗鮒韻 指引合判分裂
菌

聯帯内第1號 午後3時】3分 56 0 56 113 0 113 95 0 95 191

議署内第2號 同　3時20分 35 0 35 36 1 37 29 1 30 99

議揚内第3號 同　3蒔30分
299 1 30 77 4 81， 60 0 60 97

議揚内第4號 同　3時36分 34 1 35 88 1 89 62 0 62 172

議揚内第5號 同　3時42分 31 0 31 69 1 70 59 1 60 169

議揚内亭均 一
41 1 42 77 2 79 59 1 60 146

「　　　　「

傍聴席門1號 同　4時15分 540 3 543 808 7 815 746 4 750 949

傍聴席第2號 同　4時8分 122 0 122 E6 0 126 288 3 291 380

傍臨席第3號 同　4時0分 164 4 168 496 4 ．500 325 4 329 780

傍聴席第4號 同　3時51分 78 3 81 217 3 220 153 0 153 343

傍聴席替均 一
226 3 229 412 4 416、 378 3 381 613

階上廊下第1號 同　4時27分 756 6 762 140 4 144 120 1 121 228

階上廊下第2號 同　4噂21分 56 0 56 134 3 137 156 1 157 262

階上廊下平均
一

406 3 409 137 3 140 138 1 139 245

露　　田

・ゴ

1

0

1

1

・1

4

3

4

・3

’4

1

3

2

旺

192

100

97

173

170

ユ47

953

383

784

346

617

229

265

247
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階下廊下第1號

K下廊下第2號

K下廊下二二

午後4噂35分

ｯ　4時50分

@　一

120

U7

X4

111 121

U8

X5

267

P02

P85

111． 268

P03

P86

266

P09

P88

011 266

P10

P89

392

Q59

R26

434 396

Q62

R30

外　　　　氣 同・4第5・到・4・・陣・・3・2・3　　・9・　　23・l　l・871・l　l224囲

第・6同試瞼　3月18．日，・會議中

z 分　　間 露 出 5 分　　間 露 出

試瞼揚所 試験時刻
培 養2 日1培 養5 日 培 養2 日1培 養5 日

舗回合日劇引倒 鋼鮒飼i舗引倒
議帳内第1號 午後5時45分 31 1 32 55 1 56 88 4 92 130 4 134

二二内第2號 同　5時55分 28 6 34 56 6 6珍 46 1 47 105 3 108

議胃内第3號 同　6時　1分 17 0 17　’ 50 1 51 63 0 63 81 0 81

議滞留第4號 同’6時8．分 2S 1 29 76 1 77 66 1 67 153 1 154

議揚内謁5號 同β暗15秀 25 0 25 87 0 87 111 0 111 164 0 164

議揚内耗均 一
26 2 28 65 2 67 75 1 761127 2 129

二二二二1號 同　5時39分 143 6 ．149 273 6 279 221 3 224 4661 3 469

二二二二2號 同　5時32分 60 3 63 151 3 154 175 3 178 287 290

傍聡席第3號 同　5時26分 9σ 1 91 214 1 215 213 1 214 427 6 433

傍聰席第4號 同　5時20分 232 1 233 274 4 278 336 3 339 S55 3 858

二二席．亭均
一

131 3 134 228　．4 232 236 3 239 509 4 513

第7回試験　3月20日　高議中！
　　　　　　　　　　● 2 分’　間 露 出 5 分　．間 露 出

監瞼国所 試験時刻
培 養2 日1培 養5 日 培 養2 日1培 養5 口

陰欝状1合計1禦鮒合計 翻鮒舗1調鮒舗
二二内第1號 午後2時26分 27 3 30 52 4 56 43 1 44 77 1 78

二二内第2號 同　2時33分 32 0 32 66 0 66 42 0 42 88 1　． 89

議揚内第3號 同　2時41分 17 1 18 22 1 23 49 1 50 70 1 71

議揚翅翼4號 同　2時48分 55 0 55 60 0 60 92 1 93 122 1 123

議揚内第5號 同　2時55分 24 0 24 50 0 50 60 0 60 104 1 105

議骨内亭均 一
31 1 ・32 50 1 51 57 1 58 92 1 93

傍聰席第1號 同　3時24分 150 1 151 228 3 231 363 0 363 473 3 476

昌昌二二2號 同・3時16分 118 1 119 155 1 156 360 4 364，382． 4 386

傍聰席第3號 同　3時10分 97 0 97 109 0 109 228 0 228 339 6 345

傍一席第4號 同　3時5分 84 0 84 136 1 137 297 1 298 460 1 461
r

高高席画均 一
107 1 工G8 157 1 158 312 1 313 414 4 41S

階上廊下第1號 同　2時10分 136 4 140 196 4 200 217 4 221 337 4 341

階上廊下第2號 同　2時11分 50 3 53’ 102 3 105 101 1 102 148 ．1 149

階上高下口均
一

93 4 97 149 4 153 159 3 162 243 3 246

階下廊下第1號 同　2蒔　2分 134 1 135 186 6 192 416 1 417 459 4 463

階下廊下第2號 同　1時55分 31 1 32 32 1 33 83 0 83 108 1 109

階下廊下二二
一

83 1 84 109 4 113 250 1 251 284 3 287
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外 氣1午後塒48分1…11・i・7i・・1・181・・1・1221241・2・1

第8回試験3月20日會議中
2　分　　間　　露　　出 5　分　　間　　露　　出

試験揚所 試験時刻
ま音　　養　　2　　日　　i　培　　養　　5　　H ホ普　　養　　2　　日　　【ま音　　養　　5　　日

鮒翻舗i鮒鮒舗 翻舗合計鮒鮒醐
議揚内第1急

M揚内証2號
c揚内第3號
c場内第4號
c揚内灘5號
c揚内殿均

午後4時10分

ｯ　4時18分
ｯ　4時25分
ｯ　4時31分
ｯ　4時37分

ﾚ　一

18

U4

P7

P7

T2

R4

000000 18

U4．

P7

P7

T2

R4

42

U9

R1

S1

U0

S9

000101 42

U9

R1

S2

U0

T0

9945
U　　4

V6　0

Q4　0

T7　0
U410

144

U8

V6

Q4

T7

V4

101

X1

W4

U4

X0

W6

433002 105

X4

W7

U4

X0

W8

傍聴席第1號

T聴席第2號
T聴席第3號
T帯解第4號
T聴席挙均

同　5時7分・

ｯ　5時0分
ｯ　4時53分
ｯ　4時45分

@　一

1406

P33

WS

R08

Q34

01101 406

P34

W9

R08

Q35

718

ﾛ99

X4

R68

R45

73134 725

Q02

X5

R71

R49

1340

R42

P27

T24
T831

11443 1341

R43

P31

T28

T86

1348

T39

A1須633i　I

71444 1355

T40

Q6

U28

U37

第9回試験3月23日国議中
2 分　　間 露 出 5 分　　間 露 出

試験揚所 試瞼時刻
培 養2 引け普 養5 日 培 養2 日［培 養5 E

菌 菌膿難 ﾈ網筆下 麗状制書裂舗合計

議門内第1號 午後3時0分 70 0 70 129 3 132 182 1 184 232 7 239

議揚内第2號 同　3時7分 76 1 77 95 1 96 36 ．0 36 98 0 ．98

議揚内高3號 同　3時14分 43 0 43 74 0 74 66 0 66 141 1 142

議揚内第4號 同　3時21分 24 1 25 60 1 61 133 1 134 181 1 ．182

議揚内第5號 同　3時30分 57 0 57 70 0 70 68 1 69 116 1 117

議揚内亭均 一
54 1 55 86 1 87 97 1 98 154 2 156

傍聴席第1號

T聰席第2號 躍翻継262

11
803・

Q63

944

R18

31 947

R19

1939

S93

33 1942

S96

1949

V31

33 1952

V34

傍聴席第3號 同　3時43分 417 1 418 522 1 523 678 3 681 736 3 739

傍憩席第4號 同　3時37分 167 1 168 365 1 366 工89 1 190 570 1 571

傍聴席干均 一
412 1 413 537 2 539 825 3 823 997 3 1000

階上廊下第1號 同　2時43分 84 1 85 141 1 142 189 1 190 239 3 242

階上廊下第2號 同　2時49分 48 1 49 69 4 73 18 1 19 148 3 151

階上廊下二二
一

66 1 67 105 3 108 104 1 105 194 3 197

階下廊下第1號 同　2時35分 150 1 151 183 1 184 318 4 322 39ユ 6 397

階下廊下第2號 同　2後27分 57 1 58 69 3 72 106 1 107 220 3 223

階下廊下挙均
一

104 1 105 126 2 128 212 3 215 306・5 311

外 氣1同・時・・到・8i ・1 19 國
・1 551 98［ ・［・艦 1・9・ 8 198

第10向試験　3月23日　會議中
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盆　分　　間　　露　　出 5　分　　間　　露　　出
培 養　　2　　日　　t　ナ吝　　養　　5　　日 ‡音　　養　　2　　H　　　ま吝　　養　　5　　日

試瞼揚所 試験四刻
高高倒隔絶合計 藷裂i翻禰糊舗

二二内第1號

c上襲第2軍
c控目第3號
c島内第4號
c揚内記5號
c論内平均

午後5時10分

ｯ　5噂17分
ｯ　5蒔・24分

ｯ　5時30分
ｯ　5時40分

@一

101

R1

S3

R4

Q0

S6

300101 104

R1

S3

R5

Q0

S7

150

P13

U9

P08

S3

X7

300101 153

P13

U9

P09

S3

X8

139

X0

W1

P12

V4

X9・

103312 140

X0

W4

P15

V5

P01

99

P67

P79

Q06

P13．1
P53

11432 100

P68

P83

Q09

D114

P55

傍聴席第1露

ﾊ藤下第2號
T聴席第3號
T聴席第4號
T聴席亭均

同　6暗　7分

ｯ　6暗0分
ｯ　5時53分
ｯ　5時46分

@一

203

P90

PS9

S76

Q65

00000 203

P90

P89

S76

Q65

1276

m308

R36

V03

奄S06

00000 276

R08

R36

V03

Sり6

168

Q25

Q95

V69

R64

11001 169

Q26

Q95

V69

R65

262　1

R86　1

T63　3

P036　0

T62　1

263

R87

T661

P036

T63

　　　　　　（3）10分間100李丁丁上に於ける落下工数　・・

第1同試験3月3日　閉會中

培 養　　2 H 培 養．5 日．．

試瞼揚所 試瞼時刻 分裂菌i縣駅菌［合　計 分裂刺羽三吟計
議揚内心1號 午後2時13分 62 5 67 126 12 138

議揚内第2號 　　’ｯ　3時21分
82 0 82 221 8 229

議揚内第3號 同　2時28分 64 0 64 173 5 178

議揚内山4號 訂2時34分 165 0 165 280 3 283

議湯里第5號 同　2時40分 65 2 67 237 5 242

議揚内挙均 一
88 ユ 89 207 7 214

傍聰席第1號 同　3博9分
57 2 59 203 6 209

傍聴席第2號 同　3時3分 24 0 24 136 10 146

傍聴席第3號 同　2時54分 60 0 60 193 9 202

傍聴席第4號 同　2時48分 38 2 40 124 5 129

傍聴席亭均 1＿
45 1 46 165 7 172

階上廊下箪1號 同　3時25分 203 7 210 439 7 446

階上廊下第2號 同　3時17分 62 8 70 1S4 15 199

階上廊下李均
一

133 8 140 312 11 323

階下廊下第1號 同　3時32分 634 15 649 1465 19 1484

階下廊下第2號 同　3時39分 79 ユ1 90 346 1S 364

階下廊下平均 一
357 13 370 906 19

外　　氣1同 3時48分　　　， 30 ・1 ・・1 ・831 ・・．1 403　．

第2回試瞼3月5日閉張子
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培 養　　2 日 培 養　　5 日

試瞼押所 試験時刻 分裂劃．鰍叫合計 藤刺白丁1合爵’
堀割内第1號 午後1時55分 31 0 31 49 0 49

議揚内第2號 同　2時3分 38 0 38 ．101 7 108

二二内第3號 同　2時10分 19 5 24 S5 7 92

議揚内冠4號 同　2時16分 32 0 32 99　　匹 14 113

議揚丙第5號 同　2時23分 7 0 7 57 0 57

議二二亭均 一
25 1 26 78 6 84

傍聰席第1號 同　2晧50分 21 0 21 62 8 70

傍聴席第2號 同　2時43分 18 0 18 78 8　・． 86

傍聴席第3號 同　2時36分 76 0 76 243 8 251

報恩二二4號 同　2時30分 39． 3 42 223 9、 232

傍聴席挙均 一
39 1 40 ユ52 8 160

階上廊下第1號 同　1時28分 120 5 125 466 7 473

階上廊下第2號 同　1時22分 152 7 159 823 10 833

階上廊下亭均 一
136 6 142 645 9 654

階下廊下第1號 同　1時gi分 224 39 263 421 欄　39　・ 460・

階下廊下第2號 同　1時15分 72 3 75 199 11 210

階下廊下尋均
一

148 21 169 310 25 335
・

外 剰団・時・到 9 0 ・i 69／ 0 ／’69

第：3同試験　3月16日　會二二

培 養　　つ 日 培 ・養　　5 日

試験揚所 試験時刻 分裂劃徽菌1合計 頒劃蹴菌吟計
議揚内灘1號 午後2時15分 100 3 1G3． 390 11 401

議揚内灘2號 同　2時25：分 69 0 69 476 18 494

議揚内第3號 ．同　2時33分 52 0 52 303 6 309

議揚内乱4號 同　2時40分 393 7 400 757 11 768

三三内法5號 同　2時47分 233 6 239 444 12 456

議揚内導～均
一

169 3 172 474 12 486

傍懸席第1號 同　3時19分 147 8 155 909 6　F ．915

傍二二第2號 同　3時12分 647 6－ 653 2087 8 2095

傍聰二二3號 同　3時6分 179 6 185 637 6 643

傍聴席第4號 同　2時58分 2210 9 2219 2980 11 2991

傍聴席挙均 一　　　、
796 7 803 1653 8 1661

階上廊下第1號 同　1噂45分 630 　●P1 641 1533 11， 1544

階L廊下第2號 同　1時56分 196 8 2G4 564 8 572

階上廊下干均 一
413 10 423 1049 10 1059

階下廊下第1號 同　2時8分 725 8 733 759 8 767

階下司下司2號 同　2時2分 504 3 ・507・ 1G52 6 105S　　●

ピ
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階下廊下圃．一　1・・51・／62・1・・61．・1・・5
外 帯・ P．午後塒・・分・22 、0　　．122 ・・5 P15 520

第4・同試験3月16日　會議中

’

培 養　　2 日 培 養　　5 日

寸意揚所 白竹時刻 分裂可罰菌降計 分裂菌1徽菌吟計
議揚内第1號 午後4時27分 189　・ 8 197 530 8 53S

二二内第2號 同　4時35分 65 6 71 284 6 490

議揚場第3號 同　4時43分 32 0 32 231 0 231

議揚思懸4號 同　4時53分 91 3 94 326 6 33盆

議場内第5號 回　4時59分 12 0 12 377 0 377　’

・議揚内高均 一
78 3 81 350 4 354

二二二二1號 同　5時28分 290 0 290 1315 37 1352

傍蕪席第2號 同　5時21分 551 0 551 1925 0 1925

傍滑席第呂號 同　5時15分 45 0 45 682 8 690　’

傍聴席第4號 同　5時6分 206 0 206 647 6． 653

傍聡席亭均 一
273 0 273 1142 13 1155

：第5回試験　3月13日　會雨中

培 養　　2 日 培 養　　5 日

動揚瞼所 試験時刻 膿菌1融菌吟計 分裂副鰍菌吟計
議揚胎動1號 午後3時13分 259 0 259 524 3 527

議三内第2號 同　3時20分 71　． 3 ．・ V4 206 6 212

議腸内第3號 同　3時30分 103 41 107 306 23 329　・

議揚内第4號 同　a時36分 160 8 168 433 6 439

議揚内第5號 同　3時42分 149 3　・ 152 376 6 382

議湯内ZF均 一
148 4 152 369 9． 378　．

傍i二二第1號 同　4時15分・2581 12 2593 3262 25 3287

傍聰席第2號 同　4時8分 653 6 659 753 6 759

傍蕪席第3號 同　4時…0分’ 809 16 825 2221 11 2232

傍薙席第4號 同．3時51分 383 15 398 975 11 986

傍滑席挙均 一
1107 12 1119 1803 13 】816

階上廊下第1號 同　4時27分 340 17 357 636 ユ3 649

階上廊下第2競 同　4時21分 314 3 317 591・ 11 602

階上廊下平均
一

10 337 614 12 626
r

階下廊下第1號 　　，ｯ　4時35分 634 9 643 1167 9 1176

階下廊下第2號 同　4時50分 305 6 311 567’ 6 573

階下廊下亭均
一

470 8 478 867 8 875
■

外 氣1同鱒58分 604 ・1 613 716 12 728、

：第61回試験3月18日　町議中

■
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F

培 養　　2 日 培 養　　5 一艮　』

試瞼揚所 試瞼時刻
分裂菌 二二1合計 膿菌i二二 合　計

半揚内第1號 午後5時45分 176 9 185 294 9 ・303　・

顕揚口慣2號 同　5時55分・ 128 16 144 270 18 2S8

議揚内第3號 同　6時　1分 116 0 『116 228 8 236

議三内第4號 同　6時　8分 149 6 155 373 6 379

議写糊第5號 同　6時15分 191 0 191 419 0 419

議羽目亭均 一
152 6 158 317 8 3皇5

一

傍i憾席第1號 同　5時39分 636　、 18 654 1264　． 18 1282

傍聴席第2號 同　5時32分 359 11 370 、732 11　・ 743

傍1聴鍵盤3號 同　5時26分 480 6 486 1060 11 1071
「’

傍聴席第4號 同　5時20分 1］55 8 1163 1696 15 1711

傍聰席干均 一
658 11 669 1188 14 1202

第7同試験3月20日　會盛年
培 養　　2 日 培 養　　5 日

試験：甲所 試瞼時刻 膿劇徽菌降計 分裂菌1雛菌吟計

議揚内第1號 午後2時26分 122 9 131 228 14’ 242
臨

議揚内第2號 同　2時23分 136 0 136 279 3 282

議揚内灘3號 同　2時41分 100 6 106 138 6． 144．

腰揚内第4號 同　2時48分 242 3 245’ 3CO 3 303

議揚内灘5號 同　2時55分 132 0 132 253 3 256

繋筋内平均 一
146 4 150 240 6 246

傍聰席第1號 同　3時24分 816 8 824 1149 11 1160

傍聰席第2號 同　3時16分 719 9 728 849． 9 858

傍聰席第3號 同　3時10分 517 0 517 673 12 685

傍聡国難4號 同　3時　5分 554 3 557 879 6 885

傍聰席挙均 一
652 5 657 888 10 898

階上廊下第1號 同・2時10分 613 16 629 933 16 949

階上廊下第2號 同　2時16分 249 9 258 445 9 ・454

階上廊下干均 一　．
431 13 444 689 13 702

階下廊下第1號 同　2時2分 827・ 6 833 1018 20　’ 1038

階下廊下第2號 同　1時55分 172 8 180 207， 6 213

階下廊下李均
一

500 7 507 613 13 626

外 剰同塒・・分， 508 1・ 511 レ2 6 1・8

第8回試験　3月20日目會議中

試瞼議所 試験時刻
培　養　　2　H

分裂菌1縮劇合計
寺内第・號［午麟・・到・6・16い67

，
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議揚内層2號 午後4時18分 278 9 287 290． 6 296

議事内第3號 同　4時25分 129 0 129 177 6 183

議孔内第4號 同　4時31分 724 0 724 738 8 746

議揚内層5號 同　4噂37分 206 0 206 265 0 265

議揚内亭均 一
300 3 303 347． 6 353

田富席第1號 同　5時　7分 2590 3 2593 3459 28 34S7

傍聴席第2號 同　5時　0分 126 6 132 1140 9 1149

傍白席門3號 同　4時53分 691 9 700 745 9 754

傍i酒席第4號 同　4時45分 1429 9 1438 1711 13 1724

門守席ZF均 一
1209 7 1216 1764 15 1779

第g同試、瞼3月23日　會天中

培 養　　2 日 培 ．養　　5 日

試瞼揚屋 試瞼噂刻
分裂菌 雛菌吟計 分裂弓田菌1合計

議回内第1號 午後3時　0分 394 3 397 584 15 599

議揚内山2號 同　3時　7分 24S 8 256 370 8 書7s

議揚内子3號 同　3時14分 188 0 188 350 3 353

議翠巌第4號 同　3時21分 212 5 217 365 5 370

議揚内第5號 同　3時30分 233 3 236’ 320 3 323

議揚愚亭均 一
255 4 259 398 7 405

傍聰晶出1號 同　3時56分 4220 8 4228 4738 11　・ 4749

傍聰席第2號 同　3時50分 1262 7 1269 1678 7 16S5

響町席第3號 同　3時43分 1893 7 1900 2246 7 2253

傍蕪酔罵4號 同　3時37分 666 5 671 1634 5 1639

傍聴席挙均 一
2010 7 2017 2573 8 25SI

階上廊下躯1號 同　2時43分 粥9
D1

5 444 652　　’ 6 658

階上廊下第2號 同　2時49分 223　　1 5 L228 352 15 367

階上廊下亭均
一

331 5 336 502 11 　、T13

階下廊下第1號 同　2時35分 762 8 770 934 10 944

階下廊下第2號 同　2時37分 275 5 280 430 11 441

廊下階下平均
一

519 7 526 682 11 693

外　　　　氣 同・時・・分1 ・・ゾ1 10 い67 1・・2 1・・ i369

第、10回試験3月23日　適言義中

培 養　　2 日 培 養　　5 日　、

試二二所 試瞼噂刻 分裂菌1鰍菌 合　計 分裂劃織刺合計
帯揚甲立1號 午後5時10分 430 9 439 676 9 685　1

議揚内第2號 同　5時17分 183 0 183 496 3 499

議揚内第3號・ 同　5時24分 209 6 215 387 9 396

議肝内第4號 同．5時30分 216 8 224 524　・ 8 532

議揚内第5號 同　5時40．分 136 3　』 139 245 3　， 24S
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翻眼下i 一　1 235 1・ 1… 1466 i・1 472

傍薙席第1號 午後6時7分 74S 3 751 1047 0 1047

傍聴席第2號 同　6時0分 849 3 852 1272 3　’ 1275

塵藻語論3號 同　5時53分 845 0 845 1542 6 1548

塞翁悪席第4號 同　5時46分 2154 0 2154 3072 0 3072

傍聴席挙白 一
1149 2 1151 1733 2 1735

細菌成績一覧表
（1）塞氣1立方米中の菌歎

（甲）培　　養 2 日

第 1 表

試験揚所
1第・同1第・同 第・回i第・同1第・同i第二第・同i第・同i第・同 第10同

議揚内第1號 1500 0 1GO 0 300 2000 15700 10CO 1200 7700

議揚内第2號 100 0 26500 500 2200 ユ1100 47SOO 900 700 500

議揚内第3號 1600 0 8400 100 2800 2600 1700 300 400 30100

議揚内第4號 400 0 7800 0 1200 400 32000 1200 500 6800

議揚内第5號 500 0 ・69σ0 700 1700 11CO 20500 330， ユ00 14400

議揚内挙均 820 0 9940 260 1660 3440 23540 】340 580 11900

傍聴席第1號 200 600 3900 400 4500 2200 6100 21600 31900 9SOO

傍聴席第2號 900 400 2000 800 2000 3800 2100 3500 6400 3200

傍聰席第3號 40D 1200 1700 200 8600 4900 1800 1500 5700 7500

傍聰席第4號 400 300 1200 800 2000 2300 4700 3800 3300 7700

傍聰席亭均 475 625 2200 550 4275 3300 3675 7600 ］1825 7050

階上廊下第1號 900 800 4300

一
400

一
47000

一
300

一階上廊下第2號 1800 0 3000

一
1300

一
1500

一
700

一
階上廊下平均 ユ350 400 3650

｝
850

一
24250

一
500

一
階下廊下第工號 1300 0 6500

一
600

一
2200

一
2200

一階下廊下第2號 1300 100 0

一
100

一
21000

一
1200

一
階下廊下亭均 1300 50 3250

一
350

一
11600

一
1700

一
外　　氣1 500 i・1 ・1一一 剛一i 68・・1－1 0

一
第 2 表

試瞼揚所

議揚内第1號
議揚内第2號
議揚内第3號
議揚内第4號
議揚内第5號

議揚内挙均

第3及第4
同の午均

　50
13500

4250

3900

3800

5100

第5及第6
同の平均

1150

6650

2700

850

1400

2550

第7及第8
同の干均

8350

24350

1000

16600

11900

12440

第9及第
10同の平
均

4700

3750

1525

3650

7250

6240

簡舞錦舞綿騨覇齢筆難轄蕃

7900

37150

5050

19900

13700

16740

500

700

200

600

2000

800

750

1450

1600－

900

900

1120

4850

5SOO

16350

3600

7750

7670

3500

11275

5800

6250

6088

6583

、
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傍聴席第1號

傍聴席第2號
傍聴席第3號
鋸盤席第4號

傍聴席亭均

2150

1400

950

1000

1375

3350

2900

6750

2150

378S

13S50

2SOO

1650

4250

5638、

．20850

　4800

　6600

　5500

　943S

500D

2050

1750

2950

2938

11000

2150

850

2300

4075

1S200

4200

7150

2650

8050、

6000

3500

62GO

5000

5175’

10050

2975

3988

3225

5059

（乙）培　養　5　日
　　　第　　1　表

・

試験揚所 第1同 第2同 第3同 第4同 第5同 第6同 第7回 第8同 第9同 第10回

議揚内第1號 6000 1300 4600 7300 18600 14900 19000 4900 27900 35300

議揚内第2號 5SOO 3400 50700 5800 11000 14000 56200 3500 S200 4600

議揚内第3號 6800 2800 8400 5400 23500 5700 7500 6200 2300 44500

議揚内第4號 12900 5000 7800 2100 10SOO 4100 39500 5600 4100‘ 65200　．

議揚内第5號 5300 6000 6900 17300 12300 6400 23900 6700 4400 34900

議揚内挙均 7360 370⑪ 15680 7580 13240 9020 29220 53SO 9380 36900

傍i徳席第1號 6800 9600 68100 5000 70300 11300 70400 46000 111500 53400

傍聴席第2號 7300 4100 21200 31000 31000 3200 40000 12600 ・16000 12700

傍聴席第3號 1150り 14100 40900 1750D 132800 11700 132800 30800 54600 46300

傍聰席第4號 4900 5300 46500 14500 10300 S300 10200 18000 29700 22200

傍聰席平均 7625 8275 44175 17000 61100 8625 63350 26850 52950 33650

階上廊下第1號 24500 11600 8200 2800 2200 6600

階上廊下第2號 40600 10000
一

6300 6300 5SOO

階上廊下亭均 32550 】0800 8200 4550 4250 62ao

階下廊下第1號 30000 8800 11000 8300 11100 10000

階下廊下第2號 9900 3200 3400 6100 3300 10500

階下廊下李均 19950 6000 72ao 720G 7200 10250

外
．氣i・2…1 34・・1 3000 1ω・・1 ・・．・1 134・・レ

第　　2　表

試験揚所 纏i灘纏欝募 第3乃至
謔P0同の

苡?ﾏ

議揚内第1號 5950 11750 11900 31600 11800 6100 18250 25100 15313

議揚内第2號 28250 12500 29850 6400 53450 4650 960〕 9300 19250

議揚内第3號 6900 14600 6850 23400 7950 5800 12900 25100 1293S

議揚内第4號 4950 7450 22550 34650 23650 3S50 7450 34650 17400

議揚内第5號 12100 9350 コ5300 19650 15400 12000 8350 20650 14100

議揚内亭均 11630 11130 17300 23140 22450 64SO 11310 22960 15SOO

傍蕪席第1號 36550 40SOO 56300 82450 69250 25500 90900 323義0 54500

傍聡席第2號 26100 17100 26300 143δ0 30600 21800 23500 7950 20963

傍聴席弟3號 29200 72250 81800 50450 86850 24150 93700 29000 58425

傍聴席第4號 30500 9300 14100 25950 28350 16250 20000 15250 19963

傍聰席挙均 30588 34863 45100 43300 53763 21925 57025 21138 38463ノ
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（2）穫4吋ペトリー皿中に於ける落下菌歎

　　　（甲）－2分間露出　培養2日

　　　　　　　第　　1　下

民瞼揚所 陣同1第・同 欄i第・同1第・回［第・同 第・同1第・同1第・同陣・同

議揚内第1號 12 6 ］8 39 δ6 32 30 18 70 104

議揚内子2號9 17 7 17 15 35 34 32 64 77 31

帯揚内第3號 15 5 10 7 30 17 18 17 ．43， 43

議揚内帯4號 34 7 85 14 35 29 55 17 25 35

7 1 56 0 31 25 24 52 57 20

「議町内卒均 18 6 38 16 42 28 32 34 55 ・47

傍聴席第1號 24 1 30 60 543 149 151 406 803 203

傍白席第2號 7 3 120 98 122 63 119 134 263 190

傍自席第3號
17 19． 20 8 168 91 77 89 418 189

傍聴席第4號
7 8 524 27 81 233 84 308 16S 476

傍聰席亭均 14 9 174 48 229 134 108 235 413 265

階上廊下第1號 42 ユ8 137

一
762

一
140

一
85

一
階上廊下第2號 11 37 44

一
匪56

一
53

一
49

一
階上廊下平均 27 28 91

一
409

一
97

一
67

一
階下廊下第1號 150 46 119

一
121

一
135

一
151

一
階下廊下第2號 14 14 s5

一
68

一
32

一
58

一
階下廊下平均 82 30 103

一
95

一
84

一
105

一
外　　剰 4 ・1 ・241 一1 ・4・1

一i
・・1 一1 ・g

一
第　　2　表

試験揚班 灘麟綴諺筆 薔灘高騨 第3乃至
謔P0回の
黒ｽ均

議揚内第1號 29 44 24 89 24 29 63 6S 46

議揚内第2號 16 35 4S 54 25 40 56 33 39

議揚内第β號 9 24 18 43 14 12 37 30 23

議揚内第4號 50 32 36 30 37 16 30 32 34

議揚内第5號 28 28 38 39 40 26 44 48 40

議揚内挙；均 26 35 33 51’ 32 25 46 42 37

傍聰席第1號 45 346 279 503 91 233 673 176 291

傍聰席第2號 109 93 127 227 120 116 193 127 139

傍聴席第3號 14 130 83 304 49 49 293 140 133

傍聰席第4號 276 157 196 322 304 168 125 355 238

傍聴席準均 111 182 172 339 141 140 321 200 201

（乙）　2分間露出　培養5日

　　　　第　　1　表
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縄墨1鯛1第・同1脚i第・回1糊i第・同1欄1第呵第・同1第・・同

議揚内職1號 28 8 67 135 113 56 56 42 132・ 153

議揚内第2號 47 15 88 70 37 62 66 69 96 113

議揚内第3號 36 20 57 48 81 51 23 31 74 69

議揚内第4號 60 24 156 43 89 77 60 42 61 109

議揚内第5號 48 24 98 50 70 87 50 60 70 43

議揚内亭均 44 19 93 69 79 67 51 50 87 98

傍聴席第1號 45 16 261 287 815 279 231 725 947 276

傍聴席第2號 29 19 357 403 126 154 156 202 319 308

傍聴席第3號 42 41 95 127 500 215 109 95 523 336

傍聴席第4號 27 46 683 133 221 278 137 371 366 703

傍賠席耳～均 36 31 349 238 416 232 158 349 539 406

階上廊下第1號 88 68 324

一
144

一
200

一
142

一
階上廊下第2號 29 210 124

一
137

一
105

一
73

一
階上廊下平均 ．　959 139 224

一
140

一
153

一
］OS

一
階下廊下第1號 318 91 163

一
268 「　　　＿ 192

一 184　．一

階下廊下第2號 73 44 121

一
103

一
33

一
72

一階下廊下亭均 196 68 142

一
186

一 一
128 　　噛

．外　　　　氣 82 ・・ P ・・1

一1 27・1 一1 ・81

一
・・1

一
第　　2　表’

試瞼揚所 緯纏纏…聾尚券糠灘i簡鐵轟 第3乃至
謔P0回の

R平均

議揚丙第1號 101 85 49 143 62 89 133 96 95

議揚内第2號 79 50 68 105 77 70 67 88 76

議揚内第3號 53 66 27 72 40 40 78 60 ．　　55

議揚内第4號 100 83 51 85 108 43 75 93 80

議揚内第5號
79 55 57 74 55 70 65 66

議揚内干均 81 73 51 93 72 60 84 81 75

傍聴席第1號 274 547 478 612 245 496 881 278 475

傍聰席第2號 3SO 140 180 314’ 257 303 223 231 254

傍聴席第3號 111 358 102 430 102 134 512 276 256

傍聰席第4號 40S 250 254 535 409 252 294’“ 491 362

傍聴席亭均 294 324 254 473 253 296 478 319， 337

（丙）5分問露出　培養2日

第　　1　表

　試験揚所

議揚内第1號
議揚内第2號

第・回第・同欄第・同鯛第・同隣・向1第・同第・同1第・・回

29

33

14

17

51

21

80

25

95

30

92

47

44

42

144

68

184

36

140

90
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’

議揚内第3號 20 8 22 11 60 63 50 76 66 84

二二内第4號 66 11 150 49 62 67 93 24 ユ34 115

議場内第5號 42 3 74 6’ 60 111 60 57 69 75

二二内準均 39 11 63 34 60 76 5s 74 98 1Q1

謹書席第1號 18 15 60 112 7δ0 224 363 1341 ］942 169

二二二丁第2號 4 10 290 256 291 178 364 343 496 226

二二二二3號 10 24 116 20 329 214 228 131 681 295

傍薙席第4號 18 15 708 84 153 339 298 528 190 769

傍蕪席干均 13 17’ 294 118 381 239 313 5S6 828 365

階上廊下第1號 86 89 240 121 221 190

階上廊下第2號 35 51 70 157
一一

102
一一

19

階上廓下午均 61 70 155 139 162 105

階下廊下第1號 216 109 369 266 417 ．324

階下廊下第2號 46 32 162 110 S3 107

階下廊下亭均 ．131 71 266 1S9 251 215

外　　　　氣
2・i 5 5・1 1・9q i 22 1・G4i

第　2　表

試験揚所

議揚内第1號
議揚内第2號
議揚内第8號
議揚内第4号震

議揚内第5號

議揚内平均

傍聴席第1號
傍鍾惑席第2号虎

傍聴席第3號
傍聴席第4號

傍聴席挙均

簡講満購藩綱醤瞬1薔灘i薔羅1薔麟購筆

66

23

17

100

4D

49

86

273

68

396

20S

94

39

62

65

86

68

487

235

272

246

310

94

55

63

59

59

66

853

354

180

413

450

162

63

75

125

72

100

1056

361

488

480

597

48

32

36

122

67

61

212

327

172

503

304

112

47

44

37

32

54

727

250

56

306

335

140

33

33

98

63

73

1346

394

505

172

604

116

69

74

91

93

89

197

202

’255

554

302

第3乃至
第10回の
総ZF均

103

45

47

87

64

’69

621

293

247

384

386

（丁）5分間露出　培養5日

　　　　第　1　表

鋤擶1第刺第・同1第・同1第・同1鯛欄1鯛1欄1第・回【第・・回

議揚内第1號
議揚内第2號
議揚内第3號
議揚内第4號
議揚内第5號

議揚内挙均

57

87

71

104

9S

84

24

54

31

40、

．23

34

196

203

135

3C5

164

200

149

88

95

193

237

152

192

100

97

173

170

146

134

108

81

’154

164

129

　7S
89

覧71

』123

．105

93

105

94

S7

64

．90

S8

239

98

142

182

117

］56

1CO

168

183

．209

114

155
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傍聴席第1號
76 18 176 511 953 469 476 1355 1952 263

傍聴席第2號 59 25 1004 742 383 290 386 540 734 3S7

傍聴席第3號 78 95 254 293 784 433 345 26 739 566

傍聴席第4號 47 71 1011 492 346 858 461 62S 571 1036

傍蕪席挙均 65 53 612 509 617 513 418 637 1000 563

階上廊下第1號 185 206 595

一
229

一
341

一
242

一階上廊下第2號 101 233 204

一
265

一
149

一
152

一階上廊下挙均 143 220 400

一
247

一
246

一
197

一
階下廊下第1號 554 169 2S8

一
396

一
463

一
397

一
階下廊下第2號 154 83 656

一
262

一
109

一
323

一階下廊下挙均 354 127 473

一
330

一
28ア

一
311

一
外　　氣「 ・6・ P 24 ・8・i 一1 23・ P一1 ・・ I一 ・gs

一
第　　2　表

試瞼揚所 薔鐵齢翠 第3乃至
謔P0同の
濠ｱ均．

議揚内第1號 173 163 92 170 137 127 216 117 149

議揚内第2號 146 104 9」 133 146 91 99 13S 119

議揚内第8號 115 89 79 163 103 91 120 132 99

議揚内第4號 249 164 94 196 214 129 178 182 ‘176

議揚内第5號 201 167 9S 116 135 164 144 139 146

議揚内亭均 176 13S 91 156 147 120 151 42 140

傍聰席第1號 344 711 916 110S 326 933 1453 366 770

傍聰席第2號 873 337 463 561 6S5 641 559 339 556

傍聴席第3號 274 609 186 653 300 160 762 500 431

傍聴席第4號 752 602 545 804 736 560 459 947 676

傍聴席亭均
561 565 528 782 512 573 808 538 60S

（3）10分間100李方糎上に於ける落下菌敷

　　　　　　（甲）培養2日

　　　　　　　第　　1　表

試糊酬第刺糊i第・回【第・同1鯛糊1第刷第・同陣・回1第1・同

議揚内第1號
議揚内第2號

議揚内第3號
議揚内第4號
議揚内第5號
議揚内亭均

傍聴席第1號
傍聴席第2號

67

82

64

165

67

89

59

24

31

38

24

32

7

26

2L

18

，103

69

32

400

239

172

】55

653

19ア

71

32

94

ユ2

81

290

551

259

74

107

168

］52

152

2593

659

】85

144

116

155

19正

15S

654

370

131

136

106

245

132

150

824

728

167

2S7

】29

724

206

303

397

256

18S

217

236

259

2593 p4228

132　i　1269

439
163

215

224

139

24）

751
852

、
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傍丁丁第3號； 60 76 185 45 825 486 517 700 ，1900 845

傍聴席第4號 40 42 2219 206 398 1163 557 1438 671 2154

傍聴席李均 46 ’39 803 273 】119 669 657 1216 2017・ 1151

階上廊下第1號 210 125 62正

一
357

一
629

一
444

一月頃廊下第2號 70 】59 204

一
S17

一
258

一
22S

一
階上廊下干均 140 142 423

一
337

一
447

一
336

一
階下廊下第1號 649 263 733

一
643

一
833

一
770

一階下廊下第2號 90 75 507

一
311

一
180

一
280

一階下廊下挙均 370 169 621

一
478

一
507

一
526

一
外　　　　　氣 33 y 9 1221 一1 613

一
511 1一 167 1一

第　　2　表

試験揚所 簡灘繰鐵齢糠纏1薔繊瞬
第3乃至
謔P0同の
高yF均

議●揚内第1號 150 222 149 418 117 182 328 476 276

議揚内第2號 70 109 212 220 103 179 ユ63 164 153

議揚内第3號 42亀 112 11S 202 79 81 148 16δ 119

議揚内第4號 247 162 485 221 323 409 193 190 279

議揚内第5號 126 172 169 188 186 109 194 、165 164

議揚内準均 127 155 227 250 161 192 2C6 232 199

傍懸席第1號 223 1624 1704 2490 490 1442 3411 7σ3・ 1512

傍聴席第2號 602 615 430 1C61 691 342 964 611 652

傍聰席第3號 115 656 609 】373 351 373 ］363 666． 68S

傍聴席第4號 1213 781 998 1413 138S 822 535 16591 1101

傍聴席挙均 538 894 937 1584 730 745 1568 910 9SS

（乙）培養5　日

第　　1　表

試瞼揚所 卸回1第・同1第・回1第刺第・同1第・回1第・回 第・同1第・同1第1・同

議揚内第1號’ 138 49 401 538 527 302 242 265 599 685

議揚内第2號 229 工08 495 290 212 288 282 296 378 499

議揚内第3號 178 92 309 231 329 236 144 183 353 396

議揚内第4號 2S3 113 768 332 439 379 303 746 370 532

議揚内第5號 242 57 456 377 382 419 256 265 323 24S

議揚内亭均 214 84 486 354 378 325 246 353 405 472

傍懸席第1號 209 70 915 1352 3287 1282 1160 3487 4749 ・1047

傍聴席第2號 146 ，86 2095 1925 759 743 858 1149 16S5 1275
1

傍鍾悪席第3號 202 251 643 690 2232 1071 685 754 2253・ 1548

傍聰席第乎號 129 232 2990 653 986 1711 885 1724 1639 3072

傍賂席亭均 172 160 1661 1155 1816 1202 898 1779 2581 17弓5
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階上廊下第1號 446 473 1544
一

649
一

949
一

658
一

階上廊下第2號 199 833 572
一

602
一

454
一

367
一

階上廊下亭均 『23 653 1059
一

626
一

702
一

513
口

階下廊下第1號 1484 460 767
一

1176
『

1038
一

944
一

階下廊下第2號 364 210 1058
一

573 　〆 213
一

441
一

階下廊下干均 925 335 913
一

875
一

626
一

693
一

嵩　　氣i ・・31 6gi …1 一
i・2・

一 け81 一
36gi

一

第　　2　表

試験揚所
簡羅薯簡羅踊麗曙齢筆薔羅踊鴉霧筒麟籍諺筆 第3乃至

第10同の
総ZF均

議揚内第1號
議揚内第2號
議揚内第3號
議揚内第4號
議揚内第5號

議揚内平均

470

393

274

550

417

420

415

250

283

409

401

352

254

289

164

525

261

300

642

439

375

451

286

439

322

392

227

536

356

366

402

293

207

539

321

354

563

295

341

404

352

392

494

394

316

456

334

399

445

344

273

484

341

378

傍蕪席第1號 1134 2285 2324 2898 1038 2420 4018 1165 2160

傍聴席第2號 2010 751 1004 1480 1477 1537 1222 1009 1311

傍聰席第3號 667 1652 720 1900 664 722 2243 1309 1235

傍聴席第4號 1822 1349 ユ305 2356 1938 1189 1313 2392 1708

傍聴席李均 1408 1509 1339 215S 1279 1467 2199 1469 1604

8　漏　　球　　差

議 揚 傍 賠 席

試験同鍛 囎溺温度陶溺醐滋球差 理想溺温度實測溺温度1灘球葦

第1同試’ﾙ 56．6 52刃 3．7 56．7 54．2 且5

第2同試瞼 57．6 52．7 4．9 57．8 55．9 1．9

．

第3同試瞼 569 5S．6 1．7 57．0 6L4 44

第4同試瞼 57．5
一 一

57瀞
一 一

鞠

第5同試瞼 57．4 54．S 2．6 57．9 60．3 2．4

第6同試瞼 57．8 55．0 2．8 57．3 59．1 1．S

第7同試瞼 57．3 56．8 0．5 57．4 60．8 a4

第8同試瞼 57．6 56．6 1．0 57．5 62．0 4．5．

第9同試験 57．8 57．6 0．2’ 57．5 62．0
’4．5　．r　　　6

第10回試瞼 57．6 5S．0 0．4 57．1 60．8 3．7．

9．換　　氣「率
（1）・’ c 揚 f　　■，「．　．’
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1第1同欄糊1第剰第・同一・同1第刺第呵第・同第1・同

灘球差
（＋）％

i一・）％

9λ6

U．7

90．2

W．8

9．66

R．1
＝

94．8

S．7

94．4

T．0

99．0

O㊨

100．0

@0　．

99．6「．0．4

99．2

O．7

塵挨
（＋）％

i一）％

99．0

D0・2

99．3

O．2

98．5

O．4

98．1

O．5

98．5

O．4

98．6

O．4

98．1

O．5

983
h0．4

97．8

O．6

98．1

O．5

細　菌
（＋）％

i一）％

96．4

P3
98．8

O．6

924
≠W

96．8

P．6

91．6

S．2

94．4

Q．8

93．6

R．2

93．2

R．4

89．0

T．5

90．6

S．7

臭氣 （一）％ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

炭　酸
（＋）％

i一）％

99．6

O3
99．7

O．3

99．5

O．5

99．5

O．5

99ン

O．3

99．6

O4
99．4

O．5

99．5

O4
99．5

O．4

99．7

O．3

分布率 （一）％ 1．1 3．2 2・ミ 3．3 1．1 3．1 1．2 ・3．8 3．0 ．　3．5

換氣率

窪三遍、。，％　　　1

869 89．9 9LO 89．3 SS．3 93．7 92の 90．1 90．3

備考．第四回試瞼に於ける換氣寧に假リに第3同試験當時の灘球差な鷹用し覚出也り次表も亦之に倣ふ

（2）傍　　聴　　席

1第矧第・向i第・同1第・同1第・同1欄 第矧糊1第型破1・同

灘球差
（＋）％

i一）％

95．0

S．5

96．3

R．4

91．2

V9
＝

952
S．3

96．4

R2
93．2

U．1

9LO
W．1

91．0

W．1

92．6

U」

二二
（＋）％

i一）％

97．8

O．5

99．2

O2
95．0

P．3

93．7

P．6

92．5

P．9

95．2

P．2

96．1

Pρ

95．9

kO
94．6

P．4

96．O

kO

細　菌
（＋）％

i一）％

972
P．4

982
O．9

652
P7．4

90．4

S．8

54．2

Q2．9

73．2

Pa4
78．4

P0．8

53．0

Q3．5

17．4

SL3
47．0

Q6．5

臭　氣 （一）％ 0 0 0．8 0．8 0．8 1．1 0．9 0．9 1．1 0．6

炭　酸
（＋）％

i一）％

992
O．7

99．7

O．2

97．9

P．9

97．0

Q．7

96．4

R．2

97．1

Qβ

96．4

R．3

95浮

R心

95．8

R．8

982
P」

5

噛分布率 （一）％ ’5£ 3．6 3。3’ 4．7． 5．0 4．2 」3．2 5．4 生1 且3

換氣率
完全状態
ﾉi封ずる 87．1 914 67．4 77．5 6上9 74β 74．7 57．2 40．1 61．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　穂　、　　括

上記誤融成績に就き各試験環目に樹レ衛生的見地より之を考察すれは次の如し

1・．温度　上議中議場内の温度は71司の試瞼を堕して季均・202乃至21．2度を示

し前議會の場合ε殆ε同様にして傍賄席は22．3乃至23．5度目及ひ前議會に比し稽高

温な）仰も衛生的適度の室温は種々の状況により一定しかたきも概して言へは15．6乃
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至コ8．3度（華氏60乃至65度）を可ごし冬季成人安居の場合には18乃至20度を以て

適度こせらるるを以て親れは議場内の氣温は幾分高温に過くる傾あり更に傍聴席に至

っては一・層甚臥しε謂ふへし

　2．藻国議場内の比灘は會議中季均36．6乃至54．8％にして第5及第6同試験・

（同1日）に於ては40％未満なり傍聴席は38．7乃至52．4％を示し第6同試験に於て

40％未満なり故に第5及第6同試験の場合を除き他は大潮に就て適度の比湿を有ぜ

るものご云ふを得へきも今尚少しく高きを可εせん而して前議會に於ては李均75％

以上にして最高90％に達せり導者斯くの如く著しき懸隔を与せるは新議揚の換氣設

備改善せられ換氣良好‘なれるこご前議會に於ては換氣の爲め新鮮なる外銀導入に際

し停め之を灌水室内を通過せしめ以て洗灘ご共に充分の灘氣を帯はしめすこるも新議院’

に於ては本装置：を野立せるこご更に前議會當時には時々議場の床上に撒水せるを認め・

才こるも今議會に於ては然らさるか如き馨れか主因なるへきを思惟せしむ

　3．炭　酸　上記成績を通覧するに灘潤滑氣ご乾燥室氣ごに於ける炭酸含量の差は：

室氣100，000毒中1乃至4容にして衛生的批剣を下す場合に斯ては殆ざ顧慮するの債値

なき零度なるへきを思惟す而して會議中議揚内各場所に於ける炭酸量は8回試験を通

して0。42乃至0．67麗毎同試鹸の準多量は0．496乃至0．577彪を示し前議會の三三量

軌971乃至】．237篇なるに比し多大の差異あり前議會蕾議場に在りては會議時間の延

長に伜ひ炭酸含量も亦増加し漸次衛生的不良に箔るの傾向を示しずこるも新議場に在り，

ては會議時間の経過によりて殆ご増加を認めす會議中に於ける人員数及傍雛人数は寧

ろ下聞會の方幾分多時なる場合多かbしに此の如き現象を呈せるは新議揚に在りては

其天井に6個の排氣ロの新設，排氣道の鑛大並に外氣導入自の改良等換氣設備の改善

により換氣能率大いに良好ざなれるを立噂するに足るへし熾れこも蘇って傍聴席を見

るに依然こして甚不良にして第10回試験を除くの外何れも1麗以上に達し前議會の

夫に比し寧ろ門層不良に傾けり是に依て観るド換氣設備の改良は圭ごして議揚に好結

果を齎らしたるものこ謂ふへく傍賄席の換氣能率に封しては何等好果を認めす其原因：

は凋落にして速断を許ささるへきも傍購席には其天井に敷個の唖聾ロを備ふるも議場

の如く新鮮なる外海導入口’ ﾌ存在を認めす尚ほ前回報告に於て詳述せし如く其野際口．
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に近接せる揚所に於て開窓を常ざするを以て其外部の群群の四四直物排撃華中に進入

し搾れか露め一層換氣能率を減退せしむるこご大なるものあるを思惟せしむ

　《L分布率　室外の分布率は室内に於ける換氣均等に行はれつつありゃ否やの尺度1

を示すものにして上記成績によれは町議中外学内の平平分布状態は前議會當時の宗門’

に比し稻良好なるを認む群れ叙上の如く換氣設備の改善に罪すへく三弦に多少注意す

へきは下下時間の延長に伸ひ幾分分布率の不良こなる傾向を示せ：る事是れなり傍聴席

は野瀬議院に比し更に改善の徴候を認めす寧ろ梢劣れる観あり之れ炭酸の條項に於て

評論せしご同一理由に基因するものなるへし

　5．カタ冷却率　人的の熟調節機能は其周到の氣温習灘及氣速の如何によりて大：

いに支配せらるるこごは弦に贅言を要堂さる所にして此關係を最も簡軍に試験し得る

ものは蓋しカ口塞暖計こなすへし即ち同寒暖計は人膿に劉する卸和の冷却率を直接に．

測定し得さるも尊号室氣は人膿の熱調節作用に博し最も好適の歌態即ち所謂快戚状態

にあるや否やを試験し得るものにして此關係の如何は直接衛生上重要なる意義を存す

るものなり而して幾多實験の結果坐業執務者は漏早早冷去陣18，墨型タ冷却率6以下

なるを不可こし通常灘カタ18乃至20乾カタ7乃至10を以て適度ごせらる然るに今・

次の試験成績を見るに議場内に在りては乾出タ冷却率は殆ご常に6未満にして混締盟

冷却傘も亦18以下の場合多し傍聴席に至りては一層甚しく不良なり

　6．塵　埃　今下界議場内の塵挨激は前議會に比し遙かに少歎にして室氣1立方吠1

中6000未満なり傍聴席も亦概して前議會随時に比し稽少数なるも尚ほ多くの場合10・

000以上に及ひ畑野良好なる歌聖ご耕し炉すこし而して前議會に在りては會議時間の延1

長に件ひ塵埃数も亦尾燈に於て増加の傾向を示せしも新議場に在りては然らす共原因，

多々ならんも換氣能率の良好こなれるも其一因ならすんはあらす

・乳細菌朝議會議場内に於ける細菌歎は會議中に在野はフ、。ケ〉ン砂層濾遇法一

による室氣1立方米中の歎は2日培養1；嘗て260乃至23540司…均6583・5日培養に：

於て5380乃至36900平均15ε00を箕し前議會の揚合に比し粕少数なり次にコ。飯氏落

下菌藪は2分間露出の場合2日培養に於て16乃至55李均37，5日懸…に於て50方

至、§8李均75を鋒し雨脚會め約1竿数なb傍聴席は附議中室氣1立方米中の数は2日培・
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養に於て550乃至11825李均5059，5日培養に隔て8625乃至63350季均38463，・

2分聞露出落下菌は2日培養に於で48乃至413季均2ω，5日培養に於て158乃至53

9李均337にして之を前議會に比較するに大差なし即ち之を塵埃数ε封照するに雨者

の關係稽よく一致せるを認むへし而して2日間培養に於ては菌の登育不充分にして

5日間培養に於て著しく菌数増加を來把す事實は全試験を通して認め得る所なるか殊

にフィッケノレ氏試瞼法に於ては甚しき場合には2日間培養に於ては全然菌の覆育を認

め得さるに關らす5日間培養に於ては悉く相當の登育菌激を謹明せる例あり之れ同氏

1法に於ては培養時に塞天中に混和する褐色硝子粉によりて機械的に菌の楼育阻碍せら

るる場合もあるへく之を要するに振氏22度の如き低温に於ては2日間培養のみにて

は不充分にして◎日間培養の必要にして寧ろ優れる貼を認め得へし要するに細菌試験

の結果は議場内は前議會に比し租良好なるも傍聴席は依然亡して不良ε認めさるを得噛

すr

　8．換氣率　斯謂綜合囲表慮用による換氣率は議揚に在りては完全状態に樹し88・3

乃至93．7牟均90．6％（第4回試験を除く）にして前議會の場合に比し遙かに良好なり

傍賠席は40．1乃至74．7李均62．4％にして前議會に比し殆ε大差なく依然εして甚し

く不良なるを認めしむ

　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　・　論

　以上各項目に就きて親察し把る庭を綜合すれは新議場内の換氣状態は蕾議場に比し

著しく良好なるを認むるも未すこ所謂快威状態に達せす傍聴席は依然ごして衛生的甚不

良ご劃定せさるを得す現在の換氣設備に於ては外氣邊入に際し塵埃等の濾過装置を映

除し且つ傍聴席には新鮮なる外氣導入の設備なく而かも共排氣口は禾井に配設せらる

るも共効果充分ならさるか如し寧ろ外氣導入ロを上位に設置し排氣ロは之を坐席の下

方若くは其他の下方に於ける適當の位置に配設するを可εすへく之れか改善の急を要

する・ものε思考す

　　　　　　　　　　　　　　附’『　幽　　　　記

　前記試験項目中灘球差は米國協定法の附表を用ひ之を鋒定するものなるかヒノレ：氏空

氣試験器使用書中に揚載ぜる同附表にはスケーノγを異にせる甲乙2表あり第1同報告
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當時に’ ﾍ甲州を採用せしも寧ろ可聴適當なるを認めたるを以て本報告には後者を採用

1算定せb從って爾報告の成績に就き比較樹照等の場合不都合なからしめんか爲め第1

回報告に於ける成績中灘球差置換氣率に回しては更に前記乙表を用ひ回すごに算定しセ

．るに次の成績を得たbナこるを以て併て之を報告す

　第1同報一中訂正すへきもの

　　　　　　　　　　　　　　　灘　　球　　差

　　　　　　　　　　　　　　（1）　議　　　　場

氣動速度
　（りく分）

O

19

100

理想灘球温度

　（華氏）

56．0

57．4

59．9

球 差

第刷欄1欄1第単二刺三筆第・回i第・同
4．8

6．2 6．4 6．6

4．1

6。9

4．4．

5．0

2．5

1L7

92

2．8

0．3

2。5

（2）　傍　　聴　　席

氣動速度
　（：分！尺）

0

21

100

理想灘球温度

　（華氏）

56．0

57．5　・

59．9

灘 球 差

第矧第副賞矧第刺瀾1第刺第刷糊
3．2

4．7』
5．8 S。5

6．1

6．1

3．7

11．0

8．6

10．L

7．7

一1－
2．6i4．4
0．2i2．0
　　「

’換氣率成績1覧表
　　（1）　議　　　　場

【第・同1第・同［第・回1第・同1第・同’　　　　　　　　　　　第・回i第単二・同

滋球i差

（＋）％

i」）％

甲乙甲乙

』90．4

r7．6

@8．6

P1．2

87．2

P1．5

，9L8

WG．忠

V．4

P11．9

9L2

W6．2

V．9

P2．4

95．0

X0．0

S5
X．0

81．6

V6．6

P6．6

Q1．1

99．4

X44
O．5

T．0

］00

X5．0

@0
S5

塵　　　挨
（＋）％

i一）％

98．6

O．4

98．4

O．4

96ぶ

O．9

95．7

P．1　　7

9δ．2

k2

96．9

O．8

97．5

O．6

96．5

O刃

細　　　菌
（＋）％

i一）％

9δ．2

Q．4

91．3

S．3

8S．6

T．7

82．0

X．0

92．2

R．8

S6．5

U．8

81．5

X．3

85．3

V．3

臭　剰（一）％旧・1 ・1・・1・1・i・iα・i・・

炭酸
（＋）％

i一）％

98．6

P．3

99．3

ｿ7

98．1

D1．7

97．6

獅Q

97．2

?T

97．6

Q．2

98．0

Pβ

972

Q．5
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分布’率1（一）％i ・・1・・い・h・1・・1釧・・1・・

換氣…肇
完全朕態
に封ずる
％

甲

乙

83．8

81．2 81．3

79．3

74．8、

74．8

70．3

84．1

㌧79．6

69．3

64．81

85．2

80．7

83．0

77．5

（2）　傍 聴 席

1第・同1第・回i第・同陣・同1第・同1第・同1第・同 第8同

灘　球　差

（＋）％

i一）％

甲乙甲乙 ga6

X0．6

T名

W．5

一88．4

|10．4

87．8

W3．0

P1ρ

P5．3

92．6

W7．8

U．7

P1．0

81．8

V8．0

P5．5

P9．8

84．6

V9．8

P3．9

P8．2

99．6

X4．8

ｿ4
S．7

96の

X1．2

R．6

Vρ

塵　　挨
（＋）％

i一）％

98．5

O4

98．4

O4

9〈L8・

P．3

95．6

P．1

87．8

R．0

90ρ

Q．5

97．2

Oン

95．9

P．0

細　　　菌
（＋）％

i一）％

46．3

Q6．8

71．1

P4．5

47．7

Q6．2

45．5

Q7．2

52．8

Q3．6

67．0

P6．5

51．5，

Q41

　60．6

氣i（一）％［臭　　　　．i　l　l　　レL・・　・劉・・　い・レ・・1・・

炭　　　酸
（＋）％

i一）％

98．1

P．71

98．6

P．3

97．6

f22

97．6

Q．2

96．7

R．0

96．6

Rユ

96．9

Q．8

972

Q．6

分布剰（一）％ll剰 ・・巨・い・ド・レ・い・h4

換氣率
完全状態
ﾉ封ずろ

甲乙 60」

T8．0

一65．8
55．4

TL1

59．5

T5．2

49．1

E44．8

59．3

T5．0

67．3

U3．0

66．9

U2．6

備考　換氣率並灘球差中の甲欄に第2同試瞼三時の5倍の氣動速度々・乙欄は第2同ミ同一i速

　　度な両用し算定也るものなり但し第1同試瞼ド於ける甲欄に氣速零の融合な丁丁し算定

ぜリ　’

　　　　●

大正十五年七月

　　　　　　　　　b ’
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遣幣局電解分銀工揚内空氣中謂酸，亜謂酸及二酸化窒素試瞼報告
噛皇25

造幣局電解分銀工場内室氣中硝酸，亜硝酸及

二酸化窒素試験報告．

技師上遠野與作
　本篇は大正15年乳8月申大藏省造三局（所在大阪）の囑託に旧り同局電解分銀工場内

の室氣に就き硝酸，亜硝酸及二酸化窒素の試験を施行し其成績を報告しセる所なり硝

酸，亜硝酸及二酸化窒素含有の室氣を呼吸するビきは危瞼なる中毒症状を惹起すへく

而して共心騙症状εしては氣道粘膜の炎症窒息標の威畳素噺及呼吸困難にして進んで

は憩経系統及胃腸障害等一般的中毒症状を起し遽：に呼吸中椹の麻痺及メタへ毛グロ』ビ

ンの生成等致死の症状を惹起するに至るへし而して其含有量僅微なる場合に於ても之

か吸久を永く持回するビきは途に慢性中毒に罹る虞あり

　’今衛生學の権威濁逸國ウノγツブノレグ大筆敷授ケー，ペー，レーマン（K・BLehmann）氏

の調査に係る有害屍斯（及両両）限界量の記録に就て之を見るに硝酸及亜硝酸め有害程

度次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空調1L中mg量：

　1．30分乃至1時聞にして中毒致死すへき量　　　0・6－1．0

　2・30分乃至1時間にして障害を起ささる量』　　0．2－0．4

　3．6時間後面微の症状を起すへき量　　　　　　　α2

　4，顧慮を要せさる量　　　’、　　　　　　　　α13以下

　5・・1ケ月後障害なき量　　　　　　幽　　　　『0．1（1じ豪£ル●ロンザン氏）

　次にヂェム及ンレードウェヅヒ（Diem　u．：Ludwig）氏の報告に擦れば同氏は『自禮につき實

駿の結果室氣1L中硝酸蒸氣0・03　mgを含有せる際己に不快なる刺戟を劃し0・2　mg

を含有せる場合には暫時も之に堪へ能はさり』しε云ふ（Hyg1eni5亡he　Rundschau　XIII，

1908）

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　、法、

　室氣中に含有せる硝酸及亜硝酸の定量法としてはケー，ペー，レーマン氏法手フ，ハ
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イム及アー，ヘーペノγト三法其他一二の方法ありご錐も干フ，ハイム及アー，ヘーペノソ

ト氏の方法（F．Heim　u．　A．　H：ebert，　Charakterisierung　u・：Bestimmung　demitrosen　Damp角in

der　Atomosph乱re　der　Wefkstatten，　Cheln．　Zentralb1，1909，1，2015）即ちヂフェニー・ノγア

ミン硫酸溶液を試藥ごする比色試験法は最も鋭敏詰論用的方法なるを以て本法に準撮

し（二酸化窒素は硝酸及亜硝酸εなbて定量せらる）叉亜硝酸のみの定量法こしては

エー，リーグラー（E．Riegler，　Zeitschr．£Angew．　Che：n1e，1901，　S．666）たるナフチオン

酸ナトリウム及べタナフトーノγ混合液即ちナフトーノγ博士を以てする比色試験法を懸

用せり

試　　回 覧　　．績

試　瞼

月　日

7月

　27H
同

　29日

8月

　2日
同
　11口

同

同

調

同

同

同

同

同

同

9日

4日

6口

4日

同

6日

9日

同

11入

試　　験

揚　　所

轄氣室より
約1間隔ろ

同

心氣室すく
前

同

流し揚前

排氣室誼子
戸下部開ロ

同

電解槽液上
約1寸”

電解槽液上
約5寸
電解槽液上
約2－3尺

同

金澤洗｝條中

金腰付｝條中

窓　扉　及

扇　風　器

窓扉全部開放
扇風器使用聞す

同

同

同

同

同

同

同

同

製．

同

仁

同

室内

温度

顕氏

30．0

1司

32．0

30．0

同

同

同

型

32．0

吸引空

氣容三

軍位L

70

120

91

70

同

42

70

同

35

56

54

24

42

空山1L中検
出也ろ硝酸及
亜硝酸（mg）
甲N205＋N203
ミして

乙HNO3＋HN
O2εして

甲0．0038
乙0．0045

甲0．0045

乙0，0052

甲0。0059

乙0．0069

甲0．0057

乙0．0068

痕　跡

甲0．0933
乙0．1103’

甲0．0073
乙0．0085

甲0．1393

乙0．1648

甲0．1461

乙0．1716

甲0．0090
乙0．0106　・

甲0．0082
乙0，0095

甲0．0111

乙0．0120

甲0．0095

乙0．0113

空氣1L中
二子｛ぜろ硝
酸（mg）

甲N205ミし
て

乙HNO3ミ
して

甲0．0014
乙0．0016

甲0．0045

乙0．0052

甲00059
乙0．0069

甲0．CO43

乙0．0050

痕　跡

甲0．0651

乙0．0759

甲0．0061

乙0．0072

甲0．1072

乙0．1251

甲0．1301

乙0．1518

甲0，0077

乙0．0089

甲0．0082

乙0．0095

甲0．0111

乙0．0120

甲0．0071

乙0．0084

空氣1L中
繊出也ろ亜
謂酸（mg）
甲。N203　と

して

乙HNO2と
して

甲0．0024

乙0，0029

痕　跡

痕　跡

甲0．0014

乙0。0018

槍出也す

甲0．0282

乙0．0349

甲0．0012

乙0．0013

甲0．0321

乙α0397

甲0．0160

乙0．0198

甲0．0013

乙0．0017

．痕　跡

検出ぜす

甲0．0024

乙0．0029

空氣1日中
槍出也る誼
酸及亜硝酸
祉二酸化窒
素｛NO2｝ミ

して表にし
すころ（m9）　1

0．0041

0．003S

0，0050

0．0054

痕　跡

0．0894

0。0065

0．1300

0・1309

0．0081

0．0070・

0．0095

e。OO89

備　　考

排氣室内哀
斯装生申

同

窓より強き
風吹込む

氣氣室内排』
氣不日．

排氣室内排
日佳夏9
銀探物申に
非す

銀弓取項

同

．同

熱湯に》（

洗瀧中

顔面の高さ
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試験三時に：於ける氣象朕況（大阪測候所調査）

刀　　　　日 氣歴（亭均） 温度（亭均） 高度（亭均） 風の遡度 最多風向 天　　　氣
粍 来

・月・・日鉾薙蠣 758．40 ．29．4 71．5’ 3・1（軟風）『 南』西 晴

同、29日、同 754．05 28．9 73．2 2・4（軟風） 西 曇

8刀2H　同 760．68 30．4 67．7 4・8（和風） 南　　西
快’

@晴
同4『H　同， 756．13 31．4　・ 63．0 ．4．1（和風） ド南　　西 曇

同6H　同 757．00 31．4 62．7 44（和風） 南　　四 侠　　晴

同9H　同 757．50 29．3 67．5 3・8（軟風） ‘南』　西・ 山

回11口　同 758．17 31．1 64．5 2・4（軟風） 南　　西 快　、晴、

謂酵及亜硝酸の有害限度を室無1L中0．1叉は0．叩甲gご定め之に回する　乙

検出量割合　　　　　　、

所 0・1mg面すろ割合 0．03m9にi序すろ割合

1・排氣室よリ約1間々隔所

2・同上

3・排氣回すく前

4・同上

5・流し揚前

6・排日室獅子戸部開口

7・同上
8・，電解槽液上約1寸　　・．

9・同上　　　約5寸

10．同上　　　約2－3尺

11・同上

12・金津洗灘申

13・同袋戸濫中

22分の1

19分の1

14分の1

15分の1

割合なし

1・1倍

12分の1
1・6倍

1・7倍

9分の1

10分の1

8分の1

9分の1

7分の1

6分の1

4分の1

4分の1

3・7倍

3・5分め1

5・5倍

5・7倍

2・8分の1

3分の1
2・5分の1

2・6分の1

、

　　　　　　　　　　　　　　　　試験成績に就ての説明

　1・分銀工場内の峯氣中に含有すへき硝酸，亜硝酸及二酸化窒素の一般的定量試験

こして（1）排三三より1間々隔の所（II）排氣室すく前（III）流し新前の三箇所に於ける塞

‘氣につき施行しナこる試験の結果に擦れば之か含有量最も勘きは流し場前の室氣にして

僅に其痕跡を徴し爾他の室氣に於ても極めて微量にして硝酸（NHO，）及亜硝酸（HNO・〉

ごして0．0045乃至0．0069mgを槍出しすこるに過ぎす而して之か有害限度0．1血g．に

翻する制合は其14乃至22分の1に又0．03mgに樹しては4乃至7分の1に三三せり

　2・電解液上の空氣に就きては作業せさる憎憎上約1寸又作業中に於ては液白白5寸

二二2－3尺（略鼻口の程度）の三三に就き之か試瞼を施行し乾るに液上約1’寸程度の
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室氣に於創其・工中α・648mg（有嵩囎8二1夢91＝凱て1講）叉作業旧約5寸樺の

室氣に於てもα・716m9（同上　　1・7倍同上　　5．7倍）を槍出し陣とも液ヒ約2－3尺高さの室氣1・あ

bては二回の三三に於て僅に0・0106及O・0095zF均0・01　mg即ち有害限度量0．1　mg

に回し其10分の1叉0．03mglこ蜀し綿3舜の1に該當すへき微量を槍出しナこb然れ

美作業の際四散する屍斯は屡々嗅畳に威する；εあるか故に適當なるマスク：を使用し

且つ之か排氣に努むるを可εす

　3・金津及袋洗源中工手の呼吸すへき室氣に就ては作業の際略鼻ロの程度に於ける

室氣蹴て之か繊を施行せb而して三三三揃都於て・ゆ・2・mg（鷹限度8二1纒

・：回し。§劉を儲の試聯於てをよα…3m・（同上　9分の1同上2・6分の1）を註し純の成灘

と相等しく且其量極めて僅微なり回れとも之か作業の際は前記銀弓取作業の場合蓬同

様なる理由に櫨bマスクを使用し且排氣に努むるを可ごす

　4・感電室に於ける琵睡眠散の歯音殆と同様なりし時硝子戸下部開ロの部位に於け

る室氣に就き二回之か試瞼を施行したるに排氣佳良なりし時に於て僅に0．0085mgを

卓出し陰れとも排氣租不良なりし時には0．1108mg即ち前回め約ユ3倍：量を槍出せり

故に氣象の状i兄に撮り排氣の欺態不良なる回合には作業め際呼吸すへき戸口の室氣に

於て有害限度を超過するこε暗れ無しごせす從って作業の際は適當なるマスクを使用

するの要ありご認む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正十五年十月

’

、
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　　　　　　　　　　　牛乳試験残回報皆

　　　技師衣　笠』豊　技手’須國田1保
　　　技師佐藤稼作　囑託堤　清　雄
　　　韓手服部安藏　囑託’川端’男勇
　　　技手小西隆李　囑託‘林’　倉　一
　本年7月1日付衛第361號を以て衛生局長よう千葉縣及帥爺川縣より東京市に一入

する牛乳に關し左記事項の調査方照門あり依て二つ千葉縣よb移入するものに就き之

を試験しにるに次の成、績を得たるを以て弦に之を報告す

　　　　　　　　　　　　　　　調、．査　事　項

　1．汚物　　2．細菌数　．3・防腐捌の有無　　4．新鮮度（酒精試瞼及レヅクターー

ゼ試験）　　5．加熱の有無（ストフヒ氏法）

　　　　　　　　　　　　　　　供　　試　　材　　料

　供試乳は7月27日午前3時雨國騒著千葉縣よbの輸逡品を警覗廃に於て牧去せる

ものにして槍品の種類，輸邊量，登轡型，屈先等次の如し

検鐙番號i鞭　迭　量 登　　　逡　　　元 届 先

白　1下
痢15號
自16號
至23號

自24三
蓋26號

　27號

1斗罐入105個

同　　　　28画

同　　　2個

同　　　　5個

同　　　　6個

1合菰瓦詰S2　本

千葉縣勝山町
　明治製菓株式曾杜煉乳部

千葉縣勝山町
　極東煉乳株式會肚

　同　　上

　同　　上

千葉縣北條町
　房南煉乳株式曾肚
’千葉縣勝山町

　極東煉乳株式會杜

同會社大久保工揚
同會祉川崎工揚

芝金杉町1／3
　金　木　新　泊

本所匠双葉町
　寺　尾　鐵　治

本所麗東元町
　極東煉乳母式曾融

品川御殿山
　東洋製菓株式會祉

本戸斤匿東元町

　極東煉乳株式會肚

　　　　　　　　　　、　　試　　験．方　　法

外観，反慮及比重常漆によう之を検定せり

脂肪現行内務省令に從ひゲノン《εノソ氏酸ブチロメ戸トノ瑠却；櫨り槍定せう但．しアミ・

、
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一ノンアノγ芦ホノレは操作の最後に於て注加せり

　屈折率　アッケノγマン氏の方法に準撮しクローノγヵりソチウム景品ノレムを製出し浸漬

屈折計を用ひ17．60に於て槍定せり

　硝酸の鑑識　前記屈折率槍定に用ひたるクローノレカノγチウムゼーノレムの残余を試瞼

に供し常法に從ひヂフェニーノンアミンを以て槍せり

繍の礁鐡ス研咽・從搾乳・・ccm蹴き’・ラ・フ・一ンヂァ・シ臆

を試曝せb試験成績中（一）は80。以上の加熱乳叉（＋）は79－80．の早熟乳なる事を示す

　レヅクターゼ試験　ワノγク嗣法に準耕し試験せり試弾成績中（一）は陰性反慮を示

す

　アルコホル試験　本試瞼は從來検膿10ccmに就き専ら・“ノγヲノγ三法（衛生試験所

区報第18號189頁口開第28號83頁参照〉に準準し1施行し掌れるか今次の試瞼に於

ては同法の外米國公衆衛生協會全農藝化學技術者壁厚め協定に係る標準牛乳夕蝉早

くStandard　methods　of　Inilk　analysis　of　the　Anierican　public　health　associatioll　and　the

assoclati。n　of　of巨c1al　agricultural　chemistう，1923，　Forthedition）中興定法εして採用せら

れ選る方法に從ひ之を試験し聾者比較照照に晒せり而して雨法の相違せる：圭要の貼は

米國協定法に篠るメチーレンブラウ牛乳混雑の著色はバノγクノレ氏法に比し著しく淡き

こご並に米薗法に在りては37．に，・“ノγカγ氏法に在りては45－50．に於て脱色時機

の観察をなすこご是れなり

　細菌前記米國協定法に從ひ顯微鏡下に於て直接菌歎を計算し且つ同時に李板培養

を行ひ共聚落敷を算定し各槍乳1ccm中の菌藪及聚落歎を計上せり但し比較的菌数多

き牛乳は該協定法に於ける直接櫨鏡法に從ひ原液に就き菌歎を計算するこごは往々困

難にして誤差をも大ならしむるこεあるは余等の経験せる所なるを以て遠隔の地より

相當の時間を経過して輸途せる本試験あ材料牛乳に就ては此鮎を考慮し直接瞼鏡に於

ては原液の10倍並に100倍稀鐸の二種標本を所定の如く作り各標本の30親野宛を検

査し算定したる菌敷の卒均数を牛乳1cc・h中の菌敷に換算するの方法を採用せり

　汚物瞼定　ゲノγ“ξノγ氏法に從ひ検乳500ccm中の汚物を劃度遠心沈澱管中に集め其

容積を讃取し次に之を秤定し1L中の含量を計上せり
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　防腐削の鑑識　牛乳防腐の目的に最も普通使用せらるる虞あるもの即ちフォノγムア

ノγデヒード，棚酸，ナリチーゐノン酸及安息香酸に就き常法に從ひ之を試験せり

　　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　1成　』績　　　・

　上記の試瞼方法に從ひ施行し得仁る試験成績は便宜上之を2表に唯一せり即ち外

観，反感比重，脂肪屈折…斡硝酸及汚物に關するものを第1表こなしス．トノンヒ氏反

慮アノンコホノレ試験，レヅクターぜ試験，細菌及防腐剤に關するものを第：2表こせり

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　表

番號 外　　凱 反：　匪蕊 比　　重 脂　　肪 屈折率 囎酸 汚 物
反：鷹

容量（糎）瞳量（腫）［外 観

1
職直色 溺酸性 】．0317 3．4 38．3 （一） 0．04　　b 2」6 類　白　色

2 同 同 1．0317 3．4 38∬ 同 0．06 4．4 同

3 同 、　同 1．0317 ε．2 38．0 同 0．04 3．2 同
4 同 同 ユ．0316 3．2 38ρ 同 0．04 3．0 同
5 同 同 】．0317 3．3 38．3 同 0．04 2．6 同

T

6 同 同 コ護）322 3．4 38．2 同 0．04 3．0 同
7 同 同 U）317 3．35 38．0 同 0．04 z4 同
多

同 同 1．0315 3．3 38．4 同 0．06 同

同国 同日 コ．0315

n．0315

3．2

R．4

38．0

R8．0

同日 0．04

O．OS

32
T．4 鷹懸

11 同 同 1．0315 3．45 38ρ 同 0．06 5．0 類　白　色
12 同 同 1．0304 3．3 38．4． 同 0．04 3．2 同

13 同 同 1．0315 3．3 38．5 同 0．03 4．6 ｛霧養羅導

14 同 同 1ρ315 3．2 382 同 0．04 3．8 類　白　色
15 同 同 1．0317 3．4 38．1 同 0．06 5．0 ｛駿羅等
16 同 同 1．0317 3．15 38．4 同 0．04 4．0 類　白　色
17 同 同 1．0317 3．1 38．1 同 0．04 40 同
18 同 同 U）315 3．1 38．4 同 0．04 「　2．8 同

19 同 同 ユρ317 3．1 38．2 同 0．04 3．2 同　．

20 同 同 U）315 3」 38．5 同 0．03 5．2
｛塵埃標黒色物質々混す

21 同 同 1．0317 3．15 38．3 同 0．04 3．0 類　白　色
22 同 同 LO315 3．1 38．3 同 0．04 3．2 同

23 同 同 1．0317 3．0 38．4 同 0．08 42 塵挨標黒色o物質な混ず

24 同 同 1．0315 3．3 38．0 同 0．14 16．0 同

25 同 同 1護）315 3．35 38．0 同 0．12 14．2 同

26 同 同 1．0306 a4 38．5 同 0．05 3．8 類　白　色
27 同 同 1．0308 3．2 37．0 同 0．06 5．0 同

ノ
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第
2』 表．

レヅクターゼ試瞼 細　　菌　　試　　瞼』

番號 取去時刻
試験著
閨@時　刻

言こ氏反磨 ζよル試瞼

米國協

阮@
バルテ
去＊@

直接検鏡法
ﾉよる細菌
a

準板培養法
ﾉよる細菌
a

差

防腐鰯

ﾌ検査

1午前3時1紛乙同

　2　　　同

　3　　　同

　4　　　同

・5　　　同

　6　　　同

　7　　　同

　8　　同

　9　　　同

10　　　同

11　　同

、12　　　同

13　　　同

14　　　同

16　　同

16　　　同

17　　　同

18　　　同

19　　　同

20　　　同

21　　同

22　　　同

23　　同

24　　　同

甲午前4時40：分
6時10分

同

同

同
同

同

日

同

誌

同

同

国
同

国
同

国

同

国
同

園

圃

同

同

国
同

盟

同

国

同

同

論

同
同

同

前

同

論

同
日

同

同
同

同

同

同

同

十．

十

十

十

一・時39分窺憂化・蝋・・4

一鱒・分讐藁微砺・6・51・

一門・・分窺愛化・β・ち124

一・時・・分査部分股・脚r・

一　　2B吉…45分手肯月墨色　　　12，222，224

・・時・・早口憂化・q・・劉493

＿3時40分同29，687，371

＿　4時25分　　同　　　 7，6：0，959

－4時20分同13，414，789

一・時・・恥部頒・・脚・・

一　　5日を　　　　微1＝脱色　　7β13，426

一・時・・分替細微職・・3

一・時・％㍽O隅・7
－　　3蒔27分　　．同　9　　　2，315，708

－b時33分微に皆色皇0，3卑0，480

＿4時17分　・同　　7，810，438

－4時13分同　21，766湛33

　　　　　殆ミ攣化
一4時…50分隔なし　　 19，354・478

－3時41分同　16，726，818

　　　　　極めて微
＿、3時45分野股色　　　55，416，164

－3時37分微1＝肌色54，514，132

　　　　　　殆ε二化
一4時45分塞し　　　7・109・659

．鱒・5分二色78β29ガ88

　　　　　　幽門麸化
一4時40分ヲよし　　 10・432，201

3，663，333　21，261，641

705，567』 T，Sち6，943

　92，69b　　5，604，434

1，394，633　　i，562，102

1，828，333　10，393，891

　460，900　　9，882，593

　43β00　29，643，571

　841，733　　6，769，226

　34L357　13，073，432

2，427，710　43，399，458

ユ，369，500　　5，943，926

2，178，717　　　385，3S6

】，575，000　　3，519，557

1，294，275　　1，021，433

　929，400　ユ9，371，0SO

　312，6δ0　　7，498，288

　316，750　21，449，68含

　597，933　18，756，545

　982，633　15，743，885

ユ，484，475　53，931，689

6，371，75ρ　48，142，382

　712，525　　6，397，134

4、727，500　74，102，288

　41，900　10β00，301

検出せ

す

同

同

同

世

世

同

同

国

同

■

同

国

同

割

同

同

同

製

同

同

南

頭

同

同
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25 午前3時15分
甲午前4蒔40分乙同　6時10分一

一 4時43分
殆と憂化

ﾈし
854，701、 6，825 847，876 検出せ

ｷ
26’ 同

一
5時30分
@　以上

同 6，239，317 2，933 6，236，384 同

27 同’
一

5時30分
@　以上

同 92，628 2，020 90，608 同

　　　備考試瞼著手時刻中層欄に細菌試瞼乙欄に爾他の試験の引手時刻ミす，楡髄探取時に於けろ氣温27・，

　　　　　牛乳輸迭列車内の氣温上部二25。，下部220，探取時に於ける槍乳の温度14－11●，試瞼中室温28－29。

　　　　　バ々テル法の成績に5時間牛経過後に於けるメチ』レンプラウ牛乳混液の彊色駅態な示す

　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　括

　上記試適成績に族れは槍乳27種中現行牛乳前業取締規則に抵鯛するも’の一つもな

し爾ほ乳清の屈折率，硝酸反磨，比重高脂肪含量の關係（衛生試瞼所彙報第28號111頁

参照）より之を綜合到定するに加水乳ご認むへきものなし次に牛乳中の汚物量は通例

其1：L中10mgを許容限度こするものの如く此限界に從へは添乳第24及25號は共に

不良ご認めさるを得す第10，13，15，20及23號α～5種は其量10mgに達せすざ錐も何

れも塵埃様黒色物質を灘画するを以て汚稼の梢春著なるものこ劃定すへきものなり

　ストリヒ氏反慮試験により供試乳は何れも加数滅菌操作を行へるものなるこご明か

一なりアノンコホノレ心意によりては凝固せるものなし

　レヅクタ」ゼ黄櫨に關しては米國協定法の記裁によれは欧州スカンヂナヴィマ諸島

に於てはメヂーレンブラウの脱色時間ε細菌藪ごの好意より牛乳を4種類に等級を附

せり即ち次の如し

　等級　　品質　　　脱　色　時　間　　　細菌鼓（1CCm中）　　　　　”
　1等　　優　頁　　5時間牛以上　　　　・　　　　500，000未漏

　2等　　中　等　　2時間以上乃至5時間牛末浦　　　500，000乃至4，000，000

　3等　　不　冥　　20分以上2時間未浦　　　　　　4，000，000乃至20，000，000　　　　－

　4等　　甚不瓦　　2GO分未満　　　　　　　　　20，000，00以上

　前記脱色時間の標準に從へは槍乳27種中1等乳3種其他は2等閑に属すへく細菌

歎に從へは1等乳10種2等乳】5種，3等乳2種を塾す然るにバノレテル法に在りては．

5時間孚内に於て租槌色せるものあるも何れも未ナこ全く脱色せるものなく從って不良

乳ε認むへきものなレ“ノγヲフレ法は共メチーレンプラウ牛乳混液の才色米三十定法に

比し薯しく濃厚なるを以て調色時間の観察上便利なるも上記の成績によれは寧ろ米國

法優れるものの如し此等の鮎に満しては後日研究の上報告する所あるへし
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加熟減齢に在り千膜縮三三に於て直接三法による菌歎三板培搬による

聚落熱の都之に．よりて繭操作以通町に於け・生乳の馳的鵬を脚するに足・

へ聯己の成繍・回れ三差・α・・卿0以上のもの・3種（48・1％）’臥卿00脚

10，00，000未満のもの8種（29．6％）1，500，000以上5，000，000未満のもの2種（7．4％）

珈q…以昂・・α・・三脚もの礪（3．7％）以上1・㎜卿未満のもの2種（74％）

ユ00，000未満のもの1種（3．7％）を算せり而して米國各州及各都市に於て制定せられナこ

る細菌数の許容限度（衛生試験所彙報第28號113頁参照）中最も寛大なるものを學く

れは次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　細菌鍛（1CCm中ノ

　　　　　　　　　　減菌前　　　　　　　　滅菌後
　1　等印し　　　　　　　　　　　　　　　　200，000　　　　　　　　　　　　　　　30，000

　2　等孚し　　　　　　　　’　　　　　　　1，500，000　　　　　　　　　　　　　　　　100，000

　塾露命　　　　　．、　　　制限なし　　　　　　　制限なし

　今假りに本規定に從へは滅菌前に於て2等乳こしての資格を有するものは僅かに4種

（14．8％）に過ぎす其大部分は搾取より滅菌操作に至る期間に於ける取図上衛生的なら

さるものあるを想像せしむるに足るへし更に滅菌後塵去當時に於ける館下より之を観

るに二等乳こして適合するもの6種に過ぎす（22．2％）蓋し本供試乳は千葉縣下に於け

う農家の鯨乳を前記各會肚に於て購入せるもの多かるへく三って乳汁搾取作業等に於

て非衛生的の匙少からさるへく此の如き品質の牛乳を以て東京市民の需要に供するご

ざあらんか市乳の品質をして盆々低下せしむる虞あり三三回れか取締の必要あるへし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正十五年八月
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　　　　　　　・　市乳試験成績報告・一∵・

　　　　　　　技師衣笠：　豊’嘱託堤．清：雄
　　一、　・技手服部’安藏．同　川端’男’勇
　　　　　　　同　　小’西　　隆，否　　同　　’林「　倉　　’一

　渦般衛生局よりの照會に從ひ千葉縣方面より東京市に移入せらる’、牛乳に就き從來

施行し惚れる衛生的試験の外特に汚物槍査を逡行せり然るに東京市内外に於ける牧場

よウ供給せらる、市乳に駕しでは未セ此種の試験を敏くを以て果して如何なる程度⑱

もめなるや到不明嘱鮪て朗上句棘市乳．54種・就き之か繊組直しナ・る

に次の成績を得ナzるを以て弦1諸を報告す　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　保試憎憎．　lj：：，『
　供試乳は⑩月6日よb向9日1≒至る4日間に団七東京市内及接績町村吝方面に於

ける牛乳螢業者より購入せるものな．b即ち次の如し、

　　　　　　　　　　　　　　10丹6日　購i入　　ユ2種1

番號隣入酬瞬・ ・入　・揚・所 番號 購入噂刻 購　　入　　揚　　所’・

’1 午前7時30分、 ’下二日二長町50 管’ V 午前7’時30分 赤坂匠田町，，

2 同　8時 日本橋匪高論堀19 8 同7時溜分 四谷匠新宿2丁目

3 同　7時30分 浸草匿向柳原1／4 9 同7時30分 四谷匪永佳町1

4 同　9雄 下谷匠二畏町 10 同　6時 目本橋麗住吉町22

5 同　7時 麹町匠富士見町1 11 同　7時 本郷匠淺嘉町

6 同　7時30分 府下代々木 12 同　7時 本廊匠氾分町98

10月7日　購入 14種

翻隣λ・國購入膳所番半弓λ時刻購入姫所
13． 午前5時30分 府下澁谷町字中澁谷368 20 午前6：時 日木橋匝本大阪町1’．

　　，ﾜ14 同　7時 四谷旺花園町111 箭21 同7畦30分 回心匝日本堤

15 同　7時 府下中野町 2珍 同　6・時 本所曄大平町：2／20一

16 同　5時 府下日暮里町回新道695 ㌦23 同’6時 府下大久保町百人町

17 同　6畦 晶川町ご日布51 ・24 同7時 本所嘩横細町、1／5．

18 同．6昨25分 本郷匹本郷2丁目
．2護 同。時 赤坂嘩田町5：ノ6

穏19 牛込旺市ケ谷谷町　　　　　　　　　心　　二 26 同・7・噂・ 本郷凍片町5
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10月8日　購入　　14一

番馴購λ時刻隣
　27

　28

管29

　30

　31

　32

　33

午前6時

同　6時．

同　7時15分

同　6蒔30分

同　6時・

同　6時30分

同　7時30分

　　　入　　揚　　所

府下千駄ケ谷408

府下淀橋町回木344

京橋匠金六町

府下澁谷町中澁谷61

府下集鴨江戸橋

小石川匠駕籠町

二二匠錦町1丁目

　　　10月9日

番號 購入時刻 購　　入　　揚　　所

34 午前7時30分 深川匠四森下町31

35 同・7時30分 深川匪霞岸町34
36 同　10時30分 紳田園四小川町2／9
37 同　11時． 蝉声匠美町代町3／4
38 同　10時40分 紳田匠美二代町2／1

聾39 同　1’時 瀞田［髄雀町18

40 同　10時30分 牌田圃東松下町24

購入　　14種

番號 購』入時刻 ・購　　λ　　揚’　所 番劇購λ時刻 購　　入　　揚　　所

41 午前7時30分 麹町匠富士見町1／22 48 午前7時30分 小石川匠氷川下町34

菅42 同・7時30分 日本匪橋蠣殼町3／12 49 同　7時30分 小石川匪原町

43 同　7時 麻布匠箪笥町 曇50 同　9聴 麹町匠飯田町3／9
44 同　7時 府下中目黒1000 51 同　9時 帥田匪岩本町21
45 同　7噂 本郷匠新花町39 52 同　9時30分 下谷匪西黒門町22
46 同　7呼 本郷匪春木町1／38 53 同　9時 淺草旺小島町
47 同　ス時 府下瀧ノ川町酉ケ原 54 同　9時 下谷匠練塚町29

　　　　備考　膏印な附ぜるものに王冠コルクを使用ぜるものなり

　　　　　　　　　　　　　　　試験事項及　方　法

　試瞼事項二方法は前回報告せる千葉縣よりの移入品に於けるε全く同一なるを以て

鼓に之を慨す但し本哨艦於ては防腐剤の試験は之を施行せさりき

　　　　　　　　　　　　　　　　　鼠．　験　　成　　績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　出

番號 外観 反癒 比　重 脂　肋 屈折率 硝酸 汚 物
反磨 容量（糎）呼量（樋）i 外　　　　　　観’

1 白　色 溺酸性 1．0301 3砦 38．0 （一） α04 8．8 灰　　白　　色．
2 ｯ 同 1．0299 3．6 38．4 同 0．04 8心 同
き

同　． 同 1．0314 3．1 38．0 同 0．06 9．6 同

4 同 同 】．0307 3．3 38．0 同 0」04 8．8 灰白色，長さ2・3cmのo維性毛状物な認む

5 同 同 1．0315 ．3．1 38．1 同 0．20 21．6 灰　　褐　　色
6 同 同 1．0312 a75 38．4 同 α06 12．4 褐黒色・塵挨…様物質な混ず
7、

「　，

@同
，・1同・

1．0308 a4、 鵬 同 0．10 9．6 灰　　白・　色
8 ’・同 同 1．0319 ’．島8「 38．1 同 0．08 10．2 同

辱

9 ’同・ 同 ‘1．0316 3．1　， 38．8 同 ．り．06 「7．0　』 同

10 同　、 同 1．0319 ．、
R。11． 39．0 同 ．0．08 ．11．4 ・同

、
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硝酸 一

汚 物
番號 外観 反慮 比　重 脂肪 屈折率

反動 容量（糎）健量（鰭）レ 外　　　　　　観
11 白　色 弱酸性 1．0310 3．1 38．2 （一）

亀　0。10
19．4 灰　　禍’　色

12 同 同 1．0303 3．4 38．1 同 0．14 23．0 同

13 同 同 1．0319 3．4 38．4 同 α04 8．2 灰　　白　　色
14 同 同 1．030S 4．1 38．7 同 α06 12．4 同

15 同 同 1．0319 2．7 3S．4 同 0．OS 16．0 同

16 淡黄白色 同 1．0313 2．8 38．5 同 0．08 10．0 同

17 白　色 同 1．0330 3．3 39．0 同 0．08 11．8 灰白色，微に黒灰物質を混ず

18 同 ．同 1．0319 3．2 38．9 同 0．06 16。8　』 灰白色，少量の黒色物質oな混ず

19 淡黄白色 同 LO319 3．4 383 同 0．08 1L2 灰　　褐　　色
白　色

W黄白色

厘同
1．0317

P．0309

3．1

≠S

38．1

R8．4・

同弓同

α08

O．06

18．O

奄R．0

　　　　　　　　　－D白色，少量の謁色物質o愚混す「　　灰　　禍　　　色

22 白　色 同 1．0315 3β 38．5 同 0．08 9．6 同

23 同 同 1・0317 ＆3 38．3 同 0．14 28．4 ｛鶴翻少量の繍働
同、

ｯ
同同 1．0310

P．0316

・32

R．5

38．5

RS．5

同歯 0．26、

O．04

58．8

W．4

灰白色，繊維性物質並にo褐色塵挨様物質1な混ず　灰　　　禍　　　色

26 同 同 1．0320 3．5 38．9 同 0．04 9B 灰　　9白　　色
27 淡黄白色 同 1．0324 3．1 39．2 同 α04 2．6 同

28 白・色 同 1．0329 2£ 39．1 同 0．06・ 4．8 同

29 同 同 1．0319 3．2 39．2 同 0．06 5．6 同

30 同 同 1．0314 3．1 3S．9 同 0．06 4．8 同

31 淡黄白色 同 1．0310 3．3 38．3 同 0・10 13．4 灰　　禍　　色
32 白　色 同 1．0315 2．9 39．0 同幽 0．06 5．6 恢　　　白　　色
33 同 同 1．0325 3．7 39．4 同 0．08 9．8 同

34 同 同 1．0324 3．6 39．7 同 0．04 6．0 同

35 同 同 1．0311 3．2 38．6 同 0．03 8．8 し　　．同’

36 同 同 1．0311 3．1 38．9 同 0．02 1．4 同

37 淡黄白色 同 】。0321 3．5 39．0 同 0．06 ．6ρ 同

3S 同 同 1．0321 3．2 同 0．04 9．4 同

39 同 同 1．0306 3．3　・ 38．6・ 同 0，04・ 6．4 同

40 白　色 同 LO317 3．6 38．8 同 0．04 6．4 同

41 淡黄白色 同 1．0327 a5’ 39．3 同 0．04 2．6 同

42 同 同 1．0317 3．2 38．5 同 0．04 5．4 同

43 白　色 同 1．0312 a1 37．8 同 0．05、 9．0 同

44 淡黄白色 同 LO309 2．9 38．3 同 0．10 20．6 同

45 白　色 同 】．02ア3 3．2 35．7 同 0．03 2．0・ 同

4G 同 同 1．0317 3．8 38．8 同 α05 10．0 灰　　褐　　色
47 同 同 1．0302 3．4 39．2 同 0．03 《LO 同

4S 淡黄白色 同 1．0316 3．7 38．7 同 0．03 2．8 灰　　白　　色
49 白　色 同 1．0310 3．7 38．5 同 0．04 6．0 同

50 淡黄白色 同 1．0320 3．5 38．8 同 0．04 6．6 灰　　禍　　色
51 同 同 ］．03乱1 2．9 38．1 同 0．06 10．0 ’恢・　白　　色
52 同 同 1．0320 3．0 38．6 同 0．06 11．0 同

　同

H　色

同氏 1．0306

P．0310

3．6

Q．8

3臼．8

E38．3

同坐 0．10

O．06

：16．0‘

W2

灰白色，少量の黒色物質o々混す　灰　　白　　色
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　　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　括

　前上の試瞼成績に回れは供試乳54種中比重1．028未満のもg－1種（1．9％）脂肪量

3・0％未満のもの8種（14．8％），比：重及屈折率の關係（衛生試験所彙報第28號112頁

参照）より加水乳ご認むへきもの1種（1．9％）を越せり次に汚物量は槍乳1L中10．Omg

以上のもの22種（40・7％）に及〈1り漁れ乳汁搾取作業等に於て清潔ならさるもの多き

を想像せしむるに足るへく市乳の取締上考慮を要する一事項なるへきを信ず

　ストリヒ氏反慮面諭によりて槍乳は何れも80。以上の加島乳なるこごを示せウ

　レヅクターぜ試瞼に於ては米國協定法の成績に從へは脱色時間5時30分心土のも

の（1等乳）40種（74．1％）2時間以上5時間宇未満のもの（2等乳）13種（24・1％）20分

以上・時㈱のも画幅i種（1・・％）を算’レ〃噛・御不和・認む一

きものなし

　細菌画仙に於ては直接槍鏡法による画数ご面板培養法による聚落数この差10，000，00・、

o以上のもの5種（9．3％）5，00Q，ooo以上10，000，000未満のもの1種（1・9％）1，500，000以

上5，000，000未満のもの10種（18．5％）1，000，000以上1，500，000未轟のもの4種（7・4％＞

500，000以上1，000，COO床満のもの4種（7．4％）200，000以上500，000未満のもの6種

（11．1％）200，000未満のもの24種（4手・4％）にして李板培養法による聚落数100，00g以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’零
雨のもの5種（9．3％）30，000’ ﾈ上のもの9種（16，7％）なり今假b舗冠報告に於て引用

せしご同一の細菌数ρ～詐上限摩（1等乳滅菌前、2Q（ろ000滅蘭曲30・000・2等乳滅面前

・・5・α…調戯…鋤）IF面割郎等乳鈍ての郷鮪筋もの21税（40．7％），2

等乳に属するもの13種（24．1％）なう而一して本試験に於ても培養法に於ける聚落数の

直接槍鏡法に於ける見映よ移蜘．う．も四1衝汲・ゆ是範昨夏東京市乳38礪に

つき施行せる場合にも遭遇せし現象にして直接昔在法の不精確に基因するものこ信ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正十五年十「月

■

　　　＼、　　　　　－＼“
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水槽便所及下水濫の汚水を河川に放流する

際魚類其他に及ぼす影響に画する調査報告

技手池田靖一郎
技　手　須　　田　　　保

　七化装置を有する水槽便所及下水道の汚水を河川に放流する際魚類其他に及ぼす影

響は保健衛生上：重大なる二二を有するを以て襲に衛生局長より其調査方照會あり依て

之に就き下記歎項に分ちて調査研究しナこるに次の成績を得たるを以て弦に之を報告す

へし

　　　　　　　　　　　　　調　　歪　　事　　項　　　　　　　　　　　　．一

　本調査は大正十二年京都府知事より衛生局長宛の照會に係る京都市に於ける水洗便

所浮魚装置に記する件に二二するものなり即ち京都市に於ては近來隊風建築物の丁丁

ご犀尿停滞ご『 ﾉ件ひ其庭理法こして水洗便所こなし其汚水を直に河川叉は溝渠に放流

せしめんこするものにして河川の汚染程度を可及的僅微ならしめんか爲には其浮化装

置を相當完全ならしむる必要あり加ふるに京都市に於ける河川は後文記載の如く其水

質減て良好にして之を東京叉は大阪等の都市に於ける河川ε比較するごきは大なる差一

二あり故に東京府及兵庫縣に於て現在規定されすごる水槽便所流出汚水の限度を其儘京

都市に適用するごきは將i來同市の河川を』層汚損する虞あり

　叉京都市に於ては腸チフス赤痢其他の二二病の登生甚多きを以て水槽便所流出汚水

を清毒するこごは衛生上最も緊要なる事項なり然るに同市は其位置，地勢其他の關係

より古來淡水魚類の飼育甚た盛にして住民の淡水魚類を賞美するこご特に著し故に牢

槽便所流出汚水を他の下水道汚水ご共に直ちに河川に放流し之か爲に河川の水質を汚

損するこごは産業上及其魚類を食用こする市民の保健衛生上忽にすへからす更に又流

出汚水を消毒するごきは消毒測の過剰か魚類に及ぼす影響をも考慮せさるへからす故

に本調査に於ては調査事項を次の如く分類しナこり

　1．水槽便所流出汚水の水質調査
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2．

3．

4．

5．

汚水中に於け為漂肩粉の殺菌ヵ

漂白粉中有致ク亡ニノレめ魚類に及ぼす影響

水槽便駈流弊汚水の魚類に及ぼす影響

東京市に於ける下水の水質

　　　　　　　第一章水洗便所流出輝水の水質調査

　大正10年6月2日警親騰命第13號を以て公布し同年7月1日よb施行せられたる水

槽便所取締規則によれは水槽便所より流出する汚水は次の各號の標準に適合し且消毒

したるものなるへきを規定せり

　1．流出物は微に掴濁するも殆‘臭氣を放すごさるこご

　2．流出物は亜硝酸又は硝酸の反慮著明なるこご

　3．流出物はメチレンブラウ脱色試験に於て腿汗するこごあるも5時間内に脱色せ

　　　さるこご

　4．流出物の4時間内に於ける酸素吸牧量は10萬分中1．5分以下たるこご

　5。流出物の毎日性アム毛ニアの含量は10寓分中0．3分以下すごるこε

　6．流出物は原汚水に勢し酸素吸牧量及蛋白性アムモニアの含量に於てム50％以上．

　　　の減少率を示すこご

　故に本規則か嚴格に斜行せられつ、あるものεせは警観磨管下に於ける水槽便所よ

り流出する汚水の標準は自ら決定すへし晦れ‘も撒水式濾過床の構逡による水槽便所

は假旧弊所造間然するこころなしごするも使用法の如何により必ずしも常に同一の浮

．化機能を登験するものに弔す故に東京市及其接績町村に於て警親臆倉の規定する構造

を有し現在使用しつ、ある水槽便所に就き其流出汚水の化學的試験を施行したり

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　　法

　水槽便所流出汚水の試験法に就き藥學博士西崎弘太郎氏の業績あり現在警親騰に於

て採用しつ、ある方法も同氏の試駿法を標準こし之に多少の縫更を加へた．るものなり

三等は專ら同槍査所の試験成績ε比較せんか爲に之ご三三の試験方法を探用するに努

めた尻錐爾他の成書に記載する方法に櫨リナZるものあるか故に共概要を妓に摘記す

へし
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　L　外蟹　二水を無色三子圓筒に盛り共掴濁の有無及色調を検したり

　2・臭下槍水1（OCCmを適宜の容器に盛り之を賃湯煎上に於て40乃至60。に加

温し其臭氣の有無を検しナこり特に硫化水素臭の著しきものにありては之に少量の硫酸

銅溶液を添擁し更に其他の腐敗性臭氣の有無を下しずこら．・”．，　、1，

　3・辰憾　検水を臼色の小i丁丁に盛、り之に鏡敏なる’青色並に赤色試瞼紙を浸し共色

調を恥しすこり　　』　　’　　　　　　　　　　．　，　　　、　1

　4・蒸卯建澄　胆水潤濁せる場合に於ては之を析豊濾紙を以て濾過し其濾液500ccm

を取り之を豫φ秤卸せる今金皿に盛り重湯煎上に蒸干乾澗しすごる後乾燥器中に納め

100。に全て3時間乾燥秤量し次に共営金側を徐々に熟灼し全く有機物を荻化したる後

冷却し之を炭酸琵斯を以て飽和したる蒸野水5cc皿を以て濡し更に微に熱惜したる後

秤量したり

　5・　メチレンブラウ脱色試験　前記西碕博士の行ひたる方法に準回し5時間以内に

於ける槌色の度を卜しπり　　　一

　6．4・時間酸素吸敗量　2eO乃至300　ccmの硝子罎に導水70　cclnを取り之に稀硫

酸（硫酸一塁蒸鱈水門容）10ccm及100分定規過マンガン酸カリウム液50　ccmを添

加し時々振押しつ、4時間室温に放置しナこる後之に10％沃度カリウム溶液3CCmを

注加し鼓に析出しナこる沃度を100分定規次亜硫酸曹達液を以て滴定しナこり

　7．過マンガン酸カリウム消費量　楡水の良否により其100乃至10ccmを硝子罎

に取り之に蒸呼水を添加して常に全量を100ccmこす次に稀硫嘩（硫酸一跨蒸解水野

客）5ccm及100分定規過マンガン酸カリウム液10ccmを注照し5分時間煮沸しナこる後

1CO分定規綾研削10　ccmを注力11し槌色せる液に更に前記過マンガン酸カソウム溶液を

滴下し微に紅色を呈するに至らしむ

　8．　アムモニア及蛋白性アムモニア　検水100ccmを取b之を蒸鱈水を以て250⊂cm

に門門し款に飽和炭酸曹達溶液3CCmを添加しすごる後成へく速に三三し約150　ccmを

佛取す次に蒸溜残液の全く冷却するを待ち之にアノレカリ性過マンガン酸カリウム溶

液50ccm蒸鋼水100　ccmを和し更に蒸瑠して150　ccmを鱈取す前後爾同の鯛焼は各一

々．200ccmのメスコノンペンに移しネスレノレ氏試藥を以て比色法によbアム屯ニア窒素



244 池 田・蟹　　　田

を定量したり

　9・梢酸　硝酸は之を定性試験に止め把り即ち一水著く梱濁せるざきは豫め常法に

より脱色したる後其1ccmを取り硫酸3ccmを混和しよく冷却しだる後之にブノレチン

2mgを溶解し拉に生起する色調を検したb別に1L中硝酸（N、0、として）ユ00　mg　10

mg及1mgを含有する液に就き同様に操作し櫨水中に生起しセる色調を之ご比較しすこ

り，三水若し並巾紅色を呈し後榿黄色に噛し100mg溶液に比較し得へきピきは多量，

薔薇紅色を呈し10mg溶液に相當するεきは少量，更に11日目溶液に相當するごきは

微量ごし伺之以下にして殆ざ無色に近、きごきは痕跡こしすこり

　10．亜硝酸　高高公衆衛生協會，山水及下水標準試験法に準高しアノレファナフチノγ

アミン盤酸溶液及スノγフ．二一・ノレ弓勢酸溶液を以て比色法によb之を定量したり

　11．クロール　槍水著く色調を帯ひテこるごきは豫め常法によう脱色したる後其100

ccmを取りク・一・ム酸カリウムを標示藥こして100分定規硝酸銀液を以て滴定したり

㈲別に蒸瑠水100ccmに就き同様に操作しクツーム酸カリウムの著色に要する硝酸銀

甲を群肝し前後二同の硝酸銀液消費量の差を以てクローノソ含量を算出しナこり

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　成　　績

　前文記載の方法により試験を施行したる水槽便所は其数20箇所にして同一の水槽

便所に就き2回以上試瞼を施行したるものあるを以て総計38種の試料を得たり

　　　　　　　　　　　　第1表試料一覧表

・蕃魏 紳・脚質使用曄用人員 腐敗槽1

�L　積
酸化槽

m積
設　置　揚　所 設置者婬名

1 大正↓4年

W月1日 第1同 家庭用 30人 立方尺
U0．0

立方尺
Rり．Q

府ド豊多摩郡澁谷大字常
ﾖ松ZSG番地

某　　　氏

2 8月24日 第2同
3 S月3H 第1同 家庭用 30人 60．0 30．0 小石川匿大塚駕籠町219

ﾔ地
某　　　氏

4 S月1S日 第2同
5 8月26日 第3同
6 S月6日 第1回 事務所用 25人 77．0 42．0 坂赤坂榎木町1番地 某金山株式曾紅
7 9月9H 第2同
8 8刀飢日 第1同

留學研究

蒲p
60人 185．5 6｛．5 麹町匪3番町24番地 虫卵微鏡心

9 8月21日 第1回 家庭用 30人 60．0 30．0 牛込匿藥王寺町71番地 某　　　氏
10 9月12日 第2同 、

11 S月24日 第1同 寮庭用 30人 60・0 30．0 芝匪白金三光町450番地 某　　　氏
12 9月15日 第2同
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謝探酌朋

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

37

10刀1H
S月27日

9月2日

9月4日

9月29H

10月20日

9刃4日

10月27日

9，月7日

10月9日

10月L9日

9月9日

9月11日

9月16H

9月2S日

9月17日

10月10日

9月ユ9日

10月12日

10刀22日

9月2旧

9月30日

10月5日

探正韻鍛 使用目的使用人員

第3同

一1回家庭用．

第1同家庭用
’第2同

鶉
第・同騰醗
第2同

門1同門庭巨
魁2同

第3回

第1同倶建部用

第1同家庭用
第2同

蒙瑠｝家門

第1同家男用
第2同

工1同．家庭用
第【同τ㌫孚メン

第1同工揚用
第裂同

舌頭奎霧蜀

　　　1

．30人

30人

2CO人

30人

　　　　　　182人
第1 薯wll炎

　　　　　　　30人

　　　　　　　CO人

　　　　　　　30人
置　　　　　　4311人．

33 v1明9日

，，耀1第1．同
　　　　30人
　　　　500人
1家庭用「30人

腐敗槽
畳豊積

・立方尺

　60．0

　60．0

412．9

60．0

163．6

　60．0

　60．0

　60．0

　60．0

　60．0

6896．5

　60．0

1139．6

　60．0

酸仕槽

盟積
設　置　揚　心

髄額粉糊謝
　　麹町匠中六番町19番地30．0

204．61

30．0

芝匠愛宕3丁目6番地

赤坂中青山南町6丁目119
番地

　8δ・8紳田匠仲帰山町15番地
　　　　
　30，0彪匠三田南寺町7

…魏町踊躍2丁隙孔
　　　　

30．0麹町匠永田町2丁目5播
　　　1地

　30．0日本橋匠本町3丁目U番
　　　地

3αO 堅I盤田四國町5番他1號
4340．4　　　京橋旺銀座3丁目10番地
　　　牛込匠市ケ谷加賀町1丁
　　　目12番地

　30．0　赤坂匠青山南町6丁目S5
　　　番地
525・0府下南千住地方橋場

…騙豊獅下澁谷6’81

設置者姓名

弔電無橡式曾杜
杜宅
　某　　　臨

書印刷株式曾1辻

　某　　　氏

　某　學　會

　某　　　氏

　某；　　氏

　某　　　氏

　某　　　氏

　業　　　氏

某ビルディング

某印刷工揚

　某　　　氏

某紡績秩式目辻

某　　斥

　術本表に於ける放流適否判定の標準は専ら警硯臆倉水槽便所取締規則第八條に振れ

り但同條第1號流出物の梱濁及臭氣の規定は試鹸者により常に必しも同一の標準に擦

り難きを以て極めて不良なる外観及著き臭氣を有するもののみ放流不適の條俸に該當

するものこしすこり同條第2號硝酸叉は亜硝酸の反慮著明ご認むへきや否やも試験者又

は試験方法の異なるに從ひ一致せる判定を下すこε困難なるへきを慮り同環目に於て

は硝酸及亜硝酸の何れをも槍出せさる場合のみを放流不適ご到定したり叉同條第6號

の原汚水に封して酸素吸牧量及蛋自性アム毛ニアの減少率に劉する規定は本試験に於

て原汚水の試験を施行せさりしを以て當然剣定事項ご爲す二ざを得す故に流出物のメ

チレンブラウ脱色試瞼，4時間酸素吸牧：量乖に蛋自性アムモゴア含量の3項を以て放

流適否判定の圭要なる標準εなしナZり叉流出物は消毒したる後之を放流すへ’ｫこεは
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同條下交に於て明に親罪する塵にして若し消毒施行を怠るごきは當然放流不適たるへ

醜撚齪も蔽に於て放謎否9項嘩謝価所以は之を以て灘汚水ρ良否

の標準こなすものなれは二二施行の有無は暫く妓に顧慮せす

　　　　　　　　　　　　　　　流出・二一の消毒

　水槽便所流出汚水の清高に忙し野僧応に於ては圭こして漂自紛の使用を漿騒し其分

量は埋水百萬分中クロ←・・カノyギーユ5分以上を適當こせり

　水槽便所設置者か漂白粉による淘毒を踊下しつ》あるや否やは本調査に重大なる開

係あるを以て余等は引水を採酌するに際し常に消毒施行の有無を徐し之を施行しつ、

あうものヒ於ては汚水中に存在する有敷クローノン含量を槍定し之を怠るものは共原因

を關明するに努めたり其成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　表．
ヨ

試料
番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

！．0

11

12

113

14

15

16

17

18

，19

髄刀噌毒施一転醗怨1備
…1　　費塁1

劉灘1蜘喉着癖撫，備 考1

灘轍　犠鐸ll羅：1諏＿1響砦騨

　　備考　宥敷クロール含量に桧水1L申のmg量ヲ以て示す

　　　　　　　　　　　　　　　　結．．．　論、

以上の試験成績を通覧するに試料38種中放流不適ご認むへきもの16種なり而して
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第　2　表 ，試 瞼 成 績

試料

番號

曇1

　2

穏3

　4

　5

帯6

　7

襲8

箭9

！0

』11

12

13

14

箭15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

外 観 臭　　氣

微　　　　濁
黄褐色・潟濁著

微　　　　濁
黄：褐色・掴濁著

黄褐色・潤濁著

微　　　　濁

淡黄色・微濁

微　　　　1蜀

．微　　　　濁

黄褐色・梱濁著

淡黄色・微濁

淡黄色。微濁
淡黄禍　色
樗　　稠　　濁
微黄色・微　濁

微黄色。微濁

淡黄色・微濁

淡黄色・微濁

微黄色・釈姻濁

殆無色・微温
殆無色・微　濁

淡黄色・微濁
黄褐色・潤濁著

黄禍色・潤濁著

黄褐色・潤　濁

微黄色。稽個濁

殆無色・戦列
淡黄色・租個濁

微黄色・微濁
微黄褐　色
殆　　澄　　明
殆無色・澄　明

殆無色・澄　明

黄禍色・潤濁著

淡黄色・微　濁

微黄色・微濁

淡黄色・轡型
微黄色・精潤濁

微黄色・不i㌃濁蜀

微黄色・微　濁

臭氣無し

棒下強し
臭氣無し

臭氣凹し
臭氣強し

口唱無し

臭氣無し
臭氣無し

臭氣無し

臭氣稽強
臭氣無し

臭一聯1こ口り

臭氣稽強
臭氣無し

口唱無し
臭冤義解1こあり

臭氣無し
臭皆目あり

弓勢無し
臭氣無し

日常微1こあり

臭氣無し
臭氣強し

1臭氣強し

臭氣無し

臭氣無し

臭目無し
臭氣無し

臭氣無し

臭氣無し

臭氣無し

臭氣無し

昌昌無し

臭氣無し

臭氣頑強
臭氣無し

臭氣稚有
臭氣無し

反　　慮
白白幽門

総量博物端物

メチレン
ブ　ラ　ウ

脱色試瞼

扇アルカリ性

扇アルカリ性

弱。。力編

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

中　　　　性
弱アルカ瑠

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱ア’Lカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

中　　　　性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

中　　　　性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

搦アルカリ性

弱アルカリ性

脳アルカリ性

中　　　　性

溺アルカリ性

弱アルカリ性

弱アルカリ性

溺アルカリ性

躬アルカリ性

躬アルカリ性

弱アルカリ性

躬アルカリ性

183．0

447．0

604．0

276．0

456．0

2588

548．0

654．0

28LO

176．0

139，0

276。0

243．0

188．0

104．0

90．0

560．0

366．0

268．0

3U．0’

312。0

326．0

388。0

75．0

187．0

248．2

84．0

214．0

120。0

200．0

236．0

159．0

70．6

62．0

84．0

107．0

84．8

36．0

38．0

196．0

105．4

76．0

125．0

11S．0

124．0

186，0

4時間酸

素吸日量

　　　股色晒す

　　　45分時間

　　　腕色芭す

　　　24分時間

　　　12分時間

　　　股色ぜす

108，0　脱1色也す

　　　脱色ぜす

　　　脱色ぜす

260．0　股；色ぜす

　　　腕色画す

379。2　　腕色・偏す

192．0　　脱色有す

　　　八色ぜ寸

　　　脱色冠す

　　　脱色也す
202．0　　彫と照せ馴ず

138．8　　脚色ぜす

　　　脱色苞す

　　　股爆ぜす

一　　眼色呵す

348．0　　理銀色く生》ず

418．0　　形と色ぜ・ず

122．0　　脱色せす

105．4　　月党1色てま一す

π・1脱色見す

192曾0　　勝色｛⊆す

136．0　　彫毛色ぜしす

10虫0［脱色圧す

68・0　脱色塾す

52・0　脱色ぜす

364．0　　36分時間

iii；灘i

194．0　　鋒芒色・芭す

202．0　　脱色・d＝す

202．0　　且党色℃tす

7．65

22．67

13．25

30．77

37．61

0．97

6．10

ユ．40

17．40

12．87

5。20

29．68

10．57

9．83

：4．28

13。23

15．10

10．95

3．05

4．05

18．75

1S．75

28．61

21．57

9．94

11．75

3．6ア

　4．44

　2．86

　2．12

　1。20

30．26

10．79

－4。56

19．8t

　6．54

13．45

　8．64

過マンガ
ン酸カリ
ウム引責
量

42．66

52．46

】31．10

68．45

96．99

70．63

2．58

12．80

125，6

77．73

20．85

45。19

47．56

22．75

28．00

16，44

10．68

183．2

63．20

41．08

77．49

58．39

58．39

48．18

アンモニア高窒素

普糞発讐；

　4．94

46．60

14．81

99．19

116．50

　4．94

34。94

　4．94

　4．94

49．59

23．30

97．14

20．57

13．98

34．56

58．25

30．85

20，57

11．65

　7．73

69。60

56．57

61．72

7L99

11．32

33．94

　8。23

12．34

10．28

　9。87

　2．47

138．8

27．98

14．25

22．25

　8。23

16．45

16。45

　099

　5．95

　2。96

1L65

　9．64

　1．48

　1，96

　0．99

　2。47

　2．38

痕　跡

　2．24

　1．15

　1．98

　1．48

　3．97

　L64
　】．4S

　1．98

　0．66

　3．36

　1．64

　2．96

　329
　1．68

　2．47

　0．99

　1。48

　0．99

　0．82

　0．33

　30．5

　1．22

　0．99

　L43
　1。32

　1．97

　0．82

霜酸及亜謂酸窒素

誼酸i亜鞭

検山《す

楡出ゼす

痕　　漣

痕　　跡

少　　量

少　　量

少　　量

微　　：量

微　　量

少　　量

痕　　跡

著　　明

楡出也す

著　　明

検出ぜす

疲　　跡

著　　明

　0，58

著　　明

著　　明

　1．96

　1．38

　10。59

　4．61

　0．93

著　　明

穣出ぜす

少　　量

痕　　跡

少　　量

痕　　跡

楡出ぜす

微　　量

痕　　跡

槍出ぜす

微　　量

微　　：量

痕　　跡

微．　量

痕　　跡

検出ぜす

微　　量

痕　　跡

痕　　跡

痩　　跡

橡出也す

少　　量

3．92

9．39

0．07

0．18

0．11

0．64

8。11

6．63

0。18

1．80

槍田ぜす

1．92

0．46

0．37

0．18

0．55

0．02

1．66

0．90

0．64

0．28

樵田ぜす

　4．05

クロール
放流適否

剃　　定

適

不　　適

不　　適

不　　適

不　　適

　適

　適
　適
不　　適

　適
　適
不　　適

　適
　適
　適
不　　適

不　　適

　適
　適
　適
不　　適

不　　適

不　　適

不　　適

　適
不　　滴

　適
　適

　滴

不’

@適
　適
　適
不　　適

　適
不　　適

　適

備　　考

使用水量不足

使用水量不足

使用水量不足

使用水量不足

備考　1．本爽記戴の籔字に穂”（槍水1L中のmg籔な示す　　　2・試料番號に莞な付し流るものに警親巌衛生検査所1＝於て試瞼な施行し？二るものにして

　　之に適鴬なる係数な乗し前項に相當すろ数字な算出しれり　　　3・遊離アムモニア・蛋白性アムモニア及亜硝酸に之を窒素建して算田けこり
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試料第24號及第37號は三親騰衛生槍呪言に於て施行したる試験に於ても同様．に不良

なる成績を示し汚水の放流を禁止されナごるものなるか故に此の二者を除外するごきは

試料36種中不良なる成績を示すも．の14種なり

1試料矧放流・蟷・言忍む一きもの19阯…膵1灘慾認むべきもの！同上…膵

36種1 22　種 61．11 14　種 3889

其：放流不適ご認むへき試料に就き其不適項目を摘記すれは次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　4　　表

試料番號 ．外面 uン聯鯉垂醜ア遍羅劉1棚論断

2

3

4

5

9

］2

］6

17

＝1

22

23

26

32

35

不漉1
－　　1

不測
不＿列
　＿　　i
　　　　i

不　　適

不　　漣

不　　適

不　　適

不　　適

不　　適

不　　適

1不

1一！不

　不
1不
I

l不

1不
i不
1不

測

　　適
　　適
　　適［

　　適「
　　副
　　馴
不　適1
　一　　｛

不　　漉

不　　適

不　　適

不、　渣

不　　適

不　　適

不　　適

不　　酒

不　　適

不　　適

不　　適

不　　適

不　　適

5

1

5

4

1

1

1

1

2

2

2

1

4

1

　前表の成績之を示すか如く最も多く三二する項目ぽ4時間酸素吸量にしで試料14種

中11種は之に該点するものなり之に次くは蛋自性アム毛三ア含量の規定量を超過し

たるものにして憎憎8種を算す外観憎憎の不良なるもの及メチレンプラウ脱色試験に

於て5時間以内に脱色するものは何れも4時間酸素吸牧量の超過しすごるものにして共

多くは同時に蛋自性アムモニアの含量に於ても不良なり

　省前掲第2表の成績之を示すか如く同一の水槽便所にありても共流出汚水の組成常

に一定せす就中試料第15號及第16號は同一の水槽便所に就き2日憎憎して採納した

‘るものなれこも前者に於ける蛋自性アムモニア含量i48なるに樹し後者にありては

3．97を示し放流適否の限界を遙に超過せるを認むへし斯の如く撒水式濾過床の方法

による水槽便所は使用水量三四流通の良否其他些細なる外界の影響によb箸く骨化機
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能を異にするものにして水槽便所取締の困難なる貼も亦弦に存す

　完全に浮化されすこる水槽便所流出汚水は糞便中に存在の虞ある病源菌を殆ご含有せ

す故に汚水か傳染病覚生の原因こなる危瞼は全く無し然ざも浮化の不完全なる場合特

に我國現時の多くの都市に於けるか如く未だ完全なる下水道の完成せさる朕態にあり

ては病源傳繕の危瞼大に存すへし而して已に記載しナこる試験成績の示すか如く警親磨，

衛生槍査所に於て試験を施行し放流を認可され駆る水槽便所にありても試料第3號及

第£4號に相正する水槽便所の如きは全試験を通し毎同不良なる成績を示し就中前者

にありては其流出汚水の不潔なるこご殆ご浄化機能を認むるこごを得す本調査に際し

て試験を施行しすごる水槽便所は其歎極めて少歎にして之を以て東京市現在の水槽便所

の歌態を推論するこごを得さるは論を侯す載魅全市を通し常に若干の不良なる汚水

か放流されて顧られさるは蓋し想像するに難らさるへし

　果して斯の如くんは水槽便駈流出汚水を放流する際之を消毒するは最も緊要事にし

て傳染病野生の虞ある時期は勿論假命蝉声無き時期に於ても之か慣行を強制するの必

要あるへし故に警親廉合に於ても必ず消毒したる後之を放流すへきこごを規定せるこ

ご前述の如し然るに第3表の示すか如く試料38種中帯酌の當時現に消毒を行ひつ》

あbしもの22種にして其他の16種は全く消毒を施行せす然も余等の試験當時は宛も

酷暑の時期に際し加ふるに東京市内外に於ては屡々コレラ病患者の登生を見朝野共に

之か撲滅に寧日なき馬標なり而も水槽便所の顧みられさるこご斯の如し

　叉潰毒を怠りたる17種の試料に就き汚水の良否を表記すれは次の如し

　　　　　・　　　　　　第　　5　　表

試料番號険酬則放流適酬試料番號1回避司下樋否
第2號
第4號
第5號
第7號
第10號
第12號
第13二
戸17號

8，月24日

8月18圓

8刀26日

9月日日

9刀12日

9，月15日

10月1日
9，月Σ9日

不　　適

不　　適

不　　滴

　適
　適
不　　適

不　　適

第20號
第27二
戸£9舞

第30號
第31三
園弓5號

第37號
第3S號

10，月∵7日

9刀コS日

10月10E
9月19日・

10月1＝日，

10月5日

10刀14日

10刀21日

　適

　適
　適
不　　i直

不　　漉

　適

．故に放流不適ご認むへ．き試料16種申7種は清毒を施行せすして放流されつ、ある
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を知るへし術同一水槽便所に於て2同以上試験施行しセるものに就き消毒施行の有無．

を表記すへし

　・・『　　　一　　　　．第　　6「　表

試料番號除酬虚語行有酬試楯號 検査月日 1溝施行有無

1 8月1H 施行す 18 10刀20日 施行す
2 8刀24日 施行ぜす 19 9月4日 施行す
3 8月3日 施行す

1　　　20 10月27直 施行ぜす
4 8月18日 施行ぜす 21 9月7日 施行す．
5 8月26日 施行ぜす 22 10月9E　・ 施行す
6 8刀6日 施行す 23 ．10，月19日 施行す
7 9月8日 施行推す ’24 9月9日 施行す
9 8月21日 施行す 25 9刀11日 施行マ

10　． 9月12日 施行ぜす 28　層 9月17日 施行す
11 8刀24日 施行す 29 ．10月10日 施行ぜす

12 9月15H し施行ぜす ε0 9月19口 施行ぜす
13 ユ0月1日 施行也す 31 10月12日 施行回す
15 施行す 34 9，月30日　　　　．

施行す
1

16 9月3日 施行す　1 35， 10刀5日 施行ぜす．

17 9月29日 施行画す

　前記ユ2．箇所の水槽便所に就き検査の都度必す消毒を施行しつ、ありし’もの僅に2．

箇所に止り他は時に之を怠ることあるものと認むへし

　場上試験の成績に依り結論するこε次の如し

　1．撒水式濾過床の構造を有する水槽便所は共使用法の如何により時に不良なる汚

水を流出する虞あるか故に使用者に序しては充分其使用法を指導す．るご共に屡々現揚．

の臨瞼及汚水ρ）試験を施行するに非れは充分なる取締を回すこε困難なり

　2・．己に第1項記載の如．く時に不良なる汚水の流出する虞ある以上之か滑毒の施行

は最も緊要映く可からさるものζす

　3．現在東京市に於ける消毒の状態は極めて不完全なるものにして之か廊行を促す1

には使用都ρ怠慢を防くε共に消毒槽の位置，構造，藥液の調製法を工夫し簡便にして・

有敷なる方法を講ずる必要あb

ノ．　■ 　　・ゴ第；章・汚水中に於ける漂白粉の殺菌力∴．・1’，り1　’　：、　，

　1’∴．1　，、　　’：∵　　’．》緒．，．．’．言∵∴㌦．

β十九世組の頭初子ナこ微生物學の登達を見す腐敗及ひ醗酵の現象或は微生物に憎し正二
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確なる概念を有せさる時代にありて漂白粉は己に消毒渕ごして特に防臭の目的に使用

せられすこb共後英國に於ては1854年漂白粉を以てロンドン市下水の防臭に奏効し18

85年越國公衆衛生委員會は経費及ひ効力を算定する時は漂自粉を以て最も有効なる

消…毒捌ε認むるこεを報告し把b

　然れこも漂白粉の殺菌力を初めて科學的に研究記載しナこうはロバート，コ。ホ氏なり

融の報告に依れば漂醐の’5％水溶液は脾脱疽齢胞を矯に死滅せしむる1・5日

を要するものにして2日乃至3日の作用にありて：は螢育力を減弱せしむるも未だ完全

なる殺菌力を有せさるものざせり其後ステノンンペ〃グ氏（Stemberg）は漂画幅の1％水

溶液にありても1乃至2分時間の作用により脾脱疽菌芽胞を画面に死滅せしむるこε

を報告しセリ南氏の成績の斯の如く懸隔せるは一つに使用し花る漂自粉の品質による

ものご想像さる》も雨者共に漂白粉中の有敷クローノレ含：量に就き完全なる記載を重く

’か故に今日其原因を推定するに由なし

　其後多くQ學者の報告は何れも漂白粉の強大なる殺菌力を認めさるものなく共實用

上の用途に就きても1889年イェーゲノレ氏（Jager）は本品の家蓄小屋の消毒に適するこ

ごを報告し1890年フランツ・㍉セン氏（Eranz　Nissen）は脾脱疽菌芽胞の他チフス菌’

コレラ菌，化膿性葡萄朕球菌に就き殺菌力を検定し同時に腐敗物及糞便中に於ける漂

白粉の消毒力を報告し纏り

　斯の如く漂自粉の殺菌力は先つ濁逸の學者によりて研究せられたるにネ拘今日漂自

粉の消毒剤こして主要なる用途πる上水及下水の消毒は寧ろ亜米利加合衆國に於て研

究せられ且大規模に實施されつつあるの戚あり此の原因一にして足らさるへしε錐も

余輩の考察する所に從へは多くの濁乙細菌學者の研究は極めて濃厚なる菌液を調製し

之に漂白粉を添加しすこる後極めて短時間に完全なる殺菌力を要求するか故に勢漂臼粉

の濃厚なる溶液を必要εし然も爾満足すへき成績を得るこご難く爲に多くの學者は漂

白粉の敷力を認めすして終れり

　然れごも今日に於ては液膣クローノシ又は漂白粉ば其効力の確實なる蓬使用法の簡軍

及経費の低廉なるεにより最も上水及下水の潰毒に適するこε何人も疑はさる所にし

て傳染病流行時は勿論其虞無き時期に於ても：クローヲγ消毒法を施行するは蓋し衛生上

’
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緊要事なるへし

　贈れこも漂自陣中の有敷クローノκは之を水中に混和するや直ちに水中の無機物及有

機物ざ作用して其敷力を消失する揚合あb叉時にクロ・rノンアミン或は其誘導膣を生し

之か細菌に煙して特殊の作用を及ぼすこごも今日已に認めらるる所にして漂自爆の殺

菌力は添加さるへき水の性質により著しき蓮庭を生すべき理なb弦にグリンム氏

（Grimm）か飲料水の過マンガン酸カリウム消費量ご殺菌に必要なる最少有職クユーノソ

量を比較しセる成績を摘記すれは次の如し　　　　　　　　　　　　・1　　　　　一

　　　　　　　　　　　　第　6表　（大腸菌を使用す）

試潔癖マンガ饗脚ウ皇［必要・・一ル量1試料副藩マンガ饗脚ウ皇1必要・一ル量

1

2

15mg

123mg

36nlg

54．mg

3

4

316gm

664mg

72mg

118　mg

　　　　　備考クロール量に1L中の含量な示す

　　　本丁に就きて之を見るに過マンガン酸カリラム消費量の増加すちこ共に必要なるク

　　ローノレ量も亦増加するご錐も早戸の水中に於ける作用は自ら異るか故に遇マンガン酸

　　カリウ云消費量は必要なる最少クローノレ量あ響町なる画数をなさす欝に飲料水或賠下

　　　　　水の過マンガン酸カリウム清費量或ぽ之に類似せる酸素吸牧量等の数値よb必要なる

　　クローノγ量を計算するこεは未セ充分なる研究に押せす然れごも本調査に於ては此等

　　の根本的問題に鰯範す軍に東京市に於ける水槽便所流出湾水を完全に滑毒するに必要

　　なる有敷クローノレ量を決定し現に警覗磨にて施行しつ、ある汚水1しに就きクローノレ

　　カノンキごして15mgの分量を以て10分時間の接燭により汚水中の細菌の99％を死滅

●　せしむる方法は果して三三なるや否やを劃定するに止めずこり

　　　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　　法1

　　　．1．　使用菌種　本試瞼に於ては當所保存の普通大腸菌を使用したり留れ從來の研究

　　1こよるに大腸菌はチフス菌或は赤痢菌等の腸内病源菌ご比較して即自粉に劃する抵抗

　　力糊張きか故に大腸菌を死滅せしむるに足る有敷ク白洲ノγの量はチフス聖堂は赤痢菌

　　を潭毒するド充舜7功ε認む昏し之を實例に徴するに英國．ゾンカーン市に於てチフス

　　岡引噸桝の導を獅鯛こ恥真1て噸き10噸9噸敷殉ゴレを使用
　　しセb此の分量の三三クローノレは當時飲料水中の細菌を完全に死滅せしむる・に足らす
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　　して僅に消毒施行前に比し　22．7％　を減少し泥るに止りしもチフスの流行は消毒施

　行後2グ月にして全く終焉したり故に腸内傳染病の撲滅を目的εするごき大腸菌を標

　　三軍するは最も醗酵にして確實なる方法な、b

　　2．漂白粉溶液漂自粉は常に化學的純粋なる物質に非るか故に全試瞼を通して常

　　に同一の組成を有する漂白粉を使用するこごは全く不可能なり

　　本調査に於ては藥局方所載のクロー～γヵノレキを使用し其0．5－1・Ogを蒸軽水1しに溶

　　解しすこる後其25ccmを取り之を酷酸を以てする沃度法により100分定規次亜硫酸曹

　　達液を以て其有効クローノン量を決定しだり而して必要に臨み本溶液を再即しす乙る蒸溜

　　水を以て稀卑し†乙り

　　　3・作用時問漂白粉叉は高黍クローノレによる消毒法を施行するに回り作用時間は

　　敷力の上に重要なる關係を有す本調査にありては先つ警覗磨にて施行する10分時問

　　を標準ζして必要に廉して之よb長き作用時間に就きて試瞼を施行しナこり而して漂白

　　粉溶液添加後加之の作用時間を経過するや直に250分定規次亜硫酸曹達溶液を以て残

　　留せる有敷クローノレを分解しセリ縮れεも次亜硫酸曹達定規液は之を直接次亜クロー

　　ル酸盤類に添加するεきは豫め沃度加里溶液を以てクローノレを沃度ご置換し陀る場合ノ

’　ご異り応仁費量大約後者の2分の1にて足り然も滴定の速度により著しき差異あb共

　　原因を略記するに

　　　　　　・1｛虚構農誰㍑澤賦

　　　　　　2）2Na2s203＋∫2昌2NaJ十Na2S406

　　　故に計鋒量のクローノγを計鐸量の次亜硫酸曹達溶液を以て中和し其何れの痕跡も残

　　断せしめさるこεは全く不可能のこごに尽す湿て余等は常に精過剰の次亜硫酸曹達溶

　　液を添加してクローノγを完全に分解しナめ而して常法にようて調製しセる250分定親

　　次亜硫酸曹達溶液の僅少なる過剰は細菌に賛して實験誤差以上の考慮すへき影響を與

　　へさるこごを豫め試験し搾り

　　　4．試瞼の實施前記大腸菌を37。に於て寒天斜面に24時間培養せるものを取り

　　　（註）　近時表亜硫酸曹逡溶液に屡ζ防腐畑な添加して力債の異動な防止するこミあり斯の如き溶液に使用に

　　　　　堪へきる＝ε論旨し　　　　　　　亀　’『　　　　　　　　・指
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・其歯苔を注意して採取し先つ10ccmの生理的食三水に回游せしめ更に其一定量を探

り之を蒸溜水を以て丁丁したり本字群液の1ccmを100　cρmの檎水に添加するごきは

三水1ccmは約1000個の生菌を有するに努めたり而して菌液を一聯するに當り生理

三食盤水を排斥して特に滅菌蒸鱈水を取bたるはクロー・ノγイオンの漂白粉溶液に及ぼ

す結果を考慮しナこるに直ならす今日未に其原因を詳にせすε錐もクローノγイオンか漂

白粉溶液或峠クローノレ水の殺菌力に特殊の作用を及ぼすこごは己に認めらる、所なり

　槍水は之を水槽便所排水口よb消毒を施行せさるものを探測し直に十三的試験を施

行するε共に其の一部を100ccm宛約250　ccmのコノレペソに分注し之を常法によb滅

菌しπり滅菌の結果汚水中の二二質其他の性質を鍵化する虞無しごせさるも他に適當

菰る方法を登見せさbしを以て己む無く蒸氣滅菌を施行せb滅菌せる検水は之を25。

の恒温槽±0．5。に保ち之に菌液1ccmを添加しよく振淋しナこる後更に有敷クローノγ

量既知の漂自粉溶液の計算量を添加しよく振幽しつ、．・一定時間を経過せしめ直ちに次

亜硫酸曹達溶液を以てクローノレを中和し寒天李板；培養i法（検水ユccm普通寒天9ccm）r

によb・370に於て24時間培養し登育せる聚落数をウォノγヒューゲノレ官財箕板を以て

で計；算しナこり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　成　　績

　　　　　　　　　　第七表酸素吸式量ご殺菌力ごの關係

4時間酸素
過マンガ 有効 ク　ロ 一ル含 覚

試料 3分時間酸
胤

ン酸カリ 蜘1 0・3　1 0・5　1 0・81 1・2　i 1・91 3．0

番號 素吸牧量 吸　敗　里
清費量 生存也 る大腸 菌殿

1 23．05 45．98
｝

1040 967 930 895 913 685 12

2 9．96 21．76 57．61 1250 約1000 1008 926 672 】30 5

3 8．78 16．30 46．98 1180 980 816 692 162 8』 2

4 7．2b 15．27 30．26 124り 968 977 785‘ 109 0 0

5 4．97 10．68 52．41 1200 1020 913 672 91 1 0

6 ．4．37 9．84 20．36 1050 863 762 585 118 0 1

7 4．23 8．53 30．17 1390 1230 971 668 76 5 2

8 4．05 6．45 28．28 1160 896 874 422 53 2 0

9 2．37 5．23 17．59 1370 1150 964 863 103 3 3

10 1．52 3．70 23．13 1130 925 1050 672 68 0 8

11 1．09 2．46 12．35 1450 1270 978 842 23 0．・ 0

12 0．80 1．72 6．76 1270 約10GO 875 736 107 0 0

備考有数クロールに1L中のmg鍛な示す

　　作用時間に10分時間ミす



254 池　　　田・’須：　　田

無8表作用時間の及ぼす影響

作用時間

　O
io．分時

20分時
40分・時

有数ク・一ノレ含量
0．3 0．5 0．8 1．2

生存大腸菌轍
417』

236

47

’2

io2

7

　0

65

0

0

00

2

0

備考．工・割判に滅菌ぜる水遣水な使用ぜリ

　　盆、鰍剛cc｝n脚500浬リ
　　2・温度25。

　　　　　　　　第9表　　　”　 第10表澱1の影魯
　　作用乱数・・一・・饅（検水に美倉橋河フ」く」　　ミ盈度250）

　　時間　o・3｝o・510・811・2
　　　　　　　　生存大腸蔚籔
　　　一　　　　　1520　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　　3D分時…　　　374　　　　187　　　　　36　　　　　13

　　　1時間　　　28　　　11　　　5　　　0

　　3時間　　　16　　　2　　　0　　　0

　　　　備考　引水に水槽便所流｝冠汚水な使用ゼリ

・　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　論

　　ノローノレ水曜は漂白粉溶液を汚水に添加するや其有致ク．ローノレは直ちに汚水中の亜

硝酸，硫化水素等の酸化され易き無機化合物ご殆ヒ定：量的に化合するを以て1mgの有

効クローーノ〆は約1．6mgの第1鐵9．20mgの亜硝酸窒素及0。48mgの硫化水素1三相當すへ

　し而して此等無機の容易に酸化され得る物質の量を最も簡軍且正確に示すものは3分∫

時間酸素吸牧量なるか故に汚水の3分時間酸素吸牧量は當該涛水に必要なるク可融：ノレ

’量：を決定するに重要なる数値の一つならさるへからす

　　次に有機物（尿素，アミド化合物，セノレロー・ゼ）及アムモニアに樹する有敷クローノソ

の作用は複雑にして今’日諸家の學説も未だ三一する所無しご錐も其作用の軍なるもの

は無機物の揚合に等しく酸化作用なるへく近時ク・ラミン説も次第に有力εなりつ》

　あり而もク・ラミンを生するにばアム毛ニア及千三クg一ノγの分量以外爾永の酸度等

　も重要なる作用を及ぼすを以て同一一の汚水にありても漂白粉を使用する揚合ごク・一

ノレ屍斯を使用する場合ざによb結果を異にするこεあるへし故に汚水中の2，3の組織

を槍したる後直ちに其汚水に必要なる『クローノシ量を決定するは現在に於ては爾不可龍

の問題なり三三上の用途こして屡，過マンガン酸カリウ離離費量或は或種の酸素吸牧：

刷目クロール0．3
作　用

¥　問 o。　125。　137Q
生存大腸菌籔1

　0
R0分時

P時間

R時間

517’

Q20

U8

P5・

『18034　77 一14512　3



・　水糟慎所及下水道の汚水々河川に放流する際魚類其他に及ぼす影響に關すろ調査報告　　255

量を測定し興の量に劃する必要クローノレ量を實験的に算定し過マンガン酸カリウム滑

費量及クローノレ量をXY軸に取り一種の曲線を旧き中挿法により任意の過マンガン酸

抑里消費量に相當するクローノγ量を登見する方法あり窮除の1策ごすへしご錐もクロ

噸一ノγ量を軍濁に過マンギン酸カリ掌ム消費量或は酸素吸牧量の函歎こして表すは理論

土の根櫨に於て欠くる所あるか如し

＝二三に警覗磨に於ては汚水100，000萬分中クロ・「ノyカノレキごして1．5分以上ご規定

せb前記第7表の成績之を示すか如く水槽便所流出汚水は他の水に比較して有敷クロ

・一ノレを消費するこご極めて大なりε錐も膚100，000萬分中1．5分以上のクロ」ノソヵノレ

キ即ち約11’中4．5mg以上の有敷クローノレは汚水を10分時間以内に消毒するに余り

あ量るなり然れこも現在東京市に存在する水槽便所の大部分は消毒施行後直ちに放流

する構造のものなるか故に此の程度の二三クロー・ノレの過剰を用ひ極めて短時間内に必

要程度の溝毒を終了せんごするは又巳むを得さるものなるへし故に本調査の目的すこる

’京都市に於て有敷ク・一ノγの過剰を嫌忌する場合には寧ろ消毒槽，排水口の構造を改

良し滑毒施行後李均3時間貯水し然る後放流するごきは消毒は最も完全にして且つ漂

白粉の使用量を減し過剰の有敷クローノレの流出に樹する虞も自ら消失すへし爾大規模

のものにありては消毒の際充分汚水を随絆する装置を施行すれは消毒の完了を一層三

三完全ならしむぢ事を得へし故に過剰の三二クローノレの流出を恐れて消毒の施行を躊

躇するか如きは全く理由なきものごすへし

　　　　　　　　　　第三章　漂白粉の淡水魚類に及ぼす影響

　漂白粉或はクローノジ瓦斯を以て飲料水を消毒す6や屡，附近の消費者より種、の非

難苦情を蒙るものにして其重要なる原因は有効クローノγの一部か分解せすして残留す

るか故にして共他にもクロラミン或は高級なる有機物（蛋白質の如き）のクローノン化合

物も時に非難の原因をなすこご無しご茸す而して共非難は多岐多標にして中には學問

上何等の根擦を有せさる憶側に近きものも少なからずご錐も比較的重要なるものを列

　　　　　ね・畢すれは次の如し

　1．一飲料水に屡、臭氣及異味を與へ特に茶の風味を害す

　2・　金属を腐蝕せしむ　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　・



256 池　　　田・須：　　！田

　3，．植物を枯死せしめ魚類を死滅せしむ

　≠　牛馬も屡，クローノレ消毒法を施行しすこる飲料を嫌忌するこ彫bり・

　而して當該の問題だるクローノレ或は次亜クローノレ酸の存在か魚類に及ぼす影響を考

察するに多量のクローノレの生物に有害なるは議論の除地なき所なbご難も果して痕跡’

のク両脚ノγも備魚類に劃して害ありて盆なきものなbや否や之れ水産化學上の問題な

りご錐も余輩は寧ろ積極的の意見を有するものなり即ちクローノソ水の極微量は却て細

菌の登育を肋長ずるこごは屡、経験する所にして極微量のクロー」ノソは却って生物に関

し或種の有盆…なる作用をなすものなるへし

　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　方　　法

　淡水魚類こして金魚，鮒及総に就きて試験を施行しナ乙り而して小規模の試験に於て

常に器内のクローノγ含量を一定に保ち之に動物を飼育するこごは甚ナこ困難ごする所に

．して本試製に重ては可及的之に近からしむる駕に大約必要こするクローノン量の水を硲

子芋水槽に調製し之に動物を飼育し6時間時に12時間を経遇せる骨子前同様のクす

一ノソ量を有する他の水槽に動物を移すこεを以て満足しすこb斯の如き方法は時に識者

の非難を蒙る虞なしごせさるも他に簡胃｛にして有敷なる：方法を螢見せす叉惟ふに實際

の重合にありても一定量のクローノンか絶えず魚類に作用するこごは寧ろ稀有の揚合に
＼

聡し時に何等かの原因により1時的にクロールを含有せる水か魚類に接聾する黒眼は

i遙に前者に勝るへし

　有致クローノン量の定量は250分定規次亜硫酸曹達液を以て沃度法に擦れり特に微量

のクローノレ量の水溶液を調製するに當bては朱つ有敷クローノンを定量しナZる後更に2

倍乃至5倍に稀忘したるこごあり此の揚合添加せる水の性質により多少のクローノンの・

分解を促し計箕量以下の力学の水溶液を得る虞あれとも．割合に精密を要零せさる門門

の試瞼に於ては考慮すへき影響を認めさうき

　　　　　　　　　　　　　　試験威績∵’　，　一一，
　　　　　　　　　　　　　第　U　表　金　　　魚

第　1　日 第　2　日 ．第　3　日 　　　of第　4　日動　物

ﾝ號

動　物

�L重 吝ロ噛成績
之ロー7二成「績己　　　　里

各ロ噛成績 各ロ噛成績噺

1　　　5．2　　　5．52　’　死　　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　一
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・2 6．1 5．51 死 一　　　　　　　．

一 輸 　「
3 5．0 翫35 死 一 一 鞠 ．一

F 旨　　一 「＿

4 5．1 5．28 死 一 一 一 ．一 一 一
．5 翫7 …5．20 死 一 一 一 ．一 1　　　　一 「一

6 5．7 5．07 死 騨 一 』 一
i圏・

M 一
7 5．1 481 死 一 脚 一 崩 一

昌？一一

8 62 くし67 死 一 筒 一 一 『
16■噌

9 4．9 生51 死 一 一 一 一一　　．

一 卜帽

10 5．0 生27 死 一 一 一 一 甲 一
11 5．3 4．06 死 一 一 幡

＿層 i一 一
12 5．4 3．53 ’死 ．一 一 簡 脚

1　　　．

P　　｝ ：一

13 4．8 3．50 死 一 一 一 一
［　　　．

P　　－P 一
14 5．1 3．37 、死 ｛ 一 一 一 ＝一

15 5」 3．21 死 一 一 陶 一 一 ｝
16 ．5．7 3．10 生 3．02 死 一 一 一

9　＿

17 5．0 3．08 死 一 剛 一 ・　｝
一　　　　　　　　　　F 曽　　　．　一

18 イL7 3．08 生 3．02
死 一 二＿ 一 L　一

19 5．1 3．C5 生 3．10
生 2．95 1死 一 馳門

20 δ．5 2．73 生 鉱40 死 一 卿 一 一
21 5。4　， 且22 生 2．25 ’生 2．20 生 盆34 ・死

22 5．3 2．05 生 2．37 死 一 一 ｝ 噛一

23’ 5．1 1．87 生 1．60 生
1．73

生 1．66 ’生

24 5．7 1．48 生 1．38 生 126 生 1．70 生
25 5．1 1．44 ・生 坊2 生 2．41 ＝生 1．24 生
26 5．2 1．10 生 0．90 生 1．03 生 1．02 生
27 5．0 0．96 生 0．79 ＿生 0．98 生 996 生
2S 5．1 0．82 生 （L81

生 0．86 生 0．81 生
29 5．7 0．77

生
〇二68

生
0ン0 生 0．78 生

30 馳5．3 （L73 生 0．79 －生 0．79 生 0．78 ’生

31 5．5 α59 生 0．56 生 μ59 生 1　（L56 生
32 5．0 0．50 ’生 0．51 生 0．52 生 0．52 生、

33 5．2 α40 生 0．37 生 0．42 生 0．44
生

34 “　54 0．37 『生 0β7 生 0．39 生 0．38 1生

35 4．8 弓£2
生 0．24 生 6．26 生 0．26 生

36 4．9 0．20 生 0．19 生 0．20 生 0．19 生
37 5β 0．18 』生 0．19 生 0．18 生 0．17 生
38 5．8 血16 生 0．16 生 ρ・18 生 （L18 生

‘

第．工2表鮒

第　1　日 第　2　日 第　3　日 第　4　H動　物

ﾔ號

動物
�L　重 吝ロー劃成績 各ロー劃成績 各P一蓋1成績 吝ロ「劃成績

17．5

P8．0　．

88．68

T7．50

死．死

＝ ＝ ＝ ’＝ ＝ ＝
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3 17．5 22．17 死 一 一 一 一 一 一
4 17．0 12．03 死 一 一 馳 「　一． 一 一
5 17．0 8．73 死 一 一

一　　　　　　　ト

一 一 一
6 17．5 5．50 死 一 脚 一

」　　＿

一 ｝
7 18ゐ 5．32 死 一 一 一 トー 一 一
8 18．0 5．10 死 一　　　　　　　　　．

一 一 一 一 一
9 、！8．0 4．95 死 亙　　　　　一

一 一
．　一 一 一

10 17．8 4．82 死 一 一 ．甲 一馳 脚 一
11 1765 ’4．51 死 一 一 ．　一 一　．

一 『
一12 19．0 4．22 死 一 一 一 門・ 一 一

13 17．0 3．85 死 一 一 一
、　　一

一 一
14 17．5 3。23　‘』生 3」51 死 一 一 ’一 一
15 19．0 3．10 生 3．00 生 3，00’ 生 a10 生

16 19．0 aoO 生 2．90 生 3．20 生 3．00 生

17 18．0 2．85 生 2．S5 生 2．62 生 2．70 生

18 18．5 2．53　， 生 2．46 生 2．57 生 2．47 生

19・ 18．0 鉱38 生 2．25 生 2．30 生 島15 生
20 17．5 且05　＝ 生

ユ．90’
生 2．00 生 2．15 生

21 17あ 工85　． 生 1．90 生 1．95 生 ユ．90 生
22 17．5 1．85 生 1．85 生 ：L80 生 1．95 生

23　． 18心 1。53　』 生 1．43 生 1．56 生 1．55 生
24　・、 17．0 0．83 生 0．85 生 0．90 ．生 0．92 6生

25 18．0 0．65 生 0．78 生 0．72　丁 生 0．63 生
．26 18．0 0．42 生 0．50 生 0．50 生 ．　0．51 生

第13表館

亀

動・．物 動　物 第　1 日 第　2 日 第　3㌧日 第　4 日

番』號 畳豊’重 濃口㌣叢1成・績 吝ロー劃成績 吝ロー劃成績 各ロー一二輝

1 21．5 98．57 死 一 一 「｝ 一 一 幽
2 2α0 70．01 死 一 一 一 一 一 一
3． 20．0 20．35　． 死 一 一 一 一

＿　　　　　● F　＿

4 20．5 12．51 死 一 一 一 一 一 一
5 20．5 9．68 死 一 一 一 開 一 一

’6 ．20．0 8．40 死 一 一 一 一 一 口
7 21．5 8．40 、死

一 一 一 一 一 一
8 21．0 臼。40 死 一

一　　　　．

一 一 一 一〇

9 20．5 7．11 死
一

一　　　■

一 陶 一 一
10 20．0 6．10 死 一 一

’　　　　　　　　　｝

一 一 一
11 19あ 4．92 死

一 一 一 一 一 一
12 19．5 4．92 死

一 一 一 一 一 一
、13 20．5 ＜L91 ’生 4．95 死 一

●一 一 ．　一

14 21．5． 4．91 死 一 一 一 一 一 一、

15 20．5 4．90 ・死
一 一 一 一 『 一

「

16 19．5 4．19 生 3．97 死 一 一 一
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岬17 20．5 3．67 生 3．96． 星 3．86 生
18 19．0 3．41．　　　　　■ 、生 3．55 生

3．50　　　’ 生．

19 20．0 2．86 生 2．86 生
鳳　　2二76

生
20 20．5 1・。68．，

生 1．56 生 1．62 生
21 21．0 σ．96

生 0．92 生 e．92 生
22’ 朔20：σ， 嘘0．83・ 生　’ 0．83’ 生楠 0．81一 生

23 22．0 0．62 0．60 生
0．59　　　弓

生

備考　動物質重に9々軍偉旦し・有数クロ一町茸に工屯雫の1㎎量な示す

　　　　　　　　　　　　結　　　　論

4．10

3・47．

2．68

1．60

0．95

0．82

0．63

生

粋．

生

生．

生

生

生

ド以上の試瞼方法及試験成績は爾審ささる所多かう△Pしε錐も此の種り試験を精密且

確實に施行する、には動物の習性を旧知せさるへからす故に本調査に於てに此め程度に・

止め他日機會を得は術正確なる報告をなすへし　’．　－『　’　一　　　㌧’喚

ご試験成績を蓮覧するに金魚最も弱『く鰯ば最も強し而して金魚に於ても検水1：L中L5

面g似下のクb」ノγ量に於ては’著しき害を蒙らさるか如ぐ其他め種族に至りては蚕く・

影響なきものε認むるこごを得へし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴

　而して今日の進歩ぜるクローノ7消毒法に於ては水の性質によ♪多少の差異ありε錐

も，1L中1。O　Ihg或ば此以下の分量を以て完全な・る消毒を施行しつ、あり　　｛

　斯る微量のク旨一ノγ量を以てよく消毒の目的を達するには作用時間ジ掩二更：に：放流

迄の貯水時間等に種々の必要なゐ注意あb巴錐も若し此等の注意に間然する所無しご

せは全く魚類に害を及ほささる微量なるクマーノγ量を以てよく消毒の目的を達するや

論なし此貼に於て現在警覗廃に於て規定せる方法即ちクロrノンカ！β・キεして10萬分

の1．5以上εし過剰の消毒i剤に封ずる限度を設けさるは聯か魚類に封して二二の虞な

しεせさるもクローノン水或は漂白粉か一度汚水中に混和するや直に硫化水素・亜硝酸

の如き物質εは定量的に反略し其他アムモ昌アが尿素，蛋白質等εも速に化合し而かも

此等の反慮は日光の作用によb特に促進せらる，、を以て河川に放流する下水の汚水中

に水槽便所に於ける漂自粉の過剰か存在し河川中の魚類に害を及ぼすこごは殆んε起一

り得へからさるこごに属す但し東京市に於ける；河島浮水池の如ぐ比較的多量の汚水

を1箇所に調て河川に放流する場合嬬とか消毒を雄行すうに當b相當の考慮を要する

は勿論なるrトし　　　1．㌧：．二　　　・　㌃　∵　．∵・、　…　　　　一　．・1
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　荷ほ既に登育せる魚類に樹して害毒を及ほささる程度のクローノγ量も其卵に封して

馳は甚πしき作用をなすものεせらる此め瓢に就きては當所には相當の設備を有せさる

か故に全く試験を施行するこごを得す一に内外の二二によりて鋼定づるの外無かbき

而して之を文献に徴するに100萬分中の0．1分以下のクローノγ量も屡々人工二化所

に於て有害なる作用を及ぼしすこるこピ少なからず故に亜米利加合二二に於ける多くの

人工鰐化所に於てはク』一ノレ消毒法を施行しすaる水を三二1三防止する特殊の設備を施

行せるものあbε云ふ

　故に我画に於でも鰻（An9磁a　Japodα逸）の如く全く人工艀化の方法なく軍に成魚を

捕獲して飼育するものにありては其必要なしε錐も若し人工艀化を行ふ場合にあ）て

は常に有効クローノレの存在を注意するの必要あり然れこも現在に於ては100萬分中

0・1乃至0班分の程度のクロ』」ノンも伺正確に槍出す・るニピを得るが故に常に河川中

の二三クロール量に注意するときは損害を未然に防止するこεも蓋し困難ならさる

’へし　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　1　．．

　　　　　　　　　第四章．水槽便所流出汚水の魚類に及ぼす影響

　下水道汚水の組成か異同するに從ひ其附近の河川に於ける魚類の分布に著しき鍵化

を及ぼしす乙る例は放畢に蓬あらす就中東京府下千住地方は嘗て鮒の産地ごして名聲を

博したムも同地に於ける各種工業の登達は逮に現今の如く其片影ナaも認めさるに至れ

　う然れεも斯は實に工業汚水め特殊の作用によるもめにして工業の登達に供ふ人ロの

稠密によb下水道の汚水の汚損三三加せるによるものこ軍純に思考するを得す’

　一顧みて水槽便所流出汚水に就きて考察するに同汚水は前章記載の漂貞粉叉はクロ

Lル二二によ6有敷クゴーノγを除外するとぎは最早他に生物に有害なる化學的物質を

含有するの虞なし更に二三水中の細菌及其他の微生物は普通河川の水中に三見し得る

　もφご其種類を回しうするか故に特に魚類に釣する寄生鍛或は其他の疾病の考慮も必

要．とせさるものの如し故に最後に残6得る周回は二二の腐敗作用による水中酸素訣乏

の魚類に及ぼす二二なり以†之た就ぎての試験め成績を記載すべし」　『一

　　　　　　　　　　　・’試’　磁i’1方∵法・∵・’　喧∵等1：．∵噛　㌦“

　ユ．試験動物金魚，鮒，鰭に就きて試験を施行したう而して各動物ぽ二二前章め試
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験に使用したる、ものこ同仁の髄重のものを探曝せり

　2．水量　金魚に就きては2L，鮒及鰭に就きては5しの水を使用せb

3妬水は之を水鞭所排出よ面取セ郷を鋤て一編輝を施行す・濃
に他は之を氷室内に保存し動勅を飼育後2葺夜毎に同一の汚水ε取換へ可及的組成を

同しうする汚水中に飼育するに努めたり　　　　　　・　’・…　　’噛－

4融の程熱き水断て陣こ同「の隷2個廃鱗二鱒髄窄テ
しナこb

5・’化學的試瞼の方法は第」章記載の方法姪く同一なる轍に弦に再ひ贅せす

　　　　　　　　　　　　　　　試　　験　　成　’績

　　　　　　　　　　　　　第　　ユ4　表　　　金　　　　　　魚　　‘・』　㍉・∫、　　・

懇外礁縫纏＝・；舞．馨繍第・日第・七日紬第・騨日

工 黄調色
ﾙ　1臭

23分時間 SO芽7 99．10 11．65 不　適 3匹 全部焼死 『
　「 一　， 一 一

．2 黄褐色
ﾙ　』臭

56分時間 ．30．26 138．80 3．05 不　適 3．匹 全部雛死 剛 一 「　　一 一 一

3 黄掲色
ﾙ　』臭

45分時間．22・67 46．60 ，5．95 不　適 3匹 全部難死 鴨
一　　　　．

一 一 一
．4 淡黄色

�F　昊
脱色・芭す 18．75 ．69．り0 ．3．36 不　適 3．匹 全部難曲 」 ．　一　　　　L

一 一 一
5 淡黄色
｣異臭

股色町す 18．17 56．57 ．1．64 不　適 3匹 全部弊死 一 一
＿　　　・

一
．6 黄禍色

ﾙ　　臭
56分時間 15．38 ．39．50 ．5．80 不　適 3．匹 全部生

2匹死1匹生 1　匹
軸 一 一

，7 黄褐色
ﾙ　’臭

3時8分野 ．15．13 ．51．15 ．1．58 不　適 3．匹 全部難死 噛　　一 」　一　　　　．

｝ 一 一
8

微黄色鉦　　臭

脱色せす ．13．25 、14．81 ．2．96 不　適 3匹 生 ・生 生『1 生 止・ 生
．齢幽●

9 淡黄色
�@　臭

脱色厄す ．13．20 ．5825 ．ag7 ネ滴 2匹 全部髭死 ■一

一 一 一 一
10 黄褐色

ﾙ　r臭
1時37分 ，11．34 ．2130 ．2．89 不．適 2匹 全部生

全　部
?@死 一 一 一

一　　．　」

11
淡黄色鉦　　臭

脱色せす 10．79 27．98 1．23 適 3匹 生 生『 生 生 生 生
」・　レ曽

12
微黄色掘　　臭

股色ぜす 9．37 24．95 1．68 適 2匹 生 生 生 生 生 生
．●箏・

撃
淡黄色異　　臭

脱｛志す 9．09 28．28 0．83 滴 2匹 生 生
全．部
?@死 一 一 一　－

14
微黄色掘　　臭

脆色ぜす 7．65 4．94 0．90 滴 2匹 　幽ｶ 生 止 生 生 生
・・噂齢

15 微黄色
�@　臭

脱色也す 乞50 26．15 0．87 1適 2匹 ’生 ’「 D生 ．生、 生． 生 生

1b
淡黄色微　　臭

股色ごす 6．67 29．12 1．98 漉 2匹 生 ’生 　ED生 ．生「’ 生・ 生

17
微黄色掘　　臭

股色冠フ ．6．63 7．40 ．1．4S 「適 2匹 生’ 生 』．生 生 生・ 生
・，，，

ユ8
微黄色異　　臭

脱色ゼす．6・15 19．80 名33 滴． 2匹 ．生 、生 ．生’k．生． 生 生

19
淡．黄色鉦　　臭

脱色也す ．5．39 13．99 0．62 滴 2匹 生∫ ．生・ 唱、生’1 生 生 生
の，．■

20 微黄色
D　臭

雨月ぜす　　｝ ．4．52 9．32 1．19 摘， 2匹 ’生　』 ．∴生 ∴生’，生
、’

ｶ∵ 生
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試料

ﾔ號
外観臭氣

メチレン
uラ　ウ

A塑試瞼

時間

_　素
z攻量．

アムモ
ｹ　ア、　　　響く

蛋白ア

?ｏｹ
A

放・流
K，，否【

試』絵動物殿、

第1臥．rr 第2日， 第3日」　　，　　　　　陶　　　． 第4日 第5日 第6日

ト
● ギ

微黄色
ｳ・臭

股色豊す ．4・44 、3・3垂 1・48、滴 2匹
．．卑

生， ．生 生
1

．生＿　生，、

’22

@幻

微黄色
ｳ　　叢
痩ｩ色
ｳ　　臭

脱色ぜサー　　　　　噛

E色ぜす

3．83

E÷5

2．47

P3．80

’0．49

D　　　P　　　，　　●　　　」　　　F

潤D47

適・適

2匹

Q匹…

生生 生生 生生 生「　　」生

微黄色
ｳ　　臭
�ｩ色
ｳ　’臭

腕色ぜす

E色ぜす

3・07

D3．67

8．23

PL31．

α95

D0．33

適適

．2匹

2匹・「‘生’．

@生　．

生’

ｶ’

1生

D生

・生’

D．生

生生， 生“

ｶ、

26亀微黄色
ｳ　　臭

胆色上す 3．08 9．81 1．1δ 適
、2匹

生 生 生 生 生 生

27、 無色無臭 脱色ぜす 3．05 1L65 1．98 適 2匹 生 生 生 生 生 生

．28 無色無臭
「”

ﾒ白ぜす 客02， 1含，88 0β0 漉 2匹’ 生、
F　　噛　　ρ　　　’　　　．

ｶ 生． 臨画 ．生工生』’

29 微黄色
�@　臭

股色ぜす 2．65 2．96 0，591 適 2．匹 生1 生 生 生 生 生

30 微黄色
ｳ　　臭

脱色ぜす 鉱27 生67 0．60 滴． 2匹『
．咽ｶ 生 生 ．生 生 生

β1 微黄色
ｳ．　臭

駐｛寧ブ、 2．22■ 6．17 0．74 適， 2匹 生 隼 ．生 ・生．㌦ 生、 隼

32 微黄色
ｳ　　臭

脚色ぜす 2．15 5．60 0．25 適 2匹 生 生 生 ．・ ｶ 生 生

33 微黄色
ｳ　．臭

股色嘱す 1．87 ．6．91 0．37 漉 2匹 生 ・生 ・生 生 生一 生

34
微黄色無　’臭

脱色ぜす 1．64 ．8．65 0．79 滴： 2匹 ’生， ‘生 r・生－ 生 生 生

35
微黄色無　　臭

股色見す 1．53 5．82 0．89 適 2匹 生 ，生 ・生’ 生9 生9 生

36
微黄色無　　臭

股色也す．1。32 翫83．0．37 適 ．2匹 生 ・生 ・生「1 生 生 生

37 徹黄色
�@』臭

脚色也す 0．97 4．94 ．0・48 適 2匹 「生 、生 馳生 生 卑 生

38 微黄色
ｳ　　臭

脱色ぜす 0．76 0．50 0．01 滴 2匹　．8生 －生 ・生 生 生 生

39 微黄色
ｳ　　臭

脱色ぜす 0．61 2．35 0．36 ’滴 2匹 ’生 ．生 ・生 生 生・ 生

40 微黄色
ｳ　　臭

脱色也す 」0．48 ．247 ．0・78 適 2匹 生 生 生 生 生 生

41 微黄色
ｳ　　臭

腕色駕す 0．40 1．23 0．15 ．滴 2匹 1生 生 生「、 生 生 ．生

42 微：黄色
ｳ　　臭

脱色・略す 038 0183
0．09 漉 2匹 ’生 生’ 生 生』 生・ 生

第15表　鮒
試料番號

外観臭氣
メチレン
uラ　ウ
E色試験

4時間
_　累
z牧：量

アムモ

ｹ　ア

蛋白ア

?ｏｹ
A

放　流
K一三

試験
ｮ物鍛

第1口 第2H 第3μ 第4H 第5日 第5日

i 淡黄色
ﾙ　　臭

脱色εす 29．68 97」4 2．24 不　渣 2匹 全部弊死 o　　一 一 一 一 一
2 黄禍特

ﾙ　　臭
48分時間 22．37 36．51 6．02 不‘ K 2匹 全部雛死㌧一

一 一 一 一
3 黄禍色

ｳ　　臭
脱色ぜす 21．57 ．71．99 3．29 不　適 2匹’ 生

全　部

ｾ死 一
’　　　　一

一 轍

4 淡黄色
ﾙ　　臭

脱色也す 14．84 ．47．06 ユ．13 ’適 2「C 生． ・生 生 ‘生 生 生

5 黄褐色
ﾙ　　臭

脱色ぜす 12．87 ．49．59 呈38 適 2’C 全部難死 噛 一 一 一 一
6 黄褐色

ﾙ　　臭
2時28分 ユ2．45 21．47 ・2．24 不・層 K 2匹 全部雛死 一　　． 噌 〒 一 ．　一

h

、
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蕃料外目藷識羅ζム撃器出物塵隠第・聯日 第4旧1第5日　第6日

7． 黄褐．色
�@・臭

彫絶ぜす 12・31 35・94！ 工．65 適・ 2匹 生・ 、生： ・生’ 生 生； 生

δ 淡、黄色
�F　臭

彫絶ぜす 10．79 27．98 1．23 適 2匹 生ン 生・ 生
．生： 生 生

9
微白濁無　　臭

二色ぜす ．9．49 11．32 1．68．適 2匹 生 生1 生 『生． 生 生
o」・●

1

10 黄禍色
ﾙ．・臭

脆色・芭す ．6．43 24．78 1．16 適 2匹 圏生 生 生 生、 生’ 生

11 黄褐色
ﾙ　　臭

股色ぜす ．6．16 17．翌 0．82 適 2匹 生 生’
P

生 ．生 生、 生

12 淡黄色
�D　臭

脱色謁す 6．10 34．94 1．96 適「 2匹　．生・ 生
1匹難死1匹生存

生 生’ 生

1S 淡黄色
�@　臭

秘色せす ，5・93 19．30 q45 適 2匹 生 生 生 ．生・ 生1． 生

14 淡黄色
�@　濁

股色ぜす ．5．38 14．42 0．62‘適
1匹　、生　レ

生 生 生1 生『 生

15 淡黄色
�@　濁

脱色ぜす 5．20 23．30 疲 跡，滴 1匹 生 生 生 ：生． 生9 生

16 微白濁血皇　色

隠喩ぜす 474 6．23 0．84 適’ 1匹 生 生 ’生　． 生 生 生
o●●9

17 無色無臭 脱色ぜす 4．51 9．32 1．17 適 1匹 生 生 生 、生． 生・ 生

18 微黄色
ｳ　　臭

脱色ぜ「「 生40 12．35 1．48 適 1匹 生 ．生 生 生 生噛 生

19 淡黄色
�@　臭

脱色ぜす 3．52 IL47 0．87 適 1匹 生 生 生 ．生 生一 生

20 淡黄色
�@　臭

脱色冒す ．2．97 8．72 0．25 適 1匹 生 生 生 生． 生 生

21 無色無臭 脱色促す 2．86 10．28 ．0・99 適 1匹 生 生 生 生
生’・

生

22 淡黄色
�@　臭

脱色ぜす 2．61 12．60 0．31 適 1匹 生 生 生． 』生 生 生

23 淡黄色
ﾙ　　臭

暗色ゼす 2．57 9．91 ．Or4S 適 1匹 生 生 生 生 生・ 生

24
微黄色血忌　臭

股富岳す 2．32 6．17 0．83 適 1匹 生 生 生 生， 生
●．■●

25 微黄色
�@　臭

股色ぜす 2．27 4．64 0．20 適 1匹 生 生 生 、生． 生 ’生

26
微黄色蛙　　臭

脱色ぜす 2．16 乳20 0．39 適’ 1匹 生 生 生 1生 生 生
．勝陰●

27 無色無臭 股色芭す 1．71 6．32 0．43 適 1匹 生 生 生 生 生‘ 生

28 無色微臭 脱色ぜす コ。63 3．08 α49 滴』 1匹 生 生 生 生 生 生

29 無色無臭 脱色也す 1．45 翫14 0．37 適 1匹 生 生 生 生 生・ 生

30 淡黄色
ｳ　　臭

脱色せす L25 2．13 0．08 滴’ 1匹 生 生 生 生 生 生

31 無色無臭 脱色匡す 1・20．ユ47 0．33 適 1匹 生 生 生 生 生 生

32 無色無臭 脱色ぜす 1．05 ユ73 α13 適 1匹 生 生 「生 生 生9 生

33 無色無臭 股色ぜす 0．93 1．18 0．13 適 1匹 生 生 生 生 生 生

第16表　　鰭

隷外騨
メチレン
uラ　ウ
E色試験

4時間
_　緊
z取量

アムモ

ｹ　ア

蛋白ア

?ｏｹ
A

放流試謹
ｻ　否動物数 第1H 第2E 第3日 第4H 第5日 第6日

黄三色
ﾙ　　臭
W黄色
�@　臭

56分時

ﾒ写せす

30．26

Q9．68

138．80

X7．14

3．05

Q．24

不　適3匹

s　適3匹一

全部競死

@生

一生・ 一生・ 一生 一・生 一生

’
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論蝕氣識灘ζ・響麗釜窃馨鯛繍・・細細細
婁 黄禍色

ﾙ　’昊
脱色剤す 2コ．57 71ρ99 轟29 不’適 3匹 ・生 ・生 生『‘生 生』 生

4 淡黄色
�F　臭

股色芭す 18．75 69．90 3．36 不　適 2匹 ’生 ’生 生’ 生 生 1生

5・　6 淡黄色
�F’　濁

W黄色
ｳ　　臭

脱色ぜす

ﾒ色ぜす

18．34

怩P540

49．08

R0．85

1．25

x1．64

不適
s．「適

2匹

Q匹

’生

h生

・生

ｶ

生生 生生 生生 生生

7 淡黄色
�@　臭

色ぜす 13・23 5ひ25 3．97 不’適 2匹 生　．’生 生 生 生 生

8 黄褐色
ﾙ　　臭

股色也す 12．87 49．59 2．38 適 1匹 生 生 生 生 生 生

9’ 黄禍色
ﾙ・　臭

脱色ぜす 12．53 36．45 1．65 適 1匹 生 生 生　． 生 生 生

10 微黄色
ｳ　　臭

股色苞す 9．97 5．67 0．79 適 1匹 生 生 生『 生 生 生

11 淡黄色
�@　臭

脱色厄寸 9．37 1495 1．68 蓬 1匹 生 生 生． 生 生 生

12 淡黄色
�@　臭

脱色也す ＄15 17．13 1．45 滴 1匹 ’生 生 生 生 生 生

13 淡黄色
ｳ　　臭

股色虚す ク．68 17．47 α36 適 1匹 生 生． 生 生 生 生

14 黄褐色
ﾙ　　臭

厨口ぜす 6．43 24．74 L18 適 1匹 生 ・生 ．生 生 生 生

15 淡黄色
�@’濁

脱色ゼす 6．12 19．44 0．55 適’ 1匹 生 生 』生 生 生 生

16 微黄色
ｳ　　臭

脱色也す 497 5．67 0．79 適 1匹 生 生 生 生 生 生

17 微黄色
�@　臭

股色せす ．4．45 11，39； 0．56 適 1匹 生 生 ’生 生 生 生

18 無色無臭脱色ぜす 4．44 12．44 α47 適 1匹 生 ・生 生 生 生 生

19 微黄色
�@　臭

脱色帰す 3．75 13．95 0．67 適 1匹 生 生 生・ 生 生 生

20 無色無臭 脱色ゼす 3．05 11．65・ L98 適 1匹 生 ・生 ’生 生 生 生

21 無色無臭脱色ぜ寸 3．01 9．δ6 0．27 適 1匹 生 生 生 生 生 生

22． 微黄色
�@　臭

股色ぜす 2．64 11．55 e．79 適 1匹 生 生 生． 生’ 生 生

23 微黄色
ｳ　　臭

脱色便す ，2・56 q・89 0．46 適 1匹 生 生 生 生 生 生

皐4 微黄色
ｳ　　臭

脱色帰す 2．50 3．38 （L39 滴 1匹 生 ・生 生 生 生 生

25 無色無臭 脱色せす 2．37 7．15 0．76 適 1匹 生 ・生 1生 生． 生 生

26 無色無臭 色・ごす 1ρ97 了・07 0．35 適 1匹 生 ・生 生 生 生 生

27 無色無臭 裏口律す 1．75 5・62 0．74 適 1匹 生 ’・生 生 生 生 生

28 無色無臭 脱色侍す 1．32 5．63 0．42 適 1匹 生 』・生 生 生． 生 生：

29 無色無臭 脱色ぜす 1．29 5．56 0．23 適 1匹 生 生 ・生． 生 生 生、

　　備考　：L第14－16表記載の籔字に槍水1L中のm9量な示す

　　　ユ・ア轡轡ア轡に何れ麟量な姻∫一、

　　　　｝．一　’結・論・一・．
一前記の成績を通覧する1繍聯ま惣門汚加斗早けれきも鱈は極めて勧
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にして妓に問題こするの必要なかるへし而して前記金魚及鮒にありても大禮警親旧令

による水槽便所流出汚水の標準より良好なるものにありては安全なうご看て可なり即

ち警覗廃令により合格したる水槽便所汚水は其水軍獅にありても此等の魚類に著しき

害を及ほささるものこ知るへし

　更に水槽便所流出汚水か一般下水道溝渠を汚損するや否やの問題を考慮するに現在

の規定に從へは家庭用水槽便所は使用人員1人に就き貝母1立方尺の水を使用す可き

ものこせり此の量：は如何なる根嫁によりて算出せられすごるものなるや詳にせすご錐も

蓋し研究の結果最：も適當なる水量なるへしヌ現在東京市に於ける下水道工事は市民1

人1書夜の排出下水量を6立方尺ご計算せり故に市民か全部水槽便所を使用するご暇

定し爾雨量を考慮の外に置くも一般下水量は水槽便所流出汚水に数倍するか故に水漕

便所流出汚水輩濁の影響により下水滋を現在より著しく汚染し引ひて之か放流する河

川の水質を損するこごは蓋し稀有の場合に属すへし而して之に劃する正確なる議論を

行ふには現在我國都市の人民の排出する下水の水質か水槽便所流出活水に比較して如

何なる程度のものなるかを考慮せさるへからす次章に於て之を詳論すへし

　　　　　　　　　　第五輩　東京市に於ける地先下水道汚水

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　東京市に於ては屡々東京市下水事業年報を刊行し一般下水道工事の詳細を報告する

ご共に同市衛生試験所の調査にか～る東京市の地先下水，溝渠，河川の水質を試験ぜ

う之れ我國都市に於ける下水道汚水の性質を考慮する上に重要なる文獄にして若し習

慣，雨量或は文化の程度大膿東京市ご伯仲の間にある都市には又之を引用するこごを

得へし今其内本調査に必要なる地先下水下，下水道開ロ等の汚水に關する成績を次に

摘銀すへし

　注意L本表は下水事業年報記載の項目中特に第一章，第三章，第四章等の水質試験

表ご比較し得るもの、みを摘録せり

　溢意2・アムモニアは常に窒i素こして鋒定しすこり
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第　17表　水質試験表；其1（大正4年分）

番 撮　　酌　　揚　　所 蒸 翼残 渣　幽 窒 素 量
過マン
ｪン酸 謂酸

亜．硲
，

號 匠　　町　　丁目　　番地 纏 熔融磯 麹
組量 1螺窮其 他

カリ漕

?@量
酸

1 淺草匪小島町8番地先 755
一 一

56．00 14．03 195．13 195．13
少：副

痕跡

2 同　匪同町樂山堂病院裏 500・
一 一丸

＄9．20 13．17 618．57 618．57 同 同

3 同　山北三筋町44番地先 706
一 一

33．60 7．41 192．76 192．76 同 同

4 同　匠七軒町府立第1高女前 990
一 一

　　、S2．00 生53 267．03 267．03 同 同

5 下谷腰上根岸110番地先
@日暮里金杉137番柏市郡界

191
一 一

9．SO 9．46 15．80 15．SO 痕跡 同

6 同　匪中根岸56番地先 230
一 一

9．80 9．46 18．96 18．96 同 同

7 同　　　匿E三ノ輪町9番地先 235
一 一

1L20 12．34 44．24 4424 同 同

8 淺草山地方今戸町115番地先 363
一 『

28．40 2．67 164．32 164．32 少量 同．

9 本郷匪根津片町19番地先 323 200 133 16．80 720 79．00 79．00
一 一

10 下谷匪谷中三崎町45番地 377 251 126 9．80 4．12 53．72 53．72
一 一

11 北艶島郡E暮里下谷匹初音町
@4丁目郡市界

205 122 83 7．00 3．09 31．60 31．60
一 一

12 本郷匪根津宮永町36番地先 325 205 120 19．60 7．20 82．16 8λ16
一 一

】3 新吉原揚屋町野際 512 296 216 28．00 11．11 91．64 91．64
一

　，

14， 同　五十軒5番地裏
3SO 199 181 2LOO 10．29 120．08

一 一
】5 同　4番目大門南側

478 244 234 16．80 6．79 126．40
一 一

】6 ●同　江戸町2丁目非常門際 604 302 300 14．00 6．17 15S．00
一 一

17 新吉原病院裏 913 685 22S 2280 9．46 129．56
一 一

18 淺三口新稿井町2番地先 473 】99 274 26．88 10．29 16432
一 一

19 同　医平右衛門町1番地先
520 303 217 18．24 7．00 183．28

一 一
20 同　匪左衙門町1番地先

584 350 234 26．88 8．64 158．00
一 一

21 同　匪向柳原町2丁目1番地先
384 204 180 21．92 5．97 116．92

一 一
22 同　匪　同　町　同　2雷地先

775 401 374 24．66 6．79 24332
一 一

23 同　山北三筋町1番地先
83G 542 294 27．40 926 145．36

一 筒
24 同　匪南富坂町14香地先

621 367 254 24．66 8．85 2U．72
一 一一

25 中田囁族籠町2丁目13番地 54ア 356 191 14．72 3．50 298．62
一 一

26 同　囁同朋町20番地先
485 291 194 22．OS 2．47 232．26

一 一
27 同　広筋撃剣10番地先

3S4 211 173 14．72 4．32 ］8L70
一 一

28 同　匠五軒町1番地先
619 397 222 14．72 臥14 303．36

一 一
29 同　匪田代町1雷地先

453 259 194 2L92 329 194．34
一 一

30 下谷地雨稻荷町44番地先 313 134 179 24．66 6．17 12a87
』 一

31 同　匪　同　町37路地角 ．272 163 109 27．4り 1．79 G6．36
一 一

32 同　旺　同　町23番地角 308 169 139 24．66 ユ06 9乳90
一 一

33 同　匠西町2番地先 261 120 14L 14．72 1．03 91．64
一 一

34 同　匠竹町12番地先
3SS 203 185 22．08 5．48 153．26

一 一
35 騨田医佐久間町6番地（小學校前） 568 234 334 14．72 αS4 601．98

一 一
36 同　匠和泉町（衛生試験所正門角） 7工2 324 3S8 16．S1 0．42 725．22

一 一
37 同　匠　同　町同所裏門際 6琶6 270 366 23．82 126 601．98

一 一
38 同　匠松永町12番地先 768 392 376 27．32 1．40 545．10

，一 一
39 下谷匪入谷町】98番地先 664 236 428 26．62 15．14 480．32 7 一
40 同　匪　同　町356雷地先 818 324 494 23．26 1L78 578．28

一 一
41 同　匠　同　町357雷地先 746 236 512 20．17 7ゐ7 524．56

一 一
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・・ u離醐番跣 1・呵33・18・・129剰・舗1 レ5盆osi一ト

最

早

大

小

lI30

191

685

120

SOO

83

56．00

5．99

15．14

0．42

71調＝

「

第　18表　水質試瞼表其2（市内地先下水。市内河川・下水吐水ロ）

番 探　　酌　　揚　　所 蒸 襲残 渣
竃素（霊講不含） 過マンガ

梼_カリ
誼 亜日

面 匠　　町　丁目　　番地 纏．量 無機物 陶減量 総量
遊離アムモu訂窒素 清費量 酸 酸

1 削回旺向柳原町皇丁目1番地先 528 190 338 21．0 S．72 474．0
｝ 一

2 同　同　同2番地先 190 23～ 510 22．7 7．00 菖75．1
一 一

3 同　北三筋町1番地先 749 29ひ 450 18．S 4．94 568．S
『 一

4 同　南富坂町14番地先 606 246 360 22．7 9，389 521．4
一 一

5 同　左衛門町1番地先 1050 573 477 24．4 ア．00 S97．4
一 一

6 同　平右衛門町1番地先 784 424 360 21．3 8．03 673．1
｝ 一

7 同　茅町1丁目10番地裏 1292． 93G 533 1S．5 6．S3 6952
一 一

8 同新編井町2番地先 938 4S7 451 17．9 6．42 973．3
一 一．

9 同　早霜公園第六巴入口際 630 303 327 18．8 4．94 6194
一 一

10 同　新谷町16番地先 758 415 343 22．4 9．22 477．2
一

一　　－

11 同　千束町2丁目34番地先 736 431’ 30、 21．6 10．12 4S6．6
一 一

12 同　同　同SO番地先 658 235 423 】5β 4．94 632．0
一 一

13 下谷匠根津宮永町36番地先 396 184 212 1L5 7．16 21S．0
一 一

14 同　三崎町45番地先 564 360 £04 112 5．93 158．0
一 ｝

15 同　初音町4丁目（郡市界） 300 152 148 7．8 4．20 126．4
一 一

16 同　根津片町19番地先 782 526 256 11．5 5．35 293．9
一 一、ご

17 外濠筋鍛寄屋橋下 『 一 一
6．7 2．96 56．9

一 一
18 同　有樂橋下中央 『 一 一

7．6 3．21 60．0
一 一

19 同鍛冶橋下中央 一 ｝ 一
弘0 2．63 60．0

一 一
20 同　同　東河岸 一 『 一

6．6 2．63 60．0
一 一

21 同　同　酉河岸 一 ．『 一
5．3

一
53．7

一 一
22 同京橋旺桶町河岸中央 1752

一 一
8・4 生53 60．0

一 一
23 同八重洲橋跡中央 1254

一 一
8．1 3．95 47．4

一 一
24 同　同　東河岸 一 『 一

6．2 321 98．0
一 一

25 同　同　西河岸 一 一 一
11．2 2．96 60．0

一 『
26 同母逞河岸中央 一 『 一

6．7 2．14 474
一 一

27 同　同　東側 一 一 一
7心 321 69．5

一 一
28 ．同　同　西　側 門 一 一

6．6 2．SO 50．28
一 一

29 同　英服橋下中央 一 一 一
監0 2．55 41．1

一 一
30 同　東京囁下水吐ロ 一 嗣 唱 一 一

132．7
一 幽

31 同鍛冶橋下東側下水ロ 一 一 一
26．1 3．79 442．4

一 一
32 下谷匪上根岸110番地先 240 150 90 10．9 3．05 53．7

一 一
33 同　中根岸56番地先 266 162 104 10．9 2．80 69．5

一 ｝
34 同　三ノ輪町9番地先 34S 210 138 7．0 3．21 126．4

一 一
35 　　　　　　　　　　　．ｯ　龍泉寺町210番地（小林橘際） 508 30S 200 12．6 6．01 r90　0

一 一
36 外濠筋呉服橋下中央 4696

一 一
7．S 4．61 s2．2

一 一
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番

號

37

38

39

40

41

42

43

44

45

43

47

43

49

50

51

5慧

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

』

探　　酌　　揚　　所

匠町丁目　番地
同東京圏下水吐ロ

同　八重洲橋下中央

同　鍛冶橋下東側下水口

同　同　巾　央

同　籔寄屋橋下中央
隅円川筋淺草匪瓦町29番地河
　岸下水吐口
同　同　黒船町河岸下水吐口

同　同　花川戸河岸下水吐口

同　同　材ホ町河岸下水吐口

同　日本橋匠吉川町河岸下水吐口

外濠筋籔寄屋橋下中央

同　鍛冶橋下東側下水吐口

同　同　中　央

同呉服橋下申央

同　畑田橋下中央

同紳田橋際北性岸下水吐ロ

同　牛込見付下申三

国　小石川橋下中央

同　土橋下中央

同　京橋匪下水吐口

同　鍛寄屋橋下中央

同　鍛冶田下中央

同　英服橋下上中

同　紳田橋下中央

同　狙橋下中央

同小石川橋下中央

同　牛込見附下中央
岡田川筋佐久間町4四丁84番地
　下水吐口
同　蟹隈拳闘北岸下水吐口

同　御茶ノ水橋際河岸下水吐口

同　水逝橋平河岸下水吐憂

国　小石川橋上流南岸下水吐口

最

最

大

小

’蒸　遜　残　渣

纏量i一物

202

1790

1492

5016

5δ5s

594

51S

616

6G8

514

2306

．800

1146

26s

232

772

378

262

380

5⑰6

458

59S

3S2

336

．555S

202

318

302

336

326

206

141

玉GO

131

103

ユ31

149

136

102

110

291

2：33

229

229

207

9；暮6

．】02

熾灼減量

276

216

278

282

30S

二

220

225

225

369

153

129

510

90

竃素（豊講不二）

纏　量

54．1

9．0

22，1

7。3

9．5

17。9

16．8

1S．2

18．2

14。6

8．1

33．9

7．0

7．0

7．0

26。6

6．4

．4．8

5．6

14．0

9．0

11．2

5，0

7．6

5。6

5，6

5．3

30．4

35．σ

39・2

61。6

43．6

61．6

4．S

遊離アムモ

ニア窒素

43．62

4．6L

10．62

4．03

3．54

4．20

5．76

5．76

4．36

4．36

4．77

11．36

3．62

3．62

2．14

8．33

1．56

131

2．96

4．20

2．22

2．39

2．M

1．98

2．55

1．15

1．15

4．69

7．00

5．84

3・79．

3．21

43．62

1．15

過マンガ
ン酸カリ
1肯響～量

132．7

82．2

401．3

72．2

79．0

391。S

35窪．9

477．2

4り6．1

3992

　69・5

635。2

　6．001

　44．2

　60．0

600。4

　72．7

　69，5

　；亀4．s

25尺．0

　37，9

　31。G

　53．7

　72．7

　44．2

　37．9

372．9

391．8

992．2

『230．7

1上り．1・

992．2

28。4

酸

亜

酸

第　19表　水質試験三共3（市内河川・下水吐口）

番　號

探　　酌　　揚　　所 蒸嚢残　流
竃素｛編箋不含） 過マ．ンガ

梼_カリ
o費量：

誼酸 亜硝酸

鳳　町　　丁目　　番地 総量陣物脚囎 総量繊壕
外濠筋数寄屋橋下中央

ｯ鍛冶目下中央

5S52

S000
＝ ＝

16．8

Q0．8

2．｛7

Q．96

3L6
R6・3．，

＝ ｝一
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番

號

3

4

5

6

7

S

探　　．所　　酌　　揚

眠　町　丁目　　番地

・麟町河岸謝際大下水吐・

10伺材木町河岸吾橋際大下水吐口1下モ）
　1

　同　東岸下水吐口・

　同　呉服橋下中央

　同日田橋下中央

　同　北岸下水吐口

日本橋匪吉川町河岸爾國橋下大下水

回鷹匠黒船町河岸厩橋日大下水吐口

最

最

大

小

蒸嶺残涜
穂量鉱物1㈱囎

744

2484

222

SOO

1034

470

陥6

6G4

5852

222

280

280

192

230

2SO

192

754

262

364

43裏

754

262

蓋業催講不含）

纏贈鱗
45．0

2S．S

37．2

5S2

24．S

19．6

21．6

23．s

5R．2

16．8

過マンガ
ン酸カリ
ー宵費量

12．59　　1049．1

2．14　　　　　50．6

2．22　．　30．0

8．89　　　　903．8

5．60　　　1090．2

5．60　　　　571．9

4．2S　　　　7】4．2

5．68　　　　SOO．6

12．59

21薯

1090．2

　30，0

醗

亜

酸

附　京郡市河川水十分折表（大運’1．二年京都府警察部衙生課顎脚）

河川糊探取酬 外　観1 臭　　氣 1・・モ・ア1箏。毫鵬誹贈養1箔孫姦

高　野　川 松ケ崎橋 清　　　澄 異状なし 0，025 0，028 0，186 股色ぜす

加　茂　川 上　加　茂 微　白　濁 僅に異臭 0，015 0．01 0，341 脱色ゼす

五　　　町’ 清　　　澄 異状なし 0，005
一

0，155 脱色《す

五　　　條： 徽　白　濁 僅に・異臭 0・05 0，02δ 0・465 微1二血色

勘　進　橋 僅　徽　濁 異駿なし 0，005 0．OL 0，713 脱色幽す

高瀬川i二 條 微　自　濁 異　　　臭・ 0．OI 0．01 0，403 微に毯色

i松　　源 微　白　濁 異　　　臭 0．02 0．01 0，403 僅に犠絶
1

堀

高瀬川i七　『　　　　　　　條
@　　　隠詞。　　　川里　　野

微　白　濁

�@白　濁

ｻ晶白濁

異　　　臭

ﾙ　　　臭

�ﾉ異臭

0．90

O．25

O．0；5

α15

O．05

O．01

0，620

O，710

O，775

脱色ぜす
ｷ血1脱色せすi

　　　　　一　　　條　汚黒潤目

　　　　　1腿雛黒皇1国；器

　　　　　　
　　　　　1花屋町藍白濁
　　　　　　
　　　　　1四　　塚　微自　濁
紙三川1金閣寺橋二二濁
　　　　　i
　　　　　山陰線踏切　微　白　濁

　　　　　東海逝線下　汚　白　濁

東洞院川　丸太町舞岡濁
　　　　　盛小路微自彊
　　　　　渤　進　橋　白　　　濁

四洞院川　四　　　條　汚　白　濁

　　　　　信膿小路汚白、濁

硫牝水素臭

異　　　臭

異　　　臭

異　　　臭

異　　　臭

異状なし

温噂異臭
微　　　臭

異状なし
異　　　臭

亀　　　臭

異　　　臭

異1　　臭

0．25

0．15

0，05

0．03

0．20

0．01

0．05

0．05

0，025

0，10

0．15

0．£0

0．34　・

0．15

0．125

0．20

0．10

0．20

0．01

0．OS

O．075

0．Olδ

0．05

0。02

0．03

0．20

5．α2

2．451

2．453

2．003

1．200

0．24S

O．279

2．331

0．310

0．930

LO32

3．3S5

】。292

直に天色

直1こ股色

少く覆絶

脱色ゼす

脱色ぜす

脱色ぜす

脱色ゼす

．直に白色

脱色ゼす

脱色嘱す

微に怨色

ntに白色

流に脱色

　　備考　本表中の販宇に100・000萬分可重の分量を示しれるものミ認む

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

以上は東京市に於ける獣態なりご錐も該調査は大正4年乃至6年の間に施行したる
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ものにして從て震災による影響を蒙るこヒな1純然だる我國都市の下水道汚水の組成

こして大禮之を京都市に適用して謬らさるへし

　前表の成績を一覧して最も明瞭なるこごは地先下水汚水の極めて不良にして下水ロ

吐ロ之に次ぎ市内河川にありては割合に清高なるもの、存するこごなう

　而して地先下水の汚水を第一章水槽便所流出汚水ピ比較するに寧ろ水槽便所流出汚

、水の比較的清浮なるを思はしむ今日の水槽便所流出汚水は流出後多くは此の地先下水

道汚水ご合するものなるか故に水槽便所流出汚水か下水道を汚損し引ひて河川に影響

を及ぼす二合は少くこも同流出汚水か下水道汚水より高等不潔なる場合ならさるへか

らす然るに事實は全く之に反するものにして最：早議論の島地なきものこ信ず

　省京都市に於ける河川溝渠の水質試瞼表を見るに素直浮と認むるは高野川及加茂川

にして其他の溝渠に至てりは東京市内河川に比較して著しき逞庭を歯す此の鮎に於て

も水槽便所流出活水のみを恐れるiま全く杷憂に属するものなり

　　　　　　　　　　　　　　第六章結論及総括

　近時我國に於ける都市の急激なる膨脹，欧風建築物の流行は尿尿庭回の方法を根本

的に憂更せしめすごる戚あり而して此の問題は剛｛洗進言の都市に於ても一度は必ず経

験せる所にして其深刻なる鮎に於て寧ろ我國都市に勝るものあり即ち初めて水洗式便

所の乱言さる、や二二の汲取法を以ては到底充分なる庭理をなすこざを得さるを以て

屡々之を下水道に放流するに至れb然るに二時にありては下水道は多く開渠なるか故

に其不潔なるこご言語に絶し且つ冬季にありては汚物は屡々凍結するこごあり故に法

律は盆々罰則を重くして便所の排泄物を十水に放流するこごを巖減しすこりご錐も水洗

によりて歎倍に稀繹せられだる尿尿は如何にしても汲取法により庭理するに適せす途

に必要は却って法律を湯冷し今日の†水道二品水庭理法を完成するに到れり　　，

　故に京都市に於て犀尿慮理法こして水洗式便所の装置を採用せんこするは極めて當

然の事柄にして水洗式便所を許可せすして濡話風都市の螢達を望むは實に木に碕より

・て魚を求むるの類なり

　水洗便所流出受水の浮化法こしては下水道の完成を待ち之を一般下水ご共に適當の

地域に集め公共團膿の監督の下に充分完全なる昌昌法並に消毒法を施行したる後一般
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河水に放流するを理想εす而して現在東京市に於て施行せる各使用者か小規模の浮羽

装置：を建造し之により或程度の浮化を行ひたる後下水道に放流する方法は實に一時的

の便法にして一方に水洗便所の建設費を高め他方之か取締に少なからさる手藪を要し

然も爾完杢なる取締は全く不可能なりご云ふ可し

　1．水槽便所流出汚水の限度を東京市及兵庫縣より高むるの件

　水槽便所流出汚水の限度を高め可及的清浮なる汚水を排出せしむるは自他共に望む

所なるへしε錐も輩に法命の規定を高むれは直ちに清浮なる湾水を得へしごすへから

す現在東京市に施行せる汚水の限度ε雛も各水槽便所の汚水か例外なく規定に從ふざ

きは下水遣汚損の虞は全く之無きものこす然るに第一章記戴の成績之を示か如く警硯

鷹に於て規定せる構造を有し且つ正規の試瞼に合格しすごるものありても其後不良なる

汚水を排出するは共例に乏しからす故に水槽便所は其使用法の如何により朝に夕の成

績を推定するこごすら不可能なるか故に若し現在以上の清浮の限度を規定せる場合は

之か取締は勿論其規定を働行するに足る程度に細密ならさるへからすれ果之して可能

なbや否や若し徒に規定のみ重く之か取締を怠るごきは輩に法令の権威を損するに止

まらされは幸なり

　故に水槽便所流出汚水の限度を高むる必要ある場合にありては寧ろ研究の結果現在

の水槽便所の構造を改良するに如かす就中最も必要なるは洗浮水の不足にして斯の如

きは現在の現定を改良し使用水を総てサイホンによる自働給水装置の構造こするごき

は直ちに解決すへき問題なり其他腐敗槽酸化槽の構i造或は通風装置：の如きは施置の當

初に充分なる取締を施行すれは共後鍵更の機會も少なく汚水を瞼査して逆に當該便所

の適否を推定するの迂遠なるご同日の談にあらす

　更に劇場の如き一定：時問に急激に使用し他の時間は比較的緩慢なる使用率を有する

揚合は濾過床の構造による浄化装置は不適當なる場合あるへし叉病院の如く特に浄化

の完全及潰毒の必要ある場所にありては濾過床の構造を排斥し他の適當なる浮化装母

こなすへきも亦一法なるへし

　故に余輩の趣旨を簡潔に再設すれは一定の構造の水槽便所浮化装置に其の有する最

：大限度の浮化率を要求する代りに浮化装置を改良し該装置に劉●して比較的除裕を示せ1
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る限度を要求す為ごきは取締の上よりも便利にして且つ突登的に不良なる汚水を排出

するプロバビリチーも減少し結局より良好なる汚水を得るに至るへし．

　2．漂白粉又はクロール瓦期による消毒を施行するや否や

　漂二二ヌはクローノレ屍斯によりて上水及下水を消毒する：方法は欧米都市に於て近時

盛に施行する清潔法の一つにして之1こよ軌都市の衛生状態を改善したる報告は實に枚

畢に逞あらす即ち上水道及下水遽の完成及之か消毒は都市の傳染病による罹病率及死

亡率を減少せしめたる瓢に於て唯・一・にして無二の方法なり今日我國醤術か徒に治療の

範園を出てす保健衛生を顧みさるは誠に慨嘆に堪へさる所なり當該京都市に於て漂晒

粉或はク・一ノレ潰毒を施行し其の或は起り得へき（未だ起りたる経験も無く）有数クロ

ーノレの過剰の魚類に及ぼす影響を恐れ濾毒法の：施行を躊躇するか如きは如何なる辮解

の嚇を弄ふご難本末顛倒の戚なき能はす若し京都市か消毒躊躇の結果腸内写染病の登

生地こして不名工なる名聲を博するにi到らは幾何の淡水魚類も需要の途を失ふへし

即ち魚類の飼育及之か産業ごしての登達は常に共土地の或程度の衛生状態を假定する

ものなり魚類の如き簡軍にして有数なる消毒法なく然も屡々生のま、食膳に供する物r

品にありては飼育地の清潔及其後の操作の完全によりてのみ之か清粋なるこごを謹明

するこごを得へし

　故に魚類に及ぼす影響を考慮して消毒法を躊躇するは最も不可にして残る問題は如

何にして有敷クローノレの残留し且魚類に害を及ぼすこごを避くへきかにあb而も此の

問題は何等困難なぐ目的を到達し得へきなり

　（イ）先決問題εしてク・一ノレ屍斯（大規模に適す）及漂白粉に代るへき適聖なる滑

毒捌あらや

　曰くあるこご無し抑もクローノレ琵斯は今日電解曹達工業の副産物ξして最も豊富に

得られ之か圭なる用途は製紙工業なれこも若←消毒の方面にも之か用途を開拓するに・

干ては現在の我國には過剰に苦しむクローノγの生産費を減し野々安債εなるのみなら

す曹達荻の債格にも好影響を與ふるか故に今日曹達工業の保護か主張せらる》時機に一

於て産業上の見地よりしても他に特筆すへき不都合なき限りクローノ・消毒法を施行す

へきなり
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　然るにクローノレ消毒法は現在の市儂によって計算するも樹最も尊墨なる清毒捌にし

て若し之か用途の籏糊する場合は盆々安債ピなる性質のものなるか故に経費の一瓢を

顧慮するも他に之に代るへき消毒捌存在せす　　　　　　　　　　　　一

　次にクローノレ屍応身は漂銀粉の汚水に混和するや直ちに酸化作用により汚水の性質

を良好ならしめ細菌を減少し而も有敷クロール自身も分解するか故に河川中に有敷ク

ローノγ（即ち消毒捌の過剰）を残留する機會は最も少し浴し他の消毒渕，石炭酸，クレゾ

ール或は重金厩類を使用するときは消毒測の痕跡は畏く水中に残b有害なる作用をな

すこごあり現に米虫一都市に簸ては硫酸銅溶液を沈澱渕こして使用しナこるごきは屡々

劉物に中毒症朕を生起しセるに之を漂自盛に取り換へてよb此の種の害毒を絶樹に防

ぎ得抱る例すらあり

　以上列墨せる例によb水槽便所流出汚水消毒法こしてクローノγ琵斯或は漂白粉より

も珍妙なる消毒捌を登見せす

　（ロ）クローノレ消毒施行に當b有敷クローノレの残存は防ぎ得るや否や

　本調査第一章に記載せる如く現在東京市に於ける水槽便所流出汚水の消毒は寧ろ實

行されさるを患ふへく過剰の有敷クローノソの流出するか如き虞は全く一片の杷憂にす

きす今警観客に於て施行せる方法ご略々同様の取締法を以て水槽便所の清毒法を京

都市に腸画したりこせは其成績も恐らくは東京市の其れご大差無かるへし故に汚水

100，000萬分中クロノγ一カノソキごして1・5分以上の量を以て消毒せんビする警観磨の方

針は其魔窟を京都市に於て踏襲するご錐も大なる不都合を生するこご無かるへし

　然れごも第二章に詳論しセる如く100，000萬発の1．5分のクローノレカノレキ即ち約1L

中4．5mg以上の有敷クローノγは絶封に消毒上の安全を期しだる量にして警醒廃の調査

によれは10分時問に汚水中の細菌の99％以上を死滅せしむるこごを得るなり故に今

消毒法を改良するごきは勿論此の量以下の有敷ク受皿ノγ量を以て同標に完全なる成績

を得へし

　（a）第二章の成績之を示すか如く水槽便所流出汚水は比較的多量のクローノγを滑

：費するもQなりご錐も若し水槽便所の浮化装置を完全にし良好なる汚水を排出する耳

きは比較的少量ρ7ローノγを以て消毒の目的を達すへし，　　　　　．　　　　　、し
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℃b）’作用時間’10扮時間は第三章緒論に於でも論しセるか如く余bに短時間なb

若し排水口の構造を改良しクローノレ消毒後約3時間を経過せしあて放流するごきは1

方にクローノレの完全なる分解を促すε共に細菌も最も減少するか故に消毒の目的よb

するもク匂一ノシの過剰の流出を遷るる見地よりするも共に有利なる方法なb而して其

構造も特別の地勢を除きては敢て動力を使用せすごも軍にサイホシの形式によりて屈

するこεを得へ，し

’然れとも斯に注意すへきは潰毒施行後の汚水巴錐も3時間以上停滞せしむるごきは’

叉腐敗作用を生起し却って不良なる水質こなるか故に清毒茸」定時間後は完全に放流

するこεに注意せさるへからす・‘

　’c）蝿絆大規模の消毒槽を設置しナこるごきは或る程度の掩絆ご共にクローノγを

添加せされは完全なる消毒の目的を達し難く却て或部には過剰の金敷ク・一ノレを残留

し放流後屡々苦情の原因ごなるこごあり而して紙工絆の完全なるか否によリクローノレ

の殺菌力に著しき差異あるこごは多くの成書の等しく認むる庭にして敢て妓に列示す

るの必要なかるへし

　（d）　日光は屡々クローノレの殺菌力を捉進し從て共分解を助長するか故に暗渠に於

ける清々より開渠に於て消毒を施行すれは自然有敷クローノレを減し合せて其残留の機

會を減少するこごを得へし然れεも本項は構造上特定の場合を除きては實行至難なる

・べし以上の数項の亭亭を遵奉する場合には汚水の殺菌に必要なる有敷ク・一ノレ量は驚

くへき少量にして足るへく欧米都市に於で多くは1：L中1mg以下の量にて悪夢の目的

を達しつ、あり我國に於ては技術上の問題もあり或は之以上の量を必要こするへしビ

錐も現在よb遙に減少し得へきは論を倹たさる所なりεす・

∵故に各潰毒槽に於て充分なる注意を以て施行するごきは過剰の有致クローノレの流出

は早早に防止するこごを得へく若し叉多少流出する揚合ありεするも直ちに他の一般

下水の汚水ε化合するか故に正に短時間の後痕跡のクロLノレも留めさるへし

　（’、）　漂白粉の魚類に及ぼす影響

　之れ前項ざ關連せる問題にして己に漂白粉或はンローノレ水の親和ン野田ノレか下水遺

を通過する間に完全に消失する1 烽ﾌごせは之か河川に來る恐れは絶樹に無しε云ふへ，
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‘し然れεも事総て例外あり特定の位置及特定の時期に於て時に釜敷クローノγを含有せ

ゐ汚水か養魚地を襲ふこεあるを慮り有敷クロ』ノレに劃する魚類の抵抗力を第三章に、

二於て試験せb其結果1L中lmg以内の有敷クローノγにありては短時日に甚しき影響

・は無きか如し故に1L中1mgのクローノソ量を以て消毒するごきは魚類に劃する顧慮

は絶樹に其必要なく更に此以上の量を用ひるε錐も水槽便所流出汚水以外之に三倍せ

る一般下水道汚水によち分解を促され更に河川に放流するや非常に稀鐸さる、ε共に

月光直射の下に流下するか故に業分解は一層速なるへし故に魚類に鉗するグローノレ水

の襲璽の恐れは全々之を度外親して可なり

　3．水槽便所流出汚水か河川溝渠を汚損することを防止する件　　　’　　「壇

　水洗便所流出汚水か河川を汚損したる例は欧米都市に少なからず就中ロンドン市に

於でテー・ムス河より撮する悪臭のため國會か議事を停止し由るは最も入団に瞼養しだ

る事柄なり然れごも我國現時の都市に於ては漱風建築物次第に増加しつ、ありご錐も

：登園此等の建築物より排潰する床尿の汚水により河川の水質に影響を及ぼしテこる例は

寡聞にして未だ之を聞かす而して其原因は現在の水槽便所取締規則か與て大いにカあ

、りε錐も現在の我々に於け：る水槽便所の設置：は未だ微々煎るものεせさるへからす

　市民の絡てか水槽便所を使用する場合にありても之か流出汚水は一般汚水の量に比

し大約6分1なるこごは第四章に説きたり而して一般に都市の住民の増加に從ひ其使

用する上水は寧ろ幾何級歎的に増加するものにして下水道に排出する汚水も大回上水

道ご同標の比を以て増加する’ものなるか故に他日我國都市か全く欧風化すご錐も水槽

便所流出汚水か下水道汚水を支配するの時期は到直せさるものこ断ずる．こごを得嘉し

故に一般下水道汚水の水質を除外し軍に水槽便所流出汚水の河川に及ぼす影響のみを

論ケるは何等の意昧を有せす

　而して第五章記載の如く東京市に於ける下水溢汚水並に河川の水質を一覧するに下

水道汚水は水槽便所流出汚水に比して特に清浄なりεするこごを得す故に都市の美槻

及衛生上よう都市の河川を現在より清浄ならしむる方策は一つに一般下水道汚水を如

何に慮逸するかに存し軍に水槽便所流出汚水の裏曲を以て解決さるへきものにあら噛

す
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　今京都市の河川の水質調査成績表をみるに特に分煙なるは高野川及加茂川にして其

他の河川溝渠に到りては現在警観康命にある水槽硬磁取締規則第8條の限度に比し蓬

に及はさる不良なるものを存す故に此等の河川を現在以上に清浮ならしむる爲には軍．

に水槽便所流出汚水の限度を噛むるか如き手段によらす寧ろ根本的に下水道の庭理を

改良するの必要あり

　4・汚水の魚類に及1ます影響　　　　　　　　　　　　　’

　汚水の魚類に及ぼす影響に就きては第四章に詳説せb而して現在の水槽硬所流出活

水の限度以上に清宴なる汚水は最早著しき害を及ほささるものごす故に己に消毒捌こ

して添加せる有敷クローノンか河川に残留する虞なく更に現在に立ては水槽便所流出汚

水か河川を特に汚損するこざ無しざする以上該汚水の魚類に及ぼす影響は最早考慮の

必要なかるへし

　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

　以上の結論により総括するこご次の如し

　】．水槽便所流出汚水の限度を現在の警覗磨命よb高むるには法！毎によりて共目的

を達するより寧ろ水槽便所の構造を研究すへきものなりεす換言すれは現在の水槽便

斯取締規則第八條のみを改正してより浮化せる汚水を要求するも現在以上の成績を得

るこごは蓋し困難なるへし而も流出汚水を屡々採取試験し之か取締を踊行ずるこごは

非常に困難なるか故に徒に規則の威嚴を損するに絡らすんは幸なり

　2．漂白粉による消毒法は之を施行すへく之か爲有致クロー・ノレの過剰か人畜魚類に

害を及ぼすこごは杷憂に属す

　3．水槽便所流出汚水は現在の限度に於ても特に河川溝渠を活損する虞なし若し河

川を現在より遙に清浮ならしむる必要あらは之れ軍に水槽便所流出汚水の問題にあら

す一般下水道汚水の庭理を改良せさるへからす　　　　　　　　　　’『’＿1

　附　記

　水槽便所流出汚水の消毒は現在に於ては寧ろ施行さる～もの稀にして其施行するも

のにありても果して充分なる消毒の目的を達しづ～あるや否やは全く曲論せさるもの

、如し
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　而して此の貼に關し余輩の所見を述へ聯か二二こすへし

’L　消毒施行の方法に就き全く當局者の指導を旧くこε即ち專門家ならさる一般市

民に消毒法の施行を強制する二合には可及的具禮的の方法を示ささるへからす例へは

汚水100，000萬分に就きクローノγカノγキこして1．5分ご云ふよりも寧ろ出來得へくん

は家庭用水槽煙所にあbては二二の（或は何琵の）工業用洒粉を何回の水に溶かし之を

何日に消費すへしご云ふか如し

　2．潰毒槽の位置，構造

　現在東京市に於て施行せる消毒湖は全く暗渠内に設置し漂白粉溶液の有無を簡軍に

見る事を得す若し之に藥液を補充する必要あるごきは其都度滑毒槽を取出ささるへか

らさるもの多し斯の如き構造に於ては一般市民は暗渠を開閉するこごすら嫌忌するゆ

1故に完全なる消毒の施行さるへき理由なし故に清毒槽は之を外部に置き誘導管を用ひ

て消毒渕を暗渠内に導くか若しくは消毒槽の位置を養更せす外部より容易に藥液を補

充し得る構造ごする必要あり爾排水ロの上部に壁に其儘コンクソートの槽を設置し之

を消毒槽εせるものを屡々見る事あれとも元來コンクリートは次亜クη一ノγ酸に割合

に容易に作用さるものなるか故此の種の構造によるものは内部に適當の塗料を消し且

つ屡々之を修理する必要あり故に小規模の施毒槽にて硝子叉は磁製の器具の存亨るも

のは寧ろ之を使用するを可こす若し前項に掲けすこる注意に從ひ消毒槽の移動を行はさ

るごきは硝子器具ご錐も使用に堪ふへし大規模の漂自粉消毒槽にて勢ひコγクリート

を材料εせさるへからさる揚合米國都市に於ては多く2個の消毒槽を設置し常に消毒

を中止するこごなく修理を繰返すこ蓬を得るこごにせるもの多し然れごも斯る大規模

の場合には設置費に於て多少不利なれともクローノγ琵斯澗毒法を施行するごきは此等

の不便は除くこごを得へく而も経常費に到りてな漂自粉より遙に有利なり

　3．漂白粉溶液の調製法

　現在東京市に於ける漂白粉溶液の調製法は非常に濃厚に過きるの戚あり漂自粉は先

つ注意して粉砕し必要あるごきは鯖にかけ之を秤量して一定の水ε混和しよく糊状ざ

なしたる後更に多量の水を添加すへし而して溶解後充分よく撹絆するごきは次亜クロ

・一ノン酸は少くεも90％以上水溶液に移行するか故に然る後静置して上澄液を取り之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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を消毒槽に移し沈澱物は省多少の消毒力あるか故に芥溜等の消毒に使用するこごを得

べし然るごきは藥液の滴下を阻害する沈澱物存在せさるか故に規則正しき滴下をなし

消毒も從って完全なb而して漂臼粉溶液は大約2・5－3・0％の間を適當ごし濃厚なる藥1

液を時々滴下せしめんごせは之か調節も容易ならす故に割合に稀薄なる．ものを絶えず

滴下せしむゐを可εす現在東京市に於ては此等の考慮を行はす直接消毒槽内に漂白粉

を投下し直ちに水を添加するもの多しご錐も斯る方法を以て適當なる消毒は得て期待’

すへからす　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・，

　4，・東京市に於て水槽所設置者ε施主者この契約により適當の報酌を以て施工者か・

絶えず消毒め施行を請負つ、ある一例を見たり而て該水槽便所に於で消毒の方法比較

的理想に近く叉回向の調査中消毒の中止されたるこごを一度も螢見せす故に己に水槽’

便所か流行し相當の歎を箕するに到れば公共團三叉は私人に於て一般的に浦毒を請負

ふ方策も敢て不可能にはあらさるへし然るごきは今日の厭態に於ける参如く消毒を使：

用者の管理に放置：するよりも遙に完全なる消毒を施行するこごを得へし

　　　　　　　　　　　　　’　・　　　昭和二年二月
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第　1圖

・、 ｛

唾

クロ」ル水嚢ピペットに就て

緒

技　手　池

囑　託　須

熱

田　靖

田

一・ Y
　　保

　　余等は曇に漂自転及ひクローノγ水の汚水中に於ける軸心心慮を研究する

　に當り屡々有効クローノレの定量を必要こしセリ然るにクローノレ水は比較的・

　稀薄なる溶液に寝てもピペットを以て之を吸取するや既に幾分の有数クロ

：一ノγを七回レ欝に信頼すへき成績を得さる事多し試みに喜連は第層1圖に示

　すか如き2個の内容約200ccmの硝子球を備へたるピペ。トを作り上下2個

　の球に充満しπるク血色・ノレ水を豫め5％沃度加里溶液5㏄mを添加しすこる各
　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　も

　別の容器に連翻して流出せしめ弦に析出したる沃度をN！ユ。。Na，　S、0，溶液を

　以て滴定しすの此際クローノン水は正確に15．に保ちビペ。トは反覆同一・の

　クローノγ水を以て洗麗しピペット内の室氣は全くクローノソ水の液面に接し

　すこる室氣ご同一のクロ山川琵斯の蜜度を有するに努めナこり：又ピペットの内

　容は豫め15。の蒸溜水を以て測定しセリ

　　爾ピペットの上下雨球の容積の正確に一致せるこごを示サだめ同機の試

瞼を種々の濃度に於ける沃度液を以て試みたり

　即ち第1表の成績之を示すか如く極めて稀薄なる溶液に於ても最初に流出せる部分

即ち室氣ご回番せさるクローノγ水は其の後1ご流出せる部分より有効クロ㌣ノンの含量多

し回れクローノレ水を吸取する際及ひ共の流出する問に液の表面より』 NローノF琵斯の逃

去るか鴬にして普通の構造を有するホノγビペ。トはクローノレ水の定量には全く其の用

を爲ささるこごを知るへし

　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　表

A， B

試瞼番號 詳oo画面曲論 浄艶錠鵬｝七三
　一P 臥7・㎜　1　α・・；・9 19

翫74cCm・．　　卿0179
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A　、 B
試験：番號 鍛・・N掛則鵠》糊 艶撃丁丁丁丁象’

9．57ccm

P1．69，，

P4．79，，

P7．72，，

α17209
O．2G73，，

O．2622，，

ｿ3142，，

9．54CCm

P1．57，，

P4．77，，

P7．64，，

0．1691g

n．2055，，

O．2619，，

O．3127，，

第 2 表

A
試瞼・番所 艶r別皿夢量喰 錘N嚢喚1嚢液量中婁

6．67cc血

P1．30，，

P5．68，，

Q5．43　」　　　，，

Q9．27，，

0・4249

O．7179，

O，995，，

z．614　

k858，，

6．67ccm　‘

P1．30，，

D15．70，，

Q5．43，，

Q9．27，，

0．4249

O，717，，

O，996，，

P，614，，

n，858，，

　　　　　　　　　　　　　　Jakowkin氏のピペッお

　然るにAA．　Jakowkin氏ユ）は嘗てク隔日ノレの加水分解を研究する際第2圖に示す、

か如きビペ。トを用ひだり即ち括栓を圖の如き位置に止め上部に連結しだるゴム球を

以てクマーノレ水を綱引しクローノン牢か下部の硝子球に充満した、る後血栓を通過して更

に上部の球に達するを待ちて括栓を90．1司縛し．上下球の連絡を絶つ而して更に括栓を

goo回輻する時は下部の球はaの位置に出て外氣ご連結し此の部分のクローノレ水のみ

流出すへしこれに依て最初吸取の際液面に近くクローノレの含量の減少せる早れφる弓

勢は全く反懸に與からす同氏は此の方法に依ウ極めて年確なる試瞼を施行しすこb本ビ

ペ。トは三時Firma　R醐g＆C・・の特許品にしてJak・wkin乗自身め考案せるものなる

や否や不明なれごも本文に於ても国軍にJakowkin氏のピペットご記載すへ←

　余等は前記文献の記載に從ひ先つ内容約20ccm¢｝ビペ。トを作り其の正確度を試験

しナこb．即ち綿弓15。に禁ける本ビペヅ胆）内容を蒸瑠水を以て測定すれは次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　表　　　　．・

試三番號 流　出　時　刻 流水嚇翻水の質剥・べ・・の鰍
1

0
30秒
30，，

23．727］g

’23．7256，，

1）　Z怒…chτ。　f」physik．（免hm．且29，　S．626（1828）．
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試験番馴流出時刻1流水莇翻水の質剥・ぺ・・囎稜
345

30秒
R0　，，

R0　，，

23．72599

Q3．7230”

Q3．7254，，

亭　　均i　…　　1　…2・4…　　　77㎝
　本表記載の質量は室戸の浮力の補正を行はす　　　　　　　　　　　・

　故に常に同一の流水時間を保つ時は其の流出水の誤差は約4mgにして若し計算に

際し四桁樹数表を使用する時は其誤差は全く歎値の上に認めさるへし

　次に本ピペットはクローノγ水を吸取の際表面に近き液の部分を完全に除去するか故

に普通のホノレぢペヅトに比較して正確なる成績を示すへきは論を侯ずこすε錐も顧るに

クローノレの液面よb逃散するは濁b吸取の際に限らすピベ。ト内の液か流出するや其

の一部は四壁に副ひて液のメニスクスより遙に後れて流下するか故に液の表面吸取の

際に比較して割合に二大ならさるへからす從ってクローノレの室畠中に逃散する機會も

亦多かるへし余等は同氏のピペットにクロール水を瀟こし之を常法に從ひ流出せしめ’

たる三更に蒸溜水を第2圖aの位置より注入して器の内壁を冷雨し弦に流出せる液は

別の容器に取り前者はNノェ・・Na2　S203溶液を以て常法によ）接心は耳／蜘Na2　S203直直

を以て2．ccm　1ノ、。。　ccmの度盛を有するミクロビューレットを用ひて滴定し泥b

　　　　　　　　　　　　　　第　　　4　　表

試論医心 誰・N醤s・劃 塊ま耀寮1 瓢噂s2劃 ピペット内に留る
L効クロール総量

1 36。21CCm 0・64199． 0．561c㎝ 0．0795mg
2 30，20，， 0．5355，， 0，452，， 0．0641，，

3 22．33，， 0．3968，， 0，307，， 0．0435，，

4 】9．86，， 0．3522　 0，229，， 0．0325，，

5 17。17，， 0．3044，， 0，213，， 0・0302，，

6 12．32　，， 021S4，， 0，125，， 0。0177，，

爾同機の試験を沃度液に就て行ひたり

　　　　　　　　　　　　　第　　　5 表

試験番號清100権s面一量中矧諸…竪・劃廉三鹸膣
1

2

35．57cc【ロ

41。42，g

2．2579

1・994，，

0．269α知’

0．350，．

0。OI37田g
O属）127，，　，
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試・瞼番號謂…喰S・蜜羨液1£中寮諸・・『養・S・蜜翻鹸澱
3

4

5

6

24，94cc1P

17．54　，，

1497　　

9．31　，，

1．5829

1．113，，

0．950，，

0．59L，，

0。187㏄m

O。116　，9

0．088　，，

0．OS5　，，

0．0095mg
O。0057　，，

0．0045　，，

0．0043　，，　．

　第3表及ひ第4表の成績を比較するにクローノン水に於ては略≧．同標P濃度を有する

沃二二に比して罪証こ残解す為フロー㌍の令量甚多し此の原因はクローノγ水にわり

ては流出の際沃度液に比レて割合に多量：のクローぞ屍斯を三内に残留す、るもρ）ご認や

さ為へからす面し．て前表ρ！庫績に依．列司「9濃度に於けるクロ㌣ノン水及ひ沃度液か器

内に残留するクローノン又は沃度をN！、、。Na、　S、0。溶液の沸費量を以て示す時は次の如

・し、・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　6・　．表

Nlloo　Na2　S2（♪3

?@　費　　量
1与寮1嘉澱総「綴劃 暮袋ノ；，。鵬劉，騰［

差

10CCm 0．101c㎝亀 0．091㏄m 0．010CCm

20，， 0，231，， 0．132　，， 0，099，，

25　 0，343，， 0。183　，， 0，160，，

30，， 0。452　，， 0，229，， 0213　，，

35，， 0あ42”、 0，259，， 0．鷺83　，，

故に共の20ccmか耳ノ100　Na2　S203溶液約25ccmに相當するクローノγ水にありて

は既に同一濃度の沃度液に比較して0・16ccmのN／、・。　Na，　S、0、溶液に相當する誤差

を生すへき理なり而して此の量のN／％・Na・S・0・は之をxノェ・・Na・S・0・に換錦する時は

1滴若くはそれ以上の量に當るを以て成績に誤差を生するものこ断せさるへからす

　故に∫akowkin氏のビペ。トを以て若し正確なる成績を得るには2　ccmのビペ。トを用

ふるものこし之を滴定するにN！、。。Na2　S2　g，溶液を以τす、るものこ假定すれは略N！エ。。

溶液以下のクローノンを含有する溶液ならさるへからす

　　　　　　　　　　　　　二等の考案せるビベット

　Jak・wkin氏のピペ。トも既に耳／、・。溶液以上の濃度に於けるクローノン水に耐用するこ

ピを得さるものなるか故に特等は第3圖及ひ第4圖¢1コ口：二個のビペ．・トを考案し之

れをJakowkin氏のピペ。．トビ比較して共の得失を試験しすzり

　即ち第3圖に示すものはJakowk…n氏のビペ。トのaに相當する部：分か括栓上の硝子
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球Bに接鯛せるものCにして先つ硝子球Bに接記せる硝子管Cにゴム球を連結してクロ

ーノγ水を吸取しクローノγ水か括栓を通過して既にA球に満ちたる時湿球を901廻輻す

球Bに富め蒸溜水を漸こしたる後括栓を90’更に廻輔する時はクロール水の流下に俘

ひ球Bの蒸溜水を同時に流下するか故にクローーノレ水か室氣ご接鯛する機會は，Jakowkln

氏のピペットざ比較して蓬に少なかるへきなb而して更に歎同少量の蒸溜水をBより

注乱してピペットの内壁を充分洗卸しπる後弦に流出せるクロrノγ水を定量しすこり而

して此の場合洗漁に使用したる，蒸溜水は普通の蒸溜水を更にアノンカリ性過マンガン

酸カリウム溶液を添加して蒸溜し其の溜液を燐酸個性ごして再ひ蒸溜しすこるものにし

て之に依てクローノンか添加しセる恭溜水の影響を受けて分解を促すこεを避け把bピ

ペットの内壁を洗溝し之に依てクローノγ水の流下の際に於ける誤差を比較的少なから

しむる方法は∫akowkin氏の翫に行ひナこる所にして余等は直：肉鍋灘に便利なる駕第3圖

の如く工夫しナこるに過ぎす然れこも洗瀞によりて著しく析出せる深度液の濃度を少な

からしむるか故に先つ其影響の有無を考察せり

　種々の濃度に於ける沃度液の20ccmをごり之に一定量の蒸溜水を添加したる後払価

Na，　S20、溶液を以て滴定したう

　　　　　　　　　　　　　　第　　　7　．表

試験番號1 蒸溜水囎・5ccm　l 蒸溜水50c㎝」酷酸10c㎝ 1二水…ccm醸…㎝
1 16。25CCm 26。15ccm 25．91ccm　　　’

2 22．98，， 22．99　，， 22．64，，

3 19．66　，， 19．4ア，， 19．87，，

4 11．82，， 11．68　，， 11．54，，

5 9．09，， 8．70，， 8．65，，

故に沃度液に既に50ccmの蒸溜水を添加すれは賢／、。，　Na，　S、0，消費量に著しき差異

を生す而して前掲のピペットの内壁を完全に洗話するには少くこも約50ccmの蒸溜水

を必要こするか醸に此の貼に於てビペ。トの内壁を洗灘する方法は探志すへからす

　次に第4圖に示せるピペットは輩一・の三三の上下に2個の球を有するものにして，上

部の球は其の上下に連絡せる硝子管に劃線を設け其の問を20ccmに近からしめナこり

下部の硝子瓦は約40ccmの内容を有す先ずクローノレ水をゴム球を以て上部の球の三

線上高充満し之を亭々に滴下して正確に上部の亭亭に一致せしめセる後弓め沃度加里
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液を添加しすεる容器にクローノン水を流出せしめ液のメニスグ．スか下部の劃線に至仁乙

る時流下を止める．ものなり之により上部の球に満ちすごるクローノン水は依然ごしてピ

づヅト内に止め唯ピペットの深部のクローノレのみを滴定するこεを得へし本ピペジトば

上下2ケ所に於て劃線ご一致ぜしめる必要あり然も函劃線間の距離割合に短きすZめ流

出速度の影響甚ナ乙多しε錐若し流出の時間を正確に一致せしめる時は其の誤差は比較

的僅少にして四桁野敷表に反してぽ常に一致せる数値を示す

　　　　　　　　　　　　　　第　　　8　　表、

試験番・號「流田時剛灘翻畑質量1・べ・ゆ内容
50秒
T0，，

T0，，

T0，，

T0，，

19・67519

P9．6785，，

P9．6741，，

P9．6753”

P9．6763，，

準　均　1　…　　1　1・6758・　1　1…一
爾比較に便せんか爲普通ホノンビペ。トに就き同一の試験を行ひ陀り

　　　　　　　　　　　　　第　　　9　　表

試験番號1流田呼間　流瞑・翻水の騒i・べ・・の容積
30秒
R0，，　　　●

R0，，

19・96449

P9．9637，，’

H9．9635，，

亭　均1　・・…　　　　9639・　1　・…一
　第7表及第8表の質量は何れも室氣の浮力の補主を行はす．樹温度は正確に15●C

に保ちたり

　余等の考案になれる第4圖のピペ。トを前記Jakowkin氏のビペ。トご比較し同一の

クローノレ水並に沃度液に就きて試験を施行しナこり．而して航。。Na，　S、0、消費量は何

れも適當の係数を題し各ピペット共正確に20ccmなる巡合の敷値を算出しすこり

　　　　　　　　　　　第10表（沃度液の揚合）・
試験番號1」・k・・k・・氏・ぺ・K・）1第・圖の・ぺ・ト（・）1 差　（A－B）

1 15．26ccm 15．27㏄瓜 一〇．01

2 19。61，， 19。61，， 0

3 22．25，， 22．25，， 0

4 23．90，， 23。89，， 一〇．01．
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第 11 表　（クローノγ水の揚合）

試瞼番
號IJ詠・曲氏・…（・）第・圖の・ぺ・ト（・）1差（・司・）

1

2

3

4

5

b

7

5．09ccm

8。32，，

12．1S，，

18．88，，

24．01，，

30．37，，

37．01，，

5．09㏄m

S．32，，

12．18，，

18．94，9

24．23，，

30．63，，

37．69　，，’

　0

　0

　0

0．06㏄m

O。22，，

0．26　，，

0．6S，，

a

B

硬

翌

A

C

第2圖　　　第　3圖

」

‘

A

第4圖

　故に第4圖の構造を有するピペットは濃

厚なるクローノレ水に於てはJak。wkin氏ピ

ペットよりも耳／ユoo　Na2．Sa　O3溶液の泊費量多

し而して此の原因は前者にあり．ては幾分の

クローノγか流出の際逃散するによるものこ

断せさるへからす故に第4圖のビペ。トは

Jakowkin氏のピペットに比較すれは割合1＝

正確なれこも爾：本ビペ。トか果して絶封に

クロ〒ノγの逃散を防ぎ得るや否やは之を試．

験する方法なし野鴨ピペ。トは充分の注意．

を以て流出するも普通のホノソビペットに比

較して割合に誤差の大なる貼及取扱の不便

なるは柳か敏鮎こせさるへからす

　　　　大正十五年二月
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ぺ．テンコープ。ノレ氏炭酸瓦斯定量法の改良に就て

技　手池　田　靖　一　郎

技　手須　　田，　　保

　　　　　　　　　　　　　　　1。緒　　　言

　室氣中の炭酸琵斯定量法に種々あれとも就中最も簡便にして而も正確なる成績を示

すものはべッテンコーシェノγ氏の水酸化バリウム法なb同法は從來屡々使用せられ叉改

良せられ今日に於ては殆ε間然する所なきか如し

　故に国津か弦に本文を草するは聯か屋上屋を架するの威無きに非すご難も從來炭酸

琵斯の定量は室氣試験の最も重要なる項目にして之に依て直接空腸の良杏を到定する

の外室内空氣の分布率或は換氣度を測定する重要なる因子をなすものにして可及的簡

使にして正確なる炭酸琵斯定量法を案出するは實に興野試験の緊要事なり而して前記

ぺ。テンコーフェノγ氏法に於ても之を實施するに昂り種々の不便を草するものにして余

等は婁に大愚省の早早により衆議院議場内の空耳試瞼を施行するに當り種々の方則を

考案し比較的簡便にして其の正確度に於てぺ。テンコーフェノγ民法ε大差無き装置を案

出しすZるを以て妓に之を報告すへし

　　　　　　　　　　　　∬．・ベツテシコーフェル三法

　今ペッテンコーフェノγ氏法の大要を述へんに早め内容を測定しすこる5－6しの硝子瓶

；に可瞼室氣を充填したる：後フォ・ンピペヅトを以て100ccmの水酸化バリウム溶液を注零

し直に密栓を施して善く振鍛し探集瓶内の炭酸琵斯を完全に水酸化バリウム溶液に鼓

．記せしむ次に其の溶液を硝子圓筒に移し外氣を遮断して艀生し炭酸琵斯の吸牧により

、生起しナZる炭酸バリウムの完全に沈澱するを待ち上澄液25ccmを吸取しフェノーノレ

フタレィンを標示藥こして諺酸定規液を以て滴定し弦に吸牧したる炭酸量を鋒定する

ものなり而して之に用ふる諺酸定規液は1L中に諺酸（ε88｝｛21120）1．0405gを含有し

，其の1ccmは標準状況に於け6炭酸琵斯の0・25　ccmに相回す又水酸化バソウム溶液

臓1L中に純水酸化’“ジウム〔：Ba（OH）28H、0〕3．59二化・“リウム（BaC！2）0．29を
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含有し其25ccmは略同量の前記穆酸定規液に樹噛するものなb

　別に槍膿の探取ご同時に七厘及ひ温度を測定し之に顧て探取身中の賃金の標準寄航

に於ける容積を算定し以て標準状態に於ける室氣1L中に含有する炭酸量（容量）を算

出するものな’り

　本法に從ふ時は試験のため捕集すへき室氣の容積は種々の成書によりて一定せすご

“錐も5－6Lε記載せるもの最も多く稀に4しごするものあり（例之Post：Chemische－

tgchn…sche　A　nalyse）何れの場合に於ても成績の正確を期せんかすこめには多量g塞氣を、

要求するものにして斯くの如き大なる捕裏付は運搬並に室氣の捕集に少なからさる手．

歎を要するものにして本法の最も大なる高専こせさるへからす電通集瓶中Q室氣を可

槍室氣ご置換するに普通手鞘を用ひ約100回（Post前掲書には60同）室氣を邊入

すへき事を規定せり若し鞘の1同の運動によb約250ccmの室氣を排出するものこ

鰻定せは約100同の運動により排出する室氣の容積は25Lなり故に室氣を捕集す

るに當り著しく其地鮎の氣動に漫化を與ふるか故に捕集しすこる室氣か果して捕集の

直前に於ける其地貼の室氣ご全く同一朕態なるや否や多少の疑問を生せさるへから

す又同一室内の種々の位置に於ける炭酸の分布獣態を測定するか如き揚合に若し瓶

中の室氣を置換するだめに多少の室氣を要するごきは之に依て得ナこる炭酸の含量は

其試瞼泣置の成績に非すして寧ろ其地鮎を中心ごする廣き範園の室氣の李均値ご認

めさるへからさるか故に各地瓢の炭酸含量は可槍室氣の量を壇加するに從ひ彼我互

，に接近し室内空氣の分布率は實際よりも遙に良好なる成績を示す結果に到るへし故に

可槍室氣の容積は試瞼實施上の便不便を全く度外親するも可及的少量なるを可こすへ

し

　、次に本法に於ては空氣を捕集しナこる現揚に於て水酸化バリウム溶液を注加し然る後

に密栓を施して試験室に運搬する必要あり而して注加しセる溶液に相當する室氣か瓶

中より遙散するものε假定して類の容積より100ccmを減しセるものを實際の室氣

の膿積ご認む然れとも現場に於て此等の操作を爲すは煩に堪へさる所にして而も100

ccmのフ。ノンビペ。トは之を流出するに相當の時聞を要するを以て流出の間にも既に蔑

分の炭酸は吸牧せられ從て其間に誤差を生し易く故に前記の如く多量の炭酸を要求す



ペッテンコー7エ，レ氏炭酸天斯定量法の改艮に就て 289

るものなり．’，

　其他捕集瓶の密栓に際しゴム帽を使用する時は割合に正確なれ共ゴム栓：を施すεき

は之か爲室氣の座力に憂化を生すへく然も此の縫化は必ずしも挿入されたるゴム挫の

部分こも’一致せさるか故に此の貼に於ても亦改良の除地あり勿論ペッテンコーシェノア軍

法は後文詳述するか如く滴定の際に割合に大なる誤差を豫嚇せさるへからさるか故に

若し現在め如ぐ5－6：しの塞氣を捕擁する時はゴム栓の挿入によりて起6得る誤差は

度外親して可なるへきも若し捕集瓶の容積を次第に縮少するごきは之に依て起り得る

誤差を成績に影響を及ぼすに到るへし

　　　　　　　　　　　　皿【．余等の考案したる装置

　三等は前記の映瓢を考慮し次圖の如き装置を案出しだり

　1・構造．空氣捕集瓶（A）は内容1：L，にして別に内容，50ccmの硝子瓶（B）を備へ2

個口叛は附圖の斜線を施しだる部分に相當する硝子栓（C）を以て互に連結し叉分離す

るこεを得

　50ccmの小瓶（：B）は瓢滴瓶に於けるか如く爾肩に一蜀の隆起（d）を有し之を硝子栓

に劃し圖の如き位置：に挿入する時は上下2個の硝子瓶は硝子栓の中心（C）を通過し更

に（d）の室隙によbて連結するご錐も若し上部の小瓶を90●回興するごきは栓の一封

の開ロは小瓶の製糖に閉塞され上下2個月瓶は互に連結を断つへし爾中央の栓は圖に．

　　　　　　　　示す如く左右に一樹の把手（f）を有し回轄に便ならしむ

B

¢

A

4

ε

f

回附圖（e）め位置に示すか如く劇剤瓶（A）の首部及硝子栓（C）を

通過して一樹の細孔を穿つ此の細孔は硝子栓を同蒋する時は直に

器壁によりて閉塞され器ご外耳この連結を断つ

　2．鼠料の捕集試験に際してぼ先つ上部の小瓶を栓より分離し

1炭酸琵斯を除去しすこる室氣を以て瓶内の室氣を完全に駆逐しテζる

後正確に50ccmの水酸化’｛リウム溶液を注暫し硝子栓：を施し之

を直に附圖に帯しgo．回平したる位置：に置き瓶の内容を外四半

P遮断す現場に於て塞氣を捕集ずるには硝子栓ご捕集瓶を分離し初

あ瓶内の室氣を三三すへき室氣ε置換せる後（約4：しの室氣を



，
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馬入すれは充分なり）更に硝子栓の（C）の部分の室氣に封しても同様に操作すへし

之れ水酸化バリウム溶液を注興する金口の部分の室氣も當然反慮に参宮するを以てな

り捕集瓶及硝子栓内部の室氣の完全に置換するや直に捕集瓶に硝子栓を施し更に之

を峡江して圖の如き位置に置き（e）の細孔を蓮過して瓶内の室氣を外面ζ連絡せしむ

へし然る時は硝子栓を施す際に生しすこる瓶内の氣厘の悪化を再ひ外氣に一致せしむる’．

・こピを得へし而して澁曝して硝子栓を90。．同轄する時は瓶内の擁立は全く外氣ε同

学状態の儘遮断され弦に試鹸現揚ε全く同一の氣歴及温度の室氣を捕集する事を得へ

し

　3，炭酸の定量　次に水酸化・“リクム溶液を盛りたる上部の小瓶を硝子栓に封し90

回縛して圖の如く置く時は水酸化バソウム溶液は直に捕集連中に侵入し之に相面する

容積Q室氣ε置換すへし而も母堅しすごる室氣嫉上部の急逝に留り決して外部に逃げ去

る事無きか故に本器を善く振忘しつ、時々顛倒し水酸化バリウム溶液を捕集瓶ご上部

の小瓶の間を往復せしむれは約15分時間にして器内の炭酸立前は全く水酸化・“ソウ

為溶液に吸牧さるるに到る然る後容器を顛倒して静置し器内の水酸化・“リウム溶液を

全く最初の小海に返し之を放置すれは弦に生起しすこる炭酸バリウムは全く沈澱する’

を以て上澄液25ccmを取りフェノーノレフタレインを標示藥こして諺劃定毒液を以て

滴定し吸堕しπる炭酸量を箕輸するなb本法に使用する諺酸定規液は1月中修業

（ε8器21120）o．5620gを含有し其の1ccmは標準状態に於ける炭酸琵斯の。．1　ccmに相

當す：又水酸化・“リウム溶液は1L中水酸化・“ソウム〔Ba（OH）・8耳・0〕1・4　g寡黙・“ソ

ラム0．g8　gを含有し其の25　ccmは略同量の前証諺酸定規液に相回するもρ参り

　　　　　　　　　　　IV．ペッテンコーフェル氏法の正確匿

　由來ぺ。テγコーフェノγ氏炭酸定量法は簡便にして而も割合に正確なりごせらる然れ

こも其正確度には薗ら限定あり手空氣中の炭酸琵斯含量を03麗ε假定し室氣捕集瓶

を6しごする時は1同の滴定に清費する諺酸定規液の量は23・2　ccmにして吸牧しπ

る炭酸琵斯に相引する纏酸定規液の量は1．8ccmなり滴定に普通50　ccmビューレット

を使用するものεせは1目盛の1！、以下は最早讃取ちこご不可能なるへし然る時は僅

に1・8ccmの量に慨し0．02。cmの誤差は當興野想せさるへからす此の誤差は0．003彪
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の炭酸に相當するか故にペッテンコーフェノレ氏法は総ての操作に絶劉に誤差を生する虞

無しごするも滴定に於て最後の牢滴又は4二二の遇不足によb考を軍位ごして小二三

以下3位目の歎字は最早信用するに足らす而して此の誤差はぺ．テソコーーフェノレ氏法に

：於て白白起り得るものにして試験者か如何なる注意を以てしても避け得られさるもの

なり’

　然れごも顧るに他の正密を目的こする試験は知らす保健衛生の目的を以て行ふ室氣

試験は其の要求する正密度も薗ら限りあり0．003麗の誤差は大氣中の炭酸を標準ごし

て約1／ユ。。に當り若し室内叉は人の密集せる揚所を標準ごする時は遙に之よbも少量こ

なるを以て此の三園の誤差は衛生試験に而ては何等の痛痒を威せさるものなり簡便な

るぺ拷ンコーフェノレ無法か室氣の衛生試験法εして生命を有する所以は實に鼓に存す

るものご云ふへし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　、

　今三等の考案しセる装置は1同の滴定に於て澗費する水酸化・“ヲウム②量：は諺一定

．規液の1。5ccmに相淫し前記の三二に從へは其の誤差は0．004麗に當るを以て本法

に於ても小数鮎以下2位迄は確實なう歎値を得へし之を實験に徴するに次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　　表：

凹型1容物劇客測温劇氣墨［伽撒到炭酸含量
第1號

1號
T號

1044ccm

P047，，

21．0

Q1．0

76L2　mm
V61．2，，

2．25ccln

Q．25，，

0・463％0

O，463，，

4號 1039，， 20．0 754．0，， 1．64，， 0，342，，

第2號 15號 1033，， 20．0 754．0，， 1。62　 0，339，，

10號 】022，， 19．5 754．2，， 2・32，， 0，490，，

第3號 12號 1043　 19．5 754。2，， 2．35，， 0，481，，

第4號
3號
P2號

ユ029，，

P043，，

19．5

P9．8

754．2，，

V54．2，，

2．90，，

Q．95，，

0，60S，，

O，610，，

第5號
1S號
P0號

203S，，

?O22，，

20．0

Q0．9

758．4　

V58．4，，

25S，，

Q．54，，

0，535，，

O，535，，

第6號
6號
P4號

1021，，

P030，，

17．0

P7．0

753．5，，

V53．5，，

2．45，，

Q．45，，

0，514，，

O，510，，

第7號
3號
P2號

1029，，

P043，，

16．0

P6．0

752．0，，

V52．0，，

1．55，，

P．60，，

0，323，，

O，323，，

　以上の試論に於て室素心集用言の排志士には叉管を附し之に2本の同長の興室ゴム

管を連結したるものを用ひ同一試料に就きては常に同様の室氣を捕乱するに努めナこ

う
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然るに小歎鮎以下3位三一致したる成績を示しπるもの殆んε稀にして多くはασ

05危以下の誤差を生したり

　爾比較の爲ペッテンコーフェノン氏法に依り同様の試瞼を行ひだり

　　　　　　　　　　　　　　第　　　2　　表　　　　』

試瞼番剰容翻劉容剣温劇氣堅レ働撒到炭酸含量
　　　　　　3號
第1號　　　　　　4號
　　　　　　9號
第2號　　　　　工1號

5487ccn二

6457，，

6350，，

6247　

13．0

13。0

11．0

11．0

762．Omm

762．0，，

762．0，，

769．0，，

2し80ccln　　　　O。533忽

3．30，，　　　　　0。534，，

3．40　　　　　　0。550，，

3．32　，，　　　　　0．546，，

8　　第3號

@　第4號

エ4號

Q5號
P3號

Q1號

6260，，

U126，，

T972，，

T399，，

1LO

撃戟D0

Q0．0

P0．0

769．0，，

V69．0，，

V70．0，，

V70，0，，

2。22，，

Q．14，，

Q．30，，

Q．10，，

0，355，，

O，359，，

O，394．，

O，398，，

故に徒に室氣捕集瓶の容積を増大するも特に著く其正確度を増加するもの1二非す術

試験の目的により要求する正確度の範園内に於て可及的簡便なる方法を講ずるは最も

即時の目的に適ひたるものご謂ふへし些の鮎に於て余等の考案しすこる装置は衛生試瞼

の目的に樹しては從予行はれつ、あるペッランコージェノン氏法に比較して柳か勝れるも

のなりご信ず　　　　　　　　　　　　　　　　　大正十五年八月

、
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’伊野の煙。響町的研究報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　師　四　方　　敬　一

　弦に報告する虜のものは余か九二汚染の研究を命せられて逐次基本研究を行ひつ～

ありしもの、一にして態ご各別に登表せるもの、一に属するこごを附記す

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　論

　出庫煙草に關する研究業績は枚畢すへからす其然る所以は之か愛用による慢性或は

急性中毒の本態か果して轟コチンに由面するや否やに關する疑問に初まb爾回忌斯衛

生學的基底に立脚せるもの、みにして多数の断片的研究はニコチン及共存する酸化四

温を圭眼εして幾多の方面より研究されナこり

　煙草の毒作用は果して昌コチンにのみ鳴すへきや否やは古來論ありニコチンの毒作

用はMeyer（B．37，1233，1904）によれは左旋性なるものは右：旋性なるに比して倍の

カを有すごされ直中にはニコチ：／は遊離璽基ざして存すごする説ご之に劃するHeube1

（1873）及K：lsslingの如く盤類こして存すピするものあり從ってニコチン自身の毒作用

も其形式によりて著るしく異なるへきなり

　爾ほ毒中には種々の植物性堅基を含有するこごはPicteヒ（B．40，3771，1907；Arch．

Pharm．1907，244，375）にようて示され爾其他の植物組成（Wehmer：Die　PHanzensto旋，

1，S，691）の燃焼生成物をも考慮せさる可からす

　即ち　SH21麗（Toth：Ch・Ztg・1913・37，897；Vogel　u・Reishauer：D1ngL　PolyL∫．

1858，エ43；231），（CN）当，　HCN（T6しh：Ch．　Ztg．1911，35，1262；1910，34，398），　HCNO，

：H：SC　N’ iTrillat：・Cir・1904，33，469；T6th：Ch・Ztg。1909，33，1301）等の記載あり回れ

こも之等有毒成分は甚ナZ共量砂く而も煙草の種類，燃嶢状i兄に關する事當然なり傘等

は此i貼に關して煙草のゴー・ノレヂンバ。ト50gを試験禮こし燃焼速度毎分200　ccmこし

て施行せる試験の成績は陰性なりき叉Th◎msの記載せるN及Sを含有するSd・pt．19（y

以上の猛毒性亭亭の如きは之を追試するを得さりきされと余等は比較的信頼し得へき

方法に依りて行ひ得る範園の成分につきて能ふ限りの精確を期して其の組織的分析を
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施行し吝成分の相互の直面を明白こせむこごを期して一定ρ二二の下にて操作せり即

ち盤基類にはピソヂン，アムモニア，ニコチンを，酸類には品品を，一般氣膿には炭

酸，メタン，酸素，酸化炭素及不飽和炭化水素につきて定量：を行ひ脂肪酸の二三を定性

的に槍出し水素ば奪ソブデン酸の鯛媒還元法につきて槍出を試みすこるも共反慮顯著な

ちさりき

　爾ほ樹脂類，臆質物質16種を分類せしも之等の確定分離及…毒性試験は之を中断す

るの止むなきに至りすこるか爲に志を達せさりしを遺憾こす

　　　　　　　　　　　　　　1．煙草燃嶢法

　煙成舜の研究に於て尤も留意すへき事項の一は燃焼法の如何にあり　’H吊bermann・

（Z・physioL　Che・h・Bd・33，1901）は初めて煙画集に新機軸を出しLehmam（Arch．£・

Hyg，　Bd．68，1go9）は更に有力なる改良を加へたり即ち燃焼せる煙の全量を捕集せん

か浸めに止長に分ち一は喫煙に際してロ腔内へ吸入さるものにして之を主流こし他ば

漠然ご寺中に逃げ去るものにして副面こす然れεも之等先輩の行へる燃焼は何等の統

一せる條件を伜はす且つ燃焼に際しては燃焼室の構造及燃焼速度か重大なる役目を冠

すこごを看過せるの憾あ）余病は故に二流分別捕集の原則のもこに前者の顧みさりし

所を補ひて共の重大なる意義を聞明し以て燃焼作用の研究に忽諸に附し難きものある

事を臨画して以て組織的關係の存するこごを知．るを得ナこり

　　へ　煙草を燃焼せしめて三三雨流を完全に分離して捕集するこごは頗る至難に厩す之を

達せんか駕には霊智爾流の速度か第一の要件すこるは諭を侯すこす而して曳燃焼室の規模

う面する庭實に重大にして登生する副流を完全に吸引し去らしむるか爲には其容積，

形朕，吸煙孔の数及位置は充分研究されさる可からす　三等は此鮎につきて数へ難き

修正を嫌はさbし硝子工小暮氏の好意を深謝するものなう即ち所定速度にて燃焼せし

めて室内に煙の滞留せざるこご及螢生する副流は明かに流をなして速かに吸高冷へ突

進するや否やを試験して完全なるものをごる故に煙草め長さ及太きか著るしく異なる

ものには同一の燃焼室を利用するを得す　燃焼室は側面にゴム栓を以て開閉さるる黙：

火孔を有す此孔より弄火用ニクロム線を挿入して瞬時に晶晶す室の下にはゴム栓に1

穿てる硝子管孔を通して所定室氣を流入せしめ又栓を開き去りて落し灰分を除去し
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第　　　1　　圖』，

燃　　焼　　．装　　置．

得上端に近く環歌に小孔を穿ち頂部のゴム栓にも数孔を作り副流を吸出し去るに用

ひ同時に主流は頂部ゴム栓に挿入せる硝子・材プを通して去らしむ　此硲子メイブに

は凝縮するヤニを除去保留せんか爲めに安全球を圖の如く附せり但し此メイプは煙草

に労して太さを異にし且つ安全球内のヤニか煙草燃焼の熟によりて蒸溜せさるすこけの

　　第　2　圖　　　間隔を保ナこしむ

　　ノ寸イブ　燃焼室を出てナ・る圭副肝流は何れ狢吸糠置に入る雌置

　　　　　↑　耀基盤1・於ては・・％耶qを，酸齪には・・％N・・H

　　　　　　　　　を適宜に浸潤せしめたる綿及硝子球を以て充翻せるペリゴー管激：

　　　　　　　　　個を用ひナこるものにして氣流通過に際して綿か容易に吸牧をなし

　　　　　　　　　て且つ通路を妨げさる標に手加減を要す　次に市瀬式洗氣瓶二本

　　　　　　　　宛に三態量の吸牧液を盛りて並へ其後計量器，調整辮及吸牧装置に彰じ至る吸氣装置は㈱小型の継氣器官を改造して使馳・

斯くて主副懇懇を別々に吸難せしむるものにして氣流速度は計量器及秒時計にて時よ

検して吸牧力を調整す　吸牧管内の綿充填不良の時は均一なる速度を得難き事を留意

す

　燃焼に與る室氣は乾燥室氣を使用するを常ビし燃焼室へ入るに先ちて曹達石三三盤

化カノγチウムにて乾燥す・』 @　　・，　’・一　　　’　　　　‘　1、

ノ
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　燃焼後慮置　燃焼完了後凡1／・時通馬にて充分に吸卜せしめπる後先つ三三綿を雨

曇別々に取り出し吸牧液ε共に合し且つ容器に附着せるものをも吸牧用新鮮液にて洗

溝しごる　燃焼室内の次分は巧にごり出して130。に乾燥し就園器に保ちすZる後秤量

し；灰三一して記載す

　燃焼室内は充分に三一液にて洗噂し之を副流に合す｝

　斯く分離せる主一雨流は盤基叉は酸を抽出するに歴遇して適法を用ふ　弦には旧基に

就きて記し酸につきては後段に委すへし

　分離されし雨液は別々に2・5：しの蒸溜コノγペンに移し20％NaOHを以て冷却し

乍らアノγカリ性こし而る後逸を水夢心蒸溜す溜出液約1Lを超ゆれは大約璽基類は

抽出さる　即ち沃化加里，沃加蒼鉛薄謝に反慮なき泡蒸溜し溜液に30gCH、CO，H及

40gCH、CO、Kを加へて再ひ水蒸氣蒸溜をなして溜液にアニソン，チアンプロミド反

惚（Lehmer，Ch，　Ztg．1922，46，877）を回して絡了せし軟斯くて抽出せしピリヂンは

硫酸上に捕集さるるか故に更に之をアノレカリ性こし再三水蒸氣蒸溜して定量H、SO、1に

触りて残鯨酸を滴定嘉定す

第3圖
蒸溜用曲管

Ψ

　酷酸蒸溜の母液にはニコチン及アムモニアを残すか故に之を

蒸登皿に移し酷細々性の取水洛上にに250．ccmに濃縮して沃化

加里沃化蒼鉛を加ふれは澄黄色，之に更：に10％H、SO、を加へ

て黄赤色のニコチン盤を析出し之を濾過，洗面分離す　濾液は

アムモニアを含有するか故に濾液及沈澱を別々に蒸溜コノγペン

に移してナノンカソ性ごして水蒸氣蒸溜してH・SQ争に捕集して

滴定す

　之等の反覆水客冬蒸溜によりては相當の誤差を免るへからさ

るも残留すへきも（ρか水滴ご共に飛込む事藪次なるか故に特に

此鮎を留意し水蒸氣蒸溜用柄付曲管（圖の如き）を使用し好結果

を牧むるこεを得だり

　　　　　　　　　　　　　　皿　瞳基定量法

　ニコチン定量法ごしてKissliug（Dingl，　polyt∫．1882，244），　Popovici（z，　physiol．　Ch．
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ユ3，445），Sinhhold（A記h・・£lHyg∫236，19の，「Thdns（B．　deut．　Phar疲】・G6s♂1900，’10）・

；Lehmann（Arch・£Hyg・1909，321）等の記載あれこも満足し得さるものありLeh【hann

の記載最も組織的なるものあるか故に之を追試して誤差範園13．10％を縮少し得さる

こご及総睡基度を一時に滴定するの不可なるこごを知れり　同等は以下記載の回りに

．方法を定めたり

　ニコチ、ン（メノソク製品）を水素にて室氣を排除せし後眞室蒸溜を施しでSd・’Pt・210。

SP・Ge凱1・6128、（15℃）．〔α〕D』一92・68。のものを槍膿ごし之を滴定する際の指示藥の

適否を潤するにカノγミ．ン酸は誤差竹園19．39％にしてロゾ」ノン酸にては明かに二段に

色隅隅をなし黄より無色のカノγミン赤εなる余等は即ち此指示藥を以てニコチンを申

性盤，一門湖畔εして定量し得るを確定せb計呼量（3．1ccm　N！、。　NaOH相當）は滴定

によるに最高6・45％小さきを知れるも此種の仕事に於ては此の範園に満足するに止

め沈り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　ピリヂン　カノレミン酸，メチーノレオランゲ等を指示藥ごする内メチーノソオランゲか

満足なる敷値にして李均α8％の誤差なり

　ビリヂンの分離

．ニコチシ及アム毛ニアをビリデンε分離する’には酷酸過剰にて水蒸棄蒸溜にて分離

し得る事は記載あり判れビもCH、CO、Hの濃度減少‘εもに溜出分低下するか故に酷

酸塵類の燐加に依って此g）映を櫛はんごして来の成績を得たウ但し1≠芝ヂ著は6．3ccm

Nノ】oNaOHに相當する量をユ50ccm　H20に加へ之に酷今回は其他の添加物を用ひ溜

出液150ccmにつきて溜出ビリヂンを定む

　　　　　　　　　　　　　　第　　．1　、表

　　　　・番　　號・　　　・酷　　酸（9）　　　　　添加物（9）　　　　’同百分率（％）

　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　68．09

　　　　　　2　　　’　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　CH3CO2Nag　50　　　　　　　　『　　9524

　　　　　　35CHI3CO21く，50．98．70
，即ちC耳・CO率の添加に於て勘こ可良なる成績を牧め得たるか故に爾後此嗣法に從

ふ事εせり　　・　　　”・『・一．　　即”　層1

　ニゴチツ及ア．ム毛ニアの分離　．一「　』一　・…’・』・，
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　ア～ンカロイ、ド分離方法中最も容易に行ひ得るは沃化加里，沃化蒼鉛複盤を用ふるも

のにして完全に稀薄溶液より沈析するか爲め，には恥SO、は相當濃度なるを要し（約

Nノ、）ユ／、㎜に及ふ沈澱を濾過し沈澱捌の硫酸溶液にて洗源後20％NaOHにて強璽基

性εし水即下蒸溜するに正しく理論数を溜出せり

　　　　　　　　　　工【工　主流速度の煙組成に封ずる影響　　　　　　　　，　．

　槍膿こして乾燥憲煙草ゴーノγデンバ，トを用ひ燃焼量5g以上なる標にして乾燥室

氣を用ひ圭副雨量につきて定：量分析を行ふ墓礎三三に於て主流200，副流800ccm毎

分を以て理想的關係なる事を知れるも更に一流を憂して速かならしむみ際の憂化を知

らんビす以下實瞼は圭流を鍵して副流を毎分800ccmこし，定量試瞼敷字は燃焼分1g

につきてのnlg数を表示せるものなり’

本　　　籔：

纏　9　籔：

総記煙量

九本，

7．381

6．II6

日分〔不燧三共｝1・265

門流速度　　　2CO

昌　コチン

ピ　リヂン

アムモテア

昌　コチン

ピ　リヂン

アムモ昌ア

縫昌コチン

縄ピリヂン

23．0

1．6

2．3

3．8

0．6

4．4

7．429

6．168

1．262

，，

23．1

1．3

3．0

・4．3

0．9

4．5

第

7．574

6．310

1．264

400

　圭
21．4

　0．8

3．1

副

　2．2

　0．2

　4．2

2

8．248

6．950

1．398

鱒

　流
21．1

　1．2

3．6

　流

　3．3

　0．6

　3．8

表

7．768

6．488

1．280

600

19。S

O．9

3．9

1．7

0

3．1

7．613

6．257

1．356

，，

10．6

1．1

4．5

2。0

0

3，1

8．396

7．171

1．225

800

20．7

L9

4．2

25．8　　　　27．4　　　　23．6　　　　25．4　　　　21．5　　　　2L7

2．2　　　　　2．2　　　　　1．1　　　　　1．8　　　　　0．9　　　　　1．1

6．7　　　　　7。5　　　　　7．2　　　　　7．5　　　　　7．0　　　　　7．6

1。9

　0
2．6

22．？

ユ．9

6．7

7．991

6．121

1．870

　

19．5

2．1

4．5

纏アムモ昌ア

1．4

　0
26

20．9

2．1

’7．6

　上表を見るに明かに主流速度ピ組成の間には一定の關係か窺はれ次の圖に示さ

る

　三度の増加は燃焼温度を高むるは推察し得る腱にして下刻組歳を鍵化しピリヂシ，

、昌コチンの分解を促進しゆく事はピリヂンの潰失に見うも推定さるへし　　一、・・

　速度壇加ごビもに圭流にては昌コチンを減しアム毛昌アを増加し副流にては二rチ

　　　　　　　　　、
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23．1

2．65

1．45

、 第．　　4　　表

速　度　の　影　響

　・

蛛@　流

A　435

垂．6

　　副流

S0

335

4．1

　　40ｪ ．1

21．a

聴数

2

A　　2．6

羊・
P

2ρ’

→ 舷
　　1

m

9；

L6

諦
N　　20，】

9

一

00　　　　　400 600　　　　　800 200　　　　400　　　　60q　　　　．800

ン，アムモニア共に減少す　　　　　’　　　　　　　『　　　ピ

此の現象より分解反慮の壇大を察し得，1副流にて減少を示すは煙量の減少によるも

のにして上の三三を否定するものに回す

即ち此種の仕事に於τは燃焼速度を一定するの必要は樺必要の條件の一たるを知

る

　f苛ほ速度こごもに盤基類の主副雨流への分配率は次表の如し

速　　　度

ニ　コチ　ン

アムモ昌ア

昌　コチン

アムモ昌ア

200

85．52

37．74

14．43

62．26

第

主

副

3

400

90．23

45．52

9。32

54．46

流

流

表

600

91．44

57．39

8．56

42．60

800

92．35

60．93

7．64

39．07

　即ち量的には二流に予て昌コチンは減少すれごも％に撃ては熔干す上れニコチン緯

量の減少の故にして其他の数字又斯の如し興味ある結果ビ信ず

　　　　　　　　　　「v．空氣の門下の煙組成に封ずる影響

　湿度か燃焼に關係するこごは明自なり故に湿度か煙の組成に鍵化を與ふるならんε

’する推定は當を得たるものならん之を槍せんか爲めに灘度は40。，・50b，60。に作られ陀

る恒温槽中1三水を容れすこる洗氣叛2箇を置き之に依つ七室氣をして一・定の湿度を保た

しむ此際燃焼室は温度降下を渉止せんか爲あに能ふ限り恒温槽に接近ぜしめナこり槍膿
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はゴーノγデンバヅトの主流200ccm副流800　ccm／分なる事常の如く燃焼分1gに樹す

る各mg数を記すれば次の如し

総　9　殿

燃　澆　分

昌コチン
ビリタン

アムモニア

昌　コチン

ピリヂン

アムモ昌ア

第

7．693

6．406

22．0

1．0

3。0

4．6

0．1

6．0

　　40。

5　圖

十度の影響

第

7．720

6．307

　　圭
　22．8

　0．9

　2．8

　　副
　3．9

　0．1

　5．3

鱒

4

7．794

6．362

　流
　19．5

　1．4

　4．8

　流
　5．6

　0．2

　6．0

恒温槽温度

2．萄

1
5．5

！
喚．

A

2．．

19
20・01．47

一 ヒ

0£レ
主流

　　LP8．3

40 50

P→灘度

昼。

D窃

7．1

5．6 八
6ヨ．i

傭
曹

1副流

50。

表

　7．702

　6．398

20．6

1．6

4．ア

5．9

0．1

6．0

7．588　　　　　7．763

6。252　　　　　　6．322

18．5

1．8

5。3

6．8

0．4

7．5

60。

18．0

1．9

5．7

7，5

0．4

7．3

　本表よb灘氣に富むに從ひて圭流に於

てニコチン減少しアム翼下ア増加し副流

に於てはニコチン及アムモニア共1二壇零

す而してニコチンは漏氣壇大に從って葉

から煙への移行率の壇加殊に副流中へ多

量：に移行する傾向を認め同時にアムモニ

アも増加するな）斯標に著るしき組成の

・相異か灘氣によりて生するか故に本實験

に於ては圭流副流速度の三面罠いこ叉

灘度の決定か大切なる事にして在來の先

・輩の成績には三等の注意を映けるか爲め

に比較上野数値に便値を定め難きものあ

るを知れb即ち余等は一般分析を行はんか爲めには主流200，副流800ccm／分の乾燥

室氣にて燃焼せんこ、嬉を定むる所以なり

　　　　　　　　　　　　　▽．各種煙草の煙の分析

’余等は専費局の好意によ）て歎種の煙草の寄賂を受け之に市販常用品各種を槍禮ご
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して所定乾燥後一定條件下の燃焼に依つで圭副各流を分析せb即ち11種紙懇煙草及

5種葉窓煙草にして内外國製品を含む燃焼に於ては葉窓に適平なるパイナを作成する

こε不可能なるか故に冠者の間に短きゴ血管を介して連結せしめ燃焼は約1cmの残留

部迄ごす其他の煙草はパイプに適合するか故に之に一入し雨切は吸μを附せすに歪部

口附煙草は口紙のみを残す標に燃焼回り

　次表記載法は前に準ず

　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　表

各

瑚

，，

稽

蝶

エアシップ

　，，

ス　　タ

　，，

ゴ　　一

　，，

ド

オリエント

　「　，，

M．　C．　C．

　，3
E．　C。C．

　，，
カ　メ　リ　ア

　，，

朝

敷

不

，，

’，，

日

島

ロントレス

，，

ペルフエクトス

　

エルドミ轟オ

，，

クラ　リサ

圭　　流 図　　流

本販　穂9籔

10　　　　7．221　　　　5。526

，，　　　　7。155　　　　5．687

，，　　　　8．031　　　　6．516

9　　　8．349　　　6．759

10　　　9＄73　　　’8．127

，，　　　9．412　　　7。63S

，，　　　9．790　　　S．199

　　　　10．097　　　　8．282

，，　　　　9．075　　　7．32δ

，，　　　8．503　　　6．9r塾7

6　　　8．646　　　7．064

，，　　　8．S25　　　6．740

，，　　　10．170　　　　S．193

，，　　　10．353　　　8．585

10　　　　9．959　　　　5。045

，，　　　11．184　　　7．044

，，　　　10227　　　5．930

，，　　　9．737　　　5380

，，　　　11篭075　　　　5ゐ72

，，　　　1L636　　　5。659

　　　　工OJ552　　　4，557

，，　　　10．662　　　4．635

1　　　5．332　　　3．274

2　　　11．723　　　7．206

1　　　9．03S　　　6。654

2　　　工3265　　　9．QS5

，，　　10．e43　　　6．763

，，　　　11．076　　　8．023

，，　　　89S3　　　6．261

燃焼9販
〆一一一一一一一　　ノー一■■一＿一一
昌コチ
ン

16．0

14．4

18・3

17．4

18．9

18．6

18．S．

15．9

16．1

1生0

9．7

9．4

15．4

16．1

11．9

12．0

10．1

10．3

工2．7

11。S

12。6

13．5

11．5

11．0

9．8

9．6

9．4

S．3

104

ビリヂアンモ　昌コチ
ン

0．3

0．1

1．2

1．6

0。9

1．7

1．7

1．7

0．6

α＄

2．4

2．7

2．6

2．7

2．0

2．6

0．6

0．8

0．7

0．9

0．8

1。2

3．8

．3・1

1，6

2．0

1．6

1。9

2．7

昌ア

4．1

4．4

2．3

2．1

2．4

3．0

1．9

2．0

48

5．3

6．2

5．3

3．4

『4．5

3．5

2．6

3．1

2．1

2．3

2．2

2．4

2．3

10。1

12．2

13．1

10．5

10・7

．9．3

10．4

ン

3．9

3．3、

4．7

5．0

5．6

5．5

3．0

3。1

5．9

6．9

4．7

6．6

4．0

5．0

6．3

5．6

2．5

2．6

2．6

3．3

4．5

3．9

5．8

5．5

4．3

4．4

4．2

4．4

3．8

ピリヂ　　アムモ
ン　　　　昌ア

　0　　　5．6

　0　　　5．4

0．4　　　5．7

0．2　　　5．0

02　　　3。4

0．3　　　5．5

1．0　　　4．0

1．1　　　3．9

　0．　　73．、

　0　　　8，0

0．7　’　6．0

0．7　　　8．3：

0．7　　　6．2．

0．7　　　4．4－

0．8　　　7ふ

0．8　　　8．3

　0　　　6．3・

　0　　　5．1

0．4　　　5．6

0．5　　　5．4

．0．3　　　5．0

0．5　　　5．6

0．5　　　7。ア

1．1　　　8．4

1．3　　　9．9髄

1．5　　　8．8・

0．0　　10．5・

1．0　　11，1

1。2　　7．7
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　　　　，，．　　．　　：　　，，　　「8287　　　5。292　　　　　12．9　　　　2．8　　．12．0　　　　　3．6　　　　　0．7　　　　8．9　　　　　・　r

　　　レムフ’り．カノス　・・　11£OS　3・970　　10・1　　2・4　13・0　　3・5　　（L2　　5・6

　　　　，，　　　　　　　　，，　層11．146　　　9．8£4　　　　　　S．3　　　　2，6　　　13．3　　　　　3／7　　　　　0。8　　　　7．7

　即ち蘭島の燃焼法にては風流に於けるニコチン量は爾噛煙草最高に9して約17mg

を示しE。C．　C．之ヒ次ぎロ附窓煙草12　mg．を経て葉噛煙草に至る此の葉窓煙草に於

てニコチン量最小を示す事は一見甚π不可思議にして且つ受入れ難き戚なしごせす停

れεも本表は燃焼分1g當りのmg数にして從而葉窓に於ては共1本量か遙」に他の巻

煙草の10本量に、も匹敵する事より喫煙早藤に比して著るしく多量のニコチンを吸入

すること．とな卑叉照準徽に際して・よバイブ鋼筆挿入し得さるよbゴ・髄

．結をなし共平めに完全に全部を燃焼し得さりしか故に此の未燃焼部に濃縮せるもの多

大なるを察知し得へし之等の理由に基きて余剰の得ナこる要覧聖首肯し得へし撃って以

，上の如き分析値表よb直ちにニコチン量を比較し或は毒性を論ずるか如きは無謀に濾

す

　主流中のニコチン量ε副雨中の夫れごは互に比例するもの》如く見らる而して金ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・煙草に於ては精々副流に於て多量見出され回附煙草に於ては甚だ多からす

　一般1二葉戸戸高級品に別ては主流ご副流εのニコチン量の比は2：1に近く他のも

のは更に共割合小なb

　主流中のアムモニアは興味あるものにし七煙草燃焼法か其煙草に適期せ←や否や換

言せは葉華押填塞程度か憩流200ccm　1分の速度にて完全に活濃に燃焼せしものなり

や否やを窺ふに足るもの、如し即ち上表の示す量は限定されたる方法によりて燃焼せ

’られすこる目合の分析値なるか故1こ個たの煙草の燃焼には必ずしも尤も都合よき速度

・には非さるへし之れ圭副導流の分離に尤も好都合なる速度なるか故に葉戸惑緻充秘密

なるものにありては比較的燃焼は不活蔭にして副流は著るしくアムモニアに富むは想

・像に難からす即ち本表に於て主流は留出煙草に於て著るしく多量にして10－13m9に

達し高級煙草に於て比較的に多量のアムモニアを生し輕粗なる口附随煙草の如きは

12－3mgにすきす之等の異同は果して此燃焼速度に於ける個々の煙草の燃焼か不適當

なるか故の不活澄なるによるか果軍に葉質によるものなるか詳かならさるも事實ごし

一て記載するに止む
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　　‘主流中に於けるビソヂン量は矢張う煙草の種類に蘭係あるもの》如く葉窓及傘口煙

草に於て約25mg次に醐の』2　mgロ附煙草の・0・6一α9　mgの順なbドリヂンの

　生成は専らニコチンの熱分解によるもめご考べらる、ものなるも此説に從へはピリヂ

　ン量は大約ニコチン量に季行させるへからす即ち事實は而b

　　副流中に於てはニコチンは何れも数mgを出てす叉アムモニアは大概昌コチン量に・

　越え副流に出するものは不品濃燃焼による生成物なるか如き観を具ふ各組成の量的關

　係は矢張b外既製品に満て遙かに高位に存するを明示せり

　　　　　　　　　　　　　VI．未撚焼片凝縮割合に就て

　　前古験に於て葉懇か著るしき凝縮能力を表現せるを認めセリ」膿に煙はよき冷却器

　なるこピは其熱血導度の低き事よりも明なり熱電堆によりて燃焼帯及之に遠さかるに

　從ひての温度降下を測定せる記載によれは葉憲にては4800紙憲煙草にては300。なる

　燃嶢帯か僅かに之を距守る0．3cm’にして90。に急降する『を見る与れ正に著るしき温

．度降下にして從而比較的擁立高きニコチンの如きか凝縮するは當然なり故に三四の葉

　懇につきて凝縮状態を槍せんか爲めに常法に從ひて燃焼せる残片よう次を除去し乾燥

　し秤量して之ご面長同量に近き新品切片を作bて前の蜀稽εして其ニコチン及ビリヂ

　ン含量を比較せりもこより全一物εは云へこも完全に全一には非さるか故に其間に僅

　かの相異しか存ぜさる時は目的を達し難し当るに余等は次の如き劃然たる結果を得る

　を面戸り但し璽基抽出法は次項に記載する方法によれり記載は槍禮1gにづきてのmg

　激なるこご前の如し

　各　　種

　残片　9

　封白片
鐸｛㍊（・）

灘｛；；；；（・・

エルドミ昌オ

2．1888

2．1885

23．2

1。8

10．9

0．7

第　　　6　　　表

ベルクフエ”トス　レパプリカノス

　2．2880　　　　　　　　　　2．3026

　2．2880　　　　　　　　　　2．3026

　25．0　　　　　　　　　　　　24．2

　1．4　　　　　　　　　0．7

　9．5　　　　　　　　14．6

　0．3　　　　　　　　　0．3

クラリサ

1．6008

2．1885

28．8

4．9

14．5

0．8

’即ちニコチンに於ては残片中には封稻に比して著るしき増加を饗して李均200％を㌧

超過し，ビリヂンは400％に達す

　故に葉懇製煙草か直火せる葉窓残片に再ひ鮎火吸引して急性中毒症状ざして増勢嘔『．
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吐，寒雲，眩量等を呈するは理。存する庭にして首肯し得へし

　　　　　　　　　　　　　V工L，煙草葉中の亜基定量、

　葉中の盤基定量に慨しては文献誠に枚墨に蓬あらす余等は語中の盤基を定量せるの

傍之ε比較せんか細めに七種の代表につきて葉中塵基を定量せんごし次の方法を探れ

り

　富岳は敷島，E．C．C．及ゴーノンデンバ。トの3種にして之等を乾燥したる後言じよ．く『

』研磨して20％NaOHにて庭理エヤーカレ及石油手一力γ混液にて面面を抽出しナこる後

酷酸添加水蒸氣蒸溜によりてビソヂンを除去ニコチンは沈澱剤によりてアムモ5ア

と分離して水蒸氣蒸溜以前の如くして定量せり葉1g極りの璽基量のmg歎にて示さ

る

名　　印

本　ゴ数

組方（9）

紙　（9）

昌コチン

ピリヂン

敷　　島

　10
11．029

4．8C6

20．O

O。1

第　　　7　　表

　，，　ゴールデンパット

10　　　　　　6　　　　　　6

10．641　　　　　　5。80　　　　　5．67

4．805

18．1　　　　　　　20．8　　　　　20．2

0．3　　．　　　　　　0。8　　　　　　0．7

E．0．0．

　5
7．438

0．429

19．1

0．3

，，

5

7．451

0．429

18．5

1．2　．

　即ち葉量に明して約2％のニコチン量か存在し互に各種の煙草種類の聞に少許の柑

異あるもの、如し　而して之か煙ごなる時は三等の相互の僅かなる相異に關せす相當

の差異を生し回るは前記の燃焼作用の理によるものならん．　　．

　　　　　　　　　　　　V皿．越中の酸の定性試験

　植物乾溜生成物‘して酷酸か主成分たるは周知なり余等の行ふ焦性智慮は更に複雑

なるか故に生成物の吟味は容易なるこごに諒す　元來煙草葉には林檎酸，拘歯面，古血

等の存し璽基線ご結合せるこごは多数の謹明存し之等か分解して更に簡輩なる脂肪酸

を生すへき可能性なきに非す回れビも文献に徴するに未ナこ酷酸以外の低級脂肪酸の存二

在を認めす之れ絶劉困難に属するか故ならん乎

　Haberland（Z．£analyL　Ch．38，217，1899）に從ひて金串暉類（ρ港南庚ρ相異を利用し

て低級脂肪酸を分離するの方法を混合酸液につきて再三反覆追試するもf苛ほ顯微三

下に混合を認め途に完全分雌を完ふし得す寒寒章晦；之等を分離定量φるこεは断
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干せさるへからさるか故に軍に定性的に酸の種類を確定せんこごを務めにり

　Haberlandに從ひて各部分に分ち而して其量の減少を顧すして再三再結晶を施して

精製したる後Ba丁丁に凹し』方偏光顯微鏡にて結晶型を槍し他方物理的性状を写す

而して：Ba（CH、CO、）ガ3H、0の多量ξ：Ba（C，H7CO，）義H，0なる特臭ある結品を得fこり

此他プロ壁オン酸の部分にも其結晶を認めセるも確定し得さbきf苛ほ蟻二時逡に一度

も登回するを得さりき　’　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　IXI煙中の酸の定量

　煙中の酸は之を分離定量するを得さるか故に軍に総酸量を恥し之を酷酸こする事先

輩に準ず分析方法につきて豫備試験を施すこご次の次し

　5gCH3ρ0、Na（カーノγノ“ウム）ご燐酸比重1．7（メノソク）を水蒸氣蒸溜し溜液500

0cm宛につきてN／10　Ba（OH）2滴定を行ふ

番　　　・號

燐酸（㏄m）

水　　（c㎝）

璽類（9）
溜渡番號

　1
　2
　3
　　　　　コ

纏溜液量（L）’

纏％鍛

1

5

300

65．45

’17．67

5．98

5．30

　4
94．40

第

江

10

溜潅中の酸量の％ニテ衷ス・

78．60

11．62

4．48

2．37

2

97．07

8

　皿
，15

S3．02

　9．65

　3．05

　2．28

　2
98．0

表

V正

20

二

85．忘3

9．99

2．71

1．03

　2
99。26

V
30

100

工0

93．20

6．16

1．08

1．5

100。44

30

100

30，

80．03

11．83

2．78

L5

94．64

即ち燐酸濃度にのみ専ら三二は依るこご明なb故に凡そVに準擦して實験をなすこ．

ε．に定む

　：圭三二に際しては大量のCO、の混入を伴ふか故に先つ之を除去するの工夫を要す

除去方法砂からす即ち煮沸ヌは清浄室三座入の如きものあれこも之等は酸性にて殊更

らに有敷なるに弦に’ ﾄは都合悪し故に一度20％逼aOHに捕集せる煙中の酸は蒸溜コ

ノレペン中にて前實験Vに從って水一丁蒸溜し約2：Lをアノレカリ上にざb之を本門上

に濃縮して・Ba（OH♪ゴを加《て後炭酸除去下物中にて濾過し濾液は再度水蒸氣蒸溜し

てN／10：Ba（OH），にて定む，得たる酸を凡て酷酸ごして三叉し燃焼分ユ’g當ウのmg
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歎を以て表示す

　　　　名　　　穂

　　　　本：　㌦　鼓

弓　　　纏　9　：量

　　　　伊州9量
　　　　圭流中藁囲

　　　　副流中酷酸

　　、．・第．

ゴールデンパヅト　敷島

50』　　50　　　召0

42．37　層　40．3G　　・64．02

35．77　　　35．04　　　31．45

14。18　　　一・15．工4　　・『12，75

4。21　　　　4．73　　　　4．06

9・　　表

　，，　　　E．C．C．

　60　　　　30

　58．59　　　49．25

　30．41　　　38。76

　13．50　－　　12．41

　4。13　　　　5．02

，，　ロンドレス　，，

30’@　　9　　　　9

48．98　　　’59．49　　　59．97

38．97　　　　37．67　　　　38．27

12．56　　　　5．60　　’　5．79

4．90　　　　1．57　　　　1．63

　上表によりて葉憲に於ては門門雨流共に著るしく少量なり下れ其盤基の際に於ける

ご同様の理にようものならんも叉紙を有せさるによるもの大ならん而して酸量相互の

關係は矢張り璽基の場合ご同標にして葉恕金ロの如き高級品に於て小さく雨切に於て

大なb

　煙の性は一般にアノγカリ性なりご定められ且文献に記載あり回れこも煙草種類及燃

焼條件によりては必ずしも組成一様ならさるは明示せり故に余等は鼓に所定燃焼に於

て圭流速度を鍵して煙を100ccm蒸溜水に吸牧せし．め其PHを電氣測定に附せり

番　　　　號

名　　　　爾

纏　　9　：量

燃澆9量

PH

PII

度

度

　　　第

　　1
・ゴールラ9ンパヅト

　0．990

　0．86　．

　　　　　主

　200
　1．29

　　　　　副

　800
　10．37

】0，

∬

，，

0．991

90．83

600

3、47

9．87

流

流

表

皿

，，

0．993

0．89

800

2．25

，，

2．49

同前巻紙のみ

　0．920

’　　　400

　＿0．12

　即ち主流速度に依て副流は盤基性すこるを得るものにして上例ゴーノγデンバットに於

ては三流速度200及600の間に於ては相當強度の盛基性を示し主二二流速度同一の場

合には共に酸性なり

　省ほ憲紙のみは著るしく強き酸性を呈するは推定の如くにして怒紙か煙の酸生成に

：重大なる役目をなすを知るべし以上の實験に基きて煙の口腔内に於ける運命を考察し

得るか故に其衛生學的見地より見れば漁度高き口腔内に於ては煙は忽ち水蒸氣に飽和

され二二膿の反慮εして如上のPHを示し來るものε考へ得へく昌コチンの如き主毒
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成分か遊離せりや結合せりや果又其旋光方向如何等によりて毒性を考慮せさる可から

さるへく黒土に於て煙のPIIを決定するこごは甚大なる意義を有するものなるへし

（Meyer：B．37．1233，1904参照）而して煙のPHには憲紙の質か重大なる關係を有す

’る事は略3讃し得↑こb知多に基けば内地製品ご金ロ，葉憲等外國品ビの間にはPHに

於て相異あるへきや必せb　即ち代表εして3者をビりて共のPHを測定し並せて璽

落酸量砒較せる成撒の如し但し酸及睡基は一告の・・m数にて表せるものあ

名　　　　．柑

燃焼後9量

盟

酸

PH

盛

酸

1）H

基

肥

第 11

ゴールデンバット

0．86

　主
3．OS

3．67

1。29

　副
1．80

1．12

10．37

流

流

表

敷　島

0．4S

226

3．28

4．20

3．46

1．20

8．40

層ロンドレス

　3．92

7．70

1．42

12．08

5．OS

O．40

11．62

　上表より葉質ご共に紙質も煙のPHに關係を有するこざを認め得へし而して喉頭刺

戟作用か内地製品特にゴーノレデンバ。トに強く此他口三品に特異なりごさる㌧は大い

に意味の存する所にして從って吸引せる場合のニコチンの形式は寧ろ璽類即ちd一型の

ものご見らる、か故にMeyerに從へは毒性も却而幽基性なるものに比して減弱さるへ

　く内地製品ご外國製品ごか葉中ニコチン分析値か同等ρ）ものにして其の味及耐性に著

明なる差異あるは三等に起因するものならん

　　　　　　　　　　　　X。煙の沈降及吸著現象に就て

　煙をウノソトラコンデンゾーノレビともに顯微言下に検鏡せは明かに鉱歎の美はしき水

滴を認む而して此の柔かき青自の煙は次第に｛廣散して漸次降下し途に消色す此の沈降

現象は其中に含有せる沸職高き物質の凝縮によるものなるや明にして從ってニコチン

の如きは若干時後は煙の中に存在せさるや越せり

　喫煙に依って煙は一部は肺胞内へ大部はロ腔内へ進入すLehmann（Arch．£Hyg．

幽68，1909）は丁丁の口及肺への分配を實瞼的に定めん事を欲して所謂洗溝法及差異法

’
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の二法を試みてかなり・大なる相異を示せり余等は此の零時分配率測定の衛生學的に有

意義なるを思ひ之を次圖の燃焼装置：により』て所定燃焼を行ひてヤ昌をK：及パイプに
　　　コへ
ごり而．骭繧a仁入る標にBヰのHgを活栓を開きて降下せしめて速度を一定（200　ccm）

ごし燃焼二二にU管に邊、りて其のH、SO、」綿に旧基類を吸牧せしむ．弦にTはノ｛イブ

に．して其節さを可礎的こし：Bは内容約噛300．ccmにしてロ腔に回り，　Uはロ腔より肺胞

　ぴ’5触＿』

第　　　6　　圖
燃　　焼　　装　　量『

さゆの

暮
」5

に至る間に相當せしむ

斯様な人工的法に從ひ

て3部へ劃する分配三

三を窺うか却而實験誤

差多きLehmann法に

よるよりも蹄納し易き

ものあらん事を思ひし

か故に各19本のゴー

ノンデンバットを燃焼せしめ各部ピつきて各自各回基類を分離定量せり此記載立前の如

し

　　阯　　　　　　　　　第
＼（イ1）5㎝パイプね優用ぜし揚合

　　　　　　　　　　　　パイプ

　　　ピリヂン　 1』 O．29

　　　同上％．　17．56
　　　昌コチン　　4。61
　　　同　　　　上　　　　％　　　　　　　　　25965

　　　．アムモ昌ア　 ・　（L59

　　　同　　上　　％　　　　26・92

．（の15㎝パイプ鞭隠る場合

　　　・ピリヂン　　0．52

　　　同上％　34。94
　　　三コチン　・　6。67

　　　同上％　38．04
　　　アムモ昌ア　　　0．83
　　　同’上　％　’　3ao8

（ハ）』25’㎝パイプな庫用ぜる揚合一　，

・12

球　部

0．41

25．19

10．20

56．75

1，16

53，22

0．49

32．46

7．4＄

42．66

1．07

42．60

表

u字管

0．94

57．25

3．17

17。60

0．43

19．90．

0．48

32．60

3。38

19。26

0．60

24．1垂

纏　計

1．65

17．97

2．18

1．49

17．53

2．50

’
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ピ　　リ　ヂ　　γ

同　　上　　％

昌　　コ　チ　　ン

同　　上　　％

ア　ム　モ　昌　ア

同　　上　　％

0．G7

40．00

1’．9S

4L10

0．83

39．02

（め35。nパイプ鞭用せ鵬合

’6ρ

∫5

40

’5

ピ　　リ　ヂ　　ン

同　　上　　％

ニ　　コ　　チ　　ン

同　　上　　％

ア　ム　モ　昌　ア

同　　上　　％

冨 第

0．60

37．90

8．04

46．07

0．92

42，46

　7

0．50

29．90

6．51

38．30

0．q4

33。4り

0．54

34，10

5。71

32．73

0。73

33．75

0。50

29．90

3．43

20．GO

O．51

23．49

圖　○ピリヂン
　　ロアムモニア

0．44

2R．0，

3．70

21．20

0．52

23。79

△昌コチン

f

1
　　’●

@　’
A　　9

1
冠、’

’

！
　，一
A、

一　　　「

@　1『＼・ 馬、

、

’

噛　、r

，　、　，
■　一　　■

6’龍 、、 、　、

、＼＼

、

◎ ，’
、

「、
　、
_．

仁
　o

o’

5G勘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’5（；隅　　　　　　　　　　　　　　　　Z　5G穐 35c漏

1．6S

1ρ．96

2．1s

、1．5S

17．45

2．18

　’5
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ

　　T　 B　UT　 B　UT　 B　UT　 I3　U
のにして此の曲線打開傾向顯著なるは5－15cmの間にして球部阪牧貼B上の瓢は著る

しく圖に於て降下せるを認むへし而して之等相當鮎の連絡によりて圖面上の圖示法に

從ひて任意・材プの長さに於ける吸牧攣化を知らんか爲めに作圖せしものにしてLe－

hmannの洗三法に相卜する貼はニコチン80％に相當し同氏の肺呼吸時の吸着量に略

一致せり

　叉キセノγ叉はパイプの除旧基能力は其長さに蜀して著るしき相異なく（20－30）ん

（35－45）％の間なるごごを認む　層　　　　　・　　　　　

　本實瞼に於てロ膣に相當せるB部にはニコチン吸着量5cmに於て著るしく15cm以

上にては長さに樹して僅かに減少し45」35％にあり勿論本二二は假二上の部分旧著

　即ち（T）の延長

こごもに3曲線の

．’轡曲ば開きて』35

ごmに至り’で直線

こなる之れ主にバ

イブの部分に吸牧

さる者大部にして

後2者は季衡に達

しそ尋さるによるも
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にして且つ1同吸引は1本三三にして且つ口腔の灘氣ご吸著面の廣さなきか故に實際

ごは梢々低率に過ぎナこる成績なり三って氣管支及肺胞に至るへきものは遙に勘かるへ

きか故に圖に見るか如き25％よりも遙に以下なり

　更に煙の沈降現象は球の上孔にて燃焼せしめたる後之を駆出せしめる問の時間を計

bて騙出氣燈につきてニコチン反慮を槍し傍ら硝子内壁に固定せるものを洗灘して全

上反懸を回す實瞼の結果は30分放置：後にては微に60分後には完全に陰性なりき勿

論内壁洗源液にては著明に陽性なり此の結果呼出氣中のニコヂンは多からさるこε及

副流中の旧基類も小時間の後には室氣中に存せさるや明なるか故に三三汚染に封ずる

問題は比較的些少なるものならん乎

∫　　　　　　　　　　　　X：L　一般氣膣成分分析法　　　　　　　　’

　Wψ1（Arch．£ges．　PhysioL　78，1899）か初めて煙の組織的分析を心懸け．Habermam

・（Z・£physiol．　Chen1．33，1901；40，1903）は多くの葉懇及憲煙草及刻煙草につきてCO

を1琵斯容積法によbて定量的に定めたb

　：Lehmannに至りて除程學術的に緻密に考慮を廻らされ回り数多の業績を基けすこる

中CO、，　CO，　CH、の定量法は回すご在來に比し遙歩せるものなりき即ち一定量の空氣

にて連績燃焼せしめて主副三流を分ちCO2をKoHにごりて直接其比率を知り獲籐

は脱水して燃焼法にようて水ごCO、こしH、0よbCH、をCの残鯨よりCOを計算

せり

　斯標な方法ては燃焼によって分解すへきものか軍純に非すして多種なる時には狸ゆ

H・0の量によらてCH、ごし叉残りのCよbCOを計；算するこごは甚ナこしき誤な，り

．冷一歩進みて此鮎を閾明すへき必要あり其他現に盤基類の揚合に経験せしか如き燃焼
　1

下下の限定は叉一般氣禮類にも必要にして之等を顧慮に加へて完全なる組織的分析を

なさんこごを志せり

・’

ｪ析前庭置

　第1は燃焼法にして既に言己載せし如き塵基類燃焼法は弦に適用し得す乃ち圖の如く

槍髄の太さ及長さに慮して副流を滞溜せしむるごビなく吸引し去る様F調∫寸こる燃焼　　、

’室を作り此上端のバイブに乾燥煙草を挿入し二流は直ちに，二二流は下端よう工め水
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銀を盛れる並列の貯槽へ探る貯槽下端2重活栓によりて落下水銀によりて共速度を調

整し其量を定む燃焼に與る乾燥空氣は上端よb入b乾燥器ごの間に調整せるマノメー」

ターを附して速度の恒定を見る

　パイプに挿入せる煙草の先端には輕くニクロム電面面を鯛れしめて二言に便し一度

煙草を挿霰せは全く二六に操作し得る様にす斯くて上火に先ちて室内空氣を十分乾燥

歌態に導き且つ室容積か煙の比率に及ぼす影響を小ならしむる爲めに燃焼は能ふ限り

1本の検醗の全量に近からしめ爾切は吸ロに籔証せる部分のみを残し金ロは金ロ部分

のみを残し葉窓は3－4c甲に切りて接績ゴム管迄εして1cm弱凌すのみこす勿論斯，

くするも室内容積は組成比率には三三するか故に補正を怠るを得す

　基本實瞼は圭流200ccm副流500　ccmヒす

　第2は混生し來る多量の旧基類を除去せされは分析に支障あり　此職につきては前

・に沈降現象を見て60分後には既に煙中にニコチンを回し難きを知れり故に主流分析

の爲めには燃嶢を毎日午後行ひて煙を1夜回置後分析に委さは僅かに璽基類中のNH，

のみ残るか故に硫酸乾燥によりて同時に除去し得へし副流はビウレ。トによりて分析

するに非さるか故に直ちに貯槽より毎分50ccm内外の速度にてH、SO4にて旧基類を

＝Ba（HO）・にてCO・を除去定量せる後CuO燃焼櫨へ通して酸化してCO・を：Ba（HO）2一

・にて沈澱せしむかくて副流中のCO、の他のCを有するもののみを定量す

　第3は分析法にして貯槽中よb主流100ccmを探りて25。恒温水還流のピウレット

起て途次分析す

　三つ乾燥三二ごして比率を得んか爲めに豫め二二せる後濃硫酸にて乾燥し遮る後一

．定量を劃して42％KOHにてCO2を，不飽和炭化水素及：重炭化水素は24％SO3含

一有の登煙硫酸によりて（比重1・909・36。）・02は聴nedict虎法の焦性没食子酸苛性加里

溶液にて，COはアム毛ニアアノソカリ性旧記化三二盤面酸性亜二化銅にて吸命せしめ

扱牧捌の水蒸氣張力を免れんか爲めに常にKOH（比重1．438，15。）の夫を基準とせ

b更に輕冷温水素及水素を定量せんか爲めにはパラヂウムの二品，燃焼二等を試みだ

るも効無く水素は僅かにモリプデジ鼻鯛媒作用にて陽性を示しだる程度にて分離する

を得さるか故に残部を全部輕炭化水素系のものと見高して之を燃焼せしめんとして炭



，
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酸を除去せる酸化銅燃焼櫨中へ毎分50ccmの速度にて再三往復して充分酸化燃焼せ

しめて後：Ba（OH）、にとり諺酸にて滴定してCO、を計算す而して之をCH・に由來する

ものとして記載す　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　『　　　一・

　　　　　　　　　　　　　　　第一．8，二．圖　，　　　　　．一

　　　　　　　　　　　　　　　燃　　焼　　装　　置　　　　　　　　　　　　　　　・．

藝i…

　F

分　　析　　装　　置

羅
　　七」
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　　　　　　　　　　　XII．燃澆速度の組成に及ぼす影響

　燃焼速度か小なれは燃焼は不完全にして中間生成物多く，大なれは遽：にテーノン質の

酸化に進む　基本燃焼に於ては圭流200c㎝　とせるものにして回れ尤も完全に圭三

智流を分離し得る程度にして且つ盤面分析時の速度と等しからしめすごb　語れとも實

際喫煙に於ては必ずしも200ccmの速度ならす從って自由燃焼の勘合を：慮bて其組

成の状態を窺んか爲めには圭流速度を鍵して如何なる組成鍵化を呈するやを知るの要

あり　二等は弦に二流のみを分析して此の關係を探究せんとし副流は軍に燃焼室内に

白霧の存せさる程度とせり　槍膿はゴーノレデンノ“ットなり

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　13　　表：

番號氣堅

　1　760．0

2　760．3

3　762．0

4　760．0

5　762．0

6760．3ヒ’

7　761．5

8　758．3

　9　75S．3

10　761．5

11　76LO

12　76LO

13　762．0

14　762．0

15　760。0

16　760．5

17　762．0

18　762．0

19　760．5

20　759．O

Z1　752．0

温度三指河舟懸ず冒㌔一表．
29．0　　　0．58

31．5　　　0．56

3LO　O．54

28。0　　　0，54

31．0　　　　0●56

33．0　　　0．51

28．0　　　0．57

3LO　　　O。54

3LO　　　O．62

30．0　　　　0．59

31．0　　　0．55

31．0　　　0．40

32．0　　　　0。575

32．0　　　0．54

25．5　　　　0．58

27．5　　’　0．465

30．0・　　0．45

29．0　　　0。59

28．5　　　　0．60

30．0　　　　0．55

30。5　　　0，53

610　100
770

740

565　200
685

670

690　300
675

625

735　400
740

825

577　500

・740

785

815　1000

820

805

620　200

16．2

12．3

ユ2．4

16．2

15．2’

13．9

15．6

14．9

18．1

14．7

14．3

9．4

15．1

．13．9

14．2

11．S

・10．9

15．8

10．7

550　（7秒休）　12．0、

5％3秒憾11α4

2．1

1．9

1．7

2．2

1．6

1．6

1．4

1．6

1．7

1．3

0。9

1．3

1．8

1．6

．1・6

1．5

1。3

工。8

1．9

．2．1

1．9

工1。4

10．2

10．6

10．9

10．0

9．7

8．8

8．1

11．6

9．9

12．0

8．1

13．0

8．0

11．9

13．4

13．1

17．3

11．8

10．9

12．4

2．1

1．8

1．4

2．2

2．2

2。2

2．3

1．9

2．7

2．2

2．1

1．4

2．4

2．0

2。1

1．9

1．8

2．5

1．4

．1．7

1．6

燃燵分19に封ずるmg・殿

CO2

302．6

298．7

311．6

302．2

328．9

322．4

337．4

327。9

321。0

324．8

338．9

343．7

358．8

350．2

344．8

369．4

352．4

382，9

196．8

212．1

183．5

C2H4

25．0

29．3

26．6

26．1

21．5

23，5

19．3

22．4

22．6

23，8

20．3

20．3

27．3

25．7

24，8

29．9

27．7

27．9

22．3

・・ Q3．7

21．4

02

155．01

179．7

189．4

147．S

157．4

162．5

138．3

129．6

149．7

1ち9。1

207．4

213．4

224．6

2280

210．5

305．：ピ

308．0

305．7

157．8

140．1

159．2’

CO1

25．0

27．8

21．9

26．6

30．3

322

31．6

26．6

30．3

30．9

32．3

32．2

36．3

32．1

32・5

37．9

37．0

38．7

16．4

19．4

18．0

燃虚威繊の問に漏し躇鵬醐係電勤離増血共にcqは浴
す此有様を霊きて見るに二曲なる曲線にして速度1000ccm！分にして梢や恒定値

・に達す衛生上意義あるは500以下にして此間にては凡そ直線をなし次の二二を有せb

f



’314． 四’　　方

　　　　亘＿α12，y－0112－x＋2ga5
　　　　　dx

　但拶抵速記，yはmg歎を示す　　　’　　r　　・

　C＿Hヒせるは不飽和炭化水素にして之を尤も簡平なる形C・H4εして計算せるも

磁畝舳嘔及α岡岬…一4・・の間門町晒し撒よ噸鵬而
・し5・・三主にて方向物し・、は上の最勲・於て騰1・必要なる腿1・して500を

超ゆれは著るしく過剰になる事を示す亀
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斜3・20甑
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1　2 3　4　5　　　　　　　　　　亀。

　之に封してC，H、ピCOごは500以上に

七は類似す　之れ叉燃焼作用に於て過剰の

0、の存在にて酸化を進めテール質の分解

の進行するものならんC・H’・か100－300に

於て下降曲線を作るは酸化進行してCOへ

進むものご見られよく推定ご一致するか如

く考へらる

　COの曲線は速度漆ともに増大方向に進

むはCO、ご同院の理由にて當然にして其の

埋標叉CO、ご賢し

　　XI【工具度の組成に及ぼす影響

　既に野遊に撃て記載せる如き方法にて一

定湿度を有する空氣を燃焼室へ導入して燃

焼に與らしむるは此際甚す咽難なり　故に

・更に燃焼室内へ寒暖計を挿入して其の温度

を知りかくて飽和状態に於ける今度を％に

て示す回せり燃焼室内の醗一定訟るを侯ちて速に乾燥騨（ブー・げンや

ト）を挿入し＄分後鮎下せb但し此際は二度一定を保πんか下めに別流は800ccmεし

分析には附せさるか爲めに自由に氣散せしめ主流は200．ccm毎分ごせり



9

秀號

1

2

3

4』

5

6

7

18

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

1

名　　稽

ゴーノレラ2ンバツ　 ト

，，

エ　　ア　　シ　ッ　プ

ス

ゴ

甥

オ

M．

E．

カ

朝

敷

不

や

口

9，

タ

四

一
，，

　　，，

リ　エ　ソ

，，

，，

C．

C．

メ　　リ

，，

，，

9，

，，

よ

　　，，

ン　レ　ド

　　　　　，，

パルフェク

　　　　，，

エル　ドミ

ー

ド

蝶

ト

C．

C．

ヤ

口

島

ご

ひ

ス

トス

圭流獺燃T纒澱

昌　オ

　　　　，，

レ”｛　フ。　リ　　カノ　ス

，9

（㏄m）

660

640

600
　　●600

600

690

620

635

600

630

690

725

653

690

349

490

515

600

480

535

500

455

570

213’

225

720

680

695

705．

700

680

658

695

0。382

0．425

0．440

0．500

0．410

0．420

0。315

0．353

0．400

0．475

0．375

0．330

0．445

0．348

0．270

0．360

0．430

0．383

0。383

0．385

0．330

0．420

0．393

0．173

0．220

0．540

0。420

0．418

0593

0．405

0．353

0．450

0．550

768．0

760．5

767．0

767．0

767．0

763．0

767．1

756．0

768．0

757．0

762．7

771．0

754．5

766．3

769．0

765。7

763．5

755．5

747．5

763．0

764．0

768．2

759・0

769．5

771．0

765．5

759．0

767．5

769．7

755．9

76L5

761．5

760．0

22．0

24。3

20．0

17．0

22．0

2LO

20．0

20．4

21．0

23，0

22．4

23．2

23．5

22．0

23．0

23．6

22．0

20．0

21．0

19．0

22．5

1S．5

20。0

20。0

20．0

21．6

23．0

21．0

20．8

23．3

22．6

23．7

23．4

　　　　　　　主流％

CO2

14．9

16．8

15．6

17．0

16．3

14．3

8．5

10．O

i2．9

16．O

I3．8

10，8

19．3

13．9

19．0

14．2

15．0

14．1

17．3

14．9

14．4

19．3

14．8

14．7

16．9

26．7

23．2

1．64

232

17．8

16．0

20，9

24．0

らH、

1．1

1．2

1．4

1．4

0．9

0．7

0．6

0．5

0．6

0．7

LO
O．8

0．7

0．5

0．8

0．7

0．8

L1

1．4

0。9

0．8

0．9

0。6

0．8

0．9

1．3

1．1

0．9

1．2

0．7

0．7

1．2

1．4

02

8．5

10．3

9．4

10．2

8．8

8．6

10。9

13．0

8．8

8．7

10．6

8．5

11。9

8．6

1219

9．3

10．6

12．0

14．3

14．8

13．1

10．0

7．9

10．3

12．2

2．4

2．0

2．5

3．7

3．7

3．5

4．5

4．9

第　　　　　．15
　　　　　　　　　　副流（mg）

　　　　　　　　　　　　
Cり燃焼炭酸CO2燃・澆炭酸

1．3

1．6

1．5

1．8

1．1

1．2

0．6

0．7

1．1

1．2

0．4

0．4

2．0

1。5

2．0

1．0

1．0

0．9

1。2

0．8

0．7

1．1

0．9

1．4

1．7、

6．2

6．4

2．4

3．3

2．4

2．1

3．9

4．4

1．8

2．2

2．0

2．4

2．3

2．0

1．9

2．2

2。5

3．0

2．1

1．8

4．2

3，0

4．9

2．4

2．6

2．1

2．7

2．5

2．3

2．9

2．3．

1，7

2．0

4．4

3．5

2．8

3．8

3．4

2。9

4．8

5．3

1214

131．7

144．3

158．7

156．9

158．7

1104

118．5

138．7

171．0

150．3

134．9

162．7

129．6

102。6

139．7

173．1

13S。7

132．4

116．5

　98．9

127。1

，117。9

　53．9

　69．8

156．8

120．1

107．6

157．1

111．2

　94．5

104．O

126．2

31．3

34．3

38．3

42．8

26．3

28．7

21．8

25．9

30．2

35．3

33。7

28．9

39．6

31．4

23．5

32．1

37．7

3L5

31．9

27．4

24．7

25．7

24．9

11．2

14．5

59．7

50．9

37。4

53．4

41．9

34．5

61．5

75．7

CO2

473．0

456．7

393．0

380．4

437。7

430。3

313．4

327．1

359．1’

383。0

462．7

435．9

508．6

505．3

450；3

352．2

328．2

402。0

392．1

381．8

398．6

3S8．9

379．1

33ろ．5

321．0

652．8

679．8

502。4‘

509．9

5δ4．1

5量iO．4

554．正

549．9

’

表

圭流19燃澆分に封ずろ㎎殿

噸

竿均

464．8

386．9

494．o

320．1

371．0

446．3

506．9

340．2

397．0

390．2

384．0

323．2

666．3

506．1

557．2

552．0

らH4挙均
22．2

20。r3　21．5

22．5

20．0　21●2

15．4

13．4・14．4

13．9

10．4　　12．1

10．6

10．7　　10。6

2L4

20．6　　21．O

11．7

11●6　　11．6

12．1

11．1

12。1　　11．6

21．4

22．7　　22．0

16．8

15．2　　16．0

12．8

10．9　　11．6

12．5

11。7　　12．1幽

21．8

22．3　22，0

18．9

18．1　　18．5

15．1

16．9　　16．0

22．0

22．1　　22．0

　02

205．5

203．6

172．2

166．2

171．9

188．2

288．3

309．3

177。0

186．3

258ゐ

249．5

228．L

227．4

194，1

167．8

168．6

249．9

235．7

241．6

263．3

235．7

252．7

170．9

168。9

4’．7

42．6

55．7

59．5

83．8

85，0

86．8

8L5

亭均

204．5

169。2

180，0

298．8

181．6

254．0

227．7

168．2

242．8

252．4

244．2

169．9

CO

26。3

27．7

24．0

25・6

20．5

2L7

13．9

14．6

19。3

18．3

　8ゐ

10．2

33，5

34．7

30．2

15．8

15．0

17．5

18。6

13．9

】3．3

15．1

16．3

2L8

22．0

104．1

李均

27．0

24．8

21．1

14。2

18．8

9．3

34。1

15．4

18．0

13．6

15．7

21．9

42。6　129．4116．7

　　　　50．4

57，6

84．4

84．1・

49・7

5L6
50．7

71．4

69．5

50．0

51．1

70．4

CH4

10．6

10．9

9．3

10。1．

11．4

11．1

12．8

13．3

12．8

13。3

1＆6

13。4

20．5

20．2

21．5

11。0

10．5

11．1

11．3

11．8

1L7

10．8

11．3

7．2

7．0

19．9

19．2

15．S

15．5

19．6

又8．8

23．3

22．3

亭均

10．7

9．7

1L2

13．0

13．0

13．5

20．3

10。7

11．2

1L7

11．0

7．1

19．5

15．6

19．2

2慧．8

CO2

317．8

310．0

327。9

317．4

382．6

377．8

350．4

335．6

346．7

360．1

40Q．8

408．7

365．6

372．8

380．0

388．0

402．5

362．1

3484

302。6

299．6

302．6

299．9

311．9

317．2

290．3

305．0

257．4

264．9

274．5

267．7

231．1

229．5

冨囁流（同前コ頃9扱、

平均燃焼二二平均

　　　　　　　8L9

313．8

322．7

375．2

343．0

353，3

404．7

369．2

395．2

355。2

301．2

301。2

314．5

297．6

261．1

271．1

230．3

80．7

87．0

85。6

64。1

68．3

69．2

73．4

75．5

74．3

89．9

87．6

88．9

90．2

87．0

89．1

87．7

82．2

83．9

71．2

75．0

61．2

63．4

64．7

65．9

110．5

12L2

89。5

90．0

103。4

97．7

136。7

137．6

81．3

86．3

66．2

71．3

74．0

88．7

89．5

884

83。0

73．1

62．3

65．3

115．8

89．7

100．5

137．1

’
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　　　　　　　　　　　　　　第

翻纒期燃騒煙翻響齢
　1　　　765．1　　23．4　　0．420　　　703　　　5．5　　　16．3

　2　　　765。0　　23．4　　0．430　　　700　　　5．7　　　16．4

　3757．522．80。3427003．013．9
　4756．9・．23．80．3907003．015．9
　5　　　　768。0　　22。0　　0．382　　　　660　　　　乾　　　　14。9

　6　　　760．5　　24．3　　0．425　　　640　　　　，，　　　16β

　二種三二は巧に行はされ

は到底好き結果を得らるへ

　　　　　　　　　　　　　FeL」chヒ「3keiζ‘6％
きに非す殊に副流速度を加

減して二流εよく分離し且

つ室内温度を憂へす一定の’

掘度を保たしめつ、燃焼せ

しめさるへからす故に飴り

に精妙，確實なう成績は期

14

％
（計）

10．6

10．7

10．9

12．3

CH4

1．5

1．6

1．1

1．2

1．1

1．2

第

表

b，・

灘　　度

ユ2．3

12．9

7．9

9．2

8．5

10．3

CO

1．7

1．8

1。4

14

1．3

1．6

燃一分19に封ずるm9数
CO2　C2H4　　02　　CO

329．3

317．3

405．6

397．3

473．0

456．7

11　　圖
の　　影　　響

29．1　　　272．5　’33．2

30．2　　　278．3　　33．9

26．1　　　213．S　　30，5

24．7　　216．2　　29。2

22．2　　205．5　　26．3

20．8　　203．6　　27．7

　　　297
bみ凶 0こ

CO
ヨ5

153’

ヒ4 295 門q

4℃・9

訓 2σ●∫　　270

o
竃　　・3

o

→
伽5 zα旺

溢すへきに非され巴も得だる庭を大観せは凡そ所期の結果を得たるか如し之を書くに

上圖の如し即ちCO、は湿度高まるこごもに漸次減少し0・は之に而して十一に増加

して燃焼阻止作用を表し．從って中間酸化物たるCO及C・H・は灘度ε共に増加す

雨者の書く所殆んご直：線にして並行なり

　即ち一般氣膿分析に際しても主流速度及灘度の決定は叉盤基類に於けるよりも一暦

：重大なる意義を有する事を明自にする事を得にり

　　　　　　　　　　　　　XIV．常用煙草の煙分析表

　既に記載の通b常用煙草各種を炭酸琵斯を除きし乾燥室氣中に乾燥煙草を燃焼し

　煙の％激及19燃焼葉に樹するmg歎を聴く（第15表参照）

　不飽和炭化水素はC，H、εし最後の燃焼法による酸化膿はCH・ごして記し副血中

の燃焼酸化膿は炭酸以外の凡てのCを含むものに由來するものなり

　CO、は圭副雨流の和約800　mgにして葉の80％に相當する量はCO・にして主副雨

流互に逆比例す剛流中のCO、量は圭流に比して比較的多量の如く見られ之れ窓紙に
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由閉し且つ一般酸性三三は叉之に含有さる、か故なるは葉憲の成績に徴して推察さ、

　　　　　　　　　　　　　　　　る而して副流中の燃焼炭酸量は比較的多量なり之れCを含む全物質よう酸化し來るも

のにして之は不活澄燃焼によるものなる事は其副流中に表はる、もの多量なるにより

てヌ二丁の如き燃るか如きものに於て見らる、なり圭流中のメタン量は葉懇にて最

高にして20mgにしてゴード，オリエント，蜘蝶の如きは13　mg外，我國産品は爾切，

ロ附煙草共に10mg内外にして尤も勘し殊にヤヨヒの如き婦人用品に於ては著るしく

格段に少なし　之等の結果より見ればメタンは必ずしも葉質のみによらすして充旗の

粗密により燃焼の程度に，よるものあらん　　　　　　　　　　；：畠

　次にCO，は下切に於て430　mgにして内ゴーノγデンバット最大，出．アー・シップ最小

なり而して葉窓の如きは格段に大きく600mgにも達し金［1オリエγトの如き高級に

ては約500mg，回附煙草は390　mg，ゴード，蜴蝶，カメリヤの如きは330　mg，ヤヨ七

は：光も少し即ちCO、量は大膿に煙草の種類に惚して増減せるもの、如く見られ何れに

於ても成可b多量のCO、か登生され室氣は喫煙によりて1汚染さる、程度決して少な

しごせす主流中のCO、は吸入によりても完全に吸牧されすして大部は再ひ空中へ出

されて副流ご共に室氣を汚染す非喫煙者か経瞼する不快戚，『眩量は又CO2による汚

染室氣によるものも看過すへからさるものなり殊に非凝縮性のCO、の影響は有力なる

換氣を施すに非れは比率を下くるこご難くニコチンの如き凝縮するものこは同一にせ　．

らるへからす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　0、はCO、に大門逆比例するは三寸にして葉憲の如きは甚セ少なく僅かに40－85mg

にして其他250－150mgめ間に存す

　COは大引に於て種類に慮するか如し而し葉窓煙草の如き最大量のものに於てもロ

ンドレスの150m9に劉してエノγ爵ミニオは501m9にして格段の相異あり次に金口は

30mg，南切は25　mgの回附は15　mg内外なり

　不飽和炭化水素はC、H4こ口て記載せるものにして之は分解中間物εして不安定な

るか故か殆んご種類別に明瞭なる相異なく高級品は下級品より多きか如き傾向を示

す

　斯くして一般氣燈分析成績は大回に於て盤基類分析の結果豊一致し雨切，ゴ3＄mg，ロ
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附25mg，葉窓40　mgの璽乙類の順序は叉一般氣膿にも表示さる換言せは強く作用す

る種類は猫り昌コチシ等の盤毛類を多量に有するのみならす叉一般氣膿をも多分に含

有するなゲ

　次に上表を通覧して與味ある種類千尋係を計算し得へし即ちCO、の圭副三流への

分配状態は正しく類別的にして中間物たるCO　1及C，H、の和の爾流へ樹する分配も又

類別的にて更に主立中のCO，ε0，ビの割合も類別的關係を示す事を見得へし

　1．

II，

IIL

IV．

V．

yl・

VII．

　名　　柵

ゴールデンパヅト

エ　　ア　　シ　ッ　プ

ス　　　　タ　　　　一

・ゴ　　　一・　　　ド

瑚　　　　　　蝶

オ　リ　エ　ソ　ト

M．　　C．　　　C．

E。　　　C．　　　C．

カ　　メ　　9　　ヤ

朝　　　　　　日

敷　　　　　　島

不　　　　　　　二

や　　よ　　び

ロ　ン　ド　レ　ス

ペプルフユクトス

エルドミ　昌　オ

レパプリカノス

　1

464．8

386．9

434．0

320．2

371．0

449．3

506．6

450，3

340．2

397・0

390．2

384．0

328。2

666．3

505。1

5572

552．0

第

：圭流中のCO2のmg歎

総’CO、量

主流中CO2の％歎

778．7

709．5

814．2

663．2

724．4

854．0

876．1

830．3

735．4

752．3

60L3

685．2

642．S

963．9

767，3

828．3

782，3

ユ6　　．表

皿　　　1v

59．69　　　　76．2

54．55　　　7F2．3

53．30　　　．5598

4S．28　　　　41．5

5L21　　　46。2

52。61　　　47．6

57。86　　』　7工．8

54．23　　　66．5

46．26　　　42．4

52．77　　　　55畠2

56．44　　　　46．5

56．04　　　42．9

51．05　　　53．4

69・12　　　218。1

65。97　　　107．6

67．27　　105。4

70．36　　　145．3

V
51．7

59。7

35．2

35．4

3．90

44．S

33．7

27．9

5s，7

52．2

40．2

31．9

49．S

62．0

45。6

47．8

74．4

寵

1．47

工21

1．58

1．17

1．18

1．04

2．13

2・38

0．72

1．06

1．15

L34

1．07

3．51

2．31

2．20

1．95

2．27

2．28

2．40

1．07

2・04

1．77

2．22

2．32

2．OI

1。63

1．54

1．57

L93

15．61

8．73

6．60

6，56

’

　　　　　主流中のCO及C，H、をCO，こして換算：せるfng歎

　　　　　勘幽翠の燃焼炭酸中IVに該當するmg歎．

　　　　　IVビVの比　　　　　　　　．　　　　　　1　　　　　　　　「’

　　　　　主流中のCO2ご02εの比　　　「’，

　上表を通すれはnlに於て葉憲は65－70％のCO、は圭流動に登現し多くの紙魅煙

草にては50－60％，醐二二やよひの如きものは40－50％なり　即ち丁丁品にては
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大約2：1，内國品は111の分配をなすものε認めらる

　次にVIに於ては2以上を示す庭の種類は葉仁道金口煙草にして　1．5－1，2は雨切

煙草及不二以下はゴード，蝸蝶等の輕きものなり

　VII　l；於ては丁度VIに於ける分類ε全様の傾向を示すかくて之等の2βの分析成

顔によりて大禮の煙草の類別をなすこごを得へきを知れり　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　在來の方法にあきたらすして確實なる成績を求めて衛生學的考察に便せんこして空

聾の側て企申せる豊丸汚染の蕨究あ一こして煙草の煙の分析を施行せり　本研究には

材料の取扱法，燃焼法及分析法の3方面に於て改良開拓を要す即ち材料は嚴に乾燥品

を用ひ精確に秤量するこごこし燃焼法は．Lel】mann法を改良して且？條件の決定を圭

回し分析法は組織分析を施せり

　1）燃焼に於ては煙を圭副爾流に分ち主流は口腔に入るへきもの，副流はロ腔に入　　．

らすして室中へ立つものとし基本燃焼としては圭流2CO　ccm　1分副流8CO　ccm　1分とし

て璽基類及酸類を，一般氣燈は主流200ccm，副流500　ccmとして乾燥室血中に乾燥

煙草を燃焼せり

　2）越流速度と成生物との關係につきて精査せり即ち速度増大と共に盤基類中ニコ

チンは主流中に減少しアムモニア増加しピソヂン尤も著るしく影響さる一般馬歯にて

は親様の條件にてはCO，及COは現価正しく壇加し0、とC，H、は300－400　ccm毎

分の間に最小貼を有す

　3）漁度か成生物に影響することを知れb即ち盤基類はピリヂン及アムモニアは当

流中に於て湿度増大と共に培しニコチンは減少し副流に於ては全部壇加す一般三三は

全標條件下にはCO、を減少し他1ま記す

　4）ニコチンは主流中に満て多量にして葉面に於て1よ容易に残片中に凝縮滞留すア

ムモニアは葉池に於て最大にして次に金星等高級品にしてロ附は光も少なし『『主流中

のCO、の量の順位は葉懇，金ロ，爾切，ロ附にして葉窓は約600　mgを1gの燃焼分よ

う生す

　0、量は前者に反比例す　　　　　　　　　　　　　　　　・
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　5）酸類につきては定性に於て酪酸及プロビオン酸を認め大多敷は酷酸なり故に酷

酸量として全部を衷示し含量順位は前者と同機にして僅かに爾切と口附か逆となるの

み

　6）煙のPHを知らんか爲めに實験をなして酸成生には懸紙か主要な役をなすこと

を知b且つ毒性論にはPHか主要意義を有することを示せり叉通常考へらる、煙はア

ノレカソなりとあ考へは正鵠を得さることを回し條件の限定を侯ちて初めて意義あるこ

とを示せり

　7）パイプ，ロ腔，肺胞内吸著の摸擬試瞼をなして興味ある成績を得すこb　バイブ

の能率は約30－40％の除ニコチン作馬にしてロ腔に’は30－40以上吸著する乙と，

肺胞内には恐らく何程のものも到達せさるへきことを示せり

　8）　内外國品の間には登生氣膿關に特殊な關係の存することを見出し得泥り

　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　　上

　終りに臨みて囑托澄谷泉氏，技手高橋春雄氏の終始一貫せる助力を深謝す

’



健康日本人の呼氣の研究
321

健康日本人の二二の研究
　　　　　　　　．　　　　　（出歯汚染の基礎的研究の一部）

　　　　　　　　　　　　　　　　技師四方敬一

　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　言

　大氣成分の一として動物膿に於ける新陳代謝の不断的排泄物たるCO、は他の化學

的生成による物と共に興味ある循環現象を呈し常に室氣衛生に重要なる指針たり余は

豫てより室氣汚染に黙する研究を企て若干の基礎研究を報告せるか本報告は又其一に

して人の呼吸にようての汚染歌況を窺はんとし併せて呼吸に關する研究をなせり呼氣

に關する研究は古画枚暴に蓬なし即ち定性的身重に於てはアムモニア，水素，メタン，

アセトン等の存在を記載し（Geelmuyden：Z．　phys．　Ch．23，1897；M田1er＆Stemmler：

Arch．£exp．　Path。40，1898；Formanek：Arch．£Hyg．38，1，1900）炭酸琵斯及酸素

に具しては種々の朕態に於て定量的に測定され（RespiratorischeΩuotient）更に呼氣中

に有毒物質の存する事はWeichart（Ar（血．£Hyg．74，185．191】；65，252，1908；Str－

oede：z£schulgesundheitspHege　Jahrg．30，　Nr．1）等に依りて高調されナzりと錐も該

物質の抽出，・分離叉は確定的検出は爾ほ疑な一しとせす即ちHi11，　Weissman，　Winslow，

FI芭gges等（Winslow：Science　N．　S．　vol．41，625；Meyer＆Evans：Am．エHyg．3，

4ε3，19231：Brown－Sequard＆D五rsonval　C．ガ106，1888；108，1889）は之を否定し從っ

て脚eichart等の有毒物質は軍にLahmun窪ssto疏Anthropotoxin，．　K：enotoxin，　ErmUdungs－

toxin等と假構さる～にすきす而れとも窒息現象は軍なる炭酸等の分掌の問題に非す

して毒物あbとする説は爾若干の可能性を有する楽座として残さる、所なり

　余は概會を得て呼氣の研究を試みて3年かなb三歎の健康日本人につきて試験をな

し興味ある成績を得ナこるか故に控に報せんとす即ち本報告は健康日本人の呼氣圭成分

の舜析をなし之等か各種の数値の聞に如何なゐ關係を有するや又自人，黒人等との差

異共他を槍せるものにして二二文献に於けるか如き相互比較の不可能なるを顧慮して

・能ふ限り各種の條件の一定を旨とせb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　第一6篇　呼吸歌態の決定
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　　呼吸朕態の如何は自ら呼吸成分に著るしき影響を有するは明にして（P価9ge　Aτch．

．49，ユ891；Katzenstein，　Zuntz，16wy，　M費11er，　Caspaτi等）動的三態に於ては三三状態より

　も多量の酸素を消費し其割合は動作の程度に慮して異なり文献に徴するに

　　　　　　　状　態　　　　　　炭酸（％）　　　　　酸素沿費　　　．　　呼吸商

　　　　　　　査窪｝　　　　　　　　　　　　　　3．37　　　　，　　　　　　　　4◎30　　　　　　　　　　　　　0．784

　　　　　　　動　　　　　　　　　　　　　4．70　　　　　　　　　　　　6．13　　　　　　　　　　　　0．767

　　・叉年齢，膿重，氣温，臨画性別等に支配さる事も記載あり（Speck：Physlologieσes

　meηschlichen　Atmens．：Leipzig　1892；Oppenhein二er：Hardb．　Bioqh．　IV；R廿bnerζ、

　Arch．£Hyg．11，137，1890；Brodc11，　Wolpert：．Arch・£Hyg・39，298，1901）故に此

　種の試瞼に於ては呼吸状態の限定は最も重要なる條件にして就中呼吸方法即ち呼吸の

　深淺，呼吸数の如何は炭酸及酸素量に画する事大なり

　配意は先つ被富者の静常態なるものを基本と：せんか爲めに共の表示量として呼吸数パ

　呼吸歴，及呼吸量：を測定し之を以て呼吸状態の限定を試みだり之等の藪値は假’分静電

　態と錐も各人の間に共通の恒数關係を得らるへきに非す故に被瞼者の呼吸分析に際し

　て各被槍者め個人的静常態の表示量とするの意味に湿て最も精確にして安全なる手段

　，と濡せるものなり素より呼吸作用は微妙にして其歎其の深広言は其人の心的影響を蒙

　る事大にして輩に一同乃至数回の呼吸によりて其人の絶樹値を定むる事は能み可きに

　非さるか故に古來呼吸室等の複雑大規模なる殺備を用ひて三三的数値を求むるに努力

　せられし所以なり（Benedicヒu．　Homans：Amer・J・Physio1・28，33・1911；Pettenko角r、

　u●Voit：Lieb’Ann畠SuPPI　II’；862；ReiseU　Ann’Chim・Phys・69・1863）故に吾人の

　戯する静常態とは比較的の意味にして睡眠時の如き揚土にも街ほ完全なる同一呼吸の

、連績に非さるを知るか故に之を短時間の實験に於て精確に定むる事は到底不可能なり

　故に余は静常態なる語に於ては静止常態にて3分間同標の條件にて呼吸して苦痛努力

　・を戚せさるものを意味せり即ち定義されし呼吸は其範園内に於て傘の實験事實を保謹

　するものにして斯様にして同一條件下に測定されし呼吸要素すこる歎・章・歴の間には一

　定の三二を有するを知れり’

．　3量測定は次の方法に依る即ち呼吸量は輕く、して揖抗少き旧式計量器の，10ccm導

　上を精確に表示し且つ誤差昌昌1％以内のものを使用し招致せう被検者の静常態とな
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るを待ちて呼吸器を鼻砂口共に蓋ひ（本呼吸器は金属製にして周縁ゴムを附し呼及吸

にのみ謝るr種の開醗を附し御の直径は畷難陥らさ可聴によbて力賊

し得且つ器内野除室隙を能ふ限り除きたるものを考案使用せの呼吸に何等難易を威

することなく季静に呼吸し得る機に調整の上連績呼吸をなさしめ数分間の土均容量を

各々呼出量及吸入量につきて証し併せて呼吸数を知り同様の理に基きて最大呼吸量を

も測定せb

　爾容量計算には計量器を使用せし場合は次式によれり、

　　　　　　　　　　　　（1十薯（b－b1）
　　　　　　　　　V＝v　　　　　273　　　　’

　　　　　　　　　　　　（1＋藁（b－b2）

　　　　　　　　v……計量器の讃み，　　　　　　　　　b＿＿氣懸mm．

　　　　　　　　t……計量器の温度，　　　　　　　　　b1……t度の蒸氣張力

　　　　　　　　V＿＿求要容積，　　　　　　　　　　b2……370の同上

　ヌ呼吸厘につきては呼吸器にて鼻呼吸を水銀マノメーターに向ひて行ひ水銀柱mm

歎を以て呼氣誌面吸氣厘に分ち表せり斯くして被話者の呼吸を量的に決定し其恒定な

るものを探りて被瞼者の之を會得せる後其呼氣を採取して分析に附せり但し余の實験

室に招致し得さる二合には温め用意せる探氣瓶を用ひ呼吸器の1孔を瓶の導入管に逗

ね管中の回歴を能ふ限り小にせんか爲めに水ZFに近き位置に於て呼吸せしめ用液ナこる

グリセリン水溶液の置換を行ひ其の泡行状態によりて被導者の常呼吸を槍せり

　之等の測定を勢務に從回する健康日本人男子60名及女子50名1三つきて施行し次

の成績を得鉾り

　　　　　　　　　　　　　　第　　1　表　男子之部　　．　　　　’　　、

番號圃 呼吸数 i囎量 1呼氣則 縫吸1 懸呼［ 吸氣墜 t呼氣墜1 最大吸

?w
　最：大呼P　氣懸

1 16 22 300 250 2900 2500 8 7 100 1工0

2 妬 21 280 270 2900 2700 3 4 41 52

3 17 22 250 240 2600 2250 5 4 112 94

4 工8 21 250 250 2600 2600 5 4 53 50

5 18 22 290 285 3000 2550 6 8 46 50

6 18 21 250 240 2550 2600 6 7 52 62

7 19 20 270 230 2SOO 2500 8 7 78 91

8 20 22 320 310 3050 2750 6 6 51 62

9 20 20 320 300 2860 2500 6 6 80 86
P
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10

11

12

13

14

15

工6

17

1S

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

3S

39

40

41

42

43

44

45

46

47

4S

49

50

51

52

53

54

20

21

21

21

22

24

24

24

24

25

25

26

26

26．

26

26

27

28

29

29

30

31

32

32

33

34

跡

35

37

39．

39

43

43

45

46

47

47

48

48

49

50

52

53

53

55

22

21

羽

22

23

23

22

23

21

22

21

工8

工8

18

21

工8

18

19

20

20

20

20

22

21

21

20

21

20

21

21

19

20

23

22

22

24

22

22

20

，22

22

．22

睾2

22

，20

、

320

285

300

250

350

300

300

320

360

280

280

300

320

300

280

305

320

285

300

260

320

325

290

300

275

290

290

290

285

260．

275

315

285

310

290

310

280

285

320

270

300

300

240．

280

250

＼

四．．

300

275

270

250

310

275

2SO

300

300

260

270

270

285

280

260

260

290

260

275

250

280

300

280

．250

240

270

285

265

260

250

270

285

260

280

270

275

255

270

300

260

285

270

225

265

230

3200

3000

3590

2980

3120

3300

3560

3300

3200

3000

3600

3050

3250

3200

2950

．3100

3000

3200

3400

2800

3100

．3350

3050

3150

2800

3000

3050

2880

3250

2880

3050

2950

2900

3080

2850

3120

2950

2900

2900

2730

2920

3100

2620

2950

2700．

3050

2600

2650

2500

2950

2800

3100

2900

2850

2700

2850

2670

2700

2650

2600

2860

2700

2500

2950

2500

2820

3050

2750

2500

2900

2670

2900

2610

2650

2750

2650

2700

2580

2700

2600

2SOO

2660

2900

2900

2800

2800

2850

2500

2600

2450

方’

．5

7

5

4

11

11

10

　5

　5

　6

　5

10

10

　5

　5

　7

　4

　4

　8

　4

　4

　8

　3

　9

　7

10

　6

　6

　4

　4

　6

　7

　5

　5

　4

　5

11

　5

　4

10

　4

　5

　4

、4

5．

　7

11

4

4

12

　9

　8

　8

　6

　7

　4

12

10

4．

　4

　6

　6

　4

　6

　6

　6

　7

　4

10

　4

　9

　6

　6

　4

　5

　5

　8

5「

　6

　4

　7

12　　’

　6

　4

　9

　5

　6

　5

　4

．5

85

62

72

63

65

160

110

92

162

73

69

100

100

63

56

82

50

85

104

58

58

73

104

65

63

58

68

98

125

75

100

110

130

87

80

75

72

85

98

58

100

56

55

60

56

1

72

74

6S．

52

92

180

113

100

．162

72

68

80

97

60

72

58

70

80

95

60

64．

65

105

68

63

56

71

78

120

87

　80

104

130

98

89

80

80

　95

105

56

120

　62

　57

65

55



健旗E本人の呼氣の研究
325

55

56

57

58

59

60

55

55

57

58

60

60

23

20

20

20

22

21

220

310

270

300

275

290

215

295

240

280

250

270

2650

2375

2ア50

3050

2800

3000

2500

2600

2600

2700

2700

2SOO

5

4

5

4

5

6

7

4

5

5

6

6

70

55

72

5S

59

74

73

58

70

62

56

79

第 2 表女乎之部

番號

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

29

24

25

26

27

2S

29

30

31

32

32

34

35

年齢

15

15

工6

17

17

18

19

19

】9

20

21

21

23

23

25

22

23

24

25

25

26

26

27

27

28

27

23

29

30

30

31

33

37

37

37

呼吸数

20

21

21

19

22

20

20

21

22

］8

20

21

22

20

2L

19

20

20

21

20

20

20

19

20

19

19

20

19

20

21

20

23

23

22

22

吸氣量

210

185

200

170

220

250

220

200

240

230

250

230

250

220

250

200

185

230

205

190

195

220

210

2G5

245

300

250

250

250

195

160

190

180

180

180

呼氣量

210

170

195

185

210

200

2｛｝0

150

230

200

230

205

225

200

220

210

175

215

195

1SO

185

200

200

190

245

220

250

230

230

220

1SO

145

170

135

150

最大吸氣
量

1550

1200

1250

1040

1500

1700

145〔｝

1350

1550

1270

1380

1300

1300

1500

1400

1500

870

1400

1250

1120

1320

1450

14ろ0

1300

1830

1500

1800

1550

1650

1700

1300

1050

1300

125‘，』

1350

最大呼氣
量

1370

1050

1000

1100

1250

1300

10SO

ユ000

1350

1050

1100

1150

1200

1300

11し0

1250

890

1190

1120

1050

1250

1300

1300

1200

1620

1450

1650

1340

1400

1470

】280

9SO

1300

1000

1150

吸氣塵
4

3

3

3

4

3

4

4

4

5

3

3

4

4

4

5

4

14

3

4

4

3

3

3

3

6

3

4

3

3

5

3

4

7

4
　亀

呼氣屋

　3

　3

　4

　3

　4

　4

　4

　4

　3

　4

　4

　3

　4

　4

　4

　4

　4

　4

、3

　4

　4

　3

　3

　4

　4

　5

　4

　4

　4

　3

　3

4　’

　6

　6

　3

最大吸氣

42

46

57

33

40

32

43

40

46

40

30

3S

32

23

38

48

42

84

37

43

39

12

12

30

28

102

18

40

36

20

33

32

48

29

32

最大呼氣

38

35

60

30

35

42

46

44

48

25

32

40

36

25

40

36

43

67

30

45

37

16

16

36

36

91

16

42

34

22

35

28

48．

24’

25

、
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38

40

35

．35

36

38

45

47

47

48

4L

42

43

44

44

49

22

24

22

21

22

21

20

20

20

22

21

21

20

20

20

19

200

230

205

185

155

190

，220

220

225

185

150

215

235

220

220

230

180

200

215

】90

140

175

210

200．

210

170

150

195

210

200

200

205

1450

1500

1370

1300

1150

1400

1450

1400

1420

1250

1050

1390

1580

1500

1350

1550

1300

1350

1550

1300

900

1280

1290

1300

130D

11GO

1000

’1390

1250

1270

1180

1200

4

6

6

’5

4

5

5

4

5

4

3

6

3

5

5

3

6

4

5

5

4

4

6

4

4

4

3

4

3

4

4

4

62

72

71

28

26

52

93

38

74

45

20

63

20

28

27

26

58

52

58

30

30

49

85

40

78

47

24

52

26

25

26

30

第1表につきセ年齢間隔を分ち見るに共李均値次の如く各人の與ふる数値は季均値に

劃して相當大なる偏りを有するを認めさるへからす而して其の偏りを各原實験値に基

．きて次の如く計算：す

　卒均値と各實験値との差をd，實験敷をn，各李均値に翁する李均偏りをμとせは

公式によりて

　　　　，馳　　　　・一焉
1にして之を併せ記入せり（第4表盛照）

　　　　　　　　　第3表　呼吸要素李均値（各年齢間隔實瞼歎10）

腱間隔陣圃倒繊隊量1呼氣量麟吸麟呼1吸綱呼細蓋毒墜麟呼
15－20

　，，

21－25

　，，

26－30

　，，

31－40

　勢
41－50

　，，

51－60

纏挙均

18．2

17．5

23．5

23．2

27。3

27．8

34。1

36．0

46．4

45．0

55．8

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

男

女

21。3

20．4

22．0

20．4

18．9

’19．7

20．6

22．0

21．9

20．4

21．2

20．68

20．58

285．0

212．5

302．5

217．0

299．0

233，0

28S．0

187．5

296．5

211．5

273。5

290．75

213．30

277．5

195．0

279．0

205．5

270．5

215．0

267．0

172．0

274．0

188．0

254．0

270：33

195。10

2846

1372

3265

1302

3105

1540

3046

1312

2930・

1387

2849

3006・8

1382．60

2608

1155

2790

1134

2695

1396

2742

1211

2744

1223

2630

270L5

1224．8

G．0

3。7。

6．9

3．8

6．4

3．7

6・工

4．4

6．6

4．7

5．3

6。21

4。06

5．8

3．6

6．3

3．8

6．1

3，6

6．2

4。1

6．0

4．6

4。7

6．01

3．94

72．9

41．S

98．1

42．0

73。6

36．5

82．5

40．4

95，7

48．2

63．7

8LO8

41．78

69．8

40．3

92。8

39．4

75．6

35，8

79．7‘

35・4

89．9

48．1

6L5

78．21

39．80

＼
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第4表　同上李均偏り値表　（各年齢間隔實験販10）

年滴定鞠圃 性 画数 1同％1 腎虚量 同％ 1㈱剥 同％／ 最大吸
圏ﾊ 1彫 1座上1 同％

15－20 18．2 男 0．71 3．33 29．53 10．36 31．03 11．18 174．8 6．14 213．6 8．19

，，
17．5 女 1．26 6．20 23．36 11．9S 22．36 11．46 199．7 14．50 146．0 12．60

21－25 23．5 男 0，829 3．72 33．18 10・96 18．97 F．79 249．2 7．60 179．2 6．42

，，
23．2 女 0．84 4．13 25．38 1L69 17．07 8．29 190．2 14．6 114．5 10．1

26－30 27．3 男 1．17 6。コ9 19．55 6．53 13．08 4．83 209．0 6．73 147．4 5．47

，，
27．8 女 0．81 4．11 33．08 13．89 24．95 11．60 201．0 13．00 157．2 11．20

31－40
34「1

男 0．97 4．71 17．16 5．96 】9．55 7．32 17L5 5．63 164．3 5．99

，，
36．0 女 0．92 4．20 20．96 11．20 27．コ4 15．77 】36．0 10．30 244．7 20．20

41－50 46．4 男 1．19 5・43 16．85 5．68 13．90 5．07 109．8 3．74 111．3 4．05

，，
45．0 女 0．97 4．73 25．52 12．00 21．06 11．20 158．4 11．40 110．1 8．90

51－60 55．8 男 1．14 5．37 25．91 9．54 26・12 10．28 167．5 5．81 131．5 5．00

　上表によれは呼吸歎の標準偏（μ）は比較的に小さく李均値に近し而して余の霊験に

従へは藤壷，禮重，年齢に於ては明確なる相異を認め難く大約毎分20同にして丈献に

見る16－181司に比して精や高し止れ其測定法か余りに原始的にして被痴者の心理上の

影響を除き得さるか故に生すへきか叉喚yによる起座の相異（横臥13回，座位ig回，

立位23同と記載さ’る）によるものとして座位に於て測定せし余の成績は肯定さるへき

・や否やを更にGuyに從ひて追試するの煩を避けて専ら心的叉は自盛的影響を免れし

むるか魏めに反覆測定せるものを以て其の表示量となせり文献に徴すれば呼吸藪は年

・齢に慮して増減し30歳を以て最低位とす余の成績に見れば正に男女共に30年附近

の二二値に於て最も小さく男子はユ8・9回女子は19．7同を示す但し他の年齢に於ては

・特に一定の方向に於て培減するを認めす而して総李均値に於ては男子20．68に弱し女

・子20．58にして男女の間に格段の差異なきを示せb、男女間の呼吸数は各年齢間隔に於

ても一定の銅合に別て比較されすして若き年齢（25歳位迄）に於ては女子は男子に比

して向数少なきか如し李弓偏b男女各年齢間隔共に歎％の度に於て存す

　呼吸量につきても同楼に著るしき獲化と稽し得る程度の相異を認めす熟れ文献に記

載さるる年齢以外の條件に於て同一なるものを野営せさbしによるもの乎．男子呼氣量

につきては温血均270ccmにして21－25を最大（279ccm）とし極．く僅かの差を以て年と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
．共に減少するを見る女子は26－30にて215ccmを最大とし上下爾方に次第に減少し緯

・牢均を195ccmとするか故に男子に比して同標の關係に存す吸雨量につきても全く同
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様の關係を示す爾ほ呼素量につきては外國文献勘からすVierordヒ（Physio1・d・Atmens：

500ccm），　Marcet（」．　of　Physio1．1897，23．：・250ccm），　Loewy（PH芭｛｝Arch．1889，46：

・410ccm；1903，103；440ccm）等の李均4200＝mに話して我男子李均270ccmは僅かに

64・3％に相當し11分間當う呼出量を比較せは我は彼の78．3％にして彼我比較の根篠の

不當を顧慮するも到底同等の程度に達する1を得ざるや明なb己れとも此の比は爾者の

膣格に記する比較に徴して果して我は彼に劣るものなb乏の推断は要な『きを見るへし

　偏りを見れば年齢間隔に關することなく三山三二呼減量共に約10％を越ゆ斯くの

如く李均偏りか相高大なるを以て其年齢による比較は甚だ不確實なるを思はさるへか

らさるも偏ウの程度叉相近きを見れば其事實に若干の確實性を保たしめ得ん乎

　最大呼吸量につきて外國文献と比するに著るしき事實を認めさる可からす此揚合に

1ま強制呼吸なるか故に其比較1ま適當にして其箕債なるものと認め得へし韓に云ふ最大

呼吸とはVitale　Kapazitatを意味し強度吸引よb深度呼出間の容量にしてHutchinson

1849；Mu11er　1868；Ar1・・1d　1855等によれは身長，膿重，髄容積，年齢，性に關回す

と

　三三男子李均は2700ccmを最大呼氣量としArnold（Uber　die　Atmungsgrδssサdes

￥enschen】855）の與へだる外人李均3600ccmに比すれば實に75％に過ぎすして静常

呼氣量の比64．3％　と共に比較せは其理首肯し得へく且つ余の定めすこる常呼吸注の適

當なるものに近きを思ひ得へし

　更に著るしき比較は内外女子の比に見らるへくArnoldの記載に從ひて女子2550ccm

を探れば我二女子50人の卒均値：1224ccmは之に樹して僅かに、48％を出てすして

明白に女子の登育程度の差は男子の濡れに比して遙かに劣れるを知る

　ヌ男女最大呼氣量の比は外部文献に於ては約10：7にしてAmoldの歎字に見るも

女子は男子の70％に認る然る．に我國男女の夫の比を見るに僅かに45％にすきさる

三態にして著るしき相異を示せり其然る所以は何に櫨るやは大いに考慮すへき虜に属

す男子の生活様式，敷育形式か女子に比して彼に近きか爲め乎二恩女子は日本女子中

健康にして日々長時の勢務に忌事せるものにして爾ほ斯の如き低位にあるよ）察すれ

ば一般女子は更に不良なる成績を與ふるに非すやを疑はさるを得す近時女子亭亭の勃
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興は此貼よb考ふるも緊要事才こ．るを思ふ．

　年齢による相異を見れば登口に和する故か20乃至40歳に見て著るし．き壇大を男

子に認むれとも女子に於ては僅かに26－30歳に於て壇大を認むるにすきす李均偏りは

稽や常呼吸量に於けるよりも低率なb

　呼吸厘iにつきては外國文献又甚た不一致にして余の成績も高低著るしく年齢による

相異を確定するに困しむ所にして一般には同年配にては男に比し女の方低し　余は唯

個人的表示にのみ役立たしむるに止めすめ

　　　　　　　　　　　（イ）呼吸量と最大呼吸量との關係

　第3表を通覧せは明白に常呼吸量と最大呼吸量との比の間に憎定の恒数的關係を認

め得へし即ち第3表に基きて此御調を表示せは次の如し但し〔1〕は最大呼寒雷に質す

る常呼氣量の比，〔II〕は同上丁場量の比なり

　　　　　　　　　　第5表　呼吸量と最大呼吸量との比較

平均剛…i…1・圃・盟1劃・糾…1…1・刺…1…陸自
性　1男［・1・［・i・レ”1女1・1・トト1男子1女子

〔1〕

〔工1〕

9・40

9．98

10．00

10．79

9．96

10．38

10．27

10・57

10．00

9．88

10．3こ～　　　5。92

［0・41　　　6．45

5．51

6．00

6．49

6．47

7．04

7．00

｛

6．53

6．55

9．99

10．33

16．30

6．49

　即ち謹啓は男女の間に著るしき相異ありて女子の比は男子の65％に過ぎす男女三

共に呼氣及吸氣の其相當最大量に封ずる比は年齢によらす殆んと等しく凡そ．男子にて

は10く外人の比は816）にしで女子にては6・5なるは注戸に値すへし即ち常闇医界は

縣撮大瞭駕最大嚇との間にセま比輸正しき量的樋三三戯せ律鋤

さる可からす

　　　　　　　　　　　　　（口）　男女呼口吸量の比較

　男女呼吸量の間につきて考察するに此揚合にも雨者の相卸量の比は大略年齢に癒す

る憂化を示さすして干鱈に近きものを示せり勿論同一個入に於ける比例恒数に非さる

か故に正しき恒数ごして認むる事は困難にして且つ畑野なれこも鼓に究明の結果か大

膿の解同を知るを得たり表中1、は吸氣量の男に劉’す二女の比IIは呼子量IIIは最：大

国氣量IYは最大呼笛量の比を示す

o
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第6表男女呼吸：量の比較

15－20

21－25

26－30

31－40

41－50

挙　　均

1．34

1．39

1．25

1。53

1．47

1．39

1．42

1．35

1．25

ユ．55

1．43

1．40

2．07

2．50

2．00

2．32

2．11

2．20

2．25

2．46

1．93

2．26

2．23

2．22

　4つの比例恒歎につきて見るに26－30なる批年男女にて低下し男女の千差か減少す

るか如き傾向を指示せるを認む吸氣量及呼仁平の比は31－40にて最大吸氣量及最大呼

氣量は21－25にて最高値を示すか如し即ち之等の恒歎の示せる男女照性の量的比較相

異は年齢別，呼吸系統機關の登早歌呪を示すものには非さる乎

　　　　　　　　　　　　（’、）呼氣量と吸氣量との比較

　同1個人にありては呼吸要素の間に一：定の關係存すへきは首肯し得る理由あり故に

1第1表を通覧せは年齢別に於ては當然相異あるへしと豫平せしにも不拘明瞭なる差異

1は認められす之全く年齢別相異を明白にすへき適當の條件即ち被晒者の有する因子か

’年齢以外の瓢に於て一致せさるか故にして却而同一人個人⑱呼吸要素の影響を激しく

受く即ち各呼吸量は「致せさるも同一人につきては呼寸評と吸早船及最大呼氣量と最

：大吸氣量の比は相田に正しき割合に存する事を次表にて認むるを得へし

　　　第7表呼氣量と吸氣量との比

例聴唖1鵠劃
最大吸鞘寄
最大呼氣量

18．2

23．5、

27．3

34．1

46。4

55。8

17．5

23．2

27．8

36．0

45．0

亭均

男

，，

，，

，，

鱒

，，

女

，，

，，

男

女

1．027

1．0ヨ4

1．105

1．078

1．OS2

1．076

1．089

1．056

1．107

LO90

1．125

1．075

LO93

1．091

1．170

1．152

1．111

1．067

LO83

L187

1．148

1．106

1．091

1．129

1．111

1．132

　常呼吸に．ては呼氣及吸氣の間にがなb

正しき恒例的關係を示し吸氣：量は呼氣量

　　　　に供して男子にては7％女子にて9％多

し之等の差異は蓋し酸素の四望酸化によ

りて消費されしものか全部炭酸及水とし

て呼出されすして炭酸及水分か吸牧さる

、に召するならん乎最大に於ては男女共

に約・10％の差を示す』之正に肺臓の機

質的作業能力か性別によりて異らすして

亀
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唯把其量か異なるを示すものなり

　　　　　　　　　　　　　（昌）呼吸厘iの比較

　余の得だる呼吸歴の値は年齢別，二三別共に甚ナ杯一致なるものなり而れとも同一

呼吸に於ては一定の關係にある事を窺ひ得即ち吸氣塵は呼氣座よ砺筒や高く之を表示

せは次の如し

　　第8表呼吸座の比

亭均年齢 性
i吸氣墜呼氣懸 最大呼氣駆P最大吸氣厭

18．2 男 1，034 1，044

23．5 ，， 1，095 1，081

27．3
，，

LO49 0973

34．1 ，，
1，051 1，03ろ

46．4
，，

1，082 1，064

55．8 ，，
1，129 1，035

17．5 女 LO27 1，037

23．2 ，， 1，000 1，066

27．8 ，，
1，027 1，019

36．‘，
，， 1，073 】．141

45．0
，，

LO21 LOO2

平均 男 1，072 1，033

女 1，030 1，053

　以上の成績はi著るしき良好なる一致を示さすと

錐も概ね呼氣及吸氣座力か一定の量的關係に存す．

る事を認定し得へし而して男女の間に相異の存す

る事は其李均値より親察すれは明かならす恐らく

他の成績と共に通覧考察せは男女個入の本質的相

異はなしとするか園庭に非さる乎唯ナ綱一呼吸に

於ける呼氣と吸氣の關係の一致にして容：量に斯て

異なるのみ；其量的關係を窺はんか爲めに今男女直

氣塵の比例を試むるに稽や信せられ得へきものあ

り即ち21－25にて其比最高にして40歳以上は著るしき愛化なく登育狂盛期に於ては

男子遙かに女子を凌駕するを認め得

第9表　男女吸氣歴の比　　　　　　’

欄隔1比　　　（ホ）残氣量（R・・ewe－Lu銑）の比載

15－20

21－25

26－30

31－40

41－50

1．66

1．81

1。73

1・38

L40

　常呼氣呼出後尚ほ強制し呼出し得る容量即ち残氣量は呼吸作用

能率に砂からさる働を有するは自明なり即ち余は此種試鹸に慣致

されし肚年男女各十名を選み常呼出呼出後の呼出分を血温豪敵箱

の捕集用膀胱嚢へ（後篇温血捕集法の害心墾照）通して其量を定

めたb此際残氣捕集に先ちて常呼氣を捕諭し其量と残氣量とを比較考究せは次表の如

．し

　　　　　　　　　　　　　第10表残　　氣　　量

，
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番號 性 年　酬二野氣量陣氣四隣量／常噺国喪
1

2

3

4

5

6

7

　8
9

10

11

12

13

ユ窪

15

16

17

18

19

層20

亭均

質

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，、

女

，，

，，

，，

，，

，，　’

男

女

21『

，，　●

22

25

26

27

29

30

15

23

24

Σ5

28

29

34

34

45

43

350

．4n

398

．354

480

342

362

345

372

335

302

360

319

324

345

294

3串7

300

320

356

375

326

工228

工5G5

1545

1261

1824

1083

1266

1225

1235

1139

837

1015

877

890

942

828

89串

874

771

982

1331

891

3．16

「3・50

3．65

3．56

3．84’

3．80．

3．49

3．55

3．32幽

3．40

2。77’

2．82

2．75．

2．75

2．73

2．81

2．66

2．91

241

2．76

3．53

2．74

　以上の成績を見れば残氣量及常呼氣量の間には正しく一定の比を形成するか如き關

係あb即ち男子にては残氣量は常呼氣量の3倍孚女子にては2倍7分の値を有し而も

』一等肚健なる青年に於ては其絶劃値も著るしき相異を示さ、るか如し但し右に掲げπ

る常呼氣量：は残氣量と共に連績に分割定量：せしか故に一般分離定量の際よりも稽や高

値を示せるか如きも其の誤差約30％を顧慮するも爾ほ男女の與ふる量的比に梢や高

値を保ちて一定なり即ち其の比は上表の3割大に於て一致す

　外國人残氣量の文献を見るに男子（Land。i＆Roseman：Lehrbuch　1921，　s・187）の李

均1200を探れば我國男子との差は極僅少にして精や我値彼に優れるを認む而μとも

・外回文献は統計的めものに非さるか故に三三均として探れる数字に誤なきを保し難く

一って；其優越は直ち’ ﾉ以上を以て回し難きも爾者の間に著るしき開きなく且肺胞呼吸

作用能力に於ては機質的に相異なきには非すやを思はさるへからす

　男女残氣量の比は正に1．49にして男子は女子に比して50％の優勢を示し響町量：

及最大丁丁量の．男女の比の中間に位するは首肯し得へし
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　　　　　　　　　　　　　　第二篇1呼氣分析

　呼氣分析に二っては呼氣捕寸法を定めさるへからす呼氣組成の尋均値を求めんか爲

めには連績呼吸によりて排出さる、炭酸及酸素を求むるものありて之か爾めに諸法あ

・りくZuht2＆（｝6ppert：’Arch．£expl．　Path．　u。　Pharm．22，367，1887；P茄g．　Arch．42，

ユ888iHi窪ley＆：Bowen：Am．　J．　PhysloL、12，311，1905∫，Ha！dane＆Douglas：J・PhysloL

44，3251’1912；B6nedlct：Am．∫．　Phys三〇1．24，345，ユ909；De臨IArch．　klin．‘M6d．107，

ユ56，ユ912）各々長短を備へ煩雑にして而も精確の貼に於て多少の難鮎を伸へり’1、’

　　　　　　　　∵’：「～．油壷捕集　　：■　 ご．

　呼鼠捕集ヒ當つ七は種々め困難あb殊に余は少量の瞼膿を珀ひ短時蘭に精確なる分

祈を行はんごとを期すか故ヒ甚だ難事なり郎ち余は軍純に現定されすこる呼吸を行はし

．め七其一呼吸を採取す故に呼出に際しそは云ふ限り自然的ならしめんか爲あに捕集容

器に疵抗総力の及はん事を避けて捕集容器として牛膀胱氷嚢を由み其氣禮通過能を除

かんか蕾めに外表面にゴム質を糊塗し呼出に先ちて内容氣膿を排除し血温に調製され

ナこる杢氣恒温畠中に釣りて永舜凝結を防止す畑谷機者を試験室に招致し難き場合には

蟻集虚血瞼に訳する迄に多少の時間を要するか故に氷嚢よう漏出する俣を慮りて種々

の利用し得べき置換溶液を求めて20％以上のグリセゾン，30％・’食二水，30％・硫酸等

は7時間の接鯛に依りても見るへき吸湿を宗きさる事を實証して食璽二二グジセリソ

　　　　　　　　　曳
溶液を適用せり

　共捕集瓶は池常の2孔栓を附し用液置換を行ふに便『ならしむ

　　物刺腫・ll睡劇｝ヒ率（・・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但比重にスプレンゲル，ビクノメ帥ターにて，粘度に
　　ク．リセリ　ン　　　 1．0502　　　　L8525　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オストワルト，ルーテル粘度計によれリ　　食　　　　　盤　　　1．1811　　　　1」7376　　　　　　30

　　硫’同工3217且S690　30　捕集方法薯ヒ轍（cg・％）

捕集器1　・ ｛　・ 皿 Ψ． v

氷　嚢　中
水　　銀・・上

食盤：水上・

2．9

・2・3

2．8

2．5

2．5

2．4．

2．8

3．0

．3・0

2。2

2．0

2。0

4．1

4．0

4．0

呼　二分　析　法

＼
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　呼氣三三實に定量に値するものはCO、及0、にして此他H・0は血温に於て飽和状

態に近く存するも鼻腔叉ロ腔を経過する時は著るしく其水蒸氣張力を低下し（Skand・

Arch．　Physio1、66，94，1924）余の行ひたる成績に於ては鼻孔より室温に呼出さる》時既

に2．6－2．8％即ち凡そ22・4。の飽和蒸氣座に相回せ、るを必常とし大約室温と血温との

中間温度なり之か定量は肺，鼻脇鼻孔三等にて異なりし値を輿ふ旧く而も定量法すζ

るや容易ならす故に捕集には可及的水分凝結を防遇し分析に當っては脱水乾燥の目的’

に於て定量操作を施せり

　呼氣捕集のためには呼吸器内の温度高まるを侯ちて血温室氣門中の捕集轟へ探b次

・に血温水還流外包を有する　100ccmビウレットへ移す斯くて全操作中能ふ限り温度降

下を防ぎて水分凝結を避け以て其琵斯吸牧による誤差を除きZuntz　Geppertの短を補

．ひPettenk。たr等の規摸を短縮軍純化せり　使用琵斯ピウレットは1んccmを讃取し得・

る温度二三力補正管を備へたるものにして讃みはヲ・。ccm蓬を取れり爾ほ呼氣捕集後

分析に移せし間の時聞は最長30分にしてヌ或場合には捕集瓶を用ひナこる事あれとも

三三合には水分は全然脆水操作するのみに止めたり斯くて探取せし100ccmの三三ば

直ちに濃硫酸の吸牧ピペ。トにて脱水し回る後徐々にKOH及：Benedictの庭法に從

へる焦性没食子酸苛性加里にようてCO8及02を定量し（四方：藥學錐誌495，1923）

爾ほ計1算の都合上呼出時の氣温氣厘及氣灘に録す

　　　　　　　　　　　　呼吸力法による呼氣組成攣化

　　　　　　　　　　　　　其一　呼出部位による相異

　直接に少量の槍膿によりて被槍者の静常態に於ける呼氣を試験する事は其方法の如

何によりて多大の誤謬を俘ふは論を要せす故に充分精確にして呼吸歌態を規定し易き

：方法を探るの要：又言を侯把す然して其重大要件の一は採取せる呼氣か其状態に於ける

完全の「呼氣なりや否やを知るを要す殊に直接ピクレット内へ探氣するの三二は弦に

存す之實に所謂死膣（T6dh6hle）の容積は一呼出量の数割に回り死腔内に於ける滞留

時間は僅かに1－2秒にすきさるか故に其氣膿組成は吸入大氣と大差なしと思考さるへ

きにも不拘氣膿の漁散作用及加歴に基く氣流掩露しによる組成獲化の旧著なるは熟知さ

る、所にして從而断謂呼氣組成は呼吸系統中何れの部の組成を表すやは大いに問題の



健康日本人の呼鼠の研究
3351

存する虜にて所謂呼氣組成は其の肺胞瀬瀬（Alveolarlufのを表すものに非す故にr呼氣

を呼出に妬して逐次分割して分析に附し得は興味ある結果を得らるへきを豫吊し得れ

とも其操作装置は甚把簡軍ならす

　死腔の大さは：邦人につきては明瞭ならす外人につきては李均140ccmなる記載を見

るか椥三邦人も之と大差なきものとせ絃三三容積は呼出量の40－50％’に相下せるか故｝

に死腔と略等量の；初出部100cc甲及一面一：量全心につきて其組成を槍して其相異を窺

ふ事とせり　實二上式は前記に住し唯捕集嚢を2とし其一は内容100ccmとし捕集嚢・

と呼吸器との間に3方陣挫を附し其廻轄に依bて初等及残部を分つ初部に入る、嚢の

丙容充實せは嚢内座力の増加に依りてマノメーターのHgを動かし以て電路を閉し電

鈴を以て之を報せしめ即ち忽ち活栓を記して残部を分つ檬に装置す

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　11　表

番號1性1年　灘／　・
皿 V V工　　　VII　　　工IX

　1

　2

　3

　4
　5　’

’G

　7

　8

　9
10

11

13

13

14

15

16

17

1S

コ9

20

2F均

総耳～均

男
！！

■ノ

〃

！，

！！

〃

！．’

！ノ

，！

女
ノノ

，ノ

！！

〃

〃

！！

！ノ

〃

！ノ

男

女

14

17

18

，，

20

23

25

，，

，，

16

，，

18

ユ9

20

22

23

34

24

25

2．5

．？。8

3．4

2．8

4．4

4．4

3．5

3．8

3．7

3．6

2．5

3．4

2．6

2．9

3．6

3．3

2，4

3．2

2。6

2．8

2．8

32
3．8

3．2

4．S

4．s

3．8

46
4．0

3．8

2．6

3．8

3．0

3．0

4．0

3．8

2．6

3，6

3．0

3．2

3．04

3，51

4．11

3．51

5．11

5．02

3．91

5．05

4．17

3．91

2．71

4．22

3．42

3．11

4．42

4．27

3．79

3，98

3．33

3．58

17．7

17．0

16．2

17．4

15．9

14．9

15．8

15．ア

16．0

．16．4

17．5

16．6

】7．5

17．3．

16．6

三6．9

17．6

16．9

17．4

14．2

17．3

16．4

15．8

16．8

］5．4

14．4

15．7

15．0

15．8

16．3

17．5

16．2

17．2

．17．2

16．4

16．4

】74、

ユ6．6

17。0

16．9

16。99

15．93

15．49

16．33

15．01

14．12

15．64

14．61

15．69

ユ62↓

17．50

15。78

16．88

17．09

15．78

15．92

17．21

16．31

16．62

16．61

】．21

1．25・

1．21

1．25

】．16

1．14

1．11

L33

1．12

1．08

1．08

エ．24

1．31

LO7

1．22

1．29

1．16

L24

1．30

1．28

1．19

1．22

1．20

0．96

0．94

0，95

0．94

0．94

0．95

0．99

0．93

0．9S

．0．99

0．00

0，95

0．96

0．99

0．95

0．94

0，99

0．96

0．93

0．96

0．96

0．96

0．96

　　但1に初部炭酸％，皿に全盟炭酸％，皿に残部炭酸％，Ψに初部酸素％，Vに全髄酸素％，皿に残部

　　酸素％，皿に炭酸比高につきて残部と曲部との比，IIXに酸素につきて　同上

即ち初出部と全呼氣との間には明臼に組成比率を異にし炭酸三二にて約】0％の差
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を示し残部組成はCO、にて約20％，0、にて4％の相異にて李均男子にて．・19％，女子・

にて、－20％をCO、にて，0、は共に4％を差異とし男女共にかなり正しき割合に於て

雨量の比率を異にするはさきの推察を糾明するものにして恥部と全膿との間の比率關

係よ㌧り上等組成比率の憂心は弥弥的なるか或は夫に近き事を察し得へく二って肺胞氣

膿組成を計算せしLoewyの式の如く死腔容積内氣膿か吸氣と全然同一なりと假面す

るか如きと此事實とぽ全然一致せす即ち肺胞二二及其呼出道程迄に存する白干は死腔二

の存在にも不拘例へ其内容か太氣と同し．とするも呼吸作用によりて極めて速かに且有

数に交換さる、ものにして天然造化の微妙なるを思はさるへからす

　　　　　　　　　　　纂　二　　残鼠（：Reservelu動）の組成

　呼氣呼出後の氣膿即残氣組成は前實験よb察去るも呼氣中のものよりもCO、濃度

高くして例へ完全なる肺胞氣膿の組成を示さすと錐之に近きは察し得る庭なるか故に．

’之を回して肺胞氣燈組成を窺はんとす二丁容積は各人等しからさるへきも其のCO・

比率は呼吸作用及血液との交換作用によりて恐らく一定値に近きものにして僅かに若

干の調節範園を有するものならん事は其機能の性質より見るも．明なり即ち余は残氣の

容積及組成を知らんか爲めに次の方法に依れり

　　先っ試験になれナこる三年男女10名を選み静常態を保ちて呼吸をなし其一呼氣分を’

室氣恒温箱内の三三嚢へ呼出せしめ直ちに括栓を一平して能ふ限りの努力によりて残

氣を他の捕集嚢へ呼出せしむ　　　　　　’

　　本試験に於ては艀常態の持績中の一呼吸を捕下すること及常呼三分の終結黙を確認

　する事に特に留意し其他前回験に干し分析庭理三下に準ず

　　　　　　　　　　　　第12表　常呼氣及残氣分析成績

　1
番號・性

　1
1

2」

3

色

と

7

男

〃

！！

〃

〃

ノ！

ノ！

　1常呼
年齢
　1出量
21

21

22

25

26

『26

27

350

7412

3gs

354

490

342

362

同

炭酸

3．S

3．8

4．6

3．7

3．S

脚3．S

3．6

同

酸素

15．9

16．3

15，9

16．4

16．O

I与・9

16．0

残氣呼
氣　量

1228

，1505

1545

1261

1S24

1083

1266

同

炭酸
同

酸素

4．S　14．8

5，6　　14．S

5，6　　14．3

4，8　　15．1

4．8　　14．2

←7’148
4．8　　15．4

獲氣量
呼氣量

3．16

3。50

3．65

3．56

3．84

3．30

3．霊9

残氣炭
酸÷呼
氣炭酸

L32

1．26

1．39

1．22

1。23

1。37

1．34

残氣酸
素÷呼
氣酸素

0．93

0．93

0．91

0．92

0．92

0．89

0．96

炭酸比
（mg）

4．43

423
4．72で

4。62

4．70

4・17

4．67

酉螺昆
（1ng）

3．26

3．31

3．55

3．28

3．37

2．94

3．36
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8
，，

27 345 4．1 15．8 1225
　　　1
T．4 14．2 3．55 1．31 0．90 4．67 3．18

9
，，

29 372 4．6 14．9 1235 5．6 14．2 3．32 1．22 0．95 4．05 3．16

10
，，

30 335 4．2 15．6 1139 5．5 工5．0 3．40 1．31 0．96 4．45 ’3．27

11 女 15 302 3．1 16．7 83ア 42 ユ52 2．77 1．35 0．94 3．76 2．52

12
，，

23 360 4．0 15．4 1015 4．8 14．3 2．82 1．20 0．96 3．38 2．61

13
　

24 319 3．4 16．1 877 4．4 14．3 2．75 1．30 0．93 3．56 2．44

14
，，

25 324 3．8 15．8 890 5．2 14．7 2．75 1．36 0．93 3．75 2．55

エ5
，，

28 345 3．8 15．8 942 416 工5．1 2．73 1．21 0．95． 3．29 2．60

工6
，，

29 294’ 3．4 16．7 828 4．2 15．9 2．81 1．23 0．95 3．48 2．68

工7
，，

34 337 3．0 16．5 896 3．9 14．8 2．66 1．30 0．90 3．42 2．38

18
，，

34 300 3．4 16．3 874 4．6 14．8 2．91 1．35 0．91 3．94 2．64

19
，，

35 320 3．6 15．8 771 4．8 15．0 2．41 1．33 0．9δ 3．21 2．28

20
，，

35 356 ’3．6 16．2 982 5．0 15．4 2．76 1．39 0．95 3．83 2．62

亭均
男女 375

R26

4．0

R．5

　15．8

P・6ユ

1331

W91

b．15

S・57

14．7

P4．9

3．59

Q．74

1．30

P．30

0．94

O．94

4．57

R．56

3．17

Q．53

　年齢及呼吸牧器系統の登育の如何は残塁：量に影響を有するは自明にして余の實験範

園に於ては男子ユ330ccm女子890qcmを其牢均値こし後者は前者の67％に相當す而し

て遇然にも導者最大呼氣量の比46％ご常呼測量の比72％の間に介在するの事實は興

野ある事にして大いに理の存する所以ならん乎

　則ち肺胞及其附属器管の運動は互に講和撰して一定の制限を受け不断の生活現象すこ

る呼吸作用の基本量に現して一定の關係を確有するは明白にして如上の成績は當然の

蹄趨にして我等の常識的推察を謹製するものならん乎

　次に残氣ご常呼氣量ごの高樹値歎は各人一両ならさるにも不拘占者の比は殆んε一

定にして男子にて3．53，女子にて2．74を示せり

　次に炭酸琵巨篇酸素比率の二十二及残氣に於ける相異を見るに凡そ統一し得へき性

質を有す即ち炭酸一三に於ては残氣中の比率ε常呼氣中の比率εの比は1．297を示し

百分比率の形に於ては30％の差あり

　女子に於ても此値は全く同一にして比は］．30を示し男女共に残語に寝ては常呼氣・

に於けるよりも30％’多量の炭酸比率を有す同様の關係は酸素に於ても成立し男子に

於て0．94，女子にて0．937なり此關係を容量につきて四日に計鋒せしものは上表最右

二項に示せる者て容量の相異に基き，其比率の比の如く男女同一値を與へすビ錐も一

定の關係を示せり即ち男子にて炭酸は4．57，酸素3．17女子にては各々3．56，2．53を示せ
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り以て残氣及常陸劇中の炭酸及酸素か佃人的に於て一定の割合を持し之を表す歎値は

男女各々一定なるを認め得へし

　肺胞氣膿組成はYamada（Bioch．　Z．89，27，1918）に依れば乾燥状態にて炭酸は6．15

％皆野朕態にて平均40・78粍（水銀）即ち5．36％にしてRusse1（Am．」．　physioL　29，43

6，1911－1912）　5．54Haldane　（J，　Physio1．32，225，ユ905）　5，62　Hi11（J．　Physio1　37，77，19

08）4－6％を乾燥状態にて與へ尚ほ此他年齢εの關係は（Skand・Arch・£Physiol・26，

221・1912）温度はBoycott　u・Haldane（J．　PhysioL　37，355，1908）座力に關してはHaselb－

ach（：Bioch．　z．46，401，1912）に記載あb之等の成績を参照せは余の成績男子李均5．15

女子李均4．57％を乾燥状熊に換算して5．29及4．70％は著るしく肺胞氣膿に接近せる

を知る而して外野人の季均鉱67％ご我國人肚年季均5．29％の間より察すれば肺胞氣

髄のCO、の％数は内外人の間に著るしき相異なきものなるへき事を思ひ得へき乎

　　　　　　　　，　　其三　呼氣停止問に於ける組成攣化

　肺胞内野其附属器官内に吸入せられたる室氣は酸化作用にあっかり或は振散作用に

よりて酸素を潰費し途に血液酸素張力と釣合ふに至りて肺臓の機能を著るしく減して

窒息に至るものにして此間酸素量の減少に伴ひて酸化反慮速度は減退して炭酸生成量

は時間とともに減少するの理なりされと以上の反回はin　Vivoなるか故に一律に吾人

か恒温槽中の速度論を以ては例し得さるは明かにして血液内の炭酸及酸素張力と相侯

ちて初めて興相を披握し得るなり余は鼓に其一面を下して其概況を窺はんとして常呼

吸を反覆せる時に適凹凸の一呼吸につきて吸入を解りすこる後一定時間後務めて常呼吸

に於ける呼出をなさしめて之を捕集し常法に從ひて分析す但し本試験にては結果を正

しく得る事は専ら被検者の練習に侯つもの聖なるか故に常に此種試験に依頼せる20－

30歳の男子10名を以て宛てたり肥し共の窒息後の呼出量は精や過大にして必ずしも

常呼吸に俸るものに非さる悼ありと錐も窒息後門時的に呼出せし量は各回大約等量に

近くして以て相互の丁丁を窺ふには支障なきものなるへし

第13表窒息により呼氣組成霊化（呼埠量にccml・て，炭醐嫌lt・00分騨1・壊す）
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番 號 1・ 1・ 1・ 4 i・ ｝・ 1・ 1・ い 10 1鞠
年 齢 い・ い・ 1・・ 1・・ 126 い6 127 27 129 30 1

呼出量

Y酸素

酸｝瓢・秒
594

S．9

P5．1

39S

S．7

P5．1

428

S．8－

P5．0

385

T．1

P4．8

520

T．O

h5．0

4S5

T．1

P4．8

379

S．6

P5．4

477

T．0

P4．9

505

S．6

P5．4

452

S．7

P5．4

4・S5

P5．0

呼出量

Y酸素
酸｝一

574

T．3

P4．7

415

T．1

P4．6

430

T2
P4．5

397

T．5

P4．2

543

T．4

P4．5

494

T．5

P4．3

385

T．0

P4．8

497

T．4

P4．4

516

T．0

P4．8

428

T．1

P4．7

5・25

P4．54

1出ll一
603

T．6

P4．2

4！0

T．4

P4．2

424

T．5

P4．1

420

T．8

P1雪．9

540

T．6

P4．1

515

T．7

P4．0

375

T．3

P4．3

515
T6　●14．0

498

T．3

P4．3

4‘31

T．4

P4．3

5・46

P4・15

1氣1トー
’598

T．8

3S9

T．6

443

T．7

418

U．0

560

T．8

530

T．9

385

T．5

490

T．8

510

T．5

415

T．6 5．6。　一

・14．0 】4．0 14．0 13．8 14．0 1ρ．9 14．2 13．9 エ4．2 ⊥4．1 1！4．0

　以上の分析結果は炭酸及酸素の100分比率と窒息声問との聞に一定の關係を示し窒

息時間の壇加と共に明かに炭酸は増加し酸素は減少す而して窒息時間と炭酸及酸素比

率憂化の關係は封歎曲線の性質なるは一見明瞭にして時間秒敷をt，比率をpにて表

CO2

カ2

σ6S

　456789ユ011

A9
P 1 ↑

2

2

　2

Q0

P9

P3

P5

Pユ

17

P6

s →1gt
一

せは其劃数につきて直角座様に書かは正

に直線を得へし共性状式は

坐≧＝0．1065．．、＿＿．＿COゆ

dlgt　　　　　　　　　　　　＿　一

画旦＿＿α05＿＿＿＿．o。
dlσt　　　　　　　　　　　　　　　」
　b
lgp　編＝0．10G5　dlgt　十ki．．．，．．CO2

　＝　0．1065　1gt　＋　0．636

1gp＝k2　－　0．05　dlgt・・．・・．．・02

　＝　1，20　－　0．05　1gt．

となりて比率及窒息時間の關係を表す式を得へし上式は直ちに炭酸及酸素の鍵化の時

間に劉する割合を與へ酸素減少率と炭酸壇上率との比は正に2．13にして人膿生理に意

義深きものならん即ち炭酸生成は呼氣中に於ける比率より推察して交換作用にあっか

るものをも綜合せは肺胞内に於ては更に高率なるへきを思はさるへからす而して余

の行ひ忙る窒息時問は比較的短時間にして更に長きに亘bては興味ある結果を得るを

思へとも呼出量による誤差を恐る、か故に省略せb然れとも二二とともに組成墾化は
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横軸に李行に近接するか故に；工夫約は以上の直線式を以て想像するも大なる誤謬なか’

らん乎即ち窒息60秒後には計箕に基けば酸素13％及炭酸6．7％にして後者は致死：量：

に挫冷せるか故に著るしく窒息苦を威すへし而してVierordt（Physiologie　des　At；nens．

H6idelberg，1845，　S，116）に依れば60秒にて744％100秒にて7・38％Becher（Z・ratio

lL　Mediz．、　N．　E　VI）は質しく100秒にて7・50％を記載せるに徴すれば前式にて100秒

にて7．07を得て稽や一致せる成績を得らる而れとも此種の試験は呼出量の限定宜し

きを得されは比率のみを比較して正しきを保し難きか故に此の約5％の開きは果して

内外人の差なりや或は實験方式の不一致によるや明確ならす故に大膿に慌て内外人共

に前例によりて計出するも大差なきものと見るか妥當には非さる乎

　　　　　　　　　　　其四　深呼引戸による場合の呼氣組成

　既に残氣に就て二三の記載を興今たb鼓に呼吸形式を題して強制呼吸即ち肺活量

　　　　　　　　　　　第14’表　常呼氣及最大呼氣の比較

常呼氣 最大呼第比 同上 酷大呼氣騎， 最大呼氣 最大卜辞
番

性
年 常呼 最大

ﾄ氣

左の

比率 骨脂平袖 摩秒（一秒） 懸 常呼氣鰭 （三秒） （ 五秒）

號 齢 氣：量 量 比 炭酸隙 炭酸1酸素騰睡素 炭酸 酸素 炭酸 酸素 炭酸瞬炭酸瞬

1 男 16 250 2500 10．0 3．3 16．6 14．3 52．3 4．0 15．8 172．9 496．8 12．1 9．5 4．7 ユ5．2 5．2 1・L6

2
，，

17 230 2320 10．1 2．8 17．2 11．2 49．8 42 15．6 175．9 455．3 15．7 9．1 5．2 14．7 5．6 14．3

3
，，

18 250 2750 11．0 3．5 16．3 15．2 51．3 4．0 15．8 190．2 546．5 12．5 10．6 4．6 15．2 5．0 14．9

4
，，

1S 250 2600 10．4 3．3 17．4 14．3 54．8 4．2 15．6 】S8．2 510． 13．1 9．3 5．0 149 5．4 14．5

5
，，

19 200 1920 9．6 3．6 17．5 12．5 44・1 4．3 15．9 142．9 384．6 11．4 S．7 4．7 15．2 5．0 14．8

6
，，

21 200 2160 10．8 3．8 17．4 13．2 43．S 4．2 16．0 156．8 435．4 11．8 9．9 5．0 14．8 5．2 14．7

7
，，

25 300 3200 10．6 2．8 16．5 14．6 62．3 4．0 15．1 221．7 608．7 15．1 9．7 5．0 14．8 5．4 14．4

8
，，

26 250 3025 12．1 3．5 16．4 15．2 51．6 4．2 15．6 219．7 593．5 14．4 11．5 4．8 15．2 5．1 14．7

9
，，

26 270 2550 9．4 3．3 16．6 15．4 56．4 4．5 15．4 198．5 493．9 12．8 8．7 5．0 14．S 5．4 14．4

10
，，

26 310 3040 9．8 2．9 16．2 15．6 63．2 4．2 15．7 220．9 600．3 14．1 9．5 4．8 15．0 5．0 14．7

11 女 16 200 1140 9．7 3．4 16．4 11．8 41．3 4・0 15．8 79．0 226．9 6．7 5．5 4．5 15．4 4．8 ユ5．0

12
，，

20 210 1250 6．0 2．7 17．2 9．8 45．5 3・4 16．5 73．6 259．8 7．5 5．7 4．2 15．6 4．8 15．C

13
，，

20 240 1500 6．2 3．2 16．6 13．3 50．2 3．6 16．2 93．5 306．1 7．0 6．0 4．0 15．9 4．2 15．6

14
，，

22 210 1350 6．4 3．3 16．6 12．0 43．9 4．2 15・7 98．2 267．0 8・1 6．1 4．5 15．3 5．0 14．9

15
，，

23 170 1170 6．9 3．2 16・8 9．4 36・0 3．8 16．0 77．0 235．8 8．2 6．5 4．1 15．8 4．3 15．6

1G
，，

27 230 1450 6．3 3．1 16．S 12．4 48．7 3．6 16．0 90．5 292．6 7．3 6．0 4．0 15．9 4．3 15．5

17
，，

27 200 1300 6．5 2．6 17．5 9．0 44．1 3．6 16．3 8L1 266．9 9．0 6．0 3．9 16．0 4．2 15．7

18
，，

24 225 2300 5．8 3．2 16．7 12．5 47．3 3．6 16．4 81．1 266．9 6．5 5．6 4．0 16．0 4．2 15．7

19
，，

18 215 1388 6．4 3．4 16．6 12．7 45．0 3．8 15．7 91．4 274．5 7．2 6．1 4．s 15．2 5．0 14．9

20
，，

26 185 1130 6・1 2．8 17．2 9．0 40．1 3．2 16．8 62．6 239．2 6．9 5．9 3．8 16．2 4．0 15．9

亭均
男女 251

Q08

2606

P298

10．54

U・22

3．3

R．1

16．6

P6．8

14．2

PL2

52．9

S4．2

4．2

R．7

15．6

P6．1

1S8．8

W2．8

512．5

Q63．6

13．3

V．4

9．6

T．9

4．9

S．2

15．C

P5．4

5．2

S．5

14．6

P5．4
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　Vital　Kapazlt蕊tと常呼氣との量及組成下戸係を附加せんとす

　　目的の呼吸は最大努力の許に吸引せるものを再ひ最大努力にて呼出するものにして

　從って呼吸器系統内の容積は｛胴張され比較的低率なる炭酸比率を與ふへきなり而りと

雛も同時に交換作虜及蟹散掩齪も深度に及ふか故に之等因子の総影響に依りて比周を

　支配さるへし

　　余は前貸験と同嫌に熟練男女10名宛につきて規定の呼出量を所定の膀胱選集嚢へ

採氣甘し上常法に從ひて分析す此際吸入完了後呼出を初むる迄に、13，5秒を劃して学内

　滞密時間の影響をも併せ見たり

　　16－26歳の健康男子につきて常呼酔吟最大呼号の分析を行ひたる以上の實験成績を

’通覧せは次の關係を認め得へし

　　1）呼氣量は男子にて250ccm女子にて208ccmを季均とす最：大呼画風：は男子2600，

　女子1300にして常呼蜂腰最大呼氣の比は男子にて10．5女子1ヨて6．2にして其結果に

　容量に於て前實瞼に比しては租や低きも比は前實瞼とよぐ一致せり而して男女子間の

　比は常呼重量にて1．2最大呼飛駅にて2．0なり

　　2）呼氣組成は常顛動炭酸は男子にて3・28％女子にて3・09％を卒均とし酸素は男子

　ユ6．6％女子16．8％にして之等100分比率に表されナこる数字は性によりて大差を認めす

　　：最大呪事は炭酸にて男子4．18％女子3．68％酸素は男子15．6女子16．1％にして之等；

　常時母親最大呼氣中組成關係をmg歎にて表せば次の如し

　　　　　　　　1正副女半者・比即ち好は常呼氣にては炭酸及三共に三

時呼氣炭酸
同　　酸　　素

最大呼氣炭酸
同　　酸　　素

14．2

52．9

188。8

512．5

11．2

44．2

82．8

263。6

1．26

1．19

2．28

1，94

20％の低位を示し最大呼氣にては著るしき相

異あり此相異は男女子の容量相異と相侯って

この代謝作用の相異に基くものにして此瓢に

：於て女子と男子の相異は同性間に於ける相異を遙ガ・に超ゆるものなるは表に明なり

　3》更に興味ある事實は常呼氣及最大呼野中の炭酸及酸素のmg数の比にして男子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・にては前者は13・3後者は9・6女子にては7．4及5．9なり即ち各々容積比よりも多量の、

：灘酸を最大呼氣中に登見せるものにして而も琴唄氣及最大呼氣の蓉積に封ずる三等の

比13・3／10・54＝1・26・7・4／6・22＝1・19は．男女の機構的差異を認め難からしむ故に肺臓及
’
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其附属器官に於ける琵i斯新陳代謝は性的には本質的に相異を謹明し得す

　4＞最大呼量の肺胞内滞留時間による組成獲化の模様は1，3，5，秒の問にては凡そ

一定の曲線即ち淡麗及酸素の比率をy，時間をtにて示さは三者は直：線的傾向を示し

　　　　　　　　　　　　y＝Algt十k　　　　一

なる式にて表さるるか如し

　　　　　　　　　　其五　呼氣反覆に伴ふ室氣汚染に就て

　清新なる塞氣を呼吸するの要は論ずるの余地なし余は不潔なる室氣呼吸の極端なる

例として自ら呼出せしものを再三呼吸する丁合につきて共組成鍵化を堕せう即ち豫め

被瞼着の常呼吸量を測定して捕集嚢の膨脹を槍して其量に三聖の結紮によって膨脹を

制限したる後袋を排氣牧縮せしめて之に向ひて常呼吸をなさしむ但し水分凝結に件ふ

誤差を除去せんか沁めに女郎器は豫め室氣恒温面一に蕾むる事常の如し

　斯様な方法にて常呼氣を反覆呼吸せは次第に酸素分1堅を減し，炭酸の増加を達すの・

みならす毎次吸氣量の不足に俘ひて呼吸状況は甚しく自然呼吸に比して不利に偏すへ

　　　　　　　　　　　　第15表呼吸反覆に伜ふ汚染度

番號1 倒 年無 炭酸1 酸素 i炭副 酸剥 炭酸1 酸素1 炭酸．i 酉菱素

1、 男 16 3．3 16．6 3．6 16．4 4．3 15．4 5．8 14．0

2
，，

17 2．7 17．2 3．0 17．0 β．6 16．2 4．9 14．8

5
，，

18 3．6 16．3 4．0 15．8 4．8 15．0 6．4 13．5

4
，，

ユ8 2．5 17．4 2．8 17．0 3．4 16．4 4．6 15．2

5
，，

19 22 17．5 2．4 17．6 3．0 16．8 4．0 15．8

6
，，

21 3．4 16．4 3．8 16．0 4．6 15．2 6．1 13．9

7
，，

25 ε．4 16．5 33 16．2 4．5 15．4 6．2 13．6

S
，， ．　26 3．1 16．4 3．4 16．5 4．1 15．8 5．6 142

9
，9

26 3．0 16．6 3．4 16．5 4・1 15．8 5．5 14．4

10
，， 26 3．2 16．2 3．6 16．2 4．3 15．6 5．7 14．3

11
女 16 3．2 16．4 3．3 16．6 4．0 15．S 与・4 14．4

12
，，

20 2．6 17．2 2．7 16．S 3．2 16．2 4β 15．8

13
，，

20 3．2 ユ6．6 3．4 16．4 4．2 15．6 5．5 14．4

14
，，

22 3．0 16．6 3．2 】6．7 3．9 16．0 5．2 14．6

15
，，

23 3．0 16．8 3．2 ：6。6 3．8 16．1 5．1 14．8

16
，，

24 2．8 16．9 3．0 16．7 3．6 15．8 4．8 15．2

17
，，

27 2．5 17．5 2．7 16．9 3．2 16．4 4．4 ］5．5

ユS
，，

26 3．3 16．3 3．4 16．5 42 15．6 5．4 14．4

19
，，

27 3．皇 16．6 3．4 16．6 4．2 15．8 5．4 14．5

20 ，，
2S ？．6 17．2 2．7 16．8 3．2 ヌ62 4．3 15．6
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し而して利用し得る酸素の不足と呼吸系統内の炭酸張力の増大に件ひて呼吸困難を宜

して窒息！こ近づくなり但し吸氣量の不足の残氣及肺胞内調節に依bて共影響は連時に

は表れ來らさるは想ひ得へし余は軍純に室氣汚染の基本試験として以上の諸因子を解

決する前に呼氣反覆呼吸に俘ふ汚染朕呪を反覆回数につきて画せり．（第15表）

　以上の成績を反覆回歎及比…率につきて直角座標に示さは男女共に甚酷似せる曲線を

書く’
�Fむ但し各人の曲線は性質に於てはよく一致すれとも比率軸上に多少の漿位あ

るは勿論なり此開きは男子に於て寧ろ廣く初同にては男子は2．2－3．6％女子にて2．5」

3．3％の間隔問に分配され10丁目にては男子4．0－6．4％女子にては4．2－5．5％なり弦に

曲線の性質を知らんか爲めに之等各10名の李均値を求めて同標の曲線を書くによく

各自の曲線と上行關係を保持するか故に同曲線を以て同数墾化に俘ふ比率攣化を表す

に適當のものと信ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即ち炭酸霊鑑は1－3同反覆迄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は壇大率精や小さく之より以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は著るしく増加し十回以上にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は再ひ増大率を著るしく減する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か如き關係は男女共に認め得へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し謙れ初めは呼吸量に乱して残

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氣量か比較的大なるか故に呼氣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組成に季均的結果を與へて組成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縫化を調節するか如き影響を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し反覆同細細加に伜ひて此影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は破られ呼吸困難を來して量的

にも張力的にも甚しく李調を失し比率増加を認めて10回以上にては呼吸困難を來せ

とも吸氣の利用さるへき要素すこる酸素張力の低下及呼吸毒素すεる炭酸の壇加の爲めに

呼吸作用を阻害し從って組成比率を著るし（く逸するを得さるものならん

以上の説明は叉酸素曲線にも適用されて了度樹愈愈に酸素曲線は表顯し儲るなり轍

叉當を得ナこる白白と信せらる

　ユ岳x

15　　　　　　16　　　　　　17

→0オ％

女子CO2

女子02 男子

男子0オ・

CO2

4

→CO2％

1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　層6
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　之等の實験成績を慮りて前一三窒息時の組成鍵化を顧れば反覆10回以上の呼氣組

成は著るしく汚染されすこる窒息後の呼氣（10秒以上）に相旧するを認めさる可からす

　　　　　　　　　　　　　静常態に於ける呼氣盟成

　既に所定の艀常態に於ける呼氣組成を知らんか予めに之を分析に附す其操作取扱は

凡て前に上し

　即ち呼氣中の水分，炭酸，酸素を分析し炭酸比率と酸素比率低下との比を鈴し叉更に

毎分二七量を知って1分間の酸素潰費量（c㎝）及炭酸登生量を計出記載せb

　但容積は便宜上常厘血温を於て示せり

　　　　　　　　　　　第16表呼氣組成（甲）男子50人

番馴 年齢｛ …％t 02％ 圏氣到呼吸十分指引 呼吸商 鍮，酬 ・毎分GO2
a生量：

1 16 3．5 16．2 250 22 5500 0，743 258．5 ユ92．5

2
，，

3．0 16．5 270 21 5670 693 249．5 170．1

3 17 2．8 17．4 285 22 6270 SOO 219．8 175．8

4 18 3．5 15．9 250 21 5250 700 262．5 183．7

5
，，

3．6 16．2 260 22 5720 ’766 268．8 205．9

6
，，

2．9 16．9 285 21 5985 725 239．4 173．6

7 19 3．7 16．2 280 20 5600 783 263．2 207．2

8 20 3．2 16．5 265 22 5830 735 256．1 1S6．2

9画
，，

3．1 16．6 300 20 6000 734 258．0 186．0

10
　

3．1 16．5 255 22 5610 695 2464 173．6

11 21 4．2 15．4 275 21 5775 763 317．6 242．5

12
，，

4．1 15．5 270 22 5940 765 320．8 242．5

13
，，

4．2 15．1 250 22 5500 735 319．0 231．0

14 22 3．5 16．2 265 23 6095 744 286．5 213．3
，

15 24 3．8 15．9 275 23 6325 760 316．3 240．4

16
，，

3．3 16．2 280 22 6160 707 289．5 203．3

17
，，

3．4 16．1 270 23 6210 718 293．5 211．1

18 25 3．6 16．0 300 21 6300 734 308．7 226．8

19、
，，

4．0 15．4 260 22 5720 727 314・β・ 228．8

20
，，

3．4 16．0 290 21 6090 638 298．4 207．1

21 26 3．8 15．8 325 18 5850 745 298．4 222．3

22
，，

3．9 15．9 340 18 6120 758 306．0 232．6

23
，，

4．1 15．5 335 18 6030 756 325．6 247．2

24 27 4．4 15．0 260 21 5460 744 322．1 240．2

25
，，

4．0 15．5 310 18 5670 741 306．2 226．8

26 28 3．3 16．4 340 18 6210 733 279．5 205．0

、27． 28 3．5 16．0 310 19 5890 714 288．6 206．2

28 29 4．1 15．4 275 20 5500 734 308．0 225．5

29
，，

3．9 15．8 300 20 6000 763 306．0 234．0
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30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

15－20

21＿25

26－30

31－40

41＿50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

30

31

32

，，

33

33

34

35

，，

37

39

42

42

42

43

，，

44

46

，，

48

50

15

，，

16

，，L

，，

17

19

鱒

，，

20

21

，，

23

，，

24

，，

ρ

4．3

4．2

3．4

3．8

3．8

3．6

3．6

3．5

3．8

　3。2

　3．7

　3．5

．3．6

　2．8

　3。1

　2．5

　3．1

　3．0

2．8

　3。3

　3．0

　同

3・24

3・75

3．92

3・75

3・07

3．3

4．0

3．5

2．7

2。8

3．8

3．6

3。1

3．6・

3．0

2．9

3．1

2．8

4・4

3．1

2．8
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　　上表を通覧せ1よ個人の與ふる比率歎に於て越勘こ不一致なるを認めさ．るへからす而

　　

れとも便宜上分類せる年齢別李均値を一見すれは炭酸比率に於ては男子にて21－40の

間に高率を示し3．7－39％，年齢の増減に伸ひて凡そ高し傾きを以て減少するを認む之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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れ’賦払螢達の心隔に達せるか故乎同標の關係は其他の二値にも表れ1分間に排出する

炭酸量も218－228ccmを示し更に老若に至っては明かに少なく180ccmとなり同酸素

消費量は297－308ccmを高率のものとし老若は250ccmなり出るに炭酸比率と室中酸

素に封ずる試訳酸素の低下比率との比は大雨0．73にして年齢別による相異は誠に少な

くして之等二二値につきて見るに明確に断定し難く1分間呼出量：も大約6000ccmに

して最年少なるものの外は其の差異面諭ならさる程度に一致せb

　女子に就ては男子に比して早熟の故か15－20より31－40の問に於ては何れの数値も

名々著るしき相異なく此間にては炭酸比率は約3．3％酸素乱費量は約2006c【h炭酸成

生量は約140ccmにして1分間呼出量は男子の場合よbも相互間の開きを有するか如

く表れ26－30の成熟期を頂貼とするものの如く4000－4500の開きあり

　呼吸商に於ては大腸に於てよく一致し0．71弱を示し極端なるものにて、も僅かに10

％内外の相異のみ故に同等の諸数値の総Z酌をとりて男女間の白片を見んに

…％i・・％1一興障讐1一興i綴州甥欝生肇翻
男

女

比

3．55

3．34

1．08

16．09

16．40

0．9S

281．8

205。6

1．37

20．9

20．5

1。02

5S95

4230

1．39

0．736

0．708

14．0

283．9

1893

1．49

207．9

134。1

1．55

　即ち総4～均について男女を比較するに炭酸，酸素，呼吸藪及呼吸商の相異は数％の範

園にして實験誤差の域を出てす男子にては女子よりも稽や大なるか如き傾向を見る『と

云ふ程度ならん乎之に反して1分間に於ける酸素官費量及炭酸登生量は明白に二君の

比1．49及1．55を示して紛50％の相異あり此相異は專ら呼面出の相異によるものに極

めて近似せり

　呼吸商につきて試訳人につきては岡田同等（東京醤學會難誌40，902，1926）によれは

男子にて0・71－0．964～均0．S2，女子にて0．70－0，94，季均0．81を與ふ．男女呼吸商二二値か

互に一致するの事實は余と同様なるも氏の成績の最低値か余の李朝値と豪しく且つ高

低著るしきは余の経験せさる慮にして測定法の相異に艦すへきや

　叉酸素乱費量に於ては李均男子にて205ccln，女子にて181ccmを示し点者の比は

1・13にして余の値の標準朕態に換涌せる値は男子ヒて24，9c6m，女乎にて166ccm，此比

1．49にして男子にて余のもの高く女子にて低ぐして稽や懸隔あり炭酸生成量につき
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ても同標の結果にして男女子問の關係に於て一致せさるものあり外國人については既

に記載せる文献に比して日：本人は精や低位にある事は明自なり

　更に遇然の機會に於て妊娠婦人に就て試解するの便宜を得て三橋慈善病院産科患者

より41人め健康なるものにつきて其呼氣炭酸を槍せう此妊娠なる状態か婦人の呼吸生

理に如何なる關係を有するやは興味ある事にしてzuntz（Aτch．£Gynak．78，106，1♀0

6）の記述によれはMenstruationにては呼吸酸化には何等の鍵異を認めすとなせる事を

思へは球は同様の結果ならん乎

　余の経験せる被検者は年齢別とせは18－25，13人，26－35，19入，36－42，19人にして何

れも三年にして健常にては互に差異なき年配にして妊娠期間より分類せは10ケ月14，9

ケ月，11，其他ユ6にして實験例多き9ケ月以上25例につきて卒均炭酸比率は10ケ月

・にて3．16％，9ケ月にて3・10％にして同年齢間隔の李均3．29％に比して梢や低率なる

を認むれとも下れ其呼吸淺薄にして呼吸数増加するを思へは當然にして却而炭酸三生

量は増加の可能性を認むれとも10％以上の明確なる値を謹明するを得さりしか故に

月経と同様に常態に比して劃然たる二化を三見す．るを得さりしを附記す

　　　　　　　　　　　　　　盤重と三下組成の關係

　二二組成は種々の因子に依つ℃異なる事は既に多くの記載あり就中性別に關しては

三白に異なり年齢に依っても老若の間に相異あり其身膿の登育による事は明かにして

其の相互比較をなすには凡ての他の二三に於て一致し唯一の條件のみを序するの要あ

り妓に二重との三三は登育を表す1の因子なるか故に如何薙る關係ありゃを楡索せん，

とするものにして既に古くMagnus，：Loewz＆Zolk（Arc11．‘Anat．　u．　PhpsioL　Physτ。1．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　ユ7　表

臭　長， 二重：
一分間昌封スル

性　　　名

@　’

性 年　　齢 （Cm） （kg，
co2（％）

呼出量隈搭弊1簾閣）

申川O一 男 20 156．0 50．87 3．8 5800 220．40 4．33

横山○市 ，，
21 159．5 48．55 3．8 59859 227．43 4．68

小原角○耶 ，，
22 159．0 48．88 3．1 7125 220．88 452

高橋○雄 ，，
24 1658 49．88 2．6 6800 228．80 4．58

土○澤○一 ，， ，， 16L5 50．30 3．6 6160　． 221．76 缶41

宇○木○男 ，9 25　’ 161．6 49．00 生1 5760 236．16 4．82

挙　　　均 49．58 3．5 6605 225．90 4．55
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AbL　188乳，upP，314），　b・wy（肺昏A・ch．46，1899）の頃より記載さる～麟り．と錐も

比較條件に於て一致せさるもの多し余は同年配，即青年歎人の膿重精や一致せるもの

を選み其の呼氣を分析せり（第17表）

　以上は實瞼例乏しくしてよき統計を與へすと錐も青年の膿重相近き6名の1分間毎

k9につきての呼出炭酸量は大回4・55ccmにして多少よき一丁をなして恒歎となる之

を：Loewyの得テこる一例（「般外國人の成績に比して精や低きか如し）に見れば60kg

の4名のCO、量はかなり不一致なるも李均3．Ogにして上の成績よb遙かに少し而れ

とも之を以て直ちに日本人の方代謝作用旺盛なるとは云ひ難し

、　　　　　　　　　　　　　丁丁の及ふ範園に嘗て

　呼氣に下する衛生的考察に於ては常に二二か新鮮なるものとして扱はる、か故に事

實とは異なるものなり其極端なる一例としては反覆呼吸によbての汚染を實験せり

　呼氣か何程の距離二二性質を保つや或は之を表示するものかCO，となし得るなら

は何程の距離迄CO、は其濃度を及ぼすやは實験に重要なる意義を有す此方面に平し

ては研究あるを寡聞未ナこ知らす

　呼氣か呼出されてより何程の距離迄℃0，を運ふやは專ら門下厘丁零階下散作用に，

依る下るにCO、は氣二二にても鑛散速度小にしてGrahamの細孔よb振散する速度

を測定せるものに依れば室氣を1とする場合にCO、は0．812，0、は0．9487にして室

内の冬季丁丁の如き自然換氣法にては壁其他の細孔二三にては寧ろ　CO2は蓄積的に

して加ふるに登生膿の附近には呼吸歎に下して不断に塗出さる、か故に短き有限時間，

内にある室内自然換氣を論ずる事は至極六ケ二二に属す　　　　　　　　　　　印

　二叉流下は勿論CO，濃度大なる方を頭として劇夙状をなす事は想像に難からす而

して呼出口より近き範園にては一定座力にて呼出さる、か故に丁子によるものを度外，

親し得るか爲に三座力三流東経路にして四散を度外親し得る距離を知らんか爲めに艀

常態の呼氣に劉して微風に動よく蝋燭光を以て焔のフレを槍して呼出方向へ約■5尺

内外に至り其直面方向には旧く小距離なる事を知れり故に流束：を容る、硝子筒を以て

呼氣通路のCO、勾配を槍せんとし呼出方向へ1．55尺，牢経0．25尺の筒の下方側

面に於て邊入口よリエ，3，6，9，12寸の距離に於て二二を穿ち之を回して硝子管を挿入
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して探氣に便ならしむ此探氣管は呼出方向に樹しては狭く其側面は租や廣く・其面上長．

さ2cm巾。．5cm’に能ふ限り多数の小孔を開きて探氣吸引孔とす之等の孔は側面にの

み開かれしも丁丁に於ける位置をして各採氣三共に同一ならしめて流束の中心に相當

せしめすめ之れ四散作用の影響及機械的に補流作用を受けて濃度勾配か中心より外方

へつけることを思ひてにして且つ探氣量は約10ccm　とし以て探氣によって流血の状

態を著るしく礎せさらしめすこり探土管を各々水銀捕集器に連ね同時に水銀面をして圓

一三の能ふ限り上部迄満たしめて探氣量の少なきか爲に鋼管内室氣にて四一さる、こ　一

とを防く

　邊入口断面積は孚径1cmにして凡そ鼻孔に近からしめ之を直接口に咬へて呼出す

るものにして呼出絡了後直ちに捕集し初む捕集後の庭焼常法の如し但し脱水後CO、

のみを測定記載せり分析装置は余の考案のものを使用す（四方藥學寸簡488，1922）

　　　　　　　　　　　　　　　第　　18　下

姓　名　1性1年齢｝ 逡入口より距離ミ濃度 1氣日計灘
i い） 1 ・い1…　1σ　％

鈴

○

菊

○

中

2
尚

○

小

○

石

O
太

○

米

○

出

○

栗

O
O
野

O
尾

O
菊

○

男

，，

，，

女

，，

，，

，，

，，

，，

14

17

18

，，

21

23

25

16

18

19

22

24

24

28

2．8

3．2

3．0

2．8

2．6

3．2

3．2

2．6

3．0

3．0

3．3

2．4

2．6

2．8

1．S7

］．58

2．10

1．73

2．20

2．33

2．00

1。47

1．73

1．60

ユ．65

1．72

1．58

L81

1．60 1．30 1．16 0．66 26．5 84

1．33 1．10 0．93 0．57 25．5 86

1．80 L47 L26 0．73 25．5 S6

1．52 1．20 1．04 0．66 26．0 85

1．90 1．57 1．33 0．93 25．0 86

2．00 1．67 1．47 1．13 27．0 78

1．67 1．41 1．21 0．80 28．… 76

1．26 1．06 0．88 0．61 26．0 76

1．46 1．20 1．00 0．66 24．0 87

1・37 1．10 0．90 0．65 22．5
，，

1．39

P．45

コ．12

P．22

0．97

P．02

0．70

O．70

19．0

P4．5 劉
1．32

P．52

1．12

?D25

0．92

P．07

0．62

O．73

20．0

P8．0
制

　以上男女各七例の成績は互に一致せす而れとも距離及炭酸比牽に就て圖を書かは正

に一定の二三を有す即ち1寸より近き間に於ては急峻に下降し三って各曲線共にZF行

ならされとも9寸の間は大凡孕行關係を成立し更に遠くなbては再ひ下降勾配を急に

増す其然る所以は二部にては二二の二二の二二にて二二さる、庭は小なれとも呼出完
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3．0

2．5

20

コ5

1竃0

CO，
↑％

最大

挙均曲線

　　f男子｝

’均曲線

　f女子，

最’ト

→距雌

1　　　3 6 9 12

了の駕めに自然嬢散を受けて三二さる、か故

に著るしく急峻に下降せるか如き濃度曲線を

書き9寸に至る間は比較的stationaryにレて

凡そ此距離より田力の影響を失ひて龍頭蛇尾

に終らんとするものならん故に呼氣完了後：再

ひ吸引を初むる時は同一の流束を逆：に遙むか

故に例之吸学歴租や呼氣巫よりも強大なり嘘

するも呼氣は新鮮室氣のみならさるは明なり

幸に呼吸作用は微妙にして微動運動を俘ひ流

束に固定されす且つ呼出ロの位置の微動は流

東方向を著るしく丁丁す而りと錐も吸氣は呼’

氣と完全に分離して吸入すムを得さるは上の

實験に明なり而して上の曲線表を案ずるに9

寸より12寸に至る間の勾配は殆んと一定の

瓢に向ひて絡止するかの如く急に降下し約13

一ユ4寸にして0．4－02％に達して室内室氣と

一混す故に1二分の呼氣の影響を失ふは凡そ15寸と見て大差なし

　次に数回の呼氣の影響は何程の距離に及ふやを槍す即ち同様の操作によりて施行す

れとも唯呼氣のみを邊回して吸氣は鼻より吸入することによりて分離し且つ下野は同

　　　　　　　　　　　　　　へ激を増すとともに距離を遠さけセリ即ち1回舜は1寸にて，2同分は3寸にて，3同分

は6寸にて，4同寸は9寸にて，5回分は12寸にて探氣せb此試験は甚だ困難にして、

・何れの揚合につきても美事なる一定の理論的關係を二見するに難かりしも門燈の模様

を知り得るか故1こ成績を掲くれは次の如し（第19表）

　本試験は連績呼吸なるか故に甚だ困難にして從って毎回分析して得たる成績の連績

より一定の曲線其他の關係を明示するものを得ることは望む可からす而れとも凡そ濃

度の培加と呼出同数との問には稽や並行三二あるか如く5回呼出にても既に12寸の

位置にて1回呼出の1寸の濃度に比して約10％の降下を示し居るを見る故に同一流
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四 方

第　　19　表

姓　　　名 年齢1 性 11寸 1・寸 1・寸1 9寸 1・2寸i

鈴　　　○ 17 男 1．87 1．80 1．80 1．73 1．67 ％

菊　　　O 18
，，

1．73 1．73 1．80 1．60 1．60

小　　　O ，， ，，

1．8ア 1．80 1．93 1．67 ユ．60

申　　　o 21
，，

2．20 2．10 2．00 2．00 1．80

O　　　票 23
，，

1．93 1．93 2．13 1．67 L47

0　　　橋 25
，，

1．93 1．80 1．87 1．60 1．47

O　　　澤 ，， ，，
1．87 1．87 】．73 1．73 1・53

進　　　O 16 女 1．53 1．60 L60 1．47 1．33

O　　　村 16
，，

1．73 L73 1．60 1．53 1．33

小　　　O ユ9
，，

1．67 1．73 L60 1．53 1．47

0　　　野 20
，，

1．60 1．67 1．53 1．33 1．20

O　　　尾 22
，，

ユ．47 1．40 1．53 1．40 1．26

石　　　○ ・　22
　

1．80 1．80 1．67 1．33 1．33

○　　　鵠 24
，，

1．53 1．33 1．33 1．20 1．2G

：束の上を呼吸反覆することは甚だ不潔にして又蓮績呼吸をなせる二合には呼吸中の

CO、の鑛散は呼出に比して遙かに凹きことを知b得へし

　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　　　　論

　豫てより閉門汚染に關する研究は子下あるものとして多数の業績か登表され居だり

Pettenko餅のCO2を指針とするの説は既に今日其権威を失っては居るか爾ほ未ナこに呼

一中に有毒物質か存して之か汚染の本四なりや或は湿度及温度か本髄なbやは確定す

るに至らす余は我日本人につきてよb精細にしてより新しき方面に調て呼吸の研究を

なして進んで汚染の本膿に入らん事を期して本研究を開始せり弦に報告せんとするも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うのは余の豫てより組手せる空回汚染の根本的研究の一部としてするものにして他の同

種の研究と合せらる、ものなb

，’

ﾈ下項を追ひて結論せん

，1）呼氣の券析を企つ　呼氣の採取には呼氣其者か如何なる朕態に於てなさる》や

を定めさるへからす余は之を静常態と定めて十項態の決定のナこめに呼吸数，呼吸量及

呼吸歴を卜して被検者の静常態としての表示：量を得たり同時に最大呼吸量子同厘をも

測定せり　，　　　　　．　　　　　　　　　　　　．．　、

　　之等の激量は年齢別に於て比較する1こ興味ある傾向を示す
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　呼吸数は毎分大約20同にして30歳を最低位として男子は18。9回女早は19・7同

総季均値は男子20・18女子20・58にして男女の間に格段の差異なし

　呼氣量は男子にて’270cclnを総ZF均値とし（12－25）歳を最大値とし老若へ精や減少

、す女子は（26－30）歳にて最大，総季均195ccmとするか故に男子に比して蓬かに少し・

　最大呼氣量は男子李均2700ccm女子1224c㎝にして男女の比は45％にして外

三人は70％な6年齢別にては（20－40）歳にて最大にして女子は（26－30）歳にて最

大なり

　（イ）　呼吸量と最大呼吸量との野州，．

　最大呼氣量に干する常呼氣量の比は男子にて9・99女子にて6・30最大吸氣量に封窒

る吸氣量の比は男子にて10．33女子にて6．48

　（ロ）男女呼吸量の比較

　呼氣量は1．40三三量は1．39最大呼氣量は2．22最大吸氣量は220の比を有す

（26－30）歳の男女の時にては此比尤も低下す

　（’・）二二量と吸氣量との比は男子1．075女子1．093にして共に約10％以内の差

を有す

　（二）呼氣量と残影量との比較

　残氣量は男子にて1330ccm女子にて890ccmにして常呼氣量との比男子3，53女

子2．74に門門す男：下平氣量の比は1．49にして女子は50％にすきす

　2）呼氣分析に於ては掌骨以來分析に至る間を常に血温に保ちて水分の凝結を防止

して誤差を免れん事を心懸けたり而して呼吸方法其他の呼吸組成に及ぼす關係を明示

す

　（イ）呼出部位によbて組成の鍵化南る事は明にして初100『cmと残部との間の比

較を試みて男女共に20％の相異を見だり

　（ロ）残氣の組成を評して下闇の下智30％の高率にして此の關係は男女同様なり

　（ノ、）　呼吸停止後の呼氣組成は停止時間によbて畢なるは明にして其の比率及時間

の劉数は直線的關係を有し穿つご窒息時に相當する比率に至る濃度は計算さる

　（二）深呼吸による呼氣組成は肺胞内部日溜時間によりて異なるものにして凡そ直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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線式を表す最大呼氣と常呼氣との組成のmg藪の比はCO2にて男乎13．3女子74に

て各々の容積比よりも多量のCO、を最大呼氣中に駿見さる

　（ホ）呼氣を反覆呼吸3るに從っての室氣汚染の模機は男女共に同機にして10同

にしでは℃02は約80％の培加を示し3回迄は増：加率小なb

　3）艀常態に於ける呼氣組成を多敷の實鹸例によbて案ずるにCO、は男子3・55％

女子3．34％にして呼吸商は男乎0．736女子．0●708，1分間酸素消費量は男子234ccni，

女乎190ccm炭酸登生量は208ccm及134ccmなり

　爾妊娠婦人に就ての槍査の結果は著明なる相異を認めす

　4）膿重と呼野組成との滑子は毎分kgに相當する呼出炭酸量は大約肚年にて4．55

ccmにて一致す

　5）呼氣の門中に呼出されし後の運命を探究し1同呼出の場合には呼出ロよりの距

離1寸泡の間に著るしくCO、の濃度を減少し9寸迄は比較的緩漫，之を超えては再ひ

急激に籏散す更に数二連績呼出する場合には更に遠距離に及ひても三二の（CO、）の濃

度を示し5．二連績の場合の12寸の距離に於ける濃度は1回呼出の揚下め1寸の距離

のものに比し僅かに10％の低率にして同一流東上を反覆呼出せは相當距離迄もCO2

の相當濃度を登下す且つ呼氣炭酸の撰散は考へらる、か如く急速ならさることを即せ

り爾衛生學考案に他日に委せb本鼠瞼に際しては技手猿橋繁氏の助力を旧くる事大な

るを附記して謝意を表せんとす　　　　　　　　　　　　　　’
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R．κ碗ゴ∫房，． y翻廊，κ：7きπ魏〃ノゴ，・∫．飾〃40勿，砿ぬ7槻∂π洗τ，2℃　吻π∫海α解ノ

5i．吻4廊〃．

　　　The　air　cQndition　ill　the　House　of艮epresentatives　during　the　51st．　session　o正

the　Imper三al　Diet　was． ??≠高奄獅?пD　The　examinatio星1s　were　carried　out　at　10　dif俺rent

丘mes　as　shown　in　the最）110wing　table，　according　to　the　standard．mεthod　adopted　by

the　4merican　Society　of　Heating　and　Ventilating：Engineers，　and　using　D　r．　Hi11’s

Kata－thermOmeter：

　　　　　　　　　　1．．．．功hen　the　H・use　was　emptX，

　　　　　　　　　II．。。．　，，　　，，　　，，　　，，　　，，．，but　under　the　same　conditlons（heating，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ventilating，　etC・）　aS　in　SessiOn・

　III。．

　IV．．

　V．。

　VI．．

V■。．

VIII．．

　IX．．

　X．．

1

2

3

4

1

2

3

4

離「t〕eo町ingllmeetlり…e・am・d・・

，，

　，，

hour

hours

，，

，，

，，　　　，，

，，　　　，，

，，　　　　，，

，，　　　　，，

，，　　　　，，

，●　　　，，

り

，，

，9

，，

，，

，，

，，．

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，●

P

，，

｝・

1
∫”

｝・

，，．　　　，，

，9　　　　9，

，，　　　　，，

1n　　seSSlonσ

The　results　of　ekaminati6皿s　are　as　fb110ws：

　　　　Table、1．　Per㏄ntage　of　per驚ct　ventilation．

∂

Temp・Humidity
　　Air　motion

　Wet・bulb　di疏

　　Dust

particles

per　cu。　fし

　　Bacteria

contents　two　mln．

　　　plate

Odors

percent

實ee　f士om

　CO2
parts　per

10，000

Distribu．

　tlon
percent

percent　of

　per免ct

ventilation

．《

’

　　　1．

　　II．

　工n；

　　IV．

　　V．

　VI．，

　VII．

VHI．

4　1X．

　　X．

＋％

92．6

90．2

96，6

－
94．8

．94．4

99．0

100．

99．6

99．2

一％

6．7

8．8

3．1

一
4．7

5．0

0．9

　0

0．4

7．0

＋％

99．0

99．3

9S．5

98．1

98．5

98．6

98．1

98．3

97．8

93．1

一％

0．2

0．2

0．4

0．5

0．4

0．4

05
0．4．

0．6

0．5

House　Hoor

＋％

964

98。8

92．4

96．8

91．6

94．4

ga6

93・2．

89．0

90．6

一％

1．8

0．6

3．8

1．6

4．2

2。8

3．2

3．4

55

4．7

一％

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0，

　0

　0

＋％

99．6

99．7

995

99．5．

99．7

99．6

99．4

．99・尋

99．5

99．7

一％

0．3

0．3

0．5

0．5

0．3

0．4

0．5

0。4，．

0．4

0．3

一％

1．1

3．2

2・3．

3．3

1．1

3．1

1．2

3．8

3．0

3あ”

89．9

86．9

89．9

91．0

89．3

88．3’

93．7

92．0

90．1

go．3

、



4

　　　1．’

　　II．

　III．

　　Iv．ヒ

　　V．

’　VI．

　VII．

VIII．

　　IX．

　　X．

95．0

9貫・3

01・含

95．2

9合．4

93。2

91．0

91．0

92・6

4．5

3．4

．7．9

4．3

3．2

6，1

8．1

8．1

6．7

　q7．8

　99．2

P510

’．
X3．7

　92．5

　95．2

．96．1

　95．9

　　　　，

　94。6

　96．0

　　　　N・耳‘‘一％”

of　per

魚ctor．

　　　　The「percentage

魚。ちventilation　and

0．5

0。2

．113

1．6

1。9

1．2

1．0

1．0

1．4

1．0

　97．2

　98．2

‘

　65．2

　90．4

　54．2

マ3．2

⑱1チ

　53．0

　17．4

　4ア．0

Galler三εs

1．4

0・9．

17．4』

4．8

22．9

13．4

10．8

23．5

41．3

26．5

’

　　0

　　0

　0．8

　　ヨ
　0．8

　0．8

　1。1

　0．9
r

　．0．9

　1．1

　0．6

99．2

99。7

97．9

97．0

96．4

97．1

96．4

95．7

95。S

98．2

　　亀

．4th　ti甲e　is　calc戯d　p「ovis宝ona1いsing　Weトbul亭di驚「rn甲

　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　Wet　Kata　16．5．

　　　　　．D・y．ぬt・　5・6

ノ

　　　　　號tKata’　　16．2

　　　　　D】了Kata　　　　5。3

’　　From　the　aboマe，　result　l　of　the　eぬminations　it　can．be

tilation　of　the・House．

，出…w・・mp⑱頭
with．． E与・t・f‘ 撃?E・1“．わ・i！4．

　satis阜ctory　anαthe　a彙r　in　01月目galleries

　ing　thls　session・as　in　the　last．　session・

　　　　　（1・．，Exalnillatiり1真

By耳癒伽4

0．7

0．2

1，9

．2．7

3。2

2。6

3．3．．

3．9

3。8

L7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

deηotes．the　pellalization　to　be　substructe4丘om

　　　　　十％”the　conditio耳．　considering　o∬ly　the．one　particular一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　「

of　perfヒgt　vβntilation　in　the　House　floor　and　露alleries　at　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　3rdl毛ime．

　　　　Table　II．　Kata　coolillg　power．　　1　　．‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　n　　・　II【　　．工V　　　V　　　VI　・VH　　VIII　　IX　　　X

　　　　　　　　　　　　　House　Hoor

　17．6　　　16．S　　、17．0　　．18．1．　ユ8．2．　　17．4　　　17．4　　　17。4　　　18．0

　　6．i’　　　5沿　．‘　　．5．1　　　　5．1．　　　5．41　　　5．1　　　　5．4　　　　5．3　　．　5．O

　　　　　　　　　　　　　　Galleries

　17．3　　　15．0　　．16．1　　　畢5．6　　　15．9　　　15．6　　　14．8　　　．14．7　　　1｛1．2

　　6．4　　　　3．8　　　　3．7　　　　3．7　　　　3．8　　　　4。1　　　　3．6　　　　3．9　　　　3．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ascertained　that．the　ven－

　　du實ng　the　51st　sessio皿・which　was　held　fbr　the行rst　time　in

・ildi・g．3仕・・th・丘・e・w・S．9・r・tly　i⑲・ved　whe・．・・⑫・ed

　　　　哩i・客・x蜘・⑩・ih窪、th・50士h　se忌・1・⑩…ilh・・．q・i加

　　　　　　　　　　　　　　　in　most．cases　was　fbuhdマe1y　unhealthy　du卜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（July．1926・）

，

　　　・f．．・ir　in　the隼ct・塚・f重he　Or晦・㎞pe・ial恥血

　　5．8

　　3．6

　　3・3

　　4171

　　5．0

　　4；2

　．3。2

・　5．4

　　4．1

　　2．3

　　　the

　　．87。1

　　卿

　　67．4
　　　　　　，1

　　77・5　．

、qユρ

1．・41・．．．

　　7．4・7　・

　　57．2

　　40．1

　　61．2

percentage

’

、

’

L、

L判

、ゐ

噸

へ

く



’直

．ご渇

”

〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　o　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨

　　　　　　　＝Air　in．the魚ctory　fbr　el㏄trolysing　of　silver　in　the　Osaka　Imperial　Mint　was

潔．∵畔t∵運呼・ゆ甲黒鴨欝叫
　　　　　　　　7・　Examination’of　milk　brought　i皿to　Tokyo食。卑Chiba　Prefbcture・

　　　　ByZ働卿・α・£露・・’立茄！あぞ4R・κ励〃・z、＆・諏・κ乃・’む・〃・4”：

，　　魚z槻∂α伽β〃01κ2ヲ妙π踊云

　　　　　　　　27samples．．of　milk　brought　into　Tokyo　by　rall匠om耳atsuyama　and　H（jo，

　　　　Chiba：Pre驚cture，．werβcollected　ill　Ryogoku　Station　at・36’c1㏄k　on　the面orning　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ロ
　　　　∫uly　27，1926，　a且d　were　analyzed　to　determlne　theirφalities　inρonnection　with

　　　　theif　Sanitary　e錠CtS．．

　　　　　　　　F…h・・ak・・1・・n・・ni・・ce・hと・e・・1偽・f・he　ex・mim‡i・n・・6・um瞬rd　i・

the・ 嘯Pgwiur曾bles　logethe∵i伍those　olthe　next　su司lcL．・．．（August，ユ926・）．

　　　　　　　，8．1取・min・ti・n・f　milk血・崩・m・・k・‡・・f　T・翠y・・By　Zゆ〃卿・

　　　　zノゐガ’9場R・品直属κ乃〃’∫2‘〃24〃：ノ面7σα伽鵡κ温砂σ∫砿5㌦ノz移’α’3％〆」に

　　　　動卿4・∫1珍η’劾・

　　　　　　　　54・ampl…fb・仕1・d　milk・・11・・t・d氏・m・eve・al　w・・d・．i・T・ky・，．　b晦・6・

　　　　October　6　and　9，1926，　were　examined　similarly　to　those　bro廿ght丘。血Chiba　Pre企cture

　　　　as　above　mentiolled．

　　　　　　　　Results　of　the　examination　are　summarized　in　the丘）Ilowing　table：．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Milk翫om　tbe　markets．　Milk　brought　into　To1守。　from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Tokyo　　　　　　　　　　　　　　Chiba　I）refセctllre

・卿・・r一

Re丘ac亡ometer

　■eading

Storch　react：onN、。、，。c、d，e直、、；1芸．’●●●●●．●∵…●●∵”●’●…’●”all　negatlve

Aloohol　test＿…・。・・闘．．・。．・・鱒．。．…　…・…　L・・。。……　。。．＿

Dust　cqnlent

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．N㎜b・　　　％to　　　　Numb・　％to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　total　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　total　　　　・£samples　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　samp1（洛

n旭x9・。曾・・・・・・…　1．0330・・・・・・・・・・・…　．∴。…　。・．・・．・・．・・。・。・。・．・・．。・．・・．．．．1。0322　　　　’

min．＿＿＿…1。0273．．．＿＿．．＿＿．＿．．．＿．．．．．．．．．．．．．二．．＿．．．．．．1。0304

under　鱒●…・・　】．028．・・・・・・・・・・・・…　　1…・・．・・。。・g鱒・．・・，　1．9・。・・．．・…　。・・…　。・…　　0・・・・・・・・・・・・…　　O

ma臨・・…・……生1％8・・…・．一……………・∵∵二………・…一a45％　・

mi・・……一・2厚％「・一一・・…・・…・・……一……一，……・・3ρ％

le＄than……3・0％…・・……・…8一・・…・……・14．8………・・一……．0…・…・・……O

max．・…・…・…　39，7・・…・・………………………・…・5…・・‘…，・…38．5

mln．……．……　＆57…「「…・……∵・・…・………・………・。……・…37．O

　Under　・…　b。・り。　36．5　・・…　。・。・・。。・・。1・」・・…　。。・◎・・・…　。　1．9・．◎・り…　。・…　…・・・…　畢0・。・…　g・・。・・…　　O

　under　。・6。・・…　　37．0　。・・・…　。。・・。。・・　1・・…　。・・・・…　。・…　　1．9・…　．．・・・…　σ・・・…　叫　0一・・…　鱒…　∴・0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…………・………一…all　negative

　　　…∵…●……’…●●……’……●…，”　．　”　．　………………●’．…’91…’’　　”．

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　”　　　，身　　　　　’。●o●’●・’り’∵。’’”．”●り’。，’●’”　，，　　　　，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コmax．…………　58；8　mg．1L・一…・・………・ξ・…・・………・………・…6…・16；Omg！L．｛霊論孟三；ヨy＿二孟∴：二．L．1二ご至；：二：1：：：二：1：：：ニ…茎；：二ご1コニ：：ご：：：r；1二そ土：㌃牝4

ノ

1



ノ

6

Reductase　test

（Amer三Can

・t瞬・dm・£h。d）

、

no重deoolor1zed　in　5　112　hours・・。　40……………74．1・・∴・・…・。p……　…　3…・・…。…11。1

de。。1。酸d　i血1鵬th狐．51／2．　　　．　　・．＿．．　’

　hours，　but　not　le＄than　2

　hours　・・g・・。…　。・・…　。・・・・…　。…　……　13・。・。・・・・…　g・。・24．1…・。・・・・・・・…　……　24・…　…・．．88，9

d㏄olorized　in　less　thau　2　hours，　　　　　　　　　　　・．

　but　not　less　than　20　mlnutes．．…．1・・r…乳一…，1．8・。・．・・…………・・0一……．．．0

’．．
P．

　、．

亨．

2

　　　　BacteriQlogical　test：

　　　　　　　　　　　　negative　・。・・・・・…　．・…　韓・・・・・・・・・・・・…　。19・・・・・・・…　。・…　．35、2・・・…　。・…　。・・・・・・…　0・・。鱒・・鯛・・…　。　O

Direct　count　　　positive．．＿．＿・・．」…＿…．＿・＿…・。・35……………64．8…・…・……・・…・27……・・…・100

（Breed　method）max。。．．・．＿．＿countless＿・門・…＿………・・…………‘……・…g78，829，788

　　　　　　　　　　　　min．。・∵…　鱒・・。43，290　・…　。・。・・・・…　。・・・…　。・・・・・・…　φ「・・・・・・・・・…　．・・…　の・・，92，　628　　　　　　亀

Col・ny　c・unt

（Petri　plate

meth・d）

Dif琵rcnce
7

　between　direct

　and　cOlony

．COUnt

n（響ative・・一……・……・一…・・…11……．……20・4・……………・……0∵・・………Q

positive・・∵…・…・ P…………∵・…43・…1・………79・6…………・・一…27・・∴一1…100

max．…・・477，900，000・・…。・……………・・」．…＿……∵…・……6，371，75Q

min．．＿＿＿＿．．．。。．100＿＿．＿．．＿．．＿．．＿＿＿＿＿．＿幽．．．＿∴。……2，020　．

more　tllan　30，000・……・・…一…・…・…9…・…・…・…16．7・…………・・……24・・・………89．O

more　than　100，000……・…　…・。鱒…　　5…・・。…　……　9．3・。…　∵・・……　…・鱒　21…………77．8

導・⑩a・20q脚……1・・；…一∵・30一…，…一5与・β・．・・・……・∵・．…∵・26、・・…∵・∵・96・3．

more． 狽?≠氏@　　　　　．　　　　　　　．り　　　　　　　’

　1，000，000…　●・…　。・…　。・・・・・…　。…　。…　20・・・・・・・・・・・・…　37．0・・…　。・・。・・・・…　．…　。．24・・・・…　鱒…　88．9

more　than　1．「．　　　　　　　　　　　”
　　工，5000，000・・・・・・・・・・・・・…　。。…　。・…　。16・…　．・・・・…　。…　29・6…　。・・。・・・・・・…　。・∴・，23・・・・…　。・…　85．2

ノ

9・血v臼stigation　of　the　in且uence　ofβewage　fヒom　Ia▽a戸

tories　of　drainage　system　an面ther　fUthy　wa恵ers　iu，　sewers

．o夏且shes　and　others　in　a　liver　when　these　waters且ow

d6wn　into　the　Iatter．　：By　Z　2％8廊4〃広Z’5諺ぬ．

A

　　　　10・On　the　pipettes　used　i夏the　determinatlonl　of　chlo」

rine　i皿chlori塾e　wa志er．　By　y＝・伽廊〃2躍5馳．5諺廊．

　　　　A氏er　a　serles　of　experimen‡s　it　has　bee耳provgd．th耳t　ordinary

trans艶r　pipettes　are　not　suitable｛br　the　determinatinon　of　chlorine　in

・h1・・ine　wat・…hd　J・k・wki・’・pip・枕・i・．魚・b・枕・・b・．㌻hi・p・・p。・≒，

than　an）アother，　but　wit鼻　this　it　is　dif石cult　to　obtain舞n　accurate

result　urlless　the　concentration　of　chlo士inとin　the　solut三〇n　to　be‘tested

is　less．’than’N／100．　The　authors．have．‘designed．　a　new　modi丘ed
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　L

fbrm　oξ．　Jakowkin，s　pipette　as　show夏in　Fig．1，　and　they　have　asce－

1tained　the皿ew　pipetヒe　k．better　than　Jakowki皿，s　fbr　this　purposeゲ「

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Feb飢1arソ，　lg26・）

曜

Fig・L

〆

鵬も．．．

，



7

　　　　．11．0耳an　improvement　of　Pe伽1工kofbガs　method　fbr　the　determilla・

tion　of　oarbon　dioxide　in　air，　By】乙1澄4吻ππ471．・二二．　　　　　．．　　　　　・「

　　　　It　is　a　well　known魚ct　that　Pettellko角r，s　method　is　the　most　practicab！e　one
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

fbr　the　qualltitative　determination　of　carbon　diox1de　in　air，　but　itτequires　usually

5－6：Lof　air　to　analyse　by　this　method，　accordingly　itヒauses　some　troubles　owing

to　the　tra1鳩portation　of　very　big　bottles丘）r　sampling．

　　　　The　authors　have　designed　a　new　apParatus　inρrder　to　avoide　this　inconvenience

alld　to　obtain　a　more　accurate　result．：Fig．　II．shows　a　model　of　the　new　apparatus．

It　cons1sts　of　two　bottles（A　and：B）which　are　connected　by　means　of　a　glass　stopper

くC），　The　slnall　bottle（B）of　50　cc．　is　constructed　in　a　similar　design　to　a’dropp1ng

圃・・Wh・・th・b・髄1・（B）．is　c・me・t・d　with　th・・ampli・g　b・tt1・（A）・f　l　L・・

shown　ill　Fig．　II　the　two　bottles　communlcate’with　each　other　through　the　stoppeτ

〈C），but　if　the　botde（B）is　revolved　horizonta！ly　up　to　90。廿om　　．’亀

that　positlon　the　communication　between（A）and（B）is　cut　oκ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

For　determination　w三th　this　apparatus，　at丘rst　50　cc．　of　Ba（OH）2

solutioin　of　lmown　strength　is　poured：nto（B）after　the　air　in　the

　ロ

bottle　had　been　driven　out　by　other　air丘ee仕om　CO2，．and　then

the　bottle（B）is　stoppered　with（C）．　When　sampling　of　air．in

the　bottle（A）is丘nished　the　air　in　the　stoppgr（C）is　driven　o任

by　new　air　to　be星ested　by　means　of　hand　bloweちand　the　bottle

（A）is　stoppered　with（C），　by　which（A）and（B）will　be　con

nected　with　each　other　but　not　be　in　communication．　1£t　the

哀tnlospheric　pressure『in　and　out　of　the　botUe．（A）equilibriate

ψemselves，　revρlving　the　StopP6r（C）・in　the　place　where　air　is‡o　．

be．　tested．　Next　the　bottle（A）is　again　shut　up，　revolving　the　　　　F三g．　II．

．Stopper（C），　then（A）and（B）communic3te　with　each　other　by　revolving　th琴bottle

（B），so　that　the　baryta　so1ution　Hows　dowh　into　the　bottle（A）廿om．（B）．　Flnal　s亡eps

・oダthe　process　aτe　caπied　ont　as　usua1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　（August，　Ig26・）

、

　　　　12．S加dienberichte．aber　Tabakrauch．　Vonκ5乃茄σ砺E　乃加加5海

み〃ゴ1．翻〃2勉2πゑ．

　　　　Die　Untersuchung　iiber　den　Tabakrauch　ist　dlemisch　und　hygien；sch　eine　sehr、

・interessante　Sa6he，　doch　gibt　es　die　Literaturen　des．systematischen　Studiells　s¢hr

響en…g．　Ende　1921　habe龍wir　diese　Studien　begomen　welche廿ber　ch6mischen　Best・

．andteil　des　Tabakrauche　systematlsch　und　m6glicht　genau加ahalysleren　uhd　dessen

　hygienischen　I3edeutung　zu　fbrscheη．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＝

、
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　　　　　　　　　Zuerst　haben　wir　Tτe㎜ung‘vonサerschiedene耳．：Basen　und　S蕊uren，　dam　Ver。

　　　　．bre龍筑ungswei『e　des　Tabaks　l　hnd『、An41y艶n血etnode　ermittelte11．

　　　　　　　　　Als　Analysenmethode　nahlnen　l輔r　die　systematische．a砿．in　der　Verbren即ng

，　！完t・噸．wi・8・・tl血m・・g・d・・B・d；・9・ng・n・㌧．’・

　　　　　　　　　1）　In　d3r　Verbr¢n耳ung　teilten　wir　de且Rauch　i几zwei　Str6men：「d．h．．Ha廿pト

　　　　　strom，　der　in　die　Mundhδhre　einzieht，　und　N6benstrom，　der　in　die：Lu氏伍et．’G¢S一’

　　　　　面wi・digk・it　d・9　erstと・・蛭ゼ200　cc面／Mi・．，．di・．d・・1・t・t・・en・800　ccm／Mi・1

　　㌦　　2）．Wir　studierten　auf　die：B3ziehungen．zwischen　der　Verbren血ungsgeschwindigkeit　l

　　　　　und．d・・．P・・d・kti。・d・・ch　di・M・・9・der　a11騨・iρr・G・・a・t・…d．、B・・e解・“d．

　　　　　gevセann　eill　sehr．interessantes　Ergebnis．　　．　　　．　　　　　、1　　　、．　　．　　 ．、

　　、　　　In　den：B融seh　ni出mt「das　Nik6tin．im『Hauptstrom　ab，　aber．das　Ammoniak　zu、
　　　　　ρ

　　　　　und　wird．das　Pyridih　sehr　beeinHhs§t，　wenll　die　Geschwindlgk：eit　zun三mmt．．　・．　；

　　　　　　　　　In　demselben　Fa11e　nimmt　in　a119emei116nl　Gasartell　CO2　und　Cσsehr士egelm一’

　　　　　assig　zu．　02　und　C2H4　hat．in　300－400　ccm／Min．　den　Minimalpullkt．’

　　　　　　　　　3）　1）ie　Beziehullge血　zwischen　der　Feudhti詐eit　und　deη　：R　auchbestandteilen・

　　　　　sind　beachtungswe・t。　．．　　　．　　　　一　　．．

　　　　　　　　　In　Basen　nehme銑das　Pyridin　und　Ammoniak　im’Hauptstrom　mit　der　Zunahme．

　　　　　de「Feu・htigkeit卯be「das．Ni㎞tin　au億111g　ab・1㎡Nebe孕st叩．⑳en．alle’

　　　　　13asen　unter　denselben　Bed五ngungen　zu。

　　　　　　　　　In　allgemeinen　Gasarten血ehmen、　CO　gehr　ab，　andeτe　aber　zu，　we㎜die：Feuch一．

　　　　　tigkeit　Zunimmt・

　　　　　　　　　ρ1・d・・R・吻・・1y・ederv・士・c≒i・d・…T・b・k…ゆi・td五・Mr・g・d・s．

　　　　　N；k・・i・・三岬・・p柘…甲．・eh・g・・ss　als　F　im，　Nr悦・・…面・K・・d…：・就・Base・im

　　　　　Uebeτbleibsel　der　Zigarre　sind　sehf　vie1．》orha耳den，　ih　Rauch　aber　das　Nikotin　ver一、

　　　　　haltnlsm邑ss1g　wenig「ist．’Ammoniak，　welches．hicht　kond6nsierbar　isち．ist　in’Zig3rren

・　　am　meisten，　lm　aushndischen　Tabak　mehちin　Zigaretten　ohne　Mundstuck　am　min一’

　　　　　desten　vorhanden．・．

　　　　　　　　　In　allgemeine　Gasarte11，　die　CO2－Men3e　im　Hauptstrom　steht　in　fdgender　Reihe．

　　　　　Zigarre，　Zigarette　mit　vergddeten　Mundstudζ，　Zigarette　bhne　Mundstudζ，　Zigarette

　　　　　諭it　Mundstudく．．Dle』Menge　des　Sauersto艶s　ist　umgekehrt　z血CO2．

　　　　　　　　　5）　In　den　Siiurearten，　waτe銑duτch　qualitative　Bestimmung　Essigsihre，　Propion一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　
　　　　　saure　uαd．Butt豊rsaur皐hachzUweisen，　abgr　Amdsensaure　nicht　zu　entdeckcn．

　　　　　　　　　Die艮eihe！der．S互ureme員ge　ist：．Zigafre，　rZigarette，’Zigarεtte．mit’．vergoldetem　l

　　　　　M・nd・t・ck，　Zi…典・e血．血it．M・nd・tuck，　Zig・・et㎏・h・・M・・d・t・・k・Z・．お・“G61d・nb・t’「・．

　　　　　hat　zu’．‘‘．　Londres’．’血ehr．als　3－malige　Sまuremeng6．

　　　　　　　　　6）　Indem　wir　r：αvon　der　w註sserigen　Lδsuqg　des　Tabaksrauclles血esstξnド．dis」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸

、
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kutiert6n’toxik616gisc11さ　：Bede頃un客　des』Raucllens．　Ziga∬e　zeigt　sich　in．　beiden　St－

rδmen　alkalisch，　Zigarettピim　Nebenstrom　alkalisch．

　　　　7）お・im．P免i侮・・a・・hu・g　di・kauchve・t・…1mg　1血di¢嚥・Mundh6hl・、・・d　i・

die：Lungen　2u　untersuchehp　studierten輌r　die　Adsorption3一血nd　s61bstsinkendeerschein－

ung　des　Rauとhes　auf　den　Glaswanden，　die．en亡wede昆iner　Mundh6111e　Qder　eiller．1）免i｛ヒ

elltsprechendes　Volumen　hat・

　　　　　8）　．．～Vir　en亡deckten，6as魑fbIgende’∀’erh註eItnisse　zur・Sorヒent6iIung　de；s　Tabaks

wi6htig合．Rolle　spielen：　Verh巨ltnis　des　CO22um　q　i血Haup士stron1，　Verteihmgsda－

ten　des　CO2，　CO　und　C2H41m　Neben－und　I｛auptstrom．　　　　　　．IAutoreL）

．　　1ε1・　S加die80翠the　respir3ti6駐．of　Jlapanese・　13yノ耳5乃茄躍あ・

　　『Pre》ibusly　I　have　publi6hed．　several　fU1｛d　amelltal．reports．◎n　the　study　of　air

坤1i・臨T耳i・・e即・t　gi…th・basa1・ehti・負・hip　b・・vee・ai・．・・11・・ign　a・d・h・

・xpi・ゆiゆy叫e・p・ci・11y　by　hr・ithy…m・I　J・p・n・・e・』

　　　　Th・廿gl・th・・e　a・e　m・ny血・t・・s　su・h　a・あ亡1midity・t・mp・⑳e　a・d．・tl・c・μ・kn・w・

・・畑b・・ances・el・…gq噸・・lm…ly・・tl・i・p・・bl・甲・…C・・c・1・・n・・．　i・・i・

cannot　be　negl¢cted・

　　　　Results　obtained　are　fhrnished　i！｛articles　below：

　　　　1）T・9・tth・サxpi・εd．・i・・t丘k・d…diti…i・v年・y　di缶・・ltr　bg・3・・r　phy・ir証

　　　　　　q・anti憾es　a・d・h・mica！・・mp・・iti・・s・f　it・c…tit…！・Y・・y．．q・it今・…iblly

　　　　　　acc・・di・g…he．…di・i・・s．・f・e・pi・ゆP・．・・peci・1｝y・h・9・e・執・．・eSpi・a・i・血

　　　　　　飴・．my．＄t坤・d・t…m・些．・hd．s㎞・lcal…d⑩・呵・h．1．asc6・t・i・・d　by

　　　　　　・1・b・・a…x・mi…i・n・f・he…b…fb・e・・h　p・・mi・嘔・・1・m・・fゆed

　　　　　　・・dtlle　p・ess・r・、歓・c・pl・atl…　　．．．

　　　　2）These　phy・記・1・a1叫と・ζ・ゆ・・i・di・at…あr　s・・11　rc・pi・ati・・もh・W・・

　　　　　　remarkable　dif免rence　at　di蝕rent　ages．

　　　　　　　　N・m悦・。f　b・eath　i・ab・ut　20　P・・mi昇・tc　a唄thc　min・t・w・・at　30　y・a・s

　　　　　　・塊・・18・9i・m・n　and　19・7　i・w・m・nl

　　　　　　　　AV…g・．　w・・20・68　i・me・aぬd．20・与＄i・w・m・n，…k｝・g…rm晦b1・

　　　　　　．dif免rp耳ce　by　se冬・

　　　　　　　　AY・・ag・v・1・m・・f・xpired．3i・i・27・“・i・m・n・・ld・95　cc・i・．脚・n・

　　　　　　and　maximum　volume㏄cured琴t　the　age　21　to　2与．in　men　a尊d　26　to　30

　　　　　　iガW・m・n．　　’　．　　・．・．引．．　、．

　　　　　　　　A…ag・．　v・1・m・・f・xp・i・ed・i・・t・t唄・論・t・V・・e．270q・cc・．．1・．．m・・．

　　　　　　and唾零24　cρ．．　i耳，wOmen，．the“i驚rence・b『lng　45．％whiie・th亭t　l　of・E旦『qpe“n！『〆

　　　　　　　70％「was・　　　　　　　　　、．．『．、．．＿．．．一『．＿．『．『　　　　　　　　　　　　　　　　、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

’
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　　　　・3）．The　ratio　between　volumc　of　expired　air　in　hormal　cohdition　and　tllaガat

　　　　　　　utmost　eHbrt　gives　very　notabτe　data　with　comparatively　good　coincide1ユce　in

　　　　　　　botll　sexes，　showing　9．99　in　mell　and　6．30　in　l　women．　Qulte　similarly　tlle

　　　　　　　ratio　fbr　inspired　air　volume，10．33　in　lnen　and　6・48　in．women．

　　　　　4）　．lt．is　veτy　clear　beyolld　ali　doubt　that　tlle　volume　of　resplration　in　111cll　is

　　　　　　　alWays　greater　tllan　in、サOeme1ユ1　　　　　　　　　　　　　　　　’　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　Theτatio　of　vQlumes　of　explred．a｛r　1・40，　inspirβd　air　1．39，　expire｛翠．alr　at

　　　　　　　utmρst　3．22，　that　of．insp1red　air　2．20．　Tllese　ratios　become．　smallest　iηt1耳e

　　　　　　　age　between　26　and　30．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．．．　．．．．．．．、：、．．

　　　　　5）　Volume　ratio　bf　inspired　air　to　expired　is　1．075　ill　men　alld　1．093量n脚ome11．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　．6）　Residual．．volume　is　890　cc．　in、　women　and　in　men　50％greater　than

　　　　　　．wonlen，　and　the　ratio　to　normal　expired　air　aτe　respectively．3，53　alld．．2，74

　　　　　7）　：By　the　analysis　Of　expired　alr，　special　care皿ust　be．　taken　in　regard　tQ　the．

　、　　　condellsation　of　wat骨r　vapour　and　other　gases．　For　the　purpose　tQ　prevent
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　the．colldellsatio11，　s茸mples　were　always　kept　at　37。．C・by　the　drculation　of

　　　　　　　hot　water　and　by　a…r　thermostat　f｝om　the　gas　sampling　to　ana1アsis．

　　　　　8）　Di絶fellt　parts　of　cxpired　air　may　bc　consisted　witll　dif驚rent．compo与ition，．

　　　　　　　of　which　some　correct　investigation　wcre　made・

　　　．’9）　Compositions　of　residual　air　wcre　長）und　out，30％　higher　thanハorma1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　resp1rat19典・

　　　10）　Expired　gas　3fter　susl）ens…α1　varies　its　colllposit1011，　perccbtage．　alld．the　sus一

　　　　．「peηded　time　makes　quite　per角ctly　logarithmic血nction，

　　　11）．Air　po11ution　examination　were　made　as　its　extreme　example　by　repeating．

　　　　　　　respi蘭on　of　once　expired　gases・

　　　12）　Under　my　standまrd　respiratioll　such　are　tIle　average　results：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1n　men　　　　mwomcll

　　　　　　　　　　　　　　　　　CO2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．5596　　　　　3．34％

　　　　　　　　　　　　　　，　　respiτatoτy　quotient’．　　　　　　　　　　．0．736　　　．　　幽g，マ08

　　　　　　・　　　02－C・ns㎝P憾。ロpe・Mi・・　　234cc・　　190c亨・

　　　　　　　　　　　　　　　　　CO，一P・・ductibn　。　　．208㏄．　　134cc．

　　　13）．Relation　between．weight．of’body　and　CO2　producti6n、セere　e「くami1】ed　in

　　　　　　　慨・・fy…gP・・s・・s　Cq　Pτ・d・ced鉾・mi・μt・per　K：9．w・・．4．55．cc．

　　　．14）　Investigation　upon　the　decrement　of　CO2　concentratioll　in　tlle　Hux：of　expired

　　　　　　　gas　were　made　in　the　glass　cylillder．

　　　　Sudden　decrementごan　be「seen　in　3　cm．仕om　tllc　i11工et　and　almost　entirely

diHhse　at　about　40　cm．　distant．　Also　the　distribution　of．CO2　in　repeated　respiration

媛6，c．，x。mi。cd。。d・i・di・at。d　h・w’・1。wly　tl・e　di伍・・i・・。f・xpi・cd　g・・t。・k　placc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　．（Auto窟ef・）
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